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大正11年、1:1木建築協会が主催した 「住宅改造博覧会Jの出品住宅のいくつかは、 今も大阪府箕面市
桜ケ丘に残る。この住宅は少し改装されているようだが、箕面市教育委員会がその会場跡地であると
の標示板を庭に立てている。 スケ ッチ/松井 H召光
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日本建築協会は大正6年(1917)3月30日、理事長に片岡安を擁して38名の建築家が相寄り、「我が

国建築界の堅実なる発展を期して」その名も当初は関西建築協会としてl脈々の声を上げた。2年後の

大正8年には、全国を視野に活動を展開すべく名称を日本建築協会と改め、大正15年10月には公益法

人としてはわが国ではじめての認可を得て、名実ともに建築を通じて社会に貢献する全国団体として

の地位を確立した。

創立30周年を迎える1947年(昭和22年)、かの第二次世界大戦によって廃雄と化した都市の再建の

渦中にあって、おおよそ建築にかかわるすべての分野が一団となり総意を結集して事に当たるべきこ

との重要性を痛感し、定款を改正して建築界の各団体をつなぐ総合団体としての道を歩みはじめて以

来50年、 1997年(平成9年) 3月30日、めでたく創立80周年を迎えたのである。

「日本建築協会80年史」は、この創立80周年記念事業の一環として企画されたのであるが、当初は

予定に入っていなかった。企画委員会において記念事業の規模や内容の検討に入ったのは約 l年半の

余裕を見越した平成 7年9月である。当時は、記念式典をはさんだ 2年先の日本の経済が、まさか大

手都市銀行の倒産などを含む金融システムの破局とともに中堅建設業の倒産の続出に波及するとまで

は思い及ばなかったが、すでに、いわゆるバブル崩壊の暗雲のなかで先の見通しも定かならず、記念

行事を行うには極めて厳しい情勢というのが当時の建築界の姿である。このような時にこそ盛大にと

の考えもないわけではなかったが、建築界あっての建築協会としては過度の盛大な記念行事は控える

べきであるとして、大筋は前回の70周年を参考にしつつも、なお若干の簡素化をはかることとなった。

そしてそのお手本とした70周年記念事業に年史はなかったのである。

創立以来これに類する企画としては、 50周年記念の会誌に 「建築協会50年の歩みJと題する特集が
ある。50周年の次は100周年と考えるのが普通かも知れないが、これまでの30年でも、その聞の技術

の進歩、建築界の変化の激しさはその前の50年の比ではない。これからの20年はなおさらであろう。

ましてや21世紀への大きな節目が目前に迫っている。わが協会だけがもっ総合団体としての特色を生

かし、建築を通じて広く社会に貢献するという責務に変わりはないとしても、今、この大きな節目を

前にして過去の業績を振り返り、 20世紀に訣別して100周年に向かつての新しい進路を検討するため

にも80年史の重要なことは言うまでもない。悔いをあとに残さぬことを願い、遅ればせながら80年略

史の編纂が追加決定されたのは、記念日も間近に迫った平成8年12月の理事会においてであった。

編纂委員会は、長谷部朔郎氏に委員長をお願いし、各常設委員会からの推薦による 6名の委員によ

って平成9年5月12日に第 l回委員会が、さらに10月からは研究、執筆等のため神戸芸術工科大学名

誉教授の坂本勝比古先生を代表とする11名の方々にワーキンググループをお願いして進めていただい

た。

当初は平成9年度末を目途にスター卜したのであるが、この種の事業にしてはあまりにも短すぎる。

その後10年度末に変更はされたが、それでも日々が時間との競争であった由であり、 資料の収集その

他、 皆様にいかにご苦労をおかけしたかは察するに余りある。お蔭様で当初予想した 111各史の範囲をは

るかに超える充実した80年史を皆様にお届けできることは、私どもにとってはこの上ない喜びであり、

ここに年史編纂の経緯をご報告申し上げ、ご尽力いただいた委員、ワーキンググループの皆様に心か

らの感謝を申し上げる次第である。

社団法人 日本建築協会会長 市 宏

5 



目次

総論 日本建築協会の遺産と功績/坂本勝比古…・…・・……....・H ・9

第 1編 日本建築協会80年の記録

第 l章 沿革 ・…・・…………・…ー……………ー…………・・・………27

第 2章 委員会活動 ……一…・ー…・…・…・…・・・……………・ー……33

第 3章 事業と業績 ……ー………・……・・…ー……………………61

第4章 諸国体と協会 …………・・………一…-…・……………83

|第2編そ問の附担った人々の活動 二
第l主主 草創期の人々

人物年表・・・・・・..........・・・・・・・・・…........目・・・・・田・…・........................・・・95

片岡 安(坂本勝比古) ・… ・ ・・・ ・ー ー・ ・……・ー"96

設楽 貞雄 (坂本Jl券比古) ・… ・・ー ・ー ・・・ー・ ー一 .............98 

:fÊ~田五 一 (桐浴邦夫ト ....... . ... .. . .. . ... . . ......... . . . . ... ... .. . . .. .....100

池田 賀(和田康由).............・一・….........…・...........… '102 

波江 悌犬(吉田高子)……………ー・・………・………・…ー…一104

竹)j要 {建造(坂本)j券比古)………・・… 一 .......一 ...… ……106 

尾崎 久助 (梅宮弘光)一 ........・H ・...一一 …… …・・・…・・ '108 

東畑 謙三 (橋寺知子ト.....................................................110

塚本 猛次(酒井一光)...........……・・...........…............・......112

福田 朝生 (石田il!i.1一郎)・・・・・・………・・…・・・・・・…・・…・・・・・・・・・・……114

佐野正一 (石田淵一郎)・…… …… -・ ・….........… 116 

葛野H:I:一郎 (植松清志ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118

;蜘貧 勉(吉田高子)………・・・…… 一 ・-….......…・・…・・119

松本 局象 (111形政昭)………………・…………・……・…………120

宗 兵蔵(坂本勝比古)…………・.....… ・・・・…・…・・・…・・…...121

園部 文雄 (柚松消志). 一……….......……・………….........122 

日高 昨 (坂本勝比古)…....・H ・...・H ・..............………...・ H ・"'123

野村 一郎 (酒井一光). ・・……-…… ...……・ ・・…・......124

古宇田 賀 (梅宮弘光)…………H ・H ・-…ー・・・・・......ー……・・・………125

松室 重光(石田il!i.1一郎)……..................一……………ー…・ー126

松井寅太郎(坂本勝比古)一… ・・…… ...…・ … ・・…・ 127 



安井武雄(石旧iI~1一郎)・……・……・………………・……・……・ 128

中津誠一郎 (和l回出[1:1)........ ・ ・・ ….....・ ・・ ・・ ・…・・・ •• "'129 

坂 符雄(村Ji'，'主弘光)……・・………・…………・・・…一一一……・…'130

今林彦太郎(坂本勝比占)..……・ ・・ …・-…一…・・ …・…131

井上新二 (桐ILEI康l土1)………………………………一……・ぃ 132

松本 儀八(山形政昭)…H ・H ・・・ H ・H ・-………………・…一一・・・…・…133

池田 宮彦(酒井一光)・……- ・…一........…- ・………"134

銭高 輝之(椅奇知子)…………………………………・・・………ー135

中西 六郎(抑宮弘光).… .........・H ・-一一・・・ ・… ・・……・ '136

大林 芳郎(山形政昭)…ー……・・………一 -一 一一一一 .•.• "'137 

鴻池 藤一 (吉田高チ)一 -・・一 一 .... ・・・……ー……・・…138

伊東 五郎(利回}~It由) …・………. .. . . . . .…・・・・・ 一一 一 .139

竹中 錬ー (安迷英俊)…………………ー……………・・ー………140

鷲尾 健三 (安迷英俊)…………......・H ・..…-……-・ … ..........141

松村 雄吉(桝浴邦夫)・・・・・・………………………………………142

横尾義貰(桐浴邦夫)...…・…・……-…........一一......143

足立 孝(柿寺知子)…・・……・………・・・……・…・…・・……・…144

第2章 21世紀へ語り継ぐ激動の昭和
一戦中戦後の協会活動をふり返って一 …………・・……147

尾亀清四郎/大林 芳郎/小西 川

佐野正一/横尾義民/三品哲夫

「m3編年表 (1917~1996)

資料編

日本建築協会の80年 …-….......・・… .....…....一 …… 160 

日本建築協会会則 ………・・・・・・・・・…・..........一 …..・........192

社団法人日本建築協会定款 ・細則……....・ a・....……・・・・・・・……'193

役員名簿…・・・ ・ ・ …… …. • • • • • • • • • • .…・...........一・・…… 198

総会 ・評議員会 ..E!l!事会の開催………."・H ・..………………ー…212

支部iの設立と文部規程 …・ …ー ・・ ・・・・…・…ー……・ー……ー…214

支部役員名簿 一・・……………ー…一一…ー ー・ ……・一…… "218

会員数・収支決算等の推移………...・ a・..…………・ー…・・……224

青年建築家及び青年校術者の顕彰 ・・ ……・・....・ …・ ・ .228 



総論

日本建築協会の遺産と功績

坂本勝比

日本建築協会は大正6年 (1917)の創立以来80周年を迎

えた。80周年と一言で言うのは易いが、 実際にこの80年の

歳月の重みは大変なものだと思う。建築協会 (以下、 「日

本」を省11略l格硲する引)の発行する機関誌

べ号数は、 80周年を迎えた1997年3月末発行の 4月号で実

に901号に達している。まさにこの数字の大きさに驚くとと
ひとしお

もに、 会員並ひずに事務局が払ってきた努力の数々に一入感

慨を禁じ得ないものがある。その問、太平神淡争による用紙

の不足から発行が中断したH寺期や、建築学会との合併が議論

されたとき、また敗戦による物資欠乏の時代を乗り越えて今

日に至る道のりは、決して平坦なもので、はなかった。

また建築協会が我が国の都市計画や建築、淑見の貧困さを憂

えて、建築学会や建築士会などに呼びかけ都市計画法や市街

地建築物法の制定に大き く貢献したことは、何人たりともこ

れを認めるところである。さらに大正11年の桜ケ丘住宅改

造博覧会の大事業は、大者|怖郊外の住宅地開発の模範的手法

を安防Jの住宅分譲を過して提示したもので、これを建築協会

が独力で計画し多くの参加者の協力を得ながらも民の力で実

行した事業であるだけに、その成果は近代住宅史にさん然と

輝くものである。

またこのような住宅改良の運動は、乙れにとどまらず、度

重なる住宅コンぺや入選作の展覧会を開いて、市民に住宅改

良の必要性を説き、市民生活の向上に寄与してきた。

このたび日本建築協会80年史の刊行に当たって、表題の

ようなテーマについて所見を求められた。大変光栄に存ずる

と同時に、この機会に改めて初代会長片岡安の果たした役割

を回顧し、その不屈の足跡に新たな光を当てることができた

らと願っている。また主として大正、昭和戦前期の協会の活

動を通して、多くの先輩たちが求めてやまなかった思想とは

何か、建築と社会との結びつきの重要性を彼らがどのように

とらえ、主張してきたかを理解することの一助となれば幸い

である。

なお紙面の都合で、大きな流れの中で、いくつかの主要な

動きを要約して考察することとした。また取り上げるべき多

くの会員の方々の功績を割愛せざるを得なかったことを残念

に思っている。

関西建築協会創設のころ

この協会が創設されたころの関西における社会、経済的背

景はL功、なるもので、あったであろうか。その草創期の大阪を

中心と した当時の社会的状況の中に、 協会が生まれるべくし

て生まれた必然性があったのではないかと思う。“オキナ

会"とか“建坊会"といったグループの存在が、大同団結し

たというプロセスはよく語られているが、もっと根源的には、

大正デモクラシイとか、大正ロマンとか言われるように、格

式張った秩序や因習から解き放たれて、自由な空気をl吸い、

自らの理想、を都市や建築を通じて実現したいという強い願望

が、大阪を中心に集まった建築家たちの胸中にあったからで

ある。しかも当時の大阪の都市的景観は余りにも貧困で、密

集した低層の木造建築の混乱した姿や、急激に人口が増大す

る都市環境の悪化に、見るに見かねた前途有為な建築家たち

の鼓動が、この協会を産む大きな原動力になったので、はない

かと思う。

時はあたかも、突如勃発した第一次世界大戦の影響で好景

気となって、大阪の産業界を潤していた時期であった。我が

国が開国して半世紀がたとうという時代になっても、東京の

市区改正は一向にはかどらず、大阪においてはようやく、市

区改正への取り組みが動き始めようとする樹暗に差しかかっ

ていた。乙のような時期に、片岡安は撒文 “同窓建築技術家

に告ぐ"の小冊子を広く諸建築家に頒布し、また建築学会誌

に公表した。その中で彼は、“殊に東京大阪等の大都市が何

等都市建築大改造の方針を樹てざるが如き、文道路拡築や建

築法規の制定を怠りつ〉あるが如きは、 到底之を文明時代の

正道と見る詩にゆかない"と断じ、このような大問題に対し

て “僅かに一建築学会を|唯一機関とするは、決して当を得た

ものではない。よろしく各地に文各方面に、団体を粧l織し、

会員各自の切瑳をなし、 他団体文は社会との連絡を考へ、内

容の充実と外界の接触とを計るを急務と思ふのである"と述

べ、明らかに学会とは別に新しい組織をつくることを宣言し

ている。乙の時期、東京でも“ドンブリ会"(東大明治36年

組、佐野利器、佐藤功一、田辺淳吉、 北方f耕造ら)を中心に、

辰野金吾学会長の多選を阻もうとする動きがあった。辰野の
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総論

会長任期が長過ぎると言うのである(建築と社会 昭和 7

年lOn創立満十五周年記念号、その頃を諮る座談会より)。
紡同その年、辰野は再選され、 翌大正 7年にt1欄達蔵に替

わった。これは明治のころには考えられないことで、このよ

うな自由な発言が認められるような社会の変化が、大正時代

の潮流で、はなかったかと思う。

庁、大阪の大正時代は、建築界では大阪市役所庁舎(明

治45{1三3月一大正元年8月)と、大阪市公会堂(明治45年

4月一大正元年10月)の二つの大きなコンぺによって幕開

けとなった。なかでも公会堂のコンぺは、そうそうたる建築

家を集めての指名コンペで、入選作の決定は応募者13名に

よる互選の方法がとられ、 l等岡山信一郎、 2等長野宇平

治、 3等矢橋賢吉で決まった。このコンペの結果、中央公

会堂は岡田信一郎の原案を修正し、 辰!lll~ßの指導の下に辰

野 ・片岡事務所で知包案をつくり、大正 7年完成した。ま

た大阪市庁舎もコンペの l等人選は小川陽市案であったが、

片岡、牛村喜勇、今林彦太郎によって掲j包案がつくられ、大

1[10年に完成する。これらはいずれも'1'と砧に建てられた

ものであり、中央公会堂は百万円を寄付した相場師岩木栄之

助が、その完成を見ずしてピストル向殺するという話題性を

大阪市公会堂

大阪市役所庁舎

合んで、先に建った日銀大阪支脂(明治36年)、府立中央図

何百((明治37年)などとともに、既存の市街地鼠:tmの中で
は突出して見事な都市景観を形成することとなった。

建築協会が生まれたころ、すなわち大正JI，'f代の初めは、大

|授が近代的な商工業都市として大きく刃U.if1で、きる好機に恵ま

10 

大|坂紡紅i三軒屋工場

れていた。近世以来天下の台所として繁栄してきた大阪の商

勢は、 明治~illi菊川こよって-11寺的に衰退するが、やがて大阪商

人のど根性は、新しい時代に適応した商運の開拓に乗り出す

こととなる。明治16年に我が国で最初の蒸気機関による l

万台を超える紡錘機を備えた大阪紡組会社は、大阪が紡績業

を通して発展する先駆けとなった。

このあと、つぎつぎと民間資本による紡組会社が興り、こ

の国の産業革命の先駆的役割を担う。このため大阪はやがて

東洋のマンチェスターと言われるまでになり、明治20年代

に早くも民間建築事務所が出現する。沌大吉(東大明治16

f畔)、茂庄五郎(東大明治24年卒)らがそれで、なかでも

茂は産業界との結びつきが強かった。彼が大正3年死去し

たとき、綿業界の著名な人物 .LLi辺丈夫(大阪紡績社長)、

菊池恭三 (尼崎紡績社長)、佐分利|卑 (H本紡鎖社長)、竜村

竹男(大阪モスリン紡結社長)など、紡結界の経営者らが深い

弔意を表している。

また産業の発展は金融資木とがiひ矛ついて、大阪の経済界は

蓄積された富が、銀行、証券、 {別検会社の設立に波及してい

った。辰野・片岡事務所の明治 ・大J日引のおびただしい数の

銀行、生命保険、取引所、駅舎、工場などの作品にそのすう

勢を見ることができる。

さらに民間の設計事務所の例に、桑原政工業所があった。

桑原は工部大学校鉱山学利の山身、 |台l大学校の助教授を勤め

るが、藤田組の招きに応えて民川に転じた呉色の人物であっ

た。 明治27年ごろ創業した仁業所~築部には山口半六や逓

信省を辞して大阪に移ったinr合幾次(東大明治25年卒)が

同30年ごろ、さらに設楽貞雄も帝室京都陣物館のあと、こ

の工業所に在籍していたことがあった。なお山口半六は32

年に~1üL して設計事務所を営み、 31年大阪市の依頼を受け

て32年“大阪市新設市街設計千件"を提出し、大阪の市区改正

計画にかかわっている。

大阪商人発祥の地であり、大阪の経済を牛耳っていた“船

場"について、経済学者 ・宮木文次は次のように述べている。



“大阪に船場がなかったら大黒柱のない建物のように、中心

がなくなって、妙なものになるだろう。煙の都大阪の巨大な

る胃袋はその工場であり、機械であろう。近代的機械、それ

は精密な科学的研究の上に組み立てられ、精確に数量的に計

算し得る力によって動き、実に合理主義の権化といってよか

ろう。煙の都大阪の敏感な神経中枢は実にそのビルディング

にあり、取引所にあり、会社にあろう。木と紙と布とを素材

とした問屋の建築は、鉄と硝子とセメン卜を主材として構成

されるビ、ルテ'イングに転化した。・・・(中略)…かつて狭くて

糊主してL、たことで余りにも有名で、あった大阪の道路は、lt高

員を拡張し、街路樹の立派さを諮るようになった。かくて船

場もまったく変貌した。Eさんやお家はんや御寮さんの船場

はもうどこにもない。しかしなお歴史はのこる。臓は腐とし

て厳としてある。船場はだから、ツンとすましたオフィスの
あ品

街でもないし、単なるビジネスの巷でもない、それは「商

内」の場であり、いまも商戦の戦場である"と。

この船場の盛衰、変化とその経営者、大阪商人の心、そし

て大阪市の都市計画や市民の生活関尭と深く結びついていた

のが建築協会の活動であり、協会のメンバーたちの関心の的

であった。

| 片岡安の熱意 1 
都市計画法・市街地建築物法の早期成立へ l
片岡安が都市計画についてかくも熱心に取り組むようにな

った理由について、そのいきさつをみてみたい。

片岡安は旧I(U111野安で、 明治9年6月4日加賀藩士だっ

た父 ・刻11野直重、母・文の次男として金沢に生まれた。幼少

のころから英才で知られ、 27年7月第四高等中学校本科を、

引き続いて帝国大学工科大学造家学科を30年 7月、 21歳の

若さで卒業した。これはまさに異例の若さであった。因みに

同期生だった武田五ーは25歳で、あった。

-[1判支は大学院へ進学し待泊三工学を学ぶ予定であったが、

日本長時子技師のポストを得て、門司支届勤務となる。しかし

なぜかその年の11月に同行大阪支屈に転勤することとなっ

た。これが彼と大阪を結びつけるきっかけとなったのである。

片岡直ifNt

績功と産遣のAE
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片岡安

彼は32年、ちょうど日銀の大阪支庖長だった片岡直輝の

日にとまり、直輝の弟で、日本生命保険会社の団体土一長で、あった
会おはる みつえ

片岡直淵の長女盈衛の婿主主子として片岡家に入籍する。)

岡家は土休藩の出身で、家庭は貧しかったが、苦学して学聞

を身につけ仕官して社会的地位につき、兄弟で大阪に出で活

躍した実業家であった。岳父の直祖は後に日本生命社長から

井上友一

衆議院議員、商工大臣、丸蔵大臣まで上りつめた人物、直車11

は大阪瓦斯社長や阪神電鉄社長などを務め、関西財界に大き

な影響を持った人物で、片岡安が後に大阪経済界で活躍する

うえで力強Lミ後ろ楯となった。

片岡安が都市計画に関心を抱くようになったのは、内務t

僚であった井上友ーとの交遊に始まる。井上は片岡と閉じ金

沢の出身で、片岡より少し先輩に当たり、明治23年7月第

四高等中学校から、帝国大学法科大学英法科に進んで、、 26

年7月卒業して内務省に入ったエリート官僚であった。井

上友ーが注目されるのは、彼が日本で最初と言える “田園都

市"なる書を明治40年に内務省地方局有志の名で刊行した

からである。この書は、彼が主となって若手官僚を督励して

出版したと言われる。ただし、この書はイギリス人E.ハワ

ードの著作“GardenCities of To-mo汀ow"(1902)に5開 i

を受けたとされるが、実際はA.R.ゼンネットの著書 “Gar-

den Cities in Theorγand Practice" (1905)なる大著にヒン

トを得て、その一部を引用しながら、日本の地方都市や農村

の発展改良を意図して刊行されたもので、ハワードの著書の

直訳ではなかった。ただ井上はハワードの思想に想いを寄せ、

田園都市への興味から、当H寺内務省のl属託であった社会事業

家の生江孝之の渡散に際し、最初の田園都市となったレッ

1 1 



総論

チワースにハワードを訪ねることを勧めた。このため、生江

は明治41年の渡英のとき日本人として初めてレッチワース

を訪れ、ハワードと出会っている。翌42年に帰国後、田園

都市について、生江は文筆や講演でその意義あることを喧伝

した。この後、田園都市問題は我が国でも盛んにとりあげら

れることになるが、その火付け役となったのが井上友ーであ

った。

片岡は自ら、次のように語っている。“一(前略) 丁度

其の頃内務省に井上と云ふ私の先輩が居りま して、私がこの

スタディを始める時分には東京府知事に車副壬しました。この

人は内務省で段々調べるとどうもガーデン ・シティと云うこ

とが非常に緊要な問題のやふに思ふけれども、 今迄は良く分

らぬ、 それで内務省ではゼンネットと云ふ人の書物を詳して

居るが、これは君等の方で研究すべきものぢゃないか、と斯

う言はれて、それから私はゼンネットの本を見ると、これは

大部のものですが、 主として家屋政策から住宅改良を説いて

居るo ••• (後1I1~) 一 " とあり、彼が井上の荊l変で都市計画に

関心を持つに至った経緯を述べている。(建築雑誌臨時増

刊 建築学会創立50周年記念号、昭和11年10月10日 第2

回座談会より)

また彼が我が国で初めて都市計画に関する専門的研究書

“現代都市之研究"を書いたときも、その序文は井上友ーで

あった。そこには次のように記されている。

“畏友片岡工学士は予と同郷の人なり。多年建築学の研究に

従事し、斯道の誕奥を極め、 今や方に其の質成って主主に此の

著あり。是れ単り、 学界の権威たるのみならず。また以て、

自治開発上に寄与するところ大ならずしばあらず。予久しく

官に在りて、地方改良の事を食とするも、尚ほ能く任を尽く

し得ざることを悦づ。偶此の書に援し、此に之れを紹介する

を喜び、 請に応じて一言を寄する所以なり。大正五年十二月

法学博士井上友一"

片岡安がいよいよ都市計画の問題にのめり込む最初の動き

は、 当H寺内務大臣を務めていた実物政治家 ・4刻表新平との出

会いであった。後藤新平は大正5年10月寺内内閣の内相に

任じられていた。後藤は今は都市計画法成立の功労者のひと

りとして知られるが、 最初からこの方面について認織が深か

ったわけではない。この後藤を口説くのに、片岡は少なから

ぬ助言をしたひとりであった。

彼は古11市計画についての著書ができた大正 5年の暮れに、

この書を後藤新平に送った。しかしただこの書を送っただけ

では十分な効果が得られるはずもなかったと思われるが、そ

のときのことを、彼は次のように述べている。

“越えて大正6年の春、寒い時でしたが、その当時都市協
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会と云ふものがありまして、藤原俊雄君が幹事役で、 内務省

関係、都市に関係した人々を集めて講演会を折々やって居る

と見えて、私に丁度君があの本を書いたのだから、後藤さん

も来るし鉄道院の総裁その他色々な関係者が来るから、講演

をしなLゆと言われたので、其慮へ行って私は講;買をやりま

した。その講演は、都市はこの健ではpかぬと云うことを指

摘して、これは内務行政の重要なもので、ある、これは建築家

の理想だと云はれるかも知れぬけれども、斯う云う状態では

いかぬ、と云うので大体のことを説いたのです。それを後藤

さんが聞いて居られて、後で云はれた。君のやうな議論も宜

いけれども、ちょっと実行二出来ぬよ、と大分ひやかして居ら
やが

れたが、これは鵬て分る時があるだろうと，思って其の時は私

は余り議論もしなかったのです"と。(前掲建築雑誌創立50

周年記念号第 2回座談会より)

乙の講演会の時期や場所については明らかでないが、片岡

は同じ年の3月に “同窓建築技術家に告ぐ"との撤文を草

して建築協会を設立したことは先に述べた。

この大正6年という年は、殴州戦乱の影響が大阪産業界

にまともに表れ、開戦後-11寺的に沈滞した貿易、産業、金融

界は一転して好況を迎え、都市人口の急激な増大と商工業の

繁栄は、大阪の都市的性格を一段と強め、大阪の市区改正は

焦眉の急なる事態を招いていた。したがって大阪市で、は、大

正3年7月に東京高商(現一橋大学)教授で都市問題に明

るLミ関ーを高1姻b役に迎え、市区改正に積極的に取り組む姿

勢を示し、同年4月11日都市改良計画調査会を設置し、関

ーを委員長とした都市改造計画の策定に入った。

片岡安はそのメンパーのひとりに選ばれている。片岡安と

関ーとの関係は、後にも触れるが、きわめて深かったo この

調査会が設けられる直前の 4月2日、関日記によると、こ

の日の午后関は小山健三と面会し、その夜片岡氏の招宴があ

ったことを記している。この片岡とは恐らく、安ではないで

あろうか。片岡安はその3日前の3月30日、関西建築協会

の旗揚げを行ったばかりであった。

この時期、すなわち我が国の都市計画並びに市佐t地建築物

法が成立する大正5年ごろから同 9年に至る数年間は、両

法にとって歴史的にも重要な時期であり、またそれにふさわ

しp人物が登場する。それは片岡安、関一、偽1事新平、 池田

宏 (内務省初代都市計画課長)、佐野利器らである。その動

きは、次の四つの系譜に分類することができる。

1 .片岡安を中心とした関西建築協会の活動

2.関ーを中心とした大阪市の行動

3.後藤新平、池田宏を中心とした内務官僚の動き

4.佐野利器を代表とする日本建築学会の協力



である。

この四者はそれぞれ立場を異にしながらも、法の成立のた

め、緊密な連携の下に活動した。

片岡が自ら書いたという意見書は、大正7年 1月25日、

日本建築学会の建築条例実行委員会に付議され、同委員会の

賛同を得た。そして日本建築士会会長野字平治、都市協会幹

事藤原俊雄と関西建築協会理事長片岡安、建築学会会長辰野

金吾の四者連名による建識が行われた。この建識は 2月6

日に四会の代表者が寺内内閣総理大臣(病気中にて代理秘書

官面会)、内務大臣、陸軍大臣を歴訪して提出され、調査会

設置の急務たることを陳述した。

片岡安はそれに先立って、 1月25日ごろ、単独で後藤新

平に出会い説得している。彼の談によると、その前日の24

日日本建築士会の求めに応じて上京し、建築士会を訪れて協

力の約束を取り付けており、このあと都市協会の幹事で東京

市会参事会員で内務大臣とも親しいという藤原俊雄の世話で

f刻藤内相の都合を確かめ、帝国ホテル跡の内務大臣官舎に行

き建議案を出して説明した。彼の言によると、

“所が術館さんは、それはJ支術家論で、世の中の事は複雑な

もので、さう簡単なものぢあないよと一院付る。詳々と説pて

これは書生論でも技術家論でもない、世界各国の都市とも建

築防法のない所はない、建築物は現代文化の中心をなすんだ

から、さう云ふ貴下のやうな事を云っては困る。貴下は技術

家であって、さう云ふ事は判る筈だけれども一寸おかしい、

内務省に最近、都市計画諜と云ふものが出来たが(引用者

注;実際に都市計画諜ができたのは同年の 5月22日であっ

た)、此骨は市区改正であるが、同時にパラレルに行くもの

は主燥で、都前十画謀を内務省に作った位ならどうしてもか

う云うものは嘗って置く必要がある。よくどうか下僚とも御

協議下さいと云って私はもう直ぐ大阪に帰った。後藤内相も

直ぐ次官の水野錬太郎氏、都市計画課長の池田宏氏に、此案

をそっくり見せた。さうすると水野氏も池田氏も之は内務行

政の中隔をなすべき問題であって、内務行政は之から此方に

向っていかなければならぬと思ってゐる、それを建築の方面

の人がさう云ふ事を云って来たのは渡りに舟で大いに蓋力し

て貰はなければならぬと云ふので、後藤さんはびっくりして

直ぐ曾ひたい、いつ曾へるかと云ふて向ふから云って来た。

そこで二月六日(大正七年)に曾った(ヲ問者注;この日が

先に述べた四会が一緒になって会った陳情の日に当たる)。

さうするともうすっかり話が変わって居ってね。それは内務

省は大賛成だ、君等に教へて貰ったやうだが、自分達も何と

かやり度いと思って居ったから、大いに謹力して呉れ、至急

調査会の躍算を取るから、強算は其昔時過晶して居った。不
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思議なことですが其年だけ何かの都合で、珠算を早く審査し

て、 一月の末には通常橡算を通過して了ってゐた。特別珠算

でもって、 E象算をどうしてもt稔:mtkl主に話をして無理にも取

後藤新平

るから、君等一つ努力して呉れ、君等の云ふ通りにすると云

ふので委員も原案の通りに詮衡して調査委員舎の珠算も原案

の通りに取ったが、それから間もなく後聴さんは外務大臣に

なって了った"と、その当時の内情を語っている(“その頃

を語る座談会=本会創立当H寺の懐旧 "建築と社会、 昭和

7年10月号)。

このように後藤新平はいったん議会を通過してしまってい

た本予算に、追加予算として調査会予算を計上するなど、通

常の官僚では考えられない強引な政治力で、議会の承認を得

るところに、彼の実物政治家としての片鱗がうかがえるが、

このときの追加予算のお陰で、都市計画法や物法を審議する

“音|時計画調査会官制"が発布され(同年5月31日)、また

内務省内に初めて、都市計画課が設置された(同年5月22

日)、とみることができる。

またこのとき大阪市が求めてやまなかった市区改正条例は、

関ーを長とする剖叶I改良計画調査会の検討による“大阪市街

改良法草案"の作成があり、関ーはこの件で、在阪代議士を

招待して協力を依頼してし唱。さらに関日記によると、関ー

は2月2日に上京し衆議院にて土木局長に面会。市区改良

法の件を相談し、同4日午前内務省にて池田書記官と会見

し、市区改正法について協議した。このとき“大阪のみの問

題として進行するとすれば、本議会にて法律通過の見込みあ

り"との言質を得ている。さらに同月 5日、関ーは横浜に

赴いて岡市長と面会し、再ひ東京に戻って内務大臣を訪問す

る。内務省では水野次官に会い改正法提出の件についてほぼ

承諾を得て、夜はホテルで大阪関係代議士を招待したと記し

ている。加えて翌6日、再び内務省に立ち寄り池田書記官

に面接して、改正法提出の省議決定の由を聞いている。ちょ

うどこの日は、建築四団体の面々、片岡安のほか塚本摘、長

野宇平治、藤原俊雄らが総理大臣、陸相、内相を歴訪した日

であった。之のように、この年1月下旬から 2月上旬にか

けて、片岡安、関ーはそれぞれの立場で目まぐるしく行動し
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たことがうかがえる。

その結果は同年3月12日の衆議院における審議を経て、

同7年4月、法律第36号を発布し、 ‘東京市区改正条例及東

京市区改正土地盤杉j処分規則ヲ京都市、大阪市及内務大臣ニ

於テ指定シタル市ニ準用シ得ル法律案"として成立すること

となった。この東京市区改正条例の準用という扱いは、大阪

市にとって必ず、しも好ましいもので、はなかったが、次の新し

L、制度への暫定的なものとして了承したと思われる。

L、ずれにしてもこの時期の片岡安の活動は目覚ましいもの

であった。この片岡安の活動を客観的に評価した内田祥三の

片岡に対する讃辞を、少し長くなるが紹介することとしたい。

“只今片岡さんから都市計画及び建築物雌ゴ且の起源に就L、て

お話がありましたが、私は、この片岡さんと云う方は、現代

のこの日本の都市計画に就いて最大の功労者だと思います。

建築学会がやりました社会運動の中で、前に議院建築に関す

ることなど色々お話がありましたが、さう申しては失礼です

が、この都市計画に関する事項が最も重要なもので、あり、又

最も成功を収めたものだと存じます。都市計画法及市街地建

築物法の制定は吾国の都市計画に一新紀元を劃したものであ

ることは間違いのない事実でありまして、 此の両法制定の直

接の原因を蔚したのは大正6年の暮当時の関西建築協会の

会長であられた片岡博士が建築学会に対して法律制定の運動

を起こそうと云うことを申し込まれたのに起因するので、あり

ます。との運動の先達を務められた片岡博士は吾国建築界に

於ける最大功労者の l人として常に私共が尊敬致して居る

のであります。

同博士はず、っと以前から都市計画のことを色々と調べられ

て居り、それが著書となって現れた程で、ありまして、寸貨の

人々が余り斯かることを考へて居ないu寺分から是非根本法の

制定の必要を痛感して居られたので、世間でも追々と其の必

要を感ずる様になって参りまして、機運が熟して来たのを見

て此の提議をせられたことと!郎、ます二 (前掲建築雑誌

創立50周年記念号 第2回座誌宝より)

これは片岡安の努力に対する最大の賛辞でもあった。

なお、内務省に関連した動きであるが、大正 6年10月に

創設された都市研究会は、{釘j来新平を初代会長とし、池田宏

を理事、 阿南常ーを幹事として発足し、 翌 7年 4月に “都

市公論"を創刊し、都市計画、都市問題の啓発活動を開始し

ている。

内務省で中心的役割を果たしたのは池田宏であった。池田

宏は明治14年静岡県に生まれる。一高を経て同38年京都大

学法律科を終え、内務省に入省した官僚で、大正2年から

3年にかけて殴米を視察。同年東京市区改正委員会の幹事

となり、都市計画に関係を持つようになった。池田は都市計

画の理論構築の第一人者で、内務省の都市計画法の原案を作

成した。同7年7月、後藤内相の後を受けた水野錬太郎会

長の下に都市計画調査会が4制裁され、各省事務次官クラスの

委員に加えて、 専門家として建築学会から佐野利器、関西か

ら関一、片岡安が参加することとなるが、この会議の幹事役

として池田宏がその運営に当たった。調査会は 7月8日に

第 l回、同10日に第2回、12月7日、同24日に第 4回の

会議を聞き、活発な議論が展開された。片岡安はその全部に

出席し、関ーも24日の最終回を除いて出席し、意見を戦わ

せてL唱 。なお市街地建築物法については、やはり12月に

主として佐野利器が出席して幾度が聞かれている。

これらの法案は、第41回帝国議会の賛同を得て、都市計

画法は大正8年4月4日法律第36号をもって公布され、同

9 i:1三1月1日より施行となり、市役片山建築物法も大正8年

4J'H 日崩事第37号をもって公布され、同年11月同法の施

行令が都市計画調査会に諮問され、佐野、片岡ら特別委員の

審議を経て、同9年12月l口施行されるに至った。

これは片岡安らが行動を起こしてから 3年目のことであ

った。片岡は“もしあの時に真剣な行動をしなかったならば

恐らく 10年は遅れたでしょう。これは10年を早めただけは

硲:かにあると思う"と語っている。

なお、池田宏は、大正9年内務省社会局長、東京市助役、

同12年帝者|昨夏興院計画局長、同13年京都府知事、同15年神

奈川県知事を厨壬して退官後、昭和]5年大阪商科大学講師、

岡市政学会会長の職につき、大阪市政にも協力した時期があ

った。

関ーと日本建築協会

大阪の名市長として知られた関ーは、大正 3年 7月東京

高商の教授から大阪市に招かれて、高品加WJ役として着任した。

彼の交通政策論や工業政策研究についてはすでに各界から高

L、評価を得ており、彼の都市問題に対する高い見識は、多く

池田宏 の著述を通して汲み取ることができる。

14 



関 -

彼は大阪市助役として赴任する前、大正2年 1月に “花

|霊|都市ト都市計画"なる論文を発表している。との表題は後

に田園都市の名で、広く取り上げられるガーデン・シティを

花国都市と訳し、都市計画なる用語の使用例としても早い時

期に相当する。またこの中で彼はガーデン・シティに対する

E.ハワードの理念を正確に伝えており、文中lこハワードの

新学である 1898年刊の " I~~ 日 . Torrow (此吾、其後改題シ

テGardenCities of Torrowトセリ)"の記述があって、彼

がこの書を読了したうえでの論文であることがうかがえる。

これは関ーの、都市問題や住宅問題に対する関心の高さを

示す早い例であるが、さらに彼の田園都市に対する関心の強

さは、彼の日記の中にも見ることができる。それは彼の日記

の大正5年10月1EIの項に、つぎの記述が見られることか

らも明らかである。

“10月1日(日)、終日在宅、 RaymondUnwin， Townplan-

ning in Practicesヲ読ム"とある。

R.アンウィン(1863-1940)は、もっとも先進的な近代

イギリス都市計画の代表的な建築家であり、都市計画家であ

った。彼が手がけた最初のガーデン ・シティであるレッチワ

ースや、ロンドン郊外のハムステッド、ガーデン ・サパーブ

の見事な居住環境については定評のあるところである。

この著書は、 1909年(明治42年)に初版が出されており、

田園都市や良好な住宅環境、集落、ランドスケープをテーマ

に実例を交えて解説した大部の著作であり、専門家の間でも

高い寄附Hiを得ていた書であった。

このようなアンウィンの著作を大正初期の閣官で入手し、

高t期b役と L 、う激戦の I~:Iで読破していることに驚きを禁じ得

ない。彼の学者市長としての附憐がうかがえるのである。

片岡安は、このように都市問題について造詣の深い関ーを

大阪に迎え、随分心強く、かつ協力関係にあったことは想像

に難くない。またこの二人の関係は、別の翻床でも深いもの

があった。

例えば、関ーが大阪市の助役に招聴されるうえで仲介の労

を取ったのは第三十四銀行の頭取小山健三で、あったが、小山

健三について宮本文次は“大阪銀行界の重鎮であり、大阪財

績功と産遺のAE
 

協築建本日

界のまとめ役で、前半生は教育界ですが、後半は大阪財界の

大立物として活躍した"とする(吉本又次“関西財界外史

01筑前)"より)。との小山他三は文部省の次官のとき、)JJJit

高商の校長を兼務しており、関ーが高商H寺代、海外留学への労

を取った人物で、ある。以来、|刻ーが一身上のことで何かと相

談を寄せた先輩でもあった。小山はまた、片岡安にとっても

日銀から第三 ト四銀行の1M:耐になったときの上司であり、彼

の義理の伯父に当たる片岡I間 iもまた大阪財界の実物で、小

山と親交のあった人物であった。

したがって片岡安の幅広い人脈の中でも、関ーとはお互い

に深い関係にあったことがうかがえる。片岡が大正 6ir'-3 

月関西建築協会を発足させた翌 4月に、関ーは大阪市とし

ては異例の早さで吉日市改良計画調査会を設置し、市区改正の

御堂筋建設予定地の淀l軍縮北詰め

御堂筋の拡幅後
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ための大綱の審議を始めるが、大藤高彦(京都帝国大学工科

大学教授・土木工学系)、伊藤真雄(大阪高等商業学校教

授)とともに、片岡安も委員に名を連ねた。

この調査会は 4月19日の第 l回委員会で将来の大方針を

たてるための基本調査の項目を決定し、精力的な調査を進め

るが、その方針として緊急調査事項と普通調査事項とに分け、

同7年4月18日の最終調査会まで11回にわたって委員会が

開催された。乙乙では膨大な調査内容と街路系統の検討がな

され、例えば、 l等道路として“南北幹線道路、梅田停車

場ヨ リ大江崎、淀屋橋ヲ経テ一直線ニ南下シ、難波停車j易ノ

西方ヲ通リ、南海鉄道線路ニ並行シテ住吉公園ニ達ス"とし、

l幅員が18聞としミう大街路(現在の御堂筋線で、この幅員は

24聞に改められる)などが提案されている。

大阪の密集した低層木造家屋、狭陥な道路の拡幅は、大阪

市区改正の最重要課題であった。調査会は同 7年4月18日

市長に報告書を提出するが、同時に執行機関として同年4

月市役所内に市区改正部(のちに都市計画部)が設置され、

引き続き事業の推進を受け持つこととなった。この市区改正

部で計画案の調査を進め、大正8年12月基準計画を大阪市

区改正設計として内閣の認可を受け、これによって街路の新

設及び拡築、路幅の整理、路面の舗装等、市内道路改良の基

準が決定された。そして、この基準言十画を知包に移すため、

第一次都市計画事業が同10年 3月内閣の認可を経て決定を

みるのである。

片岡は関ーの大阪市区改正の施策について協力を惜しまず、

また片岡は大正 7年12月5日開催の関西建築協会主催によ

る第 1巨|大会通俗講演会に関ーを講師としてt郎、ている。

このとき聞は“都市住宅問題"をテーマに、新築なった大阪

中央公会堂で約2000人の聴衆を前に講演し、その中で住宅

問題は国家的事業であると説き、さらに田園都市の経営や、

土地政策、公共団体が貸家を建てること、交通、高速交通機

関の建設など、今日でも通用する都市問題への品包がなされ

た。

このほか関ーが曜築と社会Jに寄稿した論文は、主なも

のだけでも、

-都市住宅政策-大正8年5月号

-都市政策の財政観大正9年 1月号

-分散主義の都市建設大正11年 1月守

・集中主義の都市建設大正11年2月号

・{白林郊外の発達に関する研究上、中、下大正11年 5

月、 6月、7月号

・田園都市(口述による) 大正11年11月号

-田園都市〔再び)(口述による) 大正11年12月号

16 

-震災を予想して街路の搬築と惨害の緩和|大正13年 9月

τ7 

など 8篇10回に上っている。

このように、関ーは建築協会の機関誌に寄稿する労を厭わ

なかった。その中で田園都市については、その土地を投機の

対象としないことは、中世の経済組織を復活させようとする

もので、、それは今日では全く 間違った考えで、あると思う。し

からば田園都市運動は何ら意義がないかと言うと、そうでは

なく 、田園都市の運動は一面において非常に意義のある運動

であると思うと言っている。そして今のように大都市に人口

が集中し仕事をするために職工が電車に 1時間も乗って来

るようなことはよくない。工場も地方に分散せしめるべきだ

とする。さらに住宅が和風であるか洋風で、あるかはわれわれ

櫛f>j者でなpものの目からみると大した問題ではない。むし

ろタウンプランニングやハウジングプロブレムが大切で、ある

とする。そしてガーデン ・サパーブ(郊外住宅地)を大いに

研究すべきだとしている。加えて大都市周辺に衛星都市七、

くつかっくって、あたかも太陽系のように、太陽を真ん中に

してその周囲を地球 ・その他の術星が回るようにするのが理

想ではないか。その意味において、回国都市運動の主唱者に

向かって大いに荷胡日しなければならぬとしている(田園都市

「再び」より)。

また、“建築家、美術家は其努力の結果たる大慶高棋の美

を誇る許りでなく、文化生活の嬬に民衆の樹~J:の筋に一段の

努力をなすべき"とも述べている(分散主義の都市建設よ

り)。

関ーは昭和10年 1月26日死去するが、協会はその死を悼

んで“関大阪市長の局並を悼む"と題して大阪市公園課長椎

原兵市の名で追悼文を掲載した。その中で維原は都市環境の

悪化を防ぐため、大阪都市協会が行った大大阪4樹ヒ運動や煤

煙防止会は関ーの発案によるもので、なかでも大阪城天守閣

の建設や城公園の建設は彼の最大の功績として讃えた。

桜ケE住宅改造博覧会の成功 | 
都市計画法、市f却也建剣勿法の成立に大きな役割を果たし

た建築協会は、次の新たな目標として大阪の北部箕面郡桜ケ

丘に実物の住宅展示を兼ねた住宅改造博覧会を計画した。住

宅問題は、建築協会が掲げた建築と社会とを結びつける最も

重要なテーマであり、この博覧会の成功に向けて協会は、新

しL、組織を挙げて全力で取り組むこととなった。

この時代の社会的な背景と して、大正 9年に設立された

「生活改善同盟会jがあり、生活改善の第一歩は住宅改善に



あるとして、活動を開始している。また同11年 7月に第一

次世界大!ìít~i冬了を祝した “平和記念博覧会" が上野で開催さ

れるのに合わせ、 実物の住宅展示会を行うなどの動きも見ら

れた。

しかしこの住宅展示会が、建築協会のそれと根本的に異な

る点は、 _1:Jllfの場合は仮設であって、 真の溜床の住宅環境と

ーイ本となったもので、はなかったこと。東京の場合は東京府主

催による官主導の事業であったのに対して、大阪の場合は全

く民間の松喰、寄付金などの資金により、 調理の住宅が敷地

とともに分譲されるため、住宅のみならずその配置、街路、

庭国、生垣の構成がすべて現実に即して進められたことであ

る。したがって桜ケ丘住宅改造博覧会は、我が国最初の環境

を生かした本格的な住宅博1克会であったと言うことができる。

また桜ケ丘の場合は、協会が行った改良住宅設計図案懸賞募

集の入選作の中から優秀作品を選んで、建てられた住宅が含ま

れてL唱。そのうちの一つで現存する日本建築協会第一号住

宅は、平成10年5月、“潔村家住宅"として国の登録文化財

に指定保存されることとなった。

この博l克会に対する協会の準備はどのようなもので、あった

かを見ると、給湯に偽1事新平、顧問に村山龍平(朝日新聞社

長)、本山彦一 (毎日新聞社長)を迎え、 会長片岡安、幹事

長葛野壮一郎、常務幹事に、松江悌夫、小笠原釦を配し、出品

係委員長宗兵蔵、宣伝係委員長検漬勉、 設備係長舟橋喜一、

財務係委員長片岡安で、住宅改造博覧会規則を定めて細部に

わたる取り決めをしたうえで開催に臨んだ。

また出品者の内訳を見ると、竹中工務居、田村地所部、大

林組、鴻池組、 清水組、 銭高組などの請負会社、片岡、横河、

葛野、あめりか屋などの設計事務所、それに建築協会出品を

合わせ25棟が建てられた。さらに建物にともなう室内装飾、

家具などその展示品を含めると膨大な数にのぼる商品が出品

され、そのための展示場を特別に建てている。

大正12年12月に刊行された “住宅改良博覧会報告書"の

巾で、注目される会計について見ると、

収 入寄付金 132，628.40 (円)

入札j料

tI'.品料

安防住宅充却代

本官自うE剥1ft

余興館其他付属沼幼暁:Wf~

品卸描iB、医際線誌売上代

刻印洗却代弁雑収入金

合 計

支 出 本節挫築資

土木工費、周囲垣工費、j定l羽7'1
実働tl:唖傑'I:'i

20，847.15 

9，071. 00 

93，455.46 

15，000.0。
5，000.00 

7.033.87 

2，790.62 

287，150.68 

48町232.18 (円)

7，619.19 

97，632.18 
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造作費 6，980.00など

合計 267，994.78 

差引剰余金 19，155.90 (円)

この剰余金は、全部協会ヘ引き継がれたとpう。しかもこ

れだけの事業を行って、 2万円近い黒字を出していること

はさすがである。

これはやはり片岡安の優れた統率力、あるいは組織力とも

言えるものであり、もちろんこの目的を成功させるために会

員がそれぞれ大きな努力を払ったことが読み取れるのである。

また寄付金の多いことについて、額の高い寄付者の顔触れを

見ると、最高で5，000円の寄付をした氏名の中に、個人名で

片岡安、大林義雄、竹中藤左端i門の名がある。片岡は、大林、

竹中と並んで、、 率先して高額の寄付をしていたことが分かる。

ある設備業者の回顧談の中で、このときの片岡の寄付への依

頼はかなり強引であったと語っている。片岡はこの博覧会を

成功させるためには、その責任感のため、自ら高額の寄付を

し、多くの賛同者を求めたものであったと思われる。

博覧会は大正11年9月29日から同11月26日まで聞かれた。

出品住宅25戸をはじめ、展示用本館と周辺道路や庭園を含

み、さまざまなスタイルの木造2階建洋風住宅が建ち並ん

で、見事な住宅地景観を生むことに成功した。なお、これら

の住宅は、博覧会終了後に分譲されている。入場者数は延べ

67，657人で、 l日の最高入場者数3，476人にのぼり、なか

でも家庭婦人の入場者が多く、住宅改良に少なからず景湾軍を

与えた。開会式には後藤新平総裁が一場の演説をなし、関ー

も|臨席して祝辞を述べた。

| 住宅改良への啓発活動
建築協会の活動の中で、とくに目をヲ|くのは、住宅をテーマ

にした記事や事業の多さである。協会制信志の発刊の辞の中で

“従来我が園寸生lこ措いて聞はざりし都市建築の拘束改良、

家屋政策、其の他文明的施設の刻下急要の問題にして"云々

とあるように、家屋政策すなわち住宅問題は、協会が取り組

むべき最重要課題であった。

住宅問題といっても、その範囲は広く、住宅政策に関する

ことから、住宅文化論、住宅様式誌住宅地計画、住割封町、

住宅作品、婦人の住宅観など多彩なテーマが誌面を賑わした。

昭和 2年 1月は住宅特輯号として二度目の企画であった

が、片岡安は “我国将来の住宅"と題して、和洋の混在が物

事をあいまいにしている。すべからく住宅の改良は座式をや

めて精子式に改めるべきとし、日本人はその日を無事に過ご

せば足れりとする現実主義で、将来をより理想的にしたいと

Lヴ考え方に乏しいとした。
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また村野藤吾も一文を笥:せ“現代文化住宅の煩悶"と題し、

かなり重い論考を発表した。彼はその中で、文化住宅の名の

起こりは東京の平和博における文化村に由来するとし、同時

に行われた桜ケ丘住宅改造博にも触れて、そこに出品された

住宅が“文化村ーに比し一段の進歩を見せ、殊に畳を含む二重

生活に封し建築上の具鵠的意見が何れの建築にもあらわれそ

の苦心のあとを認めることが出来た。市し、今にして思へば、

首時の企てが中産以上の生活を属す者のために、洋風住宅の

模型を示した様な感じがして、今日多数の者が切買に求めて

居る合理的な住宅に室付る具樺案を見せて貰へなかったこと

について、遺憾に思ふ"と述べ、協会の出品作品に対する批

判をしながら、当時声高となっていた文化住宅のあるべき姿

に対して彼なりの考えを論述している。また彼は“貫際、今

日の文化住宅位ちぐはぐなものはない"と述べ、それは同情

すべきもので、もあり、日本の現状からしてやむを得ないもの

とも言う。この問題に対する彼の悩みが表題として示された。

村野藤吾は先に“様式の上にあれ"と題した論文を大正8

年5月から 4回にわたって発表した。これは彼が当時渡辺

節事務所員であったころで、渡辺節から様式建築の指導を徹

底して受けてpた時代であり、彼の心境がよくうかがえる論

文である。

この後、住宅特集は昭和 4年 5月、 6月の 2回にわたり

小住宅研究第 l集、第2集として出された。また住宅改善

に関する諸問題についても毎4三特集号が組まれ、中出階級、

庶民層に向けての住宅水準向上への努力が重ねられた。

もうひとつの住宅をテーマとした対策は、住宅設計のコン

ぺで、あった。協会で、l淵繁に住宅の図案懸賢史計を募集し、

若L漣剣鍬I者が競ってこのコンぺに応募してpる。協会が

行った最初の住宅コンぺは、大正10年8月の第 l回改良住

宅設計図案懸賞募集で、応募は118通に及んだ。その入選作

の一部は、先の博覧会に一実防を建て出品されたことはすでに

述べた。

この博覧会の史的評価は、日本建築協会創立70周年記念

出版 “住宅近代化への歩みと日本建築協会"でも触れられて

いるが、単にこのような博覧会を催したということのみでな

く、当時ようやく高まりつつあった大都市近郊の住宅地開発

の手法に一石を投じたものとして、その意義はきわめて高い

と言わなければならない。

このあと、協会は引き続いて住宅のコンペを続けた。昭和

4年4月サンマーハウス、同年 7月貸家住宅、同 5年住宅

室内設備、同 6年小住宅、同年改善住宅、同 7年メートル

法に依る実用安価小住宅などの設計図案が行われる。またこ

の年、協会創立15周年を記念した緑ケ丘住宅設計図案(伊
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丹市緑ケ丘)、大美野田園都市住宅設計図案懸賞募集が行わ

れた。 大美野田園都市は、関西土t~防長式会社が経営した南海

電鉄高野線の沿線北野田駅に近い10万坪を超える田園地域

を対象に計画された良好な住宅地で、田園都市の形のうえで

のイメージを生かし、道路計画、宅地の形状、上下水道、街

路の舗装などにざん新な構想、を打ち出したものであり、協会

の15周年記念事業にふさわしい場所であった。

協会の住宅を通しての社会への啓発活動として、 コンペの

公開展示のほか、市民を対象とした建築展覧会を連続して開

くなどの行事も行われた。

-第l回建展‘建築知:mr&普及展覧会"(大阪大丸)昭和3年

9月

-第2回建展“生活改善展覧会"(滋賀県公会堂)昭和4年

7月

-第3回建展 “婦人と住宅に関する展覧会"(大阪大丸)昭

和5年8月

-住み良い家の展覧会(南海高島屋)昭和7年11月

・女性と住生活展覧会(心斎4配りL)昭和18年3月

・これからの住宅展(大丸百貨庖)昭和24年 8月

・伸びる家の展覧会(大丸百貨庖)昭和25年4月

・これからの住宅展(高島屋)昭和27年11月

などがそれで、あり、そのほか住宅関係の出版物も少なから

ず刊行された。

優れた後継者たち

片岡安は、たぐい稀な活力と実行力に加えて、その強烈な

個性によって多くの業績を残した。彼が果たした役割は余り

にも大きく、それだけに彼の後を担うものについて、片岡と

同等の役割を期待することは、本来無理があると思われがち

であるが、その役割を十分果たし得る後継者が次々と登場し

てきた乙とは、 協会にとって幸いなことであった。

その最初の人は、 竹)j刻建造である。竹JJ要は片岡より12歳

年下であったが、偶然なことながら、片岡が婿養子として入

った片岡家は土佐藩の郷土の出であったのに対して、 竹)j要も

旧姓岩村で、岩村家は土佐藩士の家柄。父・岩村高俊は明治

縦断lこ際して国事に手涜し、竹)j要健造が生まれた明治21年

には石川県知事となっていた。したがって片岡、竹腰とも生

まれは金沢で、同じ時期に金沢に住んでいたことになる。岩

村高俊はほかに愛知県、福岡県、広島県知事を歴任し、同

29年男爵となり、その長男岩村透は東京美術学校の教授で、

黒田清輝らの白馬会に属し、“巴里の留学生"や“芸苑雑

稿"などを著し、美術評論で、も知られた学者で、あった。巨大米



の美術界の事情に明るく、健造のイギリス留学は兄 ・透の勧

めによることを彼自身が語っていた。竹腰は大正6年3月、

4年間のイギリス留学を終えて帰国し、住友総本屈に入社

する。彼の協会への入会時期は明らかではないが、同 7年

12月5日に聞かれた第一回大会通俗講演会に接待係として

その名が見られるので、比較的早く入会していたと見ること

カtで、きる。

片岡の畑眼はいち早く竹腰の才能を見抜いたのか、同12

年には編集担当理事として起用されている。竹腰が副会長と

して参加するのは昭和12年であり、その後、同15、16年を

除いて、同21年に片岡が急逝するまで、副会長の席にあっ

た。とくに戦争末期になると建築学会との合併問題が持ち上

がり、学会にとって個性的な片岡会長は煙たい存在にあり、

もっぱら竹腰が窓口になっていたとし寸。この問題は元来戦

争が深刻化していく中で、企業や団体の合併を政府が奨励し

たために起こった問題で、誰もが喜ぶべき主題で、はなかった。

協会側も会誌の発行に必要な用紙の統制が云々されていた

ため、やむなく合併を前向きに考えざるを得なかったのであ

るが、この問題も結局敗戦になって沙汰やみとなった。

竹腰は、日本が敗戦によって一切を失い、 加えて創立者の

ひとりとして大きな存在であった片岡安の急逝にあって、 協

会が最も困難な時代に、それを乗り切るために少なからぬ努

力を払った。

彼はまず定款の改正を行い、 会員資格を当初は“人格、 学

識、経験ある建築家を以て会員とす"とあるのを、昭和22

年の改正によって“正会員は建築又はこれに関係ある業務を

営む者又は団体"とし、 会員資格の幅を拡げるとともに、 建

築に関係する業務であれば多くの団体や個人が参加できるよ

うにした。

これによって会員数は、昭和18年を合計3094名として、

同22年には名誉正会員、正会員、地方会員、団体会員(口

数を含め)合計5116名、同23年合計4559名、同24年3916

名、同25年4262名、同26年4216名、同27年4198名となっ

て、部分的に増減がありながらも、増加する傾向を示し、さ

らに同30年代から40年代にかけて大きく増加する素地を築

pた(第 1章沿革“会員数の推移"参mn。
竹腰は同22年1・2月号の

に際して"と題した一文を寄せt、“従従来の如く建築のJ揃封f，j渚渚者者A 

丈の圏骨髄豊とか、施工業者丈の固惜とか、又建築材料商、設備

業者丈の園髄で我園の建築の各分野丈を個々別々に議して居

ては、園家再建の用に立たないのがE見在の状勢であると思惟

せられるのである"と述べ、さらに“今回の我日本建築協舎

の改組は特に嘗然あるべきものが時代の要求によって現れた

績功と産遺の
A
E
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ものと考へ、其の1斜Fの活動は社曾的にも極めて有意義なも

のとなる事も期待するのである"と結んでいる。

このような竹艇の姿勢は、もともと建築協会が最初から目

指していた方向をさらに充実発展させたものであった。

竹"要の本務である建築家としては、住友ビjレテeィングを完

成させた後、昭和8年住友合資会社工作部の解散、長谷部

・竹 l既建築事務所の創立、さらに同事務所の1fJ[~肖を経て、住

友に戻り住友工務株式会社の社長に就任する。そして敗戦。

日本建設産業株式会社を発足させ、社長に就任しながら同

22年公職追放令にあって社長を辞任せざるを得ないという

戦前、戦中、戦後の糊jのH拭にめまぐるしく翻弄された。

しかし、そのような苦境の中でも新しく双星社竹腰建築事

務所を興し、建築家として、また経営者として奮闘し、さら

に芸術家としても、能芸や作陶に見事な芸風、作品を生み出

し枯淡の芸域にまで上りつめた。晩年は、 昭和37年芸術院

賞を受けるなど、まさに建築協会にとってふさわしい2代

目会長であった。

しかし彼は昭和33年、 協会を戦後復興の軌道に乗せ、ま

た古稀を迎えたこともあって退任する。その後を継いだのが、

尾崎久助で、あった。尾崎は滝沢真弓らと大正9年東大卒業

の同期生であった。このクラスは分離派宣言など華々しい活

動をしたグループであるが、尾崎は自作の力協会などに才能の

片鱗を示しながらも、柄造畑に興味を寄せていただけに派手

にt辰る舞うタイプρで、はなかった。

ただ彼の同期で関西に織を得た人物は、滝沢のほか森田鹿

一、石本喜久治、中津誠一郎などそうそうたる彦頁触れが揃っ

ていた。

尾崎は最初、辰野葛西建築事務所に滝沢と共に入所し、彼

は構造を担当したという。その後、震災復興のため帝都復興

院、日銀を経て、同13年長谷部 ・竹JI要建築事務所に移り、

同21年、敗戦後に設立された日本建設産業株式会社の常務

からのち社長となって竹腰の後を継ぎ、さらに昭和25年、

日建設計工務の社長となった。

協会へは、戦後21年に竹腰が会長になると同時に参加し、

戦後復興期の協会の運営に当たった。第3代目会長 ・尾崎

の昭和]30年代は戦後の高度経済成長期に当たり、建設業界

も活況を呈した。しかし一方で、歴史的建造宝物の消滅も激し

さを増しつつあった。このため、同34年から協会内に近代

建築調査委員会(委員長 ・滝沢真弓)が設けられ、 委員には

当時の協会の長老たちが顔を揃えた。 和~}に政岡基次、林野

全孝、委員に足立孝、浅野清、池田宮彦、今林彦太郎、岩崎

甚太郎、内田成之、置塩光、桐本欄佐、近藤豊、佐野正一、

設楽貞三、竹内成夫、竹中清、玉置豊次郎、射弛次、紛工
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貞夫、西山知三、福田朝生、収i守忠、元良勲、山病繋、 鷲尾

九郎、渡辺道輝、末席に坂本勝比古、そして事務局から手島

政男、松井昭光の参加があった。

今日ではその多くが故人であるが、明治、大正、昭和にま

たがる関西建築界の盛衰について安Jゆに語る会が持たれた。

この会は I建築と社会jに毎号、話題となった関西の近代建

築の紹介を行い、近代建築に対する関心を高めるうえで、そ

の先達となった。

また、この時期、奇しくも住友系建築家の特集号が相次い

だ。竹腰(建造(昭和34年 1月号)、長谷部鋭吉 (36年3月

号)、尾崎久間b(40年 1月一号)などである。これらの建築家

は協会設立の当初から、積極的に協力し、協会主催の事業へ

の参加、住宅コンぺの審査、機関誌の編集などに労を惜しま

なかった。日高鮮、小JII安一郎、高橋梁治らがそれで、あった。

各会長の功績は少なからぬものがあるが、同時にこれを支え

た会員建築家や捌T者、業界の努力も、並々ならぬものがあ

った。

尾崎久助は昭和36年、体調を崩し、 39年3月会長職を退

き、 41年5月22日逝去した。

尼崎の後を継いだのが 4代目会長・東畑謙三であった。

東:tII1は大正15年京都大学工学部建築学科を卒業し、武田五

ーの下でヅ寺院に進む。大学院では武田の指導で東方文化学

院京都研究所の設計に従事し、また武田五ーを助けて新大阪

ホテルの設計にも関与した。その後、外遊して帰国後、昭和

7年東畑建築事務所を開いた。彼はii没後の竹腰会長時代に

副会長を26、27、28年と連続3期、さらに同31、32年と副

会長を務め、尾崎時代もその任期中副会長を務めていたので、

39年、 会長に就任したとき次のように述べている。

“私は日本建築協会へ入会してから40数年、副会長にえ

らばれてから10数年になり、その問、何かとお世話をさせ

ていただいたので、会長に選ばれましでも、今更感想とでは

ないのですが、この際想いを正し、心を新たにして、当協会

のため 卜分な奉仕をいたしたく存じまず'と述べてL唱 。ま

さになるべくしてなった会長として、ふさわしい経歴の持ち

そであった。

彼は会長になるや、新たに企画委員会を発足させ、“会員

の衆智を集め、当協会のあり方を再度研究し、その指針によ

りさらに広い視野において会の活動をいたしたい"と述べ、

この考え方は今で、も協会の方針決定に役立っている。

さらに関西の業界が腕寺していた“日本建築総合試験所"

も建設省の認可を取り付-(t、財団法人としてこの昭和39年

から発足することとなった。このことについて東畑は積極的

に取り組み、実現に漕ぎつけたと言われる。
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東畑の業績のひとつに協会創立50周年記念号の発行があ

り、同時に、記念事業の数々を行っている。記念式典、祝賀

会、表彰式、慰霊祭、関西の建築50年回顧展、モントリオ

ール万博視察、記念杭演会、見学会、運動会など、多くの会

員が協力参加して盛大に行われた。“関西の建築50年回顧

展"は阪神百貨庖丸善匝廊で聞かれ、このとき牧l故会員の建

築作品と遺作では片岡、武田、設楽、長谷部、安井らの作品

が展示された。50周年記念号は編集特別委員会委員長に滝

沢真弓を置いて各般の準備が進められ、昭和42年 3月守

(1967)として発行された。そこには3つの座談会、“建築

界と建築協会50年の歩み〔年表50年史J"“建築と社会総目

録〔昭和28年一昭和41年J"“「建築と社会」誌の変遷"など、

盛り沢山の記事が載せられた。

また、東畑は同45年 (1970)に聞かれた万国博覧会の開

催に際し、会場計画委員や建設顧問として指導、助言にも当

たっている。

庖w市・武田五ーの死に際し武田を“永遠の青年であった"
と評した東畑は、同46年会長職を退き、名誉会長に就任し

た。彼の戦後の関西建築界の振興に果たした役割lは大きく、

その滑J享な人柄は多くの人に慕われたが、平成10年4丹29

日、 96歳の天寿を全うした。

東畑謙三は三重県一志胡lの出身。 長兄にJ~政学の権威であ

る東京大学名誉教授の束畑精一、次兄に哲学者速水何仁国学

院大学教授、弟に東畑四郎(食栂庁長官、農林事務次官)な

ど各界で活躍した兄弟を持ち、謙三夫人は岩井産業社長だっ

た岩井勝次郎の息女であった。

次いで第 5代会長に就いたのは日建設計社長・塚本猛次

であった。塚本は明治43年静岡県藤枝市の出身。昭和19年

東京帝国大学工学部P連築学科を卒業。発足問もない長谷部 ・

竹腰建築事務所に入った。以来、長谷部 ・竹11要・尾dl奇・伊藤

鏑ーらと共に戦中、戦後を歩み、 i昭和40年、伊藤の後を継

いで日建設計工務の社長となった。協会との関係では同33、

でミーィザゴ
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34年に編集委員長、同37年7月から38年12月にかけて運営

審議会の委員長として答申案をまとめ、長期運営計画と年度

世間|画を定めるため企画委員会の設置を提案した。この答

申案に基づいて、彼は東畑会長の下で同39il三に設けられた

企画委員会の委員長となり、協会が持つ独自の性格を生かす

ため、協会会員の交歓、交流のため、相当規模の会館を提供

するなどの案を報告している。

また同37年から41年にかけて竹中錬一、鷲尾健三と共に

副会長の立場にあった。

塚本は長谷部鋭吉の息女と結婚し、早くから宝塚清芳訓の

長谷部邸にて住まいを共にしていた。

塚本は昭和157年まで協会会長のポストにとどまり、その

間 “建築と社会"600号記念号、さらに60周年・ 660号の発

行に努力を払った。

彼の物)J要の柔らかい、人ざわりの良さは人望厚く、同54

年には全国の建築士事務所協会連合会の会長を務めた。建築

協会では57年に会長職を辞し、名誉会長となった。

塚本の後を継pで会長となったのは、福田朝生であった。

福田は兵庫県西宮市の出身で、大正6年4月生まれ。昭和|

15年京都帝国大学工学部建築学科卒。京都大学の講師を経

て、京都工芸当事滋佐大学助教授となり、教育研ク却聞で活動して

いたが、同31年に竹腰{建造に招かれて双星杜竹11要建築事務

所の常務となり、同41年社長に就任した。

建築協会での福田朝生は、同43年から46年にかけて理事、

46年から56年にかけて10年間副会長として塚本会長を支え、

同57年第6代会長に就任する。会長に就任した福田朝生は、

直ちに特別委員会を設置して協会の栴憾のU位を目指すと

同時に、 会活動の活性化を図るため、旧近畿建築会館を売却

し、大阪駅前第3ビルの現在の事務所に移転するなど、会

事~t:t広大のための施策に取り組んだ。 しかしこれからという時

に、同59年10月18日、病のため急逝してしまうのである。

福田朝生の急逝にともない、次期会長を急脱嘘ぶ必要が起

き、東畑、塚本両名誉会長の推薦を受けて、佐野正ーが第

7代会長に就任した。佐野会長は安井武雄の女婿であり、

昭和17年東京帝国大学建築学科を卒業、鉄道省を経て、岳

父の安井建築設計事務所に入所した。安井武雄の関西建築界

に築いた足跡は大きく、その後を継いだ佐野への期待は少な

からぬものがあった。{t!野正ーは安井亡き後も多くの特色あ

る建築作品を生んで、全国的に屈指の設計事務所に育てあげ

てきている。

佐野正ーは会長に就任する前、同31、32年度の編集委員

長、同38年から43年まで法規委員長、同53年から58年まで

副会長を厨壬していて、協会への貢献度の高L、建築家のひと

日本建築協会の遺産と功事

りであった。

佐町会長の就任間もなく、同62年に協会創立70周年を迎

え、次々と記念行事を計画した。仔Ijえば日本建築協会貨の制

定、桜ケ丘住宅改造博覧会に因んだ“住宅近代化への歩みと

日本建築協会"の刊行、“昭和生まれ一関西の建築家50"の

出版、 “住まいの絵本"の発行などである。さらに75周年を

機に漣築と社会」の復刻版が不二出版掬より刊行された。

これは建築協会の永年にわたる活動を通覧できるものであり、

その学術的意義は大きく、改めて建築協会が近代史上で果た

してきた役割の重みを汲み取ることができるもので、ある。佐

野会長は平成 7年3月数々のユニークな企画をたて、これ

を実行に移して会勢の拡大に努力を払い、現会長にその席を

譲った。

第8代会長となった市川宏は、現在、東畑建築事務所の

会長であり、長年、東m臨三の片腕として活躍してきている。
市川会長は昭和25年の京都大学建築学科の出身で、協会と

の関係では、同48年から52年まで法規委員長、さらに同57

年から平成5年まで副会長の地位にあった。市川会長は現

在協会が置かれている環境の厳しさを認識して、それを打開

するために、協会の活力と会員の増強に努力する姿勢を打ち

出している。また80周年の記念事業として、この 「建築協

会80年史jの刊行にも費ル心に取り組んで、いる。

このように歴代会長の彦則虫れとその足跡を見ると、いずれ

も{聞生豊かで、関西の建築界をリードするにふさわしい人格

と業績を持ち、協会創立の理念を掲げ都市と建築を通して社

会に積極的に働きかけてきたことがうかがえる。

なお、会長、副会長の役職には就かなかったが、協会の活

動に少なからぬ影響を与えた幾人かの建築家たちがいた。例

えば滝沢真弓、岡田孝男、西山知三、浦辺鎖太郎、村監町泰吾

らである。

沌沢真弓は、分離派の闘将のひとりで、最初、辰野葛西事

務所に勤めるが、昭和の初め神戸高等工業学校教授として関

西に移った。この東大大正9年組は、分離派の仲間として

森田鹿ーや石本喜久治らが関西におり、お互いに親交を深め

ていた。滝沢は戦時中、建築学会との合併問題で、竹11要1建造

と共に協会側の代表として折衝に当たり、戦後になって協会

の理事として協会の活動に参画した。昭和34年に開設され

た近代建築調査委員会では委員長として、多くの長老委員の

まとめ役として活躍した。彼は“過去の建築固から分離し

て"という分磁t派宣言をしたひとりであったから、機式建築

には興床がないのではないかと思われたが、近代建築の調査

には大きな関心を寄せていたことが思い出される。協会50

周年の特別号では編集委員長となり、その全体を取り仕切っ
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総論

た。戦後は大阪市立大学の発足に際し、同大学へ移り、晩年

は近畿大学でも教鞭をとっていた。名にし負う論客として知

られ、小柄ながら知性に溢れた風貌であった。

帝塚山大学教授を長く勤めた岡田孝男も、協会の行事、な

かでも茶室建築見学会では延べ50回に及ぶ催しに講師とし

て参加し、案内、解説に当たった。

彼は京都大学で武田五ーの薫陶を受け、 「新建築」が大正

14年創刊された時期、数年間にわたってその編集にたずさ

わった。そのころ、「新建築」がぺーター・べーレンスやメ

ンデルゾーン、アアルトらと直接連絡をとって特集号を発行

できたのは、 彼の努力によるものであった。岡田はのちに三

越住宅部に武田教授の薦めで移り、阪神間に多くの住宅を建

てており、協会機関誌にも、“小住宅プランの研究"(昭和8

年4月号)などを発表している。温厚で、物静かな人柄は、

茶室建築の研究者としてふさわしい存在であった。

西山知三は“標準住居と我園の住居水準"(建築と社会、

昭和111年5月号)を執筆して登場するが、同16年4月号で

は“住居の基本空間に対する一考察"なる論考を発表して、

極小住宅の “食寝分離"についてその必要性を強調した。当

時多くの建築家の関心が大邸宅の設計に向けられていた時代

に、庶民住宅の水準向上のため科学的な考察を加え、住宅計

画理論を展開した。彼の食寝分自ft論は戦後の公営住宅や住宅

公団のダイニング ・キッチン (DK)という新しい概念を生

み出すうえで、多くの示唆を与えることとなった。また第二

次世界大戦後の建築界に興った伝統論議の中で、 “問実的伝

統と国民的建築"(建築と社会昭和30年1月号)と題した西

山の主張は、資本家におもねる無国籍の近代建築に対して、

国民的建築の必要性を強調し、それは建築と国民との結合を

強める闘いの中にこそ生まれると述べ、社会派学者の面白i躍

如たるものがあった。

西山より l年後の昭和9年、京都大学を卒業した浦辺鎖

太郎は、倉敷の出身で卒業後、倉敷レイヨンに勤め、大原総

一郎の打算抜きの共同社会、家族中心の町づくりに共鳴して、

倉敷の11可づくりに手腕を発持した。協会には昭和29、30年

に編集委員を務め、 45周年記念事業として出版された 『ふ

るさとのすまL寸は、浅野清、白オ叫、三郎、 川島宙次らと協

同でつくられ、昭和37年、毎日出版文化賞の栄誉を受けた。

彼はまた建築協会の発展に関心をもち、“[建築と社会」の歩

みと将来の展望"(1988年11月号)と題した一文を寄せ、協

会の長年の業績を評価する一方で、創立者の達眼をもって、

l時世の進路と建築の活路を見出していくべきとした。

関西建築界の重鎮であり、関西の建築的土撲の中から育っ

たといってよい村野藤吾も、後に国際的評価の中で活躍する
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が、彼が若かりしころに寄稿した“様式の上にあれ"(大正

8年)以来、協会の活動と無縁で、はなかった。彼のモダニ

ズムからスタイリッ、ンュな作品に至るまで、そのユニークな

作風や言動は、関西で活躍する協会の若い会員たちに少なか

らぬ刺激を与えた。

なお今回は詳しく触れる余裕がなかったが、 「建築と社

会」 が特集した雑誌の中で、都市計画、 地方計画、都市美観、

田園都市など都市計画に関する論考や記述が数多く取り上げ

られていたことも、協会の持つ先見性と、関心の強さのあっ

たことを裏付けるものであった。その中で大屋霊城、 加醸善

吉、亀井幸次郎らの執筆が盛んで、あった。

加えて協会の事務局で機関誌 「建築と社会」の編集に35

年にわたってたず、さわり、戦後の同誌の名を高めた松井昭光

編集長の活動も見のがすことはできない。

むすび

日本建築協会が今から80余年前に脈々の声をあげるに至

った大きな理由の一つは、単なる親睦のための合同ではなく、

当時の大阪の都市の姿があった。

大阪は日本最大の商業都市であり、第一次大戦の好景気を

迎えて、都市への人口集中は著しいものがある反面、都市構

造の前近代性は高く、そこには狭~盆なる街路、過密な低層木

造家屋など、改善すべき都和知克の問題があった。とくに明

治42年の北の大火は11，365戸を焼失し、同45年の南の大火

では4，779戸の焼失戸数を出すなど、その現状はきわめて憂

慮、すべき状況であった。

このような我が国の都市の現状について、関西に集う気鋭

の建築家たちにとって、都市と建築、社会の問題は、座視す

るに忍びない状態にまで、至っていたと言える。協会機関誌発

刊の辞の中にもその使命感が読みとれ、片岡安の機関誌上に

おける第一声も ‘者日市大火の危険"であった。その警鐘は不

幸にして 6年後の関東大震災に的中する。片岡安の都市、

建築に対する認識は、 一大阪の問題にとどまらず、日本全体

を視野に入れていたことは申すまでもない。それは、先に述

べたように協会の発足に当たって最も大きな成果を上げた都

市計画法、市役J地建築物法の成立前後の片岡安の行動を見れ

ば明らかである。

今から一世紀前の19世紀末は、セゼッショ ンやアール ・

ヌーヴォーなど新しい芸術運動が盛り上がった時代であった。

しかし今世紀末の動きはどうであろうか。新しい也記を迎え

るにふさわしい芸術運動の芽生えが見えないことに一抹の寂

しさを感じざるをえない。



顧みると、 20世紀は激動の時代であった。それは戦争の

世紀で、あったとも言えるほど、世界の人類にとって厳しい不

幸な時代であったといっても過言ではない。しかしその中で

も日本建築協会は、常に高い思想、を掲げて強く、たくましく

生き続けてきた。

われわれはこのようなH寺代に生き、また新しい也紀を迎え

ようとしている。このとき静かにわれわれの来し方を振り返

ることは決して無駄なことではなく、その輝かしい伝統や多

くの先輩たちの努力の跡に光を当てるとき、畏敬の念ととも

に、建築協会の活動の大きさを改めて感じとることができる

のである。

日本建築協会の歩みは、まさに日本近代の歩みと一体であ

り、その投影はこの国近代の歴史に色濃く描き出されている。

そこには多くの建築家やt耕諸、行政職、研究者、建設業関

係者の群像があった。彼らの協会や社会に寄せたひたむきな

努力とその成果は、機関誌瞳築と社会jを通じて鮮やかに

読み取るととができる。建築協会の遺産は真実、この機関誌

の中に凝縮されていると言うことができょう。

績功と産遣の
4
一品協築建本日

* 
この80年史が協会の正史を伝えることを願うと同時に、

協会の発展に貢献した歴代の会長、創立委員、副会長にまで

その対象を広げるととによって、改めてこれらの人々の足跡

をたどることができたのは、‘80年史資本f研究会"を設け、

研究会の諸兄にご尽力を願った結果で、あることを申し添えた

い。乙の場を借りて、取材にご協力をいただいた、ご遺族や

関係者に、研究会を代表して深く御礼を申し上げたい。

ただ紙数の都合もあって、協会の!故後の活動について多く

触れることができなかった。また多くの先輩諸先生を紹介す

るに当たって、歴史的諮遣の例にならって制純省略させて

いただいた。

最後になったが、今回の記念誌への寄稿に際して、 80年

史編纂委員会(委員長 ・長谷部朔郎)、及び協会事務局には

遅れた原稿を辛抱強く待っていただき、事務局の皆様にも何

かとご助力を賜った。記して篤く御礼申し上げる次第である。

1999. 3.31 

(神戸部町工科大学名誉教授/80年史資料研究会代表)

-参考文献

大阪のまちづくりーきのう・今日・あす一 大阪前十画局 平成3年3J=131日

現代都市之研究 片岡安 E蝶工芸協会 大正6年2月1日

田園都市 内務省地方局有志編纂 博文館 明治40年12月10日

住宅問題と吉岡7計画 関一 弘文堂書房 大正12年8J=15日

関一日記 |刻斗iJf究会編 東京大学出版会 1986年2月25日

関一一都市思怨のノTイオニアー 芝村篤樹 松鮒土 1989年4月

池田宏都市論集 宮沢小五郎 池田宏遺稿集刊行会 昭和15年4月17日

ffl'J場 宮本又次 ミネルウ~ 7書房 昭和35年12丹1日

関西財界外史(1;姉t筋) 関西経揃車合会 昭和51年11月29日

者同市十函iノTイオニアの歩み 者Ilr間十画協会 昭和61年9月9EI 

都市計画の7佐主一国際出佼からみた日本近代都市計画一 渡辺{変ー 柏書房 1996年4月15日

第一次大阪都可制商事難車 相11正一 大阪市役所 昭和19年4月1日

都稲十画要銀 内務省都前十画局 大正11年3月28日

都市経営論 池田宏 都市研究会 大正11年8月31日

都市計画調査委員会議事速記録附特別委員会会議録 内務大臣官房都市計画融

内務省、史第4巻 大僚会働1重文夫 地方財務協会 昭和46年11月1日

大阪工業会50年史 浅田敏章 大阪工業会 昭和39年12月10日

後藤新平第 1-4巻 鶴見掛現i 昭和12年4月13日

懐旧譜 竹腰健造 昭和52年10月10日

近代大阪の建築 大阪府建築士会 ぎょうせい 昭和59年3月30日

建築のルール・大阪100年の歩み ポ板建築I'Mlmoo周特直樹融委員会大閥荷廼喋士会 昭和162年3月31日

日本の建築[明治大正昭和J5、商都のデザイン 坂本勝比古 三省堂 昭和155年9月10日

日本建築協会主f悩主宅改造博覧会報告 日本建築協会 大正12年12月

関西の近代主診察 石田潤一郎 中央公論美術出版 1996年

聞き書き関西の建築 佐野正一、石田関一郎 日II陸設工業新rfH干上 1999年

23 



日本建築協会

80年の記録



第 1章 :'1、
J口 革

日本建築協会の創立は、大正6年 (1917)3月である。

そのころの大阪は、明治末期からの工業の発展により人口の

集中化が始まり、特に第一次世界大糊J発により列強諸国と

肩を並べつつあった我が国の商古11として大躍進を遂げ、近代

都市としての基盤づくりが始まろうとしていた時であった。

一方、建築界においては、西殴建築直輸入の時期を終え、

学卒者も官公庁への就職寸亙倒から財閥会社への草訓襲、また、

自由なアーキテクトを目指す人々も増加し、東京偏重から、

より自由な発展期の大阪で定着しようとする建築家の数も増

加してきていた。

これらの人々は大阪で創f科古動を行いながらそれぞれグル

ープをつくり、グループごとに建築問題、社会問題等を論じ

あっていた。このような時、明治末期に東京から移って来た

建築家たちが親睦団体として「オキナ会jを組織していたが、

その中で関西の建築家を大同団結させる気運が生じ、片岡安、

波江悌夫の連名で呼びかけを行い、大正6年 (1917)3月17

日の発起人会を経て、同 3月30日、片岡安 ・波江悌夫 ・池

田賀 ・設楽貞雄および武田五ーの5名を創立委員として大

阪ホテルに30余名を集めて創立総会が行われ、関西建築協

会の出発を見たのである。

との創立J総会に参加した人々は少人数ではあったが、創立

委員のほかにも関西建築界を育ててきた著名人が集まり、こ

こに関配達築界との一致が見られたのである。

そして「我が国建築界の堅実なる発展を期するjとpう目

的を掲げて理事長に片岡安、理事に武田五一 ・池田賀・葛野

壮一郎 ・宗兵蔵を選出、事務所を片岡建築事務所内に設置し

。
た

また、協会は大林組の大林賢四郎、松本属象らの正会員を

はじめ、地元の竹中 ・鴻池 ・銭高等の代表者や清水 ・大倉土

木の支庖長等を含め関西建設業のトップクラスを会員として

和やかな社交的サロンの雰囲気を持ったことも注目され、東

京の学会とはかなり異なった分野を目指すものがあった。

関西建築協会は大正8年(1919)1月に、今日と同じ日

本建築協会と改称され、同15年 (1926)10月20日をもって

時の内務大臣浜口雄幸から社団法人として認可されている。

開亙建築協会の会則によると、会頭をおくこととなってい

るが、当初片岡安は理事長、大正10年(1921)においても

副会頭で、会頭席に空席が続いたのは、建築家ではない高名

実力者に会頭をお願pする方針であったとも伝えられている。

本会を支えてきた人々

創立当時は片岡安理事長の下に理事制であったが、大正

15年 (1926)の法人組織後、会長、副会長、常務制とし、

片岡会長ほか常務12名であった。

昭和21年 (1946)片岡会長没後、竹腰健造が第二代会長

となり、定数を改正。会長、副会長3名、理事28名、監事

2名とした。平成4年 (1992)には会長、副会長5名、理

事47名、常務理事兼事務局長1名とし、現在に至る。

事務局は大正6年から11年までは専任者が少なく、主と

して熱心な会員中の数氏と外部l属託であったが、大正11年

桜ケ丘住宅改造博覧会ごろから庶務、編輔、会計係が選任さ

れ、 i斬次組織化して昭和16年 (1941)書記長制を設け、昭

和22年 (1947)から常務理事兼事務局長を置くこととした。

片岡 安
1I!!21. 5.26逝去 71歳

被江悌夫
日tl40目 2.8逝去 79歳

池田
昭25.4 .24逝去 72談

賞 設楽貞雄
昭18.12.15逝去 80歳

武田五
昭13.2. 5逝去 67歳
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「関西建築協合総誌J(現 「建築と社会J)第 l桁より復刻関西建築協会会則
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名誉顧問・名誉会長

ti主挙年月 維挙区分 氏 名 F d 

1958年4月 名誉顧問
ゲr1限 健 治 第2f1: 会 長(在任 1Ip，利21{F-8 f'1-昭和33{1三3月)

1971年4月 名誉会長

1964年4月 名誉顧問 尾崎久助 ~ 3 代 会 長(在任 IIP，利33年 4 Ji一昭和39年3月)

1971年4月 名誉会長 東知l謙 ニ 第4代 会 長 (在任昭和39年4月一HP，利46年3月)

1982年4月 名営会長 塚本主E 次 第 5代 会 長(在任昭和46年4月一昭和57年3月)

1994年4月 名誉会長 佐野正 一 第7代 会 長 (在任昭和59年I1J'1一平成6年3月)

歴代会長・副会長(副会頭・理事長) (1917年度均、ら1996年度)

年度 会 頭 刷会頭 理事長 年度 会 長 日IJ会長

1917-20 片岡 安 1956-57 竹11要 1位進 東対1I謙三 鴻池 m金一

1921-26 片岡 安 葛野1士一郎 1958-60 尾崎久助

ε万士=ミ・ 兵蔵 検t資 勉 1961-63 尾崎久助 東灯!I 謙二 竹中鉢ー

池田 1'r 1964-65 東側謙三 塚本 猛次 !鷲尾 健三

松本局象 1966-70 東知l謙ニ 塚本 猛次 竹中錬ー

園都文雄 銭高fiIi之 松村 6j~ I守

年度 会 長 ~IJ会長 鷲尾 健三 横尾義1:1:

1927-35 片岡 安 ，刀ョヒて， 兵蔵 日高 目宇 1971-75 塚本 猛次 福田明生 松村 Mti:t 
野村 一郎 古宇固まI 横尾義1't 銭高郷之
武田五一 竹!際 t建造 1976-80 編回収|生 銭品川i之
1事出]':1:1:一郎 松室 重光 横尾義民 足立 必，... 

.t.¥11二貫太郎 佐野正一 松村雄二

1936-40 設楽貞雄 安井武雄 1981 塚本猛次 福回初1生 松村 uit二
竹I1要 (建造 松本属象 1982-84 福田 ヰ羽生 足立 孝 佐野正一
中津誠一郎 坂 静雄 1984-85 佐野正一 市川 宏 薬袋 公191
今林彦太郎

1986-88 佐野正一 松村雄二 薬袋 公明
1941-45 井上新二 今林彦太郎 足立 ヰE 市川 宏 l

竹11要健造 松本儀八
1989-93 佐野正一 松村雄二 薬袋 公明

1946 片岡 安 竹11要 l建造 松本儀八 足立 孝 市川 宏
池田宮彦 銭高輝之 金多 iM 三品哲夫

1946-50 竹I1要健造 中西 六郎 井上新二 鴻池藤ー

大林芳郎
1994-96 rliJ 11 3伝 il1J袋 公明 鴻池 1[，喜一

1951-55 竹腰健造 東知l謙三 大林芳郎 金多 法4 三品析夫
沢!池藤一 伊東五郎 岡本行普 銭高普雄

名誉正会員 (191i年度から1998年度まで.ただし、 推挙該当者のない年度は符いている) 1998年IOJlI 1I現在

年度 氏 名

1945以前 天沼俊一 池田 白 小笠原祥光 位j匁 主主 古宇l王i貨 千賀正人 武田 終ー 田中 綱

谷 民蔵 日高 )作 松井賞太郎 松井消足

1946 伊東忠太 永瀬狂三

1948 清水釘吉

1949 石田 信夫 今林彦太郎 佐藤四郎 汗i水 一雄 |大!藤多{中 波江悌夫 長谷部鋭吉 松本 !義八

1955 伊藤幸太郎 今津吉兼 岡田平蔵 岡村徳一郎 佐藤正次郎 ぬ回良型F 野中 実 安井武雄

波 突きF

1967 秋田喜代治 井上初蔵 池田宮彦 石川 党ニ 久保田種吉 早良俊夫 作間日出生 鈴木末尾

滝沢 真弓 竹腰健造 中津誠一郎 l半 秀雄 1半野貞三 坂 11下J在 藤木正一 宮飼 ')[二

村野藤吾 鷲尾九郎 渡部 圭吾

1968 青盛繁男 五十胤芳雄 池村冗之助 岩佐信也 岩崎甚太郎 内凹成之 大倉 二郎 大下11脱ニ郎

岡田 孝男 岡本 茂樹 岡本 弘 [色井幸次郎 河合貞一郎 城戸 武男 黒木i原次郎 設楽貞三
篠原太郎 白石登喜男 i竜 邦一 玉位12次郎 耳I畑謙三 西沢藤生 事i原徳待i 堀口甚古

噌本 栄六 松井消之助 松本与作 山崎英二 山田文次 山手 TlJf苔 山中茂一 若林 季6j[
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1973 井手正雄 伊藤鍬ー 小早川美武 島村佐次郎 白脆正徳 出村治作 中野順次郎 永田鼎三

野田消三 浜口幹三郎 藤岡正一 藤阪捨治郎 本多正道 松井宗一 松田 昌平 道田泰治郎

森定松之祐 若林繁吉

1979 青木茂雄 弁上利男 小津利一 笠井正一 照明 澄夫 守谷 茂 吉田光太郎 渡辺幸]議

1981 一回俊郎 今元康彦 岡本豊治郎 佐々 木米太郎 白井周二 銭高声~之 竹内さ く 竹中錬ー

伴仲 信次 藤田重治 府井 啓治 薮本芳一

1988 浦辺銀太郎 岡橋作太郎 川勝源兵衛 汲川 圭司 小林 清 凹方靖郎 高精度夫 塚本猛次

野今村五四男 久田良吉 前野慶太郎 水野長三郎 森 忠一 山田 芳雄 吉原九州男

1993 浅井 泰 新井辰一 チI'i翠善哉 井上 質 池田迷雄 石川 四郎 石倉千満 犬伏武芳

今津義))昇 今西茂M~ 岩井金三郎 尾f色清四五~I 越智隆H青 大内 茂 大林芳郎 沖田誠一

加藤宣彦 亀岡 二郎 片山 一郎 川合安平 川谷 勇 貴志満二 工藤雅三 熊潔六朗

黒川巳喜 小林得志 小山 武 小西 山Ip 鴻池藤一 佐藤重夫 坂本忠義 後川 春雄

杉山 腕吉 関原 猛夫 染木正夫 高橋保夫 谷口尚武 玉木 一次 知見 義夫 {回 忠夫

手賀 徹 富松 助六 中川 匠 中村隆俊 服部小虎 原川 一巳 思買瀬 勇 福永 1怠
繍内 三郎 松永 崇志 宮田鵡彬 南出信雄 本I仁孝一 森 定夫 森 茂樹 森岡武夫

矢野盤作 山田 一義 山根正次郎 米国良男 和田精一

1995 岡野武司 岡本俊輔 佐々木保 佐野正一 寺田徳重 宮崎辰敬 山崎和三郎 横尾義賞

1996 岡田利一 香取稽三 近藤正志 中島 林野 全孝 藤井 重信 八十島健二 山田 義行

1997 井原 巌 小笠原祥介 近藤義雄 竹村 消 中原 4ιit 山本康雄

1998 岡本博介 樫原 :iiiMF， 粂井弥平 高田 秀三 西尾 介治 西山 a十a 長谷川哲之助 松田隆之
元本 貞次 吉田隆一 和国民一

会勢の拡大へ向けて

戦後の社会情勢に即応するため定款の大改正が行われ、会

員構成も広く建築界関係を網羅することとして、 以来今日に

至っているが、定款改正の背景は次のとおりである。

戦後、活動を再開した本会は、 1947年 3月25日に会誌

曜築と社会J(第28輯第l号)を再刊することができたが、

その中に竹腰健造第2代会長の就任に際しての一文が掲載

されている。戦後の建築界の現状から、 「我園の建築界は建

剣雌諸のみならず、凡そ建築の事業に閥心を持つ各方面人

士が悉くー固となって、現在並l二1軒長の事を議し、鹿嘘と化

した都市の復興に賞らねばならぬ時期が来たと考へられる。

従来の如く建築の技術時f丈の園髄とか、施工業者丈の園館、

又建築材料商、設備業者丈の園惜で我園の建築の各分野丈を

個々別々に議して居ては、国家再建の用に立たなLリという

ことで、定款の一部を改正し、建築業界の各方面の有力な人

士を会員として網羅する団体とし、将来に寄与せんとしたも

のであり、本会の改組は社会的にも有意義となることを期待

するとされたのである。

支部の沿革

本会の支部がはじめて京都に設立されたのは1947年4月

のことである。1917年3月の本部創立以後31年を経過して

のことであった。その後、同じ1947年4月に京都、広島、

11月に兵庫、 12月には九州と東海、そして1950年5月に和
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歌山と、 合計6支部が次々と誕生していった。

本会創立時の関西建築協会会則第3条には、 「本会は事務

所を大阪に置く。地方に支部を設けることを得」とある。

さらに1926年の社団法人認可時に定められた本会定款に

は、支部に関する細則が加えられた。この細則第 l条には、

「会員50名以上居住する地方に於いては支部を設置するこ

とを得」とあって、その他設置の手続き、支部交付金等、現

在の会則と同様の主旨がここで定められたことがわかる。

ちなみに、それ以後本会の定款は四度の改正を経てE知生に

至っているが、その中で支部設置に必要な支部居住会員は

100名へと改められた。

支部設立の背景

1942年に催された創立25周年記念事業の中で、遠隔地に

居住する各地の熱心な会員の中から支部設立の議が起こった。

これをきっかけに各地の会勢幹事会により斉ル心な会員増強が

図られることとなり、 トップ。を切って京都支部が1947年 4

月の設立総会開催へとこぎつけることとなった。一方、広島

では、原爆投下という人類がかつて体験したことのない型守参

な状況に遭遇しながらも、終戦2年後に設立にこぎつける

という驚くべきf翻意でもって支部設立が果たされている。

また、第二次世界大戦さなかの1943年に、東海支部は各

支部にさきがけて設立申請を果たしながら、学会との合併問

題そ して終戦といった出来事と重なって、ようやく 1947年

に設立の運びとなった。(会i諸国諜と社会J節28申n3. 4.5号より)



支部設立時の所属区域

京都支部 本会第4回常務会の議事第 l号で議決。

京都市を支部所属とする。

広ぬ支部 広島において創立総会開催、広島県下一円を支

部所属とする。

兵庫支部 神戸において創立総会開催、兵庫県下一円をそ

の所属とする。

九州 支 部 福岡において創立総会開催、九州一円及び山口

県下をその所属とする。

東海支部 名古屋において創立総会開催、愛知、 二重、岐

阜の三県を所属とする。

和歌山支部 和歌山において創立総会開催、和歌山県 Fを支
部所属とする。

一
支部設立後の推移

支部が設立されて1996年で、50年たった。その問、各支部

間で活動の濃淡はあったものの、京都、広島 (1949年より

中国支部)、和歌山の各支部は順調に活動を続けている。

方、 九州支部は29年間の活動を経て1975年に支部を廃

止。兵庫支部は36年間の活動を経て1982年に支部を廃止し

ているが、これは本部と至近の活動圏のための合流で、あって、

その後も兵庫在住会員の活発な活動は続いている。

残る東海支部は、支部設立後9年目に当たる1955年から

1959年までの 5年間、 会員数が支部設立定数未満となった

ため、連絡員を置いて支部に準じた会務を行うこととし、

1960年に至って念願の支剖好夏活を果たす。その後の38年間

は極めて活発な支部活動を続けている。

参考までに、各支部の推移を簡単に下図に示す。

支部設立とその後の推移

支部名 設立年月 日 1950 1955 1960 1965 

京都支部 1947. 4.13 

1949中国支部に改称
広 島支 部 1947. 4.17 ロ3

兵庫支 部 1947.11.14 

九州支部 1947.12. 4 

1955休止 19601U活
東 海支部 1947.12.13 11111111111 

和歌山支部 1950. 5.20 
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歴代正副支部長並びに会員数

支部設立時の支部長は、松井清之助(京都)、藤田定市

(広島)、岡本茂樹(兵庫)、錦田直一 (九州)、玉置盟次郎

(東海)、そして奥村俳(和歌山)の各氏である。設立以来

現在まで酎℃正副支部長の名がすべて記録に残されているの

は京都支部だけであって、その他の支部については程度の差

はあるが、残念ながら一部その記録が不明である。

1955年には、京都支部は支部長に大倉三郎、副支部長に

西山知三、1960年に支部復活を果たした東海支部は支部長

にー固俊郎の名が見られる。記録に残る歴代正副支部長は、

資料編 (218p)に示すので、参照されたい。

支部会員数について、現存する資料で見ると、京都支部で

は昭和40年代は個人会員85-95名程度、団体会員25杜程度、

50年代でやや減少し、昭和60年代で最小41名(18社)と相

当の減少を見るが、 1992年以後は一気に回復して100名 (30

社)前後を堅持している。

また、和歌山支部も昭和50年代では個人会員70-100名、

団体会員20-40社程度を推移し、その後は不明、 1994年以

後には50名 (10社)程度となっている。

東海支部では、昭和50年代には個人会員が100-140名、

団体会員10社前後、昭和60年代にやや減少、 1991年ごろよ

り再び増加に転じ、現在200名近く (100社前後)の会員数

を擁している。

1970 1975 1980 1985 1990 1995 1999 

1982 

1975 
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会員数の推移 (1917年度カ吟l蜘 fド度)

田園IE -・圃・I也万会n 仁二二ゴ白助会u

並べ2空 1，000 2，000 3，000 4，000 5，000 6，000 7.000 8，000 

1917 

1921・.-J 1741 
394'-17.8 -648 

1926 ・・・~ 11.220 
40宮216 49P 

1930 ・・・Eぷ姻 11，130 

534. 287. "IU 

1935 11，532 
ー 一千三::.rmtヨ二二二五16' ....... ..... 778 

1940 
72. 878 

1943 1 13，094 

1944 
第二次世界大戦のため不明

1945 

正会u 地JJ会μ 11現体正会ω |口数 |憎会此

2，744 制8L 11.524 (11) 

1947 t(l叫)

111.411 (11) 

1950 1501 (間体)

flII199 

1.478(11) 

1955 1614(1刊体)

F fl
I1
261 

同制'23~[ 11.699(11) 

1960 1 653(問I料

4，054" 1"268仁三 1.668(11) 

ユJ-???一(1."本)
5:757. ....41 

l臼90-1)

同じ二ζ
1970 ド(1州本)

4.1 }.Oトじ ー 111.552(11) 

1975 4 595 (ト"1+)

叩166

」一一
11.591 (11) 

1980 』 11572(1州事)
fjll12 

2，622 1'11.L二 い，554(11)

1985 1502(同体)

Wl5 

12.442 1 4~[::: 11.907(11) 

1989 1 538(1.N体)

千¥'127

11.942(11) 

1993 1 586 (間体)

1¥'138 

、 60(11) 

1996 1667(1剖{本)

WI47 
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委員会の変遷

現在活動中の館空委員会は、編集・事業 ・教育 ・出版およ

び建材の 5委員会である。発足当初より時代の要求に応じ

て各種委員会が開設され、また終了しているが、その主な活

動を、以下に列記する。なお、当初は、委員会は調査研究機

関として、ヰ喋を実行するものは幹事会としたが、後年、委

員会も事業を実行できることとなり、その区分がなくなった。

現在活動中の常設委員会

.編集委員会

会誌問3築と社会Jは、会員相互の建築情報誌と して本会

の中心的役割を果たしてきた。そして現在、同誌の編集委員

会は編集理事会の統括のもとに下記の 4小委員会(特集 ・

作品作風・会員企画 ・広告企画)が設けられ、月 l回の全

体会議によって毎号の特集内容が検討され、。下せて編集作業

および収支状況が報告されている。

1997年 4月には、本会創立80周年記念号 (vol.78、No.4、

通巻901号)を発刊した。

編集委員会 特集小委員会

・計画分科会(計画系、建築計画系、

インテリア ・住宅系)

-構造分科会

・設備分科会

-施工キ材斗分科会

.法令分科会

作品作風小委員会

会員企画小委員会

広告企画小委員会

なお、「建築と社会Jの総目録は、 1953年12月号 (1917年

-1952年分)および1967年 3月号 (1953年-1966年分)に

掲載されている。しかし、それ以降の総目録は、いまのとこ

ろまだ作成されていない。

委員会活動

出版幹事富 編集委員会 (1949年より)

年度 委員長
委員会 出席 幹事会 出席

回数 延人員 小委員会 延人員

1917 ti野:1士一郎 7 

1918 野村一郎 12 

1919 野村一郎 11 

1920 池凹 1'r 12 

1921 横添 勉 12 

1922 竹腰健造 12 

1923 竹I1要 {建造 11 

1924 本田 登 12 

1925 佐藤彰美 12 

1926 伊藤正文 12 

1927 波江悌夫 12 

1928 波江悌夫 12 

1929 松本儀八 11 

1930 松本儀八 12 

1931 本間乙彦 12 

1932 高橋祭治 12 

1933 高橋祭治 12 

1934 秋田E喜代治 12 

1935 岡l王l孝男 12 

1936 新名種夫 12 

1937 新名種失 12 

1938 吉田信武 11 

1939 亀井幸次郎 12 

1940 勉弁幸次郎 12 

1941 小林 浮1

1942 小林 消 12 

1943 

1944 
不 R月 記録が見当たらない

1945 

1946 

1947 中野順次郎 11 

1948 "I~野順次郎 12 

1949 大林 芳郎 12 

1950 大林芳郎 12 

1951 白石博ニ 12 

1952 中村 綱 12 

1953 中村 綱 11 79 

1954 浦辺銀太郎 10 71 
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年度 委員長
委員会 出席 幹事会 出席

回 数 延人員 小委貝会 延人員

1955 illi辺銀太郎 11 103 3 

1956 佐野正一 12 125 10 40 

1957 佐肝 正一 12 92 13 50 

1958 原本敏次 12 126 12 50 

1959 塚本猛次 12 III 12 58 

1960 量主 ，UtL3、一一ー 12 96 19 108 

。川上林博雄

1961 是主 d同t与2、一一- 12 101 17 94 

lf.iIO上林博雄

1962 元占勇太郎 12 95 15 75 

恒|河俊行

1963 恒|潤俊行 12 81 15 65 

1964 片山 光生 II 85 15 68 

1965 片山 光生 II 92 27 127 

長谷川皆之助

1966 長谷川哲之助 12 96 30 136 

1967 長?i-川哲之助 12 124 45 200 

1968 足立 孝 12 138 41 212 

1969 足立 孝 11 107 22 105 

1970 JMrI 家弘 12 149 38 169 

1971 品[日 家弘 12 146 47 217 

1972 l彦弁邦一 12 168 43 212 

1973 l彦:1'千 子[1ー 12 179 41 187 

1974 総本I慶三 11 61 58 305 

1975 松村 俊三 9 70 76 367 

1976 '1'村甲ー 11 99 59 286 

1977 'I'.H E~Iー 10 84 51 294 

1978 liii川 陽一 II 102 70 360 

1979 前川 陽一 12 105 77 394 

1980 三輪泰司 12 103 56 291 

1981 三愉泰司 12 101 47 281 

1982 横山 誠一 12 106 62 315 

1983 横山 誠一 12 112 74 417 

1984 井上 混 11 129 108 574 

1985 JI'上 潟 12 98 99 555 

1986 JI'上 混 12 97 116 676 

1987 長谷部朔郎 12 101 119 748 

1988 長谷811抑1郎 12 116 119 718 

1989 長作~11 ~月郎 12 90 125 637 

1990 '(1'榊l'宏至朗 12 92 122 660 

1991 h榊l'宏至朗 12 72 105 552 

1992 精神宏至印! 12 66 107 623 

1993 )fJI J日=円駐 11 75 98 579 

1994 nLJI 洋j 12 84 94 643 

1995 )f井 清 12 93 82 485 

1996 興謝野 久 12 119 95 559 
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-事業委員会

1917年、高u革期の協会は大会(着記秋)、 例会、 役員会で運

営され、展覧会や講演会、見学会を企画・開催していたのは

主として大会が指名した運営委員会であった。

昭和に入ると、 協会の組織運営は片岡会長以下役員 (常

務)会をはじめ、第一部 (法制)委員会、第二部(教化)委

員会、第三部(資料)委員会および第四部(災害)委員会を

設置するとともに、これら委員会に分科会を設けて、きめの

細かい委員会活動が展開された。通俗大講演会やその他の講

演会、 展覧会、あるいは講習会、見学会は、これら各委員会

活動の過程において、委員会単独か合同で適宜計画され謝包

されたようである。

講演会、見学会等を所管する組織が設置されたのは、

1940年 2丹に設置された 「曾勢幹事曾jであると考えられ

る。この舎勢幹事舎も 1947年12月5日に改正施行された

「新定款Jの第41条の規程に従い曾勢委員会と改称されて

いるが、 1949年 2月には 「事業委員会」という名称の委員

会も設置され、 曾記号委員会は会員増強のほか主として見学会

を、 事業委員会は講演会、制現会、見学会等を開催している。

1956年に至り、 曾勢委員会において種々検討の結果、 曾

記号委員会を改組して、 事業の企画期 続 主とする委員会と、

曾勢発展を企画する審議会を設置することとして理事会に諮

ったが、 次年度への調主主売審議となった。

この合型}委員会改組の件は、その後、1956年 4月11日開

催の理事会において承認決定され、 事業の企画期 包を主とす

る委員会の名称は 「事業委員会Jとし、所管する耳喋の内容

は見学会、映画会、講演会、展示会、制絵、 各種説明会、

若い会員の集いのほか、他の委員会が所管しない事業を企画

期 包することと された。そして、 従来の舎勢委員会の名称は

曾現t審議会となった。

1971年 4丹、 事業委員会の見直しが行われ、小委員会は

「見学会小委員会j、「広報小委員会」および 「若L、会員の集

L吋、委員会」 の3小委員会に整理統合され、現在も活発な

活動を展開している。

(注)1I広朝」小委μ会jは1998年4)11こ「↑内閣小委員会jと改私、された。

富勢委員会 (1947年-1955刑 事業委員会 (1949年-)、 1956年~現在

委員会 主な活動
年度 幹 事会

委員長 誠 九首 会

1918 大会運営委ほか 第 l回通俗講演会、都市住宅11'，'

1m: I長i一、家相論 L与野II士一郎、
大阪rli区改正について:片岡安、

デモクラシーと~築 ' 佐野利線、

大阪港の将来 ・l庄木倫太郎
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合勢委員会、事業委員会

委員 会 主な活動
年度 幹事会

委C.l長 見 学会 講演 会 その {也

1920 大会運営委ほか 市街地建物法について :池田、中

西、井尻、置取の各建築監察官

1921 大会運営委ほか 北木島工湯 -建築材料規絡統一宣伝統演会

大阪市新庁舎 佐藤功ーほか

度iílt脅J規格統一について、先~瓦に

ついて、木材について、文化生活

と規絡統一について

1923 大会運営委ほか -春季大会通俗建築大講演会

武田五ーほか

和風住宅と洋風住宅の長短、満朝

視察土産、忘れられた住宅の平面、

超過度}割、照明の話、家相に対す

る疑問、アパートメントハウス、

建築界の大勢について

1924 大会運営委ほか -春季大会通俗建築大講演会

古宇田1':rほか

趣味の建築、日本における住宅の

変遜とその将来、建築家の社会的

地位、欧米旅行談、婦人に必姿な

住宅の知識

-述合通俗講演会

古社寺建築について

1925 大会運営委ほか .1;'，{災通俗講演会

北但地方の震災視察談、l!!t岡地方

震災状況幻燈、飛行機で但馬地方

へ、城崎地方1:z災状況幻燈、放れ

ぬ先の用意

1927 大会運営委ほか • r地震と建築j通俗講演会
波江併i夫ほか

丹後地方震火災実地踏査報告、救

護班到着前の震災地、地震と家

1929 大会運営委 大阪中央電話局新庁舎

1930 大会運営委ほか 大阪市電気局新庁舎 -震火災と建築大講演会

伊豆地方地震における地盤変動、

伊豆地方震災視察報告、架桝耐震

論の発達、現在京都市における木

造建築の不安、宝永 ・安政両度の

大震と大阪、耐震耐火の建築

1932 大会運営委ほか 大阪市営住宅、大阪繊細術、 L附

工英社

1933 大会連滋委ほか 満州見学旅行(大述港、満州大述

医院、南山荘、水(1Hi営、昭和製鉄

所、国務院、博物館他)

1934 大会運営委ほか . ~生寺に関する講演/天沼俊一

-函館市大火災実地視察談/鳥井

{言

1935 大会運営委ほか 防空講演/小倉少佐ほか

1936 大会運営委ほか 大阪における特殊建築物規則、神

戸における特殊建築物規則/内務

技師-小林
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曾勢委員会、事業委員会

委 Q会 主な i活動
年度 幹'J~会

委員長 J円M ，ー部r 品"" 講 演会 その 他

1937 大会運営委ほか 問村勝qj淘庖 大阪市の下水処Jlli}j'i!i設について/

鈴木義一、鉄材について/架本、

f1'ldiIGi'ili重について及び木材の許容

応力度について/伊版、鉄骨及び

鉄筋の許容応力度について/武藤

ほか

1938 都市武装促進 武川ゴム(仰工場 illl勿空/末藤大佐、京都市と防空

委員会他 (鉛理研鋼材・尼崎工場 /京大 ・坂、木造郎市防火改修方

日鉄広畑工場 法/伊藤、神戸市の防空と建築/

神高工 ・古宇田、都市防空上|切火

のffi'&l性/%大 ・内田

1939 都市武装促進 大阪市水道部浄水所 ，Ilt¥湿I答の建設/}'J内少佐、忠'JVft:
委員会他 の設計と意匠/京大・ 岸田、 l吹両

「日本刀」上映

川材生産統制規則/大阪府 ・兵I1長

木逃走~築統制規JIIJ/大阪府 ・ 常11必

1940 見学会は会勢幹 pq天王寺五重の塔、 川l斗織物工場、 空襲の実相と防空主~築の着H艮/1埠

~I Ç会の事業とな 日本郵船新工JJ;1、東洋製缶草間工 軍航空大佐 ・柴印、 満州方面特に

る JJ;1、グリコ製菓工J身、高島屋天下 新京を中心に/イ1川、北支方面特

茶屋工場、吉!日家、 l次間保車場大 に北京を中心に :ILi旺l

会勢幹事会 制)iif院展、タイガー計算機1三工

JJ~1 、神戸日産寸燐、 J斗津マネキン

都"1武装促進 仁J功、日活 ・新興スタジオ、大日

委員会 本紡績貝塚工場、 一心寺境内、京

百11稲畑邸、-f{p家・ |坂田邸庭園、

rlJ旧邸、事l'武天皇巡跡ほか

1941 会勢幹事会 ;j'(jff¥瀬神宮ー加賀邸洋側妙喜l奄茶 防空/中部軍司令部 ・桃ヂ1少佐、

lm一、奈良f:tf浪路建lり円橋寺、やl' 偽装/内務省 ・新海、防議室椛五:i

都"1武装促進 戸トキワ合板工場、能-h'j~ヲf .永福 に|刻する力学の11'''1必/京大・坂、

委員会 .'，¥大阪刑務所、妙国寺、南宗寺、 |切火/大阪府 .)1'じ工場防空III

大1-1本養豚(側、 池凶高校、府立|到 綱/内務省・新海、工場の各技術

芸品五校、北野劇場 防護法および灯火符制一般プ'J~U

内務省 小宮、 l吹l凶 「ロンドン燥

幣」上映

|リi~峻及び待Jllî所の築造要領/M

郎、ヂベル工法悦びに大梁間辿築

/織本、 建築桝造m~J/陸軍 . if:j 

山少佐、時事問題/武藤

1942 会勢幹事会 大和三山付近・ 寄生寺、石~ I二寺、 -都市防空大講淡会

赤坂古墳、;む阪等 ドイツの防空にヤぶべきもの/点

都市武装促進 く)25周年記念見学会 工大 ・田辺、防空と建築/内務作

委員会 京都市内庭園・茶室、 4只毅邸、 . )1' J::、大東亜戦争と帝国海軍/

無燐庵、金地院、南担ii，'f'、京大天 海軍少佐 ・稲元、現代の都市/片

文台 i司、都市l¥fi空のl1i諦/中湾、史上

(第2回)東北 .1品l束力l而 111\比の大東~E戦争/衆議院議μι

大和路 ・ 万柴~跡、 池附、最近のソir:lq国境/井口

(第3恒1)赤徳 ・大石神社、赤布!!

城hl:、製血工J易

(第4巨1)南九州方面

'lY幣大社 ・香維1苛箱崎八申請、熊本

水前寺加!I:素材社、言書志摩神宮、宮

的事l'宮八紘ダイ!!日固有l'社級品津邸
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委μ会 主な活動
年度 幹事会

委仁i長 見 学会 講演 会 その {也

1943 行11市武装促進 土辿築界現下の的勢と今後の方針

委員会 /商工省 ・伊藤、新童I打構法/陸
if:( .高山大尉

1947 尾崎久f!)j 趣味の見学会、浜寺地区進駐軍家 懸賞図案の展示と講演会、経済学
族宅見学会、西大寺見学会 防士徳永消行講演会、都市復興講

1948 演会/大阪市長 ・近藤博夫

1949 銭高責!i之 JiUflllW覧会と鴨川踊見学会、修学 辿築士法草案説明会

院と ~~院及び詩hll堂見学会

1950 fi¥村総77 目立造船桜島工場、大建並びに竹 大阪市換地と都市計画講演会、風 臨時規則説明会(稗田府建築謀

中支出工事現場見学会、大|仮窯業 水害対策講演会、時事問題、住宅 長)

セメ ン卜工場見学会、神戸防覧会 金庫と基準法、建築新法令誠淡会

見学会、 アメリカ陣見学会

1951 .f'i¥村総77 中座間席11会、キャパレード ミノ並 通俗講演会、合成樹脂の建築資材 建築士資格に関する懇談会
びにスタンドパーシスター石造建 について、潜函工法について、

物見学会、南海球場見学会 JIS K 5661と国産防火塗料につい
て、発泡性耐燃について

1952 浅imt之吉 松竹新喜劇H自問l会、東洋リノ リュ i'i崎~~の一般近況・ 施工法. j!fï~1:.設 @材品質セミナー

ーム見学会、文化映画鑑賞会、 {主 日ii.屯気設備の講演会
友電工工場見学会、近畿電気会館

見学会、神戸銀行本庖

1953 浅沼猪之占 映画の会「アメリカ映画建設技 フラ ンス現代建築講演会「自然に

術」開催、酒蔵「大関j見学会、 帰れJ/リヒアルト・ノイ卜 ラ、
日本板前'i子特別見学会、 争1I戸名根i 材料説明会、不燃建築の促進、i設
工JJ，l並びに電話局見学会 近の欧米建築、JJ;'i燥と建築物、建

築設計と火災保険

1954 浅沼猪之吉 キャバレー富士、尼的兵姑布Ii給廠、 シリンダーシャ ーレの設計につい 新年観1~1会 ( "~I座)
j際木 正一 古~築(西本願寺、角屋、 二条城、 て講演会、グロピウス防士大阪論 定例午餐会9巨i開催

東寺)見学会 演会

1955 藤木 正一 栂回ピル見学会と座談会、 トルコ 芦原義信氏51品目会、「主婦と台所 OS 劇場とシネラマを見る会、梅
センタ一見学会、工夫された小住 股J講演と映画会、ノイフェルト 回大l吹劇場見学と I~図鑑賞会、 コ
宅見学会、東l則的影所と広隆苛'見 教J受講演会、「リミ ットデザイン ンクリート映画会
学会、 佐修学院離宮見学会 についてJ/ワックスマン教授講

演

1956 鷲尾健三 市大付属病院見学会、締回目活!却l 「軽量鉄骨椛造計算についてJ 米国建築士会訪日団歓迎晩餐会、
1幼児学と映画鑑賞、室生寺と大野 「軽量鉄骨構造に関するj論演会 AIAハワイ支部訪日観光団午餐会
寺見学会、阪神ピルの井筒基礎工 「プレストレストコンクリートの ほか、佐久間ダム工事建設記念映

司王見学会、神戸国際会館と米国領 建築への応用Jrメキシコとアメ 画会
事館、大阪テレ ビ社屋、コマ ミュ リカ建築」

ージカルを観る会

年度 委員長 見学会 小 委員会 広 報 小 委員会 若い会員の集L、小委員会

1957 鷲尾健三 公団千盟団地見学会、毎日会館基 「建築塗料についてJ説明会、デ 大阪の建物と建築家、 「建築と社
礎屯気回結工法見学会 ッカ一教授講演会、「建築技術者 会jーをめぐる欣談

のための原子力講座j、AIA会長

歓迎晩餐会 ・午餐会、夏の会員懇

親会、会員懇親ソフ トボール大会

1958 岩崎甚太郎 新大ビル見学会、四天王寺li.重培、 説明会「スプレ ッドサテ ンj、坂 青年建築家として望むもの 懇談
アサヒビールl次世|工場、 読売テレ iWij~ rプレス トレスト コンクリー 4玄〉ス、

ピl次送見学会、 凶長期高層共同住 トについて」講演会、会館IJfI館記
宅見学会、新歌舞伎座、サントリ 念午餐会

一山崎工場見学会
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業
一
年
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委員長 見学会小委員会 広報小委員会 若い会員の集L、小委員会

1959 I 岩崎甚太郎 |大阪能楽会館見学と観能会、表千|最近の基礎工法と新しい建材説明|香里図団地見学と批評の会

家 -裏千家見学会、住友原子力研 |会、 「コンクリー卜に|刻する最近

究所、大阪市中央体育館見学会、 |の話題」講演会、 創立記念日午餐

高腿橋潜函工事見学会、大徳寺の |会、夏期会員懇親会(生駒山上)

茶室を観る会

1960 I 岩崎甚太郎 |関電ピル見学会、新阪急ピル竹中 Iiハリス防士の建築と音響」講演 1:在日外国留学生と話合う会
式深礎工法見学会、京都会館と京 |会、明るい生活と建築展(神戸王

都ホテル佳水園児学会、見学と批 |子体育館)、ドームと シャーレ映

評の会(登美ケ丘分譲住宅)、 コ |画会、ル ・コルビジェ展、陸屋根

ンクリート打放し見学会 |の防水説明会、夏の会員懇親会と

見学会 (ワールド)、第 l回海外

建築'情報視察(欧米)午餐会、会

員余技作品展

1961 I 岩崎甚太郎 |大和文鎖館見学会、武者小路千家|鋼管桝造講演会、これからのパー |プレジデントクリーブランド号を
ほか茶室見学会、 野沢セメント工 |キング施設説明会、午餐会、夏の |見る会

場及び彦綴城見学会、欧米の施工 |懇親(滋賀観光文化会館)建設記

技術とソ述の建築、クラブOTAI録映画を見る会、フランス美術展
見学会 の鑑賞と講演会

1962 I 岩崎甚太郎 |新住友ビル見学会、クラプ千扇見 IH形鋼建築講演会、防鈴に関する |企業内における工業デザイン
学会、日本陶管と トヨ タ自動車工 |講演会、欧州のプレハプ講演会

場見学会、千盟丘陵ニュータウン

見学会

1963 I 増井 敏克 |小原流家之教場見学会、 三科!ピル|新しい建築技術開発の集い、ドッ |計画上から見た神戸ポートタワー

全溶接構造見学会、 キリ ンビール|サ教綬講演会、新しい照明型式、

尼崎工場見学会、N凹〈大|仮放送|鉄筋化粧板説明会、第 l巨l会員余

会館見学会、 締団地下街見学会 |技作品展

1964 I 噌井 敏克 |芭蕉庵、 訪れ11堂、受珠院を見る会、|地震と超高層講演会、 「建築と色 |建築の評価について/岩本博行、

長居陸上競技場見学会、永富邸、 |彩」講演と映画の会 |近作を語る/薬袋公明、建築と社

醤泌l工場、姫路城見学会、東海道

新幹線基地現脇見学会と試乗、兵

庫県庁舎、相楽会館、神戸市埋め

立て事業場、 OWS地下工法見学

会とのつながり/佐野正一

A
O
E
 

1965 I 増井敏克 |天理教病院、松下電器奈良工場、 |講演と映画会(坂静雄氏講演)、 |現幼監理50年
奈良県庁舎見学会、大和屋、大阪 |説明会「以近のコンクリートj、

安土町駐車場見学会、大阪ロイヤ |新年観刷会「前進座を見る会j、

ルホテル見学会、関西電力学閣と |午餐会

総合運動場施設見学会

1966 I 柏井 敏克 |朝日新聞本社地下工法見学会、 国 |建築法規の研究と討論の会、説明 |大阪府汗少年野外活動センターを

立京都国際会館見学会、二条陣屋、|会「新しい防水工法と笑fllJJ、午 |見る会

南禅寺、 円通寺見学会、奥能登、 |餐会

京阪天満ピル見学会、 中日ビル、

明治村を見る会

1967 I 政岡 基次 |西阪神ビル見学会、大阪市街地改 |最新の PC工法講演と映画会、実|ソ迎青年建築家との懇談会、車車両

造第 l線新築工事見学会、関西電 |務に直結した建築工事別説明会 |と新幹線基地をみる集い

力病院見学会、天理教おやさとや Ii金属外裟材の問題点Ji新しい
かた見学会、京の庭園と古建築を |型わく工法J
見る会、大阪厚生年金会館ピル見
dさ~<合、
-，-"， 
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貝委第2章

年度 委員長
見学会小委員会

主な活動

広報小委員会 若い会員の1t¥、小委員会

ゆ68 I 政問 基次 |原子力発泊所(美浜敦賀)見学 I1勝沖地復の調査報告と RC榊逃|建築のライフ「住築の進歩と淵
会、大阪駅前市街地改造ビル第 1I耐震対策講演会、超高階建築誹泌|和j西沢文隆・皆本博行
号見学会、大阪国際空港ターミナ|会一神戸商工貿易センターピルの

ルビル見'字会、大阪マーチャンダ|構造計画一、実務に直結した建築

イズ ・マート見学会 工事別説明会

1969 I 政間 基次 |大和の古建築を訪ねて、 伊藤忠ピ|ブルース ・ガフ講演会、フリッツ|建築のライフ 「日本万国憾の述
ル見学会、大徳寺の茶室見学会、 I .ボルネマン講演会、実務に直結|築」上lまl総ほか
日本万国|尊覧会会場見学会、東京|した建築工事別説明会

の超高層建築見学会、修学院離宮

拝観

1970 I 北垣 智造 |京王プラザホテルの見学と新宿御 |笑務に直結した建築工事別説明会|座談会「万隙を終わってj艇は緋
苑の拝観、妙喜f(i!並びに水無瀬事l'I r住宅のユニ ットシステムj、や|一良[1ほか
宮の茶室見学会、 朝日放送本社と |さ しい佳築の知識講習会、新しL、|座談会 rml市と公園と人間j宮崎
大阪タワー見学会、消泊「白雪JI建築写真展示窓 |研ーほか

の新社屋と四季醸造工場の見学会、

サントリ一本社ピルの見学会

1971 I 北垣 智造 |大石寺正本堂建立工事の見学と臼|建築へのコンピュータ一利用講習|ロサンゼルス大地震の教えるもの、
士五湖めぐり、阪急ターミナルピ |会、新しい建築写真展示窓 I r中国の古代美術と名図をみる
ル見学会、大|坂国際ビルディング

見学会、大|仮ロイヤルホテル見学

会J、ふるいまちあたらしいまち
シリーズ(1)、(2)、(3)

AQ
Z
 

1972 I 北垣 智造 |大阪大林ピル見学会、京都ロイヤ|都市災害問題シンポジウム、建築 Ir伝統工芸をみる会J(川向織物)、
ルホテル見学会、慈光院の茶室兄 |技術者のために 「千日テ.パートピ|航空機の製造工程を見る会、ふる

学の会、京都御苑内(山洞御所の梓 |ル火災に学ぶj、新しい建築写真|いまちあたらしいまちシリーズ(4)、

限、修学院離宮の梓観、千里セル |展示窓 |オリエンテーション「ヨーロッパ

シ一見学会 I Iの都市再開発事業についてJ

1973 I 北思 智造 |大阪高等裁判所合同庁舎事務所棟 |実務に直結した建築工事別説明会、|オリエンテーシ ョン 「ヨーロ yノT
の見学会、新宿住友ピルの見学会、|新しい建築写真展示窓 |の都市と歴史についてJrヨーロ
妙心寺の茶室見学会、灘の消泊 I Iッパの団地についてj高層ビルを
「白鶴」の酒蔵を見る会、 日商岩 考える会(第 l匝1)大林ビル (第

弁側大阪本社ピルの見学会 I I 2回)大阪国際ビル、工業化によ
る住宅産業工場をみる会(第 l

回)、 当尾の秋をたずねる、解体

修理中の古建築を見る、吉野の紙

すきと史跡をみる会、建築家に話

を聞く会

1974 窪田 祐 |復原工事件1の薬師寺金堂見学会、 |新しい建築写真展示窓

中之島センタービル見学会、当l縁

寺の丸窓の!市と 5帖のmF，をみる、
国宝東大寺金堂(大仏殿)JI白羽l大

修理見学会、新都ホテル見学会

1975 窪田 祐 |吉本ダイヤピルの見学会、西山記|新しい建築写真展示窓

念会館と旧ハンター住宅の見学会、

大徳寺の茶室見学会、完成した薬

師寺金堂の見学会、 サントリー山

崎ディスティラ リーを見る

工業化工法による建築部材生産工

場を見る、建築家のための 「みど

り」学習会(lX2)、"t-'匡lの建築事↑11;
を聞く、コンピューターとの対話、

解体{多国中の古建築を見る、名古

屋のふるいまちとあたらしいまち

を見る

若手建築家に聞く(lX2)、瓦の製造

と古代瓦の見学、 建築家のための

「みどり」学習会(3X4)、レクリエ

ーション施設を考える(1)ー海とリ

クレーシ ョン一、ピル防災のゼミ

ナールー防災計画に対するプロフ

エ yションを問う一、解体修理中

の古建築を見る(4)一国宝東福寺三

門その他
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事業委員会

年度 委員長
見学会小委員会

主な活 動

広報小委員会 若い会員の集L、小委員会
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立循環器病センター見学会、国立|研修会(1 ) 

民族学防物館見学会、茶室「京都

・西翁|涜の淀看席」の見学、鴻池

新国会所を見る

を行く、ディスカバー大阪(3)ー北

浜船場料限のi町家を見る、 音

響アコースティックデザイン、大

阪芸能センタ一、丹波路を行くー

架拾いと城 門可篠山散策、「伝統

工芸を兄る」 神仏具 ・鋳金物一魔

鋭一、外空間作家 ・深谷光軌氏に

1i:'i1 く、主~築材料を見る ( 1 )一水質材

料とイ ンテリア

建築家のための「みどりJ学習会1978 三品 哲夫 |外壁保存工事の京都中京郵便局の IFl lj~規fniJ に関する講習会

完成を見る、武者小路千家の茶室 I1978年宮城県ー沖地震災害について I(6)、都市住宅を考えるー今何故タ

を訪ねて、大阪府立労働センター |の報告会 |ウンハウスか 、対談:建築を切

見学会、大阪駅前第3ビル見学会、l実務家のための日影研修会 |る 渡辺笠利+植田 実一、ディ

ホテル 「ホ リディイン南海大阪JI Iスカバー大阪(4)、都市住宅を考え
を見る I Iる 都市計画と住宅設計の機点一、

燃の伝統を訪ねて、玄から彩へ一

辺いろの世界一、パネルディスカ

ッション「歴史的環境と建築設

計」

1979 I 三品 哲夫 |大|坂上六市街地再開発の経過と現 |佳築計画と新耐浪設計法について |建築家のための「みど り」学習会

状を11flく、宗教都市天理を訪ねる、|の研修会 I (7)、都市住宅を考えるーコーポラ
薬師寺西格再建工事を見る、京の I Iティ フ.ハウスの問題点と展望一、

詩1111主-と芭蕉庵を訪ねる、神戸女 I I備前路を訪ねてー耐火レンガ ・備
前タイルの工場 ・閑谷学校 ・備前

rJt窯元一、新春キャンパスを訪ね
て一大阪芸術大学の建築、ディス

カパ一大阪(5)ーJII面からみた大阪

のまち 柄、 旧下村邸を訪ねて、

都市住宅を考える(4)ー古都タウン

ハウスを見る、新春放談 「建築を

諮るJ-80年代に向けてー

1980 I 三品 哲夫 |矯磨・中国路を訪ねて、大阪駅前 |住築設計と省エネルギーに関する |建築家のための 「みどり」学習会

学院 ・タルカッ ト記念館ほか見学

第4ビルの見学会、 やまと・ 三輪 |研修会

の盟を訪ねる、宝原市庁舎見学会、

ナピオ阪急の見学、表千家の名席

を見る

(8)、鉄の工芸ーロート ・アイアン

の世界、Iffi市住宅を考えるー遠藤

剛生、リクレーシ ョン施設を考え

る(3)ーグリーンピァ三木を訪ねて

一、大阪の教会建築を訪ねて、講

演一二川幸夫 ・世界の現代建築を

-1.五z
n口 v

40 



動芋白A一品員委第2章

年度 委員長
主な活動

見学会小委員会 | 広報小委員会 | 若い会員の集い小委員会
和歌山の新建築見学会、 解体修理|建築への太陽熱利用に関する研修|ディスカバー大阪(6)一大阪の新し

中の重文南禅寺三門の見学と金地 |会 |いまち ・南港ポートタウン一、建

院の茶室を訪ねる、大阪市庁舎 I築家のための「みどりj学習会(9)、

1981 三品 哲夫

(第 1J悶工事)見学会、日生病院 クラシック家具の世界
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一出江1iの作法一逆瀬台の家、 H歪
史環境を残す都市ー奈良・今井IIIJ

を訪ねる 、晩秋の香川に「石」

を見る、都市住宅を考える(7)一大

阪の都市住宅像を訪ねるー

1983 I 三品 留夫 |電通大阪ビル見学会、宗教都市天|集合分譲住宅における品質保証に|京の伝統工芸(鋭金具)を見る ・
理を訪ねる、大阪城国際文化スポ|関する研修会 1二条城と森本鋳金製作所、藤井寺

阪ターミナルピル見学会、ホテル

日航大阪見学会

ーツホールを見る、国立文楽劇l湯

の見学会、晩秋に美濃・尾張を訪

ねる

の小泉家を訪ねる、住みたくなる

街づくり一西ドイツにおける街づ

くりのスライドとともに一、奈良

県山添村を訪ねる一明治の名建築

春日小学校ほか、家具を斬るー

デザイナー ・垂見健三

オーク ・ヴィレ yジの人びとを四

んでー飛騨、高山の工芸集団-そ

の夢とロマン一、神戸ポートアイ

ランドを見る(2)ーポートピァ81一、

吉田保夫の世界 「大阪展j、「住ま

いにおける空気j、建築家のため

の「みどりj学習会(11)ー滋賀の秋

1984 三品 哲夫 |全日空ホテル見学会、大和路に新

建築と建材工場を訪ねる、大阪市

庁舎(第2期)見学会、出雲路の

茶室見学、竹中大工道具館の見学、

ツイン21

1985 オーク・ヴィレッジの人びとを因

んで(2)、白神山の家々とカトリッ

ク大阪教区を訪ねて、「照明と造

形J展ー岡幸男の世界一、都市住
宅を考える(10)- r芦屋文化村」一、
家具シリーズ(3)ーニューインテリ

ア時代の家具一

1986 I 西村 良平 |大阪阿倍野再開発事業を見る、奈|香港上海銀行本社ピル16ミリとス|キャンパスを訪ねるー浪速短期大
良の茶室八窓庵を訪ねる、大阪府|ライド|決写会、経離宮一昭和!の大 |学の伊丹キャンパスを見る、建築

立体育会館見学会、ベル・パーク|修理一講演と映画会 (16ミリ) I家のための「みどりj学習会開ー
シティの児学、 抑田センターピル I日本の森林を学ぶ一、展覧会一建
の見学 I 築家池上俊郎の5年間の仕事一、

ル大阪見学会、守口駅前市街地再

開発事業の見学、茶室黄梅庵と{中

庵の見学、加古川総合文化センタ

一見学会、大阪市庁舎(第2矧)

三品 哲夫 |インテックス大阪を見る、都ホテ

見学会

講演会ー建築家 ・東孝光 ・都市住

居の空間論を語る-

1987 I 西村 良平 |陽明文庫「虎山荘jを訪ねる、橋|シンポジウム「建築CADJ、ブラ|展覧会 ・出江寛建築展伝統美と
州備前路を訪ねて、マイドームお|ジルの建築家を囲んで一風土と建|ポストモダン、同講演会

おさか見学会、大阪国際交流セン|築(繍哲飢)

タ一見学会、大徳寺の茶室を訪ね

る会

1988 I 西村 良平 |大徳寺の茶室を訪ねる会、讃ffテ Ir今、なぜ200VなのかJ講演会 Ir慾築工芸と空間」炭(展覧会
レピ新社屋の見学、琵琶湖湖畔に|クボタ(オール電化)ハウス見学|講演会/作野E平)
歴史とロマンを訪ねて、 OBPキ|会、話題建築を聞く

ャッスルタワー見学
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編第 日本建築協会80年の記録

事業委員会

主 な活動
年度 委員長

見 学会 小委 員会 広報小委員 会 若い会員の集L、小委員会

1989 西村良平 ホテルオーク ラ神戸見学会、関西 これからのガラスーハイテクから 「音楽と建築」ーパロックをあな

国際空港建設工事見学会、神戸市 ローテクま で、 「話題建築を II~I く 」 たにー渡部員消、 「北村陸夫建築

新庁舎見学会、大阪市立科学館見 ーア ップリカビル 丹 F慾孝 ・中 展」 カレイドスコープの世界

学会、ライカ本社見学 川巌、芦屋の個性 ・小林恒、 鰻谷

チルドレンミュージアムー若林広

手♂

1990 西村良平 東京話題建築見学会、天保山ハー 「話題建築を聞く 」ークリスタル 原広司講演会「都市の発想、j一新

ノTービレ ッジ講演と見学、クリス タワー/本多友常、大阪東京海上 初回シティ開発計画の出発点

タルタワー見学会、大阪東京海上 火災ビルデイング/判l野見邦英 海外建築視察旅行ーイスラムの建

ビルディング見学会 築を訪ねて

1991 凶村良平 RESORT ISLAi'-W淡路島見学会、講演会「神戸ハーパーラ ンド一新 シーラカンス作品展、坂本龍馬記
大和銀行本庖ビル見学会、九州話 都心の事業計画と街づくり ー」 念館の設計 をめぐってー高橋品子

題建築見学会、知恩院三門大修理 「話題建築を聞く 」 芦屋市立美術 講演会一

見学会 博物館一太田隆信ほか、カルチェ

-ダムール/間野博・小島 孜

1992 多井 幸男 締回スカイピル見学会、神戸ハー 「話題建築を聞く jーホテル川|久 構造設計者が諮る ip&G本社ビ

パーランド見学会、宝塚大劇場 永悶祐三ほか、風の万華鋭/新 ルJ、妹島和世講演会
(日期)見学会、ORC200 宮昔、 ビデオ映写会

1993 多井 幸男 けいはんなプラザ ・住友ホール、 「話題建築を聞く jー鎌谷7忠彦11 講泌 「建築を学ぶことができる

安珠院の書院と茶室、大阪府立近 か かjー竹山壁、「光で生きる建築

つ飛鳥博物館、 アジア太平洋 トレ 空間」ー岡幸男

ードセンタ一、常滑と志摩 ・早春 30' sEYE①浜田有司、 ①三津文子、
の伊勢湾を巡る見学と懇親の集い ①t平井健、 ①木下直之、 ①岸和郎、

コンピュータグラ フィックの可能

性一遠藤明彦ほか

海外視察旅行 香港

1994 多弁 幸男 仁和|寺の茶室、京都ホテル、サン グリー ンセミナー 「大阪市におけ 30' sEYE@堤展子、⑦花田佳19l、
トリーミ ュージアム天保山、近代 る民有地緑化推進と助成」 ③大谷弘明、 ①長坂大、⑬井上意

建築見学会、銀閣寺の東求堂 「話題建築を開く」 渡辺光弘 ・ 一、⑪中川理

平野忠人ほか

1995 多弁 幸男 大使、寺の茶室、WTC大|仮ワール 阪神 淡路大震災における建築外 30' sEYE⑫辻正n首、 ⑬辻本智子、
ドトレードセンタ一、京都コ ンサ 装材の検祇 ⑬橋爪市1I也、⑬松政貞治、 ⑬井野

ートホール、 大阪ドーム 「話題建築を聞く」一渡辺盛和ほ 瀬久美恵、⑫宮本佳明

か、スライドレクチャー①ー⑤/ 講演 「建築の生命」一柳沢孝彦

杉本真一

1996 多弁 幸男 大阪府立門真スポーツセンタ一、 プランナーのための免震構法の基 30' sEYE⑬樹木エリ子、⑬平山洋
茶室 ・酋翁院の淀看席、りんくう 本/井上笠 介、 ⑫山内靖則、@松本正-梅林

ゲート タワービル、大阪松竹鹿児 スライドレクチャ①ー⑬/杉本真 究、 ②締本純

学会、近代建築見学会 ・旧古河邸 建築家に何ができるかー阪神大震

と法務省 災-被災地の現場から考える/布

野修司、野崎隆一、林まゆみ

1997 多弁 幸男 神戸ファッションプラザ、 平城宮 講演会「オーガニ ック ビルディン 30' sEYE③吉本岡11、@総井紫朗、
跡 「朱雀I"IJ、フ ェステ ィパルゲ グ」 ③吉井歳H青、 @山信英司、 ⑫細回

ー ト、ハーピスOSAlくA、京音II!.IR 「話題建築を1mく」一大阪ドーム みぎわ
ビル、茶室「大徳寺 ・玉林院」、 /寺本敏則、ハーピスOSAlくA/ 建築家に何ができるか 阪神大震
大阪倶楽部 ・中央電気倶楽部、 扇 苫名正 災 ・被災地の現場から考える/森

111]'キッズパーク、 市立泉佐野病院、 崎世!1行、村上総道、 i灘の酒蔵のま

市立豊中病院、日銀大阪支脂 ちを復興させる会

中国支部との合同見学会・広，Q美

術館他、茶室「天然図商亭」、滋

賀県立美術館・びわ湖ホール

42 



動Z白AE
 

員委章第

-教育委員会 教化委員会 (現・教育委員会)

建築教育の調査 ・研究、講座、並びに建築工事実務講習会、

工高生デザインコンクール(別掲)などを企画 ・知包する。

教育委員会

年度 委員長 委員会回数 幹事会小委員会

1954 !結尾 健 二 5 5 

1955 鷲尾健 三 6 14 

1956 竹内成 夫 8 7 

1957 竹 内成 夫 7 22 

1958 奥島正 一 3 17 

1959 奥島正 一 3 34 

1960 中原 茂 4 20 

1961 中原 茂 6 20 

1962 中原 茂 2 7 

1963 橋本忠 {呆 3 5 

1964 橋本忠保 5 12 

1965 岩下久哉 3 9 

1966 岩下久哉 l 2 

1967 稲本忠 {呆 4 12 

1968 柄本忠 {呆 2 6 

1969 締本忠保 3 8 

1970 橋本忠保 2 8 

1971 谷口尚武 4 18 

1972 谷 口尚武 3 22 

1973 谷口尚武 2 7 

1974 谷口尚武 2 9 

1975 岡田光正 2 8 

1976 岡 田光正 3 8 

1977 岡田光正 2 8 

1978 岡田光正 2 13 

1979 多 胡 進 2 11 

1980 多胡 進 2 10 

1981 多胡 進 2 9 

1982 多胡 進 3 9 

1983 多胡 進 2 4 

1984 多 胡 進 2 8 

1985 片倉健雄 2 

1986 片倉健雄 2 10 

1987 片倉健雄 2 5 

1988 片倉健雄 2 11 

1989 片倉健雄 2 11 

1990 片倉健 Mt. 2 11 

1991 片倉俊雄 2 14 

1992 片倉健雄 2 14 

1993 片倉健雄 2 12 

1994 片倉健雄 2 7 

1995 片倉健雄 2 6 

1996 片倉健雄 l 5 

年度 委員長 内 容

1923 臨H寺辺事会において教化委員会の

設置の件議決

1924 古字国資 -講習会計画の件

-建築職工教化事業の件

-建築職工、幼年職工の教化法の

{キ

講演事業に関する件

-建築職工教化事業につき協議

鉄筋コンクリート職工教化実施

1925 古字国資 -大阪市、建築業協会、本協会三

者連合教化講習会の開催協議

1926 古宇凹 1'I -大阪市より申し越しの三者講習

会の原案(鉄筋コンク リート

工事に関する諮問題)を可決

1927 古宇田 1'I ※本委員会を 2分科会に分割I

-高等女学校校長会を開催し、 遜1

築の普及につき意見交換

-建築学会講習会の件協議

-建築史料に関する調査事項決定

の件

-見学会一泉南郡熊取村の中辰三

助邸(目的は室町時代の遺物

調査)

1928 古宇凹貨 -中辰三助邸見学報告苫作成

-大念仏寺の消失本堂写真複製の

f牛

-見学会南河内郡高鷲村北島泉、

吉村彦次邸

-青年技術者に対する講習会開催

の件

1929 武田五一 -講習会(春季青年技術者、秋

季 :職工)の件

-見学会(東洋リノリューム伊丹

工場など)の件

1930 武間五一 -見学会の件 (住友製鋼所、日本

ぺイン ト、桃山病院現場、中

央市場、甲子園ホテル、大阪

窯業)

-春季講習会 (近代建築様式概論、

建築法規について、強度計算

について)

職工講習会(秋季) (鉄筋混凝

土施工法、建築付帯設備)

1931 小笠原鈎 -春季講習会の件

1932 安井武雄 -春季移動講習会(京都、神戸)

-見学会(古建築実地調査見学

会)

1933 古宇間質 -京阪神各女学校の家事科中、建

築に関する教材教授の件

-建築相談所の設置の件常務会に

上程
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年度 委員長 内 容

1934 古宇田賀 -女学校の家事教材中 「住居jに

|刻する|問題座談会開催

-田原~~氏所有の古文 ~!f鍛定に快l

する件

-全国工業学校の各教科目の時IIII

調査の件

1935 古宇田 'cl' -建築通俗講演会ImfU1
-本年度事業計画の子|ニ

-各l町村長の学校計画に関し相談

指導する件

-各校建築科卒業計画

-設言|募集図の展覧会開催の件

-住宅設計図(各校建築科から現;

集)を各k学校家庭科の巡回

展覧会開催の件

-小学校建築相談所の規定起案の

1'1' 
-実業教育進行に関する意見間際

答申冷取りまとめ草案決定の

i'ト

1936 永沢毅一 -沼気1M長講座開設

1937 永沢 毅一 -年度研究事項決定

-郷土古建築の研究調査(大原八

瀬の住宅 -兵庫県庁)

-工業学校の教授内容を検討し改

普案を考f，Jf

-建築教育座談会IJf.lftli
-大工徒!Jf}の教育及び資絡につき

調査研究の件

1938 永沢毅一 -メートル法一元allJ実施に関する

協会~立案

-大工i走弟養成に|刻する件

-大工資絡検定試験llilJ度に|到する

協議

-大工徒!)(~資格試験1I日l度成立方 トー

EI"の件
-高校制度研究

1939 永沢 毅一 -建築教育者に|英|する具体的研究

-社会教化

1940 明仁Ii弘吉 -天王寺五重の塔に|刻する講演会

の件

-建築製図に関する研究

※1954il二度以降は、 「委員会部助J紺の教育委員会において監理。

-出版委員会

1951年 7月20日正午、朝日ビルで、出版委員会が開催され

た。同年9月の 「建築と社会J1会務」 欄によれば、 「奥山

委員外6名出版委員長に小林清氏を互選事業企画意見交換

出見のインデックス作成を議すJ(原文)とある。

同号以前の 「会務」 欄には 「出版委員会」の記載がなく¥

この会合が同委員会としての最初の会議ではないかと:rltmリさ

れる。ちなみに、翌10月号の 「会務」欄(8月分)には、
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17日2時於朝日小林委員長外 5名出、 法規索引原稿につ

き西島委員作成原案検討出版に関する詳細協議J(原文)と

記載されている。

* 19<19年2月の 「建築と社会JI合務報告」欄に 「出版委員合」
名の記放があるが、 ζれは日1喚と社会」出版のための委員合
であり、また、戦後の再刊号(1947年1月号)以降に散見さ

れる 「出版車問I合」名も同様のものである。

出版委員会発足当時のメンバーは次のとおりである。委員

長に小林清、委員には井戸田重太郎・岩本博行・奥山清治郎

.加藤宜彦 ・亀井貴一 -木村精一 ・小西Ihfjl.斎藤|場・谷口尚

武 ・西島勇 ・渡辺禎巳が就任している。また、当時の出版物

は、

簡易要諦のパンフレット"として企画され、 主なものとして

『基準、法j見特殊建築物ノTンフレッ卜jrプラスチックとビニ
ロンパンフ レットJrアスフ アルト防水工事とセメント防水
工事Jなどが出版されている。

4砂〈転換期〉その l

出版委員会の過去の樹喋の中で、も し く転換期〉があると

すれば、1964年度に設定された 「専門部会Jの設置による

委員会運営をそのひとつに挙げることができる。

田中良太郎委員長のもと、四つの「部会jが設置された。

11構造」部会 ・「意匠計画」部会 ・「設備原論」部会 ・「施

工」部会である。それぞれの部会には部会長と幹事を配し、

部会単位に編集委員会が設けられ、専門書の企画が行われて

しミったのである。これにより、“布誌で廉側な図書"が相次

いで廿1版され、建築各界に好評を博したのである。

主な図書として、限期矧i消のための電気設備j(1966 

年 1月刊、 編集委員長・羽馬栄夫)、 『建築技術者のための

建築の知:rdll削(1969年 7月刊、 編集委員長・伊藤克三)、 『鉄

骨のデザイン 実例と考え方J(1970年 4月刊、 編集委員長

・鷲尾健三)、 『建築基礎工法と実例j(1972年 1月刊、 編集

委員長 ・山肩邦男)などがあるが、残念ながら、いずれも絶

版となって久しい。

+ <転換期〉その2

1971年11月9日、前年度から再び出版委員長に就任した

小林洋l委員長を座長とし、 伊藤克三 ・池田有隣 ・宮川達郎の

3幹事及び6委員出席のもと、 「図書の委託山版について」

協議された。「委託出版」についてはこのあとも回を重ねて

協議されるが、 委託の趣旨については小林委員長に次のよう

な言葉が残されている。

「… (中|略)…会員なかんずく初制姉崎のために有話な

る図書の刊行、 さらに寸史人のため、建築矩臓の普及を目的

とした図書を企画し、建築を通じて社会に貢献したいと念願
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関側.，町3・

1972年発刊の 『建築基礎工法と 辺製当苅f，j~盤占シ リーズのス ター ト
実例j

しているJ<r建築と社会J1972年 1月号)。

図書の発行を 「自前Jから専門の 「出版社Jへ委託したわ

けであるが、当然、図書の、加盟販臨胡~~的な変化を遂げる

こととなる。そして、このことにより、「企画」の中にもよ

り一層の 「市場性Jが求められる結果ともなるのである。

出版委員会の活動の中に第2の〈転換期〉があるとすれ

ば、この 「出版事:業の委託化Jを契機とした委員会の運営を

挙げることができるかもしれない。

1978年 7月、建築技術選書の第 l巻 『茶室の話J(岡田孝

男著)刊行。企画 :日本建築協会、発行 :学芸出版社

「建築技術選書」は協会創立60周年記念出版として企画

されたシリーズであり、企画の主体は出版委員会が担当した。

以後、同書の姉財サ漏として企画された<プロのノウハウ>シ

リーズと創立70周年記念事業として企画された 「選書特装

版」を含め、既刊 70数冊 (1996年度現在)を数える一人・企

画となる。

4・出版委員会の現在

委託出版の実現に尽力し、「建築技術選書」のシリーズ化

を定着させた小キ材育委員長、 <プロのノウハウ>シリーズ、

「選在沖群謝坂」の刊行に際し自らも佐嘩をふるった須賀好富

委員長、この両委員長が果たした功績ははかりしれない。委

員長丘任期間はともに10年を越え、 別表に示すとおり多数

の図書の出版に携わったのである。

現在の委員会は両委員長が残された足跡を継承し、iJl問修

委員長のもと委員21名を擁し、新たな活動が展開されてい

る。わけでも、協会創立80周年記念出版として企画された

『建築を志す人びとへjは出版委員自らが執筆者となったユ

ニークな本で、若い読者層に好評を博した企画であった。

出版委員会で、は図書の企画とともに、著者を講師とした

「講座Jも実施されている。1996年度現在、延べ16回開催

され、読者と著者の交流とpう独特の企画として定着してい

る。

第2章 動平白AZ
 

員委

出版委員会

年度 委員長 委員会回数 幹事会小委員会

1951 小林 円'i

1952 谷口尚武

1953 谷口尚武

1954 谷口尚武 4 

1955 奥J:d正一 5 4 

1956 奥ぬ正一 2 6 

1957 奥l斗正一 2 3 

1958 高級俊夫 5 l 

1959 高橋俊夫 3 5 

1960 高精度夫 14 

1961 高楠 E基夫 4 

1962 高精度夫 2 8 

1963 田中良太郎 3 20 

1964 回中良太郎 8 20 

1965 田中良太郎 5 51 

1966 田中良太郎 5 31 

1967 石崎汚H1t 2 8 

1968 石崎滋雄 22 

1969 石崎汚~k1t 2 13 

1970 小林 I'，'i 9 

1971 小林 がj 2 29 

1972 小林 がi l 

1973 小林 がi l 

1974 小林 汗i

1975 小林 汗i 2 4 

1976 小林 汗i 4 5 

1977 小林 消 9 

1978 小林 yi'i 3 13 

1979 小林 ii'i 3 5 

1980 小林 がi 3 3 

1981 小林 消 7 1 

1982 小林 がi 3 

1983 小林 i1~í 6 2 

1984 須賀好寓 9 8 

1985 須賀好富 9 6 

1986 須賀好富 10 

1987 須賀好富 9 3 

1988 5貞主{ 好百5 11 

1989 須賀好冨 10 

1990 須賀好窃 10 

1991 須賀好~;r， 10 

1992 須賀好寓 10 

1993 須賀好窃 11 20 

1994 須賀好~~ 11 

1995 1111I1 修 II 

1996 山間 修 II 3 
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編第 日本建築協会80年の記録

.建材委員会

建材委員会の歴史は、 1921年初代会長片岡安が自ら委員

長となって設置された「材料委員会」に始まり、 1944年戦

局の悪化ともに一時中止の止むなきに至ったが、戦後1947

壬「控材部会として復活、折しも諸種の新樹オが誕生して関係

者がその選択に迷った時期でもあったため、 1949年10月よ

り特に建材審査委員会を設けて、優秀な材料に対しては、申

請により優良証明書を発行し、それを推奨するとともに、い

かがわしい材料の材陣余や改善に当たってきた。

このように活発な活動は、 1959年11月に建材委員会に改

材料委員会

組した後も優良認定書を発行して通算11年間続き、その聞

に申請を受けたもの92件、優良証明並びに優良認定書を発

行したものは、そのうち61件であった。

1962年、世の中も安定し、建材についても混乱期を終え

たので、委員会も再び新しい方向に向かつて車五草することに

なり、建材メーカーに対してコンサルタント的な仕事をする

とともに、建網矧渚の建材への正しL、知識を深める活動を

行っているが、リサイクル問題も含めて、環境の視点より建

築材料を見直す動きも始めている。

年度 委員長 主 な 活 動

1921 片岡 安

1923 片岡 安 建築材料迎合調査会より送付の木材規絡統一家につき、案中一部改定し提出

1927 車公室 重光 石材規格案に関する件、コンクリート骨材、砂利の規格統ーを計る件、セメントの規絡1IilJ定の件、関東地
方産出石材及び関西地方石材の統一規格時I陀について、防水材料は規絡試験に合絡せし物を市場に販売を

許すよう取締法規設定の件、メートルネヂ及びウイ ットウオースネヂの6角ボルト規絡統一の件

1928 松宝重光 実|捺:5"U幼に用いるコンクリート試験方法研究、現場におけるコンクリートの分解、現場コンクリートブロ

ック作製試験成紛報告、工業試験所にて 「セメントモルタル」強度調査、南洋材 「ラワン」虫害、白色ぺ

イント規絡調査のitj:及びその他塗料に関し施工順序及び調合割合表作成、塗装結?、~W規絡、木材・鉄材・壁

地につき1・2・3等級の工事に分け手間材料の標準単価調査、日米板硝子に|到する各般の事項調査、旭 l

硝子及び島田硝子につき製品の規絡調査、衛生陶器類 ・洗面器について名古屋陶協の型録の調査・研究

1929 松室 重光 「ポルト ラン ドセメントj及び 「高炉セメ ントJ規格改正の件、某現渇コンクリー卜試験体作製の件、鉄
Ntiコンクリート梁における鉄筋の応滑力試験方法研究、洋瓦・スレート及び洋石について、防火布の規絡

につき調査の件、内地産出市上易品規格を調査、外壁セメントコーデレグの手11，11及び材料、坪当たり表作成、

鋼製戸障子の資料蒐集研究の件、 「ステ ィールサッシュJIドアー」について、手洗器の規絡につき研究結
果サイズ大 ・中・小3極と決定、 l淡吐等の寸法その他について、居室 ・家具寸法及び図面調査整理の件

1932 松室 重光 メートル法 ・度量衡実行に|刻する件、立について、盤工作法及び燃準品質につき奈良llリ1.平安 ・鎌倉・足

ヰIJ.元禄・徳川 ・明治時代の改革にわたり業者林氏より詳細説明、術生|吻昔誌の各、l法

1933 須川廉太郎 ステ ィールサ ッシュ規絡案及ひ.これにf4oう附子の大きさ等について、大阪模様塗工業所の実験

1934 池田 宮彦 木材市場寸法調査の件、セロテ ックス代用品コルゲットテ ッドボードの研究、屋根瓦に関し座談会開催の件

1935 高橋 栄治 アスフ アルト防水施工に関する研究会の件、小倉石油 大道技師より 「アスフ アルト」製造にづき講話あ

り、 アスフ アルト防水工事仕綴舎につき研究

1936 高級 栄治 木材市助、1-法規格案の実施促進建議の件、小田化学 -小田正夫氏より|勿水斉'1について説明あり、セメント

防水斉'1試験に関する具体案を協議、床板規絡につき研究

1937 高橋栄治 プラス ターにつき研究、近l時の建材暴騰に|英|して鉄材に対しその原因・対策につき調査研究、鉄材研究に

|刻し製造業者側の意見を聴取、床板規絡案の刊報告案作成、建材暴騰に|刻する対策研究報告書作成着手

1938 高縞栄治 鍋使「日1Ii11限につき当局に@識の件、銅使用制限規WIに関する件、銅及び銅合金の代間金属に関する件、木

材よ見絡統一の件、木材寸法規格実行促進の件、建材代用品考案奨励の件、石綿スレート規格案の件、建築

材料の代用品発明考案展覧会開催の件

1939 松久保敬三 日本瓦について、スレート工場見学の件

1940 松久保敬三 木材J;lI.絡研究資料調査の件、辻製材協会庖1'r~長より!日材生産統制規則につきな兄IJ日隙、品等規格につき協

議決定、 l辺林省木材規絡を土台として検討の t単純化す、西島実業学校新築工'IH}l幼の釘打組立梁荷量試
験を見学、木材市場品寸法規絡決定につき会議発表の件

1941 松久保敬三 H~材品等規絡について、鐙具材規絡につき山林jIq案を検討、娩タlについて、木材品等規絡中板類につきのf

究、建築学会案木材寸法、木材寸法並びに品質等規格の再検討をなし修正の上建議案作成

1942 楠i'-lifi 前t 基礎の|問題、木材数jiii表の件、基礎、木材工事につき資料・数虫について、崖般 ・蒐 r.司王の資料蒐集検討

1943 楠対ij'i 微 木材の寸法並びに品質等規絡検討、木材寸法規絡改正案の件
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4建材部会

1947年1月号の「建築と社会jにおいて、 2月6日開催

の第2回常務会議事として、次のような記録が見られる。

議題 8.部会設置に関する件

今般下記の通り部会を設置することとなった。部会は全会

員が各関係の部会を通じて本会に対し自由に希望ゃな見を開

陳する機関であると共に、これによって縦の連絡を密にし本

建材部会

第2章 動手白AE
 

員委

会事業の・… (略) …建築材車ト般を「樹オ部会」等五部

門を設け各部門に於いてそれぞれの立場から調査、 研究、立

案等の事項を取り扱うこととする。

く〉尉オ部曾

棒田藤郎、志垣正次、野津幸三郎、 青木友一、大西幸七、

奥キ埠兵衛、河津喜之助、 桑田正一、平田武二、増田熊一、

村井 毅、 山本 潔、 井場 制

年度 幹事長 主 な 活 動

1947 背木友一 -木材寸法及び規格等案作成の件

1948 青木友一 -木材品等規絡の既成案と J~主林省案を再検討

1949 青木友一 -セメ ント瓦および厚型スレートについて

-技術、綜合、 建材の三郎会会合、座談会開催を協議

-資材に関し業者と意見交換

1950 青木友一 - 事業計画、建材~ï~発行の可否等協議

-技術、綜合、建材の三部述合協議会開催

-産業合理化につき通産省伊藤課長と協議し、関西大会開催を申し合わせ

.@;j;;f部大会を開催

1951 青木友一 -技術部会と最近の資材の動向、価絡需給等につき懇談

-建材部大会を開催、関西建材会の結成を申し合わせ

-資材に関し業者と意見交換、関西建材会の会主主図案公募

1952 青木友一 -カ タログ発行協会と協議

4建材審査委員会

建材審査委員会設置の件

曜材の審査については本会多年懸案中のもので、ありまし

たが、今般之を掲泡する事とし、下記夫見濯に基づき新設の建

材審査委員会が実行に着手することになりました。復興途上

に於ける建材並びに斯界の向上発達のため大方の御支援を得

たいと存じます。J(以下略)

建材審査委員会規定

1 .本委員会は一般建築資材の調査、研究、試験等を

なし審査の結果良否を認定し以て斯界の向上発達を図

ることを目的とする。

2.本審査を受けようとする者は一件毎に所定の申込

書に別に定める審査会費を添え現品其の他本会が指定

する資料を提出する。

3.審査の方法は依頼者より説明を聴取し調査、研究

又は必要に応じた試験分析等をする。

4.本委員会の意見は全委員3分の2以上を以て決す

る。

5.審査の結果、優良品に対しては一件毎に別に定め

る調査費用を申し受け優良証明書を発行する。其の他

のものに対しては意見を附けて申込者に通知する。

6.優良証明書を発行した場合は建築と社会に掲載す

る外、諸官庁、設計関係者に周知につとめ尚適当の方

法で宣伝する。

7.優良証明書に対する責任は審査委員会に提出され

た現品について負う ものである。

8.優良証明書は発行日より一ヶ年有効とする。

9.本証明書を不正に利用された実状判明した時は直

ちに取消の通知を発すると共に一般に公表する。

10.既納の会費其の他は如何なる場合でも返戻しない。

11.木規定の改廃は理事会で定める。

12.本規定は二十四年十月一日より刻芭する。

。建材審査委員会委員 1953年度

委員長/置塩 章

岡田 孝男、 小松文明、 竹内成夫、 西村 勝、

井手正雄、 奥島正一、 加島信之輔、 桐本楠雅、

紳田 省三、 早良俊夫、 島村佐次郎、 田村正夫、

高山 馨、 竹内 孝、 竹腰健造、 中野順次郎、

称屋毅一、 古塚正治、 民口値夫、 士官井 敏克、

水野喜一郎、 村野藤吾、 元吉勇太郎、 山内正一
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建材審査委員会 (1959年10月まで)

年度 委員長 主 な 活 動

1953 白血 工:t (建材審査)デコラ、キルコート、東洋波形スレー ト、日本スタッコ、 |“i凹式ボルトナット 、ホモゲンホ

ルツ、タイネン 2号、ナニワ S瓦、 三星印石綿ルーフィング、アスフ アルトタイル、ニュー

スタンダードメタル、タクミ瓦、佐渡ぬ金属タイル板、スレート(浅野網代板)(浅野大波

板) (浅野小波板)

1954 白梅 主主 (建材審査)ピフロ、サンウオール、積水ポリエステル板、エスロンパイプ、スチロールタイル、 トルナ

ード(鋲打機)、エパーソフ ト、 久田租ピタイプ

1955 位j包 主主 (建材審査)ウォータイト B号、 三塁ピニリューム、ダイヤウオルペーパ一、 三星印石ギルソイドルーフ

4ング

1956 位j包 :i;t (鐙材審査)ウォータイト B号、サーぺーン後層硝子、ピニローゼNo41O、スロール

1957 位j包 主主 (建材審査)スプレッドサテン、床張シートトヨサン、ヒ yターライト

1958 位庖 主主 (辺!材審査)スプレッドサテン、焼成ヒルコン、ゴーレ ックス EC、アサヒ ラス、ハ ッポーラス、ポロン

ACP 

1959 世塩 主主 (建材審査)ミラコート

建材委員会 (1959年11月~現在)

年度 委員長 主 な 活 動

1960 位泡 王E (建材審査)ダイヤセム、ダイヤアルテ yクス、ダイヤローレル、ダイケンインシュ レーショ ン吸音板お

よびプランク

1961 竹内成夫 アートボンド

1962 竹内 成夫 衛生陶器

岡本 弘 建築金物

1963 岡本 弘 鋼製足場

1964 岡本 弘 2階建プレハブ住宅

1965 政問基次 コーキング材、プラスチ ックを主とした床材、新建材および工均見学

1966 政|河基次 化学防水、防鍔対策、見学会

1967 府内 三郎 燃焼による有毒ガスと煙、防露対策のまとめ、経虫気泡コンクリート版、 ALCの検討

1968 Jj，'ll内 三郎 Al心版の検討、 ALC..L場見学、軽量fi材、軽量コンクリー卜の特性、 U本セメントほか見学、外国におけ

る軽量骨材事情、人工軽量骨材、被怒i鋼板 「シリカチール」、パンクロス(難燃性パイプ外装材)、日!照り l 

;別れ・熱ilI1Jれ対策

1969 府内 三郎 il!.l硝子 ・日本板附子工場見学、備子検討会、ガラスおよびガラスプロ ックのまとめ、般若剤、エマルジョ

ン、シーリング材、 ガスケ ット

1970 J;Iill内 三郎 ガスケ ットの説明、耐火被援材、 「フジコートJI次付塗装材、耐火試験の見学、接着剤lの検討、エマルジ

ョン、シーリング材

1971 府内 三郎 建材の検討、集成材のまとめ、難燃合板の耐久性、千代田建材工業(総工J幼児学、軽虫金属下地 「ロンドロ

ック」、繊維壁、浪式ffi材

1972 府内 三郎 繊維壁材、湿式建材のまとめ、カーペッ ト、 東洋リノリューム工I幼児学、防炎性センイの紹介、 |勿炎性セ

ンイ、各種浴補、ガス諸器具の見学、セントラルヒーテ イング

1973 山田 幸一 型枠材の検討、結露防止塗料の検討、 打ち込みタイル検討会、主~築l州、l 材ガイドブ ッ クの内容

1974 山間 幸一 断熱 ・l吸音 ・遮音、コンクリー卜 ・料費量破砕様、火薬 -爆薬 -火工品、コンクリート破砕術、ブラジルの

建築事情、中国の建築事情

1975 山田 幸一 膨張セメント、 「ラスj検討会、無音 ・無J震動杭、アースアンカー

1976 山田 幸一 FRC、プラヒート、建築吹付

1977 山田 幸一 |切釘'u.昆和剤、ポリカーボネイトガラス、ファスニング機務、中国の建築事的、給湯総、モルタル接着地必i
剤、フロアヒーテイングサンサニ一、アルミニウム合金製プール、石綿炭酸カルシウム発泡板

1978 山間 幸一 アタリトーン、ユニ ットフロアし、木繊セメント板、 ドアーチェ ック、無機質I次付材、モルタル下地合板、

'iU線 ・ケープル1'1:通孔充成材、 FRC飯合板、ソノボード S
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建材委員会

年度 委員長 主 な 活ー 動

1979 山田 幸一 SLパネルについて、「アーピフレックス」、厚ものの石肖'板、ステンレスについて、サ ンペルカ、 内装材
「ノTンパン」、タクマの土成硬化剤、ソーラーコレクタ一、コンクリー卜の高流動化剤、シーリング材

1980 牧田顕治 エラスコーク・シーラン卜70(シーリング材)、防水石脅ボードの材料、アキレスホームボード、耐震ス
ティールドア、モルタル100番、タイトレックス P

1981 牧田顕治 耐候性鋼板C&による特殊屋根工法、ライオンプラスター、モルキープ、スエプコ メンテナンス・シス
テム、ノTクティニール

1982 牧田顕治 ラムダ、ハイウオール、ダイヤフォーム、エースコン、 Jiltmスカイモル、小野田リフリート工法、ボーマ
ナイトプロセス、コンプラスト、ゴーエススラリー、 SL:ー12工法 ・SLフネンパネル工法

1983 牧悶顕治 天然木化粧シート、セメンシャス #2000・セメンシャス #2500、マーカススライディングドア、セブンウ
オールの説明と工場見学、東仲パーキングシステム、サータイト、ザクロン

1984 牧田顕治 アキレスボルネ、サンディウオール(卵性l次付材)、サーマックス、バッテリーシャッター・イースター

カーテン、ハイキエース、「核シェルター ・サパイパルルーム」、ラグストーン、 P&Pステンレス防水工
法、ライ フロ ン

1985 牧田顕治 ドアコン(自動閉鎖装値上変成シリコーン、ルームラッ夕、レミフアルト T、プレコ ・リターダ一、ア
クアシ-}J..，、アjレウ ィトラ

1986 牧田顕治 ハマキャス卜、エスレベル、セブン CRシステム、熱線反射ガラス、 シーストン、ナルフアルトパスカル、
へーベルグランデ、スタッコ ・ベースネ ット工法、フィールド GRC、エースライト

1987 金井弘次 アガ トス(ファインセラミック建材)、ラムコシート、サン・ストップ、防カピ材、アーキスガーデンシ

ステム、ステンレスノイズレスヒンジ、グレビティヒンジ・可変シリンダー錠、コルクタイル、瓦屋板防

ぶ工法、ネ ットワークフロア、フロールボンド、パワーシリコン

1988 金井弘次 ノ、イドロサーム(劣化・ l吸水抑制剤)、テピロン(人工芝)、へーベルDR構法 (ALCパネル)、ガードフロ
ン(防蝕シート)、 DRAMIX補強コンクリート無筋土問床工法、ソニック工法(ユニットパス)、ファイア
ライト、フレッシュマスト、ボルクレイパネル、ダンパ(システム天井)等

1989 金井弘次 アーパンロック(舗装材)、左官モルタル用軽量骨材、ナイスタッド(間仕切)、電磁遮蔽ガラス、ロット

デッキ(デッキプレー ト)、免震用積層ゴム、 ISスプレイコート(外防水材)、デッキコーティング|妨水シ
ステム、アルミ鋳物と光ファイパー Sシステム等

1990 金井弘次 打放しコンクリート SEFシステム、 コンク リート白撃除去剤、超高圧少水量剥離 -洗浄システム、大型陶
板、アクリル系人工大理石、マルチプライマー(低臭塗料)、ウオールスター(大型陶板)、型枠兼用断熱
ノTネjレ

1991 金井弘次 溶剛l亜鉛メッキ、 OM-ZP処浬について、天然スレート屋根システム、湧水フォーム(減水処理材)、アロ
ンコート SQ (アクリルゴム塗膜防水材)、 トイ ミエーヌパー ト日ー屋根瓦、鉄筋組込捨型枠、日本ペイン
ト工場見学会、人工石材、カーテンウオール、セラミ ック外装材等

1992 和田克朗 線合システム天井、簡易型自動消火装位、ダブルアール、 HEX型立体駐車場、ベントナイト系止水材、
アクソナイト&エルコ(超耐久性高分子エ7ルジョン)、カラートップSR(ウレタン樹脂系防水・耐久性
床材)、偏光タイル

1993 和田 克朗 耐火鋼、天然極薄石材、 シリカ系浸透性コンクリート強化剤、省エネ外装改修システム、内開き内倒し窓

木製(木質系)防火扉、立ち上がり防水層保護-化粧ボードシステム

1994 和田克朗 床滑り止め加工、耐食ステンレス鋼、ドライプラスト工法、打ち込み式合成樹脂型枠

1995 和田克良月 NWD工法、プレーナーフィ ッテイングシステム、プラスティ ック製軽量型枠、 RSL免震システム、樹木
地下埋設型支柱

1996 和田克朗 超抗菌 ・防汚 ・防臭タイル、一液水性反応硬化形塗料、断熱金属サンドイツチパネル、 収納ユニット、ワ

ンサイドボルト
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活動を終了した常設委員会 | 
砂建築データシ-N霜集委員会

建築業務に携わる技術渚は、建築工事の設計 ・積算並びに

現場施工において適切な資材を選択するため、 多くのカタロ

グや資材メーカーの最新情報等を得るのに相当な時間を費や

している。このような建築界の要望に応え、本会では創立

50周年記念事業と して建築データシー ト編集委員会を設置

し、 f[5(りWU'こととなった。

本委員会は、官公庁をはじめ設計事務所、 建設業者、設備

業者および資材業者など斯界の協力を得ながら審議を重ねて

「データシートJの出版を実現したが、とりわけ本データシ

ー トの総監修者を京都大学名誉教授で当時の日本建築総合試

験所所長の坂静雄博士にお願いできたことは、このデータシ

ー トに対する権威と信頼性が一層高まることとなった。

「建築データシー トJは1967年 3月号より 「建築と社

会」誌の付録として会員に無料配布され、1978年には創立

60周年記念出版と して、 「建築データシー トノ、ンドブック」

(2剣 珊)が刊行された。

年度 委員長 主 な 活 動

1967 ':1"原 茂 第l回分(基礎 ・地業工事30、ンート)刊行、 会員無料配布、 3月号より20カ月 (毎月30シー ト)

1968 0:1"原 茂 299シー ト刊行(探;H329シー ト)

1969 '1-'原 茂 299シート 刊行 (泉，1t494シー ト)

1970 rl-'原 i主 91シート刊行 (累計587シート)

1971 JI'上 i児 20シート刊行 (累計607シート)、建築データ シート 「ノC1クナンパー」 有料配布l部20円、建築データシ

ート ・合本(新装Ip占41111に収録、 300部出版)

1972 JI'上 泌 69シート刊行 (うち 5シートは改訂)

1973 1+ 1:. 潟 70シート刊行(うち35シートは改訂)

1974 井」ニ iミHも 80シート刊行(うち'11シートは改訂)

1975 井上 i見 83シート !'iI行 (うち20シートは改訂)

1976 井上 j見 18シートI'IJ行(う ち12シー トは改訂)

1977 井上 i晃 87シート刊行 (うち28シートは改訂)

1978 井上 混 創立60周年記念出版「建築データシートハンドブックJ(2分間1600頁)、3000部発行、 定制li 会員6000円、

一般8000p:J

1979 jド上 y見 記録な し。休刊につき委員会も休会

陥 信l慶員会

1921年 6月20日の理事会において、「市行日出建築に対する

仮設物建物について建築物前歩道の使用許可を府庁に出願の

件」を審議するため「法制委員会jを組織。1942年度以後

年度 委員長 I~J 容

1921 大林賢四郎 -歩道使用に関する件

1922 大林賢四郎 -建築工事詩負契約約款及び規定

1923 大林賢四郎 -建築工事前負契約案の迎合調査会報

告審議

1924 大林賢四郎 -研究事項不詳

1925 大林伐四郎 . li!f究事項不許

1926 大林賢四郎 .Ii)f究事項不詳

1927 池田 u -委員会規定の一部改正

1928 池1"[1 11 -都市計画実施方法投ぴに計画

-建築士法案

-美ilJl. )1¥¥致地区指定促進研究
-特別住居地械性の研究

-都市計画諸問題

-労働者災害扶助法案

50 

1947年度までの詳細な記録はない。

また、戦後1947年以後の記録において具体的に法制委員

会という名称は見当たらないが、規制関係の検討という事実

行為の会務記録が残されていたので、ここに記載した。

年度 委員長 rAJ 容

1929 池肝| 11 -劇場取締規則取纏検討

-労働者扶助法案作成の件

-労働者扶助法案建議の1'1'

実費精r，t:式施行に|葉|する述合調査委

員会の件

-美観 ・風致地区指定促進建設のn
-大阪府令劇場取締規則一部改iFに対

する怠見

1930 今林彦太郎 -六大都市病院規!!IJ研究

-佳築物の高さ最低限度に|刻する道路

指定促進の件

-第二次防火地区指定促進の('1'

-工業地域内特別地区の指定促進の1'1占

-病院及びjfg院取締規則研究

-労働者災筈扶助法制要綱の研究

I最低扶助料の低下を要望ー



年度 委員長 内 信廿ヤ

1931 鳥井 {言 -土地区画整理組合公闘存置の件

-工業地域内特別地区設置の件

-建築の合理化問題検討

-市街地建築物法再建議

-アパー ト建築取締規則制度の件

-実地検分昇降機取締規則研究

-定数:改正検討

-建築会館建設案研究

-建築請負業者取締規則制定の件

-建築代願人取締規則制定の件

1932 今林彦太郎 -全国都市問題会議提出問題検討

-耐火J構造家屋税率に関する意見合

-都市防火建築振興奨励に関する陳情

-建築競技執行基準草案研究

-大阪駅前整理に闘し大阪市長建議案

検討

1933 津凹敏雄 -市街地建築物法令改正で建議の件

-特別地区指定促進建議の件

1934 津田敏雄 -建築代願人取締規則の研究

-第4回都市問題会議提出意見

-屋根瓦につき材料委員会と協議

1935 津田敏雄 -鉄筋コンク リート柱に対する有効断

面積の研究

-市街地建築物法令一部改訂編纂の件

1936 池田 tr -市街地建築物法令第6版発刊の件
.1切火地区完成促進建議案の1'1:

1937 津田敏雄 本年度は新企画なし

1938 玉置豊次郎 -市街地建築物法第8版発刊の件

-学校法規教案決定の件

-建築関係法規集録発刊の件

1939 玉置豊次郎 -中等学校における建築法規教綬細則

作表

1940 池田 4白 . 15年度版建築法規発刊の件

-建築関係訴訟、特許中建築関係条項

で建議の1'1ー

-新体制に関する座談会

1941 玉置豊次郎 -第11版市街地建築物法発fllの件
-第2)坂建築関係法規抄袋発刊の件

1942 記事不詳

1943 (幹事) -第13版市街地建築物法発刊の件

影山正明

1944年一1947年まで記録不詳

1948 尾崎 久助 -建築制限規則説明会

1949 稗田 治 (訪負規程改正委員会)

. 4会連合工事諮負規程改正案審議

. 4会連合案再検討

第2章 動エ白42
 

口貝委

年度 委員長 内 n廿、.

1950 神田 治 (訪負規程改正委員会)

. B古負規程最終案検討
-建設省審議案と述携方法研究

(諮負規程改正委員会)

-建築基準法、建築士法につき学会支

部と協議

-近畿建築法規委員会設置

-学会支部及び建設省関係方面に提案

-建築基準法、 |狗火関係法規講習会

1951 中湾誠一郎 . 4会連合訪負規程改正最終委員会

砂法規委員会

1952年 2月6日の理事会において、国1築基準法jについ

て検討するため、中津誠一郎氏を委員長とする {建築訟法見委

員会Jを設置することになった。委員には中西六郎、中野順

次郎、稗田治、吉田安三郎、 鷲尾健三の各氏を選任してい

る。1954年度から法規委員会と名称、を改め、建築に関する

法規の研究 ・普及並びに建議を行ってきた。

1970年代に入ると、建築学会、建築士会、建築家協会、

建設業協会の委員会との交流により、活動の場を広げている。

年度 委員長 I;};I n廿a守

1952 中津誠一郎 -建築基準法再検討

-建築士法、消防法、紡績協会隙'ti'l立?
の件

1953 中津誠一郎 記録不詳

1954 鷲尾健三 -検討すべき問題の提起(法規に関す

る苦情)

1955 中津誠一郎 -都市における駐車場の問題研究

1956 中津誠一郎 -建築手続き迅迷化に対する意見

-建築基準法に|刻する件

1957 値岡俊行 -建築基準法改正の検討

1958 恒岡俊行 -大阪市の冷房用地下水使用防止条令案

1959 恒岡俊行 -建築基準法改正の検討

1960 恒岡俊行 -違反建築の是正に関する検討

-違反建築防止運動

-地域指定の修正に|刻する要望お提出

-建設省建築研究所支所設置を婆盟

-用途地域の改正および防火(準IlJj
火)地域の拡大指定に関し要望

1961 恒岡俊行 -違反建築防止対策

1962 恒岡俊行 .1刻係法の改正に関するアンケート

-建築基準法改正についての桝想

1963 佐野正一 -市街地改造事業

-建築基準法改正

1964 佐野正一 -建築行政|刻係懇話会の件

-建築基準法改正に対する要望台提出

-建築士法の改正
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年度 委員長 内 容

1965 佐野正一 -万国憾の建築規制の問題

-建築士法の問題

1966 佐野正一 -建築士法改正

-建築基準法改正の問題点

-法規特集協)J

-法規討論会

1967 佐野正一 -建築行政懇談会の報告

-音11市計画法、都市再開発法案

-法令コーナー

-建築士法改正法案

-建築士法の問題点作成

-建築基準法改正の控訴

1968 佐野 正一 -建築基準法改正要望案検討

-建築物の安全基滋の研究

-都市計画法、騒音規制法の研究

-建築基準法説明会開催

-安全基準案に対するな兄3

-法令コーナー

-容積地区

-建築基準法施行令の一部改正

-建築行政に期待するもの

1969 福田朝生 -消防法施行令改正)~\討議

-建築基準法改正に対する陳情

-都市計画法の施行に伴う諸問題

-大阪市の都市再開発

-古IIT!ifl1il!TI法の今後のII'dim)，';(
-大|波市の 「建築確認申請??等の綴式

の簡素化J

1970 稲田朝生 -士会 -家協会と三者合同の開催の('j:

. IJ日発許可の問題

-改正建築基準法の解説

-建築基準法政令改正に対する怠見

. 1巨体規定関係改正案試案

-確認申請不適合の訂正処理

-建築基準法特集、の('j:

-二級建築士試験ffjlJ度

1971 福田朝生 -凹会合同会議の件

-建設省への要望

-建築業務基準原案

-法規に|測する段近のi[l)J向

1972 福田朝生 「建築主事事務所」仮称登録iI日11度案

-大阪市における新!日途地成制

-防災対策における法規上の問題

-大阪市のマスタープランの改正方向

-法令事務所

新問途地域の決定

1973 市JlI 宏 -建築と社会誌法規特集

-京都市日照等に|刻する指導主要綱

日l!日チャート

. EI ~(cl確保のための主I!築規制基準

-建築基準法改正の概要
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年度 委員長 内 谷-

1974 市川 宏 -法令コーナー

-大規模建築物の主I!設計阿の事前協議

の取扱安領

-消防法改正案

-四会合同法別委日会IJfl(桜の111:
-図上利用計画法の説明

-工作物の指定と築造而fft

.lJfI発許可制度の改正の111:

1975 市)11 宏 -辿築基準法と消防法のギャ ップにつ

いてのアンケート

- 四会合同法規委t~会の件

.?tI!築関係法令の研究

-建築防災と法

1976 市川 宏 -法令コーナー

.m防法の遡及規定の問題点
-主I!築関係法規の問題点

. (lr~認qcl F，存業務のフローチ ャ ート

1977 市)11 宏 -大阪府下の円i彩縦時IJに|測する条例化

の!i向
-近織の?I!i.皮附:!r-の':;);f!/E;

風(風害)について

1978 岡本行普 -法令コーナー

. 1 1 1;~)'必lil )の |問題

.1リJ災と法の件

-瀬戸内法による水質保全

. m~脱出1)特集

1979 岡本行普 -法令アンケート文集

-ヨーロ ッパ視察報告

-行政と法規特集

1980 岡本行普 -災害と法一安全な環境を目ざしてー

1981 岡本行普 . 1:11市対liMの特集テーマの企画

1982年2月の会合以後、記録はない。

砂住宅委員会

年度 委員長 |人l ~ 

1929 日高 IW -研究方針についてな見交換

1930 日高 In! 委員会を4分科に分かち、 研究

;:rJl分科/、iLD筒、外観、榊造、材料

~ì 2分科/採光、通j瓜、暖房、衛生

冴¥3分科/設備、装飾l

;:rJ4分科/実行の促進、住宅の本質、

外観、構造、材料

1931 必野壮一郎 . 1931同際住宅会議都議事項に提出材

料作成の1'1'

-校範住宅の平面I'XIに充てるべき台所

設備プラン作成

-気象年報に|主|し調査

1932 泌![fH士一郎 rxm小住宅」発行
.~築に |刻する出談会IJÞ) flt

-見学会

-住宅ill築の将来に対する希望等論ず



年度 委員長 内 F骨，_ 

1933 w野壮一郎 -防鼠についてその構造、設備、器材
等を研究

1934 武l王l五一 記録なし

1935 i高野:1士一郎 -私室及び特殊住宅街
-床(布]洋)、床下、位及び材料

-通風、 湯殿、便所(稿l風)、 床数秒J

(洋風)について研究

1936 石川純一郎 -家相に関する研究と文献蒐集

. ~反相研究の参考目録を作成し、方銀

大全、楽地準l'lIJ、三才精義、住宅

の設計(家相の点から)

-借家住宅の研究

-住宅内部の設備調査及び借家住宅の

平面型式の統計的分類に関する件

-住宅読本刊行の件

1937 石川純一郎 -園田住宅地見学

-住宅読本に関する件

1938 石川純一郎 -住宅防護室研究に|刻する件

-住宅読本の完成

1939 石川純一郎 記録なし

1940 石川純一郎 -満州移民住宅の研究に関する件

-住宅26do年史編纂の{牛

1941 岡凹 孝91 -住宅問題に|到し委只会設置

-応急住居研究の件

1942 伊藤 和|夫 -集合住宅案基本条件検討

1943 役員不明 -都市共同住宅仮装敷地案による見学

の件

-戦時組み立て住宅試作

1944年-1948年まで 記録不詳

1949 元吉勇太郎 .1rl:烏大橋南諮に建築中の佐々木式ブ

ロック構造施工現場見学

-住宅金庫設陸運動の件

-新工法の育成、住み方の改普、住居

の水準向上等研究

'1段村住宅改普問題

1950 元吉勇太郎 ./辺村住宅台所指導の件

-住宅公庫にある棋準プラン作成の件

1951 桐本摘:m -家具鐙築心得につき新聞への掲載案
を協議

1952 赤松 修 .1切火に関する映画会

-住宅譲渡等誌上斡旋

-住宅パンフレ ット発行

1953 赤松 {彦 -住宅の見学

-住宅問題座談会

1954 中野順次郎 -住まい方文献インデッ クスの作成準

備

-ローコスト住宅の研究

1955 中野)1民次郎 -住まい方文献イ ンデックスの完成

-新聞発表の啓発企画

第2章 勤手白会員委

年度 委員長 i1'J 容

1956 中!野順次郎 -カラースラ イド(家ができ上がるま

で)作成

1957 西嶋徳太郎 -住宅資料の国際的蒐集と交換

1958 西嶋徳太郎 -住宅のテレビ放送企画

1959 西嶋徳太郎 -テレビ委員会が設置され、これと協

力して放送実施(毎日テレビ)

1960 海上 的一 -テレビ放送実施

-住宅問題座談会開催

1961 海上静ー . PR冊子の発行企画

-住宅問題座談会開催

1962 海上静ー -プレハプ住宅の研究

-ハウスコ ンサルセンタ ーの計画

-住宅設計コ ンク ールの実純

-記念住宅展委員会と協力

1963 海上静一 -新住宅設計コンクール優秀作品集発

行

-ホテルおよび工場見学

1964 海上静一 -住宅よろず相談所開設

-アパートおよび民家見学

1965 海上静ー -よろず相談住宅展実施

「すまいの手引き」発行

-千里丘陵見学

-建設記録映画鍛1t・と座談会開催

-照明学会住宅!照明委員会に委員派遣

1966 |瑚橋作太郎 -よろず相談住宅展

-生活形態の研究

-外国住宅資料の蒐集企画

-千里メゾネット・公団高層住宅見学

1967 岡稲作太郎 よろず相談住宅展

1968 岡稲作太郎 -よろず相談住宅展

1969 岡橋作太郎 -よろず相談住宅展

1970 岡橋作太郎 -よろず相談住宅展

1971 岡稿作太郎 -よろず相談住宅展

1972 小西 曲中 -よろず相談住宅展

1973 小西 由f!1 -よろず相談住宅展

1974 小西 山I11 -よろず相談住宅展

1975 小西 州1 -よろず相談住宅展

1976 小西 曲I~ -よろず相談住宅展

1977 小西 由ljl -よろず相談住宅展

1978 小西 山ql -よろず相談住宅展

1979 小西 山111 -よろず相談住宅展

1980 小西 山印 -よろず相談住宅展

1981 小西 由市 -よろず相談住宅展

1982 山下聡消

1983 山下 総消

1984-1989 委員会休会、1990年度以後の記録なし
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砂都市計画委員会

年度 委員長 内 d廿v 

1923 横波 勉 -帝都復興に|英lする分科会一四大都市

計画促進に|刻する分科会設置

-都市復興に関する建議案のf'l一 四大

都市都市計画促進に関する建設案

1924 '1'村琢治郎 -京都都市計画参考資料図書の研究

1925 池田谷久吉 記録不詳

1926 園部文雄 -防火地域内における壁面の位置指定

に|刻する件

1933 松室重光 -大阪駅前整理事業に関する具体的審

誠一駅前ーブロックをL、かに区画

するかにつき与論l喚起のため懸賞'

募集することに意見一致

-都市計画執筆名士人選について協議

-都市計画主任会議指示事項につき25:

見交換

1934 烏j十 信 -各委員長及び幹事、理事、常務の述

合競技会開催に|刻する件

-函館大火災復興に関し道庁に建議の

fq: 

-都市武装促進委員会を特設するf'I

1935 .1.迫JI二 -阿倍野橋付近の改造懸'貨募集の件

「都市美を諮るJ座談会開催の併

1936 鳥井 -全国都市問題会議第5回総会に提出

すべき研究問題一1. 都市の公益

事業、 2.都市防空法一

1937 鳥井 信 -住宅経営の具体案につき協議

-住宅建築促進具体案

-都市美観問題

住宅経営と都市計画との関係につき

協議

-建築社会法案及び住宅法案研究

1938 鳥)1こ {言 -都市工業地発展と専用地
-市街地における空地

-地方針函及び国土計画の根本に|刻す

る件

1939 烏Ji' 信 -工業、住宅専用地の研究

-工場の規様と職工数、職工の通勤距

則l

- 商r，!~の分 iîl

-燦発物と建築物の距離

-工業、住宅専用地区の位置指定資料

に関する件

1940 )1二t 新二 -全国都市問題会議の総会議題研究
-大阪東郊部の発達調査(主として今

福労働者住宅の実情)

-都市人口増加に関する件

-全国都市美協議会よりの招訪に|測す

る件

-全国都市問題会議提出論文の要約に

関する件
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砂災害委員会 災害調査委員会 (1949年より)

年度 委員長 !大l n合』

1917 (主査) -天満75架市場災筈;調査報告

池旺l 'l'! 

1927 波江悌夫 -丹後地方大震災勃発

震源地付近実地調査、京阪神及び堺

の震災調査、丹後及び大阪市内外各

方面の調査報告、震災調査書蒐集に

関する件、火災時の風位

-木造家屋耐震構造範例作成

-木造家屋耐震構造の細部

-木造学校建築

-和風住宅建築

1928 光安梶之助 -建築展覧会出品の件

. t由貿と地耐力の研究

-ポーリング地質調査の件

-市内各地のOP高低図の件

-大阪市地質実測図の件

1929 光安梶之助 -高さによる風圧の変化に関し大阪社IIJ

候所、中央気象台、海洋気象台に

っき審議調査

-大阪市内地質ボー リング図、耐火i師、I

震桝造l玄|

1930 光安梶之助 -鉄材の溶接に|英|する文献、実物Jより

実験研究討議

-電気溶接に関する研究

-鉄筋試験方法 強度に|刻し内藤博士

に照会

-土木試験報告蒐集の件

-電気溶接試験法決定

-大阪市防火地区の完成促進 都市計

函の防火地区にl刻する説明

-実験中の丸鉄絡溶接強!変の成績並ひ.

に1共試材

1931 J曽田 消 .~築規則改正の件

-溶接に|刻し意見交換

1932 渡部圭吾 -コンクリート調合合理化の一般普及

化

-生コン配給会社企画案

-コ ンク リー ト調合合理化普及宣伝誠

~!ft~ 二

-溶接手検定試験法

-溶接規絡、 ドイツ溶接示方書プリン

トのfq:

1933 中津誠一郎 記事不詳

1934 i皮江悌夫 記事不詳

1935 波江似fj夫 -石屋、地盤沈下、型枠、混凝土用材

料に|刻する研究

-講演 「台湾過去の地震記録に就い

て」

1936 波江倒4j夫 -振動コンクリート、 地盤沈下、型枠、

石屋、コンクリート 材料等に|刻す

る研究



年度 委員長 |大l n台~・

1937 i渡部圭吾 -ボーリングに関する資料蒐集方法

-溶接工技術試験

-連続鋸屋根に対する分布状況調査

-地質調査等

. J也質調査図作成の件

風圧実験見学の件

-型枠に関する件

1938 渡部圭吾 -ボーリ ング、 風圧に関して

-セメン卜規絡改正案に関連せる新試

験用機械様具標準型

-溶接工試験法研究

-阪神地方水害調査

-ボーリング表増補原稿

-神戸市大水害調査

-兵庫県より寄贈の阪神水害調査の研

究結果を雑誌に掲載の件

-土留支保工のうち矢板に関する件

-溶接手校側検定試験方法比較実験

-浸水地域地図刻t誌掲載に関する件

-無筋コンクリートの実視IJによる調査

研究の促進

1939 渡部圭吾 記事不詳

1940 渡部圭吾 -強度計算標準資料作成の件

無筋コンクリー卜造建物設計例作成

-電弧熔接手技術検定方法に関するfJJf

~ 

風!玉パンフレ y 卜

-釘接手に関する件、釘の強度に関す

る研究

1941-1948 記録記載なし

1949 坊i旧 i匙吉 -耐震問題の意見交換

1950 池田宮彦 -事業計画協議

-地質調査表挫備の件

-建築物語~税の低減を図る件

-ジェーン台風風水害の緊急協議

-学会、土木学会、協会合同災害対策

講演会開催

-地震常識に関する講演会開催

1951 池田宮彦 -地質調査表資料採集

-地震風水害とその対策等予防対策の

件

1952 池田 宮彦 -地質表資料の整備に着手、 20年前初

版改訂再出版原稿作成

1953 池田 富彦 記録記載なし

1954 池田 宮彦 -老朽住宅対策に関する陳情書を作成

-戸、障子など建具の挽みの実験、誠

査、 研究

1955 横尾義貨 「漏電とダクト火災とその対策」を

編集

1956 横尾義貰 -災害防止座談会「地下掘削工法」の

企画・編集
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員委

年度 委員長 内 容

1957 馬場善雄 - 土質試験の標準仕線T~

-簡易地耐力の調査方法

-杭耐力の試験標準仕様書

-鉄骨の桝造計算便覧編集 企画

1958 馬場普縦 -土質試験の標準仕様書

-杭耐力の試験標準仕様書

-鉄骨構造計算と実例

-地震、建築現場の災害予防、風水害

の災害調査についての研究

1959 越間正11券 -大阪を中心にした建築地税調査規準

(簡易地耐)Jを含む)を「建築地

盤調査規準~J としてまとめ、学

会の「規準改訂委員会」に資料と

して提出

-風水、地震などの災害資料を集め、

その分類整理などを研究

「鉄骨構造計算と実例」を編集、発

行

1960 越田正)j持 -建築地盤土質調査規準(案)を「迷

築と社会J35年4月号に掲載

1961 鬼武信夫 -事業企画を検討 ・運営

1962 鬼武信夫 -運営・事業の検討に着手、その後、

委員会は自然休会

砂設備委員会

年度 委員長 |人j 容

1933 小笠原釘 -地下室を設ける場合の掘方その他工

事設備のリベッチングミキサーそ

の他工事上騒音防止に関する設Wi

1934 小笠原 鈎 -潜函工事

工事上の騒音防止設備、設備工事設

計上の注意、機械室商積、配管法等、

衛生工事

1935 小笠原 鈎 -一般建築施工上に必要な設備の研究

-デレッキその他機械

-一般付帯設備施工上に関する件

-設備工事において施工監督上特に留

意すべき点

衛生設備工事、暖房、換気

電気・消火設備」二事

機械設備・ガス設備工事

建築工事、仮設備に嬰する機械器具

1936 小笠原祥光 -昇降機につき大阪府の取締り方針に

関する件

.1暖房設備に関する件

-暖房業者招待座談会

1937 小笠原祥光 -大阪市大下水の講演会について

1923 検I貿 勉 -土木建築工事場安全規則

-土木建築工事#;)術生規則

-工事場安全規則中建築に関係ある条

項を会話、に発表の件

-消火設備

民
U5
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年度 委員長 内 n廿ャ

1938 酒井勇三郎 -洪水、高潮時に対する設備

.jin空剤カーテン取扱方法

• ~Jï空用落ち込み堰板
-防災設備

. Il1i議室用の換気装置

-都市防空謀研究発表

1939 岩尾保衛 -防毒設備に|刻する講演会開催の件

-換気暖房設備

. <1:'防の講(liji派遣嬰諮の件、講演会開

{佳の件

. Il1i談室問題の資料整理
-衛生工業協会11寺局調査委員会の研究

事項の内容

-新設付帯設備概要紹介依頼の件

-防空避難実験に関する件

年度 委員長 内 n廿-守

1940 新名種夫 -防空施設に関する件

-工場防空施設研究会設置の件

防諮室設備に関する座談会開催

-工場建築越屋恨の諸型式の資料蒐集

-防空建築の具体的研究

-建築諸設備工事用代用品

-住宅の防空設備の研究

-建築設備に用いる代用品

-大阪市汚水処理場及び下水系統に関

する参考事項調査

-工場の換気及び遮蔽

-大阪市水道部、私設下水道、水洗便

所施設に関する件

1941- 記録記i紋なし

砂都市武装促進委員会

1934年3月12日、建築倶楽部別室において(特設)都市

武装運動準備協議会が開かれ、 の侍設委員会設置および委員

選詮の件、 倒窃包要綱の決定の件、 ①予算編成並びに資金調

達に関する件等について協議の結果、 3月13日付けで、都

年度 委員長 内 容

1934 池田 R -資金調達に|刻する件
.m火m空建築の促進助成
. ~1ï空大講演会(中央公会堂)

聴衆1000人

" (朝日会館) 聴衆2000人

" (京都日出会館) 聴衆800人

か(神戸市県会議事堂) 聴衆700人

1935 池田 1支 -防火m空建築の普及促進、避難施設
の完備、 都市航空港の建設

-映画脚本懸賞募集

-都市武装に関する建議

-映画作成の件、脚本審査会開催

1936 池田 1ヨ -防火|坊空建築の促進対策
-重要都市巡回講演

-共同建築の調査及び奨励、法令改正

1937 竹腰健造 .1勿空法案について研究の上建議の件

-阪神|勿空演習に関する件協議

-京阪神防空演習にi提lする調査結果

1938 竹腰従I造 -市街地建築物法令改正の意見提出

-調査部設置並びに調査事項決定の{千

-防空実験すべき事項調査の件

-防空訓練参加方に関する件

1939 竹腰健造 -防空法施行経過概要報告の件

.1¥方火改修促進運動の件

工場防空施設

-灯火管制困鍛工湯の設備

56 

市武装促進委員会を設置し、委員を委嘱することが決定され

た。

都市武装促進委員会の第 l回会識を 3月17日に開催。委

員長に池田 賞、副委員長に波江悌夫、および委員 8名を

委嘱した。

年度 委員長 ゾサ 苓

1940 池田 !賀 -静岡大火の報告

講演会「空襲の実相と防空建築の着

眼」
. i重要都市における建築物の防火方
策急施に関する建議J総理 ・内務 目
商工-大蔵・陸軍・海軍・企画各

大臣あて

-都市武装に'&iする資材必要を商工省

に具申

-婦女子避難所、 |リJ空咳パンフレ ット

発刊について

-新聞の学芸欄を利用して防空対策を

普及せしむること

1941 池旺l 賀 -木造家瓦防火改修促進の件

-防火問題に関する座談会、講演会開

慌の件

-有事の|療における協会員の動員計画

-防空機桝造指導の件

1942 池田 11 .6/25-7/16 
防火改修展覧会 入場 1215名

.9/20-9/26 

建築と防空展覧会 於 京都大丸



年度 委員長 |人l 容

1942 池田 1ヨ . 9/29-10/4 
主~築と防空展覧会 於大阪大丸

両会場は毎日数万の参観者あり

. 9/21-10/7 

都市防空講演会(8地域巡回)

議r:m:軍人数氏、各府県関係部謀長
協会 :井上新二/池崎忠孝ほか

. 11/12-11/14 

防火改修技術講習会聴講者300名

特別委員会活動

主導甥喜義会 (1956年9J'1-1960if-9月)

この審議会は会勢守主展に資するため、各委員会については

曳績を高めるようにすること、また、 会員の集会の機会を多

くすること、 さらに、 全会員につながる会誌を良くし、 会誌

その他の方法で、より横の連携を深めるようにするために設

置した。

年度 会長
委員会

セな活動
回数

1956 w畑謙三 詳細の記録はない

1957 |司

1958 |百l

1959 情l 詳細の記録はない

1960 |司

会勢 (理事)委員会 (1966年6月-)

この委員会は、 会事~'Jß展に関する調査、提案を行い、 会員

増加に関する直接の活動を担当することとし、会誌への要望

事項、会議のもち方、委員会のあり方、 会員増強方法などを

協議し、その実現に努めてきた。

年度 委員長
委員会

主な 活動
回数

1967 鷲尾健三 8 会勢拡張について協議

1968 5 " 
1969 " 
1970 4 " 
1971 " 
1972 10 " 

1973-1978 記録が見当たらない

1979 市川 宏 4 会事!HJ1;吸について協議
1980 問 " 

1981 同 " 

1982 同 2 " 一
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員委

年度 委員長
委i~会

主な活動
1111数

1983 司刊11 宏 2 会勢拡張について協議

1984 同 " 
1985-1991 記録が見、可たらない

1992 鴻池藤一 2 会事う拡張について協議

1993 i1(l池藤一 " 

1994 |河本行普 " 

1995 岡本行普 4 " 
1996 岡本行普 6 " 
1997 岡本行普 7 " 

企画委員会

企阿委員会は、常設委員会と異なり、本会の事業運営に閑

し会長または理事会の諮問に応じて委員会を設置し、 会員の

動崎1査や本会の事業運営に対する意見調査を期包し、本会

の将来の事業に対する企画等の提案あるいは改善点について

報告・ 答申等を行うもので、ある。

委員会は1964年度から活動しているが、 1996年度以降、

理事会の意見により、特別委員会とはpえ社会の動きに迅述

に対応して調査活動等ができるよう、f手4戸|三度当初から設問

していくこととなっている。

年度 委員長
委員会 /1'，府

主な活動
同数 延人民

1964 塚本猛次 会i~の1a重別・ 年齢別・

地域別分布などを調貸し

また、会口に対しアンケ

ートによって本会入会の

動機、 会誌に対するな比

見学会、 IJ'，版物の評耐liな

どをねってこれを述常1(iI

に利用 したほか、 10)1に

は一出した l 
以後、会議開催記録なし

1983 三品哲夫 6 32 -協会の今後のあり方

-事務所移転先の利川

市iilli

1985 三品哲夫 7 . kilJ立70周年記念事業

1989 片倉 健雄 7 . m21豆|日本建築協会党

1992 片倉健雄 2 14 .m3回日本建築協会-rt

1993 片倉健雄 3 25 -会事4の拡大対策

-個人会Y'jの改訂

1994 片倉健雄 8 -団体会費の改訂

1995 片倉健雄 2 16 創立80周年記念事業

1996 片倉健雄 3 20 協会80年史の編纂

1997 片倉健雄 7 .80{j二史の編纂経過

.11 本立~築協会貨の訂両

記念事業基金の動向

57 
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委員会の変遷

委員会名 1910 1920 1930 1940 1950 

法 :Illj 委 員 4Z会"、 1943 1948 I 川951921 11111111 _ 1951 

法 規 委 員 4ヨ》ス、
2・・・・・

四会連合工事請負規定改正委員会 1946 -ー『

建 築 行 政 委 員 4z会;;、 1949・1950 
1943 1919 

{主 宅 委 員 4ヨ〉ス、 1929 11111 11 

教 化 委 員 dヨ〉ス、 1923 1940 1954・・
0教 育 委 員 dヨ〉ス 1955 

※工高生デザインコンクール審査委員会

1926 1933 
制l 市 回 委 民 占:z;;、

1923・・・・・ 1111111 11111 1940 

設 委 員 4ヨ〉ス、 1933 1940 
1919 

災害(調査)委員会 1917・ 1927 194011111111111111 

材料委員会 ・建材部会 1921 1943 1947 1952 

建 キオ 草野 査 委 員 4ヨ〉ス、 1953・・
0建 材 委 員 4Z5二、

O編 1長 委 員 d3bス、 1917 

※青年技術者選衡(1993年から選考)委員会

0出 j坂 委 員 dZ〉二、
1951・・・・・・・

合 勢 委 員 イE》、 1947 

0事 3長 委 員 ~え. 1949 

都市武装促進委員 会 1934 1942 

(学会・協会合併問題)新体制委員会 l!Jll・・・・・・・ 1945
H寺 局 対 策 委 員 ZdbZL 、 1945・・ 1946
椛造計算調査委員 会 1925・.1926
建 築 41〉ス、 在官 委 員 43〉2L、 1947 

主~築設百 | 競技基準委員会 1948・
建築技術者 制 度調査委員 会 1948 I 

木 材 委 員 4E 》、 1948・
t出 EZ 主オ 策 委 員 dzh  ヱ 1948・・ 149 
「伸 びる家 」展覧会委員会 1949 

4z2ニhミ 勢 草野 議 之2さス、

運 ;l~士~シ 審 議 4Z255 、

※企 画 委 員 4玄》三、

三~ 勢 委 員 dz合;;、

近代建築調査委員会

建築データシー ト編集 委員会

万民Ijコンストラク、ンョンガイド作成委員会

建築倶楽部幹事会(建築クラブ) 1932 1942 

隙 安リ Iお 幹 事 之Zさス、 1933 1940 

建築資料要覧委員会

dヱ士ニ、z 命1 連 営 委 員 4Zコ~、

都市 美特 別 委員 Zヨ主ス、

表彰候 補 者推薦委員会

50 !司 年 5己 ~ 、 号

立 15 周 年 1932・
25 周 均三 1942 

35 賠l 1952・
45 周 年

55 賠l 年
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0:現在の常設委日会 ※ .f.l/..(fの特別委只会

1960 1970 1980 1990 2000 委員会名

法 llJリ 委 員 4Z』2L 

1982 法 規 委 員 ZZ』三

1955 四会迎合工事請負規定改正委員会

建 築 行 政 委 員 4Z〉え、

1983 {主 宅 委 員 dzb zz 

教 化 委 員 4玄〉ス、

0教 育 委 員 ~ 、

※工高生デザインコンクール審査委員会

古11 市 3十 画 委 員 dZ》之、

3生 委 員 4Z〉二、

1962 災害(調査)委員会

-・・・・ 1~9 材料委員 会 ・建材部会

建 材 宅島' 査 委 員 Zz〉=ぇ、

1959 0建 材 委 員 d支bえ、

0編 ~ 委 員 dZ二b、

1968 ※青年技術者選衡(1993iloから選考)委員会

0出 l坂 委 員 4ヨ』コL

-・ 1956 合 勢 委 員 ~ 、

0事 業 委 員 zZbえ、

都市武装促進委 員会

(学会-協会合併問題)新体制委員会

11寺 局 対 策 委 員 43〉2L、

桝造計算調査委員 会

建 築 4z2=z 、 館 委 員 ヨbス、

建築設計競技基準委員 会

建築技術者 制 度調査委員会

木 材 委 員 心;zo;、

地 ~ 文す 策 委 員 4Z』ス i 

「伸びる 家 j展覧会委員会

1956 
~ 勢 審 議 ~ 、ー， 1960 

1962・11963
1983 

運 営 者 議 4ヨ〉エ、

1964・1111111111 1111111111111111111 11111 ※企 画 委 員 4z5=、z 

1967 1973111111979 dZb ス 勢 委 員 4ヨス〉、

1959 1965 近代建築調査委員 会
1967 1979 建築データシー ト編集委員会

1966・ 万博コンス卜ラクションガイド作成委員会

1972 建築倶楽部幹事会(建築クラプ)

陳 予1) 場 幹 .!J，j: dZ〉ス、

1956 
建築資料要覧委員会
占Z三、 館 連 営 委 員 4Zぅ二、

都市 美 特別委 員会

1959 表彰候補者推薦委員会

ゆ66・・ 1967 50 周 iF- 雪ロコLJ ~ト‘ 号

立 15 周 年

25 周 :ff:-
35 周 年

1962・ 45 !司 年

1967・ 55 周 年
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支部活動

支部署諜の概要

支部事業の詳細については、残念ながら現存する資料がは

なはだ少な~ )0 成立当初より各支部において活発な事業活動

が展開されたであろうことは十分に折邸wできるが、支部活動

の全体像については、会誌 「建築と社会」や東海支部で

1976年以後5年ごとに編纂されている 「東海支部復活記念

号」等の資料により拾測せざるを得ない状況である。

前述の会誌 「建築と社会J第28ili買3・4・5号(合併号)

によると、第 l回京都支部河吟事会は1947年5月24日にミラ

ノ工務庖内の支部事務所で聞かれており、そのときの協議事

項は曜築美化運動の件JI請負資金融通の件JI無料相談所

開設、出版計画、並びに都市衛生化運動の件JI両捜補強の

普及に関する件JI見学会開催の件JI文化運動とのタイア ッ

プに関する件JI支部会館建設の件」と多彩である。

また、同号には、兵庫会勢I持事会主催で「古田各城見学会j

が行われ、その内容が見学記として詳しく報じられている。

さらに、 1 976年にk;lffi~書された 「東海支部復活1 5周年記念

号jによると、 「当支部は他の友好団体と緊密に連絡し、

年々見学会、講演会、研究会等の行事が開催されており一

一」との記述があって、1960年支部復活以後における東海

支部の活発な活動状況がうかがえる。

支若醸員霊長舌動

東海支部の記録によれば、支部委員会開催の記事がはじめ

て見られるのは、 1981年度の事業報告書においてである。

しかしながら1968年の事業記録には、すでに 「鉄骨構造講

習会l回、見学会2回、 映画会2回」とあるので、委員会

としての記述が見当たらないだけであって、 1947年の支部

設置以後、駆Eに至るまで活動そのものは連綿と続けられて

東海の建築35
支部彊活36網隼記章陪

• 

• 

後密浪人 目事後ヨ賢也会既定支.

東海支部発行の記念誌
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おり、このことは他の5支部においても同様であろう。

(31 P参照)

ちなみに 「東海支部復活記念号」を一覧してみると、懇親

会、 研究会、会誌発行、5年ごとの記念事業、協力事業

等々実に多種多彩な活動の記録が残されている。

支部による会誌日重築と社会」の編集

戦後聞もない1950年ごろに、 4つの支部によって会誌

「建築と社会J3月号の原稿を順次引き受け発刊したとの

記述が「東海支部復活15周年記念号」に見受けられる。そ

の後の推移は定かで、はないが、東海支部では1983年8月号

以後現在まで15年間にわたって、「東海特集特別編集委員

会」を設置し、主として 3月号の 「建築と社会Jの特別編

集を担当している。

主主怪獣

東海支部では、支部会誠主築と社会「東海の建築」の発刊

を1978年よりスタートさせ、現在に至っている。第 l号は

B5判表紙ともで12頁横とじの簡易なものであるが、巻頭言

(発刊の辞)、動き、論叢、支部の動きひとこと、 Design

あれこれ、建謝i自介、随想、読者のひろば、編集後記により

桃成され、充実した内容となっている。

以後、最新の1998年11月1日発刊44号に至るまで、 B5 

サイスーで、同種の内容を保っているが、ちなみに44号は巻頭

言以下12のタイトルの下に表紙とも20頁梢成で、発行部数

は450部、支部会員はじめ本部、東海圏の主たる行政等に配

布している。

なお、同支部では会誌とは別に1960年の支部復活を記念

して1976年3月31日付で「東海支部復活15周年会誌Jを発

行。以後5年ごとに各周年記念誌を発行し、現在に至って

L、ることを付記しておきたい。

中国支部交流見学会(宮島にて)



第3章 事業と業績

建築界の発展向上のために | 
「我が国建築界の堅実なる発展を期す」との目的を掲げて

発足した関西建築協会は、

1 .都市計画と建築に関する法令の制定

2.住宅の改善

3.建築を通じて社会への貢献

を具体的課題として、活発な活動に入った。

H寺、わが国は近代工業の勃興間にあり、特に大阪はアジ

ア貿易で活況を呈していた。幕藩時代より単に建物の密集地

に過きeなかった町に人々が請i入して活気は取り戻したものの、

所かまわず工場が進出する。住宅地にはスラム化の危機が訪

れ、ようやく近代商業都市への脱皮が模索され始めたころで

あった。

まず近代都市づくりの基となる都計T計画法、堅固良質な建

築建設に欠かせない建築法の制定を急務とし、当会としては

その研究・立案をなし、建築学会等と諮って建議し、法制定

を実現した。

次いで、、法制委員会はじめ各種委員会を開設し、種々研究

を行って、建築の発展につくすとともに、その成果をもって

講習会、見学会等を催し、会員の矢[ぽ占の向上につくした。さ

らに、住宅の改善、都市住宅問題、家相についてなど市民に

関心のある事例を取り上げ、通俗大講演会をしばしば澗催し

たり、住宅改善のためには、箕面桜ケ丘で、の住宅改造博覧会

に代表される博覧会、展覧会を協会独自で開催。広く社会へ

の貢献を果たし、当初の目的を~VG直に釆せることができた。

関東大震災は様々なt関空を国内外に与えたが、協会は会誌

で混災特携を出し、震災と建築、都市計画の問題について研

究する一方、通俗講演会を催し、市民への啓蒙活動を行った。

北但地震に際しでも視察団を送り、実/情報告を行っている。

第二欠世界大戦中は|海戦体制活動が中心であったが、都市

武装促進委員会を設置し、防火避劇団匝設の設置、防火地区完

備と、国策に沿った活動がなされた。

終戦を迎えると、荒廃した国土復旧のための活動がすぐに

開始され、都市復興論文コンペ、大阪市天王寺区公館地区コ

ンぺ、大阪市南区公館地区コンペなど、車rr大阪建設に向かつて

の提案が 「建築と社会J誌に国I賊される。また、いかがわし

L、建築材料の捌徐や改善のため、申請によって優良な建築材

料には証明書を発行して、これを推奨する制度も考え出され

た。さらに住笥夏興のために復興住宅展、これからの住宅展

等を開催、住宅針巨設置問題の具体案も提出された。

協会自身も機構改革に必要な定款改正を行い、建築技術、

建材、管工、電気などあらゆる分野を含めた総合団体の性格

をそなえ、強力に建築界をリードできる態勢をととのえた。

その後も近代建築等の調査活動、万博コンストラクション

ガイドの作成、よろず住'羽目談での息の長い活動など、委員

会活動を通じて業績を積み重ね、創立当初の心をもって建築

界の発展のための地道な活動が続けられている。

会誌の発行

機関誌「建築と社会Jは1999年をもって第80集を数える

が、収支のバランスの上に発行されてきた 「建築と社会」が

抱える問題は、日本の社会・経済の動きと無縁で、はなかった。

日主築と社会J1947年 9-12月合併号の会告に、「…会誌

悶1築と社会jも廃刊する訳にも行かず、さりとて、従来週

り無料配布は経済上不可能となったので、之を;蔚IJして有料

配布とした即ちこれを会の別途会計として、明春より概そ年

4回発行、 1部20円見当の購読料を徴すること注し、内容

を充実し、且つ会員外→世にも発売するに適当な内容に変更

したいと思ふ。...Jとある。1999年の今日まで、会員以外

の11出読者の拡張、書脂売りの努力は編集委員会で何度も繰り

返し検討されている。

本稿では、このような「建築と社会」の歴史のなかで創刊

号以来の歩みを振り返り、また、われわれの記憶を呼ひ演す

イ巾で、本誌の主たる表紙図案を示すことにした。なお、表

紙図案については、日本建築協会創立50周年記念号(建築

と社会、第48集3号、 1967年)に創刊号一48集のものが掲

載されている。したがって、ここでは第49集から創立80周

年を迎えた第78集 (1997:9三)までの図案を次頁に一括して

示し、記念すべき図案は本文の流れに沿って掲げることにし

。
た
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第49集 1968年

第53集 1972年

第50集 1969年

τ司己広三~・9τ 11-""、人 II.Æ'.，A .r.t I 

建築と社会日-- -:-:::: 1 
.官lY:~や島酔、 .も~吃:-v一iぽ￥￥E温/凡屯、;J:ご7九骨，/tI/，_"，

第54集 1973年

第57集 1976年

建築と社会 l紛1

第61集 1980年
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建築と社会 !~品 1

建築と社会

第51集 1970年

建築と社会

第句集 1974年

第59集 1978年

建築と社会

平

一‘rz-TEd  
'"-= ........". 

， . 
.- ‘'一

~. 5:: ~正証

第63集 1982年

正i芦築と社声

第52集 1971年

ー

第56集 1975年

週四寝と金t重量

I 
1979 

AぽこH打ECTLIRtANDまXIETY

第60集 1979年

建築と社会

唱

第64集 1983年
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と社会
N'O叩宮市司ElHJsoom

第68集 1987年

努量護室

岡71
重量

1 

と

ARCHπKTURE AND SCX:旺TYl'抱5

‘・‘..・.・・.

第E要量築と社会

て?~- 日

建
問

建護点，tt会建築と社会

第65集 1984年

建築と祉会

19881 ・…時. 川崎挑附

建築と社会

画歯菌語圏

1 

空回イ時間

寝静1..
"が制問姻政-E回

第72集 1991年第71集 1990年

A 
第75集 1994年

第70集 1989年第69集 1988年

建築と社会

第76集 1995年第74集 1993年第73集 1992年
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第78集 1997年第77集 1996年
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* 
日主築と社会jは京刊l以来、組織名の改称にともいこ度

改題している。

1917年 3月に関西建築協会として誕生したときの会名そ

のままに同年 9月に「関西建築協会雑誌Jが創刊され、

1917年の10円と12月を除き、第 1集は大正 7年12月まで、

14号が刊行されている。1919年、会名が日本建築協会とな

り、第 2集は「日本建築協会雑誌Jと改題され、 1 -12月

まで12号を発行する。

関空
白 卒
ミ主主
祭♀
費 '1'市言
孟6き一

竺薙
予言記

誌粧宮協系定不自

第 1t品l号創刊号1917{F. 首~ 2集 1919年

第3集 1920年 第9J長l号通巻100号 1926年

1920{f 1号の表紙を|剥くと、「・・・されば、我協会活動の機

関たり其表現たる 『日本建築協会~HI~~志j は主主に再び誌名を更

新して、 一層、社会的刷蛾を期するのを名実相充当せむこと

を党ふと共に、 i校乎たるlRrD並的機運に先むぜんことを欲す、

縦れ、震に、我誌名を復び更改する所以也。Jの一文が目に

飛び込む。

* 
大正から昭和初期、当時の編集担当者の波江悌犬、 1副主四

郎、 3剤薬I真金、江村郊市1$ら編集陣は創立当初の精神を生かし、

その編集内容は巻頭言、論説、 li)f究、混録、 (J卜旬、 H寺報など

多"皮にわたっている。

64 

1927年から特集号の編集形式を採用し、 10年ばかり続く

が、会員層の樽加とともに、その要望に応じて建築技術的な

内容が目につく 。1937年の「支那事変」以来「建築と社

会」は次第に戦時色を帯び、時局協力の論調も目立つように

なった。この昭和前期から戦中にかけて、池田谷久吉、伊藤

正文、本間乙彦、高橋栄治、岡田孝男、新名種夫、亀井幸次

郎、大下!IIE.郎、 小中村青らが編集常務として活躍する。

1944年 3月号の表紙には「終刊品目と刷り込まれている。

巻末の「陪築と杜曾jを戦ひに逸るJによると、「我が〔建

築と社会〕も出版事業整備要綱に晶、て一時発行の停止を命

ぜられ、建築学会機関車協同主築雑誌Jに統合を懲述される

に至ったのも之亦現時局の下止むを得ざる措置Jで、会員に

は「建築雑誌」が配布されたとLヴ 。

「建築と社会Jの復刊が議題にのぼったのは、 1946年 3

月。1947年3月には B5判30頁足らずのサoラ紙に刷った 1

・2月号合併号が発行される。この号の巻頭に「再刊の

辞」がある。出版幹事長 ・中野順次郎の名で「…招てこの際

単なる会誌の復興とか再現とか考へることは最も警戒すべき

建築t~i舎 建築は合
司 27柑，~13~ 臥制 19'1 3 I1 

11 t， 

日本建築協曹
M2S，. M 1峰
崎蜘17."!1B

由工~.' - ・司、

川争 11;'5 ii :て三
j1nン蜘紛同協11肋 lif脇、i""

日本 建築協合~:.算措喧.ゆ~~~!!r.

第25集 l号通巻200号 1942年 第27集 3号終刊号 1944年

n'~~n'.-: ::-::-:;'''-:弓・

:建築雑誌

4 

控接申合

代 m築と社会jのラベルがH占
られ、 1944年<[円から再刊の

1947年3F'まで、建築協会会員

には m築雑誌jが配布された。

実¥28tt1号再刊号 1947年



ことで願はくば針志の新生と考へなければならぬ。こ〉に構

想、を新にして広く建築界及び社会に向って働きかける本会の

使命をそのま〉に具体化したものとしたい…」と述べ「この

会誌を通じ荒廃した日本文化の再建に大いなる努力を続けな

ければならぬと思う。Jと結んでいる。

1949年3月に第三種郵便物の認可を受け、[建築と社会」

はザラ紙に印刷という姿ではあるが、雑音志としての内容をそ

なえる。

1950年度以降、大林芳郎、白石博三、中村綱、浦辺鎮太

郎、佐野正一、塚本獄次、森忠一 (副委員長 :上林静雄)、

曹罷輔量
第36集4号通巻400号 1955年

元吉勇太郎、 恒岡俊行、 片山光生、長谷川哲之助、足立孝、

鳥田家弘、彦谷邦一、松村慶三、中村甲一、前川陽一、三輪

泰司、横山誠一、井上混、長谷部朔郎、満神宏至朗、荒井清

ら歴代編集委員長そして編集委員の尽力により「建築と社

会」は復刊後も、建築をとりまく社会を有担年に入れて編集に

取り組んで、きた。1997年3月には輿謝野久委員長のもと 日

本建築協会は創立80周年を迎え、この 3月に、「建築と社

会Jは通巻900号を数えている。

* 
幸信志の大き さは創刊のl集、 2集は菊判 (150X220mm)、

1919年の第8集より四六倍判 (188X258mm)、さらにB5判

へと移り変わる。

そして創立50周年を契機に、 ①誌面の刷新、 ②判型の国

際サイズ化、 ① 「作品作原U欄の迫力化、④文字や写真・図

版の大型化、 を意図して編集委員会での協議を重ね、 A4変

1例司となり今日に至る。

* 
創刊以来、「建築と社会jに諜せられた問題の一つに、雑

誌発行費がある。

雑誌を有料化したり、市販したりの努力は戦前 ・戦後の

閣3築と社会Jの記事からも垣間見える。

績輩宋と業事
畠
日
+

門

d第

しかし長年にわたる晦築と社会Jの累制赤字は解消でき

ず、ついに1973年8月に編集委員会の中に 「編集方針検討

小委員会J(主査 :窪田祐、委員 :石田繁夫、増淵|昌利、毛
利誠、西野孝、大橋一雄)が設けられ、現行誌の分析、会員

層の職域や年齢、 地域による分析、読者アンケートの結果、

他誌内容との比較を検討材料に 4回の会合を重ね、新編集

方針を出し、理事会に答申した。

新編集方針は、 ①多様なジャンルの人々による会員梢成を

本会の特長ととらえて、会誌の中に少しずつでも関心のある

記事が発見できるよう多i険性を考慮した内容とする、 ②日本

建築協会創立の趣旨をふまえ、本誌を建築と社会の接点に位

置づける、 ①ローカリティーを生かしたい、 @現行 (1968

年)程度の頁数および広告比率の創出花前提とし、車部品を見

ながら逐i対程進をはかる、と結んでいる。

この新方針のもと、 q清十画系の企画に偏在している内容を
修正、 ②会員の参加意識を啓発し、かつ一般社会人の参加を

得て社会とのつながりをもたせ、 ③会員構成の比率の高い実

務家に向けて実務的記事を拡大させる、 ①機関誌としての使

命針腕し、多年にわたる歴史と伝統を尊重する、 @ は充

実により広告メリットの増大をはかるため、編集委員会は専

門別の分科会と小委員会システムをとることとなる。

1969年度編集委員会から、特集小委員会(計画系 ・構造

系 ・設備系 ・法令系 ・施工材料系)+作品作肋j、委員会+投

稿欄小委員会+シリーズもの小委員会+広告企画小委員会+

表紙デザイン小委員会でスター卜した。

その後、編集委員会は小委員会名の変更、分科会の増設な

ど小幅な改造を加え現体制 (第 2章 ・編集委員会の項参

照)となるが、乙の25年間における建築諸国体の設立と各

種建築情報誌の増加はめざましく、「建築と社会Jも編集方

針を再び見直すべき時期にあるように思われる。

たとえば、来し方80年の歴史のなかで、わが会誌は天変

地異にどのように対処してきたか。関東大震災 (1923年9

月)、室戸台風 (1934年9月)そして阪神間の大水害 (1938

年7月)がよい例になる。これらの災害のあと、「建築と社

会」は調査団を現地に総量、その翌月もしくは翌々月には調

査、報告の形で災害特集を組んでいるのである。

しかるに、今回の阪神 ・淡路大震災(1995年 1月17日)

ではどうか。最も早い特集が同年9丹号「新しい 『建築 ・

都市jの視点一阪神大震災を教訓として-J、次いで10月号
「建築構造と社会の接点一阪神大震災を契機と して一」、11

月号「ライフラインと建築設備一阪神大震災を経験して-J
と続くが、その間9カ月近く 、会員及び読者の多くは他誌

から情報を得ていたのである。
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* 
当会の創立80周年を迎え、 「建築と社会j編集委員会の経

緯を概括した。そして、いまから20年後、 100周年を迎えた

ときにも、本言志が当会の中核であることは間違いないであろ

う。その意味において、当委員会の責任は重大である。

変動する社会のなかで、当会会員と読者とが「建築と社

会jに何を求めているのか。当編集委員会にいま必要なこと

は、 当会の存続の意義を含む、 四半世A司辰りの論議であるよ

うに思う。

出版事業

創立60周年を記念して出版された「建築技術選書J以降、

本会の出版物は主として出版委員会で、企画されている。

戦後、 他の宵f設委員会企画の図書も出版されているが、そ

れらも含め一覧を下表に示す。

出版図書一覧表

発刊年 図書名 編 ・著者名

1949 実際に役立つ鋼構造の計算 1半潔他

地震とその対策の常識 協会 ・災害委員会

1950 {中びる家と住まい方 li記表題の展覧会委員会

1952 プラスチ yクとビニロン 協会 ・出版委員会

アスフアル ト防水工事とセメ ント アスフアル ト同業会・

|リj水工'lJ 近畿セメント防水(蜘

主~築衛生設備 上林陣雄他

1953 これからの住宅図集 (35問年記念出版)35周年記念事業委 ・

大阪付近地質図表 出版部会

(35周年記念出版)

1954 建設資料便覧( " " 

1954 鉄筋コンクリート施工指針 奥山JE一他
1956 " 

置，

1955 詰jlr[iとピルのダクト火災とその対策 氏l京おME・3主砂野 lliel

-竹円l三夫

1954 建物および設備の保全 奥山正一他

1956 " " 
1960 " " 

1959 左'向工法指針 芥LI尚武 ・山田幸一

1960 " " 

1957 立.I!築有食料 t.:記表題の編集幹事会

1958 il!築技術古のための空気調和と電気設備 左記表題の編集幹事会

1959 床のU:上 左J己表題の編集小委員会

欽'1'(構造計算と実例 石崎滋雄 ・編集幹事会

1960 工1¥1生テ.サ'インコンクール入選作図集 左記AIIsの編集委員会

1961 欽ft.欽筋コンクリート構造設計実例!長 左記表題の編集委員会

1962 ふるさとのすまい (45周年記念出版) 45問年記念出版委員会

ill築J，~準法及び関係法規早見一覧表 阿I:~ 91 

1963 新住宅設計コンクール優秀作品図集 住宅委員会
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発刊:11三 図迂?名 編 ・著者名

1965 住まいの手引 1r_記表題の編集委員会

1966 l:.i:官工法指針・改訂噌布IiJ坂 谷口尚武・山田幸一

建築技術者のための電気設備 左記表題の編集委只会

1967 建築の風力係数 石崎滋雄

1969 設備技術者のための建築知識 左記表題の編集委μ会

鉄骨のデザイン(噌刷)

鉄骨のデザイン(ilif及版)

1970 鉄骨のデザイン (50周年記念事業) 左記表題の編集委員会

1971 建築基礎工法と実例 左記表題の編集委員会

1976 ふるさとのすまい OSL刻版) 出版委員会

鉄筋コンクリート精造物の耐震安全世 山田 稔

1978 住築データシートハンドブック 建築データシート委員会

60周年記念出版「建築技術選，~U

1 .茶室の話 岡田孝男

2. ピルの省エネルギー 中村猛

3. マイ コンによる精進設計のすすめ 魚、木11育夫

4.都市の下水処理 総永一成

5.すまいの語録 茶谷正洋

6.コンクリート工'IJの管理 奥l込正一

7.桝造計画とやさしい力学(1) 須賀好富

8.建具の知識と怠IIL 山片三郎

1979 9目エレベータ・エスカレータ 木村利雄

立体駐車場

10.構造計画とやさしい力学(2) 須賀好富

II 建築と設備の般点(1) 日建設計 回t差点研究会
12 ソーラーノ、ウス 内山武夫

13 医院 ・診療所の;ltiilliと設計 池田有隣 ・船越町|担

14.設計のコンピュータ手法 飯塚英雄

15. PC 建築の話 下伊豆隆三

16.石垣と石有'l!!.i 建国祐

1980 17.基礎と地盤の手ほどき '1'麻布1英

18 ショッピングセンターの計悶 凶)協顕正

19.住宅設計とイ ンテリア 福岡喜久雄

20.タイルの話 問中弘

21. 住宅の家具 光政俊犬

22 建築と設備の接点(2) 宮)協毅 ・久保{.1;士ifi

1981 23 設備技術者のための建築再入門 光安義光

24 鉄骨格造の話 金多潔 ・甲i:l!功夫

-西i李英和

25 鐙物の断熱と|勿ik~ 常野秋彦

26.建物と地震災待 竹内吉弘・島田耕一

27.初級技術者のための建築fin1Ji務 ~I:烏道春

28.建築金物の知議 立野一郎

1982 29.瓦と屋線椛造 佐藤滋即i

30.住宅三倣心得帳 平田純一

31.住宅のエレクトロニクス 日在修/小林 附

32.建物塗装の手引 児島修二

33.建築式典の実際 若林嘉津雄

1983 34.建築設計と高齢者 ・身障者 吉凹あこ

35.高層集合住宅の維持管型 福嶋孝之

36. 日本壁 山田幸一

37.身近な耐震設刑法 前川|場一



発刊年 図:5名 編 ・著者名

1984 <プロのノウハウ>シ リーズ

.TQCから見た建設業 荒木l佳彦

-建物の値打ちの高め方 小林消周

-躯体工事監理のチェックポイント100 須賀好富

-パソ コン会計術 西部明郎

1985 -空調設備のトラブル50 建築設備トラブル研究会

-衛生設備のト ラブル50 " 
38.住宅の照明 1な修/大島 博
<特装本>

-火災安全学入門 |河田光正

(再版)近代建築ガイドマップ 協会・若い会員の集l、小委

1986 <プロのノウハウ >シ リーズ

-現場マンのアイデア発想 合原一夫

-建築基準法の実際 矢吹茂郎

1987 「建築技術選曾J<特装版>
-構造コストと経済設計 須賀好富

-建築設備の健康診断 牧野茂

-新 ・建築と設備の接点 宮!協毅 ・南部武

-外壁構法チェック リスト 飯塚五郎蔵

<プロのノウノ、ウ>シ リース'

-工務庖の税金対策100ポイント 建設税務研究会

工業化住宅・考ーこれからのプ 松村秀一

レハプ住宅

-鉄骨工事の現場学 石田i筒爾
-建築紛争の実際 l河本辰義

1988 <プロのノウハウ >シ リーズ

-仕上げ工事監理のチェックポイント 日建設計・監理業務研究会

-ゼロ災への道一建設現場の安全 表一郎

管理活動

-木造住宅のし くみー在来工法の 浅野平八 ・束敏博

基本と応用

1989 <プロのノ ウハウ >シ リーズ

-コンクリート工事のチェックポ 加賀秀治

イント100

-インテリアコーディネート100ポイント 11fT凹ひろ子監修/

総本茂・村元l愛子

-建築基準法を読みこなすコツ 高木任之

1990 建築技術選告<特装版>

-場所打ち杭の設計と施工 阪口辺!

<プロのノウハウ >シ リーズ

-ニュー組級建築のすすめ 福嶋孝之他

1991 <プロのノウハウ >シ リーズ

-木づくりの常識非常識 上村武

75周年記念事業 教育委員会工高生教

-工高生デザインコンクール入選作品集 育小委員会

1992 建築技術選告<特装版>

-建築と緑 瀧 光夫

1993 住築技術選投<特装版>

-入門 ・建築積算: 生島道春

<プロのノウハウ >シ リーズ

-建築物の消防法を読みこなすコツ 高木任之

-新版 ・建築基準法を読みこなすコツ 高木任之

編集委員会企画

-建築設計者のための設備知識 協会編集委員会設備分科会

績業と業事
昌
日
干

内
4
U第

発刊年 図書名 編 ・著者名

1994 主主築技術選、!f<特装版>
-建築 ・都市・住宅・土木/情報 ヲi¥i問倶也

アク セス ブック

-水にまつわるトラブルの事例・ 「建築漏水j編集委員会

解決策 <建築編>

-水にまつわるト ラプルの事例・ 「建築漏水J編集委員会
解決策 <設備編>

1995 <プロのノウハウ >シ リーズ

-建築基準法を読みこなすコツ 高木任之

-都市計画法を読みこなすコ ツ 高木任之

-鉄筋工事 ・本音の現場学 荒川治徳

1996 <プロのノウハウ>シ リーズ

- 建築基準法の~(Hqlf.条文を読みこ 高木任之

なすコ ツ

建築技術選3
39.先鋭からのメッ セージー建築 出版委員会

を志す人々へー

講習会活動

-講習会等

下表は、 主として教育委員会が主体となって期包した講習

会である。現在も開催されている 「実務講習会Jについては、

P.69に示す。

年度 事業の内~

1920 「第一回講習会j 11月4日-11月20日

古代エジプトの文化と建築(西洋建築史)/佐藤四郎

大倭l時代の文化と建築(日本建築史)/白血 章

-住宅に就いて/葛野)1士一郎

-鉄骨椛造法/本多二郎

-鉄筋コ ンク リート構造法/期間 泊、鉄筋コンクリ

ート施工法/波江悌夫

1922 「建築に関する講習会」 3月20日一3月31日
-鉄筋コンクリー卜強度計算法/伊藤正文

-建築法規/池田 賀、中浮誠一郎

-鉄筋コンクリート施工法/増田 消

1923 「建築に関する講習会」 3月19日-3月31日
-鉄筋コンクリート桝造主要部の耐震的強度計算法/

八木幸次郎

-鉄骨構造主製部の耐震的強度計算法/[刻場茂樹

1924 「建築職工教化講習会j 11月4日一11月18日
-鉄筋コ ンク リート起源其他概論/波江悌夫

-局部仮枠構造法/下浦光衛

-仮枠用材及器具、仮粋材仕上及抜手/中島智喜

-仮枠取外期限並びに其他取外方法/本多二郎

-仮枠施工法のコ ンクリート建築に及す影響/八木幸次郎

-鉄筋用材及び其極東iと強度/井上新二
-鉄筋用器具並びに取外方法/渡部圭吾

-鉄筋の配置と彼合方法/中島智喜

-鉄筋施工法の建築に及ぼす影響/八木幸次郎
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年度 事業の内容

・コンクリート用材及び其調合と強度/下浦光衛

.コンクリート器具並びに其取扱方法/渡部圭吾

・コンクリー卜施工法の建物に及ぼす影響/増田 消

.コンクリー卜施工法/谷口廉児

-震災l時に対する鉄筋コンクリート建築物の成績実例

/波江悌夫

1926 I i混凝土施工法講習会J 11月8日-11月13日

混凝土施工上の注意に就いて/下消i光術

・コンクリートの調合に就いて/八木幸次郎

.地震と建築/波江悌夫

1927 I i建築職工講習会J 10月24日一10月29日
-技術者の責務に就いて/下浦光術

-壁構造の種類/池田宮彦

-壁の仕上/松本儀八

-内外美的装飾工法/安井武雄

1925 

1928 I i地下室基礎工事及び防火施工法講習会」

10月22日一10月27日

-工人と其責務/古宇田 11 

-隣家養生に関する法規上の諸問題に就いて/服部

・ショベル及び其他掘方器具の研究、土砂運搬器具機

械及び装置に就いて/渡部圭吾

-土留工及び揃i方/下浦光衛

. j山形及び杭干lち工事/池田宮彦

.アスフ アルト防水施工法/松井

-防水材料の種類及び其施工法/矢巾

1929 I ii建築職工講習会J 5月10日一5月161'1

-鉄筋コンク リート構造法(基礎の設計)/落藤}茂吉

. 1最近木造建築/東州lI?4有三
-積算一般/芝田知重

-家具の主主匠構造様式の関係/松本儀八

「建築i機工講習会J 10月21日-10月26日
.工人の責務/武田五一

-建築用機械に対する一般的注意/大原源次郎

.最近仮枠の施工法/池田巳之助

塗工極及び工法上の注意/藤|河英太郎

・flL:tT機械ミキサ一、エレベータ一、 シュート、デレ
ッキ等の積類及び使用法/大原源次郎

・プラスター漆l喰等の実際的工法、施工法;具/亀井芳松

.塗工仕上げ法に関する各種法/む終1m作

1930 I i建築講習会J 5月19日一5月24EI 
-近代建築様式概論/岡田孝男

-強度計算/落藤藤吉

-建築法規/玉置盟次郎

-建築工事設計及び施工上の注意/葛野ilt-郎、 小笠

原鈎・安井武雄

-建築付帯工事/原田正逸・荻原 貞-中島彦六 -権原兵市

1931 I i建築戦工講習会J 10月9日-10f114日
-規矩術の概要/小島淳吉

・プラスター工事/渡部圭吾

・最新の防水工事/坂口芳三郎

.輸入木材/芝目先l重

1936 I i建築に関する電気溶接講座J 10月5日一10月10日

電気溶接概論/問問実

電気溶接建築設計及び法規/浅野新一

電気溶接施工法/関場茂樹
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年度 事業の内容

1942 il切火改修技術講習会j 11月12日-11月14日

-火災の話/川I1持技師

-関係法規(1)/附田技師

-関係法規(2)/中村(吉)技師

-防火改修工事概嬰/中村(収)技師

. 1115火改修設言|の方法に就いて/小泉技師

-工事監督に就いて/栗本技師

1948 「セメント新規格講習会」 12円16日

-セメン ト、雑用セメント、石灰スラブセメン トに就

いて/笠井

-セメント代用土原準施工、コ ンク リートモルタル試

験方法に就いて/浜田稔

1949 「建築代理業者受験講習会」 10月3日一10月9日

「実際すぐ役立つ鋼構造の講習会j 11月18日

-部材力の算定に就いて/小泉昇

-断面決定/高橋俊夫

-創11部の計算/小西耐il

「実|捺すぐ役立つ鋼構造の講習会」 12月7日

1950 「簡易耐火構造施工講習会」 8月21日-8月26日

-一般概説/掘口甚吉

-法規関係/五百蔵芳明

-胞工関係/酒井勇三郎、作間日/1¥生、徳洋、佐々木俊明

1951 「述築講習会」 lOrll7日一1UI12日

-建築計画/足立孝 ・田中良太郎

-建築構造/馬場善雄 ・布施忠司・伴潔

-設計製図/岡稿作太郎 ・城武三郎

-建築施工/菅回虫垂 ・作11[1日出生 ・|河 儲-政岡基次

-建築関係法規/越田正勝・五百蔵丸il列

1952 創立35周年 -記念事業各地建築講習会

5月一11月まで、松江、下I刻、福岡、長崎、熊本、和

歌111、神戸、鳥取、岡山、広島、名占屋、大阪で開催

1953 「建築講習会」 5月25日一6月9FI 

「防災と予防のゼミナ-J 7月20日
「建材と設備ゼミナ-J 8月1313
m築技術映画研究のタj 9月4n 
「アメリカ建設技術映画の会」 9 rl24日

「主~材セミナー 」 12月5EI 

「色彩管理技術講習会J 3 }c129日-3月31日

1954 「建築講習会」 5月28日

「コンクリー卜技能講習会j 8月20日-8月29日

「コンクリー卜技能講習会j 11 }=I 2日一11月6日

1955 「トリゾール説明会j 6月10日

「建築講習会」 7月8日一7月21臼

「コンクリート技能講習会」 9 FI10日一9月30日

「新しい防水説明会j 10月711 

1956 「左官工法(工事)講習会j 1Of'125日、 11月5日

「コンクリート技能前習会」 11 rl 26日、 11月30日

「コンクリー卜技能講習会J 12月3日、 12月7日

1957 「左官工法(工:i:j:n講習会J 11 }c119日、 11月22日
「コンクリート技能講習会j lO}cll4E1、10月25日

1958 「左官工法(工事)講習会」 7 }c115日、 7月17日

「コンク リート技能講習会」 10}=1 6日、10月14日

「空気調和設備と電気設備講習会」 11月17日、 11月21日



年度 事業の内容

1959 「鉄骨計算と実例講習会」 2月27日

「鉄骨言I'Uと実例講習会」 3月11日

1960 「鉄骨;ntJ:と実例講習会」 4月25日、4)=127日
「鉄骨吉I':P:と実例講習会j 5月11日、 5円13日

「空気調布l設備と電気設備講習会」 II月17日、 11月29日

1962 「左官工法(工事)講習会」 7月31日

1963 「左官工法(工事)講習会J 7月31日

1964 「現場主任講習会j 8月21日、8月23日

1965 「現場主任務習会j 8月5日、8月6日

1966 「左官工法(工事)講習会J 7月28日
」 ー

-実務講習会等

建築技術者を対象にした実務講習会は、 1957年に第 1回

を動包、以来毎年開催されている。また、出版を記念した講

座や法改正にともなう実務的な講習会も適宜開催されている。

年度 事業の内容

1957 「現場管理実務講習会J 9)=13日一11月29日

1958 「現場管型実務講習会」 10月2日-11月29日

1959 「現場管理実務講習会」 6月16日-7月14日

1960 「現場実務講習会」 8月8日一8月22日

1961 「現場実務講習会」 6月12日-6月26日

1962 「現場実務講習会」 9月17日-10月21:1
「現場実務講習会j 10月22日一11丹10臼

1963 「現場実務講習会J 6月11日-6月29日

1964 「現場実務講習会」 6月4日-6月11日

「現場実務講習会」 6月12日一6月19日

1965 「現場実務講習会」 6月14日-6月21日

「現場実務講習会」 6月25日一7月1日

1966 「現場実務講習会」 6月13日一6月18日
「現場実務講習会J 6月20日一6月25日

1967 「現場実務講習会J 11月6日-11月11日
「鉄骨梢造設計講習会」 2月9日

1968 「鉄骨構造設計講習会j 5月11日-5丹24日
「建築工事実務講習会j 6月17日-6月22日
「建築工事実務講習会j Hll日-7月6日
「鉄骨構造設計講習会j 8月25日-8月27日

「鉄骨構造設計講習会」 10月25日

1969 「建築工事実務講習会」 6月30日-7月5日

「建築工事実務講習会」 7月7日-7丹12日

「建築工事実務講習会j 10月29日

「建築工事実務講習会J 11月6日

1970 「やさしい建築の知識J 5月14日一5月15日

「建築工事実務講習会J 6月15日一6月20日
「建築工事実務講習会」 6丹27日-7月3日

「鉄骨構造設計講習会」 8月20日

「鉄骨構造設計講習会」 10月8日一10月9日
「実務に直結した建築工事講習会」 1月27日

「実務に直結した建築工事講習会」 3月51:1 

1971 「建築工事実務講習会j 7月19日-7月24日

「建築工事実務講習会j 7月26日-7月31日

「実務に直結した建築工事講習会」 9月22日

第3章 績業と業事

年度 事業の内容

1971 「建築への CAD利用講習会j 11円1日-11月25日

「実務に直結した建築工事講習会J 3月81:1

「建築基礎工法と笑例講習会J 3丹31日

1972 「建築工事実務講習会J 6月28日一7月4日
「建築の風力係数」 7月17日

「建築基礎工法講習会」 8月25日-8月26日

「建築基礎工法講習会」 9月22日

「建築基礎工法講習会j 10月2日

「建築基礎工法講習会j 10月28日

「建築基礎工法講習会J 11月28日

「建築工事実務講習会J 3月27日

1973 「建築工事実務講習会」 6月11日一6月16日

「建築工事実務講習会」 6月25日-6月30日

「実務に直結した建築工事説明会」 10月19日
「建築基準法令等改正説明会」 11月28日

「建築基準法令等改正説明会」 12月11日

「実務に直結した建築工事説明会J 3月5日

1974 「建築工事実務講習会J 5月24日-5月30日

「建築工事実務講習会」 6月20EI-6月28日

「建築基準法令等改正説明会j 11月29日

1975 「建築工事実務講習会」 10)=115日

「建築工事実務講習会J 10月21日

1976 「鉄筋コンクリー ト構造物の耐震安全性」 8月30日 |
「鉄筋コンクリート構造物の耐震安全性」 9月21日

「建築工事実務講習会J 10月191:1

1977 「建築工事実務講習会」 10月12日

「建築基準法令等改正説明会J 10丹19日

「建築基準法令等改正説明会」 10月24日

1978 「日影規制に関する講習会j 4月11日

「日影規flillに関する講習会j 5丹15日
「宮城沖地震災害報告会」 9月7日

「建築工事実務講習会J 10月3日

「建築技術選密講座「茶室の話JJ 10月20日
「プロック塀設計施工技術講習会j II月24日-12月8日

「実務家のための日影研修会」 2月20日

1979 「構造計画とやさしい力学j 6月19日

「建築設計と新耐震設計法j 9月12日

「建築工事実務議留会」 10月12日

「建築とコンピュータ」 10月19日

1980 「ソーラーハウスについてj 5月22日

「建築と設備の按点 1J 6月12日

「建築計画における省エネ法案の実践的対応j 7月3日

「病院 ・診療所の計画と設計J 8月19日

「建築工事実務講習会」 10月14日

「コンク リー卜工事の管理」 11月19日

「構造計画とやさしい力学」 2月19日

1981 「建築と設備の接点2J 7月24日

「建築工事実務講習会J 10月20日

「建築工事実務講習会」 11月11日

「建築への太陽熱利用研修会J 11月25日
「四会迎合 f建築工事諮負契約説明会JJ 3月4日

1982 「鉄骨構造の話」 8月24日

「建築工事実務講習会J 12月7日
「コンヒ。ュータの建築への利用」 3月8日

「建築工事実務講習会j 3月28EI

69 



編第 日本建築協会80年の記録

年度 事業の内容

1983 「建築工事実務講習会」 10月19EI

1m合分譲住宅における品質保証に|測する研修会」 11月161'1

「建築工事実務講習会j llJ司29日

1984 「建築工事実務講習会」 9月11日

「建築工事実務講習会」 11月13日

「建築工事実務講習会」 2 fl26日

1985 「建築工事実務講習会」 9 FI19日

「建築工事実務講習会」 11月27日

1986 「建築工事実務前習会」 10月21日

「建築工事実務講習会」 3月18日

1987 「建築工事実務講習会」 12月6日

1988 「建築工事実務誹首会」 12月2日

「建築工事実務講習会」 2月3日

1989 「建築工事実務講習会J 12月6日

「これからのガラスーハイテクからローテク-J 2月5日

「建築設備の健康診断J 2月27日

1990 「建築工事実務講習会j 7丹11日

「建築工事実務講習会j 9月27日

1991 「建築工事実務講習会 f施工百l.illiiJ編」 8月28日

「建築工事実務講習会 r.fiJ'm:・仮設見続j編」 9月25日

「建築工事実務講習会『施工al.j菌iJ編」 10FI 9日

「建築工事実務講習会『般t?~ .仮設見積j編」 か

「建築工事実務講習会『施工J十回j編j 10月30日

「鐙築工事実務講習会『符m・仮設見積」編」 " 
1992 「建築工事実務講習会『施工，'11匝jJ編J 9月21:1

「建築工事実務講習会 rfIi算 ・仮設見積j編」 9月16日

「建築工事実務講習会『施工計画j編」 10月14日

「建築工事実務講習会 r.fj'l算・仮設見積編JJ " 

1993 「建築工事実務講習会『施工計画j編」 6月22日

「建築工事実務講習会 I積算・仮設見積編JJ 6月30日

「建築工事実務講習会 rlrili工計画j編」 9月8EI 

「建築工事実務講習会 rflW・仮設見秘編JJ 9月21日

「鐙築工事実務講習会『施工:ll画j編J 9月29日

「建築工事実務講習会 rfflt?: .仮設見積編JJ " 

1994 「建築工事実務講習会 rfl1算・仮設見続編JJ 6月15日

「建築工事実務講習会『施工計画j編J 6月22日

「建築工事実務講習会『施工計画j編J 9月8EI 

「建築工事実務講習会 I積算 ・仮設見積編JJ 9月21日

「建築工事実務講習会『施工計画j編」 10月6日

「建築工事実務講習会 rm算仮設見積編JJ " 
「建築工事実務議留会『施工~1" illiî J 編」 11月9日

「建築工事実務講習会 I抱.~ t7: 仮設見積編JJ " 

1995 「建築工事実務講沼会 rIrili:r:a1函iJ編」 6月27日
「建築工事実務講習会 rfin;t: 仮設見fi1編JJ 6月30日

「建築工事実務講習会『施工計画j編j 9 FI14日

「建築工事実務講習会 r.fi1算・仮設見続編JJ 9月19日

「建築工事実務講習会『胞工百I.j直iJ編j 10丹313

「建築工事実務講習会『積算・仮設見積編JJ " 

1996 「建築工事実務講習会 f施工計画j編j 9月12日

「建築工事実務講習会 rfi'l算・仮設見般編JJ 9月19日

「建築工事実務講習会 f秘fli 仮設見積編JJ 10月3日
「建築工事実務講習会 f純工~ I. j国j 編」 り

「建築工事実務講習会『胞1:計画j編」 2月25日

「建築工事実務講習会 rwt;l.仮設見積編JJ " 
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創立記念事業一覧

-創立15周年記念事業 1932年度

(1)住宅博覧会開催

-緑ケ丘博覧会 1932年10月10日一11月10日

・大美野田園都市住宅博覧会 1932年10月

-上野芝住宅博覧会 1933年 5月15日

-計約t住宅博覧会 1933年 9月15日一10月1日
(2 )建築博覧会開催

住み良い家の博覧会 1932年11月1日

(3 )建築通俗大講演会 1932年11月2日

(4 )各地並びに海外視察旅行

-大阪を中心とした近畿地方/九州方面見学/東京方面見学

.四会連合建築大会及び満州見学旅行

-台湾見学旅行

(5) r建築と社会」記念特l間号の発行
(6 )記念図書の出版

(7)建築会館建設企画(実現せず)

・創立25周年記念事業 1942年度

(1)展覧会

・厚生住宅展 1942年10月10日-11月10日

・住宅展 1942年10月

-防火改修展 1943年 5月15日

-建築と防空展 1943年 9月15日-10円1日

.南方建築展

・女性と住生活展

(2 )防讃版会

(3 )戦乱の殴州から帰りて

(4 )防火改修講習会

(5 )見学会

(6 )記念式典

(7 )慰霊祭

(8 )防空研究事業への参加

・創立35周年記念事業 1953年度

(1)慰霊祭

(2 )住宅展

(3 )見学会

-名古屋方面/岐阜白川方面/小豆島/京都

(4 )表彰式

(5 )祝賀会

(6 )講糊止習会

松江、下関、福岡、熊本、長崎、 和歌山、神戸、鳥取、

岡山、広島、名古屋、大阪の各地区で開催



-創立45周年記念事業 1961年度

(1)記念到具、表彰式、祝賀会

(2 )慰霊祭

(3 )会員余技作品展一泌総、墨絵、水彩画、日本画、生け花一

(4 )特別見学会

-大阪市内建築見学/京都名園巡り/鎌倉と，柄のタイ網を

見る会/黒部峡谷と発電所を見る会

( 5)運動会

-懇親ゴルフ大会/観現ソフトボール大会

(6 )住宅講演会の開催

(7)記念講演会の開催

(8 )記念出版 「ふるさとのすましリ日本民家集

。 創立50周年記念事業 1967年度

(1)記念却l、表彰式、祝賀会

(2 )展覧会「関西の建築50年回顧展J

(3 )慰霊祭

(4 )運動会

・3槻ソフトボール犬会/主潮ゴルフ犬会/ボーリング大会

(5 )記念講演会/講師 :西山知三

(6 )見学会

・モントリオール万国博視察

-東京見学/淡路と高松の見学/阪神地方見学/京都地方

見学/中園地方見学/信州路の民家見学

( 7 )記念出版

・建築データシー ト発行

「鉄骨のデザイン」刊行

(8) r建築と社会J50周年記念号の発刊
(9) 50周年記念物建造のための大阪城公園内に建つ休憩

所のデザインコンクール

・創立60周年記念事業 1976年度

創立60周年の記念日を迎えたが、時節柄、ささやかな祝

賀会のみを開催。

日時/1977年3月30日(水)午後 6時一7fI寺場所/太閤園

・創立70周年記念事業 1986年度

( 1 )記念期品、表彰式、祝賀会

(2 )講;演会/融市:山崎正和

(3 )日本建築協会賞の創設

(4) I住まいの絵本Jの編集、出版

(5) I昭和生まれ関西の建築家50Jの出版

(6) I住宅近代化への歩みと日本建築協会」の出版

(7) r建築と社会」記念号 ・会員名簿の発行
(8 )ヨーロッパ刑復旅行「ふたつの断己末の建築を訪ねてj

(9 )プロのノウハウシリーズセット記念セール

績業と業事章nd
 
第

.創立75周年記念事業 19引年度

( 1 )唯築と社会J創干ト 昭和30年12月号復刻

(出版:不二出版)

・創立80周年記念事業 1996年度

(1)記念式典、表彰式、初1賀会

(2 )講演会/融市:清家消

(3)日本建築協会賞の顕彰

(4 )曜築と社会j記念特集号の発行

(5) r建築を志す人々へjの出版
(6 )大阪市事業の受託および協賛

(7)協会80年史の編纂

社会活動

-博覧会 ・展覧会

創立わずか5年後、日本建築協会は大正時代最大の活動

「住宅改造博覧会jを自ら企画立案し、開催にふみ切った。

当時、日本経済の成長によって、東京・大阪への人口流入

が進み、また、中産階級、知1前Wt~k&が主t*する"寺代で、あった 。

しかし、散米文化に刺激され、生活改善運動が叫ーばれていた

ものの、生活様式、建築計画方法はいまだ混沌として、住宅

は量的にも不足していた。

一方、当協会は創立時代より社会とのかかわりのもとに住

宅政策、都市計画の研究に制極的に参画していた。

そのような空気が芽生えて、この大事業に踏み切ることに

なったものと思われるが、当初は天王寺公園で開催を予定し

ていたものが、当時郊外住宅地として開発経営されつつあっ

た箕面市桜井につながる敷地を借り入れることに決定した。

ここに住宅に関する陳列場を設けるほか、実物住宅として建

設業者、設計事務所'より出品を協賛させるとともに、協会が

懸賞募集した改良住宅案に基づいた住宅25棟を展示、博覧

会終了後→没に分譲するとpう異色の事業を行ったので、ある。

この博覧会が、全く国の力を借りないで一つの協会の主導

のもとに建築関係業者が哲い立って寄付金を集め、協賛を得

てわが国の建築界の近代化を示したことはまことに有意義で

あり、日本建築協会を世に知らしめた出来事であった。

この博覧会は好評を得て、その後、私鉄測線住宅開発地に

おいて本会主催または共催による住宅実物出品、図面及び模

型その他参考品の出展は、 li側l寺下の一時期を除いて終戦後の

復興展覧会を含め、しばしば開催され、住宅の質の向上、合

理化改善に大いに貢献することができた。このごろについて

の詳細は、本会の70周年記念出版「住宅近代化への歩みと

日本建築協会jに詳述されている。
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年度 主な活動

1920 改良住宅設計展覧会

生活改造|尊覧会

1922 桜ケ丘住宅改造防覧会

1923 第2巨l家庭陣覧会

能率展覧会

1924 大阪記念博覧会

1925 神戸納涼博覧会

1928 建築知誠普及展覧会

生活改善展覧会

1929 貸家建築展覧会

1930 名古屋庁舎設計図案展

産業合理化展覧会

婦人と住宅に関する展覧会

1931 香盟図改善住宅博覧会

神戸鈴蘭台生活改善住宅展

1932 大美野田園住宅博覧会

緑ケ丘保健住宅博覧会

住みよい家の展覧会

1933 上野芝住宅博覧会

端光住宅博覧会

千里山住宅博覧会

1934 大空への武装展覧会

1939 時局と建築材料展

1940 建築文化展覧会

1941 市民防空涼展覧会

戦時体制下の建築展覧会

1942 芭i'r1i池厚生住宅展覧会

建築と|勿空展覧会

1943 南方建築展覧会

女性と住生活展覧会

1946 復興住宅展覧会

1947 大阪市公館。i慰'，1'1・入選図案展亦会

1949 これからの住宅展

1950 {Ijlびる住宅展覧会

1952 羽衣住宅展示会

これからの住宅展

1953 燃えない都市建築展

-講演会

本会創始時の理!?盟、は、都市計画と建築法規の制定並び、に住

宅改良等、建築家として取り組まねばならない問題とさらに

社会と建築のかかわりをL、かに市民に理解してもらうかとい

うことであった。そのため、博覧会、展覧会とともに、市民

を対象とした通俗講演会が考えられ、 1918年12月5日、第

l回講演会が聴衆2000人を集めて大阪市中央公会堂で開催

された。その後、都市計画、住宅の知識、殴米旅行談、また、

{旦馬地震の後にはその報告等が数年にわたり催され、市民の

啓蒙に役立つた。このように、昭和初期までは通俗講演会が

主流で、その講演会内容は、第 2章委員会活動の項 「曾勢
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委員会」で触れている0

.よろす相談住宅展

戦後、荒廃した国土復興のため、都市復興論文コンペ、天

王寺区復興コンペと次々に新大阪建設のための提案が、再刊

をはたした曜築と社会」の誌面を賑わせたが、住宅委員会

も早々に復活し、住宅復興のために“住宅金庫設置"につい

ての具体的提案を行った。また、単に住宅供給だけにとどま

らず、 『これからの住宅展jや 『羽衣住宅展jなどを開催。

積極的に、これからの住宅のイメージを提案、戦前からの住

宅改善運動を復活、さらに前進させた。

昭和30年代も半ばになると、 II没後の住宅復興も一段落し、

本格的な住宅環境を目指しての、千里出凌の開発をはじめと

するブd見模団地開発が軌道に乗ってきた。一方、高度成長に

より大都市への人口の集中が起こり、乏しい給与、わずかな

貯えで、何とか家を求めたいという層も増加した。

このなかで、どこへ、誰に相談したらよいのか悩んで、いる

人々に、何らかの解決の足掛かりがつくれないかとの思いが

重なり、住宅委員会で1964年、住宅相談所の開設が企画さ

れた。

相談員は住宅委員の無料奉仕とし、うことで理事会の承認も

得たが、具体化には、 会場、 開催期間、 資金面と困難なこと

が多かった。しかし、 委員の努力で6月18日・19日の 2日

間 『住宅よろず相談所』として、阪神百貨庖 7階を会場と

して無料相談所の開催にこぎつける。当時の記録によると、

理事会での承認を得て、 2日間ぐらい聞いて反響を見ょう

としたが、心配も杷憂に終わり、午前10時のデパート開屈

に相談員の委員が到着するより早くお客がどっと入場して、

受付A係がてんてこ舞いのうれしい悲嶋を上げる朝の状況。ど

ちらを向いても相談を目的とした人たちで、 真剣な質問に答

える委員も、ひと休みのお茶すら飲まず応対が続く。なかに

は2-3時間もねぱられ、 家の図面持参であれこれ質問さ

れる等々・・・。

第1日250件、 第2日224件の各種相談があり、この企画



は大成功であった。そして、 8月には高島屋テeパートの朝

日新聞社主催の「くらしの夢新しp住まい展」住宅相談コー

ナ一、 10月には国際見本市会館の大阪建設業協会主催の

漣設資材展」住宅相談コーナーにも招聴を受け、委員一同

出席、協力活動を行った。

翌1965年からは、前回の実組をふまえ、住宅相談所と材

料 ・資材等を展示した住宅展を併設する形で、毎年開催する

こととなった。

1967年の記録によると、第 4回よろず相談住宅展は7月

13日-18日の 6日間、阪神百貨庖8階で開催された。住宅

よろず相談所で、は、マイホームの夢を描いた設計図を携えて、

3時間余りも熱心に指導を受ける人たちゃ、増改築の諸問

題、建設コスト、分譲住宅、分譲宅地、資金融資、税金、 登

記手続き、民事事件などの相談で連日活況を呈した。また、

分譲住宅会社の相談コーナーにおいても具体的な実のある相

談も多かったようで、高価なパンフレッ卜類も相当量配付さ

れ、材料およひ'資材の展示小間も入場者で、賑わった。会期中

の総入場者は4万人を超え、「住宅よろず相談所」で、扱った

相談は1603件を数えたとある。

このように市民の期待に応え大盛況であった「よろず相談

住宅展Jも、昭和50年代のマンションブームや、ハウスメ

ーカ一、住宅機器メーカ一等に常設の住宅相談窓口が開設さ

れて、年に一度の協会主催展への期待も減じたことから、

1981年18回展を最後に幕を閉じ、住宅委員会もまた1983年

度でその役割jを終えた。

その後、バブル期に入手不足等のため欠陥住宅問題がクロ

績挙T
hと業事章
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ーズアップされたとき、協会として、住宅問題をさらに継続

していれば、欠陥問題にも早く対処し、社会に奉仕できたの

で、はなかったかと惜しむ声も多い。

建議・陳情・意見書

当時、世界の共通現象である都市蹴長の傾向はわが国にお

いても同様で、特に第一次世界大戦の影響で工業の発展はそ

の勢いを加え、多くの都市が急激な膨張を始めた。しかし、

わが国には都市計画的にはこれに対処する準備がなかったた

め、工場は所構わず濫設され、郊外地もまた不用意に開発さ

れたため住宅の不足はスラム地区の発生を誘発する。また、

大都市においては建築物に高層化の傾向が生じ、局部的には

交通の集中化を来してきた。

当協会は発足時よりこのような現象を考え、都市問題、住

宅政策、良好なる住宅の研究を目指していたため、建築学会、

都市協会、日本建築士会等と相はかり、また、独自で都市改

造の急務、建築を具現化するための法的根拠となるものの立

法化について建議 ・陳情を行った。そのことが実り、市街地

建築物法、都市計画法が1919年 4月に公布された後も、建

築の重要事項、安全対策等について研究を行い、国に対し、

大腕荷に対してしばしば建議・ |凍'情を行って都市の正常な発

展に寄与してきた。

以下に、 「建築と社会J1953. Vol. 34 No.12 r創立35年記
念史」特集より、発送先、建議、陳情および申請するについ

ての理由、 主旨等を復刻する。

ム 大正7年2月

内閣総理大臣伯爵 寺内正毅鍛

日本建築学会長、工学将士辰野金吾。臼木建築士会

々長工学博士長野字平治。関西建築協会理事長

片岡安。都市協会幹事藤原俊雄。

ム 都市建築造令調査会に関する建議

意見書(概略) 我国箆要都市に対し速かに建築法令

制定を希ひ其制度に関する調査会を設置するの喪なるを

認め上記各会連合の決訟を湾らし、至宝に建議す、願わく

ば清鑑を垂れさせられ御採納あらん認を切望の至りに勝

えず。

理由(概略) 今后当然厳る可き都市大火、震災、戦

争等に依る大破主題を思い、我国重要都市の建築物の改

良、制限、統ーを以て都市の健全なる発達を計る~の急

務を痛感するものである。 在主速かに我国の重要都市建築

条令公布を希ひ、其制定例幣の為調査会設置のを1要なる

を唱えるの所以なり。

ム 大正8年2月

内閣総理大臣 原敬 殿

日本建築学会々長 工学時士合弥、日本建築士会々

工学時士長野字平治、日本建築協会理事長 片岡

安、都市協会幹事藤原俊雄

ム 都市計画法並に建築法案と陳情書

陳情書 (省略)都市計商法並に建築法の制定に依り

我国の重要都市の改善せられん事の急要なるを認め、上

記各会迎合の決議を脅しままに之を倒的す。

JÆ由、都市発展はl司力地進のm:~なる基礎をなす、そ

の発展の為に之が対策を講ずるは経国の要務にして都市

利徳の問題たるに止まらず、放に都市計画法並建築法の

速かなる制定、 実施を願ふものである。

A 大正10年1月17日.

大阪府知!li 池松時和殿

日本建築協会理事長 高野壮一郎

建築物法施行細見IJに関する建議

建議暫 日:本建築協会は市街地位築物法施行令第拾四

条に依る建築1勿の高さのi及低限度を規定せられ、速かに

実施せられん箆を切望す。

理由(省略)欧米渚ll1lifHIH砲1虫lの発迷に鍛み、 耐火
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耐2護、耐久建築物が~望される今 円 、 土地利用を画策す

可き機運到来し、地区整理街路整屯と相倹ち高層建築

物を必要とするl時代となれり、滋に於て箆袈通路に函す

る建築物の高さの最低限度を規定する事の必要は勿論に

して、之に於て速かなる実施を~望す。

ム 大正10年8月

大阪府知事 池松l時和量生

日本建築協会副会額工学博士片岡安

市街地建築施行に関し仮般物建築許可の儀に付建議

建議替市街地建築物の建築工事に関し其の建築線に

接したる道路敷地上の空間に当該建築作業用仮設物(露

台)の建設を許可せられん事は最も必要なる事と認む。

以上本協会の決議に基き宝石に仮建治候也。

迎l由(省略) 従来に於ける御取級は建築工事に関す

る板間及通路童文地使用の純白iは僅かに三尺以内に限定せ

られし為作業上の動作に極めて不便と不統ーを感じ、之

が為度々事故等有り。然て大阪府下市街地建築施行に関

し仮設物建築許可の御取級を得度、ぉ:に建議書提出す。

ム 大正12年12月28日

当路各大臣

復興院総裁 宛

日本建築協会副会頭工学時士 片岡安

帝都復興に関する建議

建議書 (省略) 日:木建築協会は帝都復興に関し、下

記$項を足IT.Iをせられ速にi適当の処置を採られん事を希望
す。

理由(省略) 帝都復興に関しては国都百年の計を

樹て之を辺怨となすの必要あると共に其実施せんとする

には絶好の機会なりと確信す、放にまEに之を強猿す。

ム 大正14年12年23日

大阪府知邸 中川望殿

日本建築協会々頭工学博士 片岡安

建築物構造強度計算の標準風圧カに就て建議

建E読書。別記理由に依り下記風圧力を以て建築物構造

強度叶算:の標準風圧力とせられん事を希望す。

(風圧力数字は省略す)

(理由省略。大正拾五年。1月号会務 参照)

ム 昭和5年7月11日

大阪府知事 柴田義三郎殿

日本建築協会々長工学119士 片岡安

大阪府劇場、寄席、観物場各取締規則改正に付建議

当協会に於て大阪府制場、寄席、 fd!物場J各取締l児則にr.g

し調査研究め結呆下記の通改正の必~之有と存じまEに改
正意見を具し及建設候也。

下記(省略)現在大阪府劇場Jt.f也興行場に対する取

締規則は其例造設備等に於て木造建築物を主眼として制

定せられたるものなる事は明かなる処にして、耐震耐火

構造の進歩せる今日に於ては世;の逃速に伴ひ、根木的改

正をカ日へ時代に適応したる取締方法を講ぜられん訴を切

望する次第なり。

(理由省略。昭和5年 7月号参照)

ム 昭和5年11月20日

内務大臣 安達BlfiJ官閣下

日本建築協会々長工学博士 片岡安

大阪都市計画第二次防火地区指定の件建議

大阪都市計画第二次防火地区の指定は大阪市のT応伏に鍍

み之が急務たるを認め当協会に於て調査研究の給果その

指定区成に関し別紙図面表示の成案を得たるを以て上及

建議候也。

理由(省略)現行防火地区は其の範囲狭少なる為、防

火の目的を達成せんには不徹底なるを免れず、速かに第

二次防火地区を指定し、都市防火の目的を達成する事は

最も箆妥且つ緊要なりと確信し、以上強張す。(図面建

議笹中)

A 昭和6年2月3日

大阪府知事 柴田幸子三郎殿

日本建築協会々長工学博士 片岡安

病院、重量院取締規則改正の件建議

現行私立病院規則は数十年前の制定に係り、 E到す世態に

沿わ'eるを認め之が改正は最も急務なりとし、当協会に

於て研究審議の結果 同取締規則にして建議の例造主主に

設備に関する部分に対する改正の成案のものを得たるを

以て上及建議候也。

理由省略(昭和 6年 3月号参照)

ム 昭和6年3月初日

内務大臣 安遠野政閣下

日本建築協会々長工学情士片岡安

市街地建築物法令及規則改正の付に付建議

市街地建築物法令施行規則の改正の案成り、近〈その発

令せらるるやに聞〈、関西に於ける建築関係老を以て組

織せる我協会は誌に昭和2年2月及 4月当局に対し該法

規改正に関する意見希望を述べ其改正を促したり、今や

その気速に際会し調査研究の結果別記の通改正意見及希

望に開涼し、併せて当局の改正案を提示し当協会に諮問

せられん事を懇誘致候条、可然御詮儀有之度此段及建議

候也。

理由(省略)

近年建築物の構造設備は自ら著しき進境を伴い従来の法

令及規則に付ても種々不便を生ずるを免れず。まEに当局

に於て同法規則改正の~を認められたるは最も時宜を得

たるものと信ず、此の俄に当り従来の瞥視庁、学会偏重

を排し、意見を広〈天下に求め、且つ関西建築界発展に

長年尽力し、唯一の民間建築家の代表機関たる当協会へ

鰭問を発せられん事を懇請するものなり。

(意見及希望 省略) (昭和 6年5月号参照)

A 昭和6年11月

内閣総E里大臣男爵 若"""干し二郎殿

内務大臣 安誼鎌政殿

大蔵大臣 井上敬之助殿

日本建築協会々長工学博士 片岡安

建築職工夫失業救済に関する意見書

失業救済は我回目下緊急の社会事情たるは言を倹たず。
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然るに救済車業の多くは日雇労働者の数済に限られ、熟

練工を主体として施行せらる可き建築工事は全く閑却せ

らるるの突|背にあるまlは憂慮に域iえず、建築工事関係熟

練工には其種知数百に分れ、多年の日子と多大の努力に

依り賛成されたるものにして、彼等全般を通して失業者

続出する時には社会不安、思想悪化をM成するのみか、

国家産業上一大損失たるを失わず、政府に於て斯かる窮

状打開の為方途を務ぜられんIn-を要望す。

上総会決織に依り意見具陳候也。

ム 昭和B年11月17目

大阪市長法学博士 関一殿

日本建築協会々長工学博士 片岡安

大阪市下水道計画施設に関する建議

大都市街生施設の改善進歩に従い、特に高層建築部の使

用水量は予想せ~る驚〈可き多量に上りつ与あり。然る

に大阪市に於ける下水道は従来雨水及諸用水の如きもの

の排水を基準とし計画施設せらるたるもの残存し、 E豪雨

到る毎に市の中心地例へば梅田曾根崎署F察前の如きに在

りては想像に余りある状態なり。加ふるに高層建築物よ

りの多量の排水を合流する場合は推して知るべきのみ。

斯くの如きは市民負担の地大、交通の阻害、道路の姻盤

等への支障を生ずベし。先般都市計画として・決定せる下

水道実施に対しては従来の施設の改良と、支流と雌も相

当多量の排水に支障なき様万全を期せられん事を切望す

るものなり。上及建議候也。

A 昭和6年5月20臼

大阪市長

日本建築学協会々長

関一殿

片岡安

土地区画整理地区に於Itる公園留保i也に公園実施

の件建議

大阪都市計画として既に公闘計画決定し、当局に於ては

着々その施行に努力せられ、之が実施の暁には市民の保

健衛生及教化に寄与する処大なるものある可〈実現の一

日も早からん事を期して待ち居る次第に候、然し公園留

保地は必ずしも公園計画計にあらずして単なる指定に止

り公闘を設ける何等の強情~カもあるものにあらず、ヌ将

来に於ける其土地の維持守思に関しては何等の規定又は

指示なく之が処分は組合の地限に属するを以て土地広函

整理組合の解散に当り打算的立場より不当の処分をなさ

んと計画中のものあるやに聞く、依って公園留保地を公

園計画地として確実性を有せしめるの緊要なると問時に

その土地を完全に公閣として災現せしむるの方策を講ず

るは急務中の急務と確信す。邸1・占御資祭の上適当なるJ昔

置を講ぜられん事を切望する次第に御座候

ム 昭和7年10月19日

内閣総理大臣子爵斎藤 笑 閣下。 大政大臣

高橋是清閣下 男爵山本達男閣下。 外務大臣

伯爵 内田康哉。 鉄道大臣 三二士忠造。 陸軍大臣

荒木貞夫閣下。 海軍大臣岡田啓介閣下。 文

部大医鳩山一郎閣下。 司法大臣小山松吉閣下

。 逓信大臣南弘樹下。 商工大臣男爵中島

久万吉閣下。 農林大直後藤文夫閣下。 拓務大

臣永井竜太郎閣下。

日本建築学会々長工学時士大熊菩邦

日本建築協会々長工学博士片岡安

各官庁司掌営繕君事業促進に関する陳情書

要旨。 建築関係失業者救済上焦眉の急を要する方策と

して各官庁司掌新規営絡事業の企画並に既定継続営繕事

業施行年度繰上等に依り全闘にEり建築を促進せられん

事を望む。

ム 昭和7年10月21日

内閣総理大臣子爵斎藤実閣下。 内務大臣

男爵山本逮雄閣下。 大成大臣高僑是消 閣下

。逓信大臣南弘閣下。

日本選築学会々長工学博士大熊菩邦

住宅建築助成並不良住宅改良促進に関する陳情書

要旨。時局匡主主並建築関係の失業者数済に焦眉の急を要

する方策として住宅資金の融通、都市の不良住宅地区改

善事業及農漁村の不良住宅改善事業を促進せられん事を

望む。

ふ 昭和7年12月19日

内務大臣男爵山本達雄閣下

日本建築協会々長工学博士片岡安

百貨庖建築に関する建議

最近都市に於ける百貨応は急速に発展し、其の建築は漸

次規換の大なるを競い、日夜数万の顧客を包容し都市大

衆に最も密接なる関係に:在る大機関たるに歪れり、然る

に本年16日帝都白木屋に於ける災害の報一度至るや全国

民を恐怖せしめたるZ喜多大なるものあり。思うに此の種

建築物に対しては取締に闘し、~守成の考慮を要するもの

なるを痛感す。須らく市街地建築物法令第14条に基き速

かに百貨応建築の構造設備其他に関する特別規定の制定

あらん撃を切望して止まず。上及建議候也。

ム 昭和8年1月98

内務大臣男爵 山本達雄閣下。 大阪府知事県

忍 閣下。 大阪市長法学時士関一般。

(各通)

建築協会々長工学博士片岡安

大阪駅前笠理事業に関する建議

大阪駅は大大阪の玄関として都市の相貌を印象する最も

霊裂なる位t置に.jf，;J らず附近ー仰は~に名状すべからざる

醜状を現出して交通繁激にして道路之に伴はず。建築物

は媛小醜惑にして都市の美観を損し、 1日も現状の健に

放任するを許さ~るものあり。放に速かに之等の醜状を

矯正し交通の緩和を図り建築物の整理を行う可き改善施

設を為すの要を痛感す。上及建議候也。

ム 昭和9年4月128

北海道長官佐山信一般

日本建築協会々長片岡安

函館市復興に関する建議

過去の災容の状況に鑑み防火地区等に相当厚みを有する

集団式防火地区の必要なる司王極めて明瞭なり。と存じ、

75 



編第 日本建築協会80年の記録

之が復興計画に当りてはシピヲクセンター及中央商業地

区に対して数ヶ所のm図式防火地区を設定する事を以て
災害防備の骨子とせ~る 可からずと存じ候。 此段建議候

也。

ム 昭和9年9月18日

内閣総理大臣岡田啓介閣下。 内務大臣後藤文雄

閣下。 大蔵大臣藤井英信閣下。 大阪府知事

!果忍閣下。 大阪市長関ー殿。 東京府知事

容主反昌康閣下。 東京市長牛耳ま虎造 殿。 京都

府知事斎膝宗宣 閣下。 神奈川県知事 横山助成

閣下。 兵庫県知事 白線竹介閣下。 愛知県知事

篠原英太郎 閣下。 京都市長大森吉五郎殴。 横

浜市長大西一郎殿。 神戸市長勝因銀次郎殿。

名古屋市長大岩勇夫殿。(各通)

都市武装に関 し防火防空建築物の普及促進に付建議

建議書現下の非常'時に鑑み本協会に~ては慎重研究

の結果都市の武装に闘し防火防空建築物の普及促進の上

下記具体的項目を実施せらるる感極めて緊要なり と確

信するものにして速かに機宣の方策を樹立せられん事を

切望す、上及建議候也。

1、現行防火地区を拡大する事。 1、防火地区に

於ける耐火建築促進の為、下記方法を実現する事。

イ、耐火建築物に対する補助金の交附 口、耐火建築

物に対する低利資金の融通 ハ、耐火建築物に対する

家屋税の減額 ニ、耐火建築物に対する不動産、収得

税の減免。 ホ、防火地区完成を都市計画事業に依り

促進する事。

理由省略(昭和9年10月号参照)

fな上記の方々の他、総計22∞通の本建2読書を添え夫々

実現に関し援助方依頼したり。

ム 昭和9年9月

大阪府知事県忍閣下。 京都府知事斎藤室

奈閣下。 兵庫県知事白線竹介閣下。(各通)

日本建築協会々長片岡安

今回の近鐙地方に於Itる大風水害 ・建築倒援の1惨禍

に徴し特殊建築物に付下記の通1)建議容を提出せり

主l!議i!f、 近畿地方に於けるJ9i!.水宮の建築防倒決の惨

禍に徴し、少くとも特派建築防に就てはJ街地、る被害を根

絶せしむるが為、下記方策を至急実施せらるるは極めて

緊要なりとイ言ず、上及建議候也。

記、及理由省略(昭和9年10月号参照)

昭和9年10月20日

内閣総理大臣岡田啓介閣下 (外26各通)

ム

日本建築協会々長 片岡安

大阪土木建築業組合長大林義雄

副組合長銭高久吉有山福霊郎

近畿風水害被害に付除情書

今次近畿未曾有の大風水害に凶る惨容は京阪地方に於て

特に甚大なるもの有之強風に方11ふるに海N:!に袋けれ大阪

府に在りても共産業中1区たる工業地一部:に亘る各種1勾資

生産機階に大打撃を表りたるのみならず土木建築工作物

又倒峻浸水の災;簡に迎いたるもの'!i.~うるに惑なく為bこ多

数の人命を犠牲とし巨額の貨材を損失するに至り候事は

絢に遺憾至極に有之痛艇にj錨え~る所に御座候。

;tIJ下緊愈事態に臨み継災地域の我国産業上に占位する

重変札に鑑みその復興救済の促進に付別例制官仕侠事項

は又土木建築務負業者として焦眉緊裏、復興功成に資せ

られる可く物別の御詮議を以て願立御採納i磁り度備に務

懇願候、上、本組合理事会決議に依り認に鑑みて陳情仕

侠也。

ム 年 月日

議会へ提出

』色村要太郎、森下亀太郎、 山本藤助、上回弥兵衛の

四代論士他多数の議員の賛助を得る。

「六大市制~寺別市和!]i産施に関する建議」

東京、大阪、京都、横浜、名古屋、神戸各市は帝国の所

E聞大都市として近時商工業の発達と共に諸般の施設著し

き膨張を来して居るに拘らず市政は依然として諸都市と

同一制度下に置きたる為行政上、共f也諸般函に於て煩雑

なるのみならず市政運用に多大の陣容を来たすものと認

む。先に第43回議会に於て六大都市に対する特別市制に

関する建議案の大多数を以て通過したるに鑑み政府は速

に以上六大都市に対し特別市ltりを制定し市民の繁栄発達

の突を挙げられん事を望む。

ム 昭和10年10月10日

内閣総;m大臣岡田啓介閣下。 内務大直後藤文

夫閣下。 大綴大臣高橋是消閣下。

日本建築協会々長片岡安

阪神防空演習に際し、防火防空建築物の普及促進に

関する建議

主主2請書

王見下の時局に鑑み都市訪備に関し防火防空建築物の普及

促進方に就き慎重研究の結果下記具体的項目を笑施せら

るる邸側めて緊要なりと(，1(;倍するものにして速かに機宜

の万五:を樹立せられん部を切望す、上記長l!議候也。

紀以下昭和10年11月号参照

A 昭和12年10月16日

政府並地方長官 184名に鋭展(迷逮使で発送)

日本建築協会々長片岡安

鉄鋼工作物築造許可規則運用に関する意見書

(昭和12年11月号参照)

陳情型} (日E和12年12月号 参照)

ム 昭和12年11月4日

大蔵大臣賀屋典主Lf却下。 商工大臣背野信次
閣下。 (その他関係当路に送附す)

日本建築協会々長片岡安

拝啓愈々伝11精通の段取去1候。隙者今般臨時資金調整

法並鉄鋼工作物産造許可規則IJlllìHlに I~日し意見笹を提出致

侠に就ては何卒御高覧の上何分の斜Ij同配を賜度此段得貴

意候 敬具

窓見由 (昭和12年12月号 参!限)

ム 昭和15年10月1日

内閣総旦11大臣以下、内務、 ~U工、 大政、陸軍、海軍各
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大臣閣下、並、企画院総裁、東部郎司令官、及西&91l巨司

令官閣下。他、六大都市所在地府県知事及六大都市市長

主主E都市に於ける述書長助の防火方策;急施に関する建議

刻下の急迫せる国際情勢に鑑み、防空上の見地より我国

箆要都市に於ける建築防の防火方策事t"IJ下記事項は~'i眉

の急務なりと椛イ言す、依て速かに之が~・施に関する方途

を~mぜられん事を切望す。上及建議候也。

記。蓋~占~市に於ける既存木造家屋の防火改修!MI~は

都市重要部の全般に亘り急速に之を完成せしむるの必要

あるも筒特に防火地区内に於ては木造建築物を撤去又は

改築せしめ諸統制法令の取抜に特例を設け所要物資を優

先(.1':1に配給し、以てねえj弓的に建築物の耐火構造化を促進

する事。

昭和15年度以後

ム 昭和16年2月5日

農林大臣石黒忠篤閣下。 大阪府知事三辺長

治閣下 (各辺)

日本建築協会々長工学博士片岡安

用材規格規程改正に関する建議

昭和14年10月13日付段林省告示第367号を以て御制定相

成侠用材規格規程は種別複殺にして業者側並需要者側共

に不使不砂之が改正方に付速に適当なる方策を講ぜられ

ん惑を切望す。以上主主滋候也。

ム 昭和16年2月5臼

大阪府農林産物検査所長兵j旅時次郎殿

農林省山林局木材統制課長毛利15ー殿

内務省計画局第二技術課長 中沢誠一郎殿

大阪材木商同業組合 円本段林新聞社 (各通) り。

日本建築協会々長ヱ学時士片岡安

世n控除々t向l消砂il重火上候
M!者よ見事適用中の周防m.~改正方に関し今般農林大臣並

大坂府知事に対し.¥JU紙わ通り建議!jlJ提出仕候にy，tては l

日も速かに上目的達成の為め何分の御高配相煩し度此段

御依願卒上候 敬具

ム 昭和17年5月14日

海軍大医嶋田繁太郎隠 F

日本建築協会々長工学時士片潤安

建築筏術者採用に関する建議

今次南方建設其{也の為.@:築技術者多数~望せらるるに当

り本会は主務官庁よりの希望に応じ欣然之が目的達成に

協力し、本会員及一般に撒を飛ばし、日々相当数の応募

を受け夫々進達致しつつ有之候処、既往に~ける徴用の

結果並現在街l採用の条件等に鑑み当局の袈求を充たすに

は筒必憾の点不少と組長存候条下記意見笹の通り此際速か

に法令のc.li:高等を臨時行し、以て将来の募集に供へ進んで

趨非常時匡l策に順応する方途を諮ぜられん惑を諮問建議

仕候:!!.

意見智'l1r等報給に闘する事項。 ~'i)j任者採用に関す

る事項。技術者の能率地進を図り人的資源の節約の議。

ム 昭和17年6月15日

文部大臣法制局企画院技術院

学会長内藤多イ'1'0 協会長片岡安。 士会長

中村イえf台。

建築施行組織の再編成に関する建議

下記三会に於ては作年来悠築迎合協議委員会を設け、時

局下建築界の体制問題に付研究中の処、感築工業新体制

袈言のj点策を得、邦家の為一日も速かに之がき民税を1高感

致{院に就ては司王|背御資終の上、何分の御高配を賜l友右御

調を忍!~お仕候;) ~旨略

ム 昭和17年11月2G日

各省大陸法制局企mu院技術院

内藤学会長片岡協会長 中村士会長横河業会長

建築新体制に関する建議

ム 日間百18年5月日
日本建築協会々長工学博土 片岡安

拝啓愈々御消総奉賀上候

E東者木材の~~合調盤に側し今般内閣農林商工陸軍

海軍各大臣並企画院総裁に刻し5l~紙の通意見草i;提出仕

候に就ては何卒右目的達成の為何分の{仰向配相賜度i比段

御依頼申上候 敬具

ム 昭和18年5月日

内閣総理大臣以下段林、商工、陸軍、海軍各大臣、企

画院総裁

社団法人 日本建築協会々長 工学博士片岡安

木材の需給調整に関する意見瞥

大東TIl!戦争完遂の為め必姿なる軍関係産業生産鉱光物資

たる木材の耳目il.f.に当りては当局の御懇心なる御指導の下

にJ歯切なる方途を耕ぜられ勺つあるは織にIl!す可き惑な

ム 昭和20年12月

復興院内務省其他関係方面宛

日本建築協会々長片岡安

時局対策に付下記重要項建議 (建議写不祥)

住宅並復興建築。都市計画と法規。建築資材。建築の迅

速施行。技術家の取級。

ム 昭和21年7月23日

内務大臣復興院総裁其他

社団法人 日本建築協会副会長松本儀八

戦災都市復興並に重要建級事業に関する建般行政に

付建議

戦後最も霊要且緊急を~-~- る名目rlí復興は先づ建築の復興

に在る。本会に於ては予て建築事業を総覧せられる行政

面の在り方に付慎重考案して来たが誌に結論を得たので

その~点を披路し閣下の詳~~置に供する。幸に御採択を賜

り適切迅速な方途を議ぜられん事を切に~ふ次第である

以上主主而建議す。

復興院設行政界に対する要望。 1、中央及地方庁に

於ける復興建設事業主旦当鍛組の1!fI(i佐化と強化。 1、復

興建築促進。 以上

ム 昭和21年7月25日

社~Il法人 日本位築協会副会長松本依八

アフ
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拝j芸愈々御i~i拶奉賀上候

阪者戦争都市復興立立に箆喪主主設事業に関する建設行故に

付剤投内務大臣復興l知念裁Jtf占に対しilu紙の通り建議

也徒出仕候に就てはや日差p:上自的迷jえの為イ可分の御~配を

賜度比段御依頼申上候 敬具。

ム 昭和23年2月日

圭1団法人 日本建築協会々長 竹j傑匙造

主要都道府県建築部設置に関する建議

政府は地方自治法改正にい府県に鈴ける部制を限し実施

せんとしているh 之依ると府県には止l!策部が設けられぬ

誌となる。本協会は本t昔鐙を経済復製促進上、遺憾と し
まEに協会員の総Mに法きiieの通り建議す否。

記。 j政府に於ては地方自治法を速急に再改正し、主

要府県に建築部を設置し得る如き持佐執る事。府県に於

ては次の姶置を講ずる事。愛知県に於ける是正設建築部は

之を存置すると共に、北海道、京都府、大阪府、神奈川i

娘、兵庫以、広&1;県、 t~1岡県に建築古11M:父 Etす事。

ム 昭和23年1月26日

大阪府知事赤陶l文三殿。 副知事 穴場.:l!t*己山

村庄之版。 総務部長大森通考妙。 土木部i長

鈴木健二殿。 議事課長大島消隊。

社団法人 目木建築協会々長竹i臨建造。 社団法人

白木建築壬会近自慢支部長松井食太郎大阪土木建築

業協会々長鴻池j熊一

建築部般置建議

都市復興の重要性に鑑み、先に1I1~府県に建築部を設置

し得る様地方自治法の改正を要望していました所、去る

国会に於て希望遠せられ 9月1日より改正地方自治法

が実施せられ建築部設置可能となりました惑は御同腹に

堪えぬと同時に之に付、格別の御尽力を賜りました事に

対しては!事く感謝し、微意を表する次第であります。就

ては 8月末日を以って建築省地方建築出張所が廃止せら

れますので9月1日より建築部が発足する様重ねて夜望

するものであります。 ~pち下1Ic..$項を急速に実施せられ

此の目的達成の為有終の美を為されん$を望みます。

記、 速かに府県に於て建築部設置に関する条令を制

定せられん.$を望みます。 以上建議します。

ム 昭和23年9月初日

社団法人 目木建築協会々長竹腰鎚進

何 回:本建築士会近畿支部長波辺節

目木建築設計段QIl協会関西支部長 松井貴太郎

大阪土木建築学協会々長 鴻池E喜一
礼状

拝啓愈々御7~jti手此段鹿賀に存じます。陳者下各等惑

に大阪府に建築部設置されん耳1に建議いたしました所今

般その実施を見るに至り都市復興の為拡に快bこ堪えませ

ん。

事此処iこ至りたるに就ては貴下格別の御尽力の程~深

く感謝と微意を表する次第であります。郊に乍略儀flj:中

を以て御厚ネし努御挨拶キ上げます。

s 昭和27年2月20日

日本建築学会々長伊藤滋。 日本建築協会々長

竹腰健造。 日本建築設計管理協会理事長 中村博治。

全国建築業協会々長安藤消太郎。 都市不燃化同盟

会長高橋竜太郎。

防火建築帯造成促進に関する陳情

政府に於かれては者{¥市の不燃化促進を図らんが為助成

策として首題の法案を準備せらるるやに見聞しますがそ

の速かなる実現と今後の増進を期待して止みません。

記、 防火建築帯の造成促進の為、同地帯内の被助成

建築物及補補しない耐火建築物は既存新築を問はず之等

に対して地方自治休は固定資産税を木造並又はそれ以下

に経滅する伶鐙を講ぜられる事。住宅金融公庫融資に依

る同地帯内の耐火建築物に対しても補助の対象とする事

防火建築帯造成促進の為、土地所有権並建築物の所有を

目的とする地上権者及賃伊権者が公誌に資する為助成

を受けて共同の耐火建築物を建築し様とする場合、それ

に支附を与えるものに対しては土地収用を行える措置を

吉祥ぜられる却。防火地域外に於ける学校、病院、公衛等

の公共m築物を不燃化する為、之に対し適切な助成方途
を速かに確立する事。 以上陳情致します。

ム 昭和27年4月15日

社団法人 目木建築協会々長竹腰他進

主要都道府県建築部殴置に関する陳情

拝啓益々御消栄のmと御皮ぴ申上げます。扱て最近
当局は行政機構改正のー環として地方自治法第158条規

定の改正を行う様準備中の趣でありますが、その祭文に

依りますと都を除く道府県の標f腰部中に「建築部」が揚

げられないでほlかに同条第2及第3項規定に依って予め

内閣総理大臣に協議の土、条例を以て局音s数を増加する

皐が出来る様になって居ります。(中略) 当協会は多

年建築諸政策の立案実施に微力を致してきま したが貴下

に跡、惜して「主要道府県(人口おO万以上)Jには建築

物を綴準部として設置せられる様何分の御高配を御願ひ

申上げる次第であります。 敬具

A 昭和27年5月18

社団法人 円木建築協会々長竹腰処進

主要都道府県建築膏s股置に関する陳情の件

拝啓際老4月15日附を以て御願い致しました僚記の1牛

に関しましては格別の御配慮を煩して居ります事をj享く

御礼申上げます。イ可卒邦家の為一層の御高配を賜り主要

都道府県に建築部設置されます様lliねて御願い申上げま

す。 敬具 (iJ1lて前回提出陳情主lA:23年以来建築

部の設置されている現行の10都道府県とは「北海道、東

京、布11奈川|、 愛知、京都、大阪、兵庫、広島、山口、福

問、以上)

ム 昭和27年8月14日

地方自治庁長官岡野消豪殿

衆議院議長林譲治殿

社団法人 日木建築協会々長竹腰健造

平L 状 (以 F略)
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日本建築協会賞の表彰 | 
・日本建築協会賞

日本建築協会賞は、 1986年の協会創立70周年を記念し、

これを契機に [建築を通じて広く社会に貢献する」という当

「日本建築協会賞Jの実施状況

績業と業事室
内

J第

協会の目的を反映した 「日本建築協会賞jを創設した。

本1:tは、建築のあらゆる分野において社会に貢献している

個人または団体を顕彰するとととし、かつ、 基本的には建築

物噂作品を除き、 主として「業績jを対象として行うことと

している。

回 | 年度 受賞業紛

1986 1 <>日本建築総合試験所の設立と運営

く〉技能訓練校の設立と運営

く>["季刊大林Jの刊行と 「復元と構想Jの出版
第 1<>建設業界へのTQCの導入

由 I<>H形鋼の開発

(特別賞)

く〉大阪駅前市街地改造事業の完成

く〉ポートアイランドの建設

1990 1 <>大阪市の総合設計制度

。電気工事士技能競技大会の継続実施

第 1 1 <>RC造超高層建物の建設システムの確立

白I Iο大阪ビジネスパークの開発推進
(特別賞)

受賞者名

ffil)日本建築総合試験所理事長前田敏男

近畿電気工事側取締役社長若山繁

側大林組取締役社長大林芳郎

側竹中工務応取締役社長竹中統一

新日本製織附取締役社長武田虫

大阪市長大}~封i

神戸市長宮崎辰縦

大阪市長西尾正也

(組大阪電業協会会長若山 繁

鹿島建設側代表取締役社長鹿島昭一

大阪ビジネスパーク開発協議会(大阪市)

。神戸市北野、iJ_J本地区の都市景観保全 !神戸市長笹山幸俊

問 I <> ["コモンシティ塁間における全地中配電方式の技術開発|関西電力(鉛 取締役社長秋山喜久
および適用

第

3
厄

く〉耐火鋼による 1!!~被桜鉄骨造建物の実用化

<>INAXギャラリーの活動とブックレッ トの刊行

く〉まちづくり会社 「媒壁jの事業展開とその成果

<>大型美術陶板等の開発と施工法の技術確立

(特別賞)

新日本製量失(紛 代表取締役社長斎藤裕

(紛INAX 代表取締役社長 伊奈郷三

(総黒壁 代表取締役長谷定雄

大塚オーミ陶業側代表取締役社長 大塚正士

。制渓桝造の研究とダイナミ yクインテリジェン トピルのIJ日発 |京都大学 名仔教授小脇鐸二

1996 I <>織物文化への只献 |側川島織物取締役社長雨荘良[1

く〉免震建物と免震効果の実証 |側松村組代表取締役会長 松村雄吾

第 1 1 <>工高教育における CADの有効利用と普及に関する研究 |秋田県立大曲工業高校 教諭 黒沢一元

自I I <>膜構造建築物の技術開発とその実用化ならびに普及 |太陽工業側 代表取締役副会長 能村慨

(特別賞)

く〉実験集合住宅 NEXT21 大阪ガス(船取締役社長領木新一郎

青年建築家・青年技術者の顕彰

組織、グループ等から北白鴇された人、自薦の人を選考委員

会で選考し、会誌「建築と社会」の青年建築家(後に「青年

技争It諸』 特集で顕彰している。

戦後間もない建築界において、希望をもった有能な若い建

築家に勇気を与え、社会に抑し出し、このことで古い世代の

既成建築家との交流の場を与え、建築の歴史的発展と建築家

の人間的成長の一助にしたいとの願いのもとに、1953年度

の編集委員会で企画され、 1954年度よりスター卜したもの

である。

第15回 (1968年)からは、建築の専門分化に対応するた

め、各分野ごとに推薦を受け、選考委員会で選考する制度を

導入し、現在に至っている。

制度が生まれて40年以上を経過した今日では、顕彰を受

けた人 の々なかから会長、副会長、役員、委員として多くの

方々が会の活動を支える存在となっているのは頼もしいこと

である。

青年建築家(青年技術者)の選考

選考委員長
回・開催年

(編集委員長)
応募者数顕彰者数 l

第 l回(1954) (浦辺銀太郎) ~ 13 
第2回(1955) (浦辺f義太郎) ~ 10 
第31fi:1(1956) (佐y牙正一)~ 10 
第4回 (1957) (佐野正一)~ 14 
第5巨I(1958) (塚本猛次) ~ 35 
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回・ 開催年
選考委員長

応募者数顕彰者数
(編集委員長)

第6回(1959) (塚本猛次) ~ 25 
第7回(1960) (森 忠一)~ 19 
第8回(1961) (森 忠一) ~ 16 
第9回(1962) (冗吉勇太郎) ~ 20 
第10回(1963) (恒岡俊行)~ 18 
第11回(1964) (片山光生) ~ 15 
第12回(1965) (片山光生) ~ 15 
第13回(1966) (長谷川哲之助) ~ 14 
第14回(1967) (長谷川哲之助)~ 15 
第15回(1968) 足立 孝 25 15 

第16回(1969) 足立 孝 20 14 

第17回(1970) 鳥国 家弘 22 15 

第18回(1971) 鳥田 家弘 27 13 

第19回(1972) 彦谷邦一 23 14 

第20回(1973) 彦谷 邦一 22 14 

第21回(1974) 松村 慶三 21 12 

第22回(1975) 松村 慶三 17 12 

第23回(1976) 中村 甲ー 25 12 

第24巨I(1977) 中村 甲ー 20 14 

工高生デザインコンクールの実施

1954年11月6日、 今橋クラブにおいて、本会主催の座談

会「これからの建築教育はどうあるべきか」が開催された。

この座談会の狙いは、 一つは、最近の建築卒業生に対する使

用者側、学校側として改善すべき点は何か、 二つには建設業

者や設計事務所からの建築教育に対する多く の意見が出され

ていること等を踏まえ、 今後の工高教育について語り合う場

工高生デザインコンクールの応募状況

回 -開催年
選考委員長

応募者数顕彰者数
(編集委員長)

第25回(1978) 前川 陽一 21 11 

第26厄I(1979) 前川 陽一 22 16 

第27回(1980) 三輪泰司 20 11 

第28回(1981) 三輪泰司 18 11 

第29回(1982) 横山 誠一 16 11 

第30回(1983) 横山 誠一 22 12 

第31回(1984) 井上 混 26 13 

第32回(1985) 井上 渓 32 16 

第33回(1986) 井上 混 26 14 

第34回(1987) 長谷部朔郎 18 13 

第35回(1988) 長谷部朔郎 29 14 

第36回(1989) 長谷部lf~j郎 23 14 

第37恒I(1990) ?持者l'宏至朗 23 13 

第38巨I(1991) 精神宏至朗 24 16 

第39回(1992) 精神宏至朗 29 15 

第40回(1993) 荒井 清 33 19 

第41回(1994) 荒井 消 29 16 

第42回(1995) 荒井 清 39 25 

第43回(1996) 輿謝野 久 38 26 

を設けることであった。

この座談会において、デザインの基本教育について 「自分

の考えを自在に表現できるJ対府の習得が肝要jとの意見があ

り、これを受けて全国の工業高校建築科生徒の設計J支術の向

上と奨励のため、昭和30年度において規定を整備し、第 l

回の工高生デザイ ンコンクールの掛 値以後、 今日まで毎年継

続中である。

回及び開催年 設計課題 応募校数 応募点数 審査委員長

第l回 (1955) これからの住宅 30 119 森凹慶一

第2回(1956) 観光案内所 21 94 足立 孝

第3回(1957) 学校図書館 25 69 鳥国 家弘

第4回(1958) 公園内に建つ公衆休憩所 26 87 岡橋作太郎

第5回(1959) 駅前に建つポリスボックス 24 89 佐野正一

第6回(1960) ガソリ ンスタンド 26 94 伊藤貞苑

第7巨I(1961) 都市の公園に建つ野外音楽堂 19 51 西嶋徳太郎

第8回(1962) 湖畔に建つ学生のためのボー トハウス 24 94 清水和側

第9巨I(1963) 有料道路のゲート 24 97 森 )，じS可，、一一ー

第10巨I(1964) 市民のためのスポーツハウス 29 108 渡辺 道声11

第11回(1965) 明日の住宅 29 147 海上静ー

第12回(1966) 博覧会場に建つゲー ト 19 106 西沢 文隆

第13JEI(1967) 博覧会場に建つ公衆休憩所 25 123 彦谷 邦一

第14回(1968) 日本万国博覧会モノ レール・ ステーショ ン 10 40 増田 友也

第15回(1969) ユースホステル 19 96 浦辺銀太郎
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回及び開催年 設計記RJ.!i'.i 応募校数 応募点数 審査委只長

第16回(1970) セカンドノ、ウス 20 133 上林 防雄

第17回(1971) 住宅団地の集会所 13 66 扇回

第18回 (1972) 庭にひろがり をもっ住宅 21 117 今西 j交m
第19回(1973) 自然公凶の中に建つ休憩所 9 74 徳永正三

第20回(1974) ユニ ットを組み合わせた「プレハプ住宅J 12 94 野々 村五四男

第21回(1975) 団地内に建つ「特定郵便局J 18 162 池田有隣

第22回 (1976) 野外スポーツ施設の「センターハウスJ 18 103 横山誠

第23匝1(1977) ショッピングプラザに建つ「 ドーナツ ショップ」 12 106 吉回 |径一

第24巨1(1978) 公園に建つ「公衆便所」 10 70 向井 正也

第25回(1979) 児童図岱館 18 97 嶋田 JI持次

第26回(1980) 幼稚園 22 100 )11附 がi
第27回(1981) ファミ リーレス トラン 17 116 坂内 幾男

第28回(1982) 公民館 15 94 片倉 健雄

第29回 (1983) 四季を通じて利用でき る 「ピーチハウス」 17 114 将11 u't也

第30回(1984) 街並みを考えた住宅 18 91 小角 亨

第31回(1985) 郷土資料館 16 99 I同口 恭行

第32回 (1986) テニスクラブノ、ウス 34 158 徳liYd昌克

第33回(1987) 学校に|隣接して建つ同窓会館 32 194 太凹 |盗信

第34回(1988) カフ ェテ リアのあるポケットノTーク 18 99 東 孝光

第35回(1989) リゾー ト地に建つ「ペンション」 30 134 狩野忠、正

第36回(1990) タウ ンノ、ウス 18 69 吉村 篤ー

第37JITI(1991) 景勝地に鐙つ「駅」 26 110 中川 洋一

第38回 (1992) 郊外に建つショールーム 23 136 西村{正一郎

第39回(1993) 地域に建つスポーツ施設 20 148 森本正一

第40回 (1994) 駅前広場に建つ市民ギャラ リー 23 158 川遊麟太郎

第41JITI(1995) 公園に隣般して建つ公民館 26 101 ~tiflìかほる

第42回(1996) 工房 29 131 三谷幸司

| 工業高校高専等の優秀卒業生の表彰 | 
1952年度から、 全国の工業高校の優秀卒業生に対し本会

より表彰状を授与した。当初は東海地区、近畿地区、中園地

区、 四園地区および九州方面の学校からの申請で、あったが、

年度 学校数 人数

1973 155 155 

1974 139 139 

1975 131 134 

1976 143 143 

1977 142 144 

1978 136 138 

年度 学校数 人数

1979 150 151 

1980 151 155 

1981 158 162 

1982 159 161 

1983 165 172 

1984 167 173 

近年は、 北は北海道から南は九州方面まで、全国各地域に所在

する工業高校・ 高専から数多くの優秀卒業生の推薦がある。

なお、 1952年度から1972年度までの表彰件数は資料不足

のため確認できなかった。

年度 学校数 人数

1985 178 186 

1986 172 181 

1987 169 175 

1988 177 187 

1989 186 197 

1990 191 284 

年度 学校数 人数

1991 197 202 

1992 209 235 

1993 209 232 

1994 224 252 

1995 233 260 

1996 232 265 
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第4章

関連諸国体と協会

本会は、その定数に「建築関係各部門の連携協力によって

建築に関する物町、技芸、事業の進歩発達を図ると共に建築

を通じ、広く社会に貢献すること」を目的として掲げている

ように、その行う事業は建築の各部門間並びに建築と社会と

の連椀を第ーとしている。そのため、戦後10年、わが国産

業経済が男ザ霊的成長を迎えたとき、近畿建築界のいちだんの

隆盛をめざすとともに、将来大阪における思想的建築センタ

ー設立の第一歩として関連諸国体の協力のもとに近畿建築会

館の建設を企画した。1956年10月10日、関係諸団体と友好

裏にこれを完成させ、 1947年11年に京都に設置されていた

日本建築学会近畿支部がここに事務局を移車長。また、日本建

築材料協会(当時は関西建築材料協会)の事務局も併設され

るなど、当会と関係諸団体との連携は一層その緊密化が図ら

れた。また、建築士法によって新しく生まれた大阪府建築士

会が1957年12月に正式に発足することになると、その事務

近畿註喋会館

諸国体と協会

局もまた近畿建築会館に設置されたのである。ちなみに近畿

建築会館の建築は1926年10月完成の伊藤邸を増築したもの

で、当時、宗建築事務所の所員であった大倉三郎が設討を担

当した。

その後、わが国の産期霊済の高度成長にともない建築界と、

協会はもちろん、各関係団体の発展は目ざましく、 事業の増

大により会館内の事務室は樹溢となり、日本建築材料協会は

1960年8月に西区京町堀へ、また、大阪府建築士会は1959

年5月に北区樋上IIIJへ事務局を移転し、つづいて建築学会

近畿支部も西区の科学オ鮒iセンタービルへ移転し、当協会自

身も1983年12月22日、現在の大阪駅前第 3ビルに移il反した。

しかし、その後も協会とこれら関係諸国体とは緊密な連携

を続け、友好関係を保っている。また、日本建築設計監理協

会関西支部 (日本建築家協会の前身)の事務も、 1953年ご

ろまで、当協会が取り扱っていたようである。

このように本会および関連団体は順調に発展したかのよう

であるが、本会は一時的にもしろ解散に追い込まれるような

事案が持ち上がったことがある。それは、わが国が第二欠世

界大戦に突入し、国を挙げて!被時体制を固めなければならな

かったとき、建築界においても国策に沿って新しい体制を急

いで樹立することとなり、 1942年1月、四会連合協議会が

東京において会合し、わが国建築界の二大団体である建築学

会と本会がまず統合すべきだとの流れが起こり、この問題に

ついて種々検討された。協会内においても、先に設置されて

いた新体制委員会の第 5部会(建築技術団体事項担当)に

おいて前記合併問題について検討が重ねられた結果、本会は

学会と同様建築の技郁諸国体であるが、多年本会主張に基づ

L、て建築の社会問題、建築家の団体としての社会奉仕に重点

を置き、新団体の設立については、その形態を改組させるの

が適当で、あるとの消極的意見に傾きつつあった。

しかしながら、各分野における戦時体制への要請は日を追

って厳しく、 協会・ 学会合併案を両会においてそれぞれ研究

することとなった。

1943年2月13日、第 l回協議会が開催され、以後、 1944

年3月28日まで8回にわたって会合が持たれて協議の結果

が4月に取りまとめられたが、新会名については決定に至
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らず保留のままであった。

新会名については、その後剰余曲折の末、合併問題は一時

テeッドロックに乗り上げたかのようであったが、 1945年 1

月、小林政一学会会長が来阪。片岡会長と懇談が行われた結

果、合併後の会名は 「日本建築学会」 にすることとし、合併

に関する基礎事項については特設される実行委員会によって

再審議することで合意を見る。こうして、英断抗した学会との

合併問題は国策の線に沿って、いよいよ実行問者に入った。

しかし、当時単対司はすでに敗戦の様相が濃く、合併に至る

ことなく 8月15日の終戦を迎えた。

終戦直後の11月、協会は常務会を聞き、 学会との合併問

題は終戦による社会情勢全般の変化から考えて延期されるべ

きと終止符をうち、協会側実行委員会は11月29日;委員長に

通達した。

合併が自らの意思ではなく国策ーのためという大義によって

行われることになったことは忌まわしL吋た争がもたらしたも

ので、過き守去った夢であり、 今日では考えられないことであ

る。

参考:

1956年10月に本会は近畿建築会館に移転しているが、その当H年

の印刷物によれば、①EI本建築協会、 ②日本主主築学会近畿支郎、

①大阪府立主築士会、@日本建築家協会関西支部、 ①|北Jjly建築材料

協会の5団体が同居していた時期がある。

-日本建築学会近畿支部

1956年10月一1963年8月まで。

-大阪府辿築士会

設立準備のころから1959年5月まで。なお1959年ごろまで本会

が士会の事務も取り扱っていたが、その後、 1:会に押任の'1'村

昌作氏が就任した。

-日本建築家協会関西支部

-1962年12J=1まで。なお、日本建築設計欧型協会は1947年4rI

に設立、 1953年ごろまで本会が事務を取り倣っていた。

-日本建築材料協会(関西建築材料協会)

設立準備のころから1960年8月まで同居。

日本建築協会と建築学会との合併問題に関する記録

本会と建築学会との合併問題が起こり、両会で種々協議さ

れた時期からすでに半也記もたち、このことは忘れ去られよ

うとしているが、この問題に関する記録は 「建築と社会」

Vol. 34.1953年12月号の 「創立35年記念史j特集に収録さ

れていた。ここに復刻することとした。

①昭和17t{o1月よ り建築界の新体1[;11問題につき東京に於

て凹会連合協議会(学会、協会、土会、建設業協会〉

が開催され、 それに関迎して第:Ii削換にて同会合tJI問

題起る司、協会1)3にも同線新体lIiU委員特設し第b部会分

科に於て;新体iliUに闘し検討を重ねた結果協会は学会と

同様、建築技術者の団体であるが多年本会主張に基い

て連築の社会問題、建築家の団体と しての社会奉仕に

重点を置き、羽田l休の形態合改組し;どを利用するのが

最も使宜であるとの%i町見に達した。

①昭和17Gjo6月22R，東京、岡本工業倶楽部にて 「建築

協会対学会の将来を言語る会」を開催。

学会似11 内庁長多('1'、北沢五郎、佐野利探、中沢誠一郎

小林政一、-EJI政滋、問辺泰。

協会側、片岡安、 :)1ニ上新二、中i1!-i六郎

l世話 I系佐藤弓~

ut際何等かの刀法にて合同する岐に進むべきことと意

見一致を見た。

①Hg和17年9月2日、大阪倶楽部にて東京より小林政一

伊肱滋[iliI氏協会似l肘岡安氏:列13名li¥Jrf，

合。i問題の援に付協議すの

合例に関する折倒委員

t学会(l!Il) 凶 )&!'4~ 、 武町英一、 浜田除、 1~~ )i二前足、

吉岡安三自1¥。

(協会側) 谷民自説、竹似健治.泌沢民I弓、阪中一良

イ51久保敬三

(~顎迎合協議』歪員会M\ 11\!民政安員)

f)l)!M滋 、 :) \上'!Ji二、小林政一、 rl:'沢fllJ~一

郎、r¥'i1!j/d!l¥

合側r:n題に関する間会協~M隆治大捜

①H日和18年2)]13 円 、 11~jji~、大東!IF会館!に於て第一 同協

1賀会がD1Jnllされ、 同19年3月28R;当日iJ後八l叫に百って

新大阪;1ミテノレ、 Hiドm策協会、九/1付会向.尚一でOilfWさ
j した。

協前内 f容

(協会0111，0凡) 'tUì~ nllli\JUUI句研究裂~H~、会 Î'J 円 '，1..:沼~~.;

界主張、関東支部設置要求(関西と同絡〕。本部H.支部よ

り維持する案。当I業は会費主義。一方向もPW散考慮。支部

基金、寄m単独行為主iJRo全国支部設置主主望。子止を入れ
る事反対。-::;.が絶対なれば進行不可。会名第三猿円本;述

築妓術会i!l，然。 会名回答なくばrl'Jl:主張。役員選挙、評

議会員制度。地方無視とならざること主政、大阪 ・京者f，

・ 兵庫の ~Il き独立性;(;，る地区の迎営につき希望。会名、

所管、:oi団体の結成の順序、方法の二項をー摂して斡旋
委員に於て善処されん事を希望。

(学会創11意見) 資illi--応本部集中主義但 し関西特別

級諒承。所管文部省主娘。一方的解散希望。会員学会主

強。 関東支部設立努力。無任所理事設置案。止)T業は会費

に重きを置かず寄mによる案。学会定歎をWi団体機備に
改め#.1協会の商目を保ち1昇る1議声明其他方法を総ずる故

一方的解散を望要。本部重点主義、 学を入れる事不可な

らl艮郷め問答。役員選議給1会主義。

(申合司T明) 主務宵庁文部省叉は技術院。建築会館

処置問!垣論議。双方よ り定款J包玲.案提Uiすること。会賞

級研究のこと。資降、本部支部関係、:i::務省は学'会並，*，

沢氏制査研究すること。定事k主主調lfd索中目的及引業〈民間決

定。会名は会長一任とす。会員、役員決定。会長、高1)会
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協と体団
事
由

fミは正会員1'1'より投裂すること其他。同会より本部及悶
JI.r及凶凶支日1¥の阪地と財政計百iiを文集の斡旋委員に提出

しr，fl委凸にて適当JIY:WIること。

(協抗したるうち決定車項)

(会名){;?，:11 (会dVÆ民年初18円、 賛助~:2干綜130円 、 F住

f'l.t，jo矧 9[110 (名滋負)"iEれにして総会のIlE関に{大り名
後員なJがすることとする。 (役員)足ll<Ir10包の|勾8名t主
役 (~2 名は無任所。(支部)九支部を予i問、支部会計は

4'切1J ~~~' r とす。 JtfllJ- ;ij\ワ'.~\J修正。

(以上 81þlにて一応凶~~n切、以後t;!j簡を以て両会委

nVIifi:'1答;..Jd:t.!照会を発することを約U解散す。)

①H日中1119.¥.1'-1)J 同会協部委員及的旋ヲ芸員IllII~のもとに

「同会合併に関する基舵要綱Jを決定。

~Iij会 f，-(JI に|対すと， 1&般事要綱。

主旨

皇国の宜大時局に際し~ll築j支 í~四i国の突を挙ぐるため

同会は合。|し真に現下の受精にHIl応し得る新団休を結
成すべきものと認む。

新府H-l、のf: llf1l~

別高I~ r定款攻綱Jに依る。
tJi問休の財政

別出J~ r予'J'n尉伺|に依る内
初i閉イヰの所管1'n1'
新刊lイ4の ~Il き問休は技術院の所慌たるべきセJ:_1J1iU!と認

めらるるな以て将来7布q，H:致来のWiはJtN'i慨を講ずべ
きもを当りは切ilヲl休f~i日記の結果肉ら決定せらるべきも

のと~む。

新内j休結成のjI慎序、方法

;Ui下n外紡日記のIll:Ur、刀法は両会合。|の納1111にftllし同会
が共に解散し同時にyJil'::n休を結成すべきものなるも法
r1t上の手続に問し最も符易なる刀法としてーカがII}f散
しープ'J1.J~i，，'Xf: ll して tJi同休を結成するの 11-.むを得ざるも

のとす、但しtltの場合には同会に於て内外に女、Iし其の
f:Jj]!却を訂:し、両会合併の柄拘11をl児かにすべく:lRi寄の処

罰を探るものとす。

YJi同休の設rr~.際に於ける建築学会主員及円木建築協会

民主主地方会員の]則及っ

羽i同休の班員はiIZ定款に依り更めて訟19iiせらるべきも

のたるf折、 tli['l]休設立の除、に lj~ては建築・7会正会員及

1'1木建築協会会民放にi也力会員は之れをl[員として;慰

むるものとす。

同会の資産処分

両会の資沌は全部官i閉休に移設するものとす。

但し日本建築協会の特殊事~~訟に就てはJ-Utl貿の特殊な

るに録み所有備はYJil週休に絡すも日週間支部浮;金として

其管理乃至宝五営は同支部に委任すべきものと認む。

①問京119if7月27A 給旋要員より会名決定資料を添え

白紙委任方申来るの

同195f8月4日 協会侭1)委員約放員寮に関し協訴延期

(不賛成)することに決定。

同19>ド8月12円 斡旋委員列財局の定る迄協高官保詔プJ

i吊述。

問19~1'- 9 月 6R {t;:野利保氏よりH・同会長列同会長と
会見Ht.imあり。
同19年10月7日 間会協議すること涌述。

①向20:fJ:1月16日 正午北浜つるやにて、小林学会長四

下、片問会長と会見怒談、"1'間的旋妥員、大病l宵記長
~1j11l; (内容)円木建築学会とすること。合flI刀法は法

律上手続に悶し尤も容易なる刀法を執ること。f.l~;(:t片1合

rkrr夜明lJUT.要綱は別に特設する:友行安員lに於てi'i得議:を
OITねること、等々。

昭和20年2月3日 総統委員知公文発辺、同会長会見

内容にiitてi佐行するも協会側より今伐のilt行刀法につを
希~flßH ~ïjす。

同会合。|問題につき同会より災行安員二名を挙ぐの

(学会側) 伊磁滋、 ff~JJnの般の

(協会O!l)) 刑囚六日1¥、阪中一良。

I!{怖120年常初会に於て

建築:千-会との合mはl臨時"1"、岡会実行委員にて進捗を
言|りつつあったが、終戦後に於ける社会状労tは万般にn
り，r;:しきまEイ|二を来たし肘り従来研究されたるのは仮本的
にi'J検討を裂するものと認めらる、車tては同会の合イ)1の
|援は当分延期することが妥当な り との~ß:見に到j:îi したる

を以て失行委員よりutの旨205['.11月29円Ptlにて{ι野委員
長宛文窃を以って涌牒を発すっ

建築倶楽部(建築クラブ)

協会事務所が大同ビルにある時代、会員相互の会合に物足

りなさを感じていたので有志が相計り、倶楽部設置の議題賑

やかとなった。記録が判然としないが、昭和 7年暮れ某日、

有志約90人が美津浪7階の食堂に会し、「建築倶楽部j設置

{回並を申し合わせ、役員会に伝達された。時の副会長池田買

は、片岡会長湖2玖k中なりしも主記.常務鳥ヲ

命じて朝日ビlルレ小早川支配人と交渉の結果、朝日ビル4階

に事務所を移転することとし、同時に倶楽部室を開設した。

開設当初は会員組織とし会費を徴して別途会言十としたが、

設備その他経済的に困り、 翌年故人となった設楽貞雄、そし

て須賀藤五郎が奔走して寄付金を集め、その年にはスペース

を拡張し、事務室を別に移して小さいながらもJ'Iーも設け、

ダンスの講習会を行うやら、 一応、形が整った。

夏の天神祭には家族も冷房の中で参観し、冬は暖房と屋上

のスケートなどで賑わい、随分利用された。

一面、業界の新聞記者なども毎日のごとく入り浸り、なか

には芳しからぬデモ記者や協会の品位を云々されるようなご

ともあるなど苦悩も多かった。が、結局経済的に行き詰まり、
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建築クラブ役員

年度 代表 連 e'B、ニ、~{ 委 員

1972- 塚本獄次 今村 騰、小川 正、 尾[色清四郎

1975 海上 飾一、小西 制11、小林 がi
小林四郎、小林 得志、 田中 弘

畠中 繁、平田作太郎、星 !資文

1976- 塚本猛次 浅海正雄、姉川 正男、小山 年光

1980 梶山 宗夫、 加納 秀縦、小泉 笠

佐々木森一、杉村正三郎、 1111回 四郎
高級保夫、 回1=1=1 政二、堤 兼雄

中川 膝一、中村正一、締本晃芳

浜口幹三郎、原田 重f言、(半 一郎
久田良吉、 福永 紫、村石秋吉

松村志津男、八十山健二、吉岡i原治郎

渡辺 古，也、

1981- 塚本猛次 血li川 正男、 伊藤俊夫、大墨 正

1985 大武Hfi三郎、大槻 国秋、梶山 宗夫

木原 正雄、木村 俊彦、小菅滋夫

志賀 修一、白石悌二、羽場 健一

冨岡 久男、浜口幹三郎、原岡 重信

林 ng)¥郎、 平城 WJ、福田朝生

綱11野松雄、松村7剖I!男、 三木敏男

村上 秀夫、森 湾、吉田 !iヨ

1986- 塚本獄次 伊藤 俊夫、多)1二幸男、大武照三郎

1988 木村俊彦、熊滞 六朗、佐倉光夫

庖j協 昭司、 問中 IIi'l一、羽場 俊一

前回 善介、総間見一郎、三浦二三男

道匠l泰治郎、LlI岸雄次郎、山口 安男

1989- 塚本獄次 板井 亨介、大墨 正、大辻良喜夫

1994 (1989-) 金井弘次、 :lft'li. 賢司、木村俊彦

向後 J.E男、佐倉 光夫、 里村年人

f判十 敏郎、白石 約二、新聞 信之

佐野正一 田中 昇、辻野 IIi'l夫、得田 芳宏

(1992ー) 西川 秀信、本間暢志郎、 前回 普介

牧田 顕治、 松岡晃一郎、 松村 俊三

三浦二三男、三木敏男、三村 康

村上 秀夫、八木 重主主、山崎博之

山地 英雄、 吉!羽 賢、手11田克朗

1995- 佐野正一 今井忠臣、江原 占明、金田 宏

1998 気谷 英博、 桑原 十行進、深井敏郎

新1m 信之、鈴木作夫、 |壬l村 真二

得田 芳宏、 橋本 武彦、 樋口 重敏

福島 他、福I~r~ 孝之、 福原栄一

福岡喜久雄、本郷 聡、三村 日E

村西 哲郎

協会に合併、 暫H告漏小、戦争と同時に自伶消滅することとな

った。

現在の曜築クラブ」は、本会とは別従峨となっているが、

当会の役員、委-員、会員の有志、が柱|寄り、戦前の 問主築倶楽

部J復活をめざして取り敢えずホテルを利用して朝食会を行

うこととし、 1972年 6月13日、新大阪ホテルにおいて設立
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の会を開催し、現在に至ったもので、ある。

陳列場

1917年、本会事務所が不動ビルにあったころ、建材業者

からいろいろの建材サンプルを持ち込まれるようになり、戸

棚の一部に陳列したのが陳列場の始まりである。

その後、事務所移転のつど材料を寄せられたが、 1932年

初旧ピ‘ルに移ってからもクラブ室の書棚にいつかしら雑然と

して持ち込まれるとpう状態であった。l時の副会長池田賓が

クラブの一隅に陳列棚設置を計画。片岡会長 倣米旅行中)

帰朝を待ち、役員会に諮り、片岡会長からの本格的に開設せ

よとの指示に、 1933年9月、 北浜野田屋に材料業者を招い

て本協会の企画を発表し、多数賛成を得た。予定の小間数に

達したので朝日ビル 4階クラブ室の隣に約80小聞を設備、

1935年さらに廊下も取り入れ、南側一室を借入。約40小間

場設。大小130の陳列小間及び小さな棚を設けて建材陳列場

とした。

司 11寺は東京の陳列場とともに、本邦有数の陳列場と して内

地はもちろん、朝鮮、満州、上海辺りからも視察に来るなど、

世に益するところが多かった。

第二次大戦で笠甥を受けるに至り利用度も減じ、一面、ビ

ル内の防空体制等の関係もあり、1943年には開設。展示物

には参考となる資料が多かったのでった部分、西野田、都島工

業学校等に寄贈した。

.1933年12月一1935年

幹事長/徳政金吾、専問王/石田信夫、岡部顕則、坂口芳三

郎、須川廉太郎、中西六郎、伊東宗太郎、 渡部圭吾

.1936年徳、政金吾逝去、幹事長/岡割程朗iJとなる

.1937年幹事長/今林彦太郎

.1939年幹事長/中西六郎、幹事/伊東宗太郎、 小川陽

己、黒田茂、 小中本清、池田宮彦

一→1寺局と建築材料展示会開催

. 1940年幹事長/池田宮彦、幹事/小林清、滝邦一、亀

井幸次郎、 北垣熊之介、 桐材浦雅、 鈴木金太郎、保闇源ミ 、

松久保持丸三、矢田鉄蔵

一一満州、中撃事情研究会開催、製造工場見学、材料知識

普及講座開設、同業者座談会

. 1941年 防空壕展覧会、資材統制、新興材料座談会並び

に展示会

. 1942年幹事長/松久保敬三、幹事/野中駒市、道田泰

治郎、楠沖尉敵、伊東宗太郎、大下順三郎、 杉11 弘美、中西

六郎、西内藤生、吉田呉助、矢田鉄蔵、厳中一良



. 1943年井上新二内務省建築課長、玉置/愛知、堀井/

大阪、松井/京都、 山内/兵庫各課長と協会役員、並びに

出品者、空襲必然、防火改修、偽装防弾、材料問題を検討0

・同年11月 事変後の情勢に鑑み南側陳列場開設。事務所

とした。

. 1944年7月 非常体制に備えるため、陳列場全廃を決議。

ビル側と協議の結果、ボックス解体閉鎖。この間、菊倍判

の綜合型録並建築材料集成(綴込み式)を発行したほか、

出品者2日会を設け、協会側と接触、向上発展に努力、

出品者の親睦のため見学懇親会を催し、各地工業学校と連

絡、見学実習に資した。

調査研究業務の受託

年度 ぞl 称 委 託 者

1984 大阪市の人口動r-&及び住宅需 大阪市、大阪市住宅サ

給モデル調査 ーピス公社

1985 中間所得者層の賃貸住宅需給 大阪市住宅サービス公

に関する調査 社

1986 「ハウジング-デザイン賞」基礎 大阪市

調査

1987 大阪府営貝塚半団住宅再生計 大阪府

画策定

賃貸住宅供給の新動向と公団 住宅・都市整備公団関

賃貸セクターの役割に関する研 西支社

究

1988 需要者参加型住宅供給の基礎 大阪府住宅供給公社

調査研究

1989 府営住宅の管理における居住 制大阪府住宅管理セン

者参加に関する研究 ター

市営住宅の居住性に関する調 大阪市住宅整備公社

査

1990 公社住宅住まL、方調査研究 大阪府住宅供給公社

1991 公共賃貸住宅における公社賃貸住 大阪府住宅供給公社

宅の位置づけに関する研究

今後の住宅政策推進のための 大阪市住宅整備公租

基礎的研究

1992 公社集合分殺住宅住まL、方議 大阪府住宅供給公社

査研究

高層住宅の言↑画に関する調査 (船竹中工務脂

研究

国際文化公園者11$住宅・住環 大阪府、国際文化公図

境形成計画調査 都市建設協議会、住宅・

都市整備公団

今後の都市居住ニーズの動向 大阪市住宅整備公社

に関する調査(2)
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年度 名 称 委 託 者

1993 公社賃貸住宅における住環境 大阪府住宅供給公社

創価基準の設定に関する研究

建替計画策定に係る従前居住 制住宅管理!協会|刻j1!j支

者の動向調査(その1) 部1

建替計画策定に係る従前居住 ffi;j)住宅管理協会関西支

者のillIJ向調査(その2) 部i

建替実施計画に係る建替前後 慣例主宅管泊!協会関西支

の計画諮元等の獲浬 部

高層集合住宅の供給手法に関 側竹中工務庖

する調杏研究

大規模被合開発の機能被合の 側竹中工務自

研究

公社集合分譲住宅住まい方調 大阪府住宅供給公社

査研究

共同住宅地区の類型化と変容 側)大阪府住宅管思セン

予測11の研究 ター

住宅供給シスァムに関する調査 大阪市住宅整備公社

1994 関西建築・都市センター構想検 大阪府

討調査

木造賃貸住宅居住者の住み替 制大阪府まちづくり推進

え意向調査に係る委員会運営 機構

大規模複合開発の機能被合に 側竹中工務庖

関する研究

被合型供給手法の住宅~M)iiJ ・ 側竹中工務庖

利用実態の調査研究

都心居住に対応した公団再開 住宅・都市繋備公団

発事業の展開方策に|刻する調

査(その1)

建替計画策定に係る従前居住 (JB)f主宅管迎協会関西支
者の動向調査(その3) 部

1995 被合型供給手法の住宅事例 (総竹中工務底

利用実態の調査研究(その2)

今後の公共賃貸住宅の管理ンステ 伊相大阪府住宅管理セン

ムのあり方に関する検討調査 ター

1996 複合型住宅供給の施設'&'件 ・ (鉛竹中工務庖

サービス要件調査

大阪ガスNEXT21における都市 大阪ガス(側

型集合住宅に関する居住実験

調査

戦前長屋等建替モデル提案募 大阪市

集業務

1997 公営住宅における高齢者の共 側)大阪府住宅管理セン

生型居住方式に関する研究 ター

ネットワーク型ライフスタイルにl刻 時刻竹中工務!占技術研究

する調査研究 所

大阪ガスNEXT21における都市 大阪ガス(掬

型集合住宅に関する居住実験

調査(2)
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事務所 ・事務局の変遷

本会の創立時の動き

関西建築家の有志は、 1917年の 2月以来、春夢閑眠から

ようやく醒めてそれぞれ期するところがあった。集まれば斯

界の前途を語ることが多く、このため片岡、波江両氏の名に

よって一片の撒文を52名の有志に送った。期せずして北区

魚、岩楼に集まった建築学会正会員の関西在住者39名は、要

するに関西の建築家は団結して相互の意思疎通を諮りながら

建築界の向上発展を期さねばならないということで意見が一

致して、 5名の委員を選び、協会の創立案づくりを委嘱す

ることになった。

設置 ・移11豆'f:.rJ日 所在地 建物名

1917年3J-I30 1二| 東区今橋l丁目11番地 片岡事務所内

備 考

冒頭の沿革にも記載のとおり、 協会の創

立は片岡事務所において出発したと氾さ

れている。

1920年4月11:1 丙|五尽IIIT繍上通1丁目5番地 不動i狩金銀行ビルディング3階 (会誌、 1920年5丹号会報)

1921年 9}c1151J 北区絹笠IIIT9 大江 ビルヂング37号室 (会誌、1921年9円号会報、 10丹号に写真)

1924年2月11:1 北区堂島浜通1丁目1番地 堂島ビルデイング (会誌、 1923年9月号会報)

1926年9月151:1 北区中之島2丁目25番地 江商ビルデイング51>皆514号室 (会誌、 1926年10月号会報)

192N-9月1[1 西区上佐期通1丁目l番地 大同生命ビル7階20号室 (会誌、 1927年10月号会報)

1932年 5}cl 7日 北区中之島3丁目3番地 朝日ビル4階事務室 (会誌、 1932年6月号会報)

1946年12月24日 " " 6階のl室

1948年12月19日 北区天利晴 大|坂建設会館内に分室を投凶 (会誌、 1949年 1F1号会報)

1956年10月10日 *区北浜3丁目37番地 近畿建築会館内 (会誌、 1956年10月号会報)

1983年12}-1221二l 北区総田l丁目l番3-2100 大阪駅前第3ビル211渚 (会誌、 1983年12月号会報)

支部事務所の所在地

支部名 jifr 在 J也 所属区域 TELおよびFAX

京都 支 部 干604-0944 京都府、 滋11'県の区域 TEL 075-211-2857 
);(" jt;11 rll '1' };( 1茎-1111小路通将11馬場東入桶IIIJ641京都建設会館別館内 FAX 075-255・6077

中 国支部 干730-0042 鳥取県、向根県、 岡山県、広 TEL 082-244-2111 
広山rI1'1'区国泰寺町1-8-4側 円興内 島県および山口県の区域 FAX 082-244-2193 

東海 支 部 干460-0008 愛知県、 三重県、岐阜県、静 TEし052-261-1451
名古Jii市'1'12<:栄11114-3-26愛知1建築士会内 岡県の区域 FAX 052-261-0251 

和歌山支部 干640-8045 和歌山県の区械 TEL 0734-23-2562 
和歌山市卜半IIIT38建築士会館内 F~~ 0734-33-2772 

事務局職員名簿

年度 月法 員 名 簿

1917 山本辰次郎

1918 小谷信政 阿部顕WI(I属託)

1919 江村郊郎(編集) 越山 連(会計)(1属託) 武汲・ 泰 山崎万J、千夫

1921 江本l 郊'U日 西谷 節 山崎万寿夫 r-mll ffr佐 武波 泰(会計l級託)

1922 江村知事1¥ 西谷 節 大谷政1哉 三谷良造 山崎万寿夫 山田静吾

1923 江村 交$iUi¥ 西谷 節 布引11伊佐 山田静吾 伊藤二世子 田村春松(1属託) 大和l栄術
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1924 江村 郊'01¥ 西谷 節 げり11 伊佐 大尉l栄術 伊藤二世子 111村 表紙 (I~託) 出t取 ド幼
WJFFIU次郎

1925 ?工卒、j 企:1¥1011 薦問夏次UlI 西谷 節 鷹取 11易 大羽| 栄i街 川村春-l'i¥ 山11 スエ

1926 江村 郊郁 j時四夏次ftll 西谷 節 鷹取 11易 大和 栄f桁 iJ.ln スエ
1927 i筒回以次郎 西谷 節 勝取 防 大和 栄術 山口 スエ

1928 !l!l聞耳次郎 西谷 節 鷹取 |場 大和1栄術 川崎虎之助 山口 スエ I'IJJ谷 まさ 深IIIT 俊f

1929 西谷 節 三宅保91 鷹取 防 高 精 211 大和|栄術 IJ.I口 スエ 高幹ま さ 深IIIJ 俊子

1930 i1Ii谷 節 三宅保93 自草取 F劫 I:'~ ;ji奇 ム311ZJZ 深町 俊子 上屋ふみ 家品Ii 文牧 曽J主 1m

1931 西谷 節 三宅 i陳列 鷹取 F易 大J利l栄衛 上屋ふみ 家品Ii 文枝 竹孜 IJ音 南凹 在13

1932 西谷 由有 三宅 保明 鷹取 11易 大手u栄術 家事Ii 文校 悦:JJi; f圭音 I精川 的

1933 西谷 節 三宅 保リj 出t取 1Il，¥ 大和|栄術 家品Ii 文枝 I~~I :J王 位背 嗣1:11 花G

1934 西谷 節 三保 深男 大和l栄術 仲間J 鶴 戸川 ヲム 占凹 I11'子 小坂常男 山北 {米刈i
長沢発太郎 栗本 利代 平本花子

1935 西谷 節 大羽l栄術 南田 鶴 戸川 ヲl、 吉田 仲子 小板常男 Lil北保郎 長沢発太郎

架本 利代 平本 花f 他国志津子 )1・上 常 中村サワ子 k.l 喜美

1936 西谷 節 大手u栄術 戸川 ヲl、 占!日伸子 小板 'tic)児 iJ.I ~t 保郎 長沢発太郎 架本手11代
平本花子 柏l王l志111子 井上 F首 rl'村サワ子 j十七 主喜美

1937 西谷 節 大ffl栄i桁 戸川 。ム 小板常男 山北保郎 長沢発太郎 栄本利代 平本イEf

植田志1'I!子 井上 百t 近藤寿賀子 渡辺繁子 大西 拡子 小田みゆき 山本 房江

1938 西谷 節 大和 栄術 戸川 弘 小板常男 槌凹志津子 大西拡子 小l日みゆき 山本 J万般
山内 潔水 小野まさを 1~1 i:工ミネコ 渡部文子 西村1'l:代恋

1939 大和| 栄術(古記長) 戸川 弘(編集) 小板常男 制問志津子 山内潔水 小野まさ を 石111 純美
林 カク子 小川 好江 石原房子 三山マスエ

1940 大和l栄術(古記長) 戸川 ヲl、 近藤ぷi~f 小板常児 石川 雅美 山内 淑水 日l畑辰五郎
氏田 l将校 藤井和二 立l島悦子 ，f;i¥illI久子 ~"r g↑1 香 ヴifli比奈子

1941 大平1I 栄術(;1}記長) 戸川 弘 近IU転手賀子 石間雅美 山内 潔水 片木宇佐91 113畑辰五郎
氏田 i"予岐 藤井 和二 十il浦久子 竹内美代子 網j斗敏絞 盟問種子 名古J;J 貞子 111 if~ 怒

1942 大和 栄1街(:!?記長) 戸川 うl、 近I1長ぷi'!.l-{- 松井 )'ill非 刈林 !!(!芳 小野 lト火 ':yl倉
JJ1lil，長 奥 弘綱 J必'点九一 阿部i 香 永田チヨ子 杉本セン 回 スミ エ 偏島 貞子

1943 大和 栄術(;!f記長) 近藤(.~~ tT子 戸川 づム 板井 泰一 旺1'1' 1，'i子 福地 f111ι *本 柳谷久栄

1944 大和 栄衛(iq記長) 近J燦二F賀子 戸川 'Jl、 柳谷久栄 山下

1945 大手[1 栄術(iD記長) 近!依存1'-7子 戸川 ~J.，、 相11谷久栄 11持m 貞子
1947 大平[1 栄i桁(書記長) 戸川 J

山

'L、 西川 縦一 祖川 重文 新113 1Ji:夫 徳光 -WII谷久栄 )LIJG 

1948 大和l栄衛(合記長) 戸川 ヲム 新田 英夫 祖川 重文 相1I谷久栄 石本 ~-'ì- 高原 黒木

東出 1ifi光 福永 謀ー

1949 大和| 栄衛(常務理事) 戸川 ヲム 新l也 英夫 福永 喜一 石本 隙 下河原 川口美代子

岡野 幸子 森本 m川 重文 東山 11'(光 龍谷 ( I~~， II寺) 中村千忠子 板井

1950 大和 栄術(常務理事) 戸川 弘(庶務係長) 新田 英夫(会計係長) i中田 誠一(編集係長) 石本 ~-'ì-
川口美代子 岡野 幸子 東出 消光 中村千恵子 11liEH r色次 児j込育子

1951 大手11 栄1;，百(償務理事) 戸川 ヲム 1'1'111 誠一 安達 ~男 附里子 幸子 山間 11m美 平木 ff子
朝倉純子 西田 [(1次 児島育子 (広告)東出 西田 吉間

1952 大和 栄衛(常務理事) 戸川 弘 山田 III~美 岩下 明正 鹿内武三 (会計)安迷英男 平木 fff
(編集)i中田誠一 ~V-I tr 純子 児J込 ff子 (広告)東出 吉間 (集金)宇都符 安原

1958 手島政男(常務理事事務局長) 〔会言l')'9:11，農 省三 黒田 顕n 笹川シズエ 尚.=r_-.子 宏 松本守fi"
沖田 誠一w記長) 〔庶務)，刊| 悦二 三木ちえ子 篠EEI 11持代 〔会合)LlIFH IIH~美 調官尾 Ì'，f~ f-
大和|栄術(1!IJl託) 〔編集〕松)1'1Ii':l光 池田 トシ (1属託〕東出 消光 占川 晃
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年度 日成 口 名 簿

1961 手島 政男(常務坦!司王・事務局長) 〔会計〕安藤約三 1I!) 11シズエ -ヅi巳， 宏 妹尾 森造 柏村 明

j中田 誠一(古記長) 〔庶務〕吉田悦二 鎌尼淑子 篠田勝代 〔会合〕山田 11m美 三木ちえ子

大利|栄術(1踊託) 〔編集〕松井 1Ii'J光 佐今木千年世

〔嘱託〕黒田顕其 東山消光 吉田 晃 胞内武三 畑 忠治

1964 手島 政男(常務理1'j:~・事務局長) 〔庶務係〕吉田悦二 三木ちえ子 岡田由美子 凶ib奇セキ子 篠田勝代

〔会計係〕安藤 省三 妹尾森造 善金加寿子 福原 直美 向当昌弘

〔事業係〕山田 11ft美 三木ちえ子(兼務) 今西 洋子

〔編集係〕松井昭光 空 宏 佐キ木千年1it

〔嘱託〕黒聞 1m其 *出消彦 吉田 3も !た内武三

1967 福中定三郎(常務泊1'Jj:.事務局長) 〔庶務係〕吉田悦二 岡田由美子 西崎セキ子 小石原千代乃

岩崎甚太肉I(参与) 〔会計係〕安藤省三 斎j/，長直美 板東三喜子

〔事業係)111回 11ft美 三木ちえ子 北川 敏子 稲本健也

〔編集係〕松井 H白光 東出輝彦 佐今木千年世

(1蕗託〕黒田顕n -*出 消彦 吉田 晃 胞内武三

1969 福中定三郎(常務理'ド・事務局長) 〔庶務課〕吉田悦二 岡田由美子 佐々木京子 杉谷 利子 小石原千代乃

行崎陸太郎(参与) 〔会計課〕佐藤 ti 西崎セキ子 板東三喜子

〔事業課〕山田 IIfLXi 三木ちえ子 宇藤光子 波辺見英

〔編集諜〕松井昭光 竹派、 通徳 佐 木々千年tI!

(1属託〕黒凹 l'm其 -*出汗i彦 吉田 晃 胞内武三

1971 福中定三郎(常務JlI1Irc.事務局長) 〔庶務言~)吉岡悦二 上回セキ子 渡辺 美和 小石原千代乃

ぞ;'Ih有jll太郎(参与) 〔会計諜〕佐藤 ?:i 杉谷 利子 板東三喜子

〔事業記~)rLi回 11ft美 三木ちえ子 芥川美智子 '1"' '1正 月三

〔編集a.!!)松升 1I!i光 吉崎裕子 字j熊光子 佐 木々千年I!!

(1属託〕熊回路U'J 東山消彦 吉田 晃 )兎内武三

1973 福中定三郎(常務Im'rc .事務局長) 〔庶務諜〕吉田悦二 上回セキ子 以倉久美子 佐今木千年世 小石原千代乃

〔会計課〕板東三喜子 江口美智子

〔事業課〕三木ち え子 ナド川美智子 中平昌三

〔編集諜〕松井 1Ii'J光 占的裕子 朽木克己 初村 繁人

〔嘱託〕崇旺l顕其 東山 消彦 吉田 晃 脱内武三

1976 福中定三郎(常務理・rc.事務局長) 〔総務課〕吉凹悦二 1:.任|セキ子 佐今木千年世 杉谷利子 福本泰子

古l子| 悦二('Jト務局次長) 板東三忠子 小石原千代乃

松井 IIjl光 (J J~務局次長) 〔事業課〕三本ちえ 子 芥川美智子 宮竹正次

〔編集諜〕松;nIIjj光 古崎裕子 伊藤和|犬 長)1'1，政l列

(1属託〕東出 n~lì孝 媒|壬l顕真 鹿内武三

1978 福中定三郎(参与) 〔総務課〕吉田悦二 上回セキ子 佐キ木千年|世 杉谷 利子 福本泰子

吉田悦二(事務局長) 板東三点子 小石原千代乃

f~弁 H白光(事務局次長) 〔事業課〕三木ちえてI乙 芥川美智子 宮竹正次

〔編集諜〕花¥:11二 1Ii'J光 吉崎裕子 伊藤 手fI夫 大制逸夫

(1嘱託〕束/1'， n守彦 ~l;1 m 顕真 鹿内武三

1980 福中定三郎(参与) 〔総務課〕吉田悦二 l二回セキ子 杉谷和|子 板東三!必子 石川百合子

古凹 悦二(事務局長) 〔事業記長〕三木ちえf ;出竹正次

松井 1113光(・i寸先局次長) 〔編集諜〕松)1' 1113光 古崎裕子 池田成男 大}~iJ 正樹

(1麟託〕東出 m彦 県|王l 顕!~ 鹿内武三

1982 編'1'定三郎(参与) 〔総務課〕吉区! 悦二 l二回セキ子 杉谷桐l寸乙 板東三喜子

吉田悦二(事務局長) 〔事業課〕三木ちえ子 宮竹正次

松井 1I!i光(事務局次長) 〔編集諜〕総井 II(J光 吉崎裕子 池田成91 大山正樹

(1媛託〕東/1'， rl~ì孝 主民間 顕真 栗谷 茂

1984 吉田悦二(事務局長) 〔総務諜〕古凹悦二 上回セキ子 杉谷利子 板-*三喜子

松井 H白光(事務局次長) 〔事業諜〕三木ちえ子 '~~竹正次

〔編集諜〕松井 lIiJ光 吉崎裕子 森ノ木徳、信 大};.J 正樹

(1嘱託〕東山 汗lJ事 県日l顕真 粟谷茂
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年度 職 員 名 i'!!t 

1986 吉田悦二(事務局長) 〔総務課〕吉田悦二 上回セキ子 杉谷 利子 青野 明子

松井 fli':l光(事務局次長) 〔事業課〕宮竹正次 森本 勉

〔編集諜〕松井昭光 吉崎絡子 大島 正樹 森ノ木徳信

(1嘱託〕東出 消彦 黒田 顕真 架谷 茂

1988 松田 至弘(専務理事) 〔総務課〕上回セキ子 杉谷 利子 青野明子

吉田悦二(常務理事 -事務局長) 〔事業課〕森ノ木徳信 森本 勉

松井昭光(事務局次長) 〔編集諜〕吉崎裕子 宮竹正次 大島正樹

(1嘱託〕東出 清彦 黒田 顕真 栗谷 茂 増田栄一郎

1989 松田 至弘(専務理事) 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷 利子

吉田悦二(常務理事 ・事務局長) 〔事業諜〕森ノ木使、信 森本 勉

〔編集諜〕大島 正樹 梅田栄一郎 宮竹 正次 吉崎 裕子

(1属託〕東出 清彦 黒田 顕莫 〔ゴルフ〕三木ちえ子

1990 松田 至弘(専務理事 ・事務局長) 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷 利子

首藤 一夫(事務局次長) ( ~Jj:業課〕森ノ木徳信 森本 勉

〔編集諜〕大島 正樹 相田栄一郎 宮竹 正次 吉崎 裕子

(1属託〕東出 清彦 黒田 顕真 〔ゴルフ〕三木ちえ子

1991 松田 至弘(専務理事) 〔総務課〕青野 明子 上回セキ子 杉谷 和]子

首藤 一夫(事務局次長) 〔事業課〕森ノ木徳信 森本 勉

〔編集諜〕大島 正樹 増田栄一郎 宮竹正次 吉崎裕子

〔営業等〕東出 清彦 黒回 顕真 三木ちえ子

1992 松田 至弘(専務理事)1992.6.4まで 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷 利子

1992.10.1から 〔事業諜〕森ノ木徳信 森本 勉

野上 洋二(常務理事 ・事務局長) 〔編集諜〕大島 正樹 増田栄一郎 宮竹 正次 吉崎 裕子

首藤 一夫(事務局次長) 〔営業等〕東出 清彦 黒田 顕真 三木ちえ子

1993 野上浮二(常務理事 ・事務局長) 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷 和l子

渡辺 勝(事務局次長) 〔事業課〕森ノ木徳信 森本 勉

〔編集諜〕大島 正樹 地回栄一郎 宮竹正次 吉l崎裕子

〔営業等〕東出 清彦 黒田 顕真 三木ちえ子

1994 野上 淳二(常務理事 -事務局長) 〔総務課〕青野 明子 上回セキ子 杉谷 利子

渡辺 勝(事務局次長) 〔事業諜〕森ノ木徳信 森本 勉

〔編集諜〕大島 正樹 嶋田栄一郎 宮竹正次 吉崎裕子

〔営業等〕東出 清彦 熊凹 顕真 三木ちえ子

1995 野上 浮二(館務理事 ・事務局長) 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷利子

〔事業苦~)宮竹 正次 森ノ:木徳信 (1属託)南 次郎

〔編集課〕大島 正樹 森本 勉 吉崎 裕子 (1属託)増田栄一郎

〔営業等〕東出 清彦 黒田 顕真 黒田 能弘 三木ちえ子

1996 加藤 三郎(常務理事 ・事務局長) 〔総務課〕青野明子 上回セキ子 杉谷 利子

〔事業課〕宮竹正次 森ノ木徳信 (嘱託)南 次郎

〔編集諜〕大島正樹 森本 勉 吉崎 裕子 (1属託)増田栄一郎

〔営業等〕東出 清彦 黒田顕真 黒田能弘 三木ちえ子

1997 加藤 三郎(常務理事 -事務局長) 〔総務謀〕青野 明子 上回セキ子 (杉谷和子) 森本 勉

〔事業謀〕宮竹正次 森ノ木徳、信 (1嘱託)南 次郎

〔編集課〕大島 正樹 (森本 勉) 永山 夏美 吉崎総子

(1嘱託)増田栄一郎

〔営業等〕東出 清彦 黒田 顕真 黒田能弘 三木ちえ子

1998 加藤 三郎(常務理事 ・事務局長) 〔総務課〕青野 明子 上回セキ子 森本 勉

〔事業課〕宮竹 正次 森ノ木徳信 (1嘱託)雨 次郎

〔編集課〕大島 正樹 永山 夏美 吉崎 裕子 (1属託)増田栄一郎

〔営業等〕東出 清彦 黒田 顕真 黒田能弘 三木ちえ子

※一覧には、1998年度までを掲載。 ※残された資料をもとにしているため、記録のない年度は掲げていない。
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第 1章 草創期の人々

人物年表

創立メンバー 1860 1870 1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

片岡 安
70 """ "40 

設楽 貞雄
64 43 

武田五一
72 38 

池田 日E
77 50 

波江悌夫
85 65 

会長

竹腰健造
88 46砂 4・58 81 

尾崎久助
96 581> -・6466

東畑謙三
02 64惨 ‘71 98 

塚本猛次
10 71砂 ‘82 

福田朝生
。17 82.84 

佐野正一
21 841> -・94

副会長

葛野1I:l:一郎
80 44 

横j質 勉
80 60 

松本局象
71 45 

，刀三フ可 兵蔵
64 44 

園部文雄
90 32 

日高 目宇
75 52 

野村 一郎
68 35 ? 

H 

古宇田宮
79 65 

松室重光
73 37 

松井賞太郎
83 62 

安井武雄
84 55 

中津誠一郎
96 86 

坂 静雄
96 89 

今林彦太郎
94 71 

井上新二
94 51 

松本儀八
85 73 

池田宮彦
92 70 

銭高輝之
05 84 

中西 六郎
。。 64 

大林芳郎
:@ 

鴻池藤一
12 94 

伊東五郎
97 60 

竹中鎌一
11 96 

鷲尾健三
07 85 

松村雄:吉
01 72 

横尾義貫
14 ' 

足立 孝
:1!! 93 

砂 ‘は会長If任)911111を示す
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片岡
I子千
--+r (かたおかぞすし)

-目的援

1876 6) 1 '1 11、加賀前川端 l制11野町ffiの次リ;として金沢
に'1:まれる

1897 東京子i'iI ~1大学工科大学造家学科宇一

日本調Hr技師liとなる
1899 大阪支}，Iiill築工すI ' 1 ' 、 11 本生命保険隊式会社副社~

片!i'i'，jl郎品の姉養 fとなる

1903 第三 卜V4銀行以1UIliに転ずる
1905 辰野片|問主l!~距可JI務所開設。 大阪を小心に多くの主II物

の設;f l ' W:i.f!~にたずさわる

1912 人ー阪r1i公会堂指名コンペの一員に選ばれる

1915 12Jl 大|坂辰野/¥-附'IQ抑止の事業概12 をill築錐必
に守f.fi:，1

1916 1 2 円 "ml-~ If~ r1ï之研究， 1'11行

1917 3 n 布I~主主主築技術家に告く をill築雑誌が紹介
3月30口、 |刻1/院建築協会創立。初代理事長となる

大阪市都市改良JI阿調査会委員
1 9 1 8 内務省都市日 I.~jji ，~~it会委員

1918社団法人大阪工業会常務J!Jl'I~ 

1919 2丹、日本生命保険株式会社取締役となる (-1927

年5月)

11丹、片岡松)1佳築事務所をIlH，j盟(-1924年)

1920都di;!-I画大阪地}i委員会委日
7月26日、 *J;r';甘1"1大学より仁学博士号授りされる
E論文名‘都市JI両ノ科学的考然。

9丹、アメリカ外遊

片岡安の足跡をみていくと、なぜ彼はあのようなバイタリ

ティ滋れる行動がとれたのかと思わざるをえない。彼が大学

を終え、 日銀大阪支屈の工事院刈!のため大阪に赴任して居を

構えるようになったとき、彼には二つの幸運に巡り合う機会

があった。

その一つは、彼が片岡家の姉益子となったことであり、 他

の一つは彼が明治38年に建築界の大御所であった辰野金吾

と述名で住築事務所をはじめたことである。

帰初jの一つはプライベー卜なことであったが、片岡家が大

阪財界で築きあげた地位と関連して、決して見過ごすことが

できない、重みをもっていたと言える。片岡家は土佐の山深

L 、高岡~m*山村ーの郷士で、兄の直輝は安政 3 年生まれ、 明

治 6 年東京に出て海軍主計学校に学び、 I~I治 1 9年西郷海軍

大臣に|姐行して臥米を視察し、さらに同21年から24年まで

フランスに滞在している。州同後、|司26年から 3年間大阪

附のJf記口となり、同29年 6J 1、日銀に入って同30作ー大阪

支庖長の地位についた。直背中は気骨のある人物で、当時日銀

総裁に就任した山本達雄が独断咋行することに反発した理事

河上謹一、植村俊平、志立鉄次郎らと述名で8判壬し、のち明

治36iF-大阪瓦斯社長に就任する。

この直輝が日銀大阪支庖長II.¥'代に目を付けたのが片岡安で

あった。白調は弟で、日本生命討11社長の地位にあった直温に男

子がいなかったことから、直ifttのー長女のPc;{1ff.'iの婿に安を推薦

したのである。

直渦は日本生命

の社長を経て衆

議院議t~ となり、

大正13年内務政

務次n、翌14年
商て大|主となり、

II;J 15 1fには大

崎大ciにまでな

った人物である。
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直輝はまた大正6年阪神電鉄の社長になるほか、大阪株

式取引所、 大林組など多くの会社の重役にもなっており、大

|坂経済界に大きな影響力をもっていた。このような片岡家の

関西財界における地位は、建築家片岡安としての仕事の受託

のうえでもプラスになることが多かったであろうし、さらに

彼が実業界との太~ V~イプをもっうえで、も役立つたと言える 。

そのこについては改めて申すまでもないことであるが、 28

歳の彼にとっては、大変名誉あることであった。このとき片

岡安の関西での建築活動の基盤はつくられたとL、ってよいで

あろう。ただ片岡も明治36年に日銀を辞して、第三十四銀

行に転じており、そこで木屈の控築に関係してL唱。第三十

四銀行は、 最初国立銀行であったが、同32年頭取に小山健

三 (もと東京高等商業学校長)を迎えてさらに発展し、関西

における有力量良行のーっとなる。このことが縁で、片岡は事

務所を聞いてからも第三 卜四銀行の支屈のいくつかを手がけ

るほか、後に関ーとの深い協力関係を生む要因となる。

片岡安の建築家と しての手腕は、 辰野金吾の名声に隠れて

|ミ|立たないが、この三十四銀行本庖は、明治37年の竣工で

あるから、彼が三十四銀行在職rl"の作品とみられ、高麗橋に

あったルネッサンス調の端正なたたずまいは、デザインにつ

いても才台Eのあったことを伺うことができる。

また辰野と連名で事務所を営んでからも、関西で最も大き

な建築事務所と して、主要な銀行、会社、 公会堂、工場、住

旧第三十四銀行 (左の建物)外観 旧第三十四銀行の部分



1922 1 川、片|河建築事務所単刻1経営
2丹、京都帝国大学工学部鐙築学科講師脳託
(-1929ip 3丹)

4丹、社団法人大阪工業会理事長(-1946年5月)
10丹1日関西工学専修学校開校初代校長となる

1923 帝都復興評議会委員
大阪府信用組合聯合会会長(ー1943年)

1927 石本喜久治と片岡 ー石本建築事務所を設立 (11百
布]5、6if-ごろまで)

1932 21'1-7丹、第16回国際労働会議本多11使用者代表
としてw国ジェノヴァに派遣。帰途飲州・米国視察

1933 大阪商工会議所苗11会顧
1934 7月、金沢市名誉市長に就任 (-1936年 4J~ ) 

1940 大阪商工会議
所会頭

1941 訪伊経済使節

印刷団長とし

て波f'}t、初!逸、

ソ述封書て州国

1946 5 Fl26日逝去、
平年70歳

11川、日本建
築協会会報貫1
6号白依片開

会長をf章、ふ.
追悼号が出る

宅など数多くの建築作品を手がけており、当時の状況につい

て安は、事業概要の中でつぎのように述べている。“当事務

所員一同の事務に従事するや、常に博士の意を体し、言肢と

勤勉を以て一貫し、世に所謂美術家風の1尚昆を許さず、殊に

創業以来五年間は日曜祭日と雌も事務を廃せず、孜々として

設計の細密なる調査と監督の周到とを期したり。云々"と。

この事務所には樹工悌夫、 古木久吉、徳永庸らがpたが、

その空気は大変厳格で、あったと言われる。

しかし彼は、単に建築事務所長の役柄で満足する人物では

なかった。

大正3年に設立された大阪工業会は、大阪工業界の発展

のため、工業家の大同団結を図るため活動するが、大正11

年からはその理事長に就任し、「その徹底した自由思想、によ

り、官憲に対しては、これにおもねることなく強い態度を取

り、昭和21年5月まで困難な時代にあって本会の活動を指

導したJ(大阪工業会50年史)と記されている。
また、大阪財界における活動でも昭和8年3月大阪商工

会議所副会頭となり、当時の財界の中で土木建築業界は後発

的な存在であったため、その地位向上に積極的に取り組む。

宮本文次はこのことについて、“工業会派の会議所なぐり

こみである"と評している。

彼は昭和15年11月から同18年9月まで安宅弥吉の後をつ

いで同会議所の会頭を務めた。当H制対幌、出身の会頭は珍し

く、この点について森平兵衛はその追悼文の中で“君は技術

家出身のためか直情径行で、恰も設計図の正しきが如く規格

に合わぬことは飽く迄耕撃するとpう性格の持ち主であった

故、実業家の如く妥協や譲り合う等の行為は全く出来なかっ

た。併し中途から実業家に転身市も大阪商工安説所会頭就任

以来円熟せる社交と慈蓄せる抱負を以て財界の指南者として

自他共に許さるるに至った。"と述べている。このように彼

はその個性的な性格によって、いろいろな評価がなされたこ

とも事実であったようだ。

また彼は、昭和9年7月13日から同11年4月20日まで約

l年10カ月の問、郷里であった金沢市の名誉市長を務めた。

第l'章 人々の期創草

これは金沢市議会の推薦に基づくものであり、その短い在任

期間中に、都市計画の船邑、市街美化運動、隣接市町村の市

部編入、大阪商工会議所、大阪工業会との議員の交流など各

種の事業にその敏腕を振るってL唱 。彼が金沢市の名誉市長

を古判壬することについて、それは大阪での激職との両立がむ

ずかしく、健康上の理由で自ら辞職を申し出たゆえであった。

彼の業績の中にさらに加えると、大正11年に設立された

関西工学専修学校(現大阪工業大学の前身)があった。との

学校はかねてから工業教育の重要性を認識していた片岡安が、

大阪の事業家本庄京三郎の発案に協力したもので、、 彼は初代

理事長兼校長となり、さらに当時大阪府建築諒長であった池

田宮らにも参加を求め、加えて私財を投じて教育や運営に努

力を払っている。

片岡安の住まいについてみると、明治30年代の初め家庭

をもったころは大阪の上本町 7丁目に住むが、同39年に南

海沿線の浜寺海岸に居を移している。彼が浜寺に移った理由

について、自らが記した“余の住宅に就いて"の I~:Iで、つぎ

のように述べてL唱 。

“住居を都会の真ん中に選ぶ事は、今日では時代遅れとなっ

て居るが、自分も大阪市内の生活を嫌い浜寺はその当時その

地相が健康に適し光線、通風、井水共に清浄を極め海水浴に

便であったためで、その頃電灯もなく電話も開通していない

布撚たる田舎の生活で、あった"と。しかしそのような浜寺の

のどかな時代も、都市郊外地の発展によって俗化が進んで、し

まったので、大正4年京都伏見桃山の山麓の地に再び居を

移した。この二つの住宅はいずれも和風であった。

上に掲げた、片岡安の浜寺時代のくつろいだ家族との団ら

んの写真は、彼の私生活の一面を伺えるものとして興味深い。

また、明治30年代後半から大阪市民が郊外へ移動を開始す

る時代とも符牒するのである。 (坂本)1券比古)
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設楽貞雄(山さだお)
-略庇

1864 7同3目、福島県二本松本宮で設楽弥Ji;it/lの次列と

して出生

1889 工子学校iti家学科の第 l回卒業生となる。|行JJQ!生に

山本銭之進がいた

1891 日本土木会社に入社。帯族k学校、東京郵便電信局

のT.事に参lJil

1892 ~自lλl省内匠までに出i上し、帝室京都 I>Jj物館の現場に似j

務

1896 桑原政工業事務所に紹かれ、建築部長山円半六の下

で働く

1899 山口半六が独立し事務所開設に従い、 その下で所長

代理となる

1900 il，'われて山陽鉄道株式会社の建築係長となり、 UJI-I

'If務所を』干1壬
1907 神戸鐙築事務所を設立。のち、設楽建築仁務所と改

名

1911 大|仮-1:地位物会主t蕗iI瑚
新世界娯楽幼百|随jに参加

1917 関西建築協会創立委貝理事

1919 11本長I!築協会理事 (9年度、 13年度)

1928 ヨーロッパ視察旅行

1933 設楽建築工務所を閉鎖

1936 日本建築協会副会長

1943 12月15日、神戸で死去。享年80歳

設楽貞雄は関西で活服した民間建築家の草分けのひとりで

あった。 彼は元治元年福島県二材:í~藩士設弼守、兵衛の次男と

して生まれ、父は戊辰の役で討幕軍と戦L峰版Eした。幼くし

て父を失った貞雄は向学心に富み、郷里でイt用教員をしなが
ら学資を蓄え、明治21年25歳で東京の工手学校に入り翌年、

第一回卒業生として2番の成績で卒業している。

彼は日本土木会社に入るが、 翌年宮内省内匠寮に出仕し、

京都の帝室博物館で現場を受け持ち、このとき宗兵蔵と知り

合ったと思われる。彼はこの後、劇京政工業事務所に招かれ

た。桑原政は工部大学校鉱山学科を明治13年に卒業し、 助

教授を務めたあと民間コンサルタントを開設したもので、、そ

の建築部門をJ旦当していたのが山口半六で、あった。山口半六

はフランス留学から帰国後、文部省の建築括十長在任中病のた

め退官。神戸の須磨で療養生活後の復帰であった。山口半六

は明治32年独立して工学問士山口半六事務所を大阪に開設

するのに合わせ、設楽もその支配人兼所一間吃理となるが、 翌

33年山陽鉄道会社の建築係長となり、 山口半六の事務所を

去る。山陽鉄道で、出訳合、工場、ホテル等の建築に従事し、

同40年神戸建築事務所を設立。後に設楽建築工務所と改名

し、本格的な建築設計活動を開始した。

設楽貞Mtの名を高めたのは、 大|授の新名所となった新世界

の建設である。その中央に

建てられた高さ250尺の通

天閣は鉄骨造で、パリのエ

ッフェル塔を膜したと言わ

れ、その独特のスタイルは

浪花っ子の話題をさらった。

ζの楽園地は通天閣を中心

に周囲に活動写:真館、各種

興行場が並び、高塔の南に

はルナパークと呼ばれる遊

園地が設けられた。これは、

アメリカのコニーアイラン

ドにヒントをf尋たという。
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日本毛織本社

大阪市が発展するうえで、娯楽施設の乏しいことに着眼した、

当JI寺大阪米穀取引所の理事長だった宮崎敬介が、大阪の財界

人や実業家に働きかけて、 明治43年大阪土地建物株式会社

を興し、社長に大阪財界の重鎮 ・土居通夫をたて、 一大娯楽

場の建設事業を展開したものであった。設楽貞雄は、その中

で技師長として采配を振るった。彼の事務所の経理簿による

と、このとき大阪土地建物会社より明治44年上半期から大

正2年上半期まで5期にわたって6，250円の顧問料を受け

f[)(っている。当時としてはかなりの額であった。設楽がこの

新世界の大きな規模の事業を引き受けたのは、 明治42年に

完成する大阪米穀取引所の設計を行い、理事長であった宮崎

敬介の信任を得たからにほかならないであろう。

設楽が明治末から大正期にかけて大きな活動ができたのは、

彼の堅実な性格と誠実な態度が、大阪や神戸の実業家たちの

心iiiEをよくしていたからと言える。例えば事務所を開設する

に当たって、 山陽鉄道の社長で、あった牛場卓JI官、 副社長の村

京都電灯会社



第l'章 々人の期創草

-作品

山陽鉄道時代(1900年6月-1906年)に下関山陽ホテル、
下関鉄道旅館、下関工場、鷹取工場等に関係するが、 if.J'1

は不詳。

1906 広μ軍用停ヰリ易前切凶制"1
1907 牛場中政邸(判明砲座)、村野山人邸(村l戸須Js)、
武藤邸玉2足場(神戸舞子)

1908 日本毛織本社、日本毛織加古川工場、 l鳴尾迷!J."競馬
場、御影小学校網干セルロイド人造A材料i悶〈

1909大阪堂ぬ米穀取引所
1910京都旬灯会社、神戸111灯会社

1911 近松座(大阪)、新世界の建築計画、南海鉄道浜寺ホ
テル

1912 新世界通天間
1913新聞池袋策館(神戸)
1914 千日土地楽天地
1916 大阪貯金銀行、日本商業銀行
1918 兵庫県股工銀行、 岡崎邸洋館
1919 キャノfレー ーデノfノン

1920 西尾数蔵邸(神戸須磨)
1922 内田信也瓜係官館(神戸須磨)
1924 沢野邸、沢田邸 (神戸2剣底)
1926 江商ビルデイング
1929 長瀬商応 (大阪)

野山人、工学士桑原政らを相談役に迎えたほか、牛場、村野

両氏の邸宅の設計を行っている。先の新世界の設計に当たっ

ては、事務所員伊達陶二郎(工子学校卒)の、活躍があった。

伊達陶二郎はアメリカ人建築家ガーディナーや下回菊太郎、

ドイツ人建築家デ ・ラランデの事務所で働いたのち、東京市、

横浜市に勤めるなど、多彩な経歴の持ち主で、同44年大阪

土地建秒J株式会社に入り、新世界の建築に携わった。彼はそ

れのみでなく、この新世界に近い千日前に建てられた楽天地

の娯楽施設のコンペに入賞し、大阪千日土地株式会社による

千日楽天地なる娯楽施設の建築にも貢献した。伊達はしかし

大正 7年 1月病のため倒れる。彼の死は建築協会機関誌に

副報として紹介されている。

設楽貞雄の活躍を支えたのは、もちろんその下にあって励

んだ事務所員の努力によるところが大きいが、そのなかには

優れた才能をもった人も少なくなかった。また、彼らは伊達

をはじめ、多くの所員が建築協会のメンノfーでもあった。

篠田進(明治42年名古屋高工卒)は同43年より設楽事務

所に入り、新世界等の設計にかかわり、大正3年名古屋へ

戻るが、後に愛知県建築士会長を務める。彼の後任として田

代守次(大正3年名古屋高工卒)、宮飼克二 (大正5年名古

屋高工卒)、小川正徳(大正9年名古屋高工卒)らがいた。

このうち宮飼克二は、設楽事務所に大正15年まで在籍して

いるが、 宮飼は神戸一中の出身で、井上新二と同期で、あった

とL寸 。また東大出身者として萩一郎(明治44年卒)と、

原団側t(大正5年卒)がL法 。原田は設楽夫人の甥であ

新開地事苦楽館

った。

また異色の存在として森山伊望がいた。彼は東京明治学院

在学中に渡米し、ニューヨークの有名なデザイン学校プロッ

ト・インスティテュー トで学び帰国した。のちに、東京に移

り、手がけたのが横浜山手のフェリス女学院校舎である。さ

らに大正12年京都大学の建築学科の第一回卒業生だった設

楽貞三 (旧姓神尾)は、貞雄の婿養子となった人物で、卒業

後設楽事務所に勤務して中之島の江商ビルなどを手がけた。

彼の子息設楽貞樹は、現在安井建築設計事務所に勤め、親子

三代の建築家である。

設楽事務所には、その発足のとき以来支配人としてオミ村梅

次郎約百た。材批山口半六事務所i剛吃から山隣組におい

ても設楽貞雄とともに仕事をした間柄で、設楽事務所設立に

際し番頭役として入所した。彼は手師、他築を得意とし、設楽

事務所の優れた和風住宅、例えば内田信也郡和]館、須磨離宮

道にあった沢田清兵衛邸(大正13年)は、主として木村梅

次郎が担当したと言われる。

設楽貞雄は、その豊富な経歴と、信煩の置ける人柄によっ

て、関西における経済界に確固たる地位を築いた建築家であ

った。関西建築協会の設立に当たって、その創立委員のひと

りとなったことは、片岡安をはじめ他の設立委員らがその力

量を十分評価していたことを示すものであった。彼は昭和

8年に事務所を閉じるが、同11年に協会の副会長を務めた

のち、同18年12月15日須磨の自邸で死去した。

(坂本11券比古)

J

-

J
・

♂
 、、、、、、、唱、『

新世界通天閣
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

武田五一(たけだ九)
.11持歴

1872 11月15日広μ以に生まれる

1897 東京帝国大学工科大学造家学科を卒業

同大学大学院に入学

1899 東京帝国大学工科大学助教授に就任

1901 図案学研究のため英独仏留学へiB発
1903 京都高等工芸'下校教綬に転任

1904 京都府技師を兼任

1907 京都帝国大学文科大学講師li脳託

1908 大蔵省臨時建築同村却下を兼任

帝国議会および議官術建築調査のため欧米へ出煩

1912 パナマ万悶悶のため米国へ/1'，張

1914 東京大正:h'i覧会帯査官として米|通へ/J:¥'}長

1915 工学博tのう叶立を綬与
1916 法隆寺IJ，'i;画保存法調査委員

1917 占社-:'f(栄作会委只

1918 名古屋高等工業学校校長に転任

臨時議院建築局技f司Iを兼任
1919 京都帝岡大学工学部i建築学科創設委員

1920 京都帝国大学教授に転任

1929 医l宝保存会委口
1931 海外出i;l~

1932 国宝保存会委日

1934 法隆寺医J:よf!M7-工事事務所長
1938 2 Ji 5 1'1逝去

関西建築界の父として知られる武田五ーは、明治 5年11

月15日、広島県に生まれた。明治27年に第三高等中学校を

卒業し、同年東京帝国大学工科大学造家学科こ入学する。同

級生に松室重光、片岡安らがいた。明治30年、卒業。この

とき卒業論文に選んだテーマは 「茶室建築」で、あった。この

研究は、現在から見れば非常に拙いものではあるが、当時の

若き建築家の茶室に対する、あるいは茶室を通して建築とL、

うものに対する考え方がよく表れているものである。この論

文には次の二つの観点が存在する。一つは、利休の創造した

佑茶の空間を絶賛していることであり、もう一つは、利休以

後の茶室の展開はその亜流で、しかないという、いささか退歩

的な観点である。つまり武田は当時、明治の茶室に対して負

の捉え方をしていたのであった。またその後、武田は積極的

な形として茶室建築の設計を行わなかった。しかしながら武

田の、利休による佑茶の空間の創造への協J阪は、自らの作品

制作の精神的な意味において昇華することになる。

明治34年から 2 年余り、図案学の研究のためヨーロ ッ J~

に渡る。インド洋からマルセイユ、パリ経由でロンドンに向

かった。この留学の大半はロンドンを中心にイギリスで過ご

すことになる。そしてこのときアーツ・アンド・クラフツ運

動やc.R.マッキントッシュの作品と接するので、あった。

明治36年、帰国後、新設の京都高等工芸学校図案科教授

に赴任する。この時期の作品として、わが国におけるアール

.ヌーヴオー建築の白眉として知られている福島行信邸が挙

げられる。2年にわたりヨーロッノfで学んだ武田ならでは

の作品といえよう。グラスゴ一派やウィーン ・ゼツェ ッシオ

ン等の影響を強く受けたとされるこの作品には、しかしなが

ら和室が設けられ、細部においては例えば襖の引き手にはア

ール ・ヌーヴオーと数寄屋建築の融和を感じさせる意匠が採

用されている。一見ミスマッチとも思えるこのデザインを理

解するには、武田の留学の目的が図案学研究となっているこ

とに注目せねばならない。つまりこのヨーロッパの新芸術運

動においては浮世絵等の日本の影響が、特に図案において強

く見いだされるということであり、武田がそのことを理解し、

100 

日本文化に対する自負を感じ、そうL追った観点を持ってこれ

らヨーロッノfの新しい動きを捉えていたということである。

つまり武田にとって、これらの新しい運動は決して異国に発

生したえ改口の芸術とL、うのではなく、むしろ日本文化の流れ

をも包含した動きと捉えられるもので、、 日本建築の今後の展

開を模索していたこの時代においては、日本建築の伝統的な

系譜上におけるあるべき方向を示すもののーっとして理解し

ていたと考えられるのである。それを裏付ける一つのエピソ

ードがある。明治38年に F.L.ライトが初来日し京都を訪れ

るのだが、このとき武田より浮世絵が贈られたのであった。

F.L.ライトの浮世絵コレクションは有名で、あるが、また武

田も西洋における浮世絵の定制とするところを十分に理解して

いた一人なのであった。

明治42年の京都府記念図書館(京都府立図書館)は、当

H寺としては大胆にも装飾を排した作品となっている。しかし

一方では装飾的要素を完全に消し去りはしなかった。これは

様式建築から装飾を排した近代主義建築への過渡期の作品と

して位置づけられようが、また別に茶室研究より導かれた考

え方に基づくもので、ある、との見方もできる。それは無駄な

装飾を排すること、しかしながらもっとも効果的な部分に装

飾を施すこと、という考えであった。そのあたりに武田の建

築装飾の扱い方が表れているようである。大きな窓の採用や

平板的な意匠など、当時においてごの建築は、見る人に新し

清水寺本坊 (兵庫県)



• =t'll!作品
1899 円本勧業銀行(束);( 1 打 、 )1木材ttl~の助手として)
1907 稲1:占行fa邸 (東京市)
1909 ) ;~ r.JIIFf，氾念IzO館 (};Uflir!il 
1910 J;~ llIí尚JJ1陳列所 WllIí r!'i )

1911 1，，1志村女学校消布|館 (京都市)
1912芝川邸 (兵)iji.県)

1913 lìiJ志社火学校ゼームス祭 (J;~都市)
1913 二条柿 (J;(古lirJ'i)
1914 );~都市凶大学文学部幹割安I J l!îí WfflI l打)
1916 1.111 I V ，u r及ひ:v.t会旋すl~堂(iJ11 Ir!i) 
1917 関西主主築協会雑誌表紙閃案
1917 ì l'í水，HH本中常・大~:~'l;f: .本J')j・岱殿(兵/!If.v，o

1920 I~I邸(京fflírlï)

1922 京都大学法築学教室 (京都市)
1922 11芳田邸(神戸市)
192'1 京都帝国大学本館(京古llili)
1926 脚 |二美術館(京都i'li)

1928 大阪毎日新聞社京都支局();l"都市)
1928 春日文化集合住宅(名古屋市)
1930東方文化学院京都研究所 (京都市)
1930絞宮大総(大阪市)
1932 同志社女学校栄光館 (Ji(都市)
1932 白本建築協会賞賞牌
193'1 ~与野山金岡IJ準寺金堂・線本大俗(和歌山県)
1936 法隆寺的文庫(奈良県)

PJ時代の予感を与えたに違いない。

明治41年には二度目の洋行をする。乙の旅はアメリカ、イ

ギリス、 ドイツ、フランスなどを巡るもので、その目的は帝

国議会及び諸官術建築調査のための出張であった。明治22

年に明治諸法が制定公布されてから、議院建築(国会議事

堂)は国を代表する建築になるものと考えられ、当時の建築

家たちの|刻心の的であった。そして明治30年代にはいると

議院建築にかかわる各種の委員会や調査会が発足し、あるい

はそれが廃止されるなど、にわかに慌ただしさを増してきた

のである。そして武田が大蔵省|臨時建築制持組市を兼任し、海

外出張を命じられたのであった。

大正7年より名古屋高等工業学校校長として転任するが、

同年、 京都帝国大学建築学科創設委員として学科創設に尽力

し、 翌大正8年より京都帝国大学建築学科教授となる。こ

のころ、年齢も40代半ばを過ぎ、教育や設計活動のほか、

各種の委員をl屈託され、急に忙しくなったようである。した

がって設計スタ ッフに教え子たちを起用することも多くなっ

た。京音|同等工芸11寺代の吉武東里や松本儀八、あるいは京都

帝大|刷tの東畑謙三、岡田孝男らで、あった。
和服を着こなし、思L流を好んだ武田は、幾たびかの洋行を

出密検したがゆえに、さらに強く日本人としてのアイデンティ

ティーを確立していったのかもしれない。明治の建築家の分

京都大学本館

需覇空
白♀
号室1¥.
禁♀
魚'11市室
長6き
竺薙
予言在

第1章 人々の期創草

類ではいわゆる第二世代と

H宇ばれ、江戸時代に生まれ

た第一世代の建築家に対し

て、建築の理想、を西、洋建築

のみに求めるのではなく日

本の伝統を大切にした世代

である。乙の世代にあって

武田は、西洋の新しい建築

の動きの中にも日本の影響

を認めている し、{云統的な

日本建築の発展には外から

の刺激が必要であることも

説いている。
関西建築協会雑誌表紙図案

武田はまた文化財保護の

仕事にもかかわる。明治37i1三から京都府技師を兼任し、最
初に鹿苑寺金閣の修理と平等院I間車堂の半解体修理にかかわ

る。晩年は昭和9年より始まる法隆寺国宝保存工事の所長

を委嘱され、 U;'j和l13年に急逝するまで在任する。大|控の建

築が日本的に理解され、ヲIt財お主として日本の寺院建築の第

一頁に記される法隆寺とのかかわりは、まさに武田の建築へ

の取り組みの象徴とも言えるだろう。 (桐浴邦夫)

参考資料

-鵡到|噂士迎回記念IJ]:業会 .武回博士作品m、1933
武田同士を弔ふ、乱喚産11;払 1938.6
-足立総百1 :武田五ーの込劉ilI.とそのJ~)制](こつL 、て武刷五寸斤究 I 、日本~喚
学会制服論文報告集 N0354、1985.8
・住持嫡:O9J治村・武田五一 ・人と作品、 1987

日本建築協会賞賞牌

この賞牌は、武間五ーが1932年にデザインし
たもの。

設31~投の入賞者らに附られたものらしく、賞
牌の楽に 「創立二十五年記念 H百防ωl!;l牛'11:宅
展覧会設計競技入賞Jと刻印された l枚が円
本総築協会に残されている。
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池田 官 (いけだみのる)
./ 、、

-略庇

1877 福島県稲向，1-;に生まれる

1904 東京帝国大学工科大学建築学科卒

大阪府警年察部保安調!Ht司I
1909 大阪府「建築I附布規則JJの制定に働く
1917 片岡安、武田五ーらとともに関西建築協会(日本建

築協会)を創立

1919 市街地建築物法の公布に虫嬰な働きをする

1920 大阪府建築部保安諜建築係が建築諜に昇格後の初代

建築謀長

1922 関西工学専修学校の開校にあたって、校長片岡安の

斡旋にて計約Fに就任
1923 日本建築協会話11会長 (-1924年)

1923 fflI人例措1I立、総誌 『都人j発刊

1924 大阪府依願免官、 池田建築事務所開設

浪速高等学校予備校校長など教育界で活縦

1925 大阪市西|天商頒江通にて大阪建築相談所1m設

1928 大阪高等予備校(1926年創立)校長

1929 京都静岡大学講師(片岡安の後任として建築行政相

当1936年まで)

1932 日本建築協会副会長(1933年まで)

1940 日本住材協会会長、 池田佐久IIlJ建築事務所開設

1950 4月24日逝去

高等官二等従四位勲五等を授けられる

池田買は明治37年東京帝国大学を卒業し、大阪府警察部

に就任した。折しも日露戦争が勃発したときであった。池田

賓の評価を高めた一つに、明治42年7月31日の北区の大火

の後わずか18日間で4章と付則を含めて88カ条にも及ぶ大

阪府 陪!築取締規則JJの草案を作成していた功績が挙げられ

る。彼ゆ機会を見ては何度となく立案を試みていたが、なか

なか日の目を見るにいたらなかった。当時、帝都においてさ

え建築次見則の制定が行われてpなLミときだけに、彼の建築行

政における手腕は絶大なものがあった。大正8年制定の市

街地建築防法の促進に胡懲を与え、戦後の建築基準法まで

約40年間、彼の建築規則の理念が生き続けた。明治末以降

の大阪の街並みは池田が創ったとpつでも過言ではない。

池田は、大正6年3月、片岡安らとともに、建築家の社

会的役割を自覚し、講演会や機関誌などによる調査、研究活

動を行うことを目的に 「関西建築協会J(大正8年「日本建

築協会」と改称)を創立し、機関誌「関西建築協会雑誌」

(大正 9年「建築と社会Jに改題)を発行した。池田は日

本建築協会という場を通して、建築界に対するさまざまな問

題点を指摘し、改善しようと していた。

謹告

:UU>Ic ~ (大阪府申結鍍ll~ 乏し τ量感して来量 L

tcb r • 今回官 rßIlまして 、 下記白血《胞飯畑:l~町公

開Eするこぎに段しまし"。之は同勢町田淑に邑じ1

生~れました‘ので、U簸仁闘するこさは、伺串r開

品す¥大小仁拘ιf'， 6:Pl~担切さl!Il量に..恒ふ考へで

ゐ・ tすかι.ず号かえし(..mmi'l'tv，，，"次却
でゐ争ます。 依 臼

大阪il!Z距相:Ji所

ffi "J~ 

工祭士池間 質

1買e大阪iIi副郎市担tn・3T!l31
t高田I!I出品調正λ市闘}

電W~曹川 1144

宅・lIiM-玉山町経凪Lltl-T悶

<ffI~面 ...f2Ji\岨盟ff-lt三町』
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彼の考えは 「官公署に於ける建築課のd!tj[J(大正 7年 3

月)、「市街地建築物法の施行に際してJ(大正10年 1月)、

「建築の意義と建築家の責務J(大正13年 1月)、「協会の進

むべき途と雑誌の執るべき方針に就てJ(昭和 2年 7月)、

「建築士法の制定に就L、てJ(昭和 2年11月)、「建築の重要

性を認識せよJ(昭和10年1月)など多岐にわたり、建築家

の職能の確立、建築家の地位の向上、官公署における建築課

の独主、建築規則の普及などを発表した。特に池田は、 「建

築の重要性を認識せよ」の中で 1"""(中略)…例へは私共が

設計でもやるといふことになりますと貴方の職業は何ですか

とかう聞はれましでも、私は建築の設計監箇をやっているん

ですとL斗、ので一言にして翠iせるやうな公的の名称さへもな

いのであります… (中略)…」と述べ、建築士法の制度の必

要性を力説し、建築家の職能の確立のために奔走した。

池田は大正13年12月大阪府を依願免官するが、その時す

でに彼の個人的な会社都入社を創立し、雑誌 陪11人jを発刊

していた。おそらく、彼が期待していた日本建築協会という

場が、彼の意図した活動と異なる路線を採っていたからであ

る。池田は協会に対して 「…(中略)…兎に角女す社会と云ふ

時 ~1

第一星弟込先

大正 1Z. 9.5 ~ 

糊 nno
~ st問泡

キ才、マ・パレス

4 

「都人J第一星第五光の表紙 「都人」に掲載されたキネマパレスの紹介

.齢旭毘皇賞写... 



-作品 (雑誌rm人jにm，l在)
1926 私立的イEf，t;子専門学校本館
1927 枚fJllff大矢邸雌

大阪府必業faJtl組合
l岡市浴場

1929 旭浴場

1930 新I!J:界第二YJI日劇場
ノTーク浴J必

1931 1立界館
Jl!i幼
LIl州銀行小十:í~支lÎi

キネ7 ・パレス

新世界公益自主
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方を霞要視して進むべきものではなかろうかー・(中略)…J
(陪i喋と社会JU自利 2年7月)を求め繰り返し訴えていた。
その想いを、池田は都入社で実現しようとした。大正12年

7丹の社告に彼の姿勢が読み取れる。その内容は、 「都入社

の目的 l、都市人の趣味向上に基いて生洲改善を計り併せ

て精神修養に資すること。2、住家、商底、事務所、工場、

その他一般の都市建築に関する攻究を遂げて、その改良発達

を図ること。3、音11i'同1・世及その事業並都市に関する諸般の

事項を研鎖して、その進化進展を計ることjに表れている。

また、社則を設け12(1傑で構成したその第 l僚には 「本社は

都市に関する諸般の事項を研究し都市建築の改良、発達を図

り都市人の生活改善、組床向上及精神修主主に資するを以て目

的とす」を掲げるなど、池田の思想、が凝縮されている。書簡志

『都人jでは、年を星とし、号を光として表し、自分の号を

秋峯または霊峯と称して自由悶達に持論を発表したり、俳句

を誹んだり、審査していた。その事臨志を通じて、彼が追い求

めていた社会を重視するという立場から大阪建築相談所の開

設(第三星第三光、大正14年1月)を宣伝したり、紙上を

借りて建築制見問答、市街地建築物J法の詳細、女性に必要な

る建築糊占などを執筆したり企画して、社会を罫見した姿勢

を打ち出している。さらに、 『増訂三版 市街地建築物法

令jを編纂し、発行している。

池田は退官後、池田建築事務所を開設して、その作品13

棟を来日誌 陪11人』に発表している。作品の内容は、学校建築、

娯楽施設、浴湯、住宅などで、そう規牒は大きくないが庶民

に直結した建陶を設計し、社会の範としていた。池田は昭和

15年ごろ佐久間逸治と建築事務所を開設したが、そこで何

をしようとしていたかは明らかではない。佐久間とともに戦

中における防火対策や建築法規の普及に努めていたものと推

察される。

池田の人物像を、 「池田賀氏を偲ぶj座談会 (f建築と社

会」、昭和25年7月)から見いだすと 「文字の吟昧は殊更厳

格で、あったが夫は種々研究された結果であろう易学、俳句、

霊学、 晩年は生長の家等も研究されていた。また連珠、囲碁

等にも遡床深かったJ(中津誠一郎)、 「常に書類の検閲は書

類の大項、型式、内容と順に臆じて調べよとあり、型式と仮

名遣いはやかましかったJ(竹中景ー)、「役所時代に遅刻す
る者と30分早く来る人とをひそかにノートし、早く来る人

は通却汐IJ車の都合でやむをえず早く来るのだとわかっていて

も、ともかく早いということに対して特に表賞せられたとい

うことをきいたが、これは上司としてのあたたかい心遣ひの

あらわれと思って大変感心したのであるJ(佐久間逸治)な
どに語られているように、 凡5長面で多種多芸の持ち主で、人

情昧あふれる性格であった。

何事に対しでも研究安ル心であった池田宮は、明治37年大

阪に赴任してから没するまでの46年問、大阪の建築行政の

草分けとして活躍し、建築法規の普及、建築家の地位向上や

教育に一生を捧げた偉大な都前十画家であり、建築家であっ

た。

(和田康由)

-論文

[官公器に於ける建築課の独立J r関西建築協会雑誌j第 l桁第15
号関西建築協会大正7年3月
「市街地建築物法の施行に際してJ r建築と社会j第4輯第 l号
日本建築協会大正10年 l月

「都市の火災防備に就いてJ r建築と社会Jf:i1 7輯第2号 日本建
築協会大正12年2月

「建築のな義と建築家の内務J r建築と社会j第 7輯第 l号 日本
建築協会大正13年11'1
m築士法の制定に就いてJ r建築と社会j第10輯第11号 日本建
築協会昭和2年11月

「協会の進ベき途と雑誌の執るべき方針に就てJ r鐙築と社会j第
10輯第7号 日本建築協会 l昭和2年 7月
「防火建築に関する法規的考察J r建築と社会j第12輯第12号 日
本建築協会 昭和4年12月
it:!.!Ii武装促進に|到する対策案J r建築と社会j第17輯第7号 日
本建築協会 昭和9年7月
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波江悌夫(仰やすお)
-略服

1885 71'1 9日東京市小石川区水道端IU[に生まれる

1907 *京高師付属中学を経て熊本の第五高等学校第二部

卒業

1910 東京帝国大学工科大学建築学科卒来

安田商事会社大阪支底詰J主師
1913 片岡建築事務所櫛市

(自宅住所 .大阪市天下茶屋)

1917 日本建築協会の設立委員

1919 米国 ・カナダに建築視察(ー1920)

1922 住宅改造防覧会の常務幹事 (建築係)

博覧会終了後、懐ヶ丘に居住

(自宅{主所 .大阪府12能1Nlrt而村陽ヶII".)

1925 大阪市営繕建築課長 (40歳)

1927 日本建築協会災符郎委民長

1928 大阪城天守附復興の基本設;11に従事 (-1930)

1931 合資会社消水総大阪支J;!i長

1934 波江悌夫主~築事務所(大阪瓦j祈ピル内)

日本ill築協会災':!r強度委員長
1942 東亜鉄工所及ひ凍班航空電気会社建築顧問技師

1946進駐JII技i部l嘱託 (-1954)(羽田東京庵問等の営繕関
係に関与)

このI町、関東学院大学建築科講師

1960 ~立塩建築基Jï務所顧問

1965 2月8日逝去 (79政)

波江は、明治18年東京小石川に生まれた生っ粋の江戸っ

子で、 11支江家は旧福山阿部蒲の江戸詰めの家柄であった。

明治43年、東京帝国大学工科大学建築学科を卒業し、同

期には安井武雄 ・内藤多仲などがいた。卒業後、安田商事大

阪支庖詰め技師となり、3年後の大正 2年には片岡建築事

務所に席を置くことになった。

当時、関西の建築家の集まりとして「オキナ会」があった

が、それに準じて若年層建築家グループとして 「建坊会」が

結成されていた。討封工はこの会を池田賀、木子七郎らととも

に協会的組織化することを目指していた。大正6年、波江

は片岡安と連名で関西の建築家に団結を呼びかけることにな

り、それが関西建築協会創立に繋がった。関西建築協会創立

当時の委員のうち最も若かったのが波江悌夫 (32歳)であ

った。当初、建築協会事務局は片岡建築事務所内に置かれ、

波江は専従のように当たっていた。

波江は、 他の創設委員の武田五一 (昭和13年没)、設楽貞

雄(昭和18年没)、片岡安(昭和21年没)、 池田賀(昭和25

年没)らの逝去後も、昭和40年に至るまで日本建築協会の

発展を見届けた人物でもあった。

片岡建築事務所時代、被江は大正8年11月一9年 2月ま

で3カ円問、オフィスビルの建築視察のため米国、カナダ

へ出かけた。その様子は機関誌 「建築と社会J(大正9-10 

年)に連載された。それはパスポートの申請に始まり、カナ

ダ・パンクーパーのビク トリヤ港到着の様子、シア トル滞在

回蓑橋のスケッチ (波江画)
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l:j~のホテルでの失敗談、ポー ト ランド市役所の都市計画課を

訪れ、図らずもこの市の都市計画事業と地域制度の概略を聞

いて心躍らせた乙と、大陸横断鉄道で、単独で、ニューヨークま

での旅のことなど、日量録Jと題して、会話を交えた楽しげ

な4出子文となってLミる。

大正11年には、日本建築協会主催で大阪箕面捜ヶ丘で

「住宅改造博覧会jが開催されたが、常務幹事(建築係)と

してその進行に当たった。片岡建築事務所設計の住宅(2 

粁)も出品され、住宅博終了後、被江はここに居住すること

になった。

大正14年4月、波江は招聴されて大阪市役所の営繕建築

謀長 (40歳)となった。I大阪新人大観J(大正14年 5月)

によると、「片岡博士の推挙によるとは言え異例の抜擢であ

ったjょうである。

また就任後の波江については 「営出器R長は元来多忙な仕事

であり、各部課との交渉も頻繁で、、 大抵の人物なら神経衰弱

を免れない処だが、(波江)氏は専1"，の造詣も深く実際的の

経験にも富んでいるだけ、果断明敏、見事な切昧を見せ、上

司の信認を博くして居る。悠々迫らざる態度と云ひ、荘重な

言語と云ひ、堂々たる惜掘と云ひ、課長として充分の貫録も

あるが、淡白で、、運動好きな気の置けない人で親しみを持た

れるのは、持って生まれた氏の徳だ、当年四十歳、全幅を示

すは寧ろ今後にあろうjとして、被江氏の実力と人物像を伝

えている。

大阪毎日新聞社本社 天王寺公園音楽堂
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-作品

1922 大阪毎日新聞社本社(片l/IIj主~築JI~務所、基本設計を

7皮江が担当)

1928 天王寺公園音楽堂(大阪1[，建築課波江悦夫)
1931 大阪城天守間(大阪市建築iilI!・基本設計)
1935 大阪市東区役所

1935 大阪商業大学谷岡記念館(早稲日l大学消水と共同)
・告作記事 (r建築と社会J)
1917 i神鹿泌!築と高天原J(1申ilil刀)
「神戸郵便局の火災に就L、て」

I安田倉庫の終験せる火災についてJ
「仏寺建築の将来(上 中 下)J 
illiiJ静|と建築(上 rtl.下)J

1918 i剤師と設計J(1ー 14)
1919 日E築総式の意義を諭ず(1-2)J
1920 i漫録 ・米国に行くまで (1-2)J ri没録 ・太平洋を械ぎりで(I-5)J
1920・1921 íi~録・大西洋を見る日まで ( 1 -8) J

1923 r満鮮紀行(1-3)J 
1927 iJ由袋と家J(災害部委員長波江悌夫)

1929 r都市の防火と耐火構造の建築j
1929 i都市の震火災と防水建築J
1931 r宝永安政両度の大1;'Jと大阪J
1932 i天守閣の由来J(大阪城天守悶)
1933 i都市訟築改造の忽務J(前大阪市建築課長)
1934 r都市の武装榊築に就L、てJ(都市武装促進委員会日l倭口長)
1934 W1首l時の都市とID.l}.l!建築J(災害強度委員会委員長)

v 
， ... 1-.)_J.lふ

j 

大阪城天守閣

その後の建築課長として大仕事は、大阪城天守閣復興言1・画

であった。大阪城天守閣の復興は昭和 3年11月天皇即位の

大干し記念事業として、関一市長の発案で行われたものである。

波江は昭和 4年5月の「復興の声明Jで、大阪城天守閣復
興にかける決意を次のように表明した。

「大坂城天守閣建築は弐百高市民が昭和の聖代に於てl肢古

の御大典に際会し、 一大記念事業として、清資を束め浄財を梢

み、以て衷心の赤誠を傾けんとするの一大工事たりJr本建
築の完成に助力貢献せんとする工務員並びに従業員諸君、本

建築の復興的計画の如何に至難なりしものかを抗僚理j解し、

各自与えられたる戦費を遂行すべく、 最も熱心に事に励むは

勿論、設計の大綱を良く尊重し、日本建築史上の燐欄たる桃

山時代の旧観を其再現せんとするの主旨を鰭し、 更に進歩す

る現代の科学と技量とを以て、 海然たる特異の大建築を建立

するに際し、買lJち全員の一致協力を希望する而巳ならず、本

事業の本質に不朽の意義の存在するを達観して、 着実なる努

力を傾注し最も光栄ある完成を見んことを期待すJ

しかし、昭和 5年3月18日、 当初の責任者波江悌夫は一

身上の都合により 「本設計のため献身的努力を払われたにも

拘わらず、 設計半ば前途尚幾多の難問題を残してj辞職した。

復興天守閣は、昭和]5年5月6日地鎮祭、昭和6年 4月24

日上棟式、同年10月30日竣工した。工期17カ月25日で、あった。

古川重春 (設計意匠研究係、工事監督で、樹工とは片岡安

建築事務所ーで共に肩を並べて働いた仲である)は、波江のこ

とを次のように述べている。「課長は建築家中稀に見る雅寛

に富む人格の士であったが故に、研究的論争をうるさがる傾

向は少しも窺われなかった」。

とのころの波江の、日本建築協会における活躍は(建築と

社会Jの記事によって知ることができる。昭和2年には災

害部委員長として都市防火、 震災に対して耐火構造の建築を

奨励した。また昭和 9年には、大阪を襲った室戸台風後の

11月、都市の非常時に備えて、 学校建築を鉄筋コンクリー

ト造とし、地区の円呆諮、防護の中心陣地」とすべきことを

説いた。

昭和]9年6月発行の 『大|阪新人物誌』によると、波江は

「氏は多能多芸で、性格一見粗豪の様だが、それは体脂の

堂々たるに依るもので、、自ら持する事極めて厳粛、附子中と

臨も決して手に書巻を緬かぬ事なく、 専門の建築方面に造詣

深いばかりでなく、古来我国建築の粋を緊めたと言ふ f築

城jに関しては氏の観察の鋭敏なる事、史実の確実なる蓋し

右に出るものがないと称せられる。この他余技としての洋画

は既に一家を成し実に堂々たるものがある。根が楽天主義、

浄土宗の他力本願だけに自らを責めて決して人をうらまず

悠々と悶歩して居る」とある。

また枕江氏が晩年の昭和35年8月以来、顧問として席を

置いた置塩建築事務所の置塩章氏は、彼とは50数年の交わ

りを持つが、波江氏について次のように懐古している。

「彼は常々悠々としてせまらず、 事務所より帰途私が彼の

姿を見ずに歩くと、彼は100mも後方にノ ッシノ ッシと歩い

ているJr都市計画にはなかなかの意見を持っている。大通
りの次の道路は繁栄の萌しがあるから気をつけろとよくいっ

ていた。彼は物知りの名人であった。デザインについてはな

かなかよい手腕を持っていたJ (吉田高子)

参考資料 『錦城復興記j 古川重春著 昭和6年
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竹腰健造(たけご l

-剛被

1888 6月25日、石川県金沢市に生まれる

1897 福岡旧小笠原滞士竹腰虎太郎の延子となる

1909 m一高等学校を経て東京帝凶大学工科大学建築学科
に入学

1912 同校を卒業

1913 ロンドンのアーキテクチュラル ・アソシエーション

-スクールに学ぶ

1915 1s.国 Rl.BAの試験に合絡。オーステイング ホール

ill築事務所に勤める
1917 1s.国留学を終えて州因。住友総本府営総論!に入制す

る。この年、ロイヤル・アカデミーへ山J品した “キ
ング ジョ ー ジ雪中像"が入賞の栄に~J! く

1 920 塑徳記念絵~jj耐懸賞設計競伎で 3 位に入選

1922 住友ビルディングill築に|刻する刑務で渡米
1926 住友合資会社工作部工作lilI!長兼建築諜主査となる

1930 我が家"を 「建築と社会jに発表 (2月号)

1933 住友工作部解散。新たに妹式会社長谷部竹腰建築事

務所を設立する。この年、大阪市上木部臨時ホテル

建設事務所副主幹を委嘱され、新大阪ホテルのJ~JI

監理に従事する。また日本建築協会副会長となる

1942 日本建築学会と 日本住築協会合併問題で、協会s!lj代

表者のひとりとなる

1944 長谷都 ・竹級建築市務所は住友土地工務株式会社に

吸収合併され、間企iの専務取締役となる

1945 同社村一長となり、 -11名を日本建設産業株式会社に変

日本建築協会の歩みをふり返るとき、片岡安の強力な個性

と主張があって協会の発展があったと言えるが、同時に片岡

安亡きあと、その偉業を支える後継者がなければ協会の前途

はどのようになったかとも思わざるを得ない。しかも、その

H寺期は日本の敗戦によって、大阪をはじめ日本の各都市が廃

峻に等しい状況に置かれ、もっとも厳しい社会情勢の下にあ

ったこと も忘れてはならない。しかし協会では幸いなことに、

このような厳しさに耐え新たな展開を遂げるにふさわしい人

物が存在した。

その人物こそ、竹腰{建造であった。

しかし考えてみると片岡は、自分の後任には竹腰i建造を、

という思いがなかったのであろうか。

竹JI要は昭和8年と12年から14年度に理事兼副会長を務め、

さらに18年から 4期統けて副会長の任にあった。いわば片

岡が亡くなった年も、竹11要は副会長の地位にあったので、ある。

18年ごろは戦争が苛烈となり、軍部主導による業界、学

界再編の動きが高まり、協会で、は建築学会との合併問題が起

こっている。この問題はもともと性格の違う二つの団体が合

併することはお互いに好むことではなく、戦時下に強要され

た事態であった。その協会側の代表になったのが竹腰と滝沢

民弓で、あった。結局この問題は山折を経て最終決着しないう

ちに敗戦となって、白紙に戻されてしまう。

また片岡安の突然の死によって、竹!I要i建造は滝沢らの説得

があってやむなく 2代目会長を引き受けることとなる。竹

!I要は会長を引き受けるに当たって直ちに大きな改革を行い、

会勢を発展させるための措置を講じた。それは昭和22年の

定款改正によって会員の対象の幅を拡げたことである。従来

大阪株式

取引所
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の“建築技術情たる会員"を主としていた組織を改めぬ、

築事業界の有力な人士を会員"としてその範囲を拡げること

により、会員及び団体会員の数を増やすことに成功した。ま

た建築を取り巻く諸国体との関係が一層緊密になって協会独

自の性格を強めるうえで役立つことともなったので、ある。

とのように竹腰は戦後の混百以切の中で協会の会勢を進展さ

せるために努力を払うのであるが、彼にはもうひとつの不遇

な時代があった。それは昭和22年に始まる公職追放の時期

である。これによって彼はせっかく組織した日本建設産業株

式会社社長の地位を追われることになった。この会社は後に

日建設計工務という日本最大の設計事務所となり、その建築

資材販売を目的に設置された商事部は後に住友商事という日

本有数の商事会社に成長した。これは、竹腰健造の先見の明

のあったことを物語るもので、もある。

また彼はこの追放令に屈することなく、自ら翌22年双星

社竹腰建築事務所を設立して建築家としての活動を開始する。

それは不死鳥とも言える彼の不屈の精神であった。ここで、

彼の生い立ちと、そのJ部藍について触れてみたい。

竹腰l建造は明治21年金沢に生まれ、父岩村高俊は当時石

川県知事であった。l建造が8歳の年、父は福岡県知事の織

に在り、 9歳のとき{建造は福岡の竹腰家へ養子に迎えられ

た。l建造は幼少のころから英才の声が高く、豊津中学から一

面、東大へと順調に進み、明治45年に東大の建築学科を終

えた。同期に渡辺仁や西手、同子時、 山下寿郎らがいた。彼はこ

の年に就職せず、翌大正2年イギリスに留学する。彼のこ

の留学は長兄である岩村透のアドパイスによるものであった。

岩村透は当時孜米の美術に長じた東京上野の美術I学校の教授

であり、建築を学ぶうえでイギリス留学の大事さを説いたと

pう。健造はロンドンでAIAに学び、余技で始めたエッチ

ングでたちまちロイヤル・アカデミーに入選する腕前を示し

た。AlAを終えた(建造は、 RIBAのテス トを受け見事に合絡

する。これは桜井小太郎に次L、で日本人としては二人目であ

ったと思われる。しかし彼の場合は外国人留学生で、あったと

して、なぜかアソシエートの資格を得るには至らなかった。
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吏する

1946 片岡安の逝去にともない1:1本ill築協会会長に就任
1947 公職追放令により、日本主g設産業株式会社取締役社
長を辞任

1948 線式会社双星社竹腰建築事務所を|剤投

1950 公l織追放解除。大阪府建築稼査会委員を委嘱され会

長に互選される

1958 日本建築協会会長を退{壬。“能楽三昧'を執筆刊行

1961 大阪府芸術賞受賞

1962 日本芸術院賞受賞

1968 日本建築協会名誉会長

1971 勲三等端宝章を授与さる

1977 

1981 7月28日逝去。iF.五位に叙せらるる。享年93歳
・作品

1930 六甲の我が家

1930 今村幸到邸

1933 新大阪ホテル説日|監理(合作)

1936 大阪抹式取引所

1952 神戸海星女「学院ネLW堂

1958 聖心女子大学、大阪市長公館

1960 法隆寺当日徳会館

1961 大阪市立中央図作館

1965 小林当日心女子学院礼J平堂

大正6年に 5年間の留学から帰国した竹腰は、住友総本

庖営繕諜に入るのである。その時の住友営繕は、野口亡き後、

日高鮮が統率して東京支屈の建築に主力が置かれていたが、

本庖建築についても前年にゴーサインが出ていて、竹腰はそ

の重要な一員として採用されたと言える。しかし竹腰の住友

営繕での役割jは、多数の櫛f，j者を抱えての実務的な業務を受

け持つことが多かった。彼の上司として日高がおり、先輩と

してデザインの名手と言われた長谷部鋭吉がいた。したがっ

て彼の本店建築に対する役割は、担体の鉄骨をアメリカで購

入し、得意の英語で入札により詰負人を決め、さらに金庫、

エレベーターの買L、付け、機械電気設備の設計者を決定する

ことであった。

このようないわば縁の下の力持ちのような仕事を彼は淡々

とこなし、長谷部に存分なデザインへの取り組みの余裕を与

えたのであった。昭和6年日高が定年で去り、長谷部が工

作部長になってのちも、その姿勢は変わらなかった。昭和不

況の余波を受けて工作部を解散し、新しく長谷部竹腰建築事

務所を始めることになったときも、彼は部下の解雇や再加!減、

がれ会社の設立などの困難な業務を進めたとpう。剖T下の解J'i!i%

は彼にとって大変つらp役割であったと語っていた。

竹11要は住友在職中に数多くの住宅の設計をしている。その

なものは、住友系各社の重役

クラスの干ム邸であった。彼の英

国イ士込みのデザインセンスと日

本の風土を意識したデザインは、

地昧なものであるが、多くの依

頼者たちの期待に応えるもので、

あった。

彼は建築家としての優れた素

質のほか、多芸な才能の持ち主

であった。そのひとつに能楽が

あった。彼の能楽歴は明治42

年の一高時代にさかのぼるとい

う。その見事な演技は、“道成

キング ・ジョージ雪中{象

寺"や“卒都婆小IIIJ"など

素人としては最高の曲を

数々演じ、また自ら“世

阿弥"“恋塚"などの新

作能をつくり自演して、

住友の歌人として知られ

た川田順をして感嘆させ

る才能を示した。例えば、

“君!の能楽も容易なもの

ではない。野口兼資や金

剛巌などと一緒に公開の

能を舞ったのだから、世

間にありふれたE那芸と

は選を異にする"(川田

11頂“竹11刻建造君を語る")とある。

また80歳から始めたと言われる陶芸も美濃大萱に窯場を

置いて芸術性ゆたかな魅力ある作品を制作している。

彼は昭和33年協会会長の職を退くが、会長在任12年の問、

先に述べた会員資格の拡大のほか、各府県に建築部設置の陳

情をはじめ支部の設置、建設会館設立への働きかけ等々、数

多くの施策の立案とその実行を行った。また協会はそのよう

な業績に応えて、同34年 1月号で竹腰{建造特集号を組み、

聖心女子大学

その功を讃えた。

彼は同37年日本芸術院賞を受賞し、同43年協会の名誉会

長に推挙された。同52年には自叙伝と作品集ともえいる

“懐旧譜"を刊行している。

筆者は生前に西宮松園町の私邸を幾度か訪れて、 瞥H真に

接する機会があり、また自ら設計した南郷山の岡橋林邸(住

友銀行頭取)、古田俊之助邸(住友総理事)を案内していた

だいた思い出がある。キ台淡の風足のなかに芸術家としての知

性のひらめきときびしさに加えて温容を感じさせる人柄であ

った。会うたびに、もうこのような建築家は二度と現れない

のではないかと思ったものである。昭和56年7月28日93歳

の天寿を全うして逝去された。 (坂本11費比古)
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

尾崎久助(おざききゅうけ
-略歴

1896 5月4日静岡県浜名郡に生まれる

1908家業の満州進出にともない大迷に移住

1914 第三高等学校(京都)入学

1917東京帝国大学工学部建築学科入学

1920 東京帝国大学工学部建築学科卒業
1920 辰野葛西建築事務所技師 (-1923)

1923 帝都復~中完(のちに復興局)技制i (ー1927)

1927 日本銀行技師 (-1938)

1938 長谷部竹腰建築事務所副所長兼東京事務所長(-

1944) 

1939 工学博士

1944 長谷部竹股建築事務所は住友土地工務に合併、 取締

役建築部長兼東京事務所長

1946 日本建設産業(位安土地工務改称)、常務取締役兼建

築部長(翌年専務取締役)

1950 日建設計工務取締役社長

1958 日建設計工務取締役会長。日本建築協会会長(一

1964年)

1963 日建設計工務取締役相談役

1966 5月22日逝去。享年70歳

日本建築協会第三代会長をつとめた尾崎久助70年の人生

は、昭和の建築の、実務としての側面を支えてきたのはまさ

にこのような人であったかと、強く印象づけられるものだ。

優秀な構造技祢?者。謹厳実直を絵lこ描pたような会社人問。

頑固で寂しがり屋の家庭人。こんな男の生き方は、現代では

樹子らなpかもしれない。しかし、戦前・戦中・戦後と、そ

のときどきの現実が建築に要請する課題に真撃に取り組み、

その成果を高度経済成長期へと受け渡したその背景にあった

のは、こうした男たちの人生で、はなかったか。

尾崎が在籍した東京帝国大学建築学科の1920年卒業組は、

近代建築史上、ブリリアント・クラスとして知られる。日本

における近代主義建築運動のl騎矢、分離派建築会がこのクラ

スから生まれたからだ。このグループは、石本喜久治、滝沢

l買A弓、堀口捨己、森田慶一、矢田茂、 山田守の同級生6人

によって1919年に結成された。矢田は夫折したが、建築家、

建築学者として後世に名を残すことになる人びとである。芸

術としての建築を標携し、新奇な建築意想図をもって展覧会

を開催するその活動は、規摸としては東京の一隅の出来事に

過きなかったが、草創期の岩波書庖や建築主臨の後押しで、

ちょっとしたムーブメントになった。

メンバーの回顧談によると、グループ結成の経緯はこうだ。

当時の東京帝大建築学科は、教授が中村達太郎、伊東忠太、

塚本靖、助教授が関野貞、佐野利器、講師に内田祥三とLヴ

陣容。学生は意匠と構造の専]矧リにゆるやかに分かれていた。

伊東、塚本の講ずる意匠は若い学生には新附床がなく、 一方、

佐野、内田の構造派が勢いを増しつつあった。意匠専攻の

3名、石本、 山田、堀口はそんな学科の雰囲気に不満で、

太平洋画会の研究所にデッサンを習いに行ったり、夜それぞ

れの下街を回っては建築のスケッチを見せ合ったりしていた。

そういうなかから仲間でなにかやろうということになり、ま

ず滝沢に、ついで森田と矢田に話をもちかけ、分自m派建築会

が誕生した。

尼崎について書くべきを、分離派建築会に紙幅を費やしす

ぎただろうか。そうは思わない。つまり分離派の連中は、た
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かだか十数人の小さなクラスで、尾崎には声をかけなかった

ということだ。構造専攻だったからか。それをいうなら、森

田も矢田もそうだった。学三ι結婚の新婚家庭だったからか。
それは、あるかもしれない。夜おそくまで部i論を戦わす雰

囲気でもなかろう。しかしなにより、分離派の連中は尾崎の

ことを自分たちとはちがうタイプの人間だと判断していたか

らだろう。ょうするに、尾崎は合わないと考えたのではない

か。

それでは当の尾崎は、どんな学生だったのか。同じ機造専

攻で、デザイナ一志向の強かった森田慶ーは、構造学を原書

で剣J強していたのは彼だけだったと回顧している。滝沢は、

勉強の鬼と評している。人の二倍も三倍も仕事をしてしまう

ので周りの人聞がたいへんだとも。車対Rの分離派に対して、
硬派の尾崎というところか。高等遊民的な分離派に比して、

着実で勤勉な尾崎の学生生活ぶりが感じられる。

好対照は、彼らのする人物評にもみてとれる。たとえば日

本における雨援構造学の開拓者であり、当時政界や実業界に

も乗り出した佐野利器について。滝沢は俗人と評し、堀口捨

己は当時違和感を抱いたと回顧、その業績は不動のものとし

ても概して評価は低いのである。これに対し尾崎は「エライ

人だったな。あの人は非常に魅力がある。人間として」と評

する。一方、芸術家肌の建築家として西陣電話局などの数少

ない作品を残しながら夫折した同窓の先輩岩本禄について、

尾崎を囲むある座談会で、滝沢や森田がしきりに敬慕の念を

表するのに対して、尾崎は「われわれより上(の学年)

かりと問い返す。そもそも知らないのである。

同じ人物に対する評価 ・印象がこうもちがう。それは、評

する側の建築観が異なるということだろう。端的に述べるな

ら、分離派建築会にとって建築は、少なくとも結成当初は、

理念だった。だから、建築の現実を批判し、 実現しなくとも

理想を夢見た。しかし、尾崎にとっては、建築は実務だった。

それは徹底的に現実的な課題であり、解決できなければ憩床

のないものであった。

卒業後の尼崎は、この実務の道を遇進する。最初に勤めた



-作品

1953 長崎県庁合

1956 広島県庁舎

1957 神戸市庁合

1959 :JIr京住友ピルデイング

日本都市センター(1959年)

-論文

「軸応力を無視せざる明ji性アーチの解法とその階段形梁

への応用J(1932) 
「対林垂直加重を受ける矩形先日椛におけるIJlI能率の、最

下層住脚部の固定状態如何による相違の比較J(1933年)
「コンクリート構造建物?i:iITrの分析的研究J(1937年)

第 1章 人々の期創草

辰野葛西主探事務所H械に関東プ護災に遭遇。勤務のかたわ

ら焼け出された写真獅をともなって誼弊幼の火災状況を調査

してまわる。帝者|惚興院(のちに内務省復興局)が設立され、

建築局長に佐野利器が就任すると、このかつての師に呼ばれ

て復興対姉となり横浜の区画整理に従事する。f娯がpち

おうの完成をみたところで復興局を辞し、日本銀行臨時建築

部に就職。このときは、佐野利器の『惚構造理論を発展させ

た当時の早稲田大学教授・内藤多仲の紹介だった。日銅臨時

建築部は本庖旧館lこ接続して新館を建てる大増築を担当する

部署で、古典主義の大家長野字平治を技官市長に、構造は内藤

に委嘱されていた。内藤は自分の下の構造担当チーフとして

尾崎を引っ張ったのである。尾崎31歳のときである。日銀

の新館建設は大事業だった。尾崎は、周辺建物の取り壊しに

ともなう地盤の弾性浮上、旧館に近接しで深い基礎をつくる

必要など、構造上、施工上の難問に立ち向かい、その調査 ・

研究の成果をまとめて工学博士の学位を受けた。

10年の歳月をかけた日銀の大増築が完成した1938年8月、

臨時建築部は解散となった。職をj鍔カ忘れた尾崎は、聞をおか

ず長谷部竹腰建築事務所に入所する。この組織は、住友総本

屈の工作部にいた長谷部鋭吉と竹11朗建造が部員を引き連れて

独泣してできた事務所である。おりしも日本が国力を中国大

陸に及ぼしているこの時期、尾崎は副所長兼東京事務所長と

L寸立場で、中国における日系銀行の本 ・支屈の設計監理に

働いた。これらの銀行の首脳部には日銀から赴任した人物も

多く 、尾崎の日銀H祈吃の人脈が有利に働いたとpう。戦時体

制下も末期の1944年、この事務所は住友土地工務株式会社

に買収され、尾崎は取K，fiJ役建築部長となる。敗戦後の財閥解

体で同社は日本建設産業に改組、つづく公職追放で当時の社

長・竹腰をはじめ首脳部が退陣、その結果尾崎は社長となり、

社名も日建設計工務と変わる。社業は日を逐って盛大におも

むいた。1958年には会長となった。こうした背景について

尼崎自身は 「他から羨ましがられるほどよい建築の設計監理

を沢山受注したが、その多くは多年の友情の自然の賜であっ

たJと述べている。住友財閥のうしろだてに加え、戦後のこ

の時期には尾崎の復興院時代のかつての知己が地方長官や市

長になっていたり、日銀時代の同僚が地方銀行の頭取や有力

企業の首脳になっていたからというのである。

このようにみてくると、尾崎の人生は建築実務エリートの

典型とはいえまいか。帝国大学、日本銀行、財閥系企業、大

陸での活動… -。彼は、明治以来の日本資本主義の発達と、

戦後それがこうむった変容に、おどろくべき馬力で伴走して

きたのだ。

1966年5月、尾崎は病のため亡くなった。その2年後に

出た追悼集に寄せられた妻志んの随想、は、 細かな追憶の断片

ながら、 全体に埜楚として不思議な魅力をたたえた文章だ。

病院での最期、尾崎は妻ひとりの付き添いを望んだとしヴ。

「お前一人に居て貰いたいのだJと。建築学科で構造学を学
んでいたとろからず、っと、このひとは周h奇に付ーき添ってきた

のだ。こんな女の人生も、現代では流行らないのだろうが、

彼女もまた、時代の伴走者であったといえるだろう。

(梅宮弘光)

~ ， 
s 

長崎県庁舎 1953年設計 日建設計工務
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それぞれの時代を担った人々の活動編nt 
第

謙三(とうはた畑東
日本建築総合試験所の設立に尽力し、副理事長に就

任

勲三等瑞宝章受:t:1

筑波研究学関都市で日本建築学会賞・受1't・

側東畑主L喋事務所取締役会長に就任
4月29日逝去。享年97歳

1972 

1981 

1982 

1998 

けんぞう)

-略歴

1902 4月lln三重県に生まれる

1926 京都帝国大学建築学科卒業

1927 京都帝国大学大学院にて研究(ー1931年)

1932 欧米建築界視察へ。帰国後、東却11謙三建築事務所を

開設

1941 京都帝同大学講師。戦後も1947-1962年の15年間、

京都大学の講獅として建築計画を担当

大阪大学講師

日本建築協会副会長に就任

(-1953、1956-1963)

(術-*州民~策事務所に改組。 代表取締役に就任

日本建築協会会長に就任 (-1971)

1949 

1951 

1964 

東畑謙三は京都帝国大学建築学科に 4期生として入学し、

大正15年に卒業している。京都では武田五ーらに教えを受

けており、 ]鯨とは違う、開互らしい建築教育を受けた最初

期の人杉lの一人と言える。分離派の一人で、あった森田鹿ーも

京都に赴任したころで、 刺11も大きくその~t縛を受けた。

学部卒業後、引き続き大学院で研究を続けたが、そこでは

京都大学で発行した 「建築学研究jの編集に携わってpる。

この研究誌は、武田五ーら日本建築協会草創期のメンノTーら

の口添えもあったのか、 一時期出版を日本建築W協J会で

いたこともある。当時協会は、建築に携わり、学ぶ人々のた

めの倶楽部のような存在だったようである。

東畑の入会のきっかけは、まだ院生のころに武田五ーから

新しい木造建築についての講演を依頼され、洋書から文献を

探してまとめて発表したことにあるそうだ。乙の講演の記録

かどうかは分からないが、f建築と社会j第13i1濁7号に“木

造建築の将来一楊式より扶式へ ・組積法より11翌着法へー"と

pう論文が掲載されている。東畑はこの論文で綱拭屋根と合

成材JJ妻着材(ヴ‘ェニア)の製造を紹介し、説明文はないもの

の、写真によって集成材によると思われるドームやヴオール

トの大架構の海外の新建築を数多く紹介している。この号は

「木造建築の将来jと題する特集号であるが、木とL寸材料

を日本の伝統的な建築材料として尊重しつつも、近代の要求

には耐えられない材料としてあまり積極的には 「将来jが諮

られていない論文が多い。そのような中で束畑の論文は|唯

協
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来
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-作品-業品!l
・*方文化学院京都研究所(!)/. 京都大学人文科学研究

所)(1929) 

.:tfr大阪ホテル(1934) 武田五一 ・竹股l建造・大阪市営
織の合作

中央も*~~百J紅i四日市工I劫
.広刷製$9J骨

・大阪駅前打行街地改造事業 〈大阪駅前I第 lピル (1970)、第
4ピル(1983)> 
-インテ yクス大阪(1985)

-国際1Eと緑の陣覧会政府苑(1990)
-千虫ライフサイエンスセンター (992)

新しい木造建築の方向を示し、具体的に木材の活用法を明快

に述べているものと言えよう。

このように西洋の文献からニュースを見つけて紹介するこ

とは、 『建築学研究jの編集を進める"1干札1:

を埋めていく工夫として東畑が度々周いた手法でで、ある。ル ・

コルビュジエを日本に初めて紹介したのも東畑だそうだ。簡

単そうに思えるが、膨大な情報からこれと思えるものを選択

するのは難しいことであろう。東畑のアンテナは、学生時代

から的確に近代的、合理的なものを敏感に捉えており、また

技術への関心が高かったと見ることができる。

学生時代には、武田五ーや森田鹿ーなど、指向こそ違え、

建築を芸術と捉える先輩に指導を受け、在学中には武田五ー

の下で東方文化学院京都研究所(現 ・京都大学人文科学研究

所)の設計に携わっている。

昭和]7年に巨大米へ視察旅行に出かけ、アメリカの技術力

と合理性に多くのことを学んだと言う。帰国後、設計事務所

を構え、工場などの産業建築を中心に合理的な建築を手がけ

た。東畑が事務所を構えた昭和初期には、昭和2年に関西

建築界の草分けの一人である河合浩蔵が、また昭和6年に

片岡石本事務所が事務所をたたんだ。一方、昭和]5年には

村矧事吾が独立している。関西の建築界においてもちょうど

世代交代の時期だったと考えられる。

東畑の建築界での活躍は、これ以降50年を超えるのだが、

東畑個人の建築「作品」として思い浮かべることができるも

のはあまりない。東畑自身、建築を芸術作品として考えては

おらず、自らを [建剣却市jと位置づけていた。また曜築

は技術のアッセンブリ一、事務所は』鮒諸句集団jを主義と

しており、自分自身は組織をまとめる役割に徹していたよう

である。いい建築をつくるには事務所経営の安定が必要と考

え、資産蓄積と運用にも気を配った。

建築協会会長として在任した 7年間には、日本建築総合

前験所の設立や、昭和45年の大阪万憾の建設計画に協力し

ている。会長退任挨拶によれば、これらの大きな出来事のほ

かに、毎月の仕事として 『建築と社会jがよくなったことと

人々の期血貯草章第

東方文化学院京都研究所

建築材料資料集の発行を良き思い出としてあげている。若い

ころから出版物の編集に携わることの多かった東畑らしい所

感と言える。

* 
東畑先生がお亡くなりになったのは、この80年史の編纂

も決まり、資料収集も進めていた平成10年4月29日のこと

である。そのf剖涯を見れば、まちがいなく草創期の日本建築

協会の機子を知っていたであろう最後の人物であり、 ご存命

中に直接お話が伺えなかったことが悔やまれる。

(橋寺知子)
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第 それぞtれの時代を担った人々の活動

塚本猛次内とたけじ)
-略歴

1910 10月16日静岡県制姉に生まれる

1934 東京帝国大学工学部建築学科卒業

長谷部 ・竹腰建築事務所入所

1950 臼建設計工務妹式会社発足。取締役大阪事務所長

1953 日建設計工務妹式会社常務取締役

1961 日建設計工務株式会社取締役副社長

工学博士の学位を取得

1964 財団法人日本建築総合試験所常任理事

1965 日建設計工務株式会社取締役社長

建築行政に対する功労者として大阪府知事より表彰

を受く

1969 建築技術の向上に尽くした功労により建設大臣より

表彰を受く

1 970 抹式会社日鐙設~ I と改称

1971 社団法人日本建築協会会長

藍綬褒章受章

1975大阪商工会議所議員

1976社団法人大阪建築士事務所協会会長

大阪市市民表彰受賞'

1977 妹式会社日建設計相談役

1979社団法人日本建築士事務所協会迎合会会長

1980慾設省中央建築士議査会委員受嘱

勲三等瑞宝章受章

1981 妹式会社日建設31最高顧問

大阪府建築審査会委員受l婦

塚本猛次は1910年10月16日、静岡県藤枝市に生まれた。

静岡高校を卒業後、東京帝国大学工学部建築学科に入学。

1934年、第54回生として卒業した。

卒業の年、長谷部・竹腰建築事務所に入所。やがて長谷部

鋭吉の次女と結婚し、清荒神の山の手にある長谷部邸の敷地

内に住まうこととなった。そのときの自邸は彼自身の設計で

ある。長谷部を追悼した文章で塚本は ipま考えると随分不

便なところへ土地を求めたものだと思う。小林一三氏が宝塚

へ電車をひいたことを考えたり、明治末年にはすでにガスが

ひけていたことを考えると、なんでもないようだが、おそら

くいまの建築家では考えつかぬかも知れない。そして、水も

はじめは荒神JIIからノTイプでひいて滞過して使った。いまで

は、かみ手の松茸山の水をせきとめて井戸をほってノ叫プを

ひいている。つまり自家水道である。」と述べている (r建築
と社会J1961年 3月号)。後には村野藤吾も長谷部を慕って

この近くに移り住んだので、塚本も長谷部を通して村野らと

交流していただろう。

塚本はもともと構造系の出身者であり、また組織内の紺舌

者としてきわめて優れた人物であった。しかし彼自身の担当

した建築設計に関してはあまり知られていない。担当した設

計として、戦後初の本格的銀行建築の一つ、 1953年竣工の

愛媛県 ・仔弓銀行本庖(平成9年度BELCA賞受賞)の建物

がある。当時、事館話志上などで取り上げられ、これがきっか

けとなって入宇土を決めた人も多かったという。

新住友ビル 1962 
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ところで、塚本の入所した長谷部 ・竹!l要建築事務所は、

1944年、住友土地工務に合併された。また翌年の終戦後に

は日本建設産業に改組された。このころの論文に「復興住宅

に就てJ(r建築と社会J1947年1.2月号)がある。終戦直後

は前川園男をはじめ多くの建築家がプレファブ住宅など戦災

復興住宅の建設に熱意を注いでいたが、塚本もまた構造家の

立場から復興住宅を論じていた。1950年、日本建設産業の

建築部は日建設計工務株式会社として分離独志したが、この

とき取締役大阪事務所長に就任している。重要な職に就きな

がらも「工場計画雑観J(r建築と社会J1954年3月号)な
どさまざまな文章を記しており、 J対府者としての面でも活躍

している。1961年には学位論文 『高層建築の構造設計に関

する研究(鉄骨鉄筋コンクリート構造について)Jを提出し

た。乙の論文では、大阪毎日放送会館、新住友ビルなどの構

造設計を例に、実物大の供試体を用いた実験に基づきながら

理論を構築し、鉄骨鉄筋コンクリート構造の合理的な設計理

神戸ポートタワー ril!築と社会J1964年5月号



1 982 社団法人日本建築協会r，~l会長

財団法人生I!築技術教l'm及センター里liτli
1990 -1来式会社日建設計名営施HI¥J
1997稼式会ネ1:nill設計名付顧問を退任

第 1章 人々の期創草

-論文 ・皆作

11担興住宅に就てJ(r建築と社会J1947年1，2月号)
「仁場計画維観JU建築と社会J1954年3月号)
「長谷部を追究!lしてJ(r建築と社会J1961年3月号 長
谷部鋭古特集)

・学1立論文 『高層i.l!築の構造設計に|刻する研究(鉄什鉄筋
コンクリート椛遣について)J1961年

論を導くことを試みている。

ところで塚本は枝市Ii渚としても優秀な人材であるが、その

本領はなんと言ってもバランスのとれた人柄である。その人

柄や経営感党が、 今日の日遅E設計の母胎をつく ったといって

も過言ではない。事務所の拡大に当たり、長谷部、 竹JI要の弟

子筋ばかりでなく全国から優秀な学生を募るなど次代を担う

人材を求めた。それもデザイン、構造、設備、工務 ・監理と

|岡t.い分野におよんで、いた。戦後しばらくの大手設計事務所

にとって、デザイン、構造・ 設備、工務・監理の三位イ本化

の重要性は多くの経蛍者が認j識していたであろうが、それを

第一に実践し、設計技術を組織化し得たのはやはり塚本の功

績と言えるだろう。もちろんこの背後には長谷部の卓越した

デザイン力や竹腰の櫛町創世に向かう視点とし吟倒流があっ

たのだが、 今日の日@設計におけるJ姉Iとあわせた設計思想、
の形成には、塚本の指導力が不可欠で、あった。

こうした経営者としても大きく手腕を発揮した塚本の人柄

日本万国博覧会会場 『建築と社会J1970年2丹号

を、所員たちはどう見ていたのだろうか。「好みを発言する

人ではなかった」とし寸言葉が、彼の人となりを語っている

だろう。組織の上に立つ人間として、自分の趣味を押しつけ

るのではなく、バランスよく所員たちの意見に耳を傾けたの

だろう。また「まじめで、太っHii:な人だった」という意見も興

味深い。

塚本は万国博覧会の翌年、1971年 4月に東畑謙三の跡を

継L、で第 5代の日本建築協会会長となった。このときの就

任のあいさつでは|建築界におきましては、大学、高校の先

生方、諸官庁の役職の方々、設計事務所、総合請負業、設備

業、材料業、各種工事業の方々などそれぞれの職域において

活動されておりますが、その職能は各異質のものがありませ

う。このような異質社会の結合発展こそ、本会のような権合

協会の特徴ある活動の方式であると思いますJ(f建築と社
会J1971年 4月号)と述べており、諸先輩の築き上げた伝
統を受け継ぎ、建築界が協力し発展することを目指していた。

塚本は、 1982年に名誉会長に就任するまで、12年にわたり

会長を務めた。

このほか、建設省中:9曜築士審査会委員、大阪府建築審査

会委員、 (紛日本建築士事務所協会連合会会長など、多くの公職

を務めた。また1971年藍綬褒章、1976年大阪市市民表彰、

1980年勲三等瑞宝章など多くの賞を受賞している。彼の人

柄は、長谷部 ・竹腰建築事務所の気風を受け継ぎながら、関

西ばかりでなく日本第一の設計事務所となった日建設計を均

衡のとれた設計組織として育てあげたこと、また関西建築界

の発展に大きく貢献されたことにあらわれている。

* 
本稿作成にあたり、株式会社日建設計取締安寺本敏則氏お

よび常任顧問大西孝夫氏よりご教示をいただきました。ここ

に記して感謝いたします。 (酒井 一光)

参考資料

『建掛臨 研押閣621日本建築学会 1962
-小西隆夫 『北浜五丁目十三番地までj妹式封印盤投計 1991 
『自由加十社内報J1998年 l月号
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編η〆』第 それぞれの時代を担った人々の活動

福田朝生 ω あさお)

1967 大阪万国博j以咋胞設問d也、設JI協力建築家に選任
1971 日本建築協会副会長 (-1981)

1982 日本建築協会会長

1984 10月18日逝去

-略歴

1917 4 J'129日誕生

1940 京都帝国大学建築学科卒業

同大学非常勤講師

兵役

1943 ピル7駐屯

1947 京都工業専門学校講師

1949 京都工会t縦fE大学講師
1951 同大学助教綬

1956 双昼社竹股ill築事務所常務取締役に就任
1966 同社担長に就任

1967 株式会社双星設計に改称、定款変更に伴い同社代表

取klil役に就任

福田朝生は1917年4月29日に長崎県に生まれ、京都市で

育つ。1934年、京都府立一中(現洛北高校)から 4年修了で

旧制三高に合格、 1937年京都帝国大学建築学科に進学し、

森田慶一の燕陶を受ける。1940年に卒業し、そのまま母校

で設計演習の非常製房融市を務める。しかし、同年末に出征、

1943年以降ピルマに駐屯する。終戦後2年を経た1947年に

ようやく復員でき、この年の 9月から京都工業専門学校

(京都高等工芸学校が1944年に改称したもの)で教鞭を執

ることとなる。同校が学制改革で1949年に京都工芸繊維大

学工芸学部に改組されると、福田は当初は講師、 1951年か

ら助教授を務め、建築計画学を専攻する。

1956年4月、竹腰l建造に招かれて双星社竹腰建築事務所

に入所、常務取3樹~となる。 事務所のt針祉唱をさがしていた

竹腰が京大教授の棚橋諒に相談し、棚橋が福田を推薦したの

だと言われる 。 双星社は元来、長谷部竹JI要望~-ç務所の住宅部門

として出発した事務所だが、福田が入所したころには所員数

は30名を超える大組織になっていた。住友工作部時代から

のベテランも多く、まだ40蔵にもならないうちに役員待遇

で入社した福田はいささかの気苦労もあったようだ。

しかし、計画学の研究者としての蓄積を生かして、病院建

築の設計を中心に大きな成果を収め、今日の基盤を築く 。

1966年には竹腰に代わって社長に就任し、翌67年に事務所

名を双星設計と改める。

福田朝生の設計に対する関与のあり方は、初期には竹JI要が

スケッチを描き、福田がプランをまとめるというかたちが多

かったようだが(典型的には大阪市長公館 (1959年))、や

がて福田が総合フ。ロデューサーとしての役割を果たすように

なってLベ 。すなわち、福田が配置計画 ・平面計画について

基本的なアイデアを提示し、所員がそれを詰め、立面を考え

るとL寸手順であった。福田の場合、形態的イメージやディ

テールから発想するというようなことは好まず、常に計画'当

的な思考に基づいていた。彼は森田慶一門下ではあるが、吉

武泰水や浦良ーと親しく、設計手法の上では吉武計画学の嫡

流に位置付けることができる。

双星社では竹腰健造の意向で作品をジャーナリズムに発表

することが少なく、福田の業績も外にはあまり知られていな

い。先述のように、もっとも作品で多いのが病院、樹雌設

であって、 20件近くを数える。福田の病院建築の特徴とし
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石川県立中央病院



-作品

1963 塑マリア病院
1964 大阪大学医学部付属病院第 lJUI 
1965 大阪市立住吉市民病院
1970 大阪万図博覧会シンボルゾーン大屋縦(科学技術庁長官賞)
1971 大阪府立成人病センター
1976 石川県立中央病院(中部建築:rtl
石川県児童会館(中部建築賞)

1978 大阪府立老人総合センター
1981 箕面市立病院
1982 大阪市立工業試験冴
金閥会学園短期大学

1994 石川県産業展示館 1-4号館基本31'jj!jj

第l'章 人々の期創草

て、病室の面積が日本の水準よりも余裕を持っていることが

挙げられる。 これによって、最近の拡大傾向に t1!~理なく対

応することができ、 今になってその先進性が再認識されてい

る。福田の合理主義が単純な経済原則によるものではなく、

施設の本質に立ち返って考えつめられたものであることがこ

こからもうかがえる。

作品に石川県下に建つものが多いが、これは岡県知事の中

西陽ーが三高の同級であった縁による。なかでも石川県立中

期丙院は特に精魂を傾けた作品とされる。また、石川県児童

会館は自然の多い周辺環境になじむよう 2階建てに抑え、

色彩もモノトーンという落ち着いたデザインで、この種の施

設にありがちな派手さを一切捨てている。そこに見られる控

えめさ一一人聞が主役であり、建築は舞台にすぎないと考え

る司信喪一ーが福田中)性の何よりの特徴であろう。こうした発

想は竹腰健造にも共通するものであり、今日の双星設計にも

脈々と流れている。

福田朝生を知る人はそろって、彼の性格はきまじめであり、

J1I1康面であったと語る。いわゆる営業活動を嫌い、ボウリン

グ場などは依頼があっても断るような職能意識を保持してい

た。その一方で、すこぶる面倒見がよく、品切享で、部下に対

して頭ごなしに怒るようなことはなかった。

福田の活動のなかで特筆すべきは、 1967年に大阪万国陣

覧会基幹施設配置設計協力建築家12名のうちの一人に選ば

れたことだ。福田は神谷宏、冶とともにシンボルゾーンを覆う

大屋根の設計を担当する。同時に丹下健三フ。ロテずューサーを

補佐 ・代行する役割を受け持って、全体の調整にあたった。

万博というだれもがオサ丞験の大事業、しかも個性の強い建築

家の協調設計という困難な課題であったが、福田は協力建築

家12名中の最年長者として職務をリ ードし、円滑な運営を

実現するのにあず、かつて力があった。

日本建築協会においては、 1971年から81年まで副会長を

務めたのち、塚本猛次の後を受けて82年に会長に就任した。

その時点では協会の事務所は1口兵の近畿廷喋会館にあった。
この建物は、 1925年に建設された旧伊藤邸を1956年に購入

したものだが、同館を共同で購入した建築学会近畿支部、大

関荷建築士会などはすでに転出し、建物自体の老朽化も目立

っていた。福田会長はここにおいて強いリーダーシップを発

揮し、 1983年7月の名誉会長 ・正副会長打合会において、

会館の売却と事務所移転の方針を決定する。そしてこの年の

暮れにはすほの大阪駅前第3ビルへの移転を遂行し、明け

て1984年 1月には新事務所の披露パーティを開催するにい

たった。ところがその夏に福田は体調を崩して入院、 10月

18日急逝したのである。

万博での業績に対して1970年に日本建築学会万国博特別

賞を授与された。また建築文化への貢献に対して1972年に

大駒市知事表彰を受けた。

(石田潤一郎)

石川県児童会館

大阪市立工業試験所
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

佐野正一(さのしよういち)
-略歴

1921 1月IOn誕生

1942 東京帝国大学建築学科卒業

鉄道省人省、出征

1945鉄道符に復帰

1 955 株式会社安;)1 建築設計 'I~務所に人所

1961 同社社長に就任

1978 日本建築協会副会長 (-1984)

1984 同協会会長(ー1994)

1989安:11建築設31市務所会長に就任

1994 日本建築協会r， ~*.会長

-作品

1952 国鉄}i(1fII駅
1957 大阪ガス京都支社

1958 サントリーl-li崎椴造所 (11本主II築学会，J't)

1959 野村誼券本社ピル新館

1962天王寺民衆駅
1964 東海道新幹線駅合 (1二|本m高学会，l't)

1966 大阪ガスビル新館

1969・81 大阪l司際空E港ター ミナルピル

1983 大阪空ー ミナルピル

1986 サントリーホール

1999 東京国立憾物館刊北館

佐野正ーは1921年 1月10日、佐野文郎、コハルの長男と

て大阪市南区悲田院町に生まれ、神戸市東郊の御影で育った。

1933年、 7年制の旧制大阪府立浪速高校に入学、ここで佐

治持文三と相知る。

1940年4月に東京帝国大学工学部建築学科に入学する。

絵が得意であったことから選んだのだという。ちなみに、家

族ぐるみで交際のあったまヲ十武雌に相談に行ったところ、特

別な才能がないとだめだから、とあまり勧めなかったらしい。

入学後、太平泊向俄争が勃発し、このため修学期間が半年短

縮され、 1942年 9月に繰り上げ卒業となる。同期生には芦

原義信、池辺!場、 15原尚、大沢秀行、 IJ¥I隔祥一郎、吉野，!町宮

らがいる。佐野は在学中から設計製図に(愛れた能力を見せ、

毎年辰野ttを得る。卒業論文は浜田稔の指導で軽量コンクリ

ー卜の研究を行い、卒業設計は科学技術文化センターを題材

とした。

卒業後は大蔵省営繕管財局への主制裁が内定していたが、同

省オ支師から東大助教授へ戻っていた吉武泰水のアドバイスで

志望を変え、 3失道省に就職する。しかし、任官後すぐさま海

軍J封附寺校として軍役に就くこととなり、南太平洋のマーシ

ャル群島で、終戦を迎える。

復員後、鉄道省(のち運輸省、国鉄)に復職し、京都駅

(1952年)などを担当する。この間、 1946年に安井武雄の

長女、理と結婚する。1955年、安井武雄が病に倒れ、佐野

は請われて安井建築設計事務所に入社する乙ととなる。112査

役 ・取締役を経て、 1961年に社長に就任、 1989年に会長と

なり現在に至る。

佐野正ーは安jニ|事務所に入所後、実質的には事務所の運営

を主宰してきた。彼によって、事務所の性格は安井武雄の個

人事務所から、来日織事務所へと転換していくことになる。そ

の変化がもたらしたものについて、佐野自身は 「事務所を梢

成するJ鮒'Iの各分野をノTランスよく充実を図っていくとと」

と「事務所の運営を経営的に考える姿勢』リを挙げている。そ

して前者をさらに噛み砕いてこう語る一 「私どもが目指して

きたことは、組織を強化して多彩な提案能力を持つような事
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務所にしたい、ということでした。それは、怠匠設計の部分

だけでなく 、構造技術で、も設備の技術で、もあるいはプレゼン

テーシ ョンの技術、そうL、うL、ろいろな部門で新しpものに

蓄積をしていきたい。それによって、経済社会の信頼を確実

なものにしていく」。そしてさらにまた 「私らがやっている

仕事は、最も完壁な建築技術をやろうとしているjと述べる

(r建築匝撒』第25巻第215号)。
現実の社会において、建築はそれぞれに解決しなければな

らない多くの問題に遭遇する。その問題をL功、に的確に把握

し、いかに説得力のある解答を与えるか、この点において佐

野が率いる安井事務所はきわめてすぐれた成果を上げてきた。

業務の中心は金副I臓関のオフィスビルであったが、そこでは、

あらゆる災害を想定してそれらに完全に耐える性能を獲得し、

事務機械を支える複雑な機械設備を統御した上で、良好な執

務空間を提供するという一筋のF国各を探る営為が要求される。

佐野は最初期の野村謹券本社ビル新館から大和]~R行本庖、新

宿野村ビル、さくら銀行関西本部ピルにいたるまで、その困

難な要請に応えつづけてきた。また、彼は建築計画学の発想、

をいち早く取り入れて、交通力包設における乗客の移動 ・滞留

をはじめて的確にコントロールする方法を昨はした。天王寺

民衆駅 (1962年)、東海道新幹線駅舎 (1964年)、大阪国際

空港ターミナルビル (1969・81年)などがその成果である。

構造而の知貴でいえば、阪神大震災で損傷を受けた作品が皆

無であったことがなによりの証左であるし、設備については、

サントリーホール(1986年)の音響の良さが成果の代表で

あろう。

社会からの要請にJ指向でもって適切に応答することを第

義に置く盗勢は、終戦直後の貧寒たる時代に建築家として出

発せざるをえなかったという 世代的な特質で、もあるだろう。

だが、鉄道省|時代に合理主義的建築論の旗手であった伊藤滋

のもとで学んだところも大きかったと思われる。

ただ、彼が建築をすべて技術的所産と捉えているわけでは

ないことは明らかである。サントリー山崎醸造所(1958

年)では、茶褐色のタイルと金色のエンプレムでファサード
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を桃成して、天王山山麓の風敢に配f直しつつ、格調のある大

衆性とでもいうべき効果を得た。また、安井武雄の旧作に増

築を加えた野村誼券本社ビル新館 (1959年)、大阪ガスビル

新館 (1966年)の 2作品で、は、既存部分の意匠の美点を受

け継ぎながら、さらに現代的な政党を加えて、増築の手本と

pうべき成果を上げてpる。そのような佐野は伊藤滋の合理

性を高く評価しながら、 一方で機能寸亙倒の駅舎は機能が変

化すると存在意義を失っていくと指摘するのである。こうし

た意匠に対する深い思いが、実務家としての明敏さを見事に

支えているといってよい。

佐野は白木建築協会においては、 1956年に理事に就任、

1978年から副会長を務め、 1984年に福田朝生急逝のあとを

受けて会長に就任、以後約10年間の長きにわたってその重

責を果たし、 1994年に名誉会長となる。会長在任中の業績

としては、 70周年記念事業の一環としての「日本建築協会

賞jの創設、委員会制度の活性化、事務局の充実、 地方支部

の整理、在阪建築13団体の協会技術分野への加盟推進など

が挙げられる。

このほかの建築職能団体でも積極的に活動し、 1956年ご

ろから日本建築家協会関西支部設立に尽力し、 1960年間協

会理事、 1969年関西支部長に就任した。1974年には大阪建

築士事務所協会の設立にあたり、 1988年には同協会の全国

組織である日本建築士事務所協会連合会副会長となり、

1990年からは会長を務め (94年まで)、現在名誉会長で、ある。

この間大阪建築士事務所協会では1990年に会長に就任し、

現在に至る。このほ州社総合デザイナー協会副理事長、側)日

本建築総合試験所理事など広範な団体活動にたずさわってい

る。

彼の社会的功績に対しては、 1972年に大阪府知事表彰、

1985年に藍綬褒章、1991年に勲三等瑞宝章、1994年に大阪

市民表彰が贈られている。

(石田i問一郎)

野村謹券本社ビル新館

大阪ターミナルビル 撮影/束尚消彦

サントリ ーホール
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葛野壮一郎(カどのういう
‘ ..... -略歴

1880 大阪府立ぬ郡池田町に生まれる
1905 東京帝国大学建築学科卒業
もお可工務所神奈川県抜獅 大阪府技師を絞る

1919 :fJ野他築事務所開設
1917 日本建築協会副会長・理事 (-1921)

1944 1月18日逝去。65歳

・主な作品

旧大阪府庁舎泊築、大阪府立貿易館、大阪府立医科大学病
院、日本紙業、大江ピルヂング、丸善、東洋製減、宮崎県

公会堂及び議事堂、 日本電力蟹寺発電所、 日本1rll鋼、 天王
寺高等女学校、別格別院善福寺、 中央電気倶楽部、明星商

業学校、大阪倍行社小学校、 日本1.臣解製鉄所東京工場、発

動機製造、 守谷商会大阪支底、朝日:神明社

・主な論文

「公立大音楽堂の創設を望むJ(i建築と社会J(掲載誌以
下同じ)1921年 l月号)

「住宅研宛1)ベ叫 (1921年 1-3、7、9、11月号)

「共同住宅の経営J(1923年 l月号)
「イーストマン劇場及音楽学校J(1923年5丹号)
「婦人に必要な住宅の知議J(1924年8月号)
「家相流布の原因と其本質!原理J(1927年l丹号)
f住宅と家相問題J(1929年5月号)
「小住宅の研究J(1931年4月号)
「旧府庁舎の建築J(1931年5月号)

葛野氏の先祖は、平安時代に遣唐大使を務めた藤原葛野麻

目まで遡る。葛野姓は、後喬の藤原輝光が山城国葛野郡の領

有を機に葛野兵律背わtと改名したことにより、同家は葛野本
家として、現在も池田市に託明寺として存続している。葛野

壮一郎は、葛野分家の八代目にあたる。同分家は、和歌や絵

の才に恵まれた家系で、ことに 5代目宜春斉は、現在も池

田の文化史に名を残す才人である (r託明寺の歴史J)。

葛野は、明治38年に東京帝国大学を卒業し、横河工務所

・神奈川ノ県技師 ・大阪府技師を経て、大正8年に大阪工務

所(後に葛野建築事務所)を大阪市北区安治J11大通りに開設

した(牧田知子「近代住空間の理念」日本建築学会梗概集

1994年)。また、日本建築協会創設時より、副会長 ・理事を

務めるとともに、機関誌 I建築と社会」に、住宅や家相など

に関する多くの論文を発表し、円主」についての意識の向上、

改革の啓蒙を行った。

葛野の作品は、屋根頂部以外は装飾をおさえ、平滑な壁面

の意匠による大江ビル(大正10年)、エキゾチックなインド

・東南アジアスタイル(石田潤一郎他 『近代建築ガイドブッ

ク[関西編]J昭和59年)の別格別院善福寺(昭和 4年)、

タイル目地の陰影により豊かな表情を見せる中央電気倶楽部

(昭和 5年)、玄関周囲に文様を施した大阪借行社(現追手

門)小学校本館(昭和 6年)、和風の朝日神明社(昭和 6

年)と、多様な手法でデザインされているが、装飾は全般に

ひかえめである。乙の傾向は、すでに卒業設計(オペラハウ

ス)で見られ、装飾を抑えたデザインにはゼツエッショ ンの

影響が感じられる(写真)とともに、細部の意匠に彼の力量

をうかがうことがで、きる。

葛野については、「…油も水彩もやり、また三高時代には

『くれなゐjの号で明星派の歌に熱中した時代もあったJ

(伊達俊光 『大大阪と文化j昭和17年)と、その多才ぶり

が知られるが、大正7年には、 「…大阪の資産階級や智識階

級の文化人を集めた楽友会」の設立に関係した(前掲 『大大

阪と文化J)。音楽との関係の深さは、彼の卒業設計がオペラ

ノ、ウスであることからもうかがえるが、大正10年には 「公
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葛野の卒業設計「オペラハウス」

立大音楽堂の創設を望むjを発表し、劣悪な住環境のもとで

生活する都市居住者に対し、「……其団体生活に於ける組織

統一に対する根本自覚を培ふのは、 音楽に勝る物は無いので

有るJと、音楽の効用を高らかにうたいあげている。

楽友会は、大正8年には音楽文化宣揚のために公的な活

動を行うが、同15年に金曜談話会(後、金曜倶楽部、錦耀

倶楽部)として発展的に解消した。この問、同会は250回の

講演会を催し、葛野は、「コンクリートと生活Jr大阪と高層
建築Jの演題で、講演を行っている。なお、講演者には、話諸

小路実篤、魚澄惣五郎、相l涼悦、 会津八ーなど、多才な顔ぶ

れが見られる。また、女子教育にも熱心で、 「…新女性主義

の教育を施し、 f聞主教養の実を挙」げるために創設された大

阪文化女塾(前掲 f大大阪と文化J)の講師を、東大の同窓

生 ・本野精吾とともに務めている。

以上のように、葛野壮一郎は、建築家として 「時代の要求

に対する住環境に対する献身的な示唆J(前掲牧田論文)を

行う一方で、知識人 ・文化人として西洋音楽の導入を機に、

様々な文化活動に参加するとともに、女子教育にもかかわる

など、多方面にわたる活動を行った。

葛野には子息がなく、昭和20年シノ夫人逝去により葛野

分家は;在家した。 (植松清志)

本稿包草に際し、元関西大学教関|巴岡崎三先生、託明寺住臓葛野!燐

規氏から多くのご教示をいただきました。末筆ながら記して感謝申し

上げます。
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勉
-目指歴

1880 10月府予県椛Iffilrllに生まれる
1903 第二高等学校卒業

1906 東京帝国大学卒業
1908 司法省技帥 (-1922)

1920 大阪盟主信柱E築湯(ー1922)
1922 jl'lfi寅松下建築事務所設立
1930 日本エレベーター製造

1933 大阪締本組
1936 1.庭向来日大阪営業所属111¥1
1940脱ぬ組台湾営業所長
1944 本社 (-1947)、同社ifill'，1(-1956) 
1960 12月23日逝去

横j責勉は明治13年感岡に生まれ、第二高等学校から東京

帝国大学建築学科に進んだ。明治39年卒業の同期生には岡

田信一郎、松井賞太郎、本野精吾などがいた。

卒業後、東京市技師となるが、 2年後の明治41年には司

法省に移り、豊多摩監獄や、大阪控調l完・地方及び区裁判所

等の設計監督に当たった。この問、大正 7、8年ごろには

イギリスに視察に出かけ、 「英国に於ける田園都市(リ ッチ

ワース)とその戦後」として 「建築書館討 に調査報告がなさ

れている。

大正9年には東京区裁判所の仕事に携わるが、その後大

正11年6月に休職するまでのことは不詳である。

しかし大阪には在住していたらしく、日本建築協会の理事

・理事長もっとめ、カモ10年には 『建築と社会jの編集に、

大正11年には 「住宅改造博覧会jの開催・運営に当たり、

「好成績」をもって成功に導pた。横漬は住宅改造に女性の

学習、意識なくしてありえないと考え、「実践家政」として

生活科学を学ぶことを説いた。

また、横演は概ヶ丘の住宅改造博終了後、大林組出品{主宅

(B)を購入、居住した。それは19，371.37円(土地建物、

家具、暖房設備、庭園など外梢を含む)と高価で、あったが、

この洋風改造住宅での椅子式生活を好んだ。

戦後、この住宅を譲り受けた伊勢芳吉(元ダイハツ工期上

長)は、横~賓のことを知る数少ない人で、次のように語って

いる。「横濃さんは東大の建築科を出られた偉い方で、しか

も大変ハイカラだった。家を譲っていただくとき、その検漬

さんが一つだけ条件を出された。この家に愛着があるので、

大阪に出てきたときにはせひ泊めて欲しい、そうpう条件で

す。私もとてもうれしく思って、検演さんのために部屋を

つ空けておきました。…(中略)…

ずいぶんいろいろな方とお付き合いがあったらしく、この

家が関西名士の社交場とpった感じになっていたようです」

(，大正 『住宅博覧会jの夢J別冊INAXBOOKLET)。
横j賓は大正11年横沼松下建築事務所を、 翌年には横漬建

築事務所として設立するが、仕事はI~!Xであった。 しかし当時

-作Jhl
1910 九卜銀行本脂 (lli刻出，j，li)
1915 .¥!2多1ft.監獄(後藤慶二とJU1i1、東京)
1916大阪拘.iIF院地点及び区成判所(，l，-F啓次郎とJU司、
大阪市)

1922 Iτl本海 l二i呆険(大阪市)
1930 森|河興業k.k.(東京郎)

・論文 IIC'J): 
1919英国に於けるl封l到郷市とJt戦後 (r建築維誌J)
1921 青Mi改造と民衆保健(以下、 m築と社会J)
1923 文化生活とl士l図都市

1923 住宅改造問覧会の主命ー孜がk子の化学的知議の岱
及を切望す

~ 

大阪控訴院・地方及び区裁判所

大阪監獄 日本海上保険

「歳末漫話十題」として「建築と社会」昭和2年12月号に

記された横演の考えは、いずれもその後の建築と都市を見据

えたものである。それは、建築機械のリース会社の設立、建

築高の最(邸艮度を定めて都市景観を整えること、都市"VJ、公
園を設けることなど10項目に及んで、いる。

機潰はその後、昭和11年には鹿島組(鹿島建設)大阪営

業所に入社することになる。以後、情l宇土の宮古出張所で、鉱山

関連の工事に当たり、昭和15年には台湾営業所長として業

務に当たるが、昭和20年には材土に戻る。

しかし設計業務をV.iI~れてから、特に大阪を離れての活躍の

姿はうかがい知ることができない。

(吉田高子)

* 
東北大学記念資料室、}琵向建設社史資料室、並びに細野耕司氏の

協力を受けた。
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松本高象(れもとうう
1927 大林組監査役

1930 大林組顧問

1945 9月16日逝去。事年74歳

・建築作品

1915 曽根崎新地歌舞練場(大阪市)

1919 平賀義美邸(現在、 )11西l阿部土館)

1922 住宅改造防覧会出品住宅和風A号(箕面市)

-略歴

1871 2月16日熊本県菊池郡飽門村に生まれる

1896 東京高等工業学校管理工学教員養成所建築科卒業。

郷里にて-11寺期教員として勤める

1897 熊本県内務部営繕謀技手

1906 大林組に入社

1916 大林組建築部長

1918 大林組は合資会社より株式会社となる

1920 大林義雄社長に随行しアメリカを視苦言。

大林組取締役(現業部長兼務)

1922 日本建築協会主催 「住宅改造防覧会」

大林組ιw，委員長
1924 大林組常務E側布役

明治25年創業の歴史を持つ大林組は、明治37年に社名を

「大林組」と定め東京事務所を開設し、明治42年に合資会

社大林組を設立 している。そうした時期の明治39年に大林

組入りした松本属象は、 草創期の設計部門を先導する役割を

担った建築投古市であった。調揮、その設計部門が建築部とし

て組織づけられたのは大正5年で、松本は初代の建築部長

に就き、大正年聞を通じて建築部の活動をt刻苦したのである。

松本属象は明治4年2月16日熊本県菊池郡に生まれ、 明

治29年に東京高等工業学校管理工学教員養成所建築科を卒

業して熊本県庁に奉職し、 10年余り官庁建築にかかわる経

験を持っていた。一方、大林組は日露紛争前後の時期に、そ

の組織基盤を固めるため広く人材を求め、 J封僻初こも学士の

J封jl消占を採用している。その一人が松本であり、先年の明治

38年には工部大学校出身のげ糊欽哉、 明治41年には富田義

敬、明治42年には東京帝大卒の岡胤信が入社している。

入社後の履歴によると、 明治末に鉾鶴、尼崎で、の外勤がつ

づいたが、大正2年に本庖に戻るや曽根崎新地歌舞練場を

担当し、大正 4年に竣工させている。それは鉄骨トラスな

ど近代的工法を用いた和風謹築で、特色ある演舞場建築とし

て世に知られ、松本の初期代表作品に挙げられるもので、ある。

との仕事で設計施工の一貫性による利点を強く印象づけたと

言われ、大正5年に建築部長に就いている。

ところで創業者の大林芳五郎は大正5年 1月に没し、嗣

子の大林義雄が 2代社長に就いていた。大正 7年に至り、

株式会社大林組が設立されるが、松本はその設立発起人とし

て名を連ねている。そうした時期に松本は平賀義美博士邸と

L、う珠玉のような西洋館の設計を行っている。博士は明治

11年に大学校南校卒業後、英国オーエンス大学で化学染料

に関する分野を学び明治14年に帰国した化学者で、教育及

び童業界にも広く貢献した人であった。氏が関西での活動に

本!躍を入れるに|捺して計画されたもので、、建築工事を託され

た鴻池組より求められて設計を担当したと言われている。松

本はこの西洋館の近くに敷地を得て、昭和 2年に自邸を建

てている(設計は三原清治)。
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さて、松本の履歴によると、大正後半期における社内での

二なる活動に、次の2件が挙げられている。一つは大林義

雄社長に随行して大正9年に米国建築視察に出たことであ

る。そしてその知見を下に「実質'加算報酬式請負奨励に就

てJ(r建築と社会j大正10年8円)述べている。

つぎに大正11年、 円本建築協会主催の住宅改造博覧会出

品委員長に任命され、社内の鈴木甫、木村得三郎とともに尽

力したことである。この博覧会は当時協会屈指の尋喋で、大

正10年2月に準備委員会が組織されて始まる。その委員に

大林組からは大林賢四郎、白杉嘉明三、そして松本属象の三

氏が名を連ね、積極的にかかわっていた。松本は委員長とし

て社内で設計コンペを行い、スパニッシュ繰式の三木栄逸案

をl等に選出した。大正11年に建ったこの住宅は、大林組

が阪神間に建てた最初のスパニッシュ住宅としての栄誉を担

うものとなる。もう一棟の出品住宅は松本自身の設言一|による

もので、、相 |風を現f\風に改良した 「ジャ J ~ニーズ ・ ノ fンガロ

ー」と称した和均等庁衷住宅であった。

出品住宅和風A号 m宅改造博覧会 大林組出品Aほ住宅出品住宅図USJより

なお松本高象は大正14年日本建築協会理事長として、昭

利12年副会長としてその任を果たしている。 (11形劇l百)

資料足立裕司 i'H':!義美山師歴史と羽田 1988年
大榊iIl設計本部諦付雌I白川大村噺凶謀議証書11伝j、杓茨9年
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~ r:二二E主
刀ミ 犬厭 (そうひょうぞう)

.OIiIJ経
1864 3 J 129L1、江戸の滞邸に生まれる
1885 Jlti;(大学予備I"J卒業
1887 第一高等中学校卒業、帝国大学工科大学造家学科入

川令

1890 干i'i凶大学工科大学造家学科卒業、同期lに横河氏側、
~ 1'4Ti行|がいた

1891 帝凶条良h~物館設計のため宮内省に入る

189'1 帝国条良h1i物館及び帝国京都陣物館の工事に関係す
る

1895 東京TIH主(íli。 淀総浄水場の総築工 'I~に関係する

1898潟可fi守技(:iliとなり、被須ti鎖守府経旦II部建築;l'，l!日と
なる

1904 英米独各国にWJ'J.長
1905 ~帝国後、横須賀海軍経略!部建築課長となる
1906 高等官三等となる。6月海軍省を退験し、合名会社
藤田組に入る

1907 合名会社放出制l臨H事建築主任となり、本庖の建築工
司王に係る

1913本底の完戎により脱出組を退社、独立して宗建築設
計事務所を開設する

1917 関首位築協会前11立総会に出席、埋事となる
1923 大阪市美術協会美術会員l二舶泊される
1925 日本辿築協会日11会長
1931 事務所を閉鎖する
1944 1月30目的|河市にて逝去。享年81歳

“消脂鶴の如しとは実に宗さんを形容したような言だ。温

)Im旺のやうな住揃とその風采は、何びとにも畏敬と欣慕の念

を起さしめる。全く宗さんは関西建築界の長老と して唯ひと

りしかない人である。謙譲の人でもあり徳望の人でもある"。

これはUi'5和 2年の “新建築" 3月号にのった“宗兵蔵氏の

作品と懐IFI談"の一節である。

まことに適切に彼の人柄の一端を伝える記述と言えよう。

宗兵蔵は旧福島藩士宗龍j~lの長男として元治元年江戸の

藩邸に生まれ、第一高等中学校から帝国大学工科大学造家学

科に進み、明治23年に卒業している。彼は片岡安の 7年先

輩であるのみでなく、年齢も12蔵年上であった。それにも

かかわらず、彼は建築協会の創設に関して片岡安に協力し、

この会の運営や指向について、 多くの助言を行ったのではな

L、かと思われる。これはこの協会の建築界や社会に対する役

割について、その重要性を深く理解していたからにほかなら

ない。彼は協会の第 l回大会が大正7年12月5日聞かれる

のに|捺し、その準備から多訪包までを担当した。この大会は、

第1回であったので大阪市高級助役関一、建築学会から佐

野利器副会長らが講演し、 会場となった完成聞もない中央公

会堂に約2，000名の聴衆が集まったとされる。

宗兵蔵は明治39年横須賀鎮守府の建築課長の職を退き、

大阪にあった藤田組の本庖建築のため、来阪することとなっ

た。この建築は戦災を受けるが、近年まで堂島川出入橋の際

に堂々と した格調の高い洋風建築として残っていた。彼の作

風をみると、出凍された様式建築のl味わいが澗享に出ていて、

見る人に心地よい印象を与える作品が多い。

宗兵i誌は大正 2年藤田組を辞して、自ら建築設計事務所

を聞くこととなる。その作品の範囲は、大阪市役所関係で、

久宝尋常高等小学校、南区役所庁舎、柴島浄水場l早IJ筒室のほ

か、中之島に架かる獅子像をもっ却針皮橋の設計を手がけた。

民間の建|勿でも生駒時計屈、千代田生命保険、北?兵ビルなど

多数に上っている。

宗建築事務所には、住友営1:苦から転じた設計の上手な{副菜

彰美、本田二郎(東大、大正7年)、京大第 l回卒業生の大

藤田組

本庖

大阪回生

病院本館

大阪難波橋

倉三郎、その後輩の脇永一雄らがいた。脇永は大倉が昭和

2年京大営繕に移ったため、その後任として入所している。

堺筋に面して建つ生駒時計庖は、大倉の原案に脇永がその後

を引き受けて仕上げたものと言う。宗事務所の作品には住宅

も多く、須磨の内田信也凪1、住吉村の松岡道治邸などがそれ

である。宗兵蔵は明治末から阪神間の住吉村に住み、同地に

住む大阪の財界人との交流も深く 、旧制甲南高等学校校舎、

旧制灘中学校校舎も彼の作品で、あった。昭和 6年事務所を

閉鎖した後、静岡市に移り、同地で没した。

(坂本勝比古)
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編ηζ
 第 それぞれの時代を担った人々 の活動

園部文雄(そのべあやお)
-目制限

1890 3 }c123 EI、和歌山県海草加有l)J村大字国部に生まれ

る

1910 第三高等学校予科第二部叩l'J~卒業

1913 東J江市凶大学建築学科卒業

1914 第l師団経旦Hffl5服民
1915 ，'i!;j守備軍陸軍経理部臨時雇員
1916 1培111妓I:m(大阪砲兵工廠(，j-)
1919 ，守山守備軍陸軍経埋部附

1920 節目師団留守経理部附

1921 第16師団経理部附

1922 大阪市技(:ili(都市計画期時折有識!設計係)

1924 日本建築協会理事 (-1925)

1927 臥;米各凶へ出保

1931 大阪市を退職

1932 121'1171:1逝去

・論文

ii'N;jの市役剖!~事J (1建築維誌」大11'_5 il三7-12月号)

園部家は、 和歌山県海草郡有功村 u克和歌山市園部)にお
いて古くから庄屋を務めた家柄で、嘉永年間に建築された家

屋は風雪に耐えその歴史を刻んで、いる。園部文雄は、明治

23年同地に生まれ、第三高等学校を経て東京帝大へ進んだ。

11没学校への進学がまれであった当時において、 三高から帝

大まで進んだことは、 地元においても有名であった。

帝大在学中の学生生活については詳らかにしないが、テー

マが IMemorialArt GalleryJとしミう卒業設計が残されてい

る。平面は、 中央部にホールを設けた左右対称形で、立面は、

中央ホールの上部にパリのパンテオンを思わせるドームを載

せ、正面にはコ リント式オーダーを用い、壁面やぺディメン

トなどを単純化したネオクラシシズム様式でまとめている。

大正2年東京帝国大学卒業後、第一師団経理部などを経

て、同11年大阪市に勤務するとともに、同年10月に開校し

た関西工学専修学校において、都市計画を講じている (r大
阪工大摂南大学70年史j1992年)。さらに、大正13・14年に

は日本建築協会の理事を務めている。市役所では、 1"・学殖

あり、経験あり、才気あり…村正の名刀を以て目され ・↑百淡

活調の人一-市役所内に於ても氏の如きは最も未来ある第一人

者…」と評価されている(升谷天恵 『大阪新人大観j大正

14年)。

園部の活動については不明な点が多いが、ここでは、園部

家に残されている医師 と、設計に関与した中央卸売市場につ

いて紹介したい。

画官僻 唱 11~ i.loI t~ 花氏 11

議院建築コンペ応募作品
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図面には 「議院建築意匠応募設計図」とレタリングされ、

「収受番号六四号jとpうラベルが貼られていることから、

大正 7年9月の議院建築コンペに応募した作品であること

が分かる。このコンペは、与えられた平面図をもとに立面を

提案するデザインコンぺで、 200m余におよぶ建物の高さが

3階に限定されるため、立国の変化をどのように付けるか

が大きなポイン 卜であったと言える。園部は、 中央音1)にドー

ムを載せる案を示している(写莫)。なお、図面には、当時

のコンペの慣習に従い 「山桜」とL寸暗号が記されている。

昭和2年10月にパリ、ロン ドン、ハンブルグ、ミュンへ

ン、ローマ、フランクフル ト、 ボス トンなどの欧米の主要都

市へ市場界の視察に出かけ、同 3年4月27日に横浜に帰港

した。その結果、パリは、肉と野菜が中心であるが、少し狭

い、建物も古く、掃除も不行き届きである。ロンドンは、肉

市場が盛んであるが、港から約11km余も離れている点を指

摘してL唱 。ハンブルグでは、荷揚場や高蛸3誌などが設けら

れている点に、改良の工夫を見ている。また、ヨーロッノTで

は、 地下鉄道や高架鉄道があるからそれを利用すれば日姐分

面白い設計が出来る」と建築家らしい感想を述べているが、

参考になる点が少なかったらしく、 「…日本は日本として国

民性に合致した独特のものをつくらねばならなpJことを痛

感している。そこに新しL、古11市施設としての中央市場をつく

ろうとする心意気が感じられる。彼が中央市場設計のどの部

分に関与したかは具体的には不明であるが、 視諜同行者が産

業部長であったことを考臆すると、設計のt針舌的立場にあっ
たと考えられる。昭和6年に、ホテル、デパー ト、 銀行さ

らには西成線を引き込んだ中央市場駅をもち、電力消費量は

西宮市に匹敵するという、東洋一の中央市場が完成した。

しかし、園部はこの時すでに病魔におかされ、翌 7年42

歳で逝去する。卒業設計作成時の過労がその遠因ではなL、か

との話が伝わっている。

(植松清志)

本稿起草に際し、園部俊治氏から極々 ご教示と資料の提供をいただ

きました。末筆ながら記して感謝申し上げます。
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ゆひ必
十
日
刀

-陣内}!t

1875 6 n 1511、幕府の成本だったn，'，:b圭三郎ぬ好の fと
して東京に生まれる

1900 東京'市国大学工科大学建築学科を卒業、 |口li利下友本
!占臨時刻!築部に入り校前lに任ぜられる

1904 1>1'本型受庖の設計でアール ・ヌーヴォー ・スタイル
を}11いる

1908 欧米山慌を命せ・られ、翌42iJ功百回

1911 茶臼山建築事務取扱所委員を兼務する

1913 住友銀行東京支庖の建築に従事する
1915野11係市の死により、住友営絡の全1'.H壬何となる
1916 住友総本庖及。=友銀行本庖新築a消査蚕μとなる
1918 建築材料利迷のためilSr7択する。!a8年帰国

明治33年に発足し

た世安本庖臨時建築部

の三分の一世紀に及ぶ

歩みを顧みると、合資

会社としての事業の拡

大と、住友家の本邸及

ひ0JU邸の建築工事など

があって、順調な発展

を続けた。当初建築部

の技官市長として部員を

稼いた野口孫市が大正

4年に逝去したあとは、

|高鮮がその遺業を継ぐこととなる。
神本理髪庖

野口が亡くなったとき甘戎銀行の東京支屈は工事の真っ只

中にあった。日高はこの工事を完成させるため東蔵吉めとな

るが、 一方、住友本邸の鰻谷から茶臼山への移転lこついても

建築委員となり、これを大正 5年にほぼ完成させる。この

本邸は鹿沢園と呼ばれた日本式巨艦庭園をもっ大邸宅で、近

世の大名屋敷を思わせる苫R応釦鼠の絡式ある邸宅であった。

また、この時期に念願であった住友総本庖及び住友銀行本

庖新築計画が進み、その調査委員となり、いよいよ本庖の建

築に取りかかる。この本!苫の建築は大正11年12月に着工し、

同15年に第 1期工事が完成した。現在の土佐堀川畔に建つ

住友ビルディング

1918側首位築協会f'1!τIj:となる。翌8ifまで
1921 住友合資会社技rlili長となる。 大阪If.J :l'L Iヨl i!?古I~il¥"J築並
びに旧館模繰替え 仁、lilこ従'Ij:

1 922 宝啄雲雀丘に白(~剣!築

1926 住友合資本社ヒ.ルテ'ィングのill築に従事
1928 工作部長を命せ・らる

1929 日本建築協会埋事副会長となる(1931年度も)
1931 住友を定年退燃する
1 932 鎌倉の腰腿に 1~1邸をillて移る

1935東京渋谷区大山町に京ht別邸を建てる
1946 日本建築協会名営正会~llこ tffui?jせらる

1952 鎌倉の自邸で逝去。平年79局長

建物がそれである。この建幼の建築に当たっては、 長谷部鋭

士、竹)朗建造ら工作部の総力を挙げて進められ、その総指揮

をとったのが日高であった。またこの間、住友家が大阪府に

寄付した府立中央図書館が手狭となったため、その両翼に増

築することとなり、これも住友家の寄付で行われるが、この

増築工事も日高の下で長谷部が担当し、木館と見事に調和し

たルネッサンス・スタイルで設計され同11年に完成している。

日高!昨は第16代住友家の当主住友吉左衛門春翠の信頼が

厚く、大正3年京都の鹿ヶ谷に建てられた和風別邸の建築

にも携わった。

さらに先に茶臼山に建った住友本邸の敷地を大正11年大

阪市に寄付することとなり、 春翠は新しL、移il¥え先を阪神間住

吉村の反高林に定めた。このため日高は茶臼山本邸の部材を

解体して移築を行う事業の委員となり、住友家住吉本邸の建

築を遂行して、同14年5月これを完成させた。

このように、彼の半生は住友家と住友合資工作部と共に歩

んだと言ってよい。昭和6年57蔵で定年を迎え、永年勤続

の功で二等末家に編入された。彼はまたこの年に、協会の副

会長を務めている。昭和 7年永らく住んだ宝塚雲雀丘花屋

敷の自邸を手放し、鎌倉JI艶世に移り、さらに東京渋谷区大山

町にも自宅を建てている。

昭和27年12月20日、鎌倉の自邸で没した。享年79歳であ

った。 (坂本勝比古)

雲雀丘の自邸

123 



編第 それぞれの時代を担った人々の活動

野村一郎(のむらいう
-略歴

1868 生まれる

1895 東京帝国大学造家学科卒業

1900 台湾総督府民政部土木課J克叩
1902 台湾総督府民政都営繕諜梢浦

1904 台湾総督府民政部営繕fl!l!技師・課長

1907 総督府庁舎建築設計審査委員を兼務

1911 市区計画委員を兼務

1912 工事部時郊市を兼務 ・茂庄五郎のもとで働く

1913 橋本勉とともに茂野村事務所を共同経営

1926 野村一郎建築事務所を聞く

1928 日本建築協会副会長

逝去年不詳

野村一郎は1895年、第15回生として東京帝国大学造家学

科を卒業している。同期には、 建築史学者として有名な関野

貞がいた。卒業後、 1900年から1913年までの14年間、台湾

総督111:の嘗繕に勤め、台北の都市計画のほか、台湾総督官邸

(1901年、福田東吾、宮尾麟との共同設計)などの建築作

品を残した。その後は大阪の茂庄五郎(東大、 1891年卒)

の事務所で、設計に携わったo茂の事務所は東梅田にあり、大

阪で最初に成功した本格的な設計事務所で、洋風工場建築を

多く手がけていた。1913年、茂の死後は橋本勉(東大、

1906年卒)とともに茂野村事務所を共同経営。その後、大

阪市北区曾側奇に野村一良健築事務所を開設してL、る。

彼の作品中、注目されるのは1926年竣工の朝鮮総督府庁

舎である。全体の構成から内部空間、細部装飾に至るまで極

めて質の高Lゾ書防であり、戦前の日本の版囲内でつくられた

西洋館の中では、t1i-J;反離宮とならんでト ップにあると評され

ている。基本設計をゲオルグ ・デ ・ラランデが担当、朝鮮総

督府営繕諜が実施設計をしたものである。計画当時の記事

(r建築雑誌j1918年 9月号)をみると、「設計」として
「朝鮮総督府属託正員野村一郎/朝鮮総督府技師正員

園枝博」と記されている。デ ・ラランデは基本設計を担当し、

野村と園枝の二人が実質的な設計を行っていたことがうかが

える。しかし竣工時の記事 (f建築雑誌.11927年2月号)に

は、「建築顧問 野村一郎/前主任技師園枝博」と書かれ

てpることから、現j易監理などは当時の朝鮮総皆府技師主任

朝鮮総督府庁舎 f建築錐誌J1927年2月号
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-論文 ・若イ下

「台北市の市区改正に就L、てj

(限E築と社会J1918年5月号)
「都市計画と建築界の任務(上)J
(r建築と相会J1918年11月号)
「一般工渇建築に就て」

(r建築と社会J1930年10月号)
・作品

1901 台湾総省官邸(福田東吾、宮尾麟と共同設計)

1925東託ピル(木子幸三郎と共同設計)

1926 東洋ピルヂング(木子幸三郎、阿部美樹志と共同設計)

朝鮮総督府庁舎(デ・ラランデ、図枝博と共同設計)

1931 大阪市電気局乗合自動車榔田第二車庫

-富士岡重ーらがかかわったのだろう。残念ながら、この建

築は1996年に取り壊された。その部材の一部は現在、韓国

の独立記念館の庭に残されている。

野村は近代建築史上に残る数々の名作を残しながら、 一方

で植民地の都市計画にも関心を持っていた。彼は台湾総督府

に在職中、台北市の市区改正に関係しており、それに関する

講演を行っている (1台北市の市区改正に就いてJr建築と社
会J1918年5月号、「台北の市区改正に就てJr建築雑誌1
1918年6月号)。台湾が日本の植民地となった当初の台北の

人口は51，428人、それが8年後には81，040人に急増してい

る。これは日本人がー描千金を夢見て台湾に多く詐比したこ

とも一因である。そうした当時の台湾では近代的な都市計画

が急務であった。野村は優れた建築家であったばかりでなく、

都市計画を策定する先進的な目を持っていたことがうかがえ

る。

建築協会副会長に就任した1928年ごろには工場建築など、

合理的な建築に興昧を寄せていた(1一般工場建築に就て」

『建築と社会J1930年10月号)が、これは茂正五郎の景3響

であろうか。野村一郎設計事務所の名で発表した 「大阪市電

気局乗合自動車梅田第二車庫J(r建築と社会J1931年 2月
号)がある。l、2階を立体駐車場と した構成で、 外観に大

きなスロープを巡らせる機能的な構成の建築であった。

このように野村は台湾、朝鮮といった旧植民地において主

要な建築を設計した経歴を持つ。また関西建築事務所の草分

けである茂庄五郎のもとで働き、 1928年、日本建築協会副

会長を務めた。彼は日本と朝鮮、台湾を拠点に精力的に設計

活動を展開し、 主要な作品を残した建築家として記憶される

が、 同時に都市的なスケールで物事を考えていた人初であっ

た。それは当時、アジアを中心に世界との交易も盛んになり、

東京をしのぐ人口を抱えた「大大阪」にあって、まさにふさ

わしい人物であったといえるだろう。

(酒井一光)



第 1章 人々の期創草

古宇田賓(こうだの)
-目前l夜 1952東京都立大学税制。文化財早川“r謀議会専門委員就任
1879 1 J'113日東京に生まれる 1965逝去。平年86歳
1902 東京帝国大学建築学科卒業
築庭学研究のため岡大学院入学

1905 東京美術学校教授就任
1912 大阪市公会堂(現 ・中之島公会堂)指名設計競技参

1m 
1919 インド、英国、フランス、イタリア、アメリカ留学
1922 1帰朝。神戸高等工業学校教授兼任
1929 神戸高等工業学校校長就任
1930 日本建築協会副会長就任
1945 神戸高等工業学校退官
1950 杉野学l盟女子短期大学学長就任

東京で、生まれた古宇田が関西にやってきたのは1922年、

新設直後の神戸高等工業学校教授と してだった。このとき

43歳。すでに東京美術学校教授と して、建築装飾のオーソ

リティと して一家をなしてからのことである。

来神の事情については、こんなエピソードが伝えられてい

る。1919年から足掛け 3年にわたる洋行で古宇田が日本を

留守にしてL喝問、 二つの新設建築科が古宇田の教授華街辱に

動いていた。京都帝国大学と、 l年遅れて設立された神戸

高工である。京都の方では、外遊中の古宇田に連絡をとりた

くても居場所がわからない。そうこうしているうちに、神戸

に決まってしまったというのである。1929年には第二代校

長に就任。日本建築協会副会長に推されたのもこのころであ

る。以来1945年の退官まで、神戸高工の発展を先導、新制

神戸大学工学部への橋渡しに尽く した。

古宇田校長をめぐる逸話には事欠かない。なかでも多いの

が、酒落たいでたちと脱線授業である。ある時はキャメルの

マントに赤いリボン、またある時は黒上着に縞ズボン、式典

には礼服にサーベルを下げて現れ、学生は腰を抜かしたとい

う。建築史の授業では、自らが訳したフレッチャ一建築史の

プレートを使うのだが、年度の終わりでやっとルネサンスの

初めといった具合。遅れているので本筋を急ぐといって始ま

った授業も、いつのまにかイタリアの横丁をうろうろ。脱線

の内容も、外国での見聞から食事のマナーまで多種多様。建

築を歴史文化として広く語ろうとしたのだろう。

こうpう様相は、昭和10年代後半になると、微妙なニュ

アンスを帯びてくる。たとえば古宇田が提唱して学校に杷る

ことになった「高工三社jとしヴ桝上。その御霊移式に古宇

田は神宮の正装をまとったとpう。一方で、国民服を勧め、

自らもそれで教壇に立った。またこのころ、しばしば「大楠

光精神Jという表現を用いたり寸。尊皇擢夷思想、を表す言
葉である。時局柄というのも、もちろんあろう。しかし、単

純な迎合だったとも思えない。洋行帰りのハイカラ紳士、正

装の神宮、そして国民服の校長。これらに、古宇田なりの国

家主義を読み取ることもできるのではないか。その源は、古

宇田の青春期の建築思潮に求められるように思われる。

古字国が美術犠の若き教授として活動を始める明治末の

日本の建築界における一大関心事は、議院建築計画に端を発

する 「我が国将来の建築様式lであった。西洋建築の学習時
代に終わりを告げ、日本独自の様式創造がまたれていたので

ある。

乙のころ、東京帝大建築学科の卒業生グループ 「和敬会」

が、議院昼喋をめぐって活発に議論していた。伊東忠太、長

野宇平治、塚本靖、大沢三之助、関野貞、古宇田、佐野利器、

田辺淳吉、大?工新太郎、岡田信一郎らである。この顔ぶれは、

まさに前述のテーマで行われた建築学会の香励会における対

立する見解双方の発表者たちであり、大阪市公会堂コンぺへ

の参加者たちである。彼らは、それぞれに自分の主張を、後

のコンペや実作において具体化しようとした。様式論争にお

ける古宇田の主張は新様式創造であったが、大阪市公会堂コ

ンぺでの落選古宇田案は、西洋風全体構成の細部を日本の木

組意匠で満たそうというものであった。この方向性が具体化

されたのが、古宇田の数少ない実作 「神戸商工会議所jと

「神戸;fi-~す座j である。

こうした独特の作品を前に、古宇田が関西に来ていなかっ

たならと、考えずにはおられない。美術戸闘交時代の同僚森井

健介は追悼文で、古宇田の神戸高工行きは世間的には栄転だ

が「美術建築家としての前途をつぶす」乙とになり「同情に

堪えなしリと述べてpる。高工の校長ともなれば、建築科だ

けの面倒をみているわけにもL功おない。事実、文部省からの

予算獲得の手腕もなかなかのものだったようだ。なまじ実務

能力に長けていたことが災いしたというべきか。

この問、関西生活は20年あまり。戦後は鎌倉に住み、当

地の文化財保護行政に尽力する一方、鷲鎚のデザインなどを

楽しんだとpう。石信忍されている古宇田の建築作品は、すべ

て失われた。今はささやかな小品から、 i様式論争時代に青春

を過ごした明治人の気概を偲ぶのみである。

(悔宮弘光)
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

松室重光(まつむろ
eIIi:ll!¥l' 
1873 4川261:1誕生

1897 *京帝国大学治家学科卒業

大学院進学、京都"i嘱託HWli
1898 京都府技f訓li
1904 京都府を退職

1905 九州鉄道抹式会社技制1

1908 関東部督府技師

1923 同府依願免官

電気博覧会l嘱託

1927 片隅i建築事務所に入所
1930 総主建築'fi務所開設

1934 n本建築協会副会長

しげみつ)

1937 1 J'130n逝去

-作tTI

1899 京都市武徳殿

1903 京郡ハリストス正教会型堂

1904 京都市水利'jf務所

1904 J宮邸府庁舎

1918 I剣京都何好博物館

1918ごろ 関東部督府大述通信同

1920 大述市役所

1923 大述取引所

1926 大|奴電気陣覧会施設

1928 武田糸而1本社

1931 武問長兵jlli邸

松室家は酒の村幡として名高い京都の松尾大社のJ舟土 ・月

読神社の神宮を代々務めてきた家系である。松室重光は

1873年4月26日、京都府愛宕郡下鴨村に生まれ、第三高等

中学校を経て、東京帝国大学造家学科に進学する。同級に片

岡安・武田五ーがいた(武田は三高でも一緒)0 1897年に卒

業すると、大学院に進学するが、すぐに在籍のまま京都市の

|嗣託技師に任用され、翌1898年に京都府技師に正式に採用

される。

京都府J却市としての松室の職務は二つあった。ひとつは文

化財建造物の修理である。明治30年に古社寺保存法(現在

の文化財保護法の前身)が公布され、京都府と奈良県には古

社寺保有卒業のための技師を置くことになった。松室は、奈

良県の関野貞と並んで、文化財保諮事業の先陣を担ったわけで

ある。とれとともに、松室は新しい建築の設計にも従事して

L唱 。京都市武徳殿(1899年)、京都市水利事務所 (1904

年)、京都府庁舎 (1904年)を担当し、また業余には京都ハ

リストス正教会聖堂 (1903年)を手がけている。これらは

当時の建築界の水準を大きく超える出来栄えを見せており、

京都市武徳殿
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京都ハリストス正教会聖堂

松室の才幹を十分にうかがわせる。特に京都府庁舎とハリス

トス正教会はそれぞれ府県庁舎とギリシア正教会会堂のプロ

トタイプと位置づけられるものであった。

ところが、とれらが竣工する直前の1904年8月、部下の

公金着服に連座して辞臓する。彼は無実であったが結局、京

都を去ることになり、九州鉄道技師を経て1908年に関東都

督府J却市に転じる。松室はこ乙では存分に能力を発揮し、旅

順の関東都督府博物瓜自 ・大連市役所・大連逓信局などの大作

を手がける。

1923年に勇退し、 18年ぶりに京都へ戻る。1926年に大阪

電気博覧会を取り仕切ったのち、片岡事務所で所長代理的な

役割lを担い、主に武田薬品関係の依頼を担当した。同社の本

社屋 (1928年)、武田長兵衛邸 (1931年)が代表的なもので

ある。1930年に京都で、自分の事務所を持ったが、健康がす

ぐれず、その多彩な意匠力を発揮できぬまま1937年 l月30

日没する。人となりは謹厳実直で、、また明治人らしい慨世家

でもあった。

1::1本建築協会で、は1934年に副会長を務めた。(石田潤一郎)

京都府庁舎



々人の期創草章第

松井貴太郎(いきた
-略服

1883 1 }'11611、大阪市に生まれる
1906 東京子育1"1大学 日守大学建築学科を卒業、同}羽生に|判
回信一郎、永瀬狂三、締本勉、本野栴'1吾、横i買勉ら
がl、た

J¥'lii可工務所に入所、大阪出張所勤務となる
1914 欧米にill築悦察旅行をする
1916 東京銀行集会所及び!日IfJg括部
1917 三越山l日忠商館建築
1920 日本工業倶楽部
1928 三(~ピル日比谷設計のため米同建築視察旅行
1935 日本主I!築協会副会長に就任
1943繍河工務所の組織変児により摘がI民事m退き、 'I'f't伝

'lfi、横i叩l、干介とともに棟計，[r.務所の絞れに、竹たる
1946 n本ill築協会名-!'!'iE会員
1954 11 本建築設~ I 監旦II協会本部里ll'l~
11本占、十π持上顧問 (建築)
柄拘[仁務所代表E悩布役

1956 l'~綬漢市授う
11本建築家協会関西支部長就任

1957 n本建築協会問事
1959 大阪府建築上会顧問
1960 114>:法築家協会終身正会U
1961 総hお百[工務所会長
1962 II n 2日逝去。平年79歳

東京銀行
集会所

大阪の:Tft朱q般の家庭に育った松井賞太郎は、 六高を経て、
明治39年東京帝国大学の建築学科を終えた。彼は同年7月

横河工務所に入るが、この年に設けられた大阪出張所へ司市宣

されている。横許可工務所は、同35年三井総本屈を仕一|二げた

横河民怖が、翌36年に三井を退社して設立した設計 ・監理

事務所で、以来、花ザキは大阪、東京を股にかけて活躍する。

松井の建築家としての才能は作品を通して明らかであるが、

代表的な例は、カ王5年に完成する東京銀行集会所及び同

倶楽部に表れてし唱。この建物は丸の内の涼端に一部保存さ

れて残っているが、近世ルネッサンスを基調として、ゴシッ

ク風の尖塔をもっ華聞な建築で、松井の意匠力の高さを存分

に示した作品で、ある。因みに、この近く東京駅寄りに建つ日

本工業倶楽部(大正9年)も横河工務所の作品であり、そ

の室内装飾は銀行集会所の内部と酷似しているので、レベル

の高さをうかがうことができる。外観はこれも松井が関与し

たと言われるが、セゼッション風の趣をもつものである。

三信ビル

(日比谷)

大阪での作品は、 三井銀行大阪西支庖(大正5年)、 三井

物産大阪支庖貸奇可労所(大正9年)、 三井物産大|仮支庖(大

正12年)などがあった。とくに三井物産の貸事務所は6階

建で、わが国のオフ ィス ・ビルの先駆的作品である。も町可工

務所と日本建築協会とのかかわりは、大正11年の協会主催

桜ケ丘住宅改造問覧会へのモデル住宅一戸の出品に始まる。

彼の作品にはほかに東京日比谷の三信ビル(昭和]3年)

が震災復興ビルとして建ち、彼はこのためアメリカのオフィ

ス ・ビルの調査に出かけている。さらに戦後になっても彼の

創作欲は衰えず、大阪中之島の三井ビル(昭和34年)の設
計にも参画した。

松井はまた、 ;浪糊糊良財附平税[日l陰会なる中竪建劉封釧F儲消たちがつくつた研

究会の機関紙

な評論活動も行つていた。その評論はかなり手厳 しいもので、

並み居る先輩、同僚の建築作品をなで、斬りにして、なかでも

大御所 ・辰野金吾の代表作の一つに数えられる東京駅をこき

下ろす有様であった (1建築J178号、 180号、建築時言、
大正4年 1月、 3月号)。辰野金吾は当時まだ存命I:pであり 、

粍沙村正そのころ近く で強行集会所を手がけていて、彼の意気

軒尉辰りがうかがえる。
旧田中岩吉邸(芦屋)

松井は大正期の終わりごろ、阪神間の芦屋に木造ながらフ

ラッ ト・ルーフのモダーンな自邸を建てていた。東西に科II長

p敷地に似たスタイルの家を三ヰi~建て、お互いの庭には塀を

設けず、開放的な庭園をデザインしていた。

筆者は生前幾度かお目にかかったことがあったが、いつも

ステッキをもっていて、教養の高い英国型紳士の風采をみせ

ていた。 (坂本JI労比古)
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

安井武雄(仲
-略歴

1884 2月25日誕生

1910 東京帝岡大学主II築学科卒業

雨満州鉄道入社

1919 片岡建築事務所入所

lω924安j対|

lω93お6 日本主辺残II築協会日刷1リl陰会長
19'15 !IlF半世設工米株式会社社長就任

1946 0/).す|建設妹式会社社長就任

1951 株式会主l 安JI 建築設計 百l~務所代表取締役就任

1955 5月231J逝去

-作品

1911 大述税関長官合

1924 大阪保業部

1926 野村銀行京都支底

1927 高麗締野村ピル

1930 日本稿野村ピル

1931 安j十武縦向山l

1932 山口吉郎兵jIIi邸
1933 大阪ガスピル

1935 野村元五郎邸

1936 満鉄東京支社

1938 京都競馬均

1952 大和i怖がi本社ヒ'ル

安井武雄は、 1884年2月25日、千葉県佐倉市に生まれた。

父信胤は陸軍軍人。父のi閥 jに伴い、愛知県盟橋市で少年則

を送る。第一高等学校を経て、1907年、東京帝国大学建築

学科に進学する。同期に高松政雄・内藤多fijr・波江悌夫・木

子七郎ら13名がいた。

1910年7月卒業を迎えるが、卒業設計で木造住宅をテー

マとしたことが教師連の不興を買って、南満州鉄道工務謀へ

の就職を余犠なくされる。満鉄では大連税関長官会 (1911

年)、大正天皇御大礼記念者対:JG陣覧会 ・満州館 (1914年)な

ど6件を手がける。そこではアール ・ヌーヴォー的な有機

性と東洋風の土俗性をないまぜにした意匠を展開し、その個

性の片鱗を見せている。1919年、かつての級友 ・波江悌夫

の誘いを受けて、片岡事務所へ転じる。ここには 5年間在

籍して大阪倶楽部、野村銀行本屈などを担当する。大阪倶楽

部には安升武雄の発想、の原形質がそのままかたちになってい

る。すなわち担体における肉厚の構築性と、細部装飾におけ

る独創性である。

1924年4月、満40歳の安井武雄は片岡事務所を辞し、部

下の川村種三郎らとともに安井武肱建築事務所を開設する。

野村財閥の創始者 ・野村徳七の後援にもとづいての独立で、

あった。初期の野村銀行京都支庖(1926年)、高閲橋野村ビ

ル (1927年)などでは装飾性と組積造性が強調されていた

が、日本橋野村ビル(1930年)を画期として極力装飾を排

除し、幾何学形態化を進める。大阪ガスビル(19331:1三)に

いたって、モダニズムの語法を個性的に展開することに成功

する。その;境地を彼は 「使用目的及び梢造に基づける自由様

式」と呼んだ。その後もj部j鉄東京支社 (1936i1三)、京都競馬

場 (1938年)などの秀作を残すが、軍人嫌いでアメリカ鎌

いの安井は戦中戦後期には辛酸をなめる。1952年の大和紡

績本社ビルで健在ぶりを示すが、 1954年5月、心臓弁膜症

を起こして病床に臥し、 1955年5月23日、ついに世を去る。

71歳であった。

1936年に日本建築協会副会ー長を務め、 1955年4月には名

誉会員に推挙されている。 (石田擢ト郎)
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第 1章 々人の期創草

中津 誠一郎(制ざわせいいう
-略歴

1896 11'124 n京都府f色岡市に生まれる
1916 IClffjllm三日等学校E隙
1920 東京帝国大学工科大学佳築学科卒業
内務大臣官房都市計画諜履

1921 大阪府善策技it'i~

大阪1m郊叩
1924 愛知県磐察部建築課長
1932 大阪府警革聖書部建築謀長(三代目1939年まで)
1937 京m帝国大学講師 (池間'l'rの後任、建築行政仕l当
1939年まで)

1938 日本主I!築協会日IJ会長 (1939年まで)
1939 内務校飾、計画局第二技術課長

1941 内務省防空局胞説話~長
1942 内務省防空研究所長
1949大阪市立大学理工学部教授(1956年定年)
1950大阪府@!築審査会委μ会会長代理 (1956iloまで)
1955 近畿都市学会会長 (1970年まで)
1957株式会社中瀬E築事務所開設(1976年まで)
1958大阪工業大学客員数段(1977年まで)、京都 仁35繊維

大学ill<<~li
1966 勲三等瑞宝訟を俊けられる
1986 8月29日逝去

中津誠一郎は、大正8年市街地建築物法と都市計画法の

公布に伴って担当官として大阪府に赴任する。そのころのこ

とを中津は、「僕が学校を出たのは、大正9年 7月、大正デ

モクラシーの華やかな頃で、卒業式の日の門前には、資本論

やらクロポトキンなどの立て看板がズラリと並んでいた。僕

らも河上怒とかエンゲルスの住宅問題入門などは一応読んで

Lミました。学生時代、僕は余り体が丈夫ではなく、 出席率も

そんなによくなかった。製図も上手で、はなかった。卒業のと

き、 当時、建知子政は警察部がやっていましたが、東京と大

阪で一人ずつ、合計二人の予算がつき、 一人は森田慶一君が

決まり、もう一人が決まらなかった。ちょうど、病気で学校

を休んでいて、出ていったら、学校にいるのと同じくらいい

ろんな資料があり、勉強できるところだといって、内務省を

内田先生にすすめられた。これは面白いと思って、内務省に

決めた。そして森田君が東京に残り、僕は大|坂の警察部に赴

任したJ(建築と社会、 「歴史に学ぶ・インタビ、ュ一都市計画

の先輩に聞く」昭和55年 l月)と語っている。

中津は大阪で建築、話~;J'lの普及、指導が一段落すると愛知県

察部に転任するが、昭和 7年大阪府建築課長(三代目)

として再び大阪で活躍する。特に中津は、わが国はじめての

空地地区を指定するなど美観地区、高度地区など市街地環境

形成に取り組むとともに、生涯の研究テーマの一つでもある

都市防災に関して先駆的な業積を残す。中津は愛知県時代か

ら都市防災に関する論文「名古屋都市計画防火地区J(建築
と社会 昭和5年9月)、 「大火に封する都市の防備J(建築
と社会昭和9年 7月)、 「都市計画より地方計画J(建築と
社会昭和11年8月)、「省11市計画界の回顧と展望J(建築と
社会 昭和16年1月)、「防火改修業首而の問題J(建築と社
会昭和16年3月)などを発表した。内務技師、計画局第

二技桁謀長に就いたとき、大阪駅前で実物を使った大火災実

験(昭和115年 l月8-10日)を行うなどの徹底ぶりは高く

評価されている。r.ll1撃が都市防災に打ち込んだのは「防火地

区の完成に熱心な片岡博士は政府のフガイナサを痛烈に非難

されていた。私も、直接つかまって、防火地区を、即時都市

計画事業として完成することに努力するようとの話をきかさ

れたも一再で、はなかったJ(1都市不燃化の思ひ出と将来」建

築と社会 昭和27年8月)、片岡安の影響もあったと推察さ
れる。

中津は行政官として着実に実績をあげるかたわら、内務省

防空研究所長を退官後、昭和21年 「建築敷地の零細化と其

の防止策(特に木造住宅の建築敷地について)J住宅営団

『研究並調査果報 ・第 l号』と題する学位論文をまとめる

など、多数の論文を発表する学者肌の人であった。中津は戦

前は京都帝国大学、戦後は大阪市立大学、京都工芸当品採I~大学、

大阪工業大学で教鞭に立つなど教育者として数多くの学生を

育てるとともに、晩年 『都市学と総合アセスメントJ(1昭和

57年8月)をまとめ都市問題解決の新しい手法を発表し、

専門家に発想、の転換を促した。

中浮は都市計画研究の第一人者であったが、バイオリン、

民謡を得意とし、好きなお酒をH醤むと佐渡島の民謡相川音頭

をよく謡っていた。

(和田康由)

. ~~， 

・学位論文

建築敷地の零細化とJtの防止策(特に木造住宅の建築敷地について)
住宅営団 『研究並調査果報 ・第 l号J IITcl利21年
-建築敷地の零細1I化とJtの防止策 〔要約) I:'Ildi:l1画学会 『青11I打J1i山l
第18号j 昭和32年5号

-論文著立?

「名古屋都市計画防火地区J r建築と社会J~ 1 3輯第 9 号 日本建
築協会昭和5年9}~ 

「大火に到する都市の~Jj備J r建築と社会j第17輯第7号 I~ 本建
築協会 II;g手119年7月

「都市計画より地方ill図J r建築と村会Jml9中ilr~8号 n本立J!築
協会 昭和11年8月

「都市計画界の回顧と展望J r建築と社会j第24輯第 l-Y 日本建
築協会昭和16年 l月

「防火改修業岱而の1:1BIl'iJ r建築と社会j第24輪第3号 日本位築
協会 昭和16年3月

「都市不燃化の，'Æ~、ひ出 と 将来J r建築とキ|会JflB33紺昔日8号 円本
建築協会 昭和27ilo8月
『都市学と総合アセスメント』 昭和5N-8rJ発行ほか
「特集 80年代のr.tIrfiと建築J r建築と社会j第61輯第 l号 1:1本
建築協会 ng和55年l月
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

坂 静雄(ばんしずお)
-略!従

1896 *);~に生まれる

1921 東京帝国大学工学部建築学科卒業

1922 I日l大学院退学。京都帝国大学科任、助教綬

1933 同教授

1939 n本建築協会刷会長 (1940年12月まで)
1947 日本建築学会副会長

~， 1950神戸大学教授(兼任)

1959 京都大学定年退官、同名営教綬

1964 11本主I!築総合試験所副理事長、所長

1971 Iこl本学土脱会日

1974 n本主II築総合試験所理事長
1989 逝去

鉄筋コンクリー ト揃柳、日本で紹介され、初歩的な応用

が始まるのは、明治20年代末頃。その後、この新技術は10

年きざみで急速に発展してゆく 。1905年に、東京帝国大学

の若手講師でこの技術の開拓者となる佐野利器が、鉄筋コン

クリー 卜構造の講義を始めたことは、この時期に理論的研究

が本格化し始めたことを秒居っている。大正期にはいって、

この揃府ゆ欠第に定着し、とくに関東大震災以降、両欄鮒

として活発な研ヲ闘犬況が生まれてくる。

佐野の講義を聴いた学生のなかから、研究の次代を担う若

干斗iJf究者が輩出する。東京帝大で性野の跡を継ぎ後には総長

となる内田祥三、創立聞もなL、早稲田大学で両捜構造研究を

発展させ、戦後は東京タワーの設計でも知られる内藤多仲ら

である。そして、さらにひとまわり若い研究者として草創期

の京都帝国大学に、最新の鉄筋コンクリート構造学をもたら

したのが坂静雄である。

赴任した坂は、助教授として桝造演習や材料論を講ずる

方、 京都帝国大学営出器RのJ却ni制医務し、 学舎の設計にもか

かわる。折しもこの時期は、 1889年に発する第三高等中学

校以来整備拡充が続けられてきた京大キャンノTス計画の歴史

において、建築学科が開設されその主任教授 ・武田五ーが営

繕諜の設計顧問に就任して、若手の技師を抜摺して意匠・構

造両面において学舎の建物に新しい方向性を打ち出す時期で

あった。つまり、ゼツェショ ン、表現主義、モダンスタイル

)ffil意匠と鉄筋コンク リート梢造で、ある。坂は、京大の顔とも

いえる時計台のある本部本館をはじめ、少なからずの鉄筋コ

ンク リート造学舎の構造設計を担当している。新技術として

の定着期とはいえ、それまでの学舎建築の多くが煉瓦造と木

造であったから、新進の構造学者としての坂に期待がかかっ

たのであろう。

J涯の建築構造学者としての業績は広範にわたってpる。初

期において、注目されるのは、鉄筋コンク リー卜長柱に関する

研究 (1924年)や長柱の振動を考慮、した限界荷重に関する

研究 (1931年)である。これらは、大正時代には鉄骨造長

柱に関する研究が主であったのが、関東九~災を契機として、
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信頼性があり、 より高層で樹佐な鉄筋コンクリー 卜構造が要

請されたことを背景としている。またこの時期に、先導的な

研究者たちによって調探的な応用のための各種の計算図表が

開発されるが、坂は許容応力度と断面力を与えて容易に断面

決定が行える計算図表を提案発表している (f偏心荷重を受

ける鉄筋コンクリート材の応力計算法及び断面決定法1

1928年)。こうした研究にヲ|き続き、 1930年には高層ラーメ

ンの解法に関する著書 『高層架桝論』では、後に本格的に展

開するリ ミット ・デザイ ン(終局耐力設計法)の思想を示唆

し、さらに架橋における町擁壁の横力負担に閲する研究で日

本魁築学会賞を受けている (1937年)。また、殴米で展開さ

れつつあった平面・曲面版構造、いわゆるシェル構造に関し

でも早くにその理論を紹介 (f平面と曲面の梢造j1937年)。

!被後には、材料としての鉄筋コンクリート構造のクリープ性

状を解明するなど理論のF餅数化を進めると同時に、プレスト

レストコンクリー ト桝造の材料や設計・施工法の開発にも力

を注いだ。そして、こうした研究は、京大退官後に請われて

財団法人日本建築総合試験所の設立に参画し初f¥所長などの

要職を通じて、さらに社会的な広がりとなっていったので、あ

る。

J反の厳格な性絡と言動は、 多くの回顧や証言が指摘すると

ころだ。坂は、 1935年に書いた文平「理屈から産れた構造J

(r建築と社会j第18巻第8号)で、折板桝造の将来を語る

なかで、それまでの鉄筋コンクリ ート構造で、は理論化はいつ

も遅れてついてきたが、これからは耳目宮から杭造がうまれる

のだと、 「素晴らしい理屈っぽさ」を力強く称揚している。

まさにこの表現が、彼の研究者としての人生を象徴している

ように思われる。 (栴宵弘光)



人々の期創草章第

今林彦太郎(い創作し ひこたろう)

-略歴

1894 1 月 2m . 京CIIri守宮i~耳UT Iこ生まれる
1912 第三高等学校大学予科第二部卒業
1915 東京帝国大学工科大学鐙築学科卒業。同期に久御弘
文、永沢殺一、野IEf愛彦、 三浦対i

1916 大阪総本制lに入社
総回亥作建築事務所へ入所

1917 大阪市校手となり、大阪市庁舎新築の設計、\~主将に
従事

1919 大阪市抜印li
1921 大阪市庁舎を完成させて自判壬
1922 大林組に入社
1924 大林組設計部長事務取扱い

1939 住宅郎部長兼務となる
1940 日本悠築協会副会長となる
1944 建築技術長となる
1945 本応建築部長
1946 大林組辞任
1 948 大阪瓦j析I~~E

1971 3 rl251:1逝去享年79政
-作品

1921 大阪市庁合(片岡安、牛村洋児らと設計自主砲!に当た
る)

1929 大阪凶科医学専門学校、その他、大林組が設計した
建物の指導に当たる

今林彦太郎は明治27年京都府宮津の旧家に生まれ、 三高

を経て大正4年東京帝国大学建築学科を終えた。このクラ

スには “建築非芸術論"を唱えた野田俊彦、京都大学建築学

科で日比教授の後をついだ三浦耀教授、者l'戸高工の永沢毅一
教授らがいた。

今林は最初、大阪橋本組に入るが、すぐ先輩の松田亥作の

事務所に移り、 翌6年片岡安の薦めで大阪市庁舎新築の設

計監督に従事することになった。このとき今林は片岡安の太

っ腹な温かい人柄に触れると同時に、仕事や時間に厳しL、側

面にも接したと語っていた。

今林は同 8年大阪市技師となり、同10年市庁舎の落成後

百判壬して翌日年大林組に入り、同13年には設計部長事務取

扱となった。

当時の大林組は総合請負業者として全国的な地位を確立し

ていたが、 設計部門についてはいまだ弱体であった。今林は

初代設計部長としても活躍する。今林が入社した同じ年に小

田島兵吉(大正11年東大卒)も入社して、設計部門の強化

が図られた。 今林は小ー柄な体ßI~で、あ ったが、 気さくでひょ う

ひょうとした人柄は親しみ深く、多くの友人に恵まれていた。

なかでも伊藤正文、古塚正治、小JlI安一郎、永沢毅ーらとの

交友は深かったようだ。生前、 筆者も親しく関西の建築界の

動きや多くの建築家たちの動静について語ってもらったこと

がある。

大正13年ごろ阪神電鉄芦屋駅に近い深江に自邸を建て、

筆者も幾度か招かれたことがあった。大変fLiI辰面な性格で、

内外の文献を丹念に分類整理されていたのが印象的であった。

また彼は昭和34年から40年にかけて11.b会内に設けられた

近代建築調査委員会 (委員長 :滝沢虞弓、 幹事 :政岡基次、

林野全孝)の有力メンバーで、筆者もその末席を汚していた

が、協会設立当初の裏話など、実に克明に記憶していた人で

あった。

彼が語った片岡安ヘのエピソードとして、彼が大阪市庁舎

の現場にいたころ、 夏休みに郷里への墓参を申し出たところ、

‘郷里に帰るなら懐が寒く てはどうにもならないだろう"と

して、金一封を貰ったことがあったとpう。片岡安はそんな

おおようで、親分肌のところがあった。

今林は昭和15、16年度協会の副会長を務めた。同20年大

林組本!苫建築部長就任を最後に、古宇任するが、 その問、設計

部長、住宅部長 (兼)、建築技術長、 本脂建築部長、資材部

長 (兼)を歴任し、理事、監査役、取締役の地位にあった。

また設計部長として昭和2年にできる大林組本庖、 大阪歯

科医学専門学校、小田島兵吉の上司として、近鉄上本町駅、

大阪歌舞イ支座、甲子園野l求J晶、 本付得三郎主任の先斗町歌舞

1申易を指導するなど、文字通り大正、昭和戦前期の大林組の
中枢にあって、活躍した。同23年から大阪瓦斯の|属託と し

て、同社の営業所、l町商ifr、工場、社合等の設計監留に当た

った。

なお、作品を特定しがたいため、彼が副会長H寺代にしたた

めた片岡会長への一文を掲載する。 (坂本勝比高)

日IJt守長今林彦太郎

本合々長片岡防士、 此度命を受けて速くw太利図へ経済似節
として il~illせられ花の凶 '-1 卜日制1戸出帆総4同丸にて斯の地へIÆ
Q立ちせられんとす、誠に}変質の至りにて此名合長を戴く吾与

もiJl;不砂光祭とする成なり。合長は十数年前より私生活を殆ど

放l鄭して本舎を初め工業界諸聞協の長として又商工合議所目11合
頭に或は諸合通上重役、信用組合長等、財界にも重きをなし最近

は郭ら公人舎のため貢献所市l二六時中席の温るl鞍なく東奔西走
活似せらる、我建築界出身として肩上者として析に見る人絡識見

共に高く1湖西に其仁ありとは橡而より東西制共に認ひる彪なり
しが梨せるかな政府は~に曾長を煩すに資本家代表としてゼネ

ヴ7に派し、今亦日f'lt親善のため経済使節として閥商代表の責
任を以ってす、誠にtZ をj\:~たる人選にて申分なき代表なるを f~

ずるものなり 。 ';l<~ー よ り 使命の内容は吾人の匁l慈、する所に非 ざる

も必ずや充分にその重貨を*され効を納めて目出度抑制せら

る、Ifiを修feiするも若干老j或にi主せられたるの身を以って長途
の旅行に如何やと微ながら変，を抱くものなるが既に盟主皮に亘り

米国に敵洲に渡洋綬験を，白せられ加ふるに平素より健康に十二

分の注意をせられ居り壮者を凌ぐの慨ありj析の政治家の七卜歳

以上の人多きに比すれば合長もII士年の組なるべく気を案じて可
なるべきか 、 吾々は 目 IJ!，度無事任務を架され一 日 も早く Jt滋~l1J
たる英安に~l まみゆる 日 を待$.するものなり 。
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

井上新二(いー
1947 大阪 rl jill~J"l j，長(初代)

1948 円本主~築協会;1~IJ会長(1 950年まで)

1 949 般商 C(~\'i門学校J111'li

1951 1 J~ 1 III逝去

-略歴

1894 1月29n大阪に生まれる
旧制第三高等学校卒業

1921 東京帝国大学工学部建築学科卒業
陸軍省

内務省

1931 愛知県建築課長
大阪府滋総説1

1939 大阪府建築謀長(中津誠一郎の後任、四代目、 1942

年まで)

1941 住宅営団思'Ii
日本建築協会副会長(1942年まで)

1942 内務省防'1!J，J施設謀長

井上新二は、建緒子政官として、もう一つは構造学者とし

て活躍していた。

井上は行政官として都市防火に取り組み、 「防火改修の緊

急性J(f建築と社会J11百和16年3月)、「防火について」

(f建築と社会JU百和16年 9月)、「都市防火の線本施策」

(曜築と社会」昭和17年6月)、「防火改修特II笥号発行に就

いてJ(f建築と社会」昭和17年10月)の論文を発表し、特

に昭和17年 f建築と社会jの場を借りて「防火改修特t間

号jと題して10月号を企画している。内務省防空局施設課

長の井上は、その企画の目的を、「思ひまするに今次事務の

進展と共に都市の防空防火針策は愈本格的にl伽藍に乗って来

防火改修特総娘~行について

附奮闘"""". 井上 新 ニ

今回「岨篤と忌I~J 鎚IOR皿金金郁さかれて防火改修1111震に邸直した一切ØllfQ岡山t，，~~唖察組聞を

の他@陣係法令は勿薗白ζ と組物各"の改修拠倒kも幽飯として l騎に固められる山， Tltt:時捌k縄'"

mと隊〈緩崩ずる‘由で;!>ttナ.

思ひまする陀今ヲ~1II11!の血血と共に冊司，ø防安防火剤置は総本俗的'"軌m'"乗ってlI<"，.ø聞いもの

が;!>る@で;!>p企ナ.酷え"'t5'"鈴ttLても.肺疾怯盆』ζ同施行令白金爾餅融iEtc仲砂本""RI6益

砧繁組踊Ðð:iE唖令さ るI. IC]えぴ J'コ慰安rrは-)i!:ez>改修医蟻に剛皿金附して工事生命じる~柑ヨえその方

法例E付いて明示される却にな t，之れと沙圃を嗣へて3・11圃令も引圃i!!il令され.府属医£って呼 Zれ
と持に官岳胞@組踊去で改鍵S産自白されつ&ある欣11で.今日迄多止買画的被~1I1でなかった防火"'.1Il

S症もj，l'・"，o貫地1111"'入った穣隠雌陀:jJ9r.J艇に泊先由夫前なのであ砂ます.

けれ共同分刻隊司'.0劃鮒除誼挺珊iliの相官111汎な11[01内oi!>oらゆる本位四拠物にある@で徴的iζ も質
的に‘ 111なる曲~X肱 11企圃D鯵')HC.Ðみよって怯 1111同'l彊k"げ叫ない河川"'~見るよ P~I らかで

;!>って之@ため本省に於t まして也昨年方''''・-荷，.øエ者，~直撞機首されるlIl-tjlø勿治省tt:到しIIIJ

aヒ計上してその臨岨&醒めるため匂圃tUU，~~場尉下陀鈴て開閉しお1 '1l<>曲線~・げて来た白で;!>þt

ナ.今世‘， r圃 tJ早々相官幅四IIIJH)てlt施ずる織定で;!>þtす古今肱綜舎に~t まして&之噂@裁

に闘し間e脚却郷田もとに瞳築住術稀の岡管~r~Jgk" れるl1fと相成った取は叫心よ砂感耐に犠えない断

であ り全つ九

前也@如〈本司f'ili:1:t~徴。岨3礎技術 x.企多貨の且!Ii勿駒場t~'"ナるもむであ白金して之れ鎌田人々が

一人でも.ttj惨〈の壇陣kll!められる ζとは之の潮堤<>IJI!IR町ためlc:t.((tJすると Cろ柑めて-x.なるも白

ある司'k怖感ずるもrz:rr:bT t-ro 

ζ自陣tc~t!'t:して今闘の如I!特輯般が川lIiされますζ とほ bl上田 Ii的組'4の昌め大いなる役割&出

歩るl1fID明らか~;!>P企して限<!a磁揖す境問?でありtナ.

1 x 

rrn喜と社会J 第25判所HO~}よ 1?1í.l主rJ
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た感の深いものがあるのであります。1117火改修に於きましで

も、防空法並に同施行令の全面的改正に伴ひ本年 3rJ1的空

建築土則りの改正接令さる"(こ及び地方長官は一定の改修匹域

に期限を附して工事を命じるを得又その方法に付いて明示さ

れる事になり、之れと歩調を胤へて地方!藤令もヲ|紺き稜令さ

れ、府憾によっては之れと共に宵公腐の紺臓まで、改側副Jillさ

れつ〉ある状態で、今日迄多少1lf験的域を出でなかった防火

改修事業も色々 その賞1ii0則に人った事は誠に御同!去にJ1tえぬ

次第なのであります」と語り、|リJ火建築規則の改正(1Ii'1.f1l17

年 3Y'127日内務省令第15号)、防火改修規則 (昭和17年 3

月27日内務省令第16号)の施行の実施と普及を行っていた。

戦後、少|ニtは大阪に戻り、大阪市の復興局を改変した佳築

局の初Hり首長に就いた。焦上大阪の復興のために活躍すると

ともに、戦後初の大相撲木場所(秋場所)を大阪福島公悶仮

設国技館での開催(昭和23年10月15日)や、大阪プール日

米対抗水泳人ー会(昭和]25年 8)1141::1)開催のために{到し、た。

また、 住宅不足の解消を閃るために、公営住宅建設システム

の整備の一成!として西成区岸の盟に試験住宅を50;i佳設

(昭和23年12月)するなどに尽力した。

井上は行政官の報t務のかたわら、建築構造計算の苦 I I~ r鉄
筋混凝土梢造計算表とI'KI表第一 床版jをシリーズもの

として大正末から昭和]初めまで 5nrt執筆したり、 『建築パン

フレット.J(大正末) 1 5 iHtを科ri集したり、「鉄筋混凝十JlfJIJ~ 1・

算講凪IlJ(11白和4年)を聞くなどの活動をしている。

井上は浜寺の水練学校で泳ぎ、古代H本泳法を得意とし、

相撲が好きであった。 (キIJIIl版IlJ)

. ;Ti: II~ 

『鉄筋ilt凝 |ニ梢逃，i1'f，rぷと1':<1ぷJ 1t行，;Iriぷと1:<1ぷJfiJf:先合
~1~ J.ぷl挺(大rEJ4i1'-1 JI 1511) 第一 知形泌(大rF.15{F. 3 J 110 

JI) 第三 TJ杉梁(昭和2{ドIIJIIfl) 第)Jq 位 (t1({利31ド12J1 

111) 第Il 必礎 (II(.{利 4i)'. 9 J 1251 1 ) 

じ乍 1:11'1:新一編 『建築ノTンフレ ソトJ(先行所 「ぷと1:<1ぷ」研究併

大正ポ)

:;(¥ー刺鉄筋欽什椛逃(全 I'P41111)
:;(¥一申H 特殊主~築設計i.t (全トー1111)

l 学 1:11・ I~新二講「鉄筋ìW疑 U'(川，11 ' 1'):講陀J (t1(.{利4iF..I JI-12JI) 



第1:章 人々の期創草

松 本儀八(…ぎは)
-田仰夜

1885 12r1311佐賀市高木漸PITに生まれる
1901 佐賀県立工業学校(土木建築)入学
1904 京剤師等r芸学校(図菜料)入学
1908 京都Io'b~;_[主主学校卒業後、広島県立工業学校教諭

1912 大阪府立阿野川工業学校へ転任
1925 株式会社大林組に入社
1928 大林組住宅部長
1936 内外木材 lて業株式会社代表lru箱役
大林制l(J宅部ぬ/l-U

1956 兵庫~，t. f l:宅建設総式会社取締役社長
1963 妹式会社三木組相談役
1973 8 rl3111逝去、京年87歳

-建築作品・業品1
1919頃自邸
1925 黒田邸、長谷川邸 (神戸住吉)
1929 浜甲子闘腿}，)t住宅地の1m発 (ー寸935)
1953 信政山刺殺孫f方本堂
・箸占・ 論文

1920 r段新和洋住宅別イ弘主築法j武田五ーと共有発行
1971 自伝 『せせらぎ』
1922 r子供室とHの家具矧の一考察」
m築と社会J5輯9号

1926 r統計の上から兄た住宅也築の傾向」
『建築と社会J9輯3号

1932 r住宅地経'滋に就てJ(r建築と社会J15輯4号)

大阪北浜に本J古を構えていた大林組は昭和3年、他の建

設会社に先駆けて住宅部を発足させ、住宅の設言|ず匹に積極

的に取り組む組織を整えている。松本儀八はこの住宅部創設

を前にした大正14:9三に入社し、昭和11年まで初代住宅部長

として活躍した。その問、 600椋に上る住宅の設計、後進の
指導育成に当たり、 邸宅建築における大林組の名声を高めた。

その中で特筆すべき事業に、阪神電鉄とともに昭和]4年

に着手した浜甲子園住宅地の開発がある。海浜に接する 5

万6千坪を住宅地として整備し、建築販売したもので、健

康住宅設計コンペと当選案の建築と博覧会の実施、 加えて幼

稚園や倶楽部を住宅地の一角に建てて寄贈するなど注目され

る住宅開発であった。その事業の終盤も近い昭和11年、松

本は大林組の工作所ーより独志した内外オ寸イ工芸社の代表取締

役として転任し、昭和23年までその経営に当たっている。

松本は晩年の昭和]46年に 『せせらぎjと題した自伝を残

長谷川峯造邸 (1925年)m築と社会j大正14年12号

浜甲子園倶楽部 (1931年)rせせらぎjより

している。小冊子であるが、数葉の風景画や吾山という部企号

をも って暗んで、いた1~陶を織り交ぜた幽床の表れたものであ

る。それによると、郷里の佐賀県立工業学校を経て、明治

37年に京都高等工芸学校図案科に入学し、 師となる武田五
ーに出会う。この学生時代に国の奨学金を得ていたため、卒

業後の教職が義務づけられており、広島県立工業学校、大阪

府立西野田工業学校での20余年の教員時代を経験している。

その時期、武田の自邸(京都、大正 9年)の実施設計を担

当し、また武田の指導で松本が実質的に著したといわれる

『最新和洋住宅別荘建築法jを出版するなど、師弟の関係を

密にしていた。住宅建築に広く視野を広げていた松本に、

林~1l副社長の大林賢四郎は白羽の矢を立てたのであろう 。

ところで先に触れた住宅部の担当業務は住宅、集合住宅、

旅館、ホテル、社寺の設計施工、そして住宅地の開発等であ

ったが、部長に就いた松本が尽力したのは、当時大林租が指

向していたスパニッシュテeザインを一層展開させたことと、

そして建築主の意向、趣味に沿ってl陪広く良質の近代住宅を

生産することであった。

昭和10年、大林組傍系会社の内外木材工芸社が設立され、

翌日年に松本は住宅部長を 2代目の河合貞一郎(大正7年、

東高工卒)に託し、その代表取締役に就L法 。松本は直ちに

社名を内外オ寸オ工業と改めて業務の拡張を図った。そこでの

仕事には朝香宮邸、新大阪ホテルの内装家具工事など数多い

が、戦中の一時期、 三菱本社と提携して木製飛行機の開発に

当たったこともあった。やがて終戦を迎えて、業務建て直し

を果たした昭和23年に勇退した。

その聞の昭和14年より日本建築協会監事、そして昭和17

年より昭和21年まで副会長を 5期にわたって務めてpる。

戦後は、大腕苛家具商工業協同組合理事長、日本家具協会副

会長など多くの公職を果たし、昭和28年には信黄山朝諮孫

子寺本堂再建工事の設計工事IGii'1首に当たり、その要職を数年

にわたって務めてpる。その後、 二葉屋装備工業、兵庫県住

宅建設、 三木組、大橋化学工業での職務を果たし、 U~HJ48

年8月31日に享年87歳の長寿にて他界した。 (山形政昭)
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池田宮彦(い付みひ)
-略歴

1892 11月7日生まれ

1915 名古屋高等工業学校卒業

住友総本庖p:純潔に就職
1933 長谷部竹隊法築事務所に改組

1944 住友土地工務株式会材常務取締役

1946株式会社鴻池組常務取締役

社団法人日本建築協会副会長

1948株式会制大阪設計事務所設立。代表取締役村長

1963株式会社池田宮彦設計事務所設立

代表取締役相長

1970 4月7日逝去

-論文背作

「大阪のJ曲線と杭11基礎工事」
<r建築と社会J1928年5月号)
「地震国に挫てる家と住む人の覚悟」

{P>II築と社会J1929年2月一η)
「鋲接合に代わるべきm弧熔接に就て」
(r建築と社会J1930年9月号)
「工場ill築の!よと属機J<r建築と社会J1930年10月号)
「鉄1'K1.l弧鈴般工事実施上の注意並検査の方法J
(r&築制十誌J1932年2月号)
住E築 'l~務所に於ける設計事務j

(r建築と社会J1937年10月号)
， t'rlJ要健治特集、rlボの思い出J(r建築と社会Jl959年 1Flη) 

池田宮彦は1915年、名古屋高等工業.学校を卒業するとす

ぐ、位安総本庖営繕諜に就職した。住友総本庖の設計に際し、

1922年9)=116日から翌年10月26日にかけて、竹腰健造とと

もに甘tff*し、現地の事情を視察している。竹腰は池田より
4蔵年上だったが、池田の方が先に入所し、経験も豊富で

あった。肪校時には、住友樹唱の鉄骨加工の請負がベスレ

へム鉄骨会社に決定していたので、そのシ ョップドローイン

クョを手伝っていたランゲ"$*骨設計事務所で、設計に携わった。

この組験は、当H寺まだ揺臨時代を出ていなかった日本の鉄骨

設計に大いに役立った。住友総沫屈の竣工した年以降、住友

総本庖営繕謀は、 1933年長谷部・ 竹11要建築事務所、1944年

住友土地工務材と式会社と改組している。池田はその中で主に

t封町面をリードし、かつ最高幹部のひとりとして設計事務所

の経営や若予育成に尽力した。ところで側諸としての彼の

代表的な功績は、 ii柵造物の接合への溶接の使用で、ある。溶

接による桜合は当時日本で行われていたま財妾合よりも、かな

りの鋼材が節約でき、加工手聞が楽だった。臥州ではすでに

試みられていたが、池田は日本で早くからこの点に着官艮、研

究を進め、汽車製造大阪工場動力室などに応用している。

池田は設備、環境、防災、構法と幅広い分野で活躍した技

術渚として知られてL、るが、書かれた論文には単に技術T者と

L、う本将¥Ilみには収まりきらない部分が見られる。特に日本建

築協会の災害委員を務めていた昭和初年の論文は、災害を地

jf~や歴史的な観点から述べようとしており、興味深い。 「大

阪海岸線の変遷と西大阪の地盤Jcr建築と社会J1927年 7
}=I)では、大阪市にも被害の及んだ奥丹後地震の教訓|から、

とくに被害のひと、かった埋立地について、その歴史的変遷を

追いながら考察している。また、その一部をさらに詳しく掘

り下げた「元禄年間に於ける大阪市の埋立工事の概要J(r建
築と社会J1927年9月)では、“大坂"の治水工事や埋め立

てが集中的に行われた元禄年間に焦点を当て、河村瑞賢の指

探した安治川の開削や、それに伴う川口の新田開発など、埋

め立て地の形成を述べている。歴史的変濯を追いながら地盤

やJll[立刷形成を述べるという、さながら歴史系の論文を思わ
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せる記述である。

ところで、こうした建築技術lこかかわってきた池田の、意

匠的な好みはどのようなものだったのだろうか。f建築と社

会jが1927年l円から 5月にかけ、 4回にわたって行った

「吾が家を建てるにはJというアンケー卜形式の連載では片

岡安、武田五ーといった当時の有名建築家をはじめ、当時の

『建築と社会jによく登場していた面々が顔をそろえ、池田

の名前も見られる。これによれば池田の「吾が家」の思想は、

山間部に建つ木造和風二階建てとし、「書斎ハ様式庄イ妥室ハ

折衷、但日本間ヲヤ、 天井高クシ椅子テーブルヲ設クル程度

客間ハ日本式」と記している。また室内の好みは 「本材ノ生

地ノママニテ壁ハ鷲茶灰色又ノ、白」と、全体に簡素で、自然な

趣を尊重していたようである。ただ「台所と便所の設備jは、

「瓦斯、電気、水道ノ設備ヲ要シ、タイル貼リトス便所ハ洗

背広むとほかの回答者に比べてこだわりが見られる。

終戦とともに、池田は長く勤めた職場を離れ、 1946年に

鴻池組常務取締役に就任した。また同年、日本建築協会の副

会長にも就任している。その後も1948年大阪設計事務所の

設立、 1963年池田宮彦建築事務所の設立と、主に設計事務

所の代表者としてその運営に手腕を発揮した。

(酒升L一光)

参考èfl料小川.J，':夫 r~öfJïnl 卜三高地までj 倣式会社円借必l' 1991) 

1923年、米国よりの帰途エン
プレス ・オブ ・オーストラリ

ア号甲板にて。

右が池田宮彦、左が竹腰{建造

『建築と社会J1959年l月号



人々の期創草章第

銭高輝之(一
-略!夜

1905 1 0 月 9 日、問山県上道~m日山村にI~ü友次郎の三511
として生まれる

1930東京帝国大学経済学部卒業。神戸海ヒ火災保険に入
社

1931 措m野砲第10主I!隊に人隊
1934 銭高組に入社、銭高久吉の長女普子と結婚
1936 銭高組取締役に就任
1945銭高組取締役社長に就任
1947 日本建築協会副会長に就任
1962大阪建設業協会会長に就任
1980銭高組会長に就任
1984 11 .FI22日急性JI市炎で逝去、享年80歳

-作品 (銭高制lの作占，'，)

-新旧 21¥:の大阪r1-j庁舎 (1921年、 1985{ド第OWI工事)の
施工を担当

・堂};;¥川河iJl)JJtll(.I!<，rl，締)(1925年)
・渡辺椛 (1927年)
-肥後縫(1927年)
等、大阪を代表する近代建築や縫梁の工事を、大正問1より
現代に至るまで数多く姐当している。

銭高組は、明治20年に大阪で最初に創業した建設会社で

ある。工場 ・倉庫等の方面貨や軍関係施設の建設工事を皮切り

に、順調に発展を遂げ、大正期には様々な都市建築の施工を

担当した。大正10年に中之島に竣工した旧大阪市庁舎は、

大正期の大阪を代表する近代建築であった。また「橋の銭高

卒週Jとも呼ばれ、先進的な技術で多くの橋を架けている。関

東プ~災後、東京に新たに架けられた勝関橋や吾妻橋などの

近代的な橋梁の多くが、銭高組の手によるものであった。水

の者11.大阪には銭高組による楠は多い。堂島川に架かる堂島

堂島川可動堰 (水品橋)

大阪市庁舎 (第E期工事部分)の施工

川可動堰(水晶橋)は大正15年に竣工し、 今も川面に優美

な姿を映し、中之島の景観形成に寄与している。

銭高輝之の入社は昭和]9年で、銭高組が得意の分野を生

かして大陸への進出を果たしたころである。略歴から明らか

なように、輝之l説霊営の専門家である。大正期にJ対情的な基
礎を固めた銭高組が近代経営へi伝換しようとする時期に必要

な人材であった。昭和11年にはヨーロ ッパへ建設業界の視

察に約 1年間出かけ、その後、戦中には自ら先頭に立って、

外地での難しい事業をこなした。昭和20年8月の敗戦によ

って軍事関係の建設工事が多かった建設業者は大きな混乱に

見舞われた。銭高組も例外で、はなかったが、同年12月には

輝之がいよいよ社長に就任し、新時代にふさわしい新しい、

銭高組の基礎をつく った。戦後の大阪での、大きな出来事の

一つに1970年万博の開催があるが、このとき銭高輝之は、

大阪の建設業界の代表として、万博会場建設工事のスムーズ

な進行に大変尽力した。

戦前の協会初代会長 ・片岡安が、個人を基礎とした、倶楽

部的な会をイメージしていたのに対し、第 2代竹腰{建造会

長は職業別グループとしての協会像を描いていたそうだ。昭

和22年に定款の改正を行い、個人会員に加えて団体会員、

つまり企業も正会員とした。竹腰のそのような構想、の下、大

阪の建設業の草分けである銭高組の社長が副会長の一人に就

任したのであろう。銭高輝之が副会長を務めたのは2年間

で、そう長くはなかったが、それ以来、協会の役職者には必

ず企業人が含まれている。厳しい社会状況の中で骨折しい協会

をつくろうとしていた時期であり、そこで量産高輝之をはじめ

とする企業人が協会に果たした役割は大きいと言えよう。

(橋寺知子)
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中西六郎(制にし
-略l懸
1900 大阪に生まれる

1922 中稲凹大学卒業。大阪市営繕諜勤務

1926 大阪"，退峨。欧米に渡航。フランスでアン リ ソヴ

アージュ事務所勤務

1929 州怪|

1930 測獄、パウハウスで講演

1931 阪商工業!Jj門学校講師

1933 ，没~ 1" Jï務所11日投

1940 .f(，lR主次子専門学校講師1
1947 日本弘g築協会副会長
1959 大阪府立E築上会副会長
1964 死去

中西六郎は、 1920年代の関西におけるほとんど唯一の近

代主義建築運動である日本イ ンターナショ ナル建築会

(1927年結成)のオリ ジナル ・メ ンバーのひとりである。

ほかには、自営建築家の上男子{予三郎、中尾保、大阪市営繕課

の技訓i伊藤正文ら関西出身の早稲田大学同窓生に、京大出身

でやはり大阪市営繕課の新名種夫、そして顧問格でかれらよ

りーまわり年一長の京者1¥高等工芸学校教授 ・本野粕吾らであっ

た。中西の l年後輩である黒田茂の回顧によると、中西や

中尾は早稲田のキャンパスでも 「戸が大きく関西弁丸出し」

だったというし、晩年の上野は、中西の追悼座談会で当時を

回顧し、建築運動は関西が先鞭をつけたのであって「東京は

2・3年ぐらいおくれているJと述べていることからする

と、日本インターナショナル建築会結成の背景には、その名

に反して関西ナショナリズムがあったのかもしれない。

中西の経歴で目をひくのは、 1920年代後半の豊富な外遊

紙験である。日本イ ンターナショナル建築会結成時には外遊

中であったが、彼の参加が要請されたのも、こうした豊かな

海外経験と無線ではあるまい。

日本インターナショナル建築会は、結成時の宣言や、

1930年の帝室博物館コンペへの応募拒否声明にみられる尖

鋭的な理念に比して、活発な具体的な活動はなかったとされ

る。しかし、会の名を冠することはなくとも、実質的に彼ら

が画策した活動もあった。それは、ブルーノ ・タウ ト来日時

に日本建築協会が行った次のような行事である。

1933年 5月3日、 タウ卜は福井県の敦賀に到着した。タ

ウトの名は、ヨ ーロ ッパにおける近代主義建築の主導者とし

て日本にも知られていたが、1932年に第一党となったナチ

スの弾圧を逃れて、ヒト ラ一政権成立直前にベルリンを脱出、

イタリア、ギリシア、 トルコと迂回し、モスクワ、ウラジオ

ストック経由で日本にたどりついたのだった。このときタウ

卜が頼りにしたのが、前年に受け取っていたH本イ ンターナ

ショナル建築会からの招特状だった。

日本建築協会はタウト来日を契機とするふたつの企画を行

った。ひとつは協会主催による 「新興建築講演会J(5月10
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.t:12作品
タイガ一計算機林式会社社屋

和歌山文化ニュース館

同志社今出川幼椛悶

紀再羽有院

ガ砕1"i民病院
宝嫁病院

日)、いまひとつは朝日新聞社主催に後援した 「新興建築展

覧会J(5月8-12日)である。講演会は、当時の協会副会

長・竹)J要1建造の開会の辞にはじまり、ル ・コルビュジエ監修

のフランス映画 「現代フランス建築Jの上映と中西六郎によ

る解説、中尾保 「日本に帰れJ、滝沢民弓「神話より空想、へj、

そしてタウトが上野の通訳で 「白木建築と西洋建築との関係

に就ての第一印象」を話し、もうひとりの副会長池田賀の閉

会の辞で終わるという ものだった。一方、展覧会は 「日本の

新興建築Ji外国の新興建築Jiタウト氏記念室Ji特別出

品 :if，iij州農業移民に対する居住地計画」の写真パネルを中心

とした展示に加えて、「モデル ・ルームJがつくられた。と

くに中西の作は鋼管椅子を用いた新1床のあるものだ。これら

の行事はそれぞれ日本建築協会と朝日新聞社の主催とはいえ、

実質的な内容と陣容からみて、日本インターナショナル建築

会のメンパーなど、若手が主導したことは明らかであろう。

中西は日本インターナショナル建築会のメンノTーの1:1'では、

積極的な言論活動は行っていない。むしろ彼は、戦前、戦中、

戦後を通して旺盛な設計実務をこなした。「設計事務所とい

うものは仕事をもらいにいくべきもので、はない。医者がお宅

病人ありますかと言うていくかjが持論で、所長としては決

して商売上手で、はなかったというが、その作品は住宅から商

業建築、工場と多岐にわたる。戦前で、は和歌山文化ニュース

館のようなモダニッシュな意匠の商業建築が目をひくが、戦

後はとくに病院建築を多く手がけた。

上3明野三郎の回顧談によると、戦後に日本インターナショ

ナル建築会の再結成話がでたとき中西は反対したとし寸。ま

た弾圧されるというのがその理由だったという。元所員の星

腕文は後にそのイ牛を振り返って、そのころの中西は日本建

築協会や建築士会なと‘で老7大家との関係がで、きていたため、

波風をたてるのを避けたのではないかと分析している。

1947年、日本建築協会副会長。大阪府建築士会の設置に

尽力し、理事をへて1959年、開会の副会長。

(梅宮弘光)
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大林芳郎(…しし
-略l帝
1918 4月1711、大林'f:1凶郎と大林ふさの次'Jlとして‘丙
宵rn夙川の大林君主に生まれる

1941 東京帝IJiI大学工学部建築学科卒業、大林組lに入社
(本腕投川部)

l悶94位2 f河1集により 1川小|ド1苅郎i第24拘部1隊に入?
lω943 大林4義童H縦Eの死去にともない3務餐芸宝占嗣子となり人.林通家《ノ本ド家
を相続し、大M・組制長に就任

1 945 終戦により、 1 2J'1!こ iSH~

l悶94必8 大阪主辺辿~a投盟』来5協会E則p

全f1'同瓦司l i住J! ，!没史1来佐I協必会理判こ就任、 ;E~IJ会長、会長引夜11:

1987 大林組取締役会長 ・社長に就任
1989 大林利ll~締役会長、 I>Ufに宅る

-主な卜H体公職と受賞!照
1950 1刻阿経済同友会幹 ' I ~

1957 大阪尚工会議所常議t~

1958関西経済迎合会常任1'P.'l"f 
1960 全同iI!，i生業協会会長
1961 海外建設協会1'1l'I"f(刷会以)
1967 1:1 本辿設業卜111*述介会里I"l~
1972経済団体迎合会常任!'ll・l"f
1982 大阪尚工会設所地域振興委t~会委只長
1988 大阪11仏協会会長(才『作会wl
1964 内|詰l総I'H大L:i'J1受'J1
1988 フランス、シュヴ7'')エi;i受話

大林芳郎は、大林才齢リ業者の大林芳五郎の長女ふさの次男

として、大正7年に夙J11の大林家で誕生した。父は大正 3

年大材啄に婿養子入りした賢四郎で、 |日化ifl，東泉賢四郎である。
賢四郎は明治18年、福島県に生まれ明治44年、東京帝国大

学建築学科卒業後に入社していた技布市であった。やがて技術

畑で手腕を発揮し力量が認められたのであろう。大村啄入り

して、大正 7年株式会社改組に{半p常務取締役、大正13年

には副社長に就任している。一方、大林芳五郎の長男義雄は

早稲田大学商科在学中の大正5年、芳五郎の没後に二代社

長を継いで、いた。

昭和]18年大林義雄が急逝するに及び、大林義雄の養嗣子

となっていた大林芳郎が社長に就任し、以来、戦中より戦後

にかけて大林組トップとしての重責を果たし、今日に至って

いる。

ところで大林芳郎は昭和116年に東京帝国大学工学部建築

学科卒業後入社し、本庖設計部に籍を置いたが、 翌年召集を

受け、中部第24部隊に入営している。その箪務の中、 H寺に

25歳の若さで大林組社長に就任したのであった。社長不在

の戦中に社内を指抑したのは白ネタ話明三と中村寅之助であっ

たと言われるなか、 H百利20年暮れに復員し、本務に就き、

昭和22年に大林組は東京駅の戦災復旧工事など注目すべき

公共工事を受注している。

そして昭和25年の朝鮮戦争特需を契機に産業界、建築界

も挙げて発展期に入る時期、政府の所管官庁と して建設省が

設置されたことと前後して、建設業界は日本建設工業会、全

国建設業協会が主制裁されている。そして日本建築協会副会長

を昭和24年より28年まで二期にわたって務めるなど、大林

芳郎は進んでこうした|主体役員を引き受け、業界の向上発展

に尽力した。

昭和25年に、氏は鴻池藤ーとともに 2ヵ月にわたって米

国建築界の視察を行い、わが町高空会社の向かうべき方向を

見定めたものと思われる。昭和31年の年頭における社内訓

示において、大4材吐長は将来を見通して建設業の合理化の要
件について諮り、科学的経営、施工の科学化、標準化、規描

化等の必要性を指摘している。つまりビル建設時代の到来と

L寸好況を背景にして、社を支えた機桝と十対両面にわたる合

理化と剥附化を進める先頭に立つ意志を明らかにしたのであ

った。

昭和30年代に入ると、新大阪ビルヂング、大阪新歌舞伎

座など著名な建築工事を相次ぎ手がけ、 「黄金の六十年f-I:J
といわれる隆盛期を迎えている。そして昭和48年 1月に趨

高層の大阪大林ビルを建て、大林中nの新H守代を画したのであ
る。 (山形政fI;g)

資料 『大4附υけー斗~J 11月利47年

大阪大林ビル昭和48年
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

鴻池藤一(こう
-時J廷

1912 1月23日大阪市此花区伝法で誕生

1930 大阪府立北野中学校卒業

1937 平稲田大学理工学部建築学科卒業

1944 代表取締役社長 (32歳)

1948大阪建設業協会会長、全凶建設業協会.flll'J~ 

1955 日本建築協会副会長

1970 \l~1.t，曇褒章受章

1972 全国建設業協会会長

1982 勲二等瑞宝章受話

1985 妹式会社減ii也組会長

1990 勲二等旭日重光:Ci:受章

1994 3月9日逝去、 享年82歳

ふじかず)

-主な作品

1950 bJil阿JlliJl祭プールスタンド ・飛込み台工事

(1日Jfl'-J，1の「国際水 i二選手権」会ll，l)

1950 キャバレー・メトロポリタン設計施工

1 952 東);{銀行自{:}j&~文防工事 (設 ~ I/村野、森建築 'Jç務

所)

1953 立命館大学研心首nよ'Jj:・閃3館同転移動工事
( ，没J I/1λ'IJ陳述築 ' J~務所)

1954 名 1~，Jq~車;'Jll.!i:/J Iリ i 仁川七市

1958 I;~似以立博物館て 'J~ (，1矧1/保i1'rh'iJJIIl
1969 日本万国博覧会協会本部ピル本館別館工'J~

(銭高組、 間組、 三11 建設と J~ líiJ)

1970 ft友盗活向'fT'1ト(lJs山総説、住友ill設と共|百J)

鴻池藤ーは、明治45年鴻池忠三郎(株式会社鴻池組の初

代取締役)の次男として大阪市JltTh区伝法で誕生した。

長男J忠義の早世のため、幼いころから偽徒者として育てら

れた藤ーは、北!I!守中学校から早稲田大学に進み、建築構造力

学を専エ女した。

昭和12年卒業と同時に鴻池組に入社したが、しばらくは

現場見習いのため大林組にいた。

昭和14年には太平洋戦争で中国からフィリピンに転戦、

鉄道復旧に従事し、昭和18年に陸軍中尉で除隊、復職した。

昭和19年、 2代代表取締役社長の鴻池小六が健康上の理

由で百判壬し、副社長であった藤ーは32歳で代表取締役社長

となり、昭和120年には創業者の鴻池忠治郎が、後を託して

92議で死去した。

閉じころ、大林芳郎(鴻池藤一夫人敏子は、芳郎の妹)は

昭和]18年先代の急死により26蔵で大林組社長となり、早稲

田でl年先輩の竹中錬ーも、昭和20年に33蔵で竹中工務自

取締役社長にと、いずれも若き社長による時代の転換期を迎

えていた。

H併日23年、戦後の荒廃と混乱の中で、関西の復興を目指

して大阪土木建築業協会 (大阪建設業協会)が設立され、鴻

?師長ーは会長に就任した。

昭和25年には大林芳郎と、アメ リカ建設業界の視察にで

かけた。これは、戦後の進l』揮工事、 j欄工事など機械化施

に触発され、建設業のJ封lij革新に備え、最新の技術と経営

を学ぼうとしたもので、あった。主信事中の国連ビル、 エンパイ

ヤステートビル、ブルック リン下水道、ハドソン河ト ンネル

などを見学。約 3カ月に及んだ視察は、その後の経営近代

化や技術向上に大きな影響を与えた。(r鴻池組社史J)
昭和28年3月から翌29年 4月にかけて鴻池組が建設した

名古屋精糖神戸工場の工事に当たり、全工程にわたる詳細な

工事計画書が初めて作成されたのも、その成果の一つであろ

つ。

昭和47年、鴻i山1薬ーは全国建設業協会会長に就任した。

第 l次オイルシ ョック後の資材価格や人件費の異常な高騰
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という深刻な事態の中にあり、民脱約公共工事の請け負い代

金にスライド制を実現した。政府や関係省庁に訴え続け、業

界打開への努力を惜しまなかった。

長年の友人でゴルフ仲間であった西川磐(大阪ガス株式会

社相談役)は、氏の想いを伝えて、次のように記している。

「鴻池さんは昭和1イー九年に名門鴻池組の 3代目社長に就

任され、繭来、約四十年もの長きにわたって社長の重責を全

うされて、同社の業棋の拡大や経営の多角化に不滅のこ‘功績

を残された。正に人格、識見ともに桶に見る偉大な経営者で

あられた。そしてその後も会長として大いに活躍されるとと

もに、大阪工業会の会長を務められるなど、関西経済界の為

に、長年ご尽淳されたことは普く知られるところである」

(r追想鴻池藤一J)
しかし鴻池組の総帥や経済界のリー夕、ーとL、うことから連

想される 「大経営者J["実業家jという雰囲気は微塵も表に

出さず、むしろ厳粛にして寡黙、まさに古武士の厄1絡を初旬1¥

とさせるところがあった。

鴻池さんは何事にも公正、無私で、、言葉を飾ることもなく、

常に赤心をもって人に抜ーする方で、あった。そしてそこにおら

れただけで人々の弁当が自然に集まってくる貴重な存在であ

った。鴻池さんがご生前数々の公職、 要職に就かれたのもむ

べなるかなと思うのである。 (吉田高子)



伊東五郎(いとうごろう)
-略l軽
1897 11月31'1東京に生まれる
1922 旧制第三高等学校卒
1925 東京帝国大学工学部建築学科卒。|古l級に武藤消筈悦
庁技手

1936 内務技i抑
1940 ドイツの郷市防災行政を視僚のため約 1年淵款
1945戦災復開放E築局
1948 建設院建設局長
1949 ill設省住宅局長(初'J1-1:)
住宅|問題をNHKラフオ第一放送でシリーズで講演

1950 大阪府挫築審査会委員 (-1960年)

1951 大阪市長の要請により大阪市建築局長に転仔

第1章 人々の期創草

1959 大阪市住宅協会旦ll 'l~

(大阪市住宅供給公社の前身)

1960 脱ぬ建設抹式会社常務取締役

1960 7 J'lll日逝去
勲三等瑞宝章を授かる

・啓子?、論文

伊東五郎、小野灘、消水- r建築工学使覧J1951 年版
(仰コロナ社昭和26年3月20IJM版

「警視庁に於ける建築総指定の状況J r建築維誌l第46
紺・第553号 ・(初日本ill築学会昭和 7年1月
「住宅問題解決策J r建築と社会j第33紺 1{}pp.24-26 
(紛H本正I!築協会昭和2N.l丹

伊東五郎は力量を認められて、 ドイツで昔日市防災行政を学

んだ後、戦災復興P雄築局、建設院街宣局長、建設省住宅局

長(初代)と、 重要なポストに就いて成果を上げた。第二次

世界大戦後、伊東は積極的に住宅問題に取り組み、昭和ム124

年NHKラジオ第一放送でf主宅問題をシリーズで講演し諸費

を上げる。当時としてはめずらしいことであった。

昭和26年7月、大阪市建築局長に就任と同時に附日本建

築協会に入会し、協会とかかわりを持ち、没する直前まで監

事を務めていた。伊東の功績は、 当時大阪市建築局長桐本楠

雅が 「故伊東五郎氏を偲ぶJ(i建築と社会J昭和35年 8
月)で紹介している。その内容は円升東さんが建築界に残さ

れたこ功績については、 今さら改めて申し上げるまでもない

と存じますが、本省間長在任僅々 4年間に、建築基準法、

公営住宅法、住宅金融公庫法等、今日わが国の建築行政施策

の基本となっている重要法律を次々と謝包せられ、戦後の混

乱していたわが国の建知子政の行くべき筋道を示されたので

あります。また本市建築局長になられでも、前者と全く立場

の異なる地方行政において、献身市政発展のため市営住宅を

始め、種々の市設建築物の復興に挺身せられ、 一方には大阪

市住宅協会の今日の基盤を確立せられるなど、民生安定への

功績は極めて大きく、わが町連築界に不問の足跡を残された

のであります」である。

昭和28年度から大|坂市城東区古市の一角に建設され、計

画的団地開発として、注目をあびた大阪市営古市中団地は、伊

東が久米建築設計事務所(主宰久米権j~)) に委託したもの

と伝えられている。

伊東は沈思寡言、研究熱L、な技術家で、あったが、ゴルフ、

スキー、スケート、 柔道 (3段)を趣味としていた。特に

伊東のゴルフは草分け的存在で、関西屈指のゴルファーであ

る。酒に強く、酔うと必ず「黒田節」を好んで吟じていた。

(和田康由)

都市計憲法令の戦時特例と職時都市計量の運営に就て
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健離去週肱欄LてU. 11.念鍋の』止るiIJlJl-tには.G'醐Uされその.. 俸の貧11‘舷

《・3・1附雀事援@受鍾綿負聞こ・.. rる凪1:その他・件 倫.. "の幅修伝作。て明L(畏化L.瑚胆@宮崎副地111

舎内.大低から峰万長聞こ袋剖Lたこ色 曾"1ニ剣つ'ー・ "も... "'"車窓"-sl峰句鵬2・，... て‘"'"ら

，，'ea.る. れる個c.aω"'4IJ1¥1討幽l.8ltS'"繁盛隣‘.!l!IIl_

-肉，，，，，.
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編第 それぞれの時代を担った人々の活動

竹中錬ー(た山いち)
-時限

1911 3月1II J延~1:

1934 早稲川大学大学院半来

』合Wr'i'CIi封印入社

1939 (附州1'f'I'[.湖町村長就任
1945 (附竹中工務!万村長就任

1954 (ゆ人ー|仮住設業協会会長

1961 (初U本立.l!築協会副会長(ー1966)

1977 側竹'1'[.務院会長就任
1996 12月3111逝去

-作品

新阪急ピル (1962)

・御'l主ピル(1965)

. 1 ~1立劇場(1 966)

. ';VI日新聞ピル (1968)

-大|坂凶|努ピル(1973)

. 1'r rl ' 大 I~辺H飢(1984 )

竹中大工道具館が、

神戸市内に1984年に

開館している。これは、

明治32午に竹中藤右

衛門が事業を始めて

85周年を記念した建

物である。竹'1='工務庖

はそのマニエラ(手

法)やマニエリスト

(職人)を残すため、

どんなに近代化しでも、
竹中大工道具館(神戸市)

棟梁の~，，'í有 1 'としての大
工道具にこだわる。道具館は、その象徴でもある。

• 
竹'1'錬ーは、竹中藤右衛門の長男として1911年31"1 1円

神戸市山子通りで生まれる。生家は織田信長の普請を担当す

る宮大工で、創業380余年の第15代棟梁として50年以上経

営に携わる。

幼いころは父に伴われ現場に親しみ、 旧制甲府高等学校卒

業後、行J.T'i刊日大学で建築設計を学ぶ。学生H守代からラグビー

やスキー、 1-11登りなどのスポーツに親しみ、そのときに培っ

たフェアプレーや、 一度始めたことをやり通す不屈の精神は、

経営者としての大切な資質となる。

• 
その作Jltlはど、ちらかというと、モダニズムの住築で、生涯

佳築の怠IJi:'に対する情熱と憤僚を絶やさなかった。竹中工務

屈設計部の充実にも心を砕き、小川正(関宿ビjレ)、岩本博

行(1宝|守J却)1劫)、狩野忠正(三輪そうめん山本本ネt)、 W，江究

(i龍定ビル)、 7k田祐三 (長Nf!i童業ビル)とL、った建築家を
îl~，~-I1した。

• 
棋文彦の幼少!O(I)の住宅は竹中錬ーの処女作である。彼は竹

中の作品'，1ごついて、玄関先に大きなポーテイゴがあり、壁面

は白のモダーンなもので、、多大な影響を受けたと、のちに振
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り返っている。

• 
経営の旦11念は「誠実にJI券る知恵、なし」。常に品質の符四!に

心を配り、その維持に努力した。建設業界における品質符開

(TQC)で、デミンク貨の掲'iI!i賞を受賞・する。(1979年)

また、竹中個人に対して、 1988年デミング賞本1:tが与え

られている。

• 
1961-1966年の 6年間、日本建築協会の副会長を務め、

建築業界の代表としてその発展に協力した。

(安達英俊)

御堂ビル (大阪市)

ナビオ阪急 (大阪市)



鷲尾健三 (わしお

-略歴

1907 "円2411誕生
1930 J~/lII帝同犬学仁学部位!築つ主科卒:%:
1931 京柿帝国大学J嗣li
1933 1有満州工業専門学校教授
1945 工学閥1:
1947 4 川 2W大阪帝国大'~{-JI~印lí

1947 11月大阪大学教授
1971 3} I大阪大学定年退官
4 Jl大阪大学名誉教綬

1972 4} 1明石工業高等専川学校校長
1978 4}i明石工業高等!JI.門学校)g'u
1978 4川大阪i業大学大学院限市大学教授

人々の期創草章第

けんぞう)

1985 3川大|仮仁業大学大学院.H{市大学退任

1985 5川28r1逝去

・業紅i

.不百F定1't剥l解法理論の研究
(lIil利18年度11本建築学会，J't)
.結線l立法
. U\ I主11，i5、 )).f'I!;論の J，~礎

・テ・ッキプレー トの実験的研究

ー If~ijJUJボル トに|刻する研究

鷲尾健三は、建築構造言|両U位に強い意識を持っていた。

そのことは次の文章より読み取れる。

• 
「柏造計画」に関する最後の基本的な問題として、その出来

上がった計画の 「価値判断の尺度」をあげた。計画というこ

とが、価値判断を含む作業である以上、その 「ものさし」の

必要なことはいうまでもない。共通な「ものさし」がないと、

見解が違うばかりで混乱するだけです。

I建築と社会J1957年5丹号

• 
鷲尾は1964-1969年までの 6年間、日本建築協会副会長

として、建築構造の社会における重要性を説きつづけた。時

代はやがて、建築計画のうちに建築構造計画及び建築設備計

ある 『天の邪鬼』の告白

超高層建築随想

鷲尾健 三

編集部から. r (必)尚脳m高凶占!Uという題が与えられたが.わた
しのiJj.門ではなく.また.よくは知らないから.お断りしたかった。し

かし.先tn.日本lI¥築学会近畿支部主催の r;a;J窃lI¥築JI，~営会 Ic~1孤り

111された乙ともあり.わたしは.狙われているらしい。

たしかに.わたしには.ド'J外政の話'IC，自分のw円以外のととに.よ
く，j比判めいたロをきく氾iい鮮がある。しかし.~は . わたし自身にと

って， 乙れが，一つの.l.¥!い修業なのである。自分の専門のとととなる

と，とかし先入飢ICとらわれて独断IC走りやすいが，あまり知らない

方市のととを.あれとれとー生懸命考える11寺ICは.そんな余地はなく，

おかげで.iiJIは軟かくなるし，テー?とのJs(組み方も正攻法((近ずくよ

うに思えてならない。と乙ろが.そうして考えた結果を般かめようとし

て.モのillの方々に.1nUJllCも， ~量鈴を吹きかけて，ど迷惑をおかけす

る己とが多いが.それは.ただそれだけのととであって， I'~外8誌の1!!tN

任ーな放言の気安さを楽しむといったような不心得な気持など.毛頭な

い。時によっては.そのような放言が，どなたかのお役にたっていると

しても，それは.万が一の予期しない結果であり.ただただ望外のしあ

わせというよりほかはないようである。

fill築と社会J1970年6JPJ 
rm'lill築問題」より
部復刻l

画を求めるようになる。

鷲尾は1907年(明治40年)兵庫県明石町(現明石市)に

生まれ、京都帝国大学、同大学院キ二業後、同校の柑1mを務め、

その後大阪大学にて20余年の研究及び教育に携わった。

彼の研究姿勢は、基舵研究に重きを置き、最先封柑郎防に鋭

L、批判を浴びせることもあった。鷲尾はクリスチャンだった

こともあり、バベルの塔に集まる人々の言葉が追うことは人

類の崩嬢につながる、とよくよりlIJ<<的に語っていたそうだ。

鷲尾は日本のラーメン学会に大きな足跡を残している。最

初の論文は、「結線位法」。これは定点、法系の解法に新しp視

点を加えたものであり、後に「集団応力概念」に発展し、

「集団応力理論の基礎」に結実される。

大阪大学建築工学科の前身は、鷲尾率いる構築工学科であ

り、その功績には多大なものがある。

鷲尾の研究築制の重要なものは、骨組みの力学に|刻するも

ので、 1930年代において、たわみ角法、定点、法が根本的原

理を欠き多様なる意見があった。彼はたわみ角法における節

点角、部材角が古典W(，.f庁力学の一般化座棋に相当しているこ

とを見抜き、部材の!I文縮や山線材の拡張も変分原J1l直に従って

定まることを体系化した。こうした一連の業績において、昭

和18年度の日本建築学会話'を受けている。

晩年は、鋼構造の接合部の挙動に関する研究に充てられた。

工場生産の構造物の問題点は現場施工時で、信頼性が欠け応

力分布等が複雑な接合部分で、問題が起こりそれを解決する

方法として、ボjレ卜接合、溶接接合に重点を置き基礎的な研

究を進めた。上記の施工基準の作成を通じて、建築業界に多

大な業績を残している。

• 
鷲尾の教育に対する姿勢は、講義時間の延長で決の講義が

1時間ほど遅れて始まったこともあるほど熱心で、情熱的

だった。その講義内容が綿密でしかも鰍解で、黒板にはひeっ

しりと数式が並び、ノートを取るのが追いつかない培である

こともしばしばだった。鷲尾は、研究者としても教育者とし

ても、傑出していた。 (安達英俊)
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編nt
 
第 それぞれの時代を担った人々の活動

松村雄吉(まつむら ゅうきち)

-略歴

1901 6月2n和歌山県に生まれる
1919 1/;¥知山中学を卒業

1920 二代目松村雄吉を襲名し、松村制lに人ト1

1931 総村組第四代社長に就任

1935 大阪土木建築業組合同l組長に就任

1941 陸軍の耳Iill協力会副会長に就任
1941 大阪土木迎築工業組合理事長に就任

1943 近畿土木建築統制l組合理事長に就任
1944 日本土木正~期制IJ組合凶Jmプ!暗に就任

1945 日本建設℃業統制組合大阪支部支部長に就任

1948 日本建築協会理τ)fに就任

1953 ジュネープでのJLO(同|探知副j機榊)の総会に使n出

代表として11'，附 (このとき、 |二1:本が問機椛への再JAJ
人が認めらる)

1955 藍綬褒f，tを受話

1959 ill築業協会里IIτJiに就任
1960 労働大臣より安全功労賞を受.J't

1962 I国民安全のnJに総理大|Eより表彰
1966 大阪住設業協会会長に就任

1967 大阪府建設業服!日促進協会協会長に就任

1969 日本建築協会副会長に就任

1970 鐙設大1主表彰を受ける

1971 怯村紅l代表E紋締役会長に就任

1971 勲三等端宝章を受話

1972 7 Jl301:1逝去、享年72政

二代目松村雄吉は、松村組創業者である捌廿針:雌 吉の実

兄田中魯ーの次男、田中勇として明治34年、和歌山県周参

見に生まれた。そして 2歳のとき、初代松村雄吉の養子と

して松市1$家に入ることになった。

まず始めに初的公村雄吉と松村組の創業に触れておこう。

初代の松村雄吉は、田中茂助の次男、田中岩吉として明治元

年に和歌山県周参見に生まれる。13歳で大工見習いとなり 、

明治16年には、 松郎家の再興のため養嗣子となる。またこ

の年16歳で大阪に出て、材木商の庖員となった。その後19

歳で三大阪の第四師団の定用大工の畠山平吉に弟子入りする。

明治26年、畠山は福知山の歩兵第二十連隊の工事を詰け負

うのであるが、その代人として松市Eを登用するのであった。

工事は無事完成し、この功が畠山に認められ、松部は~!þ~す

ることを許された。

そして明治27年10月に福知山を本拠として松村組を創業

するのである。明治35年には岩吉を雄吉と改名 し、明治43

年には姓も松村と改め、ここに松村雄吉の名が誕生するので

ある。その後軍関連の建築を多く手がけ、事業を拡大してい

った。大正4年には福知山の由良川のほとりに布l館と洋館

の並び立つ新宅が完成した。これは住居であるとともに福知

山の迎賓館と しての役割を担うものでもあった。大正8年

には株式会社として松村組が発足し、それに(判、本社も大阪

吋多る。その後大正9年8月、初{悩村雌吉は永|民した。

さて初代の松村雄吉没後、 20歳の勇が二代目松村雄吉を

襲名し、松村組に入社。そして昭和]6年3月、 二代目雄吉

は松村組第四代社長に就任する。その後、昭和110年 9月に

は大阪土木建築業組合の副組長に就任する。このとき当面す

る謀題は戦時体制が進むにつれ根底しつつあった建築資材の

確保とその割り当て{財合であった。さらにこの組合は、資材、

資金、労務の国家的動員計画に対応するため、昭和18年 7

1に施行された商工組合法により統制組合に改組し、中央組

織の日本土木建築統制組合の副理事長に二代目雄吉が就任し

た。やがて終戦の時を迎え、日本建設工業統制組合の大阪支

部長に推され、特に建設労働問題については労務研究会を組
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織して、調査研究に当たることとなった。

このように戦中戦後を通じ、 二代目封筒は現J排業員との

雇用関係を主とした労務問題に深くかかわることになった。

そして昭和28年10月にはジュネーブで聞かれた ILO(国際

労働機構)の総会に日本代表団の使用者代表の一員と して出

席するのである。この総会は、 日本にとって問機構への再加

入が承認された重要な会議であった。その後、高度経済成長

期を迎え、昭和45年には大阪で万国博覧会が開催されるの

であるが、この万博を前にしたH自利42年、 二代目雄吉は大

阪建設業協会会長に就任する。この時期は万博関連工事など

で、労務事'情がひっ迫していた時期であった。また昭和41

年秋には大閥荷建設業雇用促進協会が詰国三し、 二代目雄吉が

協会長に就任した。このときテレビ出演した二代目雄吉は、

労務者の募集について「賃金支払いは協会が保証するjとの

大胆な発言で注目を浴びた。H百利44年には日本建築協会の

副会長に就任し、特に建築関係各部門との連繋、協力を必要

とする問題について積極的に意見を出していた。このように

二代目松村雄吉は松村組の社長であると同H寺に、業界の公職

を歴任し、建設業を牽引する役割lを担ってきたのであった。

囲碁が姐移転で、こんなエピソードが残っている。キlJll晃のホ

テルでは宴席もそこそこに、その後、夜中の 2時 3n寺まで

対局を楽しむのであった。そして興が釆-ってくると大声で

1!li)fったJ1殺した」などと大声でやり合い、心配した隣室

からフロン トに電話があったそうである。また 「大阪建設業

協会60年史J121世紀への創造J1散米の建設労働事情」は
二代田松村雄吉の三部作と呼ばれている。これらは単著では

ないが、それそ守れの出版には多大なる情熱が注がれていたの

である。特に陥;米の建設労働事情」は、建設労務問題に生

涯取り組んだ総括であった。その思いを巻末の「所感Jに寄

せている。 (桐浴邦夫)

参考資料

・総村組総鰍NO.189、1972

・luH剥1100年史編纂委員会・4公村利IIOo:qミ火、 1996



横尾義貫(よこお
-略j恒

1914 7 F1l3n佐賀県に生まれる
1939 );(/:~帝同大学工学制1建築学科卒業

佐世保海軍建築部に勤務

1942 ... ;m帝国大学助教綬
1948 工学防士(京都大学)

1949 京都大学教授
1964 名占屋大学教授(京都大学教段を併任)
1967 );r.':1l大学教授(名古屋大学教授をf)悶)
1968 文部省学術審議会専門委只
1969 日本建築センター鉄鋼系委q会委q長
1970 n本建築協会副会長
1971 建設作技術管査会委日

人々の期創草立早第

よしつら)

1975 建設省住宅fJm高7評議会委員
1976 文部省大学技i白~1f存続会~I;.門委員

日本学術会議精進i(i)f;先述紛委員会委員

1 977 京都大学退官。 ~締技術科学大学高11学長
京都大学名僧教授

1978 日本学術会議第II)VI会w
1980 ~格技術科学大乍教綬
1985 ~.m技術科学大学退官。 盟締技術科学大学名持教授
1987 勲二等瑞宝章受'l't・

1991 日本建築総合試験所I盟事長
1994 京都国際木造建築カレ yジ校長

1996 日本建築総合試験所/iHW¥1

横尾義買は大正3年、佐賀県に生まれた。昭和14年に京

都帝国大学工学部建築学科を卒業し、同助教授を経て、昭和

24年、京都大学教授に昇任する。専門は建築構造学である。

昭和20年代は、曲面板構造の弾性理論と解析法の研究を展

開、その後は、極R閣鈎析法、建築基礎地盤の支持力特性の解

析と震害j桝庁、鋼構造部材の靭性と鋼骨組の弾塑性安定等の

研究を進める。

この間、教育においては、 H自利39年からは京都大学教授

を{刑壬しながら名古屋大学教授として建築学科創設に尽力し、

昭和52年に京都大学を退官後、盟楠技術科学大学高Jj学長に

就任し、建設工学課程創設の任に当たった。

昭和45年度には日本建築協会の副会長に就任し、昭和52

年度まで務める。この間にも、昭和45年度には土質工学会

関西支部長、昭和46年度からは日本建築学会の副会長、 昭

和50年度からは同会長を務める。また平成3年より日本建

築総合前験所理事長、平成 8年より同顧問となる。そして

文部省学術審議会、文部省大学設置審議会の各専門委員、日

本学術会議会員等を務め、建築学とその関連分野の学柿およ

び干支市町の振興に尽力するのである。また建設省、日本建築セ

ンタ一等を通じて、建知子政の分野にも多大の貢献を行う。

これらの活躍に対し、昭和29年に 「殻理論に関する研

究jにより日本建築学会賞を受賞、そ して昭和61年、 I建築
椛造学 ・基礎工学の発展とその関連分野の棚』への貢献J，こ
より日本建築学会大賞を受賞することになった。

以上の輝かしい業績のほかに、幅広く多方面にわたる見識

を忘れてはならない。専門の杭造学のみならず、幅広く建築

学やその関連分野としての土木工学はもとより、地理や歴史

といった分野にも造詣が深い。「力感論」は構造家と建築家

をつなぎうる一つの帯として提案された横尾の建築論であり、

友人との閑談の中より次第に成長していったものであった。

物体に働く力はさまざまであり、これらすべてに対して人間

の感犯がついてゆけるものではない。しかし永劫に働き続け

る重力の作用について、あるいはそれに抗する構造の働きに

ついては、人聞はかなりシャープな感党を備えており、構造

に対して多少とも一つの生々しい力の働きを感受することが

できると考える。これを力感、と呼ぶのである。乙の力感は恒

常的であり、建築の表現の基底をなすものである。そして均

整ある力感を原点、とし、多少の偏侍が表現においてさまざま

な効果をもたらすとも説明される。この力感論は人類の体験

の観察から、 雰囲気の体験とpう見方を生み、さらには空間

論へと発展するのである。

昭和]49年より京都大学において歴史建造物保存調査専門

委員会の委員長に就任し、建築史研究室のメンノfーとともに

昭和52年に 『京都大学建築八十年のあゆみjを刊行した。

また昭和51年より、京都大学農学部構内および瀬戸臨海実

験所構内の追跡発掘調査会の会長も務めた。歴史に対する|庄

盛な好奇心がうかがえる。豊橋技術科学大学時代には 『束三

河の戦国H寺代jを執筆した。歴史書としてまとめられた同書

は、東三河という地域への着心、すなわち豊川水系という地

理的な立場を重視している。またこの1助長は専門の震害W(，;f)r
においても見いだされる態度である。昭和51年にまとめら

れた 「新潟震害の歴史的背景jは、 昭和39年の新潟地震に

おける液状化現象について、新潟付近の地問医成史として信

討却11・阿賀野川の歴史的変湛よりその地盤特性に迫るもので

ある。

また、古都京都の景観や選者111200年における提案は興味

深いものである。特に伝統的木造建築は日本文化の母体であ

ると捉え、修理と改造を加えながら符抗する倒揃砂ド造建築

を守るためには、技術の伝承が不可欠で、あると説く。そして

一般市民への啓蒙、学習と技能者育成のため 「木造文化セン

ター」のごときものの設立を強く望んでいた。その後、 京大

工の育成のために京都国際木造建築カレッジが設立されるや

否や、その校長を兼職することになる。これらの活躍や見識

が示すこのl隔の広さ、これがまさに横尾義買と言えるであろ

う。 (桐浴邦夫)

-参考資料

撚尾義r:.t先生京都i大学退官記念事業会 ill築精進随想、 1978
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ムリ一足 孝 (あだち た均し)

. 1I/I1t~ 

1919 4 J I 9 n 、兵庫tl~t-に生まれる

1941 );0:11帝岡大学仁学部鐙築学科本来

19，12 大阪 rií技術j職t~ を経て Jí主役

1950 大阪大学[学部講師に着任、 |口Ifl三8川助教綬

1957 _[学問 |ての学伎を授与される ();O:II大学)

1959 大阪大学r学部教授
1978 n 4>:佳築協会副会長に就任、 '90"f二まで13"lollilにわた
って永くそのl織を務める

1983 大阪大学をi些官、4F1より桜前大学教段にi'H壬
(-199tfド)

1992 WII一て~仙宮市受f，'î

1993 7 J 11611逝去。享年74Jl!l:

- 研究業紛・ 1号、 I ~ . ft~ IW， 

ー学位論文"設計百|画における機能拡慌に附する研究 1

(1957年)

室空間の基底的綴能一美学と心理学との接触ー" (f ill 
築と社会J1958"f10J I日)
『歩いてきた滋J(1992年の叙勲に際して出版、非売品)

ー 大阪大学のl吹田地区移転~il， lijにおいて中心的役押lを但い、

1 962-72年のあいだ長Jg l;n-fflij~Wミを務め、 基本3I-i国か

ら実純計画 ー 設~-Iまで行う

足立孝が京都大学工学部建築学科に入学したのは昭和14

年で、日本工作文化述盟が発足し、機関誌 I現代建築jが発

刊され、モダニズムの非tえが感じられるころであった。京

都大学では分副t~~建築会に屈していた森田慶一に師事し、ゼ

ミではリーグルの原書を諸説した。ここで唯心論的美学者で

あるリークールに桜したことから人間の心理に興l床を持つよう

になり、後の研究テーマへとつながっていったそうである。

太平洋戦争のfit怨で卒業が儲lriされ、 |昭和116年12)=1，ニサミ

業、大阪市の|臨時雇員を経て人首した。 南満州の錦西では全~

築設言|のほか、 RC造の愉送船の設計にも携わった。やがて

終戦を迎え、シベリア抑留を経て11百平1122年4月に復員した。

大阪大学に新設された梢築工学科に5融市として着任したの

は昭和25年l月で、昭和58年の遅行まで30年以上にわたっ

て研究教育活動を続けた。研究テーマは、学生時代の関心か

ら受け継がれたものであった。多くの卒業生を送りだしてい

るが、その'1'には現布、大学などで足立孝と同じく教鞭をと

る者も多い。教育者としての足立は、普段は放任主義で、大

局的な助言を与えるl~_支であったが、ゼミ旅行の折には学生

る。

と将棋などに興じ、親しみの感じられる先生だったようであ

大阪大学で足立の果たしたもう一つの大きな業績は、 I吹田

千l巳l壬|凌へのキ ャンJ~ス移転である。 足立はキャンパス移転

計阿の長期計画委員会の委員長となり、さまざまな問題に粘

り強く対処し、現在の吹田キャンパスの実現に大きな役割を

出たした。

大学での研究教育活動とともに、足立は社会において、コ

ンペの審査や建築審議会委員などの任を数多く果たした。日

本建築協会では昭和37年よりJAcJc、昭和43年から 2年間は

編集委員長、そして昭和53年から平成 2年まで12年間の長

きにわたって副会長を務めている。もっとも、これらの役職

につく前から協会の仕事を手伝い、 協会を介して関西建築界

の主12な人物と知りあうことができたと諮っている。専門の

H!築日|凶iにとどまらず、広く都市と建築のあり方を考え、社

会的に荊躍したのも、若いころからの協会での紐験が生かさ

れていたのかも しれない。

(橋守知子)

144 

大阪大学吹田キャンパス共同講義棟



第2章 座談会 21世紀ヘ語り継ぐ激動の昭和
一戦中戦後の協会活動をふり返って一

三品 (司会) 今日は、協会の大先輩の皆様に集まっていた

だきました。戦前、あるいは!被後まもなくご入会になり、い

ろいろな波を乗り越えてこられた功労のある方ばかりであり

ます。80年史は、ワーキンググループ代表で、ここにど同

席の坂本(11券比古)先生にご苦労をいただき、まとめにかか

っておりますが、そこに、この座談会が掲載される予定です。

もうすぐ来るであろう100周年に向かつて、協会の歴史を今

の倒暗で引き継L、でおかねばならないということで、とりか

かった編纂でありますが、この座談会も、内容を会員の方々

にご覧になっていただき、思いを新たにしていただきたいと

出席者 (50制l阪、 11矧略)

尾 f色、清四郎 側三晃空調相談役、協王子llii:J!9

大林芳郎(船大林組会長、協釘副会長)

小 西 山月1 (1側、凶設計会長、協会元理司王)

佐野正 (v紛却ド建築設計司I務所会長、協会名誉会長)

横尾義貰 (京都大学名誉教綬、協会元首IJ会長)

= 品 哲夫 (元大阪市局長、協会副会長)一司会一
1:11時 五ド}北1111三1Fl21日 'fl去211寺_'1ニ後 411キ
I品所 (社)日本紙1.:I'f倶楽部本館3階 中会均

pう気持ちで開催いたしました。

今日は市川 (宏)会長がご挨拶を申し上げる予定でしたが、

風邪で残念ながらご欠席であります。くれぐれもよろしくと

のご伝言がありました。

づまで、協会の創立15周年、 25周年、 35周年、 50周年に

当たって、その当時の重鎮の方々に座談をしていただいた記

録があり、創立当時の意気盛んなころの懐古、その時点での

将来の展望について、貴重なご意見をいただいておりますの

で、できれば、本日は主として昭和42年の50周年以降のい

ろいろなことについて、お話をいただきたいと思います。

その聞の協会の歴史を簡単に申し上げますと、 昭和39年

から会長が東畑(謙三)先生、 46年から塚本(猛次)先生、

57年から福田(朝生)先生、 59年から佐野(正一)先生、

平成6年から現在の市川会長という経緯であります。また、

会員の数の一番のピークは、昭和145年の個人会員6600人、

団体会員660。現況から思えば夢のような隆盛で、ありました。

事務所は、昭和31年から北浜の近畿建築会館に、昭和58

年から現在の大阪駅前第三ビ‘ルに移っております。

市川会長が去年の 「建築と社会Jの80周年特集号の巻頭
で、昭和初期の黄金11祈吃を第一の節目とすれば、第二期が戦

後まもなくの定数改正などがあった新体制のころ、そして現

147 



編n〆』第 それぞれの時代を担った人々の活動

在が第三の節目、ある意IJ;!とでは大切な時期ではなpかと言っ

ておられますが、今の時点での協会のあり方については、新

しい認織が必要ではないか、あるいは100周年に向かつてし

っかりと展望を見据えての協会活動の活発化が必要ではない

か。そうLミう意味で私も第三の節目ではないかと思います。

これからの協会活動について大きな指針となるご意見を頂戴

できたらと思います。

建築諸団体誕生のきっかけ | 
佐野名誉会長は永年協会の要職にあり、高い視点、から

協会をご覧いただいていると思いますが、協会の活動をどの

ようにとらえてこられたでしょうか。

佐野 会長で一番重要なのは片岡(安)先生で、大正6年

から昭和21年に竹腰(I'建造)先生に替わられるまで会長を

やっておられた。その問に、新しい関係団体をつくられ、関

西の建築界が非常に盛んなH寺代に、 何かをやろう何かをやら

なければならないと声をあげた、その一人が片岡先生でした。

片岡先生は名門の出で、日銀の大阪支店の設計を担当し、

京都大学の大ボスの武田(五一)先生とも同窓のつながりが

あって、関西には関係が深かった。そういう眼で見て、関西

の建築界のあり方を具体的に実践していかれた。

忘れてはいけないのは、昭和20年、 戦争末期に建築学会

と日本建築協会の合併の話が出てきた。これは途方もない話

です。その時代の人たちからすると、統制経済下で行政を簡

素化しなければならない、学会も協会も同じことをやってい

るではないかという程度の認犠。戦時体制の中ではその程度

に見られでも仕方がなかったでしょうが、歴史の古い学会か

ら話があって、片岡さんはもてあました感じで、竹腰さんが

折?荷役になっておられた。

竹腰さんには合併の気持ちはなかった。表向きには合併を

前提にいろいろな話もやっておられたが、調漂にはのらりく

らりと、片岡さんの意見も聞かなければならないということ

で逃げていて、昭和20年になって、片岡さんと東京の佐野

利器さんとの間で官封冬の話が出て、やろうと、そのときはほ

とんど合併に近い答えは出ておったが、戦局が悪くなり、世

話役および建設省もそれどころではなくなってしまって、し

ばらく待とうではないかということで、そのままずるずると

きてしまった。しかし僕はそれで、よかったと思います。

厳密にいえば、学会は学術的な団体として発足した、それ

がベースになっていた。建築協会は片岡さんの方針、竹)j要さ

んの示唆もあって、最初から民間活動にふれて、建築の社会

的啓蒙をはかるのが活部J方針であり、ちょっと両者のニュア
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ンスが遣う。会員の構成も、 学会は主として設計事務所、協

会はゼネコンも建築材料屋さんも引き受けて会員にして、ち

ょっと違う。もともと合併しにくい条件があった。それをむ

りやり合併ーしようとした。無理のある話はやめとごうと、僕

はそれで、よかったと思います。

第一の創設の苦労は片岡さん、協会と してのベースをつく

られた。社会附活動をやって、いろいろ新しい事業をやらな

ければならないと、住宅関係の博覧会をやったり、安ル心に講

演会や説明会や討論会をやられた。その時期は、 明治のJ封|可

輸入u寺代が終わって、新しLなーロッパの新建築運動を入れ

なければならないというH寺代で、急速に日本でも進行した。

代表は武田先生だったと思います。デザイン的にもかなり新

しp構想、が目立つようになったが、戦争になった。そこでモ

佐野正一

ダニズムをかかげた新建築運動は終わってしまって、いわば

戦後空白時代に入る。約10年ぐらい空白時代があって、ポ

ストモダン時代を迎えるわけです。

戦後、 竹)j要さんが昭和]22年から会長になられて、新しい

復興をおやりになったんで、すが、実質的には仕事をやろうと

L、う条件ニは整っていなかったので、ずいぶん苦労があったと

思います。

その後、日建の周l崎(久助)さんが第三代目の会長になら

れた。期間的には短く 6年で、実質的には副会長の東畑さ

んが随分支えとしておやりになった。東畑さんが第四代会長

に就任されるのは、そのあとです。

昭和]25年に建築士法、建築基準法の制定があり、乙れは

革命的な出来事であった。それ以後は建築士会ができるし、

建築家協会もできる。明治時代からの建設業協会も近代的な

姿で名乗りをあげるのは戦争末期になってからで、いよいよ

活躍を始めるのは戦後です。lr没後lこfjtyj虫れが全部揃って、い

ろいろなことが始まった。そういうものと全部関係がある建

築協会を今後どうするか、非常に問題になっていた。



その辺は竹腰先生も東畑先生も非常に苦心された。塚本さ

んが東畑|さんの後を継いで会長をやられますが、このごろに

僕が聞いたのは、 各団体が~1t立した会をつく ってしまえば、

建築協会は貸し座敷業みたいになってしまう、事臨志を出すこ

と以外はやめたらどうかと言われた。それは極論で、あまり

現実的ではない。世話役の団体としての建築協会は総合性を

持った団体として、各団体は1111良くやって、新しい発展をし

ていかなければならない。斜白志もちゃんと出さなければpけ

ません。

塚本さんの時代には、いろいろとやられたことがあります。

まず、事務所の目制呆の問題。北浜に近畿建築会館があった。

これは宗事務所の大倉三郎さんの設計です。fそrll要さんのu寺代

は、朝日ビル時代まで事務所を転々として苦労をしておりま

したので、そこに早く移ろう。そのためには金が必要で、、会

員の間でお金を集めた。これを何年かして償還するのですが、

割合にうまく金が集まりました。実行委員長は東慨も生で、

改修工事をして 4階を増設しました。その段階で、各団体

で、自分の財産の事務所を持っているのは日本建築協会だけだ

ったんです。

学会も困っておりまして、 学会の事務所も入り、新しくで

きた建築士会へも、建築家協会へも、事務所としてお貸しす

るということで、建築会館にみんなが集まったH寺代があった。

これが昭和30年代です。

この土地はもともと大|朋荷の河川敷だったと思われるんで

すが、昭和55年なって、大阪府の財政の都合でしょうが、

大|明1初当ら敷地の買い取りを言ってきまして、協会もお金が

ないので借入金で買いました。お金を集めるのに、情勢があ

まりよくなかったので幸子労がありましたが、土地つきの財産

を持ったわけです。数年後にお隣のヒサヤ大黒堂が事業拡張

のために土地建物一切を買い取りたいと、銭高さんの仲介で

話がありました。これは条例ニがよかったので、塚本さんの会

長の代になっておりましたが、まだ東畑l先生もおられて、思

L、切って駅前で、再開発工事が進行していた大阪駅前第三ビル

に移りました。これは買い取りですが、そのときの市の開発

担当者が三品さんでした。このときは、ヒサヤ大黒堂の金で

内装まで一切をまかなって、借り入れはなかった。

戦後、こういう団体が一斉に現噺oPするということでは、

総合前島知庁を吹田につくろうと建設省から話があり、もっぱ

ら東畑先生が担当してこれを推進された。5年ぐらい大変

な苦労で、早く早くということで大阪の各団体の協力でやり

ました。家協会、士会ともに新しい団体でしたから、建築協

会が中心になってやってくれるからということで、協力し合

った、そういうことの最後です。
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横尾 東矩洗生が建築協会の立場から、大きな努力を払って

実現されたのが、財団法人日本建築総合前腕骨で、す。当時建

築基準法関連の認定、建築材料の試験などの業務機関を東京

および大阪に設立したいとする建設省の勧奨に従って、大阪

では建築協会が関係建築諸国体と連絡しながら、 具体化の調

査検討が始められました。東匁抗生が推進役となり、 塚本猛

次さんが補佐役となって、建設省の三宅{愛治指導課長、松谷

蒼一郎技官らと接触し、また大阪府建築部が山本康雄指導課

長、日本建材協会等と連絡して官民の出資、土地盤防桝の

手配、人材確保等重要事項が逐一具体化されていきました。

その聞には、通産省担当の建材試験センターとの調整など、

曲折した経過もありました。資金は公共的補助金が国約 l

億円、大阪府、大阪市各 l億円、計3億円、民間寄付が3

億2千万円、計約6億 2千万円として、土地を千里丘陵に

取得、建物2億 2千万円、機械器具など 3億円の施設を整

備するとpう計画を立て、昭和39年4月、建設省の認可が

下り、日本建築総合試駒市立、まず大淀分室で業務を開始し

ました。土地は大関荷の斡旋で千里の現荘地に確保するとと

ができ、昭和42年12月には本館等が完成し構造、材料、耐

火、防火等の試験ができるようになりました。資金について

は必ずしも計画通りには進まず、補助金は結局昭和39年-47

年度合計で、国が485万円、大阪府がl億 l千万円、大阪

市が5千5百万円、合計約 l億 7千万円でしたが、その後、

日:恥j、型自動車振興会と兵庫県から計約 l億 1千7百万円

の投資を受け、ほほ官十画額に達しています。これに対し民間

寄刊は当初の計画をはるかに超えて、 4億 9百万余円が寄

せられていますが、民間の期待の大きさを語るもので、しよう 。

初代理事長には建材協会会長の中和雄氏、専務理事には

刀勿衛施設局長の錦田直一氏、試験所長には京大名誉教授坂

静雄先生が就任されました。昭和47年には、建設・通産の

共管となり、関西でかねて必要とされていた公的試験研究機

関が誕生しました。その意義はすこぶる大きいものがあり、

関西建築界単対表の画期的な出来事と思います。

佐野 もう一つ覚えておいた方がいいと思うのは万博で、之

の会場で第2回の日本建築祭がありました。第 l回は東京

オリンピックのときにやったので、第 2回はここでお祭り

として少し賑やかにやろうと各団体申し合わせをして、その

世話役をやったのが建築協会で、東畑|さんが会長としての最

後の年でした。各団体の長がそれぞれ役をもらい、指導役が

東畑先生で、式次第を読みあげたり、意気軒昂たる日本の建

築界の復興ぶりを大いに宣伝いたしました。

ちょうど日本の戦後体制から復興をしてモダニズムの声を

上げた最後の間留が万博のころで、この後はポストモダンの
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時代に変わってゆく。経済体制も、社会体制も大阪は万博が

終わったとたんに不景気のど、ん底に陥って、全然違う大阪が

そこからまた始まるわけですが、建築の歴史から言えば、 H百

和]45年は大きい分かれ道になった。

その後は建築の各業務関係は、それぞれ独立した姿で活躍

する。何となく全体が集まっている建築協会はきわめて珍し

いのではないか、それなりの行き方を見つけないとL、かんと

pう気がします。

建築会館をつくろう

今、建築会館のお話や学会と協会の合併話も出ました

が、横尾先生いかがですか。

横尾 学会と協会の合併については、僕はもう少し違った印

象を持ってpる。戦争末期にはあらゆる団体、学 ・協会も似

たような統合へのプレッシャーを受けたのではないか、そん

な印象を持っている。僕は当H寺、戦時体制の大学にいました

が、そういうことが行われていたことはいささかも知らなか

った。

協会と私が関連を持つようになったのは戦後で、僕の印象

深いのは昭和29年、 30年に浦辺鎖太郎さんが編集委員長で

あったころ、 t編集委員をやっていて、非常に面白かった。

[建築と社会Jで今も続pてL、る|建築の眼jとL、う頁は、

僕らの提案です。総合雑誌に何々の眼というのがあって、そ

れを真似した。僕も匿名でかなり書いた記憶があります。

その前にちょっと学会の話を申し上げますと、建築学会は

明治19年設立の古い歴史を持っておりますが、大阪で大正

6年に関西建築協会ができた、これに対し東京は非常に関

心を持っていた。その一つの資料として「日本建築学会百年

史」が1990年に出ておりますが、日本建築協会についての

記事があります。執筆者の村松貞次郎さんは、「関西建築協

会は大正8年に日本建築協会と改称し、大正9年に機関誌

名を 『建築と社会』に改めた。私は日本建築学会の委員会に

ときどき顔をだしているが、 何か関西はいつも気にかかる」

と述べておられます。何となく関西が気にかかるというのは、

片岡安先生がつくられた日本建築協会を中心にした一つの建

築界のかたまりだろうと思います。大正3年に東京大学で

佐野利器先生が構造の講座を持ちますと、そのショックで建

築家協会の前身の全国建築士会がで・きた。面白いことに、そ

れと同時に土木学会ができている。土木には、土木工学は母

なる工学という意識がありますが、 明治10年、工部大学校

ができ、その第 l回卒業生が集まって、 明治12年に「工学

会」を設立します。やがて工学会からいろいろな工学会が独
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立して参ります。もちろん建築学会もできておりますが、大

正3年に建築学会が、もとは土木工学の分野である構造を

やることを鮮明にした。

佐野利器先生は本来デザインが好きではなく、ああいう婦

女子のやるようなことはしたくないと…。辰野金吾先生が、

そうではない、日本には地震があるから君は地震の勉強をし

たらどうかということで、 一念発包して勉強をされた。佐野

さんは、「日本の建築はエンジニアリングである。スクール

オブアーキテクチャーのような考えはいけない。ストラクチ

ュラル ・エンジニアリングである」という思想の持ち主で、

この先生が東京大学で講座を持たれるということは大変なシ

ョックであろう。佐野先生がドイツから帰ってこられて講座

ができるんですが、プロフェッショナルアーキテクトを目指

していた中候(精一郎)さんらが中心になって、家協会の前

身、全国建築士会ができた。

一方、土木学会がその年にできるんですが、創立時の記事

を見ますと、建築学会が構造をやるようになったからとは書

いていない。しかし、おそらく建築屋が構造をやるようにな

れば、土木の構造工学の重要な部分が削られてしまうので、

土木学会が独立したんではないかと想像しています。

ちなみに京都大学の土木教室には土木出身の建築構造学者、

日上国彦先生がおられ、武田五づt生と京大建築教室をつく

られた。しかし、創設後まもなく逝去されます。なお、佐野

利器先生の弟子である建築杭造学者の三浦勝也、坂静雄先

と10が日比先生の後を継がれます。全国建築士会ができたとき、

関西の片岡先生も顔を出されている。開会は、建築家協会は

今でもそうだと思うんですがプロフェッショナル ・アーキテ

クチャーの団体ですから、ゼネコンや材料業分野に属する建

築家を除く 、純粋の自分のオフィスを持ってやっている建築

家の集団を目指した。

しかし、それは日本の現実に合わない。日本の建築学は、

建築業の支えでできてきた。第一、佐野先生はむしろ清水建

設にも近い方で反対、お弟子さんの内田(祥三)先生も反対、

東京大学の先生方もおそらく反対、片岡先生も現実的でない

というお考えだったようだ。そういうことがあって今日の建

築の、流れが出来上がっていったようです。

それはそれとして、関西の建築協会は何か凄い団体である

という意識が東京にはあったと思います。建築学会が関東に

あり、支部ができるとすれば関西にできるのが順当であるの

に、関西に対して何かを感じているものですから、最初の支

部は戦争前に名古屋にできた、次は九州、新京(満州)、広

島にできています。ようやく終戦になって、関東支部と近畿

支部ができたのは昭和22年です。関西にできたのは京都大



学の旧本館の地下室に学会用の本箱が一つあっただけです。

最初の支部長は坂先生、それから森田広」先生、村田治郎先

生がおやりになって、棚橋諒先生に順番が回ってきたのは昭

和29年、 30年です。私はそのころ「建築と社会」の編集委

員であった関係で、よく大阪の協会に出かけました。4担問'さ

んがおっしゃっていたように、協会で、も家を持ちたいという

気運があった。朝日ビルでは手狭になったので、大林組から

木造の三|省建ての分室を借りてやっておったんで、すが、朝日

ビルは通うのが大変だという状況にあったとき、学会支部長

の榔|橋先生が僕に言われたのは「学会のために建築会館をつ

くろう」ということでした。

たぶん学会が何がしか金を出すと言ったんでしょうね。そ

して募金でもしようという考えだったと思います。僕は、協

会も同じ意向があるので竹11要先生に会ってくださるようお勧

めした。

昭和]29年の 1月3日に序UIIの竹JI要邸にお伺いした。年賀

の席でお歴々がおられまして、初l橋君の言うことはよくわか

った、 一緒にやろうではないかということで、協会がお考え

になっていたものを学会と合体して建築会館をつくることに

なったと僕は思っています。そのあとはどうなったかよくわ

からなかった。ところが先月、協会のOBI被員の吉田悦二君、

編集をやっていた松井昭光君、 三木ちえ子さんの三人に集ま

ってもらって懐古談をやったら、お金の手帳が出てきた、こ

れは吉田君が管理しておりまして様子がわかりました。概略

申し上げますと、 学会が5百万円、協会が 1千2百万円を

集めた(約2百社弱)。お金は後でみんな返した、学会にも

何年かのちに返したらしい。ところが返したと言いながら、

業界の方々 にはこ'寄付ーを願っているものが相当あるようでし

た。

近畿建築会館の思い出

横尾 近畿建築会館の絵が今の協会の事務所に飾られてL、ま

すが、協会のOB諸君は第三ピルに移るまで近畿建築会館で

けっこう長いこと働いたものだから、凄い愛着を持っている。

あれは、 三木さんが友達に建物の絵をかかせて、協会に寄付

したものだそうです。これはなかなかいい絵です。松井君も

壊してしまうのはもったいないと、階殿場i{主のふくろうの彫

刻をもってきている。もう一つ銘板も持ってきたかったんだ

けれども外れなかったそうです。

銘板の写事をよくよく見ますと、“日本建築協曾、大阪府

建築士舎、日本建築家協曾闘西支部、 |胡町連材協合、そして

学会は日本建築皐舎近畿事務所"とあり、近畿支部とはなっ
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t普築前の近磁建築会館

ていません。これは学会本部が500万円、金を出して動きだ

して集まったものですから、そこにこんな名前をつけたんで

はないかと思っています。会館の企画は棚橋支部長のときで

すが、ここであらためて強力な支部長ということで坂先生に

もう一度お願いをしている。学会を大阪にも移したことを強

く受け止めてたのでしょう。

もう一つ申し上げたいのは、大林組から来られた手島さん、

その頃常務理事になって事務局長をやられた。その下で学会

を沖田(誠一)君がやり、ということで、みんないろんな団

体の仕事を手分けしてやっている。あそこで 7、8年ぐら

いみな一緒だったH寺期がある。僕は外から見ていて、手島学

校ではないかと。そこでいろんな団体の事務の人が育って、

それぞれの事務局長クラスになっていった。例えば中村(田

作)君もあそこにおりましたが、 二代目の士会の事務局長に

なっています。

僕は協会の副会長もやっていますが、学園紛争と重なって、

ときどき出席していたと思うんです。ただ事臨売をしていたと

pうことで、さしたる貢献もしていない。しかし、そのころ

は会員もピークだったし、何か盛んだった、みな意気i肝昂た

るものがあったという気がします。

OB職員のま矧二君の描いた盤協の絵をお配りします。松井

君をして言わしむれば、大正11年の「住宅改造博覧会Jは

非常に大きい事業で、はなかったかと。10年前の70周年のと

きにこれの詳しいレポート 『住宅近代化への歩みと日本建築

協会jが出ていますが、松井君がなぜこの建物のスケッチを
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したかとPうと、建物の前に箕面市が立てた看板が立ってお

り、それに住宅改造博覧会のことが、建築協会が主になって

やったことが書かれているからです。きちっと文言をお調べ

になって、この際、記録しておいた方がPi功主と曹、います。

一一 ある意味ではよき時代の建築協会だったなと…、建築

会館も懐かしいですね。ただ 4階は継ぎ足しで、会議には

階段をあがらなければならないので、事務的には不便で、した

ね。

横尾 あの階段が僕は懐かしい。50周年記念号で、第田回

座談会のとき昭和後期が語られますが、僕は名古屋大学にお

り座談会には参加していません。が、学会と協会の協力時代

についての記述は弱いように思います。

戦中戦後の建築界

横尾 手島さんは非常に功績があったと思います。大林組は

近くにありますから、大林系且には何とかお世話になった。切

っても切れない関係があるような気がします。

一一 物l寺中の統制時代は、いろんな面でご苦労なさったと

思うんですが…。

対本 ハワイの攻撃の直前に私は学校を出ました。昭和16

年の春ですから、ほとんど戦争に必要な軍の仕事を民間でや

らせてもらうという仕事ばかりで、協会も大変だったと思い

ます。われわれの業者の組合も勝手に変えられて、戦時建設

団などと、政府の言うとおりでしたね。なかなか思うように

できなかったと思います。

私も学校を出たばかりですから、細かなことはあまり記憶

にはないんですが、とにかく軍というか政府に振り回されて

いた…誼?設業者にとってはそういうH折tでしたね。
戦前は建築関係の管轄は内務省で、建築協会も内務省から

正式に許可をもらっているんです。戦後は割合に早く建設省

ができましたから、建設省の肝入りで関係の法律ができてか

大林芳郎
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ら、だいぶん様子が変わって参りました。完全な自由とは言

えませんが、かなり自由に仕事ができた。それでも昭和40

年近くまで、高層建築は許されなかった。地震もときどきあっ

て、福井地震は大きかったですね。

日本建築協会は学会とはちょっと違って、もう少し幅の広

P考え方をしておられたんではないかと，思います。私は戦後

の昭和25年の占領中にはじめてアメリカに行きました。パ

スポートをもらったのが外務省で・はなくマッカーサ一司令部

で、 10、11、12の3カ月でアメリカ中をず、っと回ったんで

すが、何でこんな固と戦争をしたんだろうというのが感想で

した。アメリカは機械化が進んで、おり、とくに日本ではまだ

土木は現場でコンクリートを練っている時代でしたが、向こ

うは生コンでした。建設関係も技術に力を入れないといかん、

それ以外に手はないと私は確信しました。

帰国してからは、やかましく言って、割合に早く技術研究

所もっくりましたし、昭和30年代には留学生をアメリカに

随分送り込みました。ハーバードにも何人か送りましたが、

一番多く出したのがスタンフォード大学で、現在までに30

人以上の留学生を行かせておりますが、相当いい勉強をして

きたと思います。

一一 戦争直後の建築関係法制の整備が、今までの建築各部

門の発展をもたらしたわけですが、現在は第三の節目になる

と考えられます。その一番大きいモメントは、この度の建築

基準法の新改正ではないか。その意味では、戦争直後と同じ

ような運命を現在は担っているのではないかと思うんです。

建築界にとって今は非常に大事な時期で、はないか。設計事務

所の方も建築関係の方も、材料関係の方も、それから建築界

をトータルして、どうしたらPi、かということを考えたら、

私はそういう感じを受けるんです。そうL追う意味も含めて、

戦後の設備関係の発展に関連して、お考えがありましたら・1

尾亀 私は須賀工業におりまして、戦争中は鉄鋼工作物規定

で建築と閉じように設備も鉄管や非鉄金属が要りましたので、

その園田合をするために団体をつくらされたわけです。次々に

名前が変わって、今は社団法人日本空調衛生工事業協会とし

て全国的な活動を続けています。

戦争中は軍関係、軍需工場、徴用工員関係は、ボイラーを

据えて厨房、浴槽に蒸気を送って風呂を沸かしたり、飯を炊

いたりしておったんで、すが、こんなことを海軍の施設部で沢

山やりました。

戦争がすんで、焼け跡の鉛管で、も拾って整理しないとしょ

うがないと思っていたら、駐留軍がやってきて市内の各建幼

の接収が始まり、その設備をする。私は上六の赤十割高院に

ちょっと来いと言われて、これをすっかり改修した。{噺は



JJ掛川式で仕切りがない、彼らは新聞を見ながら座ってやっ

ている。建築の改修は清水建設でしたが、アメリカ軍日く、

設備の方に金がかかるんやから、おまえのところが元請けに

なったらいいんやと。日本ではそんなことはできないと、清

水建設の下請けとして膨大な突貫工事をやりました。

そうこうしているうちに、?材、mで工事が始まる。私のとこ
ろは昭和21年に三晃空調をつくりました。新屈ですから、

従来の会社の得艶tを荒らしてはいかんと桝唱に参りました。

尾亀清四郎

パッチャープラントは軍が持っておりまして、ゼネコンから

注文をしますと、時間をきめて何m'と運んでくる。そんなこ

とで、昭和25年から 5年間ほど沖縄で仕事をしましたが、

ここで新しい空調工事の勉強ができました。

昭和30年には住宅公団ができて、業界あげて協力せよと

pうことで予迫分仕事がきまして、団地をやらせていただきま

した。

一一設計事務所関係も、戦中月蛸愛にいろいろご苦労があっ

たと思いますが・・・。

小西 私が協会に入ったのは昭和13年の 4月でした。私は

長谷部・竹腰建築事務所に京必機したんですが、当時大阪でで

きていたビルは宇治電ビル、中之島3丁目の大ビルの新館、

北浜の株式取引所牟、日本橋3丁目の松坂屋 (今は高島屋に

なっている)ぐらいです。2、3年後には工事中の建物は

戦争のためストップさせられ、丸紅の本社ビルは l階の鉄

骨が立ちかけたところでストップして、 ls対表長い間そのまま

になっておりました。

当時は軍需工場の仕事ばかりで、住友金属、 日本製鉄株式

会社広畑事鵠h所の設計などでした。

私は昭和14年から軍隊に入り、幸いに京都の師団司令部

勤務になり、建築に携わっておりました。しかし、戦争が激

しくなってきますと資材がない。鉄、セメ ント、オ吋オ、 トラ

ック用のガソリンなどは支給で、民間でも軍需工場でないと

一…舗の昭和

一切支給がなpとpう状態でした。

京都府の祝園で、山のと、てっ腹に洞窟を掘り、弾薬庫をつ

くることになり、それも鉄筋をなるべく使わないようにとい

うことで、無筋コンクリートのアーチで設計しました。乙れ

は京都師団、大阪師団を全部総括する中部軍司令部で、その

工事を担当しました。あるいは三重県の四日市で軍服をつく

る工場の工事などの仕事をしておったんですが、戦争が激し

くなると、はじめのうちは日本が攻めていく方でしたが、だ

んだん受け身になり、アメリカ軍が上陸してくるかもわから

なL、から、山のと、てっ腹に洞窟を掘ってそこにこもってアメ

リカ軍の上陸に備えようと、 19年の秋から20年の春にかけ

て兵隊を連れていって志摩半島全域で、工事をやりました。

引き続き20年5月ごろまで鳥取から福井の聞の日本海沿

岸で、そうし寸施設をやりました。穴を掘るとき、盤の材料

となる鋼がないので、非常に困った思い出があります。その他

高射砲陣地を枢要なところにつくる、 例えば伊勢の内宮、外

宮、あるいは交通の重要な拠点である米原、桑名の近鉄と

JRの鉄橋など、へ参謀と視察に行ったり しましたが、 実際は

高射砲がなかったので、 f}J勢の内宮と外宮を守るための高射

砲陣地をつくったにとどまりました。

民間で、は百集で、と、んど、ん人が減ってくる、ゼネコンでも人

手不足で、仕事ができなくなってくるので、 師団ではいろいろ

な職種の者を100人ほど徴用して、それで何とか要望を賄っ

ておったという次第です。

20年12月に復員して参りました。長谷部・竹腰事務所は

日本建設産業という名前になっておったんで、すが、仕事があ

りませんでした。しばらくして住友銀行の支屈の復旧に 2

|臨Eての木造の屈舗の設計をしました。その後、米軍関係の

仕事が出てきて、伊丹の米空軍の設計業務をしたり、奈良の

黒髪山の136戸の将校用住宅の設計をして現場に行ったりし

ました。ここは一つの村で、住宅以外に劇場、診療所、 PX

などをすべて整えるために、 l年ほど、かかって建築に携わ

りました。

まだ若く建築協会の動きもあまり知らなかったので、すが、

この間の記録を見せていただきますと、昭和19年に建築協

会も住宅委員会以外の活動を停止しています。「建築と社

会Jは22年に復刊しています。私が建築協会とつながりが

できましたのは昭和24年11月からで、戦争中は欽がなかっ

たので民間で構造計算をやる人は少なく、「すぐに役に立つ

鋼構造Jの講習会を、竹中工務屈の小泉昇さん、大阪建築事

務所の高橋慶夫さんと私と 3人でやりました。これは建築

協会の主催です。小泉さんが部材力の算定についての講義、

高橋さんが断面決定の講義、私は細部設計の講義をやったの
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です。記録では大阪で l回ゃったということしか残ってい

ませんが、確か大阪で2回やりました。統いて昭和25年に

かけて名古屋、京都、神戸、広島、制岡でやったと記憶して

おります。これがはじめて私が建築協会のためにお役に立て

たことだと，思っております。

一一 昭和22年に 「建築と社会jが復刊し、現在はかなり

向慢できる雑誌になっていると思います。昭和]22年といえ

ば新体制ができ、定款の改正もなり、 22年-から25年にかけ

て支部も 6支部できました。当H寺、新しく評議員制ができ、

尼砲さんは評議員第 1号とうかがっております。協会が定

款改正とか、支部をつく ったとかいうことで、大きく背伸び

をしようという時期の協会の動きについて、何かご記憶はあ

りませんか。

尾亀 私の入会は昭和10年12月ですが、 会社が学費を出し

てくれましたので、須賀工業に勤めながら夜学で大阪工業大

学(当時は関西高等工学校)で建築の勉強をしま した。当時、

大|阪市から見えていた江良(耳鳴)先生と新名(種夫)先生の

お二方に卒業設計を見ていただきましたが、そのとき新名先

生が協会に入れと勧めてくださったんで、す。卒業設計は昭和

10年12月、卒業は11年3月で、 12年にすぐ編集幹事会に引

っ張り出され末席をけがしておりました。そういえば評議員

に当選した覚えがありますが、池旺I(買)先生が副会長を長

pことやっておられたでしょう。あの先生からいろいろと建

築法規などをならったんですが、大阪府の建築記長長をしてお

られたH寺分に、 北の大火のあとで、大阪府建築E[:x，f.iII規則を、

それまでに用意しておったがなかなか出せなかったものを、

出したといった話を聞かせていただきました。それが市街地

建築物l法になり、建築基準法に変わっていくわけです。

池旧先生が戦争中に都市武装論をl荘んに言われ、 「建築と

社会Jで随分特集をやりました。先生は建材も設備もみな一

緒にやらなL、かんのやと、あらゆる機会に言っておられた。

そうL、うのが志款蜘王になったんだろうと思います。

支部ができて、 和歌山に行ったり、名古屋に行ったりしま

したが、現地で、交歓会をやったり、 見学をしたり、いろいろ

思い出があります。

昭和22年に定数改正をしたり、団体会員をつく った

り、新体制は竹Jl要先生のかねがねの持論だったんで、しょうか。

{思予 団体会員は竹腰先生ですね。新体制はどうでしょうか

ね。定款改正はやられたかも分かりませんね。

「建築と社会Jの発行をふり返って | 
定款改正以後、建築協会のザ喋活動も活発化して諸先
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ii1. もいろいろ各方面でご苦労いただきました。 その I~:Iで、と

くに編集関係、雑誌その他の出版関係で、それぞれご弔問い

ただいていると思うんですが、H百平[124年に編集委員長をお

願いしていました大林会長、その辺のご記憶は・一。

大林 ほとんどないんです。ただいろいろ過去のものを見ま

すと 「建築と社会Jに n時の言葉Jとpうページ、タイミン
グのよい題目を取り上げて、約800字ほどの文章にまとめて

毎月載せるという、簡単なようでなかなか鮒しいことですが、

2年ほど続いています。編集委員長は24年、 25年とやらさ

れているんですが、ほとんど、事務局で、やっていただいたと思

Lぜす。

一一 編集関係でとくに力を入れられたことはありますか。

佐野 一つは大判に切り替えた。42年からです。写真が組

みやすくなるからいいんだが、写:..r*や原稿が集まるかとだい

ぶ心配をした。広告を集める体*1凶変えないと高僧寺できなく

なる。大判になってもぺらぺらの利信忘になっては困るから、

重さのあるぐらいの本にしなくちゃいけない。これは僕が委

員長をやりましてからの、最大の仕事です。休FIJをしないこ

と、必ずその月のうちに出版する。放っとくと次の月の半ば

ぐらいまで遅れる、それを毎号合わせるようになりました。

尾亀 私が制集をやらせてもらったときは広告集めが大変で、

小仲消さんの広告企画小委員会をつくらなあかんという意見

でできました。特集記事に合わせて広告をとるため、いろい

ろな工夫をした。そのうち私に広告小委員長が回ってきまし

た。毎年12rJ末には 1月号は出ていたんですが、その調子

でいけと'F務局になんぽ言うでもあきません。原稿の遅い先

生がある、そんな者に頼むなと言うんですが、遅れてきて

3rJにならな 2月号が出ん、 何をしているんやといつも言

っておったんですが、平成 8 年度から ~i~謝野さんが編集委

員長になってえらい一生懸命になって、j=Jの初めに出るよう

になっています。

ー一一 お金の心配もしないといかん、委員長の'11で一番エラ

イ委員長ですよ。

尾亀 一番の目玉は「建築と社会」 ですね。

佐野 会員府が大阪だけではなく 、京都もおれば兵庫白、る。

そういう会員にサービスするのは利目占だけですからね、どう

しても制f誌を統けないといかん。非常に重要だと思います。

横尾 戦争から10年ぐらいは、ある意味ではブランクの時

代だったでしょう。しかし米軍の仕事で、もの速い勉強をし

ているんです。向こうのマニュアルを翻訳したり、米軍の仕

事とくに刈制の工事は勉強の場だった。コンク リート工学、

tl'U:学などいろいろな方向のJ封I~Ïを l吸収している 。

{英が編集委員当時企画した地盤特集が読者に受けました。



4黄尾義貫

新しいことを入れてやったものですから…。そうLヴ勉強の

時代で、僕は早耳学と称していました。

尾亀 一番会員の多かったのは昭和45年の6600名。データ

ーシートを出して、あれで会員が凄く増えたんですよ。デー

ターシートは会員の一番のピークの 2、3年前から出して

おります。

事業委員会で、それをはかったわけで、金をとって頒布する

とpうから、ぼくは建築協会で金をとったらあかん、広告を

もらったらできると…。内容によって広告をもらって、かっ

権威をもたせるために坂(静雄)先生に見てもらおうという

ことになって、坂先生のところへ毎月持っていったんで、す。

克明にチェックされまして、毎月なかなか原稿が返ってこな

い、 資料のないときですから、 会員がわっとふえたんです。

佐野 昔は京都大学でも、先生は学生に会員になれと勧めた

もんです。

尾亀 I建築と社会」で朝目的レができた、瓦斯ビルができ

た、新大阪ホテルができたというと、特集をやるんですよ。

貴重な資料でした。

建築協会の対社会活動

尾亀 いま一つ、協会の歴史として記録しておいて欲しいの

は、創立70周年記念を契機に創設した 「日本建築協会賞J

のことです。建築界の総合団体として団体活動70年の古稀

を祝える団体は、他に例がない。しかも建築を通じて社会に

貢献しようという理想を掲げて70年。そこで、このような

本会の特性を生かして、 学柿や技術の業績(建築作品は対象

ではなp)に光を当てるような賞を出してはどうかという意

見が盛り上がり、当時としては一応注目されるような賞金

(総額200万円)と賞牌を出そうということになった。

はじめは、果たして対象となる業績についてどのぐらい推

薦が出てくるか心配する向きもありましたが、黙々と努力を
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している建築関係者はどこかで必ずいるはずで、あり、むしろ、

そうpった方たちを顕彰して励ますことにより、 一層調長っ

て社会にさらに貢献する働きをしてくれると思う。そのよう

な業績は必ず見いだせると思うという会長の意向が伝わった

のか、ふたを開けてみるとやはり手応えはあった。

短い期間ではありましたが、 22件(団体18件、個人4

件)の応募があり、東畑謙三先生が選考委員長で委員13人

が大いに議論して選考の結果、 7件の業績がみごとに受賞

することになった。以来、先般の80周年には、その第 4回

目の募集選考が行われているが、すでに18件の協会賞と 5

件の特別賞がでている。

聞くところによると、最近では、次の協会賞の募集はいつ

予定されているか、というような問い合わせもしばしばある

ようで、日本建築協会員'も建築界の名誉ある賞として定着し

てきたように思います。

一一住宅委員会では、非常にご苦労なさったとうかがって

L悼すが…。

小西 委員会は昭和]4年の発足で、はじめのうちは、婦人

と住宅に関する展覧会、 神戸の改善住宅展、 住みよい家の展

覧会とかいろいろやっていました。

私が委員長を仰せつかりましたのは昭和45年で、それか

ら10年間、乙れは私が住宅委員長になる 3年前ぐらいから

やっておったんですが、よろず相談住宅展を阪神百貨庖やそ

ごう百貨屈でやりました。当時は戦争でイ主宅が壊されたり、

焼かれたりしていたのが、人の気持ちも平常に戻って、だん

だん建築資材も出回るようになり、加えて核家族の風潮から、

住宅に関する関心が深くなってきま した。また住宅専門のナ

ショナル住宅、大和ハウス、小堀住建などいろいろ住宅会社

もできてきました。住宅展は阪神百貨屈で600ばの面積を無

料で提供してL吃だき、そごうでも同じ程度の提供を受け、

住宅委員会としては非常に力を入れて l年に 1巨|やってき

ました。

この事業の主催は日本建築協会ですが、後援が大阪府、大

阪市、住宅金融公庫、住宅公団などで、委員が出て設計上の

L、ろいろな相談に答えたり、資金面、契約面等の相談は会計

士とか司法書士の方に出ていただき相談にのっていただきま

した。展覧会は6日間で5000名を超える人が訪れて、 7-

800件の建築に関する相談を受けました。

非常に好評で、私たち委員も力を入れてやりました。委員

会で新しし、ことをやろうと、太陽熱を使って冷暖房をする建

物をっくりました。くずはの住宅の島示場の200坪のセンタ

ーハウスにソーラーによって冷暖房をやり、朝日新聞社と矢

崎総業の協力を得ました。
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小西岬

これはガス、水道の約60-70%の節約になりましたが、

残念ながら雨の日や曇りの日は用をなさないので、従来の内

調設備プラスソーラーの設備を二重にしなければならず、ラ

ンニングコストでいうと10年ぐらいで元を取り返して、以

後はソーラーの方が得という結果が出るんですが、はじめに

二重の設備をしないといけないので、今はあまり普及してい

ません。やがてツーパイフォーが日本に入ってきましたので、

この研究もやりました。

当時としては→投市民への啓蒙とL、うことがあったよ

うですが、協会の唯一の対外的活動で、貴重な紐波だったと

思うのです。現在では他の団体でも取り上げておられますが、

現在の住宅の課題というものが非常に大きいと思いますので、

協会としての新しい事業活動の一つの例になるのではないか

と、私は思っております。

小西 住宅は女性に関係が深く、建築士会でも女性部会でい

ろいろと住宅を研究しておられます、身障者、老人問題もあ

りますから。

住宅委員会を復活せよという声も上がってきておりま

す。

小西 士会では私が会長のときに力を入れて女性会員をふや

して、現在、 会員7250名のうち女性会員は550名おります。

協会のこれからの行き方として、女性会員に活動してもらえ

るようにもっていくことがいいのではないかと思います。

建設各部門の交流を協会の柱に /

戦前は関係団体といっても 4団体ぐらいしかなかっ

たが、現在は友好団体と称する団体が14もあり、設備、構

造、材料などの専門化した団体ができております。建築協会

の目的をみると、関係各部門の連般協力による建築の進歩発

展とありますが、各部門の連携協力は10いくつある団体と
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の連携協力ということだけなのか、私ちょっと疑念を感じま

す。もう少し新しい各部門の連携協力のあり方を考えてみる

必要があるのではないか。また、建築協会は職能団体ではな

く、トータルな団体だけれども ~1t自性がないというか、そう

L寸弱みがあるように思います。魅力がないということもよ

く聞くわけですが、諸先輩の方々はそれぞれの立場でそうい

う問題、あるいは東と西の関係、東の学会か西の協会かとい

うとらえ方をされておりますが、諸国体等の関係で協会をど

う位置づけをするかということについて、お話をうかがいた

いのですが…。

佐野 戦前は、新しい建物が出来上がるとみんな見たがる。

単に紹介だけでなく批判も出る、 言われる方はそれに対抗し

て、そうじゃないんだ設計の主旨はこういうことだという説

明をしなくてはならない。各部門の交流が自然にできるので

すね。今はそういうことをやっても人は集まらない。建てて

L、る方は、そんなことで無責任な悪口を言われたら迷惑だ、

そうなるとあまり悪口を言う会合になるものは、 会としては

やれない、考える必要があるかもしれませんね。

交流とは何をやるかといえば、現物によるのが一番手っ取

り早いんですが、そういうやり方が今後できないとすると、

テーブルの上の交流とpうやり方になるのではないか。われ

われは交流、交流といっているが、どうやって交、流するのか、

それを見いだしていかなければならない。

もう一つは、この協会に入った独自の専門分野の人が、い

ろいろな立場の人…pわゆる世間でいう偉い人も偉くない人

も、対等にいろいろ話ができる機会になる。しかしそういう

システムをこしらえないと、放っておいては、なかなかそう

はいかない。それぞれの分野の人はそれぞれに自信があるか

ら、それをひっくり返すようなことに関しては反発する、感

情論になってしまう。それをなんとか交流にまでもってきた

のが戦前の状態で、はなかったかと思います。だから、もう少

し具体的な方策を研究していただいたらどうか。建場qはふえ

ていますし、関係する技術屋さんもふえています。仕事はう

んとふえているので、今は話題には困らないはずなのに、み

んな批判をしない。うっかり批判すると問題が起こるから見

逃してしまう。明らかに欠陥だと思うことも、誰もが批判し

ない。それでは名建築が一人歩きすることを許すようなこと

になる。おかしいことを直すべきだということは、あっても

w然だと思います。私は設計と施工と設備の三者の交流はや

り得ると思います。

一一 私は何のためらいもなく上司、先輩のご指原で協会に

入りました。平の会員なんですが、ところが委員会に行きま

すと、{都、先生がおられるんですが、空気として自由にもの



が言えたという経験をさせていただきました。協会のああい

う雰囲気はよかったなという印象があります。

いささか話が外れるかも知れませんが、今年2月号の

噛築と社会jの大阪市都市整備局特集号で、ある大学の先

生のご寄稿を読ませていただいて、ショックを受けたんです。

建築作品とpう表現がよくない、建築防は社会的財産ではな

いか。それをー建築茶儲志が建築作品とpう次元の取り上げ方

をするのはまちがっている。いやしくも建築協会が建築物を

紹介するのならば、市民財産であるとpう観点に立った紹介

があってもしかるべきではないかというご意見なのですが、

私は聞くに値するご意見ではないかと思うんです。

三品哲夫

横尾 作品という言い方がいつから登場したか、戦前はあっ

たのか、丹下(健三)先生の設計でも作品という言い方はし

ましたか。

佐野 私は国鉄の出身ですが、私がいたころの国鉄の駅の建

物は作品と言わなかった。京都ではじめて作品になった。あ

れは完全に作品とpう扱pですね。その職場での蕗伽こつい

て、固有の呼び方でははなくて、出来上がる過程で誰の手に

よってやったかによって作品に変わるんです。僕らプロの立

場から言えば、作品に値しないものまで、作品と言っていると

L、うことに、むしろ反発をしたい。

共々に生きる

第2章 円

u
宝

Z
T昭の動激

メ
¥継hソ語へ紀世

内

t

私が編集をやっているころ、私もだいぶ書きましたが、メン

ノTーが決まってきてね、みな書いてくれるといいんですが。

戦争中です。

横尾 歴史的なことで、どこか百浮にしておpて記録したい

ので、 「建築と社会Jにそんなスペースがあればいいなと思

pます。昔は関西のオピニオン事館正、みたいなところがあった

でしょう。

一一自由投稿はあるんではなpですか。

佐野 自由投稿をつくっても、投稿が出樹、売しない。一、二回

はいいんですが、だんだん指名しないと書いていただけなく

なる。

小西 建築士法や基準法の改正で、士会、建築士事務Jifrf;必会、

日本建築家協会とかで会合する機会はたびたびあるんですが、

その点、建築協会はないわけですね。私は国際受流を考えた

らどうかと考えます。例えば建築士会連合会は中国及ひ判国

の建築士会と交流をやっているんですよ。大阪府建築土全 も

釜山建築士会と交流していますが、同じ性格の建築士会と交

流を深めているかというとそうではない。韓国で建築士会と

pっても、昔の日本の建築家協会に近い専業の設計事務所の

会です。それでもお互いに毎年総会のときに交替で行き来し

て、そのうち青年ばかりで、ディスカッションをやろうという

ことで、集まったときに会合を持って韓国と日本で議論をや

っているんです。また、向こうの新しい建物を見学に行くこ

とをやっています。

建築協会も建築事務所、建設業J者、設備業者とかがおられ

ますので、そうpう機会があればお互いに親しくなりますし、

交流しているうちに何か一緒にやろうじゃないかということ

も出てきます。今後、国際的な事業をおやりになるのも、建

築協会の一つの道かと存じます。向こうに行くことでいろい

ろ勉強しますし、若い人で向乙うに行く機会のない人も協会

のお世話で行けます。

もう一つは、建築士会は45名の理事のうち、女性理事が

5名います。協会の女性会員は100人ぐらいいると思うんで

すが、女性が中心となり、活躍してもらいたいと思います。

介諮のととも問題になっていますから、それに伴う住宅の研

究なども必要になってきます。

最後に、建築協会の現状に対するご意見、将来どうあ 横尾 共々に生きるということを考えなくちゃLミかんと思い

るべきかということについてお聞かせいただきたいと思いま ます。ソサエティ・オブ ・ソサエティズとpう感覚でね。

す。 尾亀大阪には学会は別にして、十封』諸国体はなかった。建

横尾 雑誌に寺輪を書きたいときがある。大判になる以前は 築士法ができてから、建築士会ができ、事務所協会も独泣す

割に文章が多かった。僕も曜築と社会JIこpくつか投稿さ るし、 家協会もできる。昔の協会は盛んなもので、したが、 今

せてもらった。適当にフリーに書けた気持ちがしますね。 はどこでもやりますから、その辺は難しい。

尾亀 昔、「建築と社会Jに紫畑室というコーナーがあって、 三品 いろいろありがとうございました。
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年表(1917--1996)



関西

1917 三越大阪支庖(横河工務所)

日本郵船大阪支庖 (曾嫡・中篠)

日本建築協会

3/30関西建築協会 (現・ 日本建築協会)設立

(片岡建築事務所内)

関西建築協会雑誌発刊

大阪市中央公会堂(辰野・片岡)

(1潤岡信一郎)

大阪市区改正について (片岡安)

デモクラシーと建築(佐野利器)
1918 

横浜正金銀行神戸支庖(長野字平治)

十五ビルデイング(片岡安)

〈日本建築協会と改称)

東京大改造論(片岡安)

様式の上にあれ(村野藤吾)

1919 
(5-8号)

1920 神戸海洋気象台(波渇節)

!貨問邸 (W.Mヴォーリズ)
改良住宅設計展覧会

大倭時代の文化と建築(置租章)

会誌を「建築と社会Jと改題

大丸大阪庖 (W.M.ヴォーリズ)
大阪市庁舎(大阪市建築部)

江ピルヂング(葛野壮一郎)

煉瓦について(大熊喜邦)

法制委員会成立
1921 

1922 阪毎日新聞社(!十岡安)

大阪商船神戸支脂(波泡節)

山邑1111(F.L.ライ ト)

桜ケ丘住宅改造惇覧会

三井物産大阪支脂(横河工務所)

大阪松竹座(大林組)

都市計画委員会発足

帝都復興案検討
1923 

大阪倶楽部(安井武雄)

野村ビルデイング(片岡安)

日本における住宅の変遷とその将来 (武田五一)

(大阪大江橋コンペ)
1924 

大同生命ビルディング (W.M.ヴォーリズ)

京大本館(武田五一)

大阪ビルディング(波法節)

大阪記念陣覧会1925 

第一銀行大阪支庖(凶村好時)

住友ピル(住友合資工作部)

協会社団法人認可

会誌 ・米国建築界の紹介
1926 
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様式の上にあれ(村野磁器)発1'11の辞 1917 
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1917・1926

帝国ホテル (F.L.ライト)

桜ケ丘住宅改造隙覧会 1922ー 10 サグラダファミリア (Aガウディ)
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l日本建築協会 |関西

1927 震災特集 I陪竹居(藤井厚二)

庭園と建築特集 大|坂中央電信局(逓信省)

先斗町歌舞練場(大林組 ・木村得三郎)

1928 建築士法案について 日本勧銀京都支庖(波泡節)

建築知識普及展覧会 神戸ユニオン教会 (W.Mヴォーリズ)

1929 住宅委員会発足 関西学院 (W.M ヴォーリズ)

神戸商工会議所(古宇田1~)

神戸モダン寺(葛西万司)

1930 建築物の高さに|刻する研究 甲子園ホテル(述藤主rr)

メートル法か尺法かの検討 南海ピル(久野節)

婦人と住宅に関する展覧会 南大阪教会(村聖子I漆吾)

1931 神戸鈴蘭台生活改善住宅展 朝日ビルディング(石川純一郎)

綿業会館(波泡節)

1932 15周年記念号(10) 京都浴東アパー ト (上許IU色城)

緑ケ丘保健住宅問 大阪パンション(村!b'f藤吾)

大美野旺l図青111'11住宅問

1933 千里山花J笠附近住宅設計図案懸賞募集による博覧会 大阪ガスビルディング(安井武雄)

上野芝住宅博 三井ビルディング(高橋貞太郎)

建築講演会(ブルーノ ・タウト) 地下鉄御堂筋線(柳田~心斎橋)開通

1934 大空への武装展覧会 琵琶湖ホテル (1河111伝一郎)

京都文化研究所(村野勝吾)

日赤京都支部病院(武田五一)

1935 防火 ・ 避~f:施設について そごう百貨庖(村野勝古)

京都朝日会館(石川純一郎)

大|波株式取引所(長谷部 ・竹l際)

1936 特殊建築物規制に関する議泌会 大阪放送会館(渡辺仁)

タウト寄稿 大阪市美術館(大阪市建築諜)

者11ホテル本館(卒、j肝臓吾)

l串曾賢明閉lIffi部園田野英大

白'11'I~.止ー卒業作品 1928-05 大美野田園都市住宅問覧会会.lJ;11932-10 大美野rrll調剤ITlHl，脈'ヴn 1936-08 
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1927・1936

|日本 l 海外 ー。
ー、叫

不良住宅地区改良法公布 シュツッツガルトワイセンホフジ一ドルンク建設 1927 
日本インターナショナル建築会設立 述照会館コンペ・ガルシュの別荘(ル・コルビュジエ)

代官山アパー ト (同~MI会) 工業生産住宅(フラー)

ー日本橋白木屋(石本喜久治) CIAM結成 1928 U 唱
東大図書館(内田岸田) ブレストレストコンクリートを発明

、吋

徳川公爵邸(中隊精一郎) ー。晶、4
国宝保存法公布 CIAM第2凪総会 世界大恐慌 1929 
名古屋市庁舎コンぺ(平林金者) バルセロナ博ドイツ館(ミース V.ローエ)

u 。
ニコ ライ堂再建(岡田信一郎) ノTイミオサナトリウム (Aアアルト) 可

新興建築家連関結成 CIAM第3回総会 1930 ー。。可
日本生命館コンペ(高級貞太郎) 英テクトン結成

東京海上ピル(曾粥 ・中篠) 組立住宅(グロピウス)
ー

森五ビル(村野藤吾) デ・スティール解散 1931 
。可。

アメリカ大使館 (A.レーモンド) エンノTイヤステートピル(シュレヴ・ハーモン・ネプ) ー
虎屋商庖(岡凹信一郎) 満州事変 サヴオイ邸(ル・コルヒeュジエ) ω 。、4

日本第一生命本社コンぺ(渡辺仁) 合板家具 (A.アアルト) 1932 ー聖ロカ病院 (A.レーモンド) ベルタ競技場(ネルヴィ)
。。判

御茶ノ水駅(伊藤滋)

日劇 (渡辺仁) CIAM第4回総会パウハウス閉鎖(ベルリン) 1933 
可唱申

フランス大{史館 (Aレーモンド) 金門橋 ・シュパン 卜パッノ、橋(マイヤール)
ー明治ピル(阿部-渡辺) アルジェラスのマーケッ トホール(トロノサ 曲唱
凶

日本建材協会設立 ハーグ美術館(ベルラーへ) 1934 ー
東京市庁舎コンぺ(宮地二郎) ベラブイスタ団地 (ヤコブセン) 個。

も"築地本願寺(伊東忠太) ロンドン動物園ぺンギンプール(テクトン)

ー
東京l決闘劇場(清水建設) A.E.コンク リー ト開発 1935 

。白
白

雲仙観光ホテル(竹中工務庖) ノ、ィポイン 卜アパート(テクトン)

乾式構造(前川園男)土浦自邸(土浦亀城) 円形校舎(ノイ 卜ラ) ーs 
d 

パリ万博日本館計画(前川園男) 落水荘一カウフマン邸一 (F.L.ライ ト) 1936 ー国会議事堂(営繕管財局) 自邸 (A.アアルト) 吋唱h 白
東京中央放送局(山下寿郎) ブリストルの展示住宅(ブロイヤー)

幽働幅両崩量
サヴオイ邸(ル コルヒ・ュジエ)

大阪ガスビルディング(安井武総)

新1業会館(波浪節)

バルセロナ ~Ii ドイツ館(ミース . V. ローエ)
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|関西

1937 和歌山県庁舎(内圧1.噌回)

丸物百貨底(渡治節)

比叡山ホテル(村野藤吾)

|日本建築協会

大阪下水に関する講演会

市街地建築物法についての講演会

鉄材に関する講演会

日本生命本社・丸紅京都支!苫(長谷部・竹I1要)

京都競馬場(安井武雄)

造幣局庁舎(大蔵省)

防空と建築展

都市防火講演会

木造都市|妨火改修方法

1938 

滋賀県庁舎(佐線武夫)

神戸海洋気象台(繍口捨己)

神戸三越(横河工務所)

平野潜水悶(大林組)

灯火管制困難の工場設備について

H寺局と建築材料展

忠霊塔に関する講演会

1939 

初原神宮駅(村野藤吾)

四天王寺五重塔(天沼俊一)

生駒山航空道場(石川純一郎)

新大阪駅(鉄道省)

建築関係訴訟について

満州移民住宅の研究

空襲に関する講演会

満州北支@材界の事情をJfft¥く会

1940 

石原産業本社(村里l'藤吾)

蛍ヶ池蛍雪寮(早良俊夫)

宇治山田神宮皇学館

防空機築造指導

市民防空駿展覧会
1941 

大阪絹人絹会館(波泌節)

庁1子園竹中寮(竹中工務庖)

四会合併問題起こる

集合住宅研究

25周年記念畠羽日IllJ享生住宅展

会旗制定

1942 

川西航空甲南工場(竹中工務活)南方建築展覧会1943 

四会合併-新団体発足決定

住宅委員会のみ活動他は活動停止

会誌3月号をも って休刊

1944 

文楽座焼失建築学会との合併は延則することに常務会で決定1945 

|刻西文化建築連盟結成

新住宅創刊

神戸サッスーンアパート(武田五一)

神戸高砂倉庫建設

復興住宅}裂を市内天王寺動物l重lで開催

片岡安会長死去

竹腰健造、 会長に就任

1946 

.
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25周年記念l";i'，ii池厚生住宅展 1942 
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1937・1946

l日本 |海外 。
、吋

名古屋汎太平洋博開催 CIAM第5回総会 1937 ー東京帝室博物館(波辺仁) パ リ博土木工学館(ぺレー) 。同、胡
パリ防日本館(:坂倉準三) ヴ卜ベックの住宅(シュリーゲル)

東京女子大チャペル(レーモンド) ダッチトラック工場 (A カーン) 1938 。ω 可
強続ホテル(土浦f色城) タリアセン ・ウエス卜 (F.Lライト)
第一生命館(渡辺仁) フィンスペリー保健センター(テクトン) ー。晶、叫
ニューヨーク万博日本館 (111脇巌) ニューヨーク世界博 1939 
大島測候所(沼口捨己) ニューヨーク近代美術館(ストーン・ゴットウイン) ー

u。、
出版/円本美再発見(タウト) 世界博スイス展セメン卜館(マイヤール) 、吋

日光観光ホテル(栃木県営繕諜) 米 SOM事務所開設 1940 
可唱。‘

日本化学八戸工場(宮崎謙三) ストックホルム火葬場(アスプルンド)
4 

イリノイ工科大学(ミース v.ローエ) 。判。
日独伊三国同盟

ー
岸記念体育館(丹下健三) ユ卜レヒト市立劇場(テ.ュドック) 1941 ω 。可
山口画伯邸(吉田五 卜八) オルテベロ格納庫(ネルヴィ)

日光{MJ~山荘(市浦健) 真珠湾攻掌 ー
魯、。叫

坂倉準三椛成ダヴインチ展 ローマ|尊 1942 
大東亜建設記念造営計画コンペ(丹下) ブラジル教育保健省合(ニーマイヤー) ー。判。
食j度分離論(西山河l三) ジョンソン副~ (pジョンソン)

登呂遺跡発見 型フランシスコ教会(ニーマイヤー) 1943 
。個凶

在パンコ ック日本会館コンぺ(丹下) グランプルック芸術大学博物館と図i!.HU1i(サーリネン) ー
日独会館(ぺッ ツオールド 久米) 出版/存在と無(サルトル)

白。
も肉

国民住居論(西山タfI三) ノルマンディ上|佳作戦 1944 個。
パリ解放 。。

d 

。也
住居緊急指世令 終戦 コミュニティの再建(グロピウス) 1945 ー
戦災復興院設皆 サン・ディエ都市計画案(ル・コルピュジエ)

ー住居不足430万戸 コペンハーゲン放送局(ラウリッツェン) 3 晶

銀座風月堂(村田政真) グロピウス TAC組織 1946 
引揚孤児ホーム(中村・遠藤) ジェファーソン記念碑コンペ(サーリネン)

ヴァヴィスタ銀行(ニーマイヤー)

• 
i 習 平 面

タリアセン・ウエスト (F.Lライト)

パリ万悶博覧会日本館(坂倉治三) スト ックホルム火務場(アスプルンド)
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1947 

1948 

1949 

1950 

1951 

1952 

1953 

1954 

1955 

1956 

|臼本建築協会

「建築と社会j再刊

都市復興講演会

大阪市天王寺区公館地区復興コンペ

大阪市南区公館地区復興コンペ

天神橋大l坂建設会館に分室設置

建築制限規則説明会

住宅金庫設置運動

建材審査委員会設世

住宅金庫の機準プラン作成研究

住宅金庫と基準法について

建築新法令講演会

プラスチックについての講演会

沖純事d附講演会35周年記念大講演会

ノイ トラ講演会

これからの建築技術教育はどうあるべきか

欧米の住宅について

創立35周年記念史

ローコスト住宅 ・住まい方について研究

第 1回コンクリート技能講座開催

主婦と台所j長講演と映画会

軽量鉄骨構造について講演会

|関西

大阪大学構築学科設置

大阪土木建築業協会設立

大阪平和博聞く

大阪市立大学建築学科設誼

近畿工専連合建築展

京都公楽会館(村野膝吾)

神戸銀行協会 (EI建設計)

大阪高島屋(坂倉建築事務所)

大阪モータース(浦辺鋲太郎)

志摩観光ホテル、アポロ雄(村野森建築事務所)

阪急航空ビル(竹中工務庖)

大阪女学院 (W.M.ヴォーリズ)

大阪l室経ビル・第一生命ビル(竹中て務庖)

大|仮金属会館(竹股健造)

富士フィルムビル(東州l建築事務所)

日綿実業ビル(安井建築設計事務所)

真珠会館(光安義光)

近l吹会館・近鉄会館(村野森建築事務所)

アシベ劇場(消水建設)

倉敷紡組本社新館(浦辺銀太郎)

阪神都市協議会設立

三和銀行本庖(，1，下寿郎)

伊丹市庁舎(久米建築事務所)

香里ニュータウン着工

通天|品I(内藤多仲)

神戸新聞本社(村野 ・森建築事務所)

羽衣住宅展

羽衣住宅展 1952-12 

大阪rfi天王寺区公館地区復興設計当選図案/入選 西山河l三 1947-03.4.5 通天flfl
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1947・1956

l日本 |海外 ー叫3
ー、4

これからの住まい(西山知三) CIAM第61百l総会 1947 ー出版/ヒューマニズムの建築(浜口|径一) 大ロンドン~!I間着手
可唱凶

紀伊園屋書庖(前川園男) ブロイヤー邸 (M.ブロイヤー)

ー
白対目

辿設省設置 UIA発足 1948 
、叫

仙台市公会堂コンぺ(武基線) モリス商会 (F.Lライト)

Jli東村記念館(谷口吉郎) フォード自動車会社 (Lカーン)

法隆寺金堂焼失 CIAM第7回総会 1949 ー切。
戸山ハイツ(建設省) ガラスの家 (P.ジョンソン) 、4

足並応大学学生ホール(谷口吉郎) 実験住宅 (C.イームズ)
ー

建築基準法 ・建築士法制定 国際連合本部(ハリスン他) 1950 
君、也督司

八)1労館御幸の問 (槻口拾己) ファンズワース邸(ミース V.ローエ)
ー

山口市庁舎(蔵田周忠) トリ ノ展示ホール(ネルヴィ) 。判。

森邸(消家消) CIAM第8回総会 1951 
鎌倉近代美術館(坂倉準三) ゼネラルモータース技術本部 (E.サーリネン) ω 。、唱
日活国際会館 繭の家 (P.ルドルフ)

ー
法隆寺五重塔竣工 出版/芸術と技術 (マンフォード) 1952 

。。判
日本相互銀行(前川園男) レバーハウス (S.O.M.)

ー新丸ビル(三菱地所) セイナツサロIIIT役1易 (A.アアルト)
、喝也晴

愛知県文化会館コンペ(小坂秀雄) CIAM第9回総会 1953 ー
汁下邸(丹下健三) マルセイユ共同住宅(ル・コルビュ ジエ) 。個
法政大大学院(大江宏) MITオーディトリアム (E.サーリネン)

恥，

ー
国立図書館コンぺ(田中 大高) カラカス大学部市(ヴェラニュヴァ) 1954 。∞ 切
神奈川県立音楽堂(前川園男) ウルム造形大学(マックスピル)

世界平和記念聖堂(村野藤吾) インランド・スチールビル (S.O.M.)
国。
。。

住宅公団発足 IIT建築科教室(ミース.V.ローエ) 1955 
八雲小学校(吉武泰水) MIT礼拝堂 ・講堂 (E.サーリネン) ー

3 
羽田国際空港(松田 平田) ミラノ近代美術館(カルデラ) ー

ー日本建築家協会発足 CIAM第10回総会 1956 ~ 延!音寺大講堂焼失 シャンディガール最高裁判所(ル コルビュジエ)

船井田町役場(白井級一) メキシコ大学都市 (M.パニ)

e 

l世界平和記念型堂平面図(村野藤吾) モリス商会内部 (F.L.ライト)
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1957 

l日本建築協会

住宅相談所設世

|関西

神戸市庁舎、新桜橋ビル、住友ピル別館(日建設計)

竹中工務底本社(竹中工務庖)

京都ガスビル(安井建築設計事務所)

1958 尾崎久助会長に就任 新朝日ビル、関西テレビ(竹中工務脂)

新大ピル、大阪歌舞伎座(村野 ・森建築事務所)

キリン会館、 l床の素ビル(三菱地所)

1959 基準法の改正について研究 都ホテル佳水圏、泉州銀行(村野 -森鐙築事務所)

寄屋山崎工場(安井建築設計事務所)

大|坂三井ビル(横河工務所)

1960 テレビ放送実現
欧米建築視察団出発

京都会館(前川園男)

電通大阪支社(丹下健三)

久保田鉄工(日建設計)

1961 違反建築防止の斡蒙運動の実筋方法を検討策議 阪神高速道路公団設立

)L普石油本社ビル (石本建築事務所)

古11ホテル(村野・森建築事務所)

1962 創立45周年記念事業
出版/ふるさとのすまい

出版 ガイドブック大阪の建築(大阪府建築士会)

堂島開発言|画(線竹中小川-旺l村)

小原流家元会館(消家消)

1963 南海住宅設計コンぺ 近畿圏盤備法案成立

大阪放送会館、大阪神ビル(大林組)

大阪府政林技術センター(東畑建築事務所)

1964 東;畑謙三会長に就任 京都計画(京大西山研)

京都タワービル(山田守)

脚日本鐙築総合試験所設立

1965 よろず相談住宅展IJEIiW 1970万問会場大阪千盟丘陵に決定

奈良計画(京大西山附)

史都計画(沖他)

1966 日本万博コンストラクションガイド作成
基準法 ・士法制定15周年記念講演会

品

開

傘

~
一一一し

ゅ郎防
一品
や
抑
制
抑

ふるさとのすまい

千単ニュ一世ウンーマスタープランまでー 1962-01 

1970年万博会場計画最終案決定

国立京都国際会館(大谷幸夫)

朝日放送本社(大成建設)

京都会館 (前川閥抗)
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1957・1966

l日本 l 海外 ー‘D ー、叫
中央公論本社(芦原義信) フィラデルフィア・リビング・シティ計画(L.カーン) 1957 ーヴイラクウクウ(吉阪|盗正) プラジリア百十画 (0ニーマイヤー)

陣、。岨
東京読売会館(村野it事否) シドニーオペラハウスコンペ (J.ウ ッツオン)

ー
国立陸上競技場(建設省) プロードエーカーシティ (F.Lライト) 1958 ω 。
香川県庁舎(丹下健三) シーグラムピル(ミース.V.ローエ、 P.ジョンソン)

、喝

東京タワー(内藤多仲) 文化の家(アアル ト) ー
。晶、司

国立西洋美術館(ル ・コルビュジエ) グッゲンハイム美術館 (F.L.ライト) 1959 
溶状昔日市案(奈j竹消訓) ユネスコセンター (M プロイヤー/P.ネルヴィ)

普H日寺(白井康一) サラソタ高校(ルドルフ)

外務省庁舎(小坂秀雄) ルクセンプルグ国際劇場コンペ(プールボン) 1960 
司

。、。~除
ホテル日光(芦原義信) ダラスj前]:1易 (F.L.ライト)
名古屋大学盟国記念講堂(様文彦) ブラジ リア議会場(ニーマイヤー)

ー
傘の家(篠原一男) WHO本部指名コンペ (B.チュミ) 1961 

。。判

東京文化会館(前川園男) ルーズベルト記念碑コンペ(ペダーソン) ー
東京計画1960(丹下健三) ヘルシンキセンタ一計画 (A.アアルト) ω 。、岨

アテネフランセ (吉阪降正) マリン郡庁舎 (F.L.ライト) 1962 ー
資生堂ビル(谷口吉郎) TWAエアポート・ダラスエアポート(サーリネン) 、0喝4 h 

三愛ド リームセンター(日建設計) 空軍大学礼拝堂 (S.O.M.)
4 

国立劇場コンぺ(竹中工務庖) IBMシアトルオフィスビル (Mヤマサキ) 1963 
判。唱

国立国際会館コンぺ(大谷幸夫) ベルリンフィルハーモニックホール(シャロウン)
ーIJ~I雲大社庁舎(菊竹n澗リ) レスター大学工学部校舎(J.スターリング) 白。
M 

国立屋肉体育館(丹下健三) ニューヨーク世界博開{経 1964 ー
帝人中央研究所(ポルシェック) アリゾナ州立大学記念劇場 (F.L.ライト) 白肌。

南山大学 (A.レーモンド) ノ、インツ会宇土ピル(ノTーキン)

ー
山口銀行(困堂政嘉) スコピエ計画国際コンぺ(丹下健三) 1965 

個。。。
蛇の目ピル(前川底|男) ベルリン図出館コンぺ(シャ ロウン)

花泉町股協会館(大高正人) クラーク大学生センター (TAC) ー
3 
ー

津山文化セ ンター(川島甲士) 出版/佳築における複合性と対立性(Rゥ・ェンチューリ) 1966 ー内之浦M ロケットセンター(池辺陽) ソーク生物学研究所 (L.カーン) ~ ソニービル(芦原義信) ホイトニ一美術館 (M.プロイヤー)

、.-園田園圃・・・・・圃園田園・・・・凶圃園田・・・・圃-、 一一一，
._ . . 

国立劇場(竹中工務自)

香川県庁舎(丹下健三)

京音~iÌi'i国(西山タn三)

169 



1967 

1968 

1969 

|日本建築協会

日本建築協会50周年記念号 (03) 

社会と建築 (04) 

モントリオール万r;l! (08) 
関西の建築50年回顧展

よろず相談住宅展

モントリオール万博視察団派遣

最近の p.c工法講演

見学会/霞ヶ|刻高層ビル

国立劇場

香川県庁舎

吉11市生活 (01) 

教育施設 (05) 

医療施設 (06) 

都市交通胞設 (07) 

併としての住居 (09) 

都市のアクセサリー (10) 

よろず相談住宅展

見学会/日本の伝統工芸を見る会

出版 /建築データシー ト

建築産業の構造と方向 (01) 

建築史の方向 (05) 

民家の系譜と保存計画 (10) 

ブルースガフ講演会

超高層建築諮がi会

日本万隙お祭り広場について

見学会/神戸商工貿易センタービル

日本の伝統工芸

ホテjレフ。ラザ

出版 /設備技術者のための建築の知誠

地下1崎正JQドl厄

建築と社会?73… ‘・・4

ARCHITECTURE AND  SOCIETY 

創立50周年記念号 1967-03 
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新宿西口広ぬ(坂危機三)

、t

l関西

大津市庁舎(佐藤武夫)

宝塚カトリック教会(村!附l車吾)

大阪銀行協会 (EI建設計)

梅田第一ビル(消水建設)

桜井市庁舎(久米建築事務所)

桜井寺本堂(村野藤吾)

戦没学徒記念若人之広場(丹下健三)

大阪万博起工式

大阪芸術大学第3則 (第一工房)

朝日新聞ビル(竹中工務庖)

箕面観光ホテル(坂倉建築研究所)

大阪商工会議所ビル (EI建設計)

臨海センタービル(級文彦)

笠中市立市民会館(池田宮彦)

河原町カトリック教会(富家宏泰)

花山の家(篠原一男)

日本コカコーラ大阪プラン卜(困堂政嘉)

毎日放送記念会館ミリカホール(大林組)

大阪マーチャンダイズ マート(竹中工務庖)

新大阪センイシティ (RlA建築綜合研究所)

志摩観光ホテル新館(村聖子I1金吾)

ホテルプラザ(大成建設)

ホテルブルースカイ (J反合滋三)

大阪国際空港ターミナルビルディング(安封建築設計事務所)



1967圃1969

|日本 l 海外 ー唱
ー、叫

新宿駅閉口広場(坂倉準三) モントリオール万|事ノ、ピタ67(M.サフ ァディ) 1967 ー佐渡グランドホテル(菊竹消訓) モント リオール万博アメ リカ館 (B.フラー)
。...，、4

大分県立図告館(磯崎新) モントリオール万博日本館(芦原義信)

武蔵野美術大学(芦原義信) クイーンズカレッジ(j.スターリング) d 

山形ノ、ワイドリームランド (黒川紀章) ナイツ ・オプ・コロンノTス・タワー (K.ローチ) U 唱
、叫

千葉県立文化会館(大高正人) ノ、イア ットリージェンシーホテルりポートマン)

旧帝国ホテル本館解体 ー
。品川

ー
u 。
、叫

ー

1968 
跡。、叫

霞ヶ|刻ピル (111下寿郎) ベルリン国立近代美術館(ミース)

東京経済大学図書館(鬼頭梓) ベネティアの議会堂 (L.カーン) ー
静岡新|百1・静岡放送ピル(丹下健三) エパーソン美術館(I.M.ぺイ) 、。。唱

坂出人工土地(大高正人) オークランド美術館(ケビンローチ)

新宮殿(吉村)1慎三) オーチェスタ工科大学(アンダーソン)
ω 。、4

普述土学園(大江宏) ボストン市庁舎(コールマン)

福岡相互銀行大分支庖 (磯崎新)
ー東京国立博物館(谷口吉郎) 。、。唱

鹿島建設本社ビル(鹿島・岡田)

出版 都市の論理(羽仁五郎)

川唱崎白白

ー
親和銀行本脂(白井歳ー) シドニーの超高層ビル(ネルビー) 1969 

。白M 

萩市民会館(菊竹消訓1) リンド・ハイマ一天文台 (S.O.M.)
圃

東京カテドラル聖マリヤ大型堂(丹下健三) ミース v.ローエ死去 。園切
東京国立近代美術館(谷口吉郎)

代官山集合住宅(棋文彦) ー
久留米市民会館(菊竹消訓) 個。。。

ーs 
圃

ー
3 晶

』ーームー_r-

親和銀行本庖(白井辰一) 1~1岡新聞 I~手間放送ピル(丹下健三)
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1970 

1971 

1972 

|日本建築協会

日本万国博と技術開発 (03) 

設計のシステム化 (04) 

グッドデザイ ン運動 (05) 

高層建築問題 (06) 

よろず住宅相談展

出版 /架構・空間・人間

住宅-60年代の総括と70年代の展望 (01) 

都市生活とみどり (04) 

転換期のニュータウン (08) 

軟弱地盤と震災 (09) 

よろず住宅相談展

出版 /建築データシート

嫁本猛次、会長に就任

600号記念 (02) 

インテリアデザイン (03) 

都市交通問題 (04) 

量産住宅の設備 (06) 

都市住環境へのアプローチ (09) 

よろず住宅相談展

青11市災害問題シンポジウム

伝統工芸を見る会

見学会/大阪国|際ビルディング

晶 画酔
由輔.."， 

、、、J 宥，
日本万国防覧会マスクープラン

172 

cョ
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l関西

7博お祭り広場(丹下健三)

エキスポタワー(菊竹消却11)

富士グループパビ リオン(村田虫)

イタリア館(R.ピアノ)

芦屋ルナホール(坂倉建築研究所)

西宮卜ラピスチヌ修道院 (村野放吾)

生駒山宇宙科学館(吉阪隆正)

千里中央地区センター(棋文彦)

小原流芸術館(消家消)

ザ1市立図書館(大阪市立大学栗原町f.池悶宮彦設計事務所)

京都市美術館収蔵庫(川崎消)

神戸市文化ホール(東側建築事務所)

大同生命本社ピル(竹中工務自)

大阪府臨海スポーツセンター(棋文彦)

鳥羽 -海の陣物館(原広司)

西宮市役所(山下設計)

京都信用金庫修学院支庖(菊竹消訓1)

「建築と社会J600号記念より 1972-02 



1970・1972

~一ーーーーーー 「→'1

反{主務(毛綱モン太)
ジョン ・ハンコックセンター (S.O.M.)
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1973 

1974 

1975 

|日本建築協会

建築教育 (01) 
老人コミュニティ (06) 

構造と施工 (09) 

仕上と材料 (10) 

ヨーロッパのまちづくり (12) 

よろず相談住宅展(第10回)

高層ビルを考える

建築基礎工法と実例

見学会/解体修理中の法隆寺

歴史的環境保全 (01) 

明日の建築はどうなるか (02) 

保護所作品 (03) 

北限ニュータウン計画 (05) 

ビルの省エネルギ化 (07) 

みどり (09) 

ビル防災に関する12章 (12) 

見学会/東大寺金堂

山邑邸 (ライ ト)

図古館 (01) 
インテリア (03) 

社会・建築・法 (05) 

都市の景観と施設 (06) 

人間JJ詩境としてのターミナル (09) 

集合住宅の設備 (12) 

見学会/大阪駅前市街地改造事業

大徳寺茶室

よろず相談住宅展

四会連合 「工事請負契約定款の改正」

北限ニュータウン南地区第 5!土区 1974-05 
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i関西

大阪国際ビルデイング(竹中工務自)

阪大林ビルデイング(大林組)

奈良国立博物館(吉村順三)

大阪ロイヤルホテル新館(吉田五十八)

大阪電信電話公社(大阪電電建築局)

千里セルシー(フジタ工業)

姫路市文化センター(日建設計)

野村諮券ピル(安井建築設計事務所)

日商岩井本社ビル(東畑建築事務所)

大|奴芸術大学キャンパス(高精静一)

同志社大学図書館(大阪市大栗原町f)

阪急梅田ターミナル(竹中工務!苫)

帝人ビルディング(鹿島建設)

サントリー中央研究所(安井建築設計事務所)

梅田 05ホテル (竹中工務底)

万陣記念プール(大建設計)

!丘中市立少年自然の家(坂倉建築研究所)

臨南寺本堂 (大成建設)

川西市文化会館(昭和]設計)

中之品センタービル(日本電電辿築防)

近畿大学医学部付属病院(安井.1J;家)

江坂東洋ピル(竹中工務后)

京都労働会館(富家)

川崎製鉄西山記念会館(村!b't藤否)

j箆野義製薬本社(坂倉建築研究所)

大阪国際ビルディング(竹中工務応) 大阪大林ピlレディング(大林組)



1973・1975

l日本 l 海外 ー。
ー、叫

海の階段(篠原一男) キンベル美術館 (L.カーン) 1973 日 本悩科大学新潟~f学部 (岡田新一) フィリップス ・エクセタアカデミー図書館 。..，
川崎市河原町高層住宅(大谷幸夫) (L.カーン)

、叫

代官山集合住宅(棋文彦) ブリオン ヴェガ墓地 (C.スカルノ{) ー
大石寺正本堂(横山公男) ミネアポ リス述邦準備銀行 (Gパーカーツ) 唱ω 、叫
[11，雪軒(白井康一) スペイン国立文化会館 (F.イゲーラス)
広島基~IJ高層アパート(大高正人) ミュンへンオリンピック競技場 (F.オッ卜)

唱晶、叫栃木県立美術館(川崎消) シドニーオペラハウス (J.ウッツオン)

瀬戸内海歴史民俗資料館 (香川県建築il*) ジョン ・ハンコック ・タワー(I.M.ペイ)
所沢型地霊園(十tllJ京義郎) ダグラス邸 (R.マイヤー)

d 

回唱

YAH 6912 (鈴木何) ガララテーゼの集合住宅 (A.ロッシ) 、叫

寿~Jl I奄(木島安史) ニューヨークタ ウンハウス (R.スターン)
ー

リヴァ ・サンピターレの住宅 (M.ボッタ) 。。可
マンハイムの多目的ホール (F.オッ卜)

ー
東京海上ピル(前川閤男) イエール大学美術研究センター (L.カーン) 1974 。。判最高裁判所(岡田新一) パングラディシュ国会議事堂 (L.カーン)

迎賓館(村野藤吾) シアーズタワー (S.O.M.) ー
迎賓館和風別館(谷口吉郎) ルーパン カ トリ ック大学学生寮 (R.クロール)

ω 。、4
倉敷アイピースクウエア(浦辺鎖太郎)

ノア ・ピル(白井歳ー) 。判。
日本興業銀行 (村野膝吾)

丸亀武道館(大江宏)
ーキャンティレパールーフの家(袋祥栄) 。、~

個。凶

群馬県立美術館 (磯崎新) ミロ美術館(セル 卜) 1975 ートヨタ鞍が池記念館(棋文彦) ぺン相互生命保険会社 (R.ジョゴラ)
u。恒、

福岡銀行本庖(黒川紀章) タッカー邸 (Rゥ・ェンチューリ、ローチ)
山中湖の家 (吉村)1民三)

曲唱

アクアポリス(菊竹消訓) 。。

東京大学工学部6号館増築(香山詩夫)
ー

幻庵 (石山修武) 3 
ー54の窓(石井和紘)

萩市庁舎(夜j竹消訓) ー
黒の回出，1(伊東豊雄) g 

l忌高裁判所(f河田新一) キンベル美術館 (L.カーン) キンベル美術館 (内剖5)
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1976 

1977 

1978 

-，.. ・.. . 

山 町 一ー...・.....、_.....-
r;古古言・・嗣a・

一・4 ・.. 

|日本建築協会

証言'76ーデザインの動向 (01) 

建築防災と法 (05) 

鉄骨格造のジョイント (08) 

集住体のハードとソフト (09) 

結露防止対策と断熱材料 (10) 

設備から見た建築の問題点 (12) 

よろず相談住宅展(第13恒1)

建築と音楽(クセナキス講演)

出版/ふるさとのすまい(復刻版)

デザインの動向一部分と全体 (01) 

ニュータウンの管理 (03) 

建築と社会660号発行記念(日本建築協会60周年) (03) 

身障者施設 (06) 

埋立地における構造問題 (08) 

ミニ乱開発から計画的 ミニ開発へ (10) 

見学会/京都中京郵便局

芦屋浜シーサイドタウン

東大寺金堂

デザインの動向一新旧のコントラス ト (01) 

組合方式による集合住宅計画 (06) 

新しい耐震設計 (08) 

CAD-設計とコンピューター (09) 

見学会/万博お祭り広場

宝啄パウ ホール

-w 
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組合方式による集合住宅計画特集より 1978一郎
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|関西

ソニータワー大阪(媒川紀草)

伊藤E高ビル (竹中工務庖)
姫路市市民会館(昭和1設計)

大阪マルビル(フジタ工業)

藤井寺市立市民総合体育館(1:1建設計)

高石市庁舎(池凹宮彦)

住吉の長屋(安藤忠雄)

甲南女子大学(村野勝吾)

京都市伝統農業会館(川崎消)

松ヶ崎の家(吉村)1国三)

ローズ ・ガーデン(安藤忠雄)

阪急グランドビル(竹中工務庖)

雑剣の森学園(六角鬼丈)

国立民族学博物館(熊川紀章)

花山第3の住宅(篠原一男)

音1I住剣松屋町住宅 (fflll主剣プロジェク卜)

伊東邸(渡辺豊和)

帝塚山の家(安藤忠縦)

大阪芸術大学計画 (i局編静一)

中京郵便局庁舎(郵政省建築部)

住吉の長屋(安藤忠、縦)



1976圃 1978

l日本 l海外 -。
ー、叫

普光寺別院 (ILJ崎泰孝) ぺンシルヴァニヤ州立大学 (Rゥ・ェンチューリ) 1976 段象の家(羽1m武文) サン・カタルドの基地 (A.ロッシ) 凶。
秀巧社ピル(磯崎新) ノ、ウス ・ぺアーの教会(J.ウ ッツオン)

、吋

フロム ・ファース ト・ビル (111下利ITE) ワールド ・トレード ・センター (Mヤマサキ)
身延山宝蔵(仏l}lニur.蔵) パシフィック ・デザイン ・センター (C.ぺリ) 。ω 

、吋
緑ケ丘の家(長谷川逸子) フランクリン ・コート (Rウeェンチュー リ)
南海放送本IIIT会館(日建設計) II~I版/デリリアス ・ ニ ュー ヨーク (R クールハース) ー

、。晶吋

ー
唱M 

、喝

東京YMCA野辺山セ ンター(内J!'UP.蔵) ポンピドーセンター(R.ピアノ/R.ロジャース) 1977 
。晶、4

上原通りの住宅(篠原一男) ブロンクスセンター(R.マイヤー) ー
直島110民体育館(石井和紘) コーニング消防溜 (G.ノTーカーツ) 。、。唱

東京都立夢の島総合体育館(坂倉佳築研究所) デージー邸 (S.タイガーマン)
日本赤十字本社ビル(黒川紀草) ー
西日本総合展示場(磯崎新)

ω 。可

HOTEL.D (伊東箆雄)
言，'j函・ハウス55プロジェク 卜 。、。喝

可唱申

熊本県立美術館(前川園男) イタリア広場 (Cムーア) 1978 
。伺凶

PMTビル(伊東22雄) ノーストア ング リア大学アートセ ンター
ー大(~þ次郎記念館(浦辺事務所) (N.フォスター) ∞ 。

箱根プリ ンスホテル(村野j陵高) ベルリ ン国立図苫官官 (J.シャロウン)
切

事''i河町役場 (磯崎新) 中東和平会談

八重洲ブック センター(鹿島建設) 個唱

α， 

ーs 
ー

ー
s 晶

秀巧社ピル (磯崎新) ワールドトレ-Jl.センター(M.ヤマサキ) ポンピ ドーセ ンター(R.ピアノ/R.ロジャース)
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1979 

1980 

1981 

|日本建築協会

転換期の再開発 (01) 

商業空間 (03) 

庄内のまちづくり (09) 

80年代のインテリア (10) 

これからの家具一椅子

見学会/大阪芸術大学

中之島 ・道頓続f:

大丸ヴィラ

80年代の都市と建築 (01) 

住宅の耐久性 (04) 

都市景観とアメニティ (07) 

水ぎわのまちづく り (09) 

職能論 (01) 

ポートピア'81 (03) 

都市住宅一住まい手からの発怨 (07) 

障害者の暮らしやすい環境づくり (12) 

見学会/大阪の教会建築

鶴見緑地

80年代のインテリア特集 1979-10 ポートピ7 81特集より 1981-03 
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|関西

石原邸(安藤忠雄)

ドムス淀川 (石井修)

芦屋浜高層住宅 (ASTM)

松谷邸(安藤忠雄)

正面のない家(坂倉建築研究所)

事l'戸ポ 卜アイランド団地(坂倉建築研究所)

宝塚市庁舎(村野雌否)

花山第 4住宅(篠原一男)

西滞文隆自邸 ml~平文隆)

ドムス香里(石井修)

神戸ポートピアホテル (日建設計)

ナビオ阪急(竹中工務庖)

小篠1M)(安藤忠縦)

織陣.1 (高松伸)



1979・1981

l日本 l海外 -司ロ
-ー、喝

草月会館(丹下健三) ゲーリー自邸 (Fゲーリー) 1979 岡山市立オリエント美術館(岡田新一) リオラ村の教会 (A.アアル ト) 。IOJ、吋
直島中学校(石井和紘) 世界劇場 (A.ロッシ)
松川ボックス(宮脇組) アセニーアム(R.マイヤー) -資生堂アートハウス(谷LI吉生) イラン革命 唱ω 

、崎
布.~木の家(相田武文)

ー
司晶、自叫

ー
M 吋ロ

、叫

ー
国立西洋美術館新館(前川閤男) 住宅第10号 (P.アイゼンマン) 1980 

判唱。
STEP (安藤忠雄) マイクロメガス計画 (D.リゥ・ェスキンド) ー
生|苅学舎(高須賀普) アトランティス(アjレキテクトニカ) 。。可
八ヶ岳美術館(村野勝否) 光州事件

臨視庁本部庁舎(岡田新一) イラン、イラク戦争 ー
倉敷市庁舎(浦辺建築事務所)

ω 。、吋
朝日新聞東京本社 (竹中工務庖)

ー。判。

1981 
-
A
W
個

M
利負'山房(磯崎新)

渋谷区立松涛美術館(白井政一)

伊藤忠商事東京本社ピル(日建設計)

光絡子の家(葉祥栄)

るるるる阿房(斎藤総)

高圧線下の住宅(篠原一男)

宮代町立コミュニティ センター(象設計集団)

直ぬ中学校(石井和紘)

コーへン邸 (モルフォシス)

ORF放送局ホール (D.パイ ヒル)

メンフィス創立(ソットサス他)

ゲーリー自邸 (F ゲーリー)

A
W
個
師

-
A
W
個
師

-
9
9
-

d
A
W
A
W
晶

住宅 (pアイゼンマン)
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1982 

1983 

1984 

|日本建築協会

新たな商業空IIJIの展開 (01) 

近畿の地盤と地質 (04) 

郡市景観 まちなみ美観への誘い (05) 

ホール佳築と音 (07) 

絵本にみるすまいとまちづくり (10) 

見学会/ザ ・シンフォニーホール

西本願寺

福田':VI1:、 会長に就任

|刻凶の主主築文化を与える (01) 

建築と品質管理1(04) 

大|仮駅とターミナルビル (06) 

オフィスインテリアの変革 (09) 

集合住宅と生活音 (12) 

21世紀への関西 (01) 

|英HL'iの必IlE層ピル (02) 

まちの活性化とjl'jj.$?，'!1悶 (06) 

みどりとそれをとりまく 人々 (08) 

ディテールの思想 (11) 

光応、月1システムと建築 (12) 

佐野正¥会長に就任

一 一 ・ー… 一一一 一 」ー 一 一二一一 ".....-.一・咽・一… .... 
-- ..;..;，:.一 一ーー ー ι 一一一 一~

.. 
3 
c-' 

.-.... .__ ，・・・・・...・..

.!、

ー一ー

オ71]， インテリアの変革特集より 1983-ω 
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特集 i21世紀への|刻丙Jより 1984-01 

l関西

大|坂芸術大学塚本英世記念館(高橋静一)

松11:室次子大学(1"1'1'工務脂)
西村iニュータウ ン和風タウンハウス (坂倉建築研究所)

逆瀬台の家(/1'，江党)

先斗IUTのお茶屋(高松仲)

向UII町教会(内j十昭蔵)

大淀のアトリエ(安藤忠雄)

ザ ・シンフォニーホール (大成建設)

神戸市立中央di民病院 (fJ打僚喜三郎建築研究所)

神戸市立問物館(坂倉建築建究所)

都住前11徳井IUT(ヘキサ)

'i'l1過大|坂ビル(~英文彦)

基伴兄弟団西7与教会(11:'，江til
)L条の11f[屋(安藤忠雄)

ARK (尚ti:f巾)
六甲の集合住宅 (安藤忠雄)

目神山の家8 (石:11:修)

シャルレ本社ビル(石井修)

茂木邸(安藤忠脳)

ファラオ(高総fll')



1982・1984

|日本 l 海外 -。
ー、叫

名護市庁舎(象設計集団) メンへングランパック美術館(H.ホライン) 1982 ー笠間の家(伊東22雄) IBM移動パピリオン(R.ピアノ) 。10，)

~~応義塾大学図合釘Lifr館(棋文彦) 香港ピークコンペ案 (Z.ハディド) 、4

新高輪プリンスホテル(村野藤吾) ラビレ ット公図案 (B.チュミ)
圃

日本浮世絵博物館(篠原一男) ，':1:'，版/デコンス 卜ラクション リ カラー) U 唱
、叫

金沢工業大学ラ イブラリーセンター(大谷幸夫) 映像/ブレー ト‘・ランナー(スコット、シド ・ミード)

成城バス停前の家(早川邦彦) ー
、噛晶喝

ー
u 。
、吋

ー

1983 
。。可

建築会館(秋元和維) ポートランドピル (M グレーヴス)
国立歴史民俗陣物館(芦原義信) ロヨラ法科大学 (F.ゲーリ ー) ー
東京大学総合研究資料館新館(香山部夫) サンドニ病院 (シ リアニ)

、。略目唱

}!l'.l格子の家(葉祥栄) 卜ルレス邸(イゲー ラス)

赤坂プリンスホテル新館(丹下健三) ー
、u也吋

宮代町立笠原小学校(象殺到集団)

つくばセンタービル(磯崎新) -:ニ門拳記念館(谷円吉生) 。。判

ー
、喝対ロ司

ーー対ロ
国立能楽堂(大江宏) シュツッツガルト美術館新館 Uスターリング) 1984 
マガジンハウス(第一工房) AT&Tビル (P.ジョンソン)

ー国立文楽劇場(黒川紀f，i) イリノイ 州センター (H.ヤーン) 個。

直島町役場(石井和紘) u 

釧路市立博物館(モ綱毅瞭)
ー

伊豆の長八美術館(石井修武) 。個
α， 

球泉洞森林館 (木島安史)

フェスティパル(安藤忠雄) 圃

。唱
有楽町センタービル(竹中工務底)

-‘ 

ー
。。晶

新高輪プリンスホテル(村野j熊吾) AT&Tピル (P.ヅョンソン)

つくばセンターピル(般的新)
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1985 

1986 

1987 

「 ， 

l日本建築協会

大阪湾物語 (01) 

自由様式への道建築家安井武雄 (03) 

情報化をめぐる建築 -都市事情 (04) 

建築と水の演出 (08) 

村野藤吾のー断意 (11) 

見学会/吹田市文化会館

白神山の家

芦屋文化村

現代デザインーポストモダニズム10年 (03) 

インテリジェン トピルの建築・設目指|画 (04) 

CAD-その応用と展開 (09) 

インテリア・イクステンションとリニューアル (12) 

入浴物語 (01) 

腐食 (02) 

創立70周年記念号 (03) 

室内の仕上床 (06) 

駅 (07)

宝塚の街づくり (10) 

見学会/大阪港を見る

旧山邑邸保存修均!

出版 /昭和l生まれ関西の建築家50

， 
‘. 

.代デザイン

百…

村野雌gのスケッチ 1985-11 ポストモダニズム10年 1986-03 

182 

l関西

TIME'S 1 (安藤忠雄)

インテ ックス大阪 CwJHI建築，)咋抑止)
都ホテル大阪(村野放吾)

西脇市岡之山美術館(磯崎新)

吹田市文化会館 (東如l鐙築事務所)

六甲の教会(安藤忠縦)

青11住剣淡路町(ヘキサ)

大淀の茶室(安藤忠縦)

彬団センタービル (竹中工務庖)

宝塚造形芸術大学 (A.ヴォジャンスキー)

芦屋市立図書館(坂倉建築研究所)

フィ ッシュダンス (F.ゲーリー)

スパイヤー(ヘキサ)

マイドームおおさか(上l 主~設計 )

キリンプラザ大阪(高松frll)

70周年を記念して、業紛を対象として
創設された 「日本建築協会賞J'l'tI神



1985・1987

|日本 |海外 。
ー、叫

シルバーハッ ト (伊東箆雄) ランシーラ ・ビル (M.ボッタ) 1985 ー大正海上本社ピル(日建設計) サーマイ ペーターソン邸 (F.ゲーリー)
陣。、叫

眉山ホール(長谷川逸子) ゴルチエのブティ ック (R.アラッド)

盈進学園東野高等学校 (C.アレグザンダー)
牛窓国際芸術祭事務局(藤井博巳) 唱ω 、4

東京遊牧少女の包(伊東笠雄)

ー
、唱晶叫

ーu 。
、叫

1986 
。。可

SPIRAL (棋文彦) 香港上海銀行 (N.フォスター)

長崎オラ ンダ村 (日本設計) マンハッタン ・トランスクリプト (B.チュミ) ー
世田谷美術館(内井昭蔵) ピカソアリーナ (ヤノヴィスキー) 。。判
光十字の家(葉祥栄) チェルノブイリ原発事故

GAZEBO (山本理顕) 映像/未来世紀ブラジル ー
ω 。、叫

開拓者の家(石山修武)

、q也岨h 

ー
判喝。

.... 
サレジオ学園(坂倉建築研究所) アラブ世界研究所(J.ヌーヴェル) 1987 

。個M 
名古屋市美術館 (黒川紀掌) ルーヴル改造計画 (1.M.ぺイ)

ー東京工業大学百年記念館(篠原一男) ロイズ・オブ・ロンド ン (R.ロジャース) 伺。
お茶の水スクエア(磯崎新) ダンス ・シアター (R.クールノ、ース)

も肉

結晶のいろ(高崎正治) フランクフル ト大学生物学センター ー
東京都多摩動物公園昆虫生態図(日本設計) (P.アイゼンマン) 個師唱

橋の博物館(上回篤) ポツダム地区開発案 (D.リウeェスキンド)

ROTUNDA (山本理顕) ブラ ック ・マ ンデー (N.Y.) ーs 
ー

ーs 

香港上海銀行 香港上海銀行(内部)
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l日本建築協会

1988 ホテル物語 (01) 
建物の外装リフレッシュ (04) 

1:1¥心居住 (05) 

21世紀への照明 (07) 

市IJ振 (08)

集合住宅のリフレッシュ (10) 

「建築と社会J800勾記念 (11) 

話題鐙築を聞く

シンポジウム r~築 CADJ

|関西

流通科学大学(日本設計)

M内長野市庁舎(佐藤武夫)
十部!問主i本!苫円山庖(竹中工務!占)

ガレリア・アッカ(安藤!よ，¥kiO

花山の病院(篠原一男)

ダイキン OSAKAアトリオ(什L11悦雄)

新神戸オリエンタルシティ ・C3 (竹'I'J二務底)
京郷文化博物館(久米事務所)

カーニパルショーケース(架生|リ1)

なら ・シルクロード博開催

|刻内新空港ピル案(R.ピアノ)

1989 多5を乗せる輸送設備 (01) 
リゾート"l}'附 (02) 
色の復権 (03) 

まちづくりと法 (05) 

問覧会とまちづくり (06) 

都市環境創造と設備 1 (07) 

佳築とアート (08) 

ユーザー参加のハウジング (10) 

講泌会/いま |共IIL4はおもしろい

音楽と建築

D-HOTEL OSAKA (アモjレフ)

大沖プリンスホテル(月下健三)

大阪7守楽大学オペラハウス(n住設計)

光の教会(安藤忠雄)

神戸市立須磨海浜水族問(大佐設，¥1")

森之常スカイガーテ'ンハウス(迷政剛生)

神戸市新庁舎 (日鐙設計)

ライカ本社ピル(安I僚忠縦)

1990 商品化住宅のデザイン (01) 
ニュータウン ・ルネサンス (02) 

スケール感 (04) 

プレハブ住宅技術の現在と未来 (05) 

凶|燦花と緑の陣覧会 (06) 

日強度化一設計の多線化をめざして (08) 

古1¥市のナイス・プレイス (10) 

講演会/これからのガラス

エコロジカルアーノfンプランニング

「建築と社会Jの歩みと将来の展望
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1羽海サウスタワーホテル大阪 (1IiJU&:計)

伊丹市立サンシティーホール (W:(1'建築研究所)

総 FIMPビル(臼建設計)

K 2ビルデイング(篠原-9D
SYNTAX (高松filr)

海i笠宮古 (ケンブリッジ ・7田アソシエイツ)

人;阪氷点海上ビルデイング (l1!U:.H]!設)

クリスタルタワー(竹'I'_[平方!日

ft尾市立美術陣物館(.(反公立~築 liJf究所)

余呉森林文化交流センター(波辺~llll )

巴自由壇画回同 ~ 
走」出阻

害日 雪豆町田，，_

l声聞~[][I
聞 q::J a;JOO 団関白

窪田臣官fi自

問iJ3'
γ .::t'"_-
a
・句切ー
・・

尚tLJ1化Il:'tのデザイ ン 1990-01 
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1988・1990

|日本 l海外 唱

、喝

東京ドーム(日建設計・竹rl-'工務庖) デ ・コンストラクティヴィス卜展 1988 ー小国町民体育館(禁祥栄) (P.ジョンソン企画) 。...，、叫
広向市現代美術館(黒川紀i;'i:)
水の教会(安藤忠雄)

牛窓同際交流ヴィラ(-Edl'和紘) ω 。
、4

中川一政美術館 (TAK建築・都市)

飯町市美術陣物館(原広司)

唱晶、吋

d 

u9 、
、叫

ヴィトラ家具博物館 (F.ゲーリー) 1989 
。。可

幕張メッセ(棋文彦)

東京都tZ凶臨海水族関(谷口古生) 新オペラEE -
ラビリンス(早川邦彦) プライステ (8.プリンス) 可。唱
アサヒビール吾妻橋ホール (P.スタルク) f耳切lJifE門
藤沢市消|南台文化センター(長谷川逸子) ルーブル美術館改造計画(I.M.ペイ) ー

ω 。可
事l'慈秀明会焚島神殿 (架生191) ラビレット公園 (8チュミ)

小栂ホテル (N.コーツ) ベルリンの壁崩壊

釧路フィシャマンズワーフ(毛綱毅l妓) 天安門事件 、魯也叫

TEPlA (板文彦)

横浜美術館(丹下健三) ー
、唱司白叫

水戸芸術館(磯崎新) 中国銀行香港支庖(I.M.ぺイ) 1990 
凶踊唱

東京武道官官(六角鬼丈) サンジョルディ・パレス(磯崎新)
聞ー

熊本北野察署(篠原-~m アトランタ (].へイダック) 曲唱

横浜ガレリア (M.ペリーニ) 東西ドイツ統一
もm

海のピラミッド(葉祥栄) ー
東京体育館(様文彦) 。個

。。
サッフォー(北}II原潟)

東京芸術劇湯(芦原義信) 司

唱唱

バブル崩壊 司損

ーs 

アサヒビール吾妻縫ピル (P.スタルク) 小縛ホテル (Nコーツ)
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1991 

1992 

1993 

186 

|日本建築協会

新しい都市空間づくり I、日

オフィス ・プレジャー (02) 

今、京都 (05) 

建築家のための設備知識 (05) 

(01) (02) 

建築をめぐるトラブルとその解決 (08) 

建築現場のイメージアップ作戦 (08) 

空間iのアイデンティティ (09) 

建築と土木 (11) 

講演会/都市の発想

夢物語 (01) 

こだわりのインテリア (02) 

建築家のための設備知識 (04) 

地球環成H寺代の建築 (05) 

木構造を使ってみませんか (07) 

屋台一仮設の魅力に学ぶー (10) 

いま建築教育に何が期待されているのか

出版/ ["建築と社会」 復刻版

「建築と緑J(ift~光夫)

市民劇場の舞台設備 (04) 

環境一限りある自然と建築との関わり

都市のスカイライン (06) 

映画の中のイ ンテリア (07) 

建築の再生 (08) 

福祉のまちづくり (10) 

都市型住宅問考 (11) 

環境 人に優しい空間創造をめざして

出版/ ["建築と社会」復刻版

(11) 

(05) 

(12) 

時現

屋台
仮l!!の隼力C.Ji

-ー一ー・・ ・・・，
・.司.
・ーーー
・.._一
一一・.一一・ .... 

J，~台一仮設の魅力に学ぶー

1991-02 

|関西

ホテル川久(永日1.北野)

奈良市写真美術館 (県川紀i;I)

新南座(杉山隆)

大阪国際平和センター(シーラカンス)

千皇国際学園(長μ孝一)
神戸ファッションマー卜(昭和設計)

姫路文学館(安藤f:il:~újn

ノfロンベール (P.スタルク)

オーキッドコート (C.ムーア)

千里ライフサイエンスセンター(東畑建築事務所)

滋賀県な長浜ドーム(久米設計)

神戸ノ、ーパーランドビル(日建設計)

ビyグステップ(環境開発研究所)

けいはんなプラザ(n建設計)

オーガニックビルデイング (G.ペッシェ)

兵lirf ~f~立先端科学技術支援セ ンター ( 1磯崎新)

大同生命大|坂本社ビル

(101建設計 ・一粒社ヴォー リズ)

P&G木社ビル(竹 I:j-IJ二務J;lj)

一心寺念仏堂(ぬー円恭行)

締田スカイピル(1京広司)

1992-10 

映画の'1.'のインテリア特集より 1993-07 
「プレードランナー」



l日本

八代市立隙物館 (1~r束~雄)

センチュ リータワー (N.フォスター)

東京新都庁舎(丹下健三)

熊本県保固有i第一団地(山本理顕)

目黒雅叙園(日建設計)

丸[也市猪熊弦一郎現代美術館 (谷口古生)

熊本県草地畜産研究所 (T.ヘネガー)

M 2 (限研吾)

海の陣物館(内藤股)

東京都江戸東京|事物館(菊竹消訓)

内子町立大瀬中学校(原広司)

続浜ランドマークタワー(三菱地所)

出石町ひぼこホール (l、るか設計集団)

μ椴県立産業交流会館(高松伸)

日本長期信用銀行本庖ピル (日鐙設計)

福岡ドーム(竹中工務庖)

幕張プリンスホテル(丹下健三)

ノfロンベール (pスタルク)

l 海外

音楽都市 (C.ボルファーバルク)

香港工科大学 (S.クワン)

ユウゼン自動車博物館(モーフォシス)

湾岸戦争

ソ遼解体

セピリア万博日本館(安藤忠雄)

プラッケンハウス (M ホプキンス)

マーストリヒ卜条約 (E.C.) 

ウォータール一国際駅 (N.グリムショウ)

ミスターチャンティールーム (A.チャン)

情報スーパーハイウェイ桝想

締回スカイピル(原広盲n

1991・1993

1991 

1992 

1993 

。
、叫

ー
。to，)、叫

4 

。ω 
、叫

ー
、。晶叫

ー
U。電
、叫

-。、。~除
ー
。。判

ー
ω 。、叫

ー
。、。唱

可唱。

ー
師同。

ー
個師。

d 

個。。。

s 
晶
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1994 

1995 

1996 

l日本建築協会

コピー文化の新時代 (01) 

伊勢神宮式年選宮と神宮界限 (03) 

建築のエネルギーシステム (04) 

いま、医療施設は (06) 

水と建築 (09) 

構造美 (11) 

集合住宅団地リ ニューアル (11) 

関西国際空港 (12) 

市川宏、会長に就任

出版/ r建築と社会」 復刻版

光がつくる風合の世界 (01) 

音 騒音から擬音/和l音へ (02) 

飛車ii・美泌 (03) 

トイレ空1m (05) 
接合 (06) 

新しい 「都"i・建築」の視点 (09) 
ライフラインと建築設備 (11) 

出版/ r建築と社会」 復刻版

阪神大震災から学ぶ (01) 

立体駐車場設備 (04) 

いま、 プールがおもしろい (06) 

住まいの未来像 (07) 

マルチメディアがつくる世界 (08) 

キーコンセプ トの新時代 (09) 

l関西

関西国際空港旅~ターミナルビル(R. ピアノ)

アジア太平洋トレードセンター(日建設計)

京都ホテル(消水建設)

松伯美術館(村野線吾)

ドーンセンター(安井建築事務所)

京都コンサー トホール(磯崎新)

大阪ワールドトレードセンター(日建設計)

ふれあい港館 (P.プランシェ)

大山崎山荘美術館 (安藤忠縦)

阪神・淡路大震災(1・17)

大|仮プール(東側主~%事事務所)

MlHO MUSEUM (I. M ぺイ)

なみはやドーム(昭和設計)

大阪市立中央図書館(石本建築事務所)

みやこめっせ京都市勧業館(川崎清)

アクア堂島(竹中工務庖)

OAPタワーズ(三菱地所)

pmJ，"，災からつ':";; 21111東Jへのメッセージ

." " 剛， ...，刷.， ...・令制・
・M・'‘..."，'・・.....川・ . 

‘ ‘・・" ・‘ 内 山・・U..，........‘". -~'. 

関西国際空港旅客ターミナルピル (R ピアノ)

ライフ ラインとill築設備特集より 1995-11 

188 

lI-JI"~切己倹.. 

恥山・.'噂・ m 軸刷r・・，..，.. .."・.，.，_.......・一 明日川~..，!....，..~..... ..~ 

......1..'.，叫抽":1内町制

阪神大震災から学ぶ特集より 1996-01 



l日本

1994・1996

|海外 -
A
w
d
U可

1994 -
A
V
M
U可

リアス・アーク美術館(石山修武)

奈義町現代美術館(磯崎新)

恵比寿ガーデンプレイス(久米設計)

東京都現代美術館 (TAK建築都市)

宮崎シーガイヤ(芦原義信)

フランス国立図13館 (D.ぺロー)
無限のJ答 (J.ヌーヴェル)

ウエスカの体育館 (E ミラージェス)

リヨン TGV ~ (S.カラトラヴァ)
-
A
W
ω
U司

-
唱
品
川

-
A
W
M
U司

1995 

-
A
W
A
V
U可

盟国市美術館(谷口吉生)

DNタワー21(K.ローチ、消水建設)

養老天命反転地(荒川修作)

シーホークホテルアンドリゾー卜 (C.ぺリ)

地下鉄サリン事件

ヘラクレスビル (E.O.モス)

チャイナタワー(K.ヤング)

サトラス駅 (S.カラトラヴァ)

-
A
W
U

可。
d
A
W
U可
ω

d

。判。

A
W
U

可。

東京国|祭フォーラム(R.ヴィニオリ)

キャナルシティ陣多(ジャディパートナーショップ)

森舞台(1製研吾)

J!!t1J:l市美術館(谷口吉生)

出版/S，M， L， XL (R.クールハース) 1996 
A
W
白
凶

-
@
個
師

A
W
個
師

d
A
W
A
w
-

年表作成者(1;(述、梅宮、酒井、縞寺、古悶)

J!!t1J:l市美術館(内湖S)
参考文献「日本建築の現況J山本学治編符(1m週社)/TOTO通信
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資料編

l日本建築協舘則 一 1n姉 )

第一(傑 本舎ノ目的ノ、我国建築界ノ堅官ナル務展ヲ期スル

ニ在リ

第二候本曾ハ日本住築協合ト栴ス

第三{傑 本合ハ事務所ヲ大阪市ニ置ク

地方ニ支舎ヲ設クルコトヲ得

第四{傑本合ハ人絡、与識、 経験アル建築家ヲ以テ合員ト

ス

合員ノ氏名住所ノ、合員名簿ニ之ヲ記録ス

舎員タラムト希望スル者ハ曾員五名以上ノ紹介ヲ

以テ入曾希望書及履歴書ヲ本合ニ提出スへシ其諾否

ノ、理事合ノ詮衡ヲ経テ紗IJ曾ニ於テ之ヲ議決ス

第五線 本合ハ其|司的ヲ賛成シ事業ヲ援助スル者ヲ賛助員

トス

賛助員ヲ分チテ友ノ 四積トス

名誉賛助員一地位又ハ与識アル名望家

一 終身賛助対一金百四以上又ハ之ニ相官'スル物

件ヲ本舎ニ寄附スル篤志家

一 特別賛助員一建築ニ関聯スル特種ノ技術家文

/、事業家

凹 普通貸J;!IJ員 鐙築ニ関係又ハ趣味ヲイゴスル者

賛助員ノ氏名住所寄附ノ金額又ハ物件ハ各賛助日

名簿ニ之ヲ記録ス

第六篠 名密賛助員ハ例合ノ決議ニ依リ本含之ヲ推薦ス

終身賛助員タラムトスル者ハ舎員武名以上ノ紹介

ヲ以テ申込者及寄|射ノ金額文ハ物件ヲ本合ニ提出ス

ベシ其諾否ハ足Q事合之ヲ議決ス

特別賛助員タラムトスル者ハ合員戒名以上ノキI1介

ヲ以テiド込古及履歴，l?ヲ本曾ニ提出スベシ其詐ICハ

理事合之ヲ議決ス

普通賛助員タラムト欲スル者ハ曾員ノ紹介ヲ以テ

中込占ヲ本合ニ促出スヘシ其諾否ハ理事曾之ヲ議決

ス

第七0集 合員ハ第十九{傑ニ闘スル権利ヲ享有ス

合員ハ曾内ニ於ケルJ't言行ニ!寸曾外ニ於テ責ニ任

ゼザjレコトヲ符

名器賛助員ハ本合ノi必)出及第十九俊二基キ相'JfJノ

利得ヲ受ク

終身賛助員、特別賛助員及普通賛助員ハ第十九修

二基キ合誌ノ配布}t他各相笛'ノ利得ヲ受ク

第八{傑 合員ニシテ脱合セムトスル者ハ其ノ旨ヲ本合ニ巾

込ムベシ

前項ノ規定ハ賛助員ニ之ヲ準用ス

第九線 本合ハ曾員ニシテ木知トノ規定ニ述背シ又ハ木曾ノ

名場ヲ汚スノ行為アリ 卜認メラルル者ニ針シ旦Q'l1合

ノ決議ヲ経テ共椛利ヲ停止シ若ハ之ニ脱曾ヲ御告シ

又ハ例曾ノ決議ヲ終テ之ヲ除名スルコト ヲ得

前項ノ規定ハ賛助員ニ之ヲ準用ス

第十修 )悦合其他ノ事由ニ囚リ合員タルノ資絡ヲ失ヒタル

192 

者ハttt納合11J'ノ返還ヲ求メ又ハ其債務ヲ免カルルコ

トヲ得ズ

前項ノ規定ハ賛助員ニ之ヲ準用ス

第十一線本合ニ左ノ役員ヲ置ク

合頭 ー名

一 副台頭 一名

ニ 理事長 一名

四型事 六名

曾頭ハ合務ヲ総監シ本曾ヲ代表ス

副曾頭ハ禽頭ヲ補佐シ台頭事故アルトキ其職務ヲ

代思ス

理事長ハ合務ヲ線開シ台頭、高IJ曾頭事故アルトキ

其職務ヲ代理シ耳目~l~合ヲ代表ス

理事ハ舎務ヲ底思シ理事長事故アルトキ理事舎ノ

決議ニ依リ其臓務ヲ代理ス

第十二候 役員ハ合員中ヨリ例曾ニ於テ之ヲ選翠スm舎頭目IJ
曾頭ハ名塁手賛助員中ヨリ之ヲ選出スルコトヲ得

役員ノ任期ハ武年トス

理事ノ改選ハ毎年半数トス但引制キ重任スルコト

ヲ得ズ

第十三{傑 本曾ニ左ノl隊員ヲ誼ク

主記 一 名

ス

主言| 名

三 編輯 三 名

四編輯布fi 若干名

五すき?記若干名

主記ハ庶務ヲ、主計ノ、合計ヲ、編l筒ハ編纂ヲl差足n

編紺補/、編~!J:r ノ旨ヲ受ケ編纂ヲ分掌ス

書記ハ理事長l!J1事ノ命ヲ受ケ合務ニ従事ス

第十四僚 主記、主計、編暢ハ理事之ヲ互選ス

編輯補ハ合員 1:1:1ヨリ思事合之ヲ指名ス

書記ハ理事合之ヲ任命シ有給卜矯スコ卜ヲ得

第十五篠 本曾ハ調査研究ノ必要ニ熔ジ例曾ノ決議ニ依リ各

部ノ委員曾ヲ設ケ各部ニ委員長一名委員若干名ヲ世

ク

委員長及委員ハ合員中ヨリ理事合之ヲ指名シ委員

長ハ首該委員ノ互選 トス

型E事合ハ特殊事項ニ|刻シ合員外ノ専門家ヲ|賜託委

員ト矯ス コトヲ得

第十六僚 委員長ハ也・該委員合ヲ代表シ委員長事故アルトキ

/、首該委員合ノ決議ニ依リ委員其職務ヲ代旦11.ス

委員合ノ経過ハ例合ニ於テ之ヲ報告ス

委員合ノ調査研究報告ハ例合ノ決議ヲ経テ本合ノ

名ヲ以テ之ヲ波表ス倒シ緊急事項ニ付♂テハ埋事合ノ

承認ヲ経テ'出'該委員合ノ名ヲ以テスルコトヲ得

第十七i傑 本合ハ毎月一回合員ヲ召集シ例曾ヲ閲キ重要事項

ヲ審議シ報告台、談話合、討論曾文ハ講演舎ヲ催ス



但理事曾ハ必要卜認ムルトキ臨H寺之ヲ開催スルコト

ヲ得

例合ニ於ケル議案其他ノ事項ハ理事合之ヲ合員ニ

報告ス但緊急事項ニ付テハ此限ニ在ラス

第十八{傑 本曾ハ春秋二季大台ヲ事行ス

第十九線 本合ノ行フ事業左ノ知シ

建築ニ閥スル諸般事項ノ調査研究

一 調査研究報告ノ務表

ニ 建築ニ闘スル重要事項ノ議決

四 決議事項ノ賀行促進

五台誌ノZE刊
六 建築ニ闘スル回書ノ刊行

七 建築ニ閥スル講演合ノ開催

八 建築ニ|翻スル展覧合ノ公開

九建築ニ閥スル観察

十 建築ニ閥スル有志者ノ親l陸合

十一 理想的建築ノ百|・世

十二 其他建築ニ闘スル有盆ナル事項

第二十篠 合員ハ合資年額金拾武田ヲ本合ニ燐出ス但例舎ニ

出席シ難キ地方ニ在ル合員ノ合資ハ半額トス

一時ニ金百回以上ヲ出ストキハ間後前項ノ合資ヲ

免ル

合員タルノ承認ヲ得タル者ハ入合金五回ヲ本曾ニ

納付スベシ

特別賛助員ハ特別賛助費年額金六回ヲ、普通賛助

員ハ普通賛助費年額金参回ヲ本曾ニ前納スベシ

但六期以内ニ之ヲ分納スルコトヲ得

第二十一線 本合ノ経費ハ合資入曾金寄附金賛f!1J1Jj主t他ノ収
入ヲ以テ支緋ス

本曾ノ財産ハ理事長之ヲ監理ス

第二十二線 本合ノ財産僚機債務及毎月ノ収支ハ主計其計算

者ヲ作リ翌月理事合ニ報告ス

本合ノ財産債機債務及毎年ノ収支ハ理事合其決

算書ヲ作リ翌年一月例舎ニ於テ報告ス

第二十三候 本曾及本則ニ閥スル詳細|ノ事項ハ例曾ノ決議ニ

依リ細則ニ之ヲ定ム

第二十四候 本則ハ例舎ノ決議ニ依リ之ヲ轡更スルコ トヲ得

「建築と社会J大正8年l月号巻頭より転載

創立当時から法人組織となるまでは、任意団体としての会則で、施行、

必要に応じ例会、大会等で会則を改正-変更した。

1926年10月、社団法人の認可と同時に定款を作成し、以来、 総会に

おいて会費、事務所の移転、役員選挙方法等が改正されている。1947

年、戦後の社会情勢に即応するように全而的に検討を加え変見ーした定

款は、 3岡の定款一部変E症を重ねて、現行の定款につながる。

l祉圏法人 日本建築協富定款
( 11円相22年12F1 5 日 定款変更認可閃IIT~f施)

第 l章総 則

第 1(1革 本舎は、建築|姻係各部門の連繋協力によって、建築

に|刻する皐術、技襲、事業の進歩務達を圃ると共に、

建築を通じ吹く枇舎に貢献することを目的とする。

第2(1傑 本舎は、枇固法人日本建築協舎と稿する。

英文ではTheArchitectural Associ拍onof japanとす

る。

第3線 本舎の主たる事務所は、これを大阪市に置き、なお

必要に豚じ各地に支部を置くことができる。

Zたる事務所の位置の轡更、並びに支部の設置、害警
更若しくはj護止については評議員令の議決でこれを定

める。

第4(1傑本舎は、左の事業を行う。

1 .建築|謝係各部門間並びに建築と最l舎との述繋

2.建築関係事業の改善護達に資する意見の決定並び

に表明

3.建築に闘する撃術、技妻、胞策の研究、調査及び

枇曾指導並びに一般啓蒙

4 建築|謝係各部門の振興に資する胞設並びに営造物

の設置及び管理

5.建築に|捕する証明、鑑定、 仲介、斡旋又はNliilt、
検定試験の執行及び資格の認定

6.合員の向上及び相互の親睦に附する諸施設並びに

曾合

7.曾報、雑誌、 |蓋l沓及び印刷物のFlI行並びに護資
8.その他本舎の目的を達するに必要な事業

第5(1底 本舎の事業壬|三度は、毎年四月一円に始まり翌年三月

三十一日に終る。

第6(1革 本舎の公告は、合報又は官報若しくは線舎の議決で

指定した日刊新聞に掲げてこれをする。

第7(1傑 本定款の施行に必要な事項は、利11則でこれを定める。

紺l則は、評議員舎の議決でこれを定める。

第2章曾員

第8(1集 合員は、正合員及び准曾員の二種とし、正合員を以

て民法上の枇員とする。

第9(1集 正合員は、次の各放の何れかに該笛'するものとする。

1.建築又はこれに|刻係ある職務を有し相笛の王評議又

は経験を有する者

2.建築又はこれに闘係ある業務を管む者又は|副体

第10(1燦 准曾員は建築に趣味を有する者、若しくは建築文は

これに関係ある拶科を専攻する撃生、生徒とする。

第11(1保 正合員で次の各競のいづれかに該~~.する者は、総合

の議決でこれを名審正曾員に推壊することができる。

1.事識名望がある者又は本舎に封する功績額著な者

2.三十年以上正禽員であって年齢六十五を超えた者
第12(1集 令員となるには、刺11則の定める所によって入合申込
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書に入合金を添へて木合に提出し、理事舎の承認を経

なければーならなL、。

合員が退曾するには、合資を完納して本舎にその旨

を厨出なければならない。

第13(1傑倉員の氏名は、これを合員名簿に登録し、舎員の機

利義務は、名簿登録をした日から生ずる。

合員の権利は、一身に専属しこれを他人に移縛する

ことができなL、。m.し、第 9(1傑第2践による正合員で、
本舎の承認を経た場合はこの限りでない。

第14線 第9(1傑第2披による正曾員は、制11則の定むるところ

に従って、本舎の承認を経て合員を指名することがで

きる。

前項により指名せられた合員は、これを正曾員とみ

なす。

第15(1政 曾員は、 細員1)の定めるところにより、合質・1口以上

を前納しなければならなL、。但し、名器正倉員及び育ij

i傑により指名せられた合員は、この限りでなL、。

第16線 合員が合質・を滞納した場合には、その期間中合員権

の行使を停止されることがある。但し、この場合合員

は、既往の債務を免れることができない。

第17修 曾員で次の各鋭のいづれかに該賞する者は、評議員

舎の議決でこれを除名することができる。但し、第3

鋭の場合に限り旦rr~)}舎の議決を以て 、 こ れに代へるこ

とができる。

1 .本舎の秩序を乱し又は本定款若しくは紺|則に述反

する行筋があると認めた者

2.本舎の名容を汚加する行筋があると認めた者

3.曾賞・の滞納が4ヶF)に及びなを督促にl怒じない者

第18(1傑 退曾又は除名によって合員資格を失った者は、 如何

なる理由によっても脱納の舎費又は物件の返還その他

本舎の財産に到する一切の請求権を失う。但し、本合

に約する債務はこれを免れることができない。

第3主主 役員、顧問及び参9~

第19(1阪本曾に左の役員を世く 。

合長 11， 

副曾長 2名以上

理事 161円以 |二

支部長 若干名

監事 2名以上

評議員 若干名

曾長、副曾長、.E!l1')):及び支部長を以て、民法上の到I

司王とする。

第20(1廃 除事及び評議員は綿舎で、合長、 副合長及び埋事は

評議員舎で、 正合員巾からこれを選任する。

支部長は、支部規科により、支部所属正合員の互選

によって選任する。

第21(1傑 役員の任期は二年とし、選任年度の次期の事業年1度
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初からこれを起算する。但し、評議員の任期は、選任

年度の二月からこれを起算する。

合長、支部長、及び常務理事を除く役員は、毎年そ

の字数を改選する。

役員に欠員を生じたときは、遅滞なくこれを補選す

る。但し、第19僚の定数を欠かず、評議員舎でその必

要がないと認めたときは、この限りでない。

補選に依る役員の任期は、前任者の残期間とする。

第22候曾長は、曾務を純血!し、本舎を代表し、総合及び息!

~jJ舎の議長となる 。

副舎長は、令長を補佐し、舎長事故あるときは、そ

の職務を代理する。

第23 (1傑合長、副舎長、耳Il.!l~及び支部長は、埋事舎を組織し

て合務を執行する。

理事舎の議事は、 出席者の過半数で、これを決し、 可

否開放の場合には、議長の決すると ころによる。

理事舎に出席できない者は、書而で議決に参加し又

は他の出席者に委任して、議決権を行使することを妨

げない。

第24修 理事合は、理事中から又は理事以外の者から、常務

理事若干名を選任することができる。

理事以外から選任された常務理事は、これを第19(1慌

による理事とする。但しこの場合には選任後評議員合

の承認を得なければならない。

常務理事は、合長、国1)合長を補佐し、常時曾務を!是

理し、 t1長、話1)曾長事故あるときは、その職務を代耳目

する。

第25僚 支部長は、支部を代表し、支部の曾務を執行する。

第26僚 監事は、常時台務及び財産の:1犬況を盟主査し、特別の

事由ある時{立、組合又は評議員食を招集することがで

きる。

院事は、足Il事舎に n l， 1ìi~ して語、見を述べることができ

る。

但し、議決にJJlJはることはできない。

第27(1傑 評議員は、評議員舎を組織し重要合務を議決する。

第2811傑 本舎に、名器顧問、 顧問及び参輿各若干名を世くこ

とができる。

1.名塁手顧問は、木舎の事業遂行に、其の協力を求め

るため理事合の推薦した者。

2.顧問は、建築に|剣係ある撃識経験者であって、理

事舎の推!駕により総合の議決を経た者。

顧問は、曾務の重要事項について、曾長の諮問に

鰹じ、又は意見を拠出する。

3.参輿は合員rドから』盟事舎で推薦委l麟した者。

参!li{は、舎務に就て思!事舎の諮問にj怒じ、又は意

見を提出する。

参輿の任期ー|については第21条の規定を準用する。

顧問及び参輿は、役員に就任したときは、その位附



を退くものとする。

第4章合議

第2911集 令議は総合及び評議員舎の二種とし、更に総合を、

通常総合及び臨時総合の二種に分ける。

合識は、曾長これを招集する。

合議の議事録は、議事の経過の要領及びAの結果を

記載し、総合の場合は議長及び出席正合員二名、評議

員舎の場合は議長及び出席評議員二名の署名を得て保

存しなければならない。但し、書面表決のときは議長

の署名で足りる。

第3011康 総合は正曾員を以て組織する。

総合に於ける正曾員の表決権は、合費一口につき一

個とする。但し、合員一名の口敏が、線、正合貝の口敏

のm;拾分のーを超えるときは、その超過分には表決権

はない。

第31線 通常総合は、毎年 l回1月これを開く 。

臨時総合は、評議員合文は曾長が必要と認めたとき、

若しくは正合員百名以上から、合識の目的事項を示し

て要求があったとき、これを招集する。

第3211傑 総合を招集するには、曾日から 1週間前に、合議の

目的事項、日u寺及び場所を示して、書面文は公告によ
って正合員に通知を援しなければならない。但し、緊

急の必要ある場合又は再度招集の場合は、この期間を

短縮することができる。

第33修 正合員は、正舎員10名以上の賛成を得て、総合に議

家を提出することができる。

総合で正曾員が製j識を提出するには、 出席者の二十

分の一以上の賛成がなければならない。

前項の動議による議決事項は、次の総合で承認を経

なければならない。

第34線 総合の議事は、特別の場合を除き、出席者の過宇蚊

でこれを決し、可否間放の場合には議長の決するとこ

ろによる。

臨H寺線舎は、合議によらないで書面表決によること

ができる。この場合合長は、その結果を遅滞なく公告

文は沓面によって、正合員に報告しなければならない。

設而表決は、議決と問ーの効力を有する。

第35候 次の事項については、組合の議決を経なければなら

ない。

l.定款の襲警更

2.重要な財産又は基金のpg分
3.本舎の解散及び消r.r

4. I1女支予算及び決算

前項第4腕の予算で、評議員舎の議決を経たものに

ついては、理事曾は総合の議決がないときでも、原案

を執行することができる。但し、この場合には次の総

合に於て、承認を求めなければならなL、

総合は、曾議の延期又は網行を議決することができる。

この場合には、第3211療の規定を適用しない。

第3611傑 前線第 l項第 l披乃至第3鋭に闘する議事について

は、総正合員の二十分の一以上が出席し、線表決権の

二十分の一以上を行使し、 三分の二以上の多数による

議決を必要とする。

出席者が前項の定足数に達しないときには、出席者

の表決権の過字数で、仮決議をすることができる。こ

の湯合には、遅滞なく再度線、舎を招集して、出席者の

表決権の過宇数で仮決議の認否を決する。

第3711康総合に出席しない正合員は、書面で表決をし、又は

他の出席正合員をその代理人とすることができる。

第38候 評議員舎は、毎年三月及び十一月に定時合議を開き、

なお合長若しくは理事舎が必要と認めたとき、又は評

議員十名以上から、合議の目的事項を示して要求のあ

ったとき|臨H寺曾議を開く 。

第3911傑 評議員舎に議案を提出するには、正曾員は評議員 5

名以上の、評議員は評議員二名以上の賛成を得て、こ

れをすることができる。

第4011傑 評議員舎の招集及び議決に就ては、総合の規定を準

閉する。

評議員舎の議長は、評議員のE選とし、その任期は
一年とする。

評議員舎は、総評議員の三分の一以上出席しなけれ

ば議決を行ふことができない。

第4111集 本舎は、その目的遂行のため、都合及び委員合を世
くことができる。

第5章 資産及び合計

第4211集本舎に基金を置く 。

基金は、これに指定せられた寄附金、その他評議員

舎でこれに編入の議決を行ったものを、これに?金てる。

第43篠 本舎の財産は曾長がこれを管理する。但し、管理方

法に就て評議員舎が議決をしたときは、これに従う。

本舎の財産文は牧入は、之を合員に分配することが

できない

第4411傑 本舎の経費は、舎費、基金牧入文は事業J炊入、寄附

金、補助金その他の牧入で、これを支排する。

第45線 財産目録及貸借釣~~;&ーは、毎事業年度末現在により、

これを調製する。前年度の牧支決算、財産目録、貸借

封!:!~!表及び事業報告書は、毎年六月迄に常務理事又は

t位協'理事がこれを調製し、理事舎の議決を経て、監事
に提出しなければならない。

監事は、前項の書類を受型したときは、これを敗査

し意見を附して、総合及び評議員舎に報告しなければ

ならない。

第6章 解散及び清算
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第4611傑 本舎の解散は、総合の議決による。

第m傑清算人は、総合でこれを選任する。
清算人は、就任の日から六月以内に清算及び財産廃

分の方法を定めて、組合に提出しなければならない。

附則

本定款は、民法第38僚による認可の日から、これを

施行する。

従前の定款による正合員、維持曾員及賛助倉員は、

本定款による正曾員とし、名誉正曾員及び准曾員は、

夫々本定款による名砦正合員及び准曾員とする。

従前の定款による名誉賛助合員は、 これを!哀し、終

身賛助曾員はそのま〉とする。

従前の定款による役員は、本定款による役員の就任

と同時にその任期を終了するものとする、 但し、その

以前に任期満了する者は、新役員の就任までその任期

を延長する。

本定款により最初に選任せられた役員中、 舎長、支

部長及び常務理事を除く役員の各宇放の任期はこれを

一年とし、その人選は互選でこれを決める。

事業年度は、 昭平[1二十二年度に限って、 これを昭和

二十三年三月三十一日まで延長する。

「建築と相会」昭和22年6・7.8月号より転戦

枇園法人 日本建築協曾細則
(1昭和22年II円201，1紺IfIIl変史決議、同年12月5日実純)

第 l章支部

第 111塚 曾員百名以上居住する地方では、支部を設置するこ

とができる 。 支部を設置するには、 li~起人を定め、 地

域を指定し、支部規程案及び賛成曾員名簿を添付して、

本舎に支部設置の要求をしなければならない。

第211傑 支部地域内に居住する合員は、その支部に属するも

のとする。但し、合員からこれと異なる申出あるとき

にはこオ'l.1こi危う。

第311康 支部の曾務は、その支部規程によってこれを執行す

る。

支部規程及びその轡更は、支部総曾の議決でこれを

定め、理事舎の承認を経てその効力を生ずる。

第411傑 支部規程には、支部に閲する次の事項を、記載しな

ければならない。

1 .名栴

2.事務所の所在地

3.地域

4.事業

5.総合及び役員舎に|謝する事項

6.役員の選任及びその権限に閲する事項

7 其他必要な事項

第5僚 支部の経費は、支部交附金、寄附金、支部事業より
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生ずる牧入及びその他の牧入で、これを支排する。

本部は支部に封して、その支部所属曾員の納付した

合資の十分の四以内を、支部交附金として交附する。

但し、特別の場合には理事舎の議決を経て、これを増

額することができる。

第611条 支部の事業年度は、本曾の事業年度に準ずる。

支部は、毎年2月末日迄に次年度の橡算を、 5月末

日迄に前年度の事業並びに決算報告書を、本舎に提出

し、理事舎の承認を経なければならなL、。

第2章 合員及び曾費

第7fi傑 正曾員として入食するには、 正合員 l名を紹介者と

し、所定の入合申込書に入曾金武拾画を添えて、本曾

に提出しなければならない。

但し、定款第 911集第2項による正曾員は、入曾金を

必要としない。

事生生徒で准倉員として入曾するには、前項の入曾

金を金拾固とする。但し、首該皐校の在等証明書を提

出しなければならない。

第811傑 合員種別の轡更を希望する曾員は、所定の鱒絡申込

書を本舎に提出しなければならない。但し筆生生徒で

ある准曾員は、首該撃校卒業と同H寺に、正曾員に縛格

するものとする。

第911傑 定款;第1411傑により指名せられる倉員の数は、指名者

を含み舎費口数と同数以内とする。但し、曾員一名の

口敏が総正曾員数の二十分のーを超えるときは、その

超過分に封しては指名することができなL、
第10修 一口の曾貨は、次の通りとし、これを年三回以内に

分4仰することができる。

1 .正舎員 定款第 911*第l放による者

年額金百武拾回

但し、遠隔の地でEつ支部のない地方の正合員は

前記のイ分の八とする。

定款;第 911塚第2披による者

年額金参百回

2.准曾員 年額金六拾回

事業年度の中途で入曾又は特格した者の舎費は月割

計算とする。

合員に特別の事情が生じたときは、産E事舎の議決に

よって、その期間中の舎費の減免、又はその他の措置

をすることができる。

第3主主 役員及び選翠

第11線 高IJ合長、常務理事、理事及び監事の定数は、次の通

りとする。

副曾長 2名、 常務理事 l名

理事 28名、 監事 2名

第12降 評議員は、次の通り選出する。



l.支部に属せぬ地域の正合員は、その地域の正曾員 編集(十名)雑誌其他の編集、出版

の表決機百個文はその端!放毎に 2名の評議員を、終 第15線本舎の事務を!選理する局、事務局を置く 。
合で互選する。 事務局に局長 l名を置き、常務理事を以てこれに充
2.支部に属する正合員は、その支部所属正合員の表 て、事務局を統轄せしめる。

決機百個又はその端!数毎に2名の評議員を、支部総 事務局には、書記長及び職員若干名を置く 。その任

舎で互選する。 兎並びに事務局長以下の給輿は、理事曾でこれを定め

評議員の数は、毎年十月末日現在の正合員表決機の る。

数に感じ、評議員舎でこれを定める。 第1611傑 本舎は、合報並びに雑誌 「建築と社曾jを務行する。
第13候選拶は、合長、副合長及び監事は単記、理事及び評 第17修事務局規程、部曾並びに委員合規程、その他定款及
議員は選恕する数の半数速記を以て、所定の投票用紙 び本紛l則施行に必要な規程は、理事舎で別にこれを定
を用ひいづれも無記名投票で、これを行う。

投票による選恕で、得票同数の者二名以 tあるとき
は、年長者を以て上位者とする。

める。

11付員IJ

第4章 舎務及び事務
定款第911塚第2放による正合員の一口の合資は昭和l

二十三年三月三十一日までは年額武百回のl!ilJとする。
第1411傑 思Iit~は、互選に依って左の如く分ち曾務を分掌する 。

主記(十三名)事業並びに曾務一般

主計(五名)合計

「建築と社会」昭和22ilo6・7・8月号より転戦
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編料資

l役員名簿
-歴代会長・ 副 会長・ 理事・常務 ・監事等

年度 理事長 ・会長 (刷会頭)副会長 理事 常 務 i也 事

1917 片岡 安(初代型事長) 理事 武間 五一 池田 rr お聖子1I:l:-.郎 ，Fd1Lミ， 兵蔵

1918 |司 池田 Tl' 野村 一郎 武間五一 I I ，'，::j 11印 波江 悌失

松本 属象 瀬戸文吾

1919 問 ，刀三之J 兵政 野村 一郎 設楽貞雄 円高 l作 舟橋 喜一

松本属象

1920 府l c刀主三Jミ 兵蔵 池田 'l'r 設楽貞Mt 古井 長七 舟橋 喜一

t:5野壮一郎

1921 片岡 安一(刷会頭) 池田 T1' 小笠原鈎 瀬戸文吾 古井長七 i波江悌夫

おー!1'f1l:l:一氏II(鹿市長) 葛野II士一郎 平井 三郎 松本属象 横i貧 勉 吉木 久吉

※会lIll改正により、理事の任期は2年とされ、里ll'lq是は従来どおり l年とした。

1922 同 竹腰 l建造 小笠原釘 瀬戸文吾 内政太郎 舟橋 喜一

横I貧 勉 総本 局象 野呂長凶郎 中i1!i 甚作 横i賓 勉 吉木 久吉

1923 同 竹I1要 l建造 内藤太郎 ;}¥1稲 盛一 野内長凶f41 中西甚作

闘部i文Mt 宮本長治 佐藤彰美 宮本金 七 池田 rr 
池田 rr 本凹 登 設楽貞雄

1924 同 約11要 f建造 伊藤正文 問中 綱 ( 'I'r翠誠一郎) 中村琢治郎

総本局象 本田 一郎 佐藤彰美 池間 rr 本国 登
前l 設楽貞雄 今林彦太郎 谷口 !泉児

1925 同 ，刀せzミ， 兵蔵 渋谷五郎 伊藤 正文 田中 綱 岡部文雄 吉井 長七

総本属象 (日IJ会頭) 総本局象 古塚 正治 松本儀八 光安梶之助 和田貞治郎

1926 同 ，刀三ェ之， 兵蔵 渋谷五郎 小川安一郎 須川廉太郎 池田谷久吉 酒井勇ニ郎

岡部 文雄 741塚 正治 八木幸次郎 光安梶之助 利l問貞治郎

1927 片岡 安 ，刀三ョミ 兵蔵 常務 Fド;)]' 誠一 M室 重光 坂口芳三郎 吉井 長七 池田谷久吉

(初代会長) 日高 IW! 徳政 金需 野呂長四郎 八木幸次郎 谷 民放

(iiilJ会長) 監事 横i貿 勉 松本属象

1928 同 ，，dR z， 兵蔵 常務 坪井 誠一 活i英之助 阿部顕則 ，~;)1 長 ヒ 被江 悌夫

野村 一郎 本1m 乙ì~・ 機j貧 勉 八木幸次郎 木村 究ー 和田貞治郎

般事 池田 rr 松本属象
1929 IPJ ，刀'"ミ 兵蔵 常務 t平井 誠一 山脇友三郎 阿部顕!'{IJ ，'1J1・長 ヒ 被江悌夫

日目玉 IW 徳政金百 古字国費 池田谷久吉 本11¥1 乙彦 酒井勇三郎

盟主事 池口一| T1' 横漬 勉

1930 府l e刀全ニ、， 兵蔵 常務 刈Zチl'i誠一 松本 儀八 岡部顕WJ 古JI' 長 ヒ 小川 陽吉

古宇III賛 篠原太郎 111脇友三郎 木村 寛一 本間乙彦 高精 栄治

監事 池EEI 負z 樹液 勉

1931 !日l |ヨZZ5 !昨 常務 阪弁 米古 松本儀八 阿部顕則 小川安一郎 小川 陽吉

市宇131貫一 徳政 金百 大原芳知 小西 一良 本1m 乙彦 高橋 栄治

村野 if，長吾 森本 il，長吉

獄事 iiX江 怖i夫 光安梶之助

1932 問 池田 1'f 1お手元 伊東宗太郎 中山栄太郎 阿部顕則 十公)1消之助 小川 陽吉

武田 五一 柏田 t，'1 大原芳知 鳥井 信 富士岡重一 高橋栄治

H干子 正 森本 藤吉

監事 小笠原釧 津田 敏雄

1933 前l 池口| rr 常務 坂1-1芳三郎 内藤良雄 w野貞三 消 失之助 清水 栄二

竹11妥 他造 八木娘二 今林彦太郎 鳥井 '~~íて1:問重一 高橋 栄治

'1'村 義雄 抑{回猷太郎

'ii~~J:~ 'c~(政 金者 松室重光

1934 |司 必出flU:一郎 持I務 井上 初蔵 中津誠一郎 鈴木 末尾 illi 英之助 清水 栄二

松室重光 J1I1I1，長普71i 今林彦太郎 秋田喜代治 新名 有1犬 高橋 栄治

年f嫁鉛古 渡部圭吾

獄事 1.;~士|瑚重一 阿部顕則
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年度 会長 副会長 常務 監事

1935 片岡 '9，.' 武田五一 常務 oト緩和夫 中津誠一郎 池田宮彦 ~tJ宣自民之介 r~l水栄二
松井口太郎 山田 良軍事 伊東宗太郎 ♀? 隆夫 新名積夫 岡田孝男

保田l虎太郎 三浦 ~íÍ史

』臣EEL-司-まJ liYa部顕則 渋谷五郎

1936 情l 設楽貞雄 常務 j反口芳二郎 <1:'潔誠一郎 新名種夫 北町ti~之介 消水栄二

安井武k1~ ぬ悶 良馨 内藤亮一 中西六J'lII 加EfI 安彦 作rl'，JLI出生
本多正道 淑口甚吉 三浦尚史

監事 津間敏雄 松本属象

1937 同 竹)1皇陛造 常務 井上福蔵 中滞誠一郎 新名種夫 小川 陽吉 消水栄二

松本局象 担問，口甚吉 伊藤正文 中西六郎 加問 安彦 中村義雄

樋口辰太郎 吉l王l信武
監事 富士間重一 渡部圭吾

1938 同 竹JJ要 (建造 常務 ;):1:上福蔵 伊藤柄l夫 鈴木 一幸 必ヂ1・h'l之助 八木悠一
中滞誠一郎 場口甚吉 伊藤正文 三浦 茂 中西六郎 山手町f苔

随口辰太郎 吉田信武

監事 お!i水栄二 古島ま 正治

1939 |司 竹l限 (位進 常務 桐本 楠~E 久保田積吉 新名積夫 石川 11，三 亀井幸次郎

中津誠一郎 明日甚吉 {半野貞三 松井深j之助 棚続 舌11;1古L 黒田 i支
三浦 茂 敷中 一良

監事 松本儀八 山脇友三郎

1940 同 坂 ，WMi 常務 伊藤正文 北垣熊之介 玉↑白笠次郎 岩尾 i呆衛 {弘弁幸次郎

今林J孝太郎 政間 基次 桐本楠維 米倉威夫 棚橋 元京 北川 正弥

三浦 茂 薮中 一良

監事 井上福蔵 鈴木 一幸

1941 |訂l 井上新二 常務 池田宮彦 北垣熊之介 玉置笠次郎 芝UJ 知重 大下)1民三郎

今林彦太郎 政岡 基次 桐本楠~f. 岡田孝男 中西六郎 松久保敬三

小林 nーぽ.， 薮中 一良

監事 松井治之助 鈴木 一幸

1942 同 竹股健造 常務 伊藤 和夫 務ii凹直一 佐藤正次郎 小林 三造 大下)1国三郎

井上新二 手fJ凹貞治郎 桐本楠m 西沢藤生 中西六郎 松久保敬三

小林 消 桜中 一良

監事 池E日 富彦 鈴木 一幸

1943 同 竹JJ要 他造 常務 伊藤 利夫 ~rrl田直一 佐藤正次郎 小林 ニ造 大下)1頂ニ郎

松本儀八 松久保敬三 桐本楠雅 西沢藤生 中西六郎 繍井 啓治

小林 ~i 獄中一良

監事 池閉 宮彦 鈴木 一幸

1944 同 竹l阪他造 常務 景山 正l列 佐藤正次郎 中凶 六郎 府:J:I・啓治 厳'=1=' 一郎

松本儀八 日生阪姶治則i 松久保敬三 三浦 茂

盟主事 池田宮彦 松井消之助

1945 同 竹股健造 常務 厳中 一良 中西六郎 岩尾保徳i 佐藤正次郎 & 
松本儀八 松久保敬三 藤阪捨治郎 伊藤和夫 中野順次郎 大下)1国三郎

矢田 鉄蔵

監事 池田富彦 松井消之助

1946 片岡 安 松本儀八 常務 蓄基':1:'一良 中西六郎 相}井敏克 長尾消ー 尾崎久助

竹腰 1建造 池田 宮彦 三浦 茂 日華阪捨治郎 矢田鉄蔵 中野)1民次郎 生田五郎

(第2代) 中島喜平 松久保敬三

監事 宮j協 l晴美 鈴木末尾

1947 同 銭高直li之 常務 浅海治平 尾崎久助 木村党ー 鴻池藤一 志垣正次

中西六郎 須賀盛治郎 東1:II1謙三 中山富造 長尾消ー 藤木正一

松村 雄吉 元吉勇太郎 獄中 一良 岩)4t， j呆h;lr 大林芳郎
権問 藤J'lII 佐竹 則若者 菅谷 三郎 11，長阪姶治郎 増井敏克
生回 五郎 石川純郎 栗原信虎 城口 f色吉 竹中 錬ー

中野順次郎 野沢幸三郎 西山 タfJ三

監事 大村己代治 妹尾 一夫 1常務理事西川 総一
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資料編

年度 会長 副会長 常務 理事 監事

1948 竹JI要 1建造 銭両首11之 常務 浅海洋ド|ι 尾崎久助 木村党ー i府池 I1喜一 志垣正次

井上新二 ~iX l二1 (む717 東畑l謙三 池田迷ki~ 大林芳郎 j熊木 正一

松村雄吉 須賀豊治郎 薮中 一良 鈴木 一幸 辻徳三郎

羽!点 ~~(jlfï 佐竹則事者 菅谷 三郎 竹中錬ー 中野順次郎

青木友一 森 ，同じヨ、一一 栗原信虎 総久保敬三 恒岡俊行

岩尾 1泉市i 貯中 !Ill)市 西山知三

監事 大村己代治 妹尾 一夫 常務型車ri 西川 総ー

1949 |司 :11'上新二 理事 浅海治平 尼崎久助 木村党一 湖池 11，長一 大下)1頃三郎

大林芳郎 銭高賞11之 -*両日 謙三 池田迷雄 JJt¥ 耕作 藤木正一

』il村 kJt占 *11京徳衛 総j甫勇太郎 鈴木 一幸 辻徳三良)l

小川 正 1主竹 WI議 菅谷 三氏11 竹"1'錬ー 中野順次郎

長尾打'i- 11' 秀雄 栗原 If'; I}(. 森 ，'，也1:1、ー- 大西幸七

星 !災文 西山 タp三 青木友一

監事 妹尾 一犬 古田安三郎 常務理事大和栄衛

1950 |司 井上新二 理!事 i菱沼猪之t片 尾崎久助 桐本楠雅 鴻池藤一 大下)1頂二郎

大林芳郎 銭高 mji之 白石 ti!i三 岡野由太郎 JJ~ 耕作 藤木正一

松村縦古 小林 ft'i 松浦勇太郎 山田文次 小JII 正

佐竹 !1IJ務 山本竜太郎 竹中 毒u一 高稲成夫 海崎喜美春

i半 秀Mi 架原信虎 日垣太市郎 星 1負文 吉田安三郎

i活ik 点弓
~~i とi'lJ 必久保敬三 M、尾 一夫 常務旦rr事大和栄衛

1951 同 束力H謙三 JllitjC 柿|本梢~H 吉田安三郎 中野)1閥次郎 松村 MI古 鈴木 幸

大林 芳郎 山|壬! 文次 IJ tg太市郎 小林 i1'f 池LlI迷kil 日野 JI持好

銭両首qi之 山本屯太郎 斉藤光夫 Il-h稿 !足犬 岡田 孝男

i鴨池 m長一 竹中錬ー 佐竹 Hリ翁 I十l 長古 1半 潟、

淀沢 !liJ 谷口尚武 浅沼猪之古 藤本 正一 浅海治平

闘野l主l太郎 1'=1石 陣三

監事 松久保敬三 山色励二 常務JlJ1TJ~ 大和 栄衛

1952 |日l 東畑謙三 里R事 伊東五郎 政問基次 中野順次郎 総村総古 鈴木一幸

大林芳郎 須賀.t1治郎 111本武雄 尾崎久助 池LU 迷!ji 日野 )1刺子

S定!匂出]i之 梨!京信，;'i!. 斉藤光犬 11f木友一 竹内 孝

岡田孝ヲ1 鴻池政一 竹中 島~一 {生I1車 太 南 長吉

If t型{ "1"村 綱 谷口尚武 i韮 i(J~行之占 藤木 正一

浅海治ミ1ι 村日l経政 大倉 三郎

監王将 古凹女三郎 山色励二 常務州事大和栄術

1953 |司 -*対H iU~三 理事 fT木 }x.一 浅沼猪之吉 伊東五郎 上 I}~ τI~治 尾崎久助

大林芳郎 架)原信此 担11池藤一 銭高輝之 竹中 $JIi- 中野順次郎

日生木 iE- LLI 内泌兵衛 岩崎甚太郎 小匁~ ff.g 佐藤 太

竹内 づ炉r 11' 秀雄 政岡基次 村山 経政 浅海治平

大倉 三郎 小泉 昇 越田正11費 須賀12治郎 中村 綱

松本I雄吉 山本武雄 尾他消凶J!IIl

監事 吉凹安三郎 田辺 信 常務耳.J1 ~JJ 大和栄i桁

1954 lnl 大林芳郎 理事 東州1 ~~~三 尾崎久助 竹内 成夫 対i辺鍛太郎 波江貞夫

伊東五郎 越刷 JEII持 !ち(.(1Ì'J~i凶郎 岩崎甚太郎 rl'野順次郎 小泉 昇

鴻池 II事ー 浅沼』吉之吉 松村雄吉 銭 rf~ :t!Ji之 竹中錬ー

il金木正一 小栗質吾 柴原信虎 佐I1長 太 浅海治平

須賀位治郎 上回圭治 w 秀雄 小早川美武 佐村木 実

青木 友一 山内必兵衛

監事 [11辺 ':1'湾誠一郎 常務思!事大手n栄術

1955 |司 fJf-* 丘ftll FcI.!王rc -*畑謙三 !正崎久助 竹内 成犬 il!iiLl鎖太郎 波江貞夫

i河j池 jf長一 .li'!'IJ十敏克 駒 敬二. 菅凹 ill重 .fl'liJG 義1:1: 藤原 工ラ

浅沼猪之117 松村雄吉 銭高高F之 竹 '.1' 島~一 藤木 正一

小梨 ff，岳 大林芳郎 栗原信虎 fl~11長 λ: 浅海治平

須賀笠治DJl 山|卦文次 南 長吉 小11-'.川美武 佐村木実

鈴木消r!i 宮節] 克二 高丘治季

院司王 中津誠一郎 事t尾九郎 1詰務}~ TfÇ 手島政男
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年度 会長 副会長 理事 監事他

1956 竹腰健造 東知| 謙二 理事 伊東五郎 尾崎久助 竹内成夫 佐野正一 鷲尾悦ニ

ポ!池 j康一 増井敏克 新日 敬三 管問 ~重 機尾義1'.t 浅沼猪之吉

松村雄吉 銭高輝之 竹 I~" 事~ー 藤木正一 小栗 'tt吾

大林芳郎 架原信虎 佐11，告 太 i浅海治平 石田 怒二

山田 文次 南 長吉 背木友一 向井保U~I 鈴木 yi'i市

宮飼克二

盟主事 鷲尾九郎 中西六郎 常務理事手島政男

1957 |司 東畑謙三 理事 伊東五郎 尾崎久助 竹内成夫 佐野' 正一 鷲尾健三

i府池藤一 桐本楠~í 高橋腿夫 岩崎甚太郎 布施忠吉l 諌早信夫

浅沼猪之官 松村雄吉 銭高郷之 竹中錬ー 藤木正一

小栗賛否 大林芳郎 栗原信虎 佐藤 太 山本竜太郎

石田慾二 浅野重太郎 内問成之 青木友一 向井保附

室谷 山水 吉田信武 井手正雄

監事 中西 六郎 山邑励二 常務理事手島政男

1958 尾崎久助 -*刈l謙二 埋:llj: 伊東五郎 ili[東義方 深尾実郎 塚本猛次 奥島正一
(第3代) 鴻池藤一 桐本楠~f 高橋慶夫 岩崎陸太郎 才打litli Jg司 諌早信夫

浅沼猪之吉 松村雄吉 銭高腕之 竹中錬ー 藤木正一

小架賛否 大林芳郎 栗原信虎 佐藤 太 山本竜太郎

菅野 栄 浅野重太郎 内田成之 青木友一 向井保11，'1
室谷山水 吉田信武 井手正雄

~~ii司王 山邑励二 宮!協晴美 常務理事手島政男

1959 同 "*畑1謙三 理事 伊東五郎 河東義方 深!老実肉1 塚本猛次 奥島正一
鴻池 !除ー 越閲 iEJ隣 小林 清周 岩崎甚太郎 問中良太郎 諌早信夫

i浅ì~i猪之吉 松村維吉 銭高郷之 竹中鉢ー j藤木正一

小栗賛否 大林芳郎 架原信虎 佐藤 太 山本竜太郎

菅野 栄 知見義夫 菅谷 三郎 背木友一 向井 1呆II~I

金光五郎 設楽貞三 佐々木米太郎

監事 宮l協 III'i'美 田辺 信 常務理事手島政男

1960 同 "*畑11 謙二 理事 設楽貞二 佐#木米太郎 金光五郎 越田正勝 鴻池藤一

十111池藤一 村石秋古 桐本楠雅 宮!協 H官美 森 宏、一 浦辺鋲太郎

上林防雄 小林清周 岩崎甚太郎 田中良太郎 諌早信夫

浅沼猪之吉 松村雄吉 銭高郷之 竹中錬ー 藤木正一

小栗 u吾 大林芳郎 梶本秀尾 佐藤 太 山本竜太郎

柴l王l文三 知l見義夫 菅谷 三郎 青木友一

監事 田辺 伊東五郎 常務理事手島政男

1961 同 "*対日l謙三 理事 桐本楠!f1主 菅 陸二 森 Ji!)、一 評11辺銀太郎 上林博雄

竹中錬ー 恒岡俊行 岩崎甚太郎 滝本義一 鴻池藤一 浅沼猪之古

松村雄吉 銭高輝之 大林芳郎 藤木正一 城戸七太郎

梶本秀尾 佐藤 太 山本竜太郎 柴聞文三 仙回 四郎

平山 京平 村石秋吉 諌早信夫 中原 茂 金光五郎

鳥国 家弘 市川 進男

民主司王 伊東五郎 111邑励二 常務理事手烏政男

1962 同 東畑謙三 理事 桐本楠!f1~ 浦、辺鍛太郎 '管 陸二 冗舌勇太郎 佐野正一

竹中錬ー 恒岡俊行 中原 茂 岩崎甚太郎 滝本義一 田中弥一

啄本猛次 鴻池藤一 浅沼猪之吉 松村雄吉 銭高声r之 大林芳郎
藤木正一 城戸七太郎 梶本秀尾 佐藤 太 山本竜太郎

須賀盟治郎 仙回四郎 平山 京平 村石秋吉 室谷山水

金光五郎 烏国家弘 池田総一郎

Et事 山邑励二 竹内成夫 常務理事手島政男

1963 同 東知l謙三 埋事 桐本補!f1i 浦辺鍍太郎 菅 陸二 足立 孝 佐野正一

竹中錬ー 恒岡 i変行 岡本 弘 t首井敏克 回中良太郎 橋本忠保

塚本猛次 鴻池 膝ー 浅沼猪之吉 松村縦古 銭高郷之 大林芳郎

藤木正一 白井周二 梶本秀尾 佐藤 太 山本竜太郎

須賀~治氏)1 高須洪一郎 随口 l勝栄 村石秋吉 室谷 山水

横田喜一郎 光安義光 中村金三

監事 福知:1秀夫 稲厄校三 常務理事手島政男一一
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編料資

年度 会長 副会長 理 事 監事{出

1964 東畑謙三 塚本猛次 理事 福知l 秀夫 海上静一 深尾実郎 片山光生 佐野正一

(第4代) 竹中毒~一 恒11司 {変行 岡本 ヲム 増井敏克 田中良太郎 橋本忠保

鷲尾健三 鴻池 藤一 浅沼猪之吉 総村雄官 銭高郷之 大林 ヲj~1

日東木 正一 白井周二 梶本秀尾 菅谷 三郎 山本竜太郎

菅野 栄 高須洪一郎 樋口 l勝栄 村石秋吉 田村史郎

横田碍一郎 光安義光 中村 金三

監事 稲坦 (1交三 中原 i'il; 常務理事手島政男

1965 同 塚本猛次 理事 福地秀夫 海上静一 深尾実郎 片山光生 佐野正一

竹中錬ー 商問康治 政岡基次 J曽井敏克 問中良太郎 岩下久哉

鷲尾健三 鴻池 藤一 浅沼猪之吉 松村 M~古 銭高輝之 大林芳郎

}篠木 1[- 白井周二 梶本秀I~ 菅谷三郎 山本竜太郎

'1~:'1't 栄 il"'i水愛明 吉永義kj~ 村石秋吉 回村史郎

被111M一郎 光安義光 木下 lIi'l三

監事 I:!~I 原 J:定 山邑励二 常務理事福中定三郎

1966 同 塚本猛次 理事 西村 栄一 岡橋作太郎 深尾実印1 長谷川哲之助 佐野正一

竹中錬ー i周回 w治 政岡基次 t首チl'fijj(克 田中良太郎 岩下久哉

鷲尾 健三 鴻池 J僚ー 浅沼猪之吉 松村縦吉 銭高輝之 大林芳郎

j藤木正一 白井周二 梶本秀尾 菅谷三郎 佐藤 太

伴 一郎 消水愛明 吉永義雄 田中政二 安田誠一

横ms一郎 光安義光 木 F lIi'i-

監事 海上 i'下一 山邑励ー 常務理事福中定三郎

1967 |百l 塚本猛次 .flli司王 西村 栄一 問橋作太郎 後I1幸典夫 長谷川哲之助 佐野正一

銭高郷之 橋本忠保 政問基次 中原 1主 長沢徹夫 府内 三郎

鷲尾健三 鴻池 1[，長一 浅沼猪之吉 ti¥村雄宵 大林芳郎 1[，長木正一

白井 Ji'(J二 竹中錬ー 幌本秀尾 菅谷 三郎 佐藤 太

{半 一郎 !毛色消四郎 雨 長士rI 凹中政二 安田誠一

~官 I-EIM一郎 中川 文雄 芳山保厳

敗司王 海上 ，w- 五十嵐芳雄 常務理事福中定三郎

1968 同 塚本猛次 理事 越任l正勝 岡稲作太郎 後藤 典夫 足立 孝 佐野正一

銭高距11之 締本 Jむ保 政岡基次 tド!以 & 石山奇 滋雄 堀内 三郎

鷲尾健三 jfit也 j様ー 浅沼猪之吉 松村雄宵 大林芳郎 竹中事~一

白井 周二 fi¥森英雄 浅海 iE縦 西村庄市 佐藤 太

須賀栄 尾f弘消四郎 再i 長占 問中政二 野田武kjf.

検m;~"一郎 中川 文雄 芳山保蔵

自主事 五 卜)1J芳kj~ 高橋成夫 常務理事福中定三郎

1969 同 塚本猛次 理事 越旧正!憐 岡橋作太郎 後iI幸 典夫 足立 孝 佐野 iE-

fi~村雄吉 橋本忠保 政岡基次 I:~I原 i長 石崎 i滋雄 岩下久哉

鷲尾 健三 府内 三郎 土田光夫 福111，;明生 矢野 12作 山田 義行

刈!池 1[，金一 浅沼猪之吉 銭高声11之 大林芳郎 竹中 事~-

白井周二 松森英雄 浅海 jE!1f 酋村庄市 今元康彦

須賀栄一 石田怒二 本田知l之 問中政二 聖子岡 武雄

ル上浄夫 越智隆l情 高橋政行

監事 五十);i~芳雄 高橋俊夫 常務理事福~! '定三郎

1970 同 塚本磁次 理事 f刻車 典夫 北垣智造 |河稿作太郎 鳥田 家弘 佐野正一

松村雄吉 西嶋徳太郎 橋本忠保 1:j:IJ尽 & 石由奇 汚Hjf 岩 F 久哉

横尾義貸 J1:ll1均 三郎 荒 敏雄 福間 ';VI生 矢野監作 山田 義行

河!池 I1喜一 浅沼猪之吉 銭高 ~I1之 大林芳郎 竹中 主~-

白井周二 松森英雄 小林 jJq郎 山本態三 今元 E主主主

何l兄 義夫 石田憲二 本田知l之 田中政二 安田誠一

)!上 浄夫 越智隆11，'; 高崎政計

見t司王 五 卜)105雄 小西 山ljl 常務理事福中定三郎
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年度 会長 副会長 理事 監事 他

1971 塚本狐次 福凹朝生 理事 北!A 智造 岡稲作太郎 宮脇和正 烏国家51、 佐野正一

(第5代) 松村雄吉 西嶋徳太郎 谷口尚武 奥島正一 井上 t晃 小林 n"T 

横尾義1l 岩 F 久哉 堀内 三郎 西国康治 寺田徳重 山田義行

鴻池 藤一 浅沼猪之吉 銭高輝之 大林芳郎 竹中毒uー
白井周二 宮武伊三郎 小林 四郎 山本滋三 今元 w彦
知見義夫 尾f色I'i'ti四郎 消水愛明 田中政二 安田誠一

井上浄失 山田 JI努成 佐藤四郎

監事 小西 山111 神谷新一 常務理事福中定三郎

1972 同 福凹 jj羽生 理事 北垣智造 小西 由111 宮脇和正 J孝谷ヂ1)ー 佐野正一

松村雄吉 市JlI 宏 谷口尚武 奥島正一 井上 混 小林 η!I 

横尾義賞 岩下久哉 掘内 三郎 西国 康治 寺田 徳重 山田義行

十!B池 !f:東一 浅沼猪之吉 銭高朔t之 大林芳郎 竹中 錬ー

白井周二 宮武伊三郎 小林 四郎 菅谷健児 今元康彦

高須洪一郎 尾む消四郎 清水愛明 室谷山水 渡辺 室、

井上浄夫 山田勝成 佐藤四郎 松村雄吉(副会長任期中)

監事 事11谷新一 浦辺鋲太郎 常務理事福中定三郎

1973 同 福田朝生 理事 市川 宏 小林 消 佐野 正一 寺田徳重 宮脇羽l正

銭高責11之 大沢徳吾郎 山田 義行 井上 混 五十j認定義 北垣智造

横尾義口 小西 MII 高野考二郎 谷口尚武 彦谷 ~'Ilー 山田 幸

鴻池藤一 浅沼猪之吉 松村雄二 大林芳郎 竹中錬ー

白井周二 宮武伊三郎 西国義郎 小林四郎 菅谷健児

今元康彦 高須洪一郎 尾位、清四郎 附田正美 室谷山水

渡辺 恵 井上浄夫 佐々 木米太郎

監事 計1i辺鋲太郎 奥村俊夫 常務思!事福中定三郎

1974 |司 福田 朝生 理事 北垣智造 小西 I~I" 国則 一夫 松村 庇三 佐野正一

銭高前11之 市川 宏 谷口尚武 大沢徳吾郎 井上 i晃 小林 f~í 

横尾義質 五十嵐定義 高野考二郎 寺田徳重 山田義行 鴻池 j依

浅沼猪之吉 松村雄二 大林芳郎 竹中錬ー 白井周二

宮武伊三郎 西国義郎 小林四郎 菅谷健児 今元康彦

須賀 ~ 尾[む消四郎 問団 正美 室谷 山水 渡辺 世a晶T、

井上海夫 山凹 幸一 佐々 木米太郎

監事 奥村 俊夫 彦谷チliー 常務理事福中定三郎

1975 同 福田朝生 理事 ~tj霊智造 小西 出111 国則 一夫 松村 !変三 佐野正一

銭高郷之 市川 宏 岡田光.11: 大沢徳、吾郎 井上 i毘 小林 η号

横尾義賞 窪田 祐 山田 幸一 寺田徳重 山田義行 鴻池藤一

浅沼猪之吉 松村雄二 大林芳郎 竹中毒~一 白井周二

宮武伊三郎 前野慶太郎 小林四郎 菅谷健児 今元 F，!t彦

須賀 童手 岩井市郎 f半 一郎 室谷 山水 渡辺 窓

井上浄夫 佐今木米太郎

監事 奥村 俊夫 彦谷邦一 常務理事福中定三郎

1976 同 福間 朝生 理事 北垣智造 小西 制11 国則 一夫 松村腿三 佐野正一

銭高揮li之 市川 宏 岡田光正 大沢徳吾郎 井上 7先 小林 がi
横尾義貸 窪田 ネ古 山田 幸一 三浦二三男 寺田徳重 山田 義行

鴻池藤一 浅沼茂夫 松村 雄二 大林 芳郎 竹中 錬ー

白井周二 宮武伊三郎 白~ï野慶太郎 小林 I!Y郎 菅谷健児

今元康彦 清水愛明 岩井市郎 14' 一郎 室谷 山水

渡辺 恵 井上浄夫 佐々 木米太郎

盟主事 奥村俊夫 海上静一 常務理事福中定三郎

1977 IPJ 福凹 朝生 理事 北垣智造 小西 自111 三浦二三男 松村度三 佐野正一

銭高 賢官之 司1)11 宏 岡田 光正 大沢徳吾郎 井上 混 小林 消

横尾義政 窪田 ネ{" 山田 幸一 寺田 徳重 山田 義行 鴻池 藤一

浅沼茂夫 松村 雄二 大林 芳郎 竹中露~一 奥村 俊夫

木下 正利 前野慶太郎 小林四郎 菅谷健児 今元康彦

尾[(1消四郎 須賀 孝 室谷 山水 渡辺 古.~、 田中 政二

院事 海上静ー 宮武伊三郎 参与福中定三五UI
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編料資

年度 会長 国IJ会長 理事 監事 他

1978 塚本猛次 稲田 j;羽生 型事 三品哲夫 小西 山1I1 松村腿三 前川 |場ー 司刊11 宏

銭高郷之 岡本行普 岡日l光正 今西祥郎 井上 混 小林 許可

足立 百字 窪田 祐 山田 幸一 寺田徳重 山田 義行 鴻池 藤一

佐野正一 浅沼茂夫 松村雄二 大林芳郎 竹中 錬ー 奥村俊夫

木下正利 前野俊太郎 小林四郎 菅谷健児 今元康彦

平城 おl 尾f色消四郎 須賀 孝 渡辺 室、 川岸繁夫

田中政二

監事 宮武伊三郎 杉本正三郎 参与福中定三郎

1979 同 福田羽生 理事 三品哲夫 小西 曲111 下山 丈j多 松村 !変三 前川 陽一

松村縦二 市川 宏 小松正宏 岡本行普 多胡 進 今西祥mJl

足立 孝 井上 I晃 小林 洋i 窪田 村i 山田 幸一 寺田徳重

佐野正一 八十島健二 十!1}池藤一 浅沼茂夫 銭高声~之 大林芳郎

竹中 錬ー 奥村 俊夫 木下正利 i浦野慶太郎 小林凶郎

菅谷健児 今元康彦 玉jZ~& WJ {半 一郎 松本苑二

渡辺 古，也、 川岸繁夫 村上 二郎

監事 杉本正三郎 山形幸一 参与福中定三郎

1980 同 布i凹刺~Iミ 理事 三品哲夫 小西 出11 秋田 満 松村康三 三輪 泰司

松村雄二 市川 宏 小車公 正宏 岡本行普 多胡 進 今西祥良11

足立 孝守 井上 i見 小林 消 窪田 祐 山田 幸一 寺田使、重

佐野正一 八十島健二 鴻池藤一 浅沼茂夫 銭高輝之 大林芳郎

竹中錬ー 奥村俊夫 木下正利 l請野慶太郎 小林四郎

菅谷健児 武田恭一 斎藤 h1i {半 一郎 松本亮二
渡辺 古，皆、 川岸繁夫 村上 二郎

日完可]: 山形 幸一 杉村正三郎 参与福中定三郎

1981 同 払印刷生 理事 三品哲夫 小西 山111 秋田 相自 松村俊三 三輪泰司

総村雄二 市川 宏 小松正宏 間本行普 多胡 進 今西祥郎

足立 ギー 井上 I見 小林 消 牧田顕治 安盛 fJ- 寺田徳重

佐野正 八十島健二 鴻池 藤一 浅沼 j交夫 銭高善雄 大林 芳郎

竹中 錬ー 奥村俊夫 木下正利 前野慶太郎 小林四郎

管谷健児 武田恭 斎藤 博 掘内史郎 両角 1呆

渡辺 窓 川岸繁夫 村上 二郎

日正司王 杉村正三郎 山形 幸一 参与 福中定三郎

1982 福田朝生 総村雄二 明!司王 ニ品哲夫 長谷部切l郎 今井出l之介 4公村俊二 機山 誠一

(第6代) 足立 ギー 平田定男 小松正宏 |河本行普 多胡 進 今西祥till

佐野正一 井上 i晃 小林 1t!i 牧田顕治 安盛 諒一 寺田徳重

rliJlI 宏 八十島健二 i-!日池勝一 浅沼茂夫 全~J対uヒ下l ・~ 主主a封t 大林芳郎

竹中錬ー 奥村俊夫 木下正利 前野l愛太郎 小林四郎

菅谷健児 武田恭一 11118:1 四郎 府内史郎 両角 保

渡辺 ~也z、 川岸繁夫 村上 二郎

日正司王 山形 幸一 尾f色消四郎 参与福中定三郎

1983 |司 fi~村 kjt二 思! ~l玉 ニ品哲夫 長谷部切1郎 今井出!之介 松村俊二 横山誠一

足立 づ字 平田定男 小島 雄 岡本行普 宮!協 和正 金多 t紫

佐野正一 多胡 進 今凶祥郎 橋本正f，'i: 小林 消 牧田顕治

市JII 宏 木 |て 正利 大!河 界 八十島健二 村上秀夫 i持池 藤一

浅沼茂夫 日東木 鍬三 板井亨介 今村祐三郎 志賀修一

山口道博 銭高 普5Jt 大林芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫

寺田徳重 前野隣太郎 小林凶郎 菅谷健児 浅海正雄

武凹恭一 城口 r.lf平 1111凹四郎 奇li生喜治 オヒ潔 y且ぇ

渡辺 古a也、 川岸 繁夫 立野 一郎 村上 二郎

日正三i五 尾位打!T四郎 井上 泌
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年度 会長 副会長 理 事 監事他

1984 福田朝生 松村雄二 理事 ニ品 哲夫 長谷部朔郎 今井ll~!之介 松村俊二 井上 i兄
足立 孝 平田定男 小島 M~ 岡本行将 金井弘次 金多 ifI! 

佐野正一 市JI! 宏 多胡 進 今西祥郎 橋本正i;1 山本 う門t 牧田顕治

(第7代) 佐野正一 松岡 !!時夫 大岡 昇 八十島健二 村上 秀夫 鴻池藤一

1984年11月から 1984年10月まで 浅沼茂夫 藤木銀三 板井 亨介 今村祐三郎 志賀修一

薬袋公明 山口道陣 銭高普雄 大林芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫

198411'-11月から 宮武保義 前野俊太郎 小林凶郎 菅谷健児 浅海正雄

武問恭一 木内汗i三 1半 一郎 苅i生喜治 ~tì翠 登

渡辺 恵 川岸繁夫 立野 一郎 村上 二郎

監事 尾{む消四郎 片倉健雄

1985 佐野 正一 松村雄二 理事 ニ品哲夫 長谷部朔郎 今井潤之助 総村慶ニ 井上 i児
薬袋公明 平田定男 小山 雄 岡本行普 金井弘次 金多 潔

足立 孝 中 I~ð 米国元一 片倉健雄 山本 晃 牧田顕治

iliJ 11 宏 松岡 !!日夫 大岡 昇 八卜山総二 村上 秀夫 鴻池藤一

浅沼茂夫 藤木鍛三 板井 亨介 今村祐三郎 志賀修一

山口道陣 銭高普維 大林芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫

成瀬 ，月云bミ， 前野俊太郎 小林四郎 菅谷健児 浅海正雄

武田恭一 木内消三 {半 一郎 城口 Jilf平 平城 WJ 
渡辺 窓 川岸繁夫 立野 一郎 中西 孝

監事 尾[色消凶郎 多胡 進

1986 同 松村雄二 理事 三品 管夫 長谷部切|良s 西村 良平 松村康三 井上 昔話

薬袋公明 平回 定男 小KJJ ME 岡本行普 金井弘次 金多 潔

足立 孝 中ぬ 米問元一 片倉健QSf. 山本 !ft 寸 牧田顕治
市JII 宏 松|河 !!日夫 大間 昇 八十島健二 村上秀夫 鴻i也 jf，長一

浅沼茂夫 日長木 鍬三 板井 亨介 今村祐三郎 志賀修一

加藤久郎 銭高 善雄 大林 芳郎 竹中 錬ー 奥村俊夫

成瀬 刀，去ョミ 前里子日差太郎 小林四郎 平尾 月野 浅海正雄

武聞恭一 織部 E寝 杉浦敏郎 城口 r.lf平 平城 初J

渡辺 室、 川岸繁夫 立野 一郎 中西 孝

政事 尾[[1汗i四郎 多胡 進

1987 同 松村雄二 理事 三品哲夫 長谷部朔郎 西村良平 松村燦三 升上 混

~袋公明 平田 定歩J 小島 Mt 岡本行普 金井 弘次 金多 潔

足立 孝 中ぬ 原田明治 片倉 健雄 原 桂一郎 高木 登

市JII 宏 松附 ~jH失 大岡 昇 八十向健二 村上 秀夫 i!r;j池 jf，喜一
浅沼茂夫 藤木鍛三 板井 亨介 今村祐三郎 志賀 修一

加藤久郎 銭高普m 大林芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫
成瀬 ，FtR t， 前野慶太郎 小林四郎 平尾 月野 浅海正雄

若山 繁 織部 炭 杉浦敏郎 計fi水義一郎 府内史郎
渡辺 ゼ，也z、 川岸繁夫 立野 一Jilll 中i1li 孝

民事 尾他行.~四郎 牧田顕治

専務理事松田 至弘 常務理事吉田悦二

1988 同 松村総二 理事 ニ品釘夫 長谷部朔郎 西村良平 松村皮ニ 須賀 好笛

薬袋公明 平固 定男 小島 雄 岡本行普 金井弘次 金多 i紫
足立 孝 中山 原田明治 片倉仕llMt 原桂一郎 高木 登

司引11 宏 平均 治 大岡 昇 八十島健二 村上秀夫 鴻池 !穣ー

浅沼茂夫 藤木鍬三 板井 平介 今村祐三郎 渡辺 武

加藤久郎 銭高善雄 大林芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫

成瀬 dFR b 前野俊太郎 小林四郎 平尾 月野 浅海正雄

若山 繁 両角 f呆 1半 一郎 がi水義一郎 塀内史郎
渡辺 古"晶、 川岸繁夫 立野 一郎 中西 孝 鈴木 雅夫

l法事 尾[[1消四郎 牧田顕治

専務理事松田重弘 常務理事 吉田悦二
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編料資

年度 会長 副会長 理事 Et 司:c f由

1989 佐野正一 鴻池 藤一 理事 三品哲夫 長谷部が~J郎 西村良平 松村俊三 須賀好富

薬袋公明 平日! 定男 小山 új~ 岡本行普 金井弘次 金多 法l!

足立 孝 1:1:1，1 相11王1}'Uifl 片倉健雄 鈴木牧夫 JJ& 忽一

市川 宏 平l;3 治 大|河 好- 八十島健二 村上 秀夫 浅沼 i兄夫

w事木鍬三 板井乎介 今村祐三郎 辰巳興一 西川 秀信

銭高善雄 大林 芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫 成瀬 ，刃三ョミ

鴻池 一季 松村雄吾 前野俊太郎 小林凶郎 平尾 JI持

浅海正雄 若山 繁 井尻 JI斉 両角 保 城口 hlf平

収喜久治 渡辺 室、 川岸 ~~夫 立野 一郎 中西 孝

獄事 尾fむ消凶郎 牧田顕治

専務理事松田歪弘 常務理事吉田悦二

1990 JPI 鴻池 ii，車一 坦日可も ニ121 哲夫 西村良平 松村度三 須賀好窃 久徳敏治

薬袋公明 小j斗 雄 岡本 行普 金井弘次 升上 主"ι" 治事l'宏至即|

金多 i事! 'I'!斗 和田克良JJ 片倉健雄 鈴木作夫 滅 都，~、-

市JII 宏 平均 治 大Wd 対 八十品健二 村上 秀夫 浅沼禎夫

iI高木鍬三 板井亨介 今村祐三郎 辰巳興一 西川 秀信

銭高善雄 大林 Jf良11 竹'1" $!I!一 奥村俊夫 成瀬 ，刃三ョて

iitl池 一季 fí~村 !j~百 自Ij野腿太郎 4咋小四良j目 平尾 JI罪

浅海正雄 若山 繁 伊藤良彦 繍内史郎 城口 m平
線{ 喜久治 深江 実 川i字繁夫 立野 一郎 中西 孝

日左守主 尾f色消四郎 牧凹 顕治 専務理!事松田至弘

1991 JnJ 鴻池 藤一 里U'IC 三品哲夫 多JI二幸男 4公村 腿三 須賀好古 久徳敏治

薬袋公明 小ぬ 雄 岡本行普 金:J1・弘次 井上 Ali4 st 精神宏至印|

金多 j紫 rl'，I;占 羽l田 克fVl 片倉 健雄 本郷 l惚 川島繁三

市川 2E: 平};占 治 大岡 界 田村 点二 村上 秀犬 !熊川 和124

浅沼禎夫 藤木鍬三 板井亨介 今村祐三郎 辰巳興一

内川 秀信 銭高 '!'Jf.M~ 大林芳郎 竹中 錬ー 奥村俊夫

森井 哲也 鴻池 一季 総村雄吾 前!削岩太郎 小林 [lqillll 

平尾 月罪 菅谷 節 架原信英 若山 繁 伊藤良彦

椀内史郎 城口 J，If 'V- 明示: 存久治 深江 実 川岸繁夫

立野 一郎 中西 ~ 

lな ' J~ 尾 ([1r~í四郎 牧III 政1if1 専務担!'IC 松田至弘

1992 |司 i鳴池 ~一 JlU ~Jç 多jl:幸男 松村度三 須賀好富 久徳敏治 小向 ujE 

薬袋公lリl !日l本行善 金JIー弘次 )1上 t位 満事l'宏至fUl 市川 正美

金多 昔退 r:j'!み 利l凹克ωi )ヰ;(1 f建雄 本郷 聴 川島繁三

市川 宏 三品哲夫 大|河 昇 日l村 兵二 村上 秀夫 浅沼禎夫

藤木鍬三 白井口三 今村#i三郎 辰巳輿 西川 秀信

~~ ，出 善雄 大林 芳郎 竹中錬ー 奥村俊夫 森井哲也

鴻池 一季 松村 !j~再 前聖子俊太郎 小林四郎 菅谷 節

架原信英 若山 繁 伊藤良彦 l半 II~秀 城口 m平
府喜久治 深江 実 !京間平太郎 立野 一郎 中西 孝

日正 'J~ 尾[色泊四郎 牧凹 l!J'{治 専務明!事松田至弘、

1993 |行! J1J池藤一 耳目・jト 多 ~ I 幸男 松村 度三 須賀 好協 久徳ii政治 小l誌 雄

薬袋公1¥トl 間本行普 金~ I: 'I1、次 井上 主J4t1t 精神宏歪即l 市川 正美

金多 i主! 和田 克朗 |河本宏行 点鍋 正宏 田村 真二 村上 秀夫

市JII 宏 l除阪 利為 片frf雄総 立成良三 荒井 げi i浅沼紛夫

三品哲夫 lii長木鍬三 板井 亨介 今村祐三郎 酋東 1克之 間川 秀信

銭 If~ 善雄 大林斤印i 竹'1-'鉢ー 奥村俊夫 本弁皆也

派1池 一季 総村 雄吾 前野俊太郎 小林 |羽山i 菅谷 節

架原信英 若山 繁 fjt勝良J多 掘内 史郎 城口 m平
府喜久治 深江 Zた 原問孝太郎 立野 一郎 '1"西 孝

~~i二i'IC J:i!'，f色泊四郎 牧凹顕治 常務旦IPI~ 里子上 洋二
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年度 会長 副会長 型司王 監事 他

1994 市川 宏 薬袋公I~] 型事 多弁幸男 松村隆三 須賀好富 小J斗 雄 金)1二弘次

(第8代) 銭高 善雄 井上 22 精神宏至印l 市川| 正美 i'!'.flJU 司 太田 |隆信

金多 t緊 森口雅文 和田克L'tfl 岡本 宏行 真剣1正宏 田村 rr二
三品哲夫 村上 秀夫 藤|仮 利為 片倉健Mt 立成良三 荒井 がj

岡本行普 浅沼禎夫 藤木鍬三 北村武百l 今村祐三郎 西京茂之
西川 秀信 金井弘次 大林芳郎 竹中錬ー 森井智也

奥村俊夫 鴻池 一季 松村雄吾 前聖子俊太郎 小林 pq郎
菅谷 官b 若山 繁 栗原信英 f半 H召秀 宮F'、l 印1
城lコ 府平 堀喜久治 深江 実 原因孝太郎 立野 一郎

中西 呈宇

監事 尾f包汗i四郎 牧田顕治 常務理事野上九1二

1995 問 薬袋公明 理事 多井幸男 松村俊三 須賀好富 小山 雄 金井弘次

銭高善雄 井上 』2'E8ι1 ?常事IJ宏至朗 市川| 正美 7!?将1I 司 太凹隆信

金多 tB{ 森口雅文 荒升 がi J反 ~tJI持 片倉健雄 田村 n二
三品哲夫 I燦阪利為 永田幸夫 村上秀夫 利13'1克朗 浅沼禎夫

岡本行普 j議木鍬三 北村武司 今村祐三郎 西京茂之 西川 秀信

大林芳郎 奥村俊夫 鴻池 一季 竹中錬ー 松村雄吾

森井哲也 立成良三 I浦野俊太郎 小林四郎 菅谷 節

荒巻恭士 栗原信英 {半 昭秀 宮内 朗 井尻 Jl持
消水毅一郎 深江 実 原凹孝太郎 思庄 二郎 永原義夫

監事 尾[色消四郎 伊藤俊夫 常務理事野上 洋二

1996 同 薬袋公明 理事 多弁幸男 松村腿三 山田 fl基 小J斗 雄 金井弘次
銭高普fkii 井上 2JSd'L t 精神宏至朗 市川 正美 其塚達夫 太田 l径信
金多 潔 森口雅文 平本俊秋 興謝野久 坂 ~UI券 片倉健雄

三品哲夫 羽生 洋治 田村 n二 勝阪 利為 永田幸夫 村上 秀夫

岡本行普 和l凹克良JI 浅沼誠夫 i熊木鍬三 久米宏和 山下 j，支

西-* 茂之 酋川 秀信 大林芳郎 奥村俊夫 鴻池 一季

竹中錬ー 松村雄吾 森井哲也 友応l 5実 前野j変太郎
小林四郎 菅谷 節 荒巻恭士 来!京信英 {半 H百秀

近藤 徹 井尻 H罪 お'j水義一郎 立野 一郎 原問孝太郎

恩庄 二郎 永原義夫

11~ii:事 尾((1泊四郎 伊藤俊夫 常務理事加藤 三郎
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編料資

-評議員

年度 議長 刷議長 WFd議員

1945 鈴木末尾 奥島正一 本部 岩本博行以下57名

1946 

1947 五十嵐芳雄 寺山 ニ雄 本部 相原 緋一 以下79名

1948 五十嵐芳縦 寺島三Mt本部 古木友一 以下42名
支部

京都 池田総一郎以下8名

広島 升上英彦以下10名

兵庫 関林忽文以下11名

九州 岩崎甚太郎以 f4名

東海 伊J僚鍛ー 以下2名

計77名

1949 鈴木末尾 中野順次郎 本部 石川 消以下40名

支部

京都 佐藤正売以下4名

中国 葛西重男以下4名

兵庫 加藤太郎 以 F6名

九州 製木語i;次郎以下2名

和歌山 宇治田政雄以下4名

東海 染木正夫以下2名

計62名

1950 鈴木末尾 中野11順次郎 本部 片山 光生 以内2名

支部

京都 田丸 善!!I J 以 I~ 4名

中国 佐藤重夫以下4名

兵庫 三国 一男 以下6名

和歌山雑賀 孝夫 以下2名

東海 石原 巌 以 f4名

計62名

1951 iiif合良一郎 津村重一 本部 青木友一 以下48名

支部

京都 小曲奇 修以下4名

中国 飯塚源吉以下8名

兵庫 桑田正一 以下10名

和歌山架林 一馬 以下4名

東海 伊藤鎌一 以下4名

九州 伊東武文 以下4名

計82名

1952 事11谷新一 広瀬 勇 本部 青木健一 以下81名

支部

京都 築紫普治郎以下4名

中国 内輪普四郎以下4名

兵庫 加藤太郎以下6名

九州 欠 員

和歌山貨志満二 以下4名

東海 西村 11持以下2名

計101名
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年度 議長 日IJ議長 評議員

1953 鈴木末尾 駒 敬三 本部 池 保以下103名

支部

京都 や11谷 務以下4名

中|調 板井康美以下4名

兵庫 神田省三 以下6名

九州 欠 民

和歌山北野 誠造 以下4名

東海 石原 綴 以下4名

計125名

1954 河合貞一郎 田中良太郎 本部 池 保以下103名

支部

京都 や11谷 務以下4名

中国 奥井忠太郎以下4名

兵庫 神田省三 以下6名

九州 欠 員

和歌山北野誠造以下2名

東海 石原 巌 以下4名

計123名

1955 事11谷 新一 森川喜代之助 本部 井上迷明以下100名

支部

京都 相原緋一 以下4名

中医l 奥)1'忠太郎以下4名

兵庫 や11旺l省三 以下6名

九州 欠 員

和歌山北野 誠造 以 F2名

東海 石原 巌以下4名

計120名

1956 事11谷新一 森川喜代之助 本部 弟、111奇尚信以下107名

支部

京都 梓|原緋一 以下4名

中|玉l 行 JI~~ 繁男以F4名

兵)!jI. 1Ki沢徳忠以下6名

和歌山 字方11木動以下4名

東海 川口喜代枝 以下4名

計129名

1957 鈴木末尾 奥島正一 本部 岩本陣行以下57名

支部

京都 池田総一郎以下4名

中国 お凶重男以 F6名

兵庫 設楽貞三 以下6名

}L州 黒木i日i次郎以下3名

*11:歌111宇治EHi攻雄以下4名

計80名

1958 鈴木末尾 奥島正一 本部 円相11 貞1立以下64名

支剖i

);t青11 池田総一郎以下4名

中国 tI凶重男以下6名

兵庫 芦 ~EI小二郎以下 6 名

}L州 県木淑次郎以下2名

和歌山 宇治田政雄以下2名

東海 欠 員

計84名



年度 議長 副議長 評議員 年度 議長 副議長 評議員

1959 青木貞世 沌本義一 本部 石川 清 以下69名 1965 五十嵐芳雄 小林 得志 本音I1 池 保以下103名
支部 支部

京都 |河野武司以下4名 京古H 神谷 務以 H名
中国 路四重男以下2名 中国 高原 一秀 以下 4名
兵庫 石井 一信 以下6名 兵庫 事11回 省三 以下6名
九州 黒木源次郎 以下2名 九州 欠 員

和歌山井崎梁次以下4名 和歌山北野誠造以下4名
東海 染木正夫以下2名 東海 石原 巌以下4名

計89名 計125名

1960 五十嵐芳雄 寺島 三雄 本部 石川 清 以下71名 1966 事I1谷新一 森川喜代之助 本部 I出 保以下103名
支部 支部

京都 岡野武司以下4名 京都 神谷 務以下4名
中国 葛西重男 以下4名 中医l 奥井忠太郎以下4名
兵庫 石井一信 以下6名 兵庫 神田 省三 以下6名
九州 黒木i原次郎 以下2名 九州 欠 員

相l歌山 宇治田政雄以下4名 羽l歌山北野誠造 以下2名
東海 染木正夫 以下2名 東海 石原 巌 以下 4名

計93名 計123名

1961 五十嵐芳雄 寺島ニ雄 本部 石川 清以下72名 1967 事11谷新一 森川喜代之助 本部 井上達明以下100名
支部 支部

京都 佐藤正発 以下4名 京都 相原緋一 以下4名
中国 佐藤重夫 以下4名 中国 青森繁男 以下4名
兵庫 加藤太郎 以下6名 兵庫 神田 省三 以下6名
九州 黒木源次郎 以下2名 九州 欠 員

和歌山雑賀孝夫以下4名 和歌山田村隆資以下2名
東海 石原 巌以下2名 東海 川口喜代枝以下4名

計94名 言mo名
1962 神谷新一 主主尾 辰雄 本部 片山光生以下73名 1968 谷口尚武 星 腕文 本部 赤崎尚信以下107名

支部 支部

京都 田丸 善則以下4名 京都 相原緋一 以下4名
中国 佐藤重夫以下4名 中国 青盛繁男以下4名
兵庫 三回 一男以下6名 兵庫 4古沢徳庄、以下6名
和歌山 刻t'r'.l孝夫 以下2名 和歌山 宇那木 到j以下4名
東海 石原 巌 以下4名 東海 川口喜代枝以下4名

計93名 aH29名

1963 神谷新一 広瀬 勇 本部 金子有治郎以下76名 1969 谷口尚武 星 腕文 本部 赤井 犬以下98名
支部 支部

京都 築紫普治郎以下4名 京都 事11谷 務以下4名
中国 内輪善四郎以下4名 中国 奥井忠太郎以下4名
兵庫 加藤太郎以下6名 兵庫 猪沢徳忠以下6名
和歌山 1~志 満二 以下 2 名 九州 欠 員

JlUi[j 西村 勝以下4名 和歌山 貨志満二 以下4名
計96名 東海 広瀬臣一 以下4名

1964 五十嵐芳雄 小林 得志 本部 青木俊一 以下81名 計120名

支部 1970 小JII 正 中野 吉弥 本日al 相川 二郎以下116名
京都 築紫普治郎 以下4名 支部

中国 |式]輪普凶郎以下4名 京都 神谷 務以下6名
兵庫 加藤太郎以下6名 中国 機谷喜久一 以下4名
九州 欠 員 兵庫 猪沢徳、忠以下6名
和歌山 貨志満二以下4名 九州 欠 員

東海 西村 勝以下2名 和歌山 ~志満二 以下 4 名

計101名 東海 荒川 市次以下5名

aH41名
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編料資

年度 議長 日IJ議長 評議員

1971 小JII 正 中野吉弥 本部 相川 三郎以下121名

支部

京都 鈴木党也以下6名

中国 機谷pr久一 以下4名

兵庫 1m沢徳忠以下6名

九州 欠 民

和歌山:11'崎 哲也以下 4名

東海 荒川 市次以下6名

計147名

1972 小川 正 星 1波文 本部 石川 泊以下91名

支部

京都 大鳥居満也以下 6名

中国 f綴谷喜久一 以下6名

兵庫 f古沢徳忠以下6名

九州 欠 日

和歌山北野誠造以下4名

東海 ']:'J:::， 一 以下6名

言J-ll9名

1973 小川 正 星 腕文 本部 今村 騰以下89名

支部

京都 大鳥居満也 以下6名

中国 機谷G久一 以下6名

兵庫 1/!i沢徳忠以下6名

九州 欠 ft 
和歌山井崎哲也以下2名

東海 五十嵐昇以下6名

計115名

1974 小川 正 相川 三郎 本部 大ïL~ !:'~ f~1 以下56名

支部

京都 r~:~~~ 政占以下 4 名

中国 機谷碑久一 以下4名

兵庫 lJtll'車太郎以下6名

和歌山 北野誠i位以下4名

東海 小川 利光以下6名

計80名

1975 イサ11 iE 相川 三郎 本部 ) T l:.久雄以下52名
支部

京都 川柳i将郎以下4名

中国 平本俊秋以下4名

兵庫 向井正也以下5名

和歌山北1LI 俊以下2名

東海 r]'I:J 一 以下3名

計70名

1976 野々 村五1
'
日列 高橋保夫 本部 坂)J". 1交信以下50~

支部

京都 川瀬平年郎以下4名

中国 平本俊秋以下4名

有|歌山岩JI創数馬以下4名

東海 "]'1:五 一 以下4名

計66名
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年度 議長 日IJ;議長 評議員

1977 野今村五四男 高精 i呆夫 本部 生j斗道春以下50名

支部

京都 前回 利典 以下4名

中国 香取礼三 以下4名

和歌山岩脇数馬以下4名

東海 中島 一 以下4名

言]'66名

1978 野 村々五l国男 高締 {呆夫 本部 奥山消治郎以下51名

支部

京都 高縮政吉 以下4名

中国 平本俊秋 以下4名

和歌山東野 信義 以 l'2 1， 

東海 中島 一 以下 41'，

iil"65名

1979 野今村五四男 高稿 !呆夫 本部 板井 亨介以下48名

支部

京都 中山 保以下 4~

中国 平本俊秋 以下4名

和歌山井崎哲也以下41'，

東海 菊池 利治以下4名

J ] 64~九

1980 Z3稿 {限夫 長田 正kj~ 本音11 板井 ヤ介以下46名

支部

京都 楠3t， 一雄以下41'，

中国 平本俊秋以下4r， 
和歌山野尚子7夫 以下2名

東海 菊池 利治以下4名

計60名

1981 高続保夫 長111 正雄 本部 板:1']二平介以下46~う

支部

京都 川谷 見以下41， 

中国 '1ム本俊秋以下41'，

和歌山野j斗 1守夫 以F41'， 

東海 宮1~(Jî 辰倣以 1'4r， 
司1・621'，

1982 11b稿t!l犬 長m 正雄 本部 板井亨介以内5名
支部

京都 川谷 勇以F4t， 
中国 r，'i田 幸夫 以下4名
和歌山弁曲者哲也以下4名

東海 宮崎!長倣以下4名

計611，

1983 r¥:;;柿 保夫 J'，':(T 他雄 本部 辰巳拘二 以1'42名

支部

京都 事l'谷 治 以下4名

中国 消印 幸夫 以F4γ1

和歌山 liY~ ]後 以l'2 1'， 

東海 宮崎辰敬 以下4r， 
計64γl



年度 議長 副議長 評議員 年度 議長 日1)議長 評議員

1984 高橋保夫 片倉健雄 本部 大下 /1頂良以下42名 1991 同橋保夫 鶴田昭一 本部 荒川治徳以下44名
支部 支部

京都 千原 宏 以下4名 京都 事)1谷 治以下2名
中国 青盛 巌 以下4名 中国 稲葉 昇以下4名
和歌山間 降以下4名 和歌山雑賀幹夫以下2名
東海 森 鉦一 以下4名 東海 森口雅文以下4名

J-j-58名 ~lt56名
1985 高橋 {呆失 西村良平 本部 福家 敬以下40名 1992 高橋保夫 鶴岡昭一 本部 荒川 治徳以下40名

支部 支部

京都 卯田 隆一 以下4名 京都 事11谷 治以下4名
中国 青盛 巌 以下4名 中国 稲葉 昇以下4名
和歌山日下英級 以下2名 和歌山 雑賀幹夫 以下2名
東海 森 鉦一 以下4名 東海 小宮三辰 以下4名

計54名 剖54名
1986 高縞保夫 西村良平 本部 福家 敬以下34名 1993 高橋保夫 鶴岡昭一 本部 荒川 治徳以下39名

支部 支部

京都 井手正己以下2名 京都 事11谷 治 以下4名
中国 青盛 巌 以下4名 中国 稲葉 昇以下4名
和歌山日下 英雄以下4名 和歌山井村長哉以下2名
東海 宮崎辰敬 以下4名 東海 小宮 三辰 以下4名

計48名 計53名
1987 高橋保夫 多弁幸男 本部 福家 敬以下40名 1994 鶴田昭一 ニ木敏男 本部 甫出裕紀以下40名

支部 支部

京都 井手正己以下2名 京都 事11谷 治以下4名
中国 青'l，~ 巌以下4名 中国 升上弘美以下4名
和歌山小池 康雄 以下2名 和歌山弁村民哉以下2名
東海 宮崎辰敬 以下4名 東海 小宮三辰以下4名

計52名 計54名
1988 高橋保夫 多弁幸男 本部 福家 敬以下37名 1995 鶴田昭一 三木敏男 本部 甫出裕紀以下37名

支部 支部

京都 井手正己以下2名 京都 事11谷 治 以下4名
中国 稲葉 昇 以下4名 中国 井上弘美 以下4名
和歌山小池 康雄 以下2名 和歌山 井村民哉以下2名
東海 宮崎辰敬 以下4名 東海 小宮三辰 以下4名

.iH9名 言1-51名
1989 高精保夫 多弁幸男 本部 片田 俊彦ー以下40名 1996 鶴岡昭一 三木敏男 本部 甫出 裕紀 以下43名

支部 支部

京都 井手正己 以下2名 京都 事11谷 治以下4名
中国 稲葉 界 以下4名 中国 井上弘美以下4名
和歌山雑賀幹夫以下2名 和歌山井村民哉以下2名
東海 森口雑文 以下4名 東海 林 金之以下6名

計52名
L一一一一一一

m9名
1990 高橋保夫 多弁 幸男 本音HI 片田俊彦以下42名

支部

京都 山口 明以下2名

中国 井上弘美 以下4名

和歌山雑賀幹夫 以下2名

東海 森口雅文以下4名

~1-54名
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資料編

l総会評議員会理事会の開催
年度 総会 (大会)

伊l dZbえ、
理事会/回数

評議員会

1917 創立総会 例会 11 定例 8 

秋季 11/13 臨時(特別) 5 

1918 春季 3/23 例会 7定例 10 

臨時(特別) 3 

1919 春季 6/12 lylJ会 10 定例 3 

秋季 10/27 臨時(特別) 12 

1920 春季 5/18 例会 12 定例 11 

秋季 10/31 臨時(特別) 3 

1921 春季 4/11 例会 10 定例 23 

秋季 11/17 臨時(特別) 7 

1922 春季 4/18 例会 9定例 20 

秋季 評議員会 l臨H寺(特別) 2 

1923 春季 6/ 3 例会 13 定例 13 

秋季 臨H寺(特別) 22 

1924 春季 4/12 例会 9定例 10 

秋季 臨時(特別) 16 

1925 春季 fYlJ会 7定例 6 

秋季 10/25 臨時(特別) 6 

1926 春季 5/16 例会 8定例 11 

秋季 10/21 臨:11寺(特別) 11 

1927 春季 4/24 例会 5定例 3 

総会5巨i 評議定51D:1 臨H寺

1928 春季l巨l、秋季l回、 例会 5定例 7 

総会21al 評議定31日| |臨時

1929 春季l回、秋季1回、例会 2定例 4 

総会21TI1 ，i)l~議定5 1!:!1 |臨時

1930 第l回 5/ 5 例会 4定例 6 

第2回 11/28 評議定 阿 臨時

1931 第l回 11/26 re1回 12/ 5 定例 5 

第21al 2/ 5 臨時

1932 臨時 8/ 8 m 11D1 11/18 定例 11 

第l回 11/28 1lll21IT1 2/13 臨時

1933 第l回 11/25 第l岡 5/15 定例 8 

臨時

1934 第 l回 11/20 3111巨l 11110 定例 6 

121 8 臨時

1935 第l回 11129 第l回 11/18 

臨時 9/ 5 第2回 121 4 臨H寺

臨時 11/ 2 m3閏 2/12 その他

1936 第l回 11/30 第11m 11111 10 

第2回 12/ 3 臨11寺

第3匝l 2/20 その他

1937 第l恒l 11/29 第11亘l 9/ 6 12 

?H 2回 11/ 5 I~討;11寺

第3回 2/ 4 その他

ImfllilJI時と回数については、当時の残された議'1>鉱と当時の会誌の記'1>1こ鼠l断があり、
データには正路でない部分がある
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年度 総会(大会)
l列 4ま〉え、

理事会/ITII数
評議民会

1938 第l回 11125 第l回 11/ 7 11 

第2回 12/ 5 IZ'，訓寺

第3回 2/17 その他

1939 第l回 11/24 第 l回 7/17 11 

臨時 11/ 6 国語H寺

第2回 11/29 その他

第3匝l 11/29 

1940 第1回 11/25 第 11E1 5/ 9 10 

第21雇l 11/12 |臨時

第31己l 12/ 2 その他

1941 臨時 5/13 第 1@I 4/28 12 

第l回 11125 第21画l 6/19 臨時

臨時 3/13 第31m 11/13 その他

第4闘 12/ 4 

穿¥5匝l 3/ 2 

1942 第l回 11/28 第 11亘l 111 2 12 

第21亘l 12/ 3 臨時

第31D1 1/26 その他

1943 第l回 11/29 W， 1回 9/ 6 12 

第21亘l 11/18 臨H寺

第3m1 12/ 7 その

第4ITII 2121 

1944 第 l回 11/28 第 11亘l 6/ 5 12 

第21訂| 11/11 IZ'J，II寺

第31旦| 12/12 その他

1945 第l回 6/]5 第 1IDI 5/21 12 

第2回 12/19 第21百| 9/24 |臨H寺

冴¥3回 3/ 4 その他

1946 第l回 6/17 6/ 4 12 

臨時 10/10 8/ 5 民N.IIキ

臨時 11/27 第 11亘| 9/27 その他

第2回 12/27 m2同 11/20 

第3回 12/13 

12/24 

1947 第 l回 11/25 m 11亘| 5/27 12 

第 21TI1 1/31 第21百| 11/20 19.~，J1寺

第3回 3/29 その他

1948 第 l回 1/29 m 1 JilI 9/ 3 11 

第21百| 11/18 常任

第3回 3/29 その他

1949 1íí~1I寺 5/21 第 1ITII 5/18 1I 

第 l回 1/27 9/19 1削工

~ 2 恒l 11/24 その他

~ 3 回 3/28 

1950 第 l回 1/30 1)j'n回 5/16 定l担lコ 11 
m2凶 11/28 常任

*3同 3/29 



{I三度 総会(大会)
伊l dZh 二

理事会/回数
評議員会

年度 総会(大会)
伊l d2』2三

理事会/回数
評議員会

1951 第 l回 1/30 第l回 11/27 定例 コ 11 

第2回 3/31 常任
1967 第 l回 第 11亘| 定例 10 
第2ml 第21亘l 常任

1952 第l回 1/30 第l回 7/29 第3回 その他 10 

第2恒l ~2 回 11/29 常任 1968 第 l回 第 11亘l 定例 10 
第3回 3/31 その他 第2ml 第2回 常任

1953 第l困 1129 第 l回 11129 定例 第3回 その他 6 

第2回 第2巨l 3/28 :常任 1969 第 l巨l 第l回 定例 11 
その他 第2回 第21雇| 常任

1954 第l回 1/31 第 l回 11129 定例 第31副 その他 6 

第2回 第21EI 3/29 常任 1970 第l回 第 11EI 定例 10 
その他 第2回 第2回 1!?而表決 常任

1955 第l回 1/30 第 l回 11/12 定例 第3回 そのイ出 4 

第2回 告書2回 3/29 常任 1971 第l回 第l回 定例 10 
その他 第2回 第2回 常任

1956 第l回 1130 第l匝l 11/28 定例 第3回 その他 6 

第2悶 第2回 3/28 常任 1972 第l回 第l回 定例 10 
その他 第2回 第2I司 内而表決 常任

1957 |即時 5/28 第l匝l 3/25 定例 第31亘| その他 8 

第l回 2/26 常任 1973 第l回 第 11亘| 定例 8 
その他 第2回 第21EI ~!}而表決 常任

1958 第l回 6/20 第l回 6/20 定例 第3回 その他 5 

第2回 2/26 第2匝l 1/28 常任 1974 第 l回 第 11EI 定例 8 
第3回 3/24 その他 第2回 第2@ 常任

1959 第 I回 6/16 ~ 1 巨l 6/16 定例 第31ElI その他 7 

第2回 2/24 第2回 11/20 常任 1975 第 l回 第 l回 定例 9 
第3回 3/29 その他 第2回 第2@ ~!~而表決 常任

1960 第l回 6/22 第l回 6/22 定例 第3匝l その他 4 

第2回 2/28 第2巨l 11/25 常任 1976 第l凹 第 11ElI 定例 9 
第3回 3/25 その他 第2回 第21ElI ~!~而表決 常任

1961 第1回 6/27 第l回 6/27 定例 第3回 その他 3 

第2回 2/22 第2回 11128 7古f壬 1977 第l回 第l回 定例 9 
第3回 3/20 その他 第2回 第2回 ;!?面表決 常任

1962 第 l回 6/27 第l回 6/27 定例 第3回 そのイ由 3 

第2回 2/28 第2回 11/21 常任 1980 第1回 第l巨l 定例 9 
第一3回 3/28 その他 第2ml 第2回古田表決 常任

1963 第l回 6/20 第 l回 6/27 定例 第31EI そのftll 2 

第2回 2/28 第2回 11/28 1古{壬 1981 第l巨l 第 11EI 定例 10 
第3回 3/31 その他 第2回 第21図書面表決 常任

1964 第l回 第 l回 定例
第3岡 そのイ也 2 

第2回 第2回 常任 1982 第l巨l 第l回 定例 11 
第3回 その他 第2回 第2回 常任

1965 第l回 第 l回 定例
第3回 その他

第2回 第2回 常任 1983 第l回 第l悶 定例 12 
第3回 その他 第2回 第2団 主?而表決 常任

1966 第l回 第l回 定例
|臨時総会 第3回 その他 3 

第2回 ~2 図 常任

第3回
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編料資

年度 総会(大会)
伊l dZ会之、

理事会/回数
評議員会

1984 第l回 第l回 定例 6 

第2回 第2回 常任 5 

第3回 その他 3 

1985 第l回 第l回 定例 6 

第2回 第2四谷面表決 常任 4 

第3回 その他

1986 第l回 第l回 定例 6 

第2回 第2図書而表決 常任 5 

第3匝l その他

1987 第l回 第l巨l 定例 6 

第2回 第2匝l 常任 5 

第3@] その他

1988 第l回 第l回 定例 6 

第2回 第2回 常任 5 

第3回 その他

1989 第1巨l 第l厄l 定例 6 

第2回 第2厄li!f而表決 常任 4 

第3ml その他

1990 第l回 第l回 定例 7 

第2回 第2図書面表決 常任 4 

第3回 その他

1991 第l回 第l回 定例 7 

第2回 第2回自面表決 常任 4 

第3回 その他

1992 第l回 第l回 定例 7 

第2回 第2固さ?而表決 常任 4 

第3回 その他

1993 第l巨l 第l回 定例 9 

第2回 m2回 常任 2 

第3回 その他

1994 第l回 第l回 定例 8 

第2回 第2回 常任 2 

第3回 その他

1995 第l回 第I回 定例 7 

第2恒| 第2厄13面表決 常任 4 

第3回 その他 6 

1996 第l恒l 第l回 定例 7 

第2回 第2岡部図表決 常任 4 

第3回 その他 4 
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l支部の設立と支部規程
各地区の会勢幹事会により会員精強が図られた結果、 紺l則

に定める支部設置要件(会員数50名以上)を満たす地区が続

出し、支部設置の気運が高まり、 H百和22年 4月以降、京都文

部、 E青島支部、兵庫支部、九州支部、東海支部、和歌山支部

が相次いで、設立された。その詳細は、会誌「建築と社会jの

第28輯第3・4・5合併号及び9-12号に掲載されている。

旧本建築協会京都支部規程|

第 l線 本支部ハ日本建築協合京音1¥支部 ト稿ス

第 2{1条 本支部ハ事務所ヲ京都市ニ置ク

第 3{1条 次ノ地域内ノ日本建築協合曾員ハ凡テ本部ニ鹿スル

モノトスル 京都市

第4篠 本支部ハ日本建築協舎定款第 l条ノ目的ヲ達スル矯

地方的ニ必要ナル諸種ノ事業ヲナスモノトス

第5篠本支部ニ役員卜シテ支部長、副支部長、常議員、幹

事若干名ヲク

第6僚支部長、 副支部長、常議員ハ支部員ノ選翠ニヨルモ

ノトス

第 7篠幹事ハ常議員中ヨリ互選ス

第8候支部長ハ曾務ヲ統括シ、副支部長ハ支部長ヲ補佐シ、

幹事ハ一般曾務ヲ慮理シ、常議員ハ常識員曾ニ於テ合

務ヲ審議ス

第 9(1傑 役員ノ任期ハ 2年卜シ重任スル事ヲ得、役員ハ任期

満了スルモ後任者ノ選任ニ到jレ迄其職ニアルモノ 卜ス

第10線 通常総合ハ毎年 l回|臨時総合ハ役員曾ノ決議ニヨリ

若クハ支部員30名以上ノ詰求ア リタル トキ開ク

第11(1傑 本支部ノ経費ハ本部交附金其他ノ収入ヲ以テ支緋ス

第12{1条 本支部務算ハ通常総曾ニ附議、ン決算ハ次年度ノ通常

総曾ニ報告シ其承認ヲ経ルモノトス

第13篠 本規定ニ於テ特ニ明示セザル事項ハ凡テ日本建築協

曾定款及規定ニ準嫁スルモノトス

第14(1傑 本規定ノ轡更ハ総合ノ議決ヲ得ルコト

附則

本規定案ハ昭和22年4月13日ヨリ賀施スル

日本建築協会京都支部細則

第 1(1傑 本支部ノ事務所ハ首'分ノ間京都市中京匿夷川通河原

町東入ミラノ工務庖内ニ置ク

第2隊 本支部ノ役員ノ定数ハ笛分左ノ通リトス

支部長 l名、富IJ支部長2名、常議員15名

第3篠合議ハ総合、常議員合及幹事合ノ 3種トシ、支部長

之ヲ招集シ、其議長 トナル

京都支部役員

支部長 松井清之助

副支部長棚橋諒、小崎修

幹事 西山知三、山内 省三、林太作、



大鳥居満也、小瀧腿太郎、平尾茂一郎、

本川駒三郎

常議員 佐々木左坦、安閑立雄、 山本礎十郎、

末松佐一郎、佐藤正発、館林能司、

吊jl野信次郎、高丘治季

旧本建築協曾庚島支部規程|

第 l線 本支部ハ日本建築協合成島支部 ト稿ス

第2(1傑 本支部ハ事務所ヲ腕島市二世ク

第3候 次ノ地域内ノ日本建築協曾々員ハ凡テ本支部ニ属ス

ルモノトス 庚島豚

第 4(1傑 本支部ハ日本建築協舎定款第一篠ノ目的ヲ逮スルタ

メ地方的ニ必要ナル諸種ノ事業ヲナスモノトス

第 5fl燦 本支部ニ役員 トシテ支部長、高11支部長、常識員幹事

若干名ヲ置ク

第6篠 常識員ハ支部合員ノ選恕ニヨルモノトス

第7僚 支部長、副支部長ハ常識員ノ互選ニヨルモノトス

第8篠幹事は支部長之ヲ任命ス

第9候 支部長ハ舎務ヲ統括シ日11支部長ハ支部長ヲ補佐シ幹

事ハ一般曾務を彪理シ常識員ハ常議員合ニ於テ曾務ヲ

審議ス

第10篠 役員ノ任期ハ二ヶ年ト シ重任スルコト ヲ得、役員ハ

任期満了スルモ後任者ノ選任ニ到ル迄其職ニアルモノ

トス

第11線 通常総合ハ毎年一回臨H寺総合ハ役員曾ノ決議ニヨリ

若クハ支部合員三十名以上部求アリタルトキ開ク

第12線 本支部ノ経費ハ本部交附金其他ノ収入ヲ以テ支緋ス

第13線 本支部猿算ハ通常総合ニ附議シ決算ハ次年度ノ通常

総合ニ報告シ其ノ承認ヲ経ルモノトス

第14(1傑 本規程ニ於テ特ニ明示セサル事項ハ凡テ日本建築協

曾定款及規程ニ準披スルモノトス

第15篠本規程ノ轡更ハ総曾ノ決議ヲ得ルモノ トス

日本建築協曾1質向支部制則

第 H傑 本支部ノ事務所ノ、首分ノ間左記ノ所ニ置ク

ldT島市国泰寺町 !賞品土建合館内
第2(1傑 本支部ノ役員ノ定数ハ首分左ノ通リトス

支部長 一名 副支部長 二名

常識員若干名

第3(1傑 合議ハ総合、役員舎の二種トシ支部長之ヲ召集シ其

議長トナル

降tWI 
本規目IJ;、昭和二十二年四月十七日ヨリ百施スルモノトス

廃島支部役員

支部長 藤田定市

副支部長古林義敦、中山文夫

常議員

幹事

Llーl中 侠、井上英彦、二村凹郎、

安東忠士、!隣谷船底、近藤兵凶郎、

谷川 政夫、藤岡正

高谷奥一、回j反 4すI~

旧本建築協曾兵庫支部規程|

第 1(1底 本支部ハ日本建築協合兵庫支部トイヒ事務所ヲ事11戸

市内ニ置ク

第2候 兵庫!隊内ノ日本建築協合員ハ本支部ニ廊スルモノ卜

スjレ

第3候 本支部ハ日本建築協合定款第一候ノ目的ヲ遥スル馬

地方的ニ必要ナ事業ヲ行フモノトスル

第4(1傑 本支部ニ役員 トシテ支部長、高IJ支部長、幹事並ニ代

議員ヲ置ク

第5(1傑 役員ハ支部合員ノ選穆ニ依ルモノトスル

第6fl傑 支部長ハ本支部ヲ代表シ合議ノ議長トナル

副支部長ハ支部長ヲ補佐シ支部長事故アルトキハ其

ノ織務ヲ代理ス

幹事ハ一般舎務ヲ掌辺!スル

代議員ハ代議員曾ニ依リ合務ヲ審議スル

第7傍 役員ノ任期ハ二年トスル但シ再選ヲ妨ゲナイ

役員ハソノ任期ガ満了スルモ後任者ノ選任ニ歪ル迄

ハソノ職ニアルモノトスル

第8(1傑 本支部ノ合議ハ総合、幹事舎、代議員舎トシ支部長

ガ之ヲ招集スル

通常線曾ハ毎年一回|溺lI~f縦、禽ハ幹事舎ノ決議ニ依リ

若ハ支部合員六分ノー以上ノ諮求アルトキニ之ヲ閲ク

第9候 本支部ニ職員若干名ヲ世クコトガデキル

戦員ハ支部長ガ之ヲ任免スル

第10線 本支部ノ経費ハ本部交附金ソノ他ノ収入ヲ以テ之ヲ

支緋スル

第11線 本支部ノ珠算ハ通常総合ニ附議、ン決算ハ次年度ノ通

;常総合ニ報告シソノ承認ヲ経ルモノトス

第12(1燦 本規程ノ外必要ナ事項ハ支部長ガ別ニ之ヲ定メル

第13線 本規程ノ改j姦ノ、線、合ノ決議ヲ要スル

11付員IJ

本規程ハ昭和二十二年十一月十四日カラ之ヲ施行スル

日本建築協合兵庫支部細則

第 1(1集 支部規程第一線ノ事務所ハ笛分ノ中神戸市生田区楠

町一丁目卜一番地ノ六 雲漬荘内ニ之ヲ置ク

第2(1傑 支部規程第四篠ノ役員ノ定数ハ首分ノ中左ノ通リト

スル

支部長 一名

副支部長 二名

幹事若干名

代議員若干名
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附 則

本細則ハ昭和二十二年十一月卜凶日カラ之ヲ施行スル

兵庫支部役員

支部長 岡本茂樹

副支部長岩尾保衛、桑田正一

幹事 浅尾態雄、今津重j夜、熊田繁蔵

早良俊夫、新名種夫、瀧浮虞弓

中島富造、野田清三、野;1翠幸三郎

長谷川武彦、炭田穣太郎、松浦勇太郎

山内嘉兵衛

|日本建築協曾九州支部規程|

第l候 本支部は日本建築協曾九州支部といひ事務所を福岡

市内に置く

第2篠 九州及山口!係の日本建築協合員は本支部に属する

第3篠 本支部は日本建築協合定款第一線の目的を達成する

矯地方的に必要な事業を行ふ

第4(1傑 本支部に役員と して支部長、副支部長、幹事並びに

代議員を置く

第5(集 役員は支部曾員の選穆に依る

第6(集 支部長は本支部を代表し曾議の議長となる

副支部長は支部長を補佐し支部長事故あるときはそ

の職務を代埋する

幹事は一般曾務を掌理する

代議員は代議員舎に依り曾務を審議する

第7篠 役員の任期は二年とする但し再選を妨げない

役員はその任期が満了するも後任者の選任に至る迄

はその町議にある

第8篠 本支部の合議は総合、幹事合、代議員舎とし支部長

が之を招集する

通常線曾は毎年一回、 |即時総曾は幹事舎の決議に依

り若しくは支部曾員六分の一以上の請求があるときに

之を聞く

第9(1傑 本支部に職員若干名を置くことができる

職員は支部長が之を任免する

第10(1傑 本支部の経費は本部交|付金その他の収入を以て之を

支排する

第11(1傑 本支部の橡勢:は通情総合に附議し決算は次年度の通

常総曾に報告しその承認を経る

第121集 本規程の外必要な事項は支部長が別に之を定める

第1311傑 本規程の改廃は線舎の決議を要する

附則

本規樫はUi"，和22年12月4日から之を施行する

日本建築協合九州支部細則

第 1j集 支部規程第一線の事務所は首分の間福岡市今泉町四
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ノ一二七番地に之を置く

第211傑 支部規程第四僚の役員の定数は'i"分の中左の通りと

する

支部長 一 名

高IJ支部長 二 名

幹事 若干名

代議員 若干名

附則

本細則は昭和22年12月4日から之を施行する

九州支部役員

支部長 錦田直一

副支部長松田 昌平、篠原政次郎

幹事 黒木源次郎、田中 勇雄、山手 研吾

岩崎甚太郎、古館均一、池口 凌

深津七十郎、浦田哲一、渡溢藤吉

|日本建築協曾東海支部規程|

第 1(喋 本支部は日本建築協合東海支部といひ事務所を名古

屋市内に置く

第2修 愛知l孫、 三重!孫、 l岐阜!係の日本建築協曾員は凡て本

支部にj認する

第3修 本支部は日本建築協合定款第一僚の目的を達する筋

地方的に必要な事業を行ふ

第4(1傑 本支部に役員として支部長、副支部長、幹事並びに

常議員若干名を置く

第511傑 役員は支部曾員の選翠に依る

第6(1皮 支部長は本支部を代表し合議の議長となる

副支部長は支部長を補佐し支部長事故あるときはそ

の職務を代理する

幹事は一般曾務を底思!する

常議員は常議員舎に依り曾務を審議する

第7傍 役員の任期は二年とする但し再選を妨げない

役員はその任期が満了するも後任者の選任に至る迄

はその月裁にある

第811傑 本支部の曾議は縫合、幹事舎、常議員曾とし支部長

が之を招集する

通常線舎は毎年1回、|臨時総合は幹事舎の決議に依

り若しくは支部曾員の六分の一以上の請求があるとき

に之を開く

第911傑 本支部に職員若干名を置くことができる

職員は支部長が之を任免する

第10線 本支部の経費は本部交附金その他の収入を以て之を

支緋する

第11線 本支部の橡算は通常総合に附議し決算は次年度の通

常総合に報告しその承認を経る

第12(1傑 本規程に於て特に明示しない事項は凡て日本建築協



曾定款並びに細目IJに準援する

第1311傑 本規程の改肢は総合の決議を要する

附買IJ

本規程は昭和22年12月13日から之を施行する

日本建築協合東海支部細則

第111集 支部規程第一僚の事務所は蛍分の間名古屋市中匝祭

11可三ノ六土木建築材料協舎内に之を置く

第211傑 支部規程第四僚の役員の定数は首分の問左の通りと

する

支部長 一 名

副支部長 二 名

幹事 若干名

常議員 若干名

附則

本網11則は昭和22年12月13日から之を施行する

東海支部役員

支部長 玉置豊次郎

副支部長佐藤四郎、染木正夫

幹事 池田源三郎、池部宗燕、伊藤鎌一

大倉由平、岡田平蔵、鬼頭昌文

佐久間寅秋、水野金市、吉田信武

吉川 清一、演 一郎、成川誠三郎

旧本建築協曾和歌山支部規程|

第H傑 本支部は日本建築協曾和歌山支部と檎し事務所を和
歌山市内に置く

第211傑 和歌山県*内の日本建築協合合員は本支部に属するも

のとする

第3篠 本支部は日本建築協曾定款第H.菜の目的を達する為

め地方的に必要な工作業を行ふ。

第4篠本支部に次の役員を置く

支部長 1名、 副支部長 2名、

曾計幹事 2名、 幹事 若干名、

常議員若干名、

第511探 役員の選挙は支部合員の選撃に依るものとする、但

し常議員は幹事舎の議決を以て選挙に代ヘる事が出来

る

第611様 支部長は本支部を代表し合議の議長となる

副支部長は支部長を補佐し支部長事故あるときは其

の職務を代理する

幹事は一般合務を庭理する常識員は常議員舎で曾務

を審議する

第711傑 役員の任期は2年とする、但し特別事情あるものは

重任を妨げない

第8線 本支部の舎議は線合、幹事合、常議員舎とし支部長

之を招集する、総合は毎年l回開く臨時総舎は必要に

より開催する、其の他の舎は支部長必要により適宜開

催する

第911傑 本支部に職員若干名を置く司王が出来る、職員は支部

長之を任免する

第1011傑 本支部の経費は本部交附金其の他の収入を以て、之

を支排する

第1111傑 本支部の珠算決算は通常総合に附議承認を経たるも

のを本部に提出し理事舎の承認を求める ものとする

第1211傑 本規程の外必要な事項は幹事曾で別に定むる

第1311傑 本規程の改腹は総合の決議を要する

第14修 本規程に洩れたるものは総て日本建築協曾定款並び

に細則に依るものとする

附 則

本規程は昭和25年5月20日から賀施する。

和歌山支部役員

支部長奥村 粋

副支部長栗林 一馬、島村佐次郎

合計幹事今津吉兼、田中閑吉

幹 事布袋図雄、栂野正春、中原英一、

前田保永、厳本芳一、松岡新蔵、

松下容一、藤本久縦

217 



編料資

l支部役員
年度 支部名 支部長 品1) 支部長

1947 京都 松井消之助 棚橋 三'"台I、 小崎 修

i表島 藤田定市 古林義敦 中山 文夫

兵庫 |河本茂樹 岩尾保衛 桑田正一

九州 錦田直一 松田昌平 篠原政次郎

東海 玉置豊次郎 佐藤凶郎 染木正夫

1948 京都 松井消之助 棚橋 舌ロ，台 小崎 修

成島 藤田 定市 古林 義敦 中山 文夫

兵庫 |河本茂樹 岩尾保街 桑田正一

九州 鋭i田 直一 松田 昌平 篠原政次郎

東海 玉置豊次郎 佐藤四郎 染木 正夫

1949 京都 松井清之助 棚橋 言関古iJ、 小崎 {彦

庚島 藤田定市 古林 義教 中山文夫

兵庫 岡本茂樹 松浦勇太郎 桑田正一

九州 錦田直一 田中 勇雄 松田昌平

東海 玉置鐙次郎 佐藤四郎 染木正夫

1950 京都 松井清之助 棚橋 き阿久台)，、 小崎 修

中国 藤田定市 古林 義教

兵庫 吉田 信武 早良俊夫 山内嘉兵的i

九州 宮!協 H古美 黒木源次郎 藤島哲三郎

東海 玉i首豊次郎 佐藤四郎 染木 正夫

和歌山 奥村 JI宇 架林 一馬 島村佐次郎

1951 京都 松井清之助

中 国

兵庫 吉田信武

jL 州

東海

和歌山 鳥村佐次郎

1952 京 都 林 嘉造 伊東恒治

中国

兵庫

九州

東海

和歌山 鮫本芳一

1953 京都 大倉 三郎 西山知三 高丘治季

森口 清 大島居満也

木下清司

中 国 藤田定一 古林 義教

兵庫 吉田 信武 早良俊夫 山内務兵衛

宮飼克二

九州 宮l協 IIj'i美 黒木初、次郎 薄 WR 
東海 玉置堅次郎 佐藤四郎 染木正夫

和歌山 栗林 一馬 布袋図雄 鳥村佐次郎
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年度 支部名 支部長 日1) 支部長

1954 京都 大倉 三郎 菅 隆二 高丘治季

西山歩11三 木下 消司

大島居満也

中国 藤田定市 古林義敦

兵庫 吉田信武 早良俊夫 山内嘉兵衛

宮飼克二

九州 宮脇 11青美 黒木源次郎 薄 輿荘

東海 連絡事務所として支部に準じて会務を執行

平日;歌山 栗林 一馬 島村佐次郎 布袋図雄

1955 京都 大倉 三郎 '1三E五" |控二 高丘 治季

jLfj山 タ11三 木下消司

大鳥居i尚也

中国 藤田 定市 古林義敦 中山 文夫

兵庫 吉田信武 早良俊夫 山内嘉兵衛

九州 宮!協晴美 事事 興荘

東海 会員数が定紋の支部'Jlif'l未満となったため連絡日を置き支

部に準じた会務を行うこととした。

和歌山 栗林 一馬 島村佐次郎 布袋図雄

1956 京 都 大倉 三郎 菅 陸二 高丘治季

西山州三 木下清司

大鳥居満也

中 国 藤固 定市 古林 義教 中山 文夫

兵庫 吉田 信武 早良俊夫 山内嘉兵衛

九州 欠員 薄 !1if荘

東海 会員数が定殺の支部要件末満となったため述絡只を置き支

部に準じた会務を行うこととした。

和歌山 栗林 一馬

1957 京都 大倉 三郎 づ日It: |建二 高丘治季

西山 知三 木 F 清司

大鳥居満也

中 国 古林 義敦 奥井忠太郎 荒川 初雄

兵庫 山内嘉兵術 早良俊夫 宮飼克二

九 州 欠員 ì~if. 興荘

*海 会員数が定品;の支部要件未満となったため述絡貝を泣き支

部に機じた会務を行うこととした。

和歌山 栗林 一馬

1958 京都 大倉 三郎 井手正雌 佐々 木米太郎

市川 *男 山本 和夫

兵庫 山内嘉兵術 早良俊夫 宮飼克二

九州 欠員 Ji;¥木源次郎 薄 夢W，
中 国 古林義紋 奥井忠太郎 荒川 初雄

東海 会員数が定款の支部嬰件未満となったため述絡貝を誼き支

自iに準じた会務を行うこととした。

和歌山 崎野正春



年度 支部名 支部長 国IJ 支部長 年度 支部名 支部長 日IJ 支部長

1959 京 都 大倉 三郎 チ|ニ手 正雄 佐々木米太郎 1965 京 都 井手正雄 山本 和夫 佐 木々米太郎

市川 進男 山本和夫 水野喜一郎

中国 古林義教 奥井忠太郎 荒川 初雄 中国 古林義敦 松岡 実 育長在 繁男

兵庫 山内嘉兵衛 早良俊夫 宮飼克二 兵庫 山内嘉兵衛 早良俊夫 宮飼克二

九州 欠員 iW 輿荘 九州

東海 会日数が定款の支部~f'l 未満となったため連絡貝を位き支 東海 一回俊郎 橋本 忠保 水野 金市
部にi相じた会務を行うことと した。

和歌山 架林 一馬 栂野正春

和歌山 栗林 一馬

1966 京都 井手 正雄 佐#木米太郎 水野喜一郎

1960 京 都 井手 正雄 水野喜一郎 佐々木米太郎 中村 金三

市川 進男 山本和夫 中国 占林 義教 松田 実 青盛繁男

中国 古林義敦 奥井忠太郎 羽太 二男 兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三

兵庫 山内嘉兵衛 早良 俊夫 宮飼克二 九 州 欠員 薄 ~~f 

九州 小栗治平 黒木源次郎 薄 輿荘 東海 一回俊郎 橋本忠保 水野 金市

東海 一回俊郎 新居恒人 城戸 武男 和歌山 栗林 一馬 締野正春 山下宗一

和歌山 架林 一馬 術野正春 井崎 梁次

1967 京都 井手 正雄 佐々木米太郎 水野喜一郎

1961 京都 井手 正雄 市川 進男 佐#木米太郎 '1'村金三
山本和夫 水野喜一郎 中国 古林義敦 松田 実 青I，\~ 繁男

中国 古林義教 奥井忠太郎 羽太 二男 兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三

兵庫 山内嘉兵衛 早良 俊夫 宮飼克二 九州 欠員 事基 輿荘

九 州 小栗 治平 黒木源次郎 ~-r;. 輿荘 東海 一回俊郎 橋本忠保 水野 金市

東海 一回俊郎 新居恒人 城戸 武男 和歌山 栗林 一馬 4障壁rA春 山下 宗一

和歌山 架林 一馬 栂野正春 井11崎 梁次

1968 京 都 井手正雄 佐今木米太郎 水野喜一郎

1962 京 都 弁手正雄 市川 進男 佐キ木米太郎 中村 金三

山本和夫 水野喜一郎 中国 育盛繁男 松田 実 松本正夫

中 国 古林義教 奥井忠太郎 羽太 二男 兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三

兵庫 山内嘉兵衛 早良 俊夫 宮飼克二 加藤太郎

九 州 九 州 欠員 容i 輿荘

東海 一回俊郎 新居恒人 城戸 武男 東海 一回俊郎 広橋臣ー 水野 金市

和歌山 栗林 一馬 栂野正春 井崎 梁次 和歌山 栗林 一馬 栂野正春 被本芳一

1963 京都 井手正雄 市川 進男 佐々木米太郎 1969 京都 井手正雄 佐今木米太郎 水野喜一郎

山本和夫 水野喜一郎 中村 金三

中国 古林義敦 奥井忠太郎 羽太 二男 中国 青盛繁男 松田 実 松本正夫

兵庫 山内嘉兵衛 早良 俊夫 宮飼克二 兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽員三

九 州 九 州 欠員 事E 輿荘

東海 一回俊郎 新居恒人 城戸武男 東海 一四俊郎 水野 金市 広縞臣ー

和歌山 栗林 一馬 機野正春 弁ijf 梁次 和歌山 架林 一馬 紙野正春 薮本芳一

1964 京 都 井手正雄 山本和夫 佐々木米太郎 1970 京 都 井手 正雄 佐今木米太郎 水野喜一郎

水野喜一郎 中村 金三

中国 古林義敦 松田 実 青盛繁男 中国 青盛繁男 松田 実 松本正夫

兵庫 山内嘉兵衛 早良 俊夫 宮飼克二 兵庫 宮節l克二 早良俊夫 設楽員三

九州 欠員 薄 輿荘 九州 欠員 薄 奥荘

東海 一回俊郎 新居恒人 械戸 武男 東海 一回俊郎 広橋臣ー 水野 金市

和歌山 架林 一馬 栂野正春 井崎 梁次 和歌山 栗林 一馬 締野正春

219 



編料資

年度 支部名 支部長 同11 支 部 長

1971 京 都 :N'手 iE雄 佐々 木米太郎 水~牙喜一郎

"1" 国 11j盛繁男 .ti¥凹 実 松本 正夫

兵庫 宮飼克二 早良 俊夫 設楽貞三

加藤太郎

九州 欠員 蒋 興荘

東 海 一回俊郎 広総 131一 水野 金市

和J::!xiJJ 栗林 一馬 .tl;t野正.(J: 善玉本 芳一

1972 京 都 :)1'手 正雄 佐キ木米太郎 水y可'喜一郎

市川 繁雄

中 国 i守l，¥¥'i ~~男 fi¥田 実 松本 正夫

兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三

加藤太郎

九州 欠 員 ì'i-~ Fヰ~I

東 海 一|図 俊民日 小野 勉 相山 樽二

司、fJ可XI11 政本芳一 .tl:t野 iEイ千 山下 宗一

1973 京 都 井手正雄 佐々 木米太郎 水野喜一郎

市川 繁雄

中|五| IIÍ" ~W[ 繁男 4公凹 実 総本 正夫

兵 庫 ZE飼 克二 早良俊夫 設楽貞三

加fI;長太郎

九州 欠員 興~ I

東海 一回俊郎 相IJ1 '_li-二 小野 勉

和歌山 厳本 )j一 嶋野正イF 山下 宗一

1974 年以降は、次真につづく

京都支部設立

昨年通常総合で決議さ H虎京都支部設置の伶は

共後地元護担人4リhご亡、荒々.準備を進めてゐ，1;が機
漸〈熟し本年4jU:3i:!京都市上長和町木藤で共倉IJ

立総合金開催盛合裡11;終了r=t-IP，皮共事タ「トを切.

つ?こ。営F-I合合せる者;俗:J.Ii・4棚橋雨琵組本代表以

ポ3宮、名本部ょ:'9 ~合I長何湾出中間協1)合長‘' 常務代表尾
崎久朗氏‘¥事務局代表大手11斡:記反列席4時間合本

川附三則氏司令のT下1こ烹記究第で・進行いこ。

開合の僻‘'松井清之助氏¥西向卯三氏経;過品報t昔台
を述ぺ7たヒ討f後麦E座匡長に松ヲ升弁J十:.E尽E明f羽推l佐主iされ議耳事王iロミ入り.支部規
評程ユ等を別項のz泡包b容議決E定を?iヨ次尺に4役安員泣傘1下=毛桜冬冬
完控E携方法を裕うfわ2給果支剖部{畏を議場で弛璃しE副q支.
苦剖部1¥長長.以下役員}はま交古郁官f長受指命一任住9を乞.決議lじL斗刀A汀点?た:のでE座匡

長は多監数tの窓見に.1:'b 支古部官長推薦方~滞つ?こ所尚'

場?致で胸部之助氏を支部長に推薦決持した。

松井氏は之を承諾し就任挨拶を述べfこ後高1)支部長

ヰ下の役員を選訟に代て指命する事密告げ棚時諒

小崎修雨氏を高1)支部長に共他の役員を別項の遇b

指名一同拍手決定承認しTこ。
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震島支部設立準捗

般市[-から地方合員の繭利増進と合勢強展に克も

熱心、であっTこ庚島誕百伎の王子員有志憾。早い斗支部

設置に努力されてゐ?ごが‘あの1止界的悲惨な原子

爆磁の?こめ此の問題色デl時芭'こか入吹き飛んでゐ

?こ。数年聞はÏ'jt/jèも 1守党ねにろう t 云はれでゐ 1~

際島の符じ色花は倹き;192約ま生;l}'!隼き h芽を出し
'Kjl市の復興も河野次臓やがiこなずってゐ:1j。四散した

合員も央に庚烏 I::' : ~ 逐目立与量告を埼じ再建の意気に

燃え活路されてゐる Q ~P ，Iこも古林宍敦氏‘ 奥迫唯
ー氏谷川政夫氏‘藤間正一氏等は金 .(~線を越へ

7こ方々で共t三宮脇氏時1~由てら 3陸部問題に弘吉非常

に協力されてゐ?こが今般機熱せりと見て之員事φA
々十名が支部設立の碍111設を協議され有林氏を葎

起λ代表と 1.:/'[闘係カ~W.搬を飛ばじ7こ結果去る

4月17日舗の業界‘官街‘鰍‘専務所得合

員30飴名が庚烏土建命館に合して協合支部設置問

題に就て協議された。

東海支部設立準備選む

協合創立年記念事業の-kして各地に支部設立

の識が起った・際其トップを切っイ設立IMI¥があっ

?このは東海支部であ b夫は昭和U~年の交で:あっ

たo ~;I;;時恰も接合との合併問題が著しく進展似

てゐたので本部では‘習〈静!視J!k態"こな今てみた

裡に rIlJiひ峻烈~纏め途 1;:終職の幕とtJ::!>場合も・ゲf

l協合;長を'm!え新設足とお[査は鑓し諸機織の改盟主

なさ"ft殺各地ιの辿絡も諜刊:今日に及んにがie般
大手目撃子記長名古屋出張の瑚り世時よ h護起人代表

a1左藤四郎氏‘玉置些女郎氏並業界代表清水組‘
竹中工務応外有志合合され至急:支部設置逃渉方の

申合せがあ b共旨を受付て脇佳し?このでめる。

和歌山支部結成記

ヲInて竹腰舎長は各地C支昔日;1主軍事乃至は大都市在パツ
Fにして200乃さ 500名の合員在宅事している Cに当和歌

山支部が 1緊で然も南海c一端にあって120余名の舎員

を獲得され、主主にめでた〈支部結成された各位の努力と

築現在意に敬意を表すると共に問~の釜習であ宮、今後。

育成後民を望んで.Jl:主ぉ。先~*V-足から天候に葱れず

云身とあったが、災容の起る毎に建築家@任走者はあらゆ

る面を語じて多鍋であ官、叉探究を星空するから一面から

見て之は宮支部。将来の活甥登展を物語るものと自分は

僻絡している。復興途上に直面し本舎のなナベき事業は

山積している、各位は盆々一致協力持互の向上宝霊長を計

ると共に盆々新界むため鐙苫れ、本合FJf期@目的達成に

量産されん事を祈と旨を延べ祝詞と挨wがあった。

以上4支部の動きは「池袋と十|会J19'17"f.、1950"ドより復主IJ



年度 支部名 支部長 函l支部長
会員数 10/31 収支決算状況

個 人 団 体 収入 支 出 収支差額

1974 京都 佐々 木米太郎 水野喜一郎 市川 繁雄 92人 241宣11:本 461二l 1.164 961 223 
'1-'国 青感繁リ3 松田 実 松本正夫

兵庫 宮飼克二 早良 {愛犬 設楽貞三

加藤 太郎

九 州 欠員 薄 !l!-~:E 
Jl[海 一回俊郎 小野 勉 相山 専二 145 13 501 351 150 
利1歌山 薮本 7'1一 栂野正春 山下宗一

1975 京都 i主今木米太郎 水野喜-Jl!I1 市川 繁雄 92人 23団体 44口 1，614 l.228 386 
中国 育l，lJ，i: 繁男 松田 実 松本正夫

兵庫 宮節l克二 早良俊夫 設楽貞三

加藤太郎

九 州 欠員 薄 !，~ 5If 

東海 一回俊郎 相山専二 小野 勉 145 13 501 351 150 
和歌山 薮本芳一 締野正春 山下 宗一 101 12 

1976 京都 佐今木米太郎 水野喜一郎 市川 繁雄 87人 23団体 43口 l.639 l.201 438 
中国 青~~~ 繁男 松田 実 総本正夫

兵])jI. 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三

加藤太郎

東海 一回俊郎 小野 勉 142 12 433 346 87 

395 395 。
和歌山 薮本芳一 栂野 iE春 北山 ft' 91 31 

1977 京都 佐々 木米太郎 水野喜一郎 市川 繁雄 151人 191宝If:本 43口 l.639 1.201 438 

'-11 国 青盛繁男 松田 実 松本正夫 152 21 39 
兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三 151 19 43 

加藤太郎

東海 一回俊郎 服部小b巳 宮崎辰敬 130 12 20 320 217 103 
和歌山 護主本 芳一 栂野正春 北山 ft' 112 42 42 

1978 京都 水野喜-f!ll 市川 繁刻i 前田利典 115人 27団体 30口 1.700 1，502 198 
中 国 背凝集i男 松田 実 松本正夫 116 21 39 
兵 !市 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三 135 18 42 

加藤太郎

東海 一回俊郎 宮崎辰敬 flF:i部小虎 121 10 18 337 254 83 
和歌山 革担本 芳一 栂野 if春 北山 俊 106 'il 41 

1979 京 都 水野喜一郎 市川 繁雄 前回利典 115人 27団体 30口 l.566 1，288 278 
中国 青盛繁男 松田 実 松本正夫 116 21 39 
兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三 135 18 42 

加藤太郎

東海 "1:'烏 服部 小虎 宮崎辰敬 117 10 18 367 274 93 
相IHIX山 桜本芳一 栂野正春 北山 俊 99 40 40 

1980 京都 水野喜一郎 市川 繁雄 前田利典 113人 31団体 37口 1，599 1，416 183 
中国 青盛繁男 松田 実 松本正夫 106 20 36 
兵庫 宮飼克二 早良俊夫 設楽貞三 125 19 43 

加藤太郎

[， ~~~ 仁川 仁 19;東海 中島 宮崎 辰iij~ 服部 小l氾 114 9 16 1.763 1，763 
和歌山 北山 i安: 守地 行'i |坂本良二 96 36 36 
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資料編

会員数 10/31 収支決算状況
年度 支部名 支部長 日IJ支部長

個人 団 体 収入 支 出 収支差額

1981 京 都 水野喜一郎 市川 繁雄 前回利典 109人 31団体 37口 1.869 1.625 244 

中国 青~ 繁男 松E8 実 松本正夫 106 20 36 

兵庫 宮飼克二 早良 俊夫 設楽貞三 121 18 42 

加藤太郎

東海 中島 宮崎 辰倣 服部小虎 106 8 15 576 332 244 

手[I~!X山 北山 i変 寺地 消 阪本良二 102 34 34 

1982 京 都 弁JI! 栄一 橋詰 一雄 佐藤四郎 100人 31団体 37口 2.599 2.020 578 

中国 青感繁男 総回 実 松本正夫 86 20 36 

兵庫 宮飼克二 早良 俊夫 設楽貞三 115 17 40 

加藤太郎 E742 仁問 E20; 
東海 中島 太田信二 宮崎辰敬 107 8 15 760 760 

和歌山 北山 1変 !:iJ凹省造 野島育夫 93 30 30 

1983 京都 井川 栄一 締結 一般 佐藤四郎 60 22 37 2，934 2，302 632 

中国 河内義就 松本正夫 平本 俊秋 78 20 36 

東海 中島 太田 信二 宮崎 辰敬 99 8 17 仁 772 E m 仁
98 

746 746 。
和歌山 ~t: 111 俊 島田省造 野島育夫 86 28 28 

1984 京都 橋詰 -kjF. 大原 正 山口 11月 43 21 24 2，840 2，191 649 

中国 河内 義就 松本正夫 平本俊秋 72 19 35 

東海 中島 宮崎 辰敬 太田信二 99 8 17 E584 亡547
E 
37 

1，028 1，028 。
利l歌山 北山 l変 向田省造 野島育夫 85 27 27 

1985 京都 橋詰 一雄 大!日1 正 山口 日月 39 19 22 2，855 2，306 549 

中国 河内 義就 平本俊秋 武藤 享 68 19 35 

東海 中島 太田 信二 宮崎 辰敬 99 8 16 仁“7 仁 502 E 16; 
1，413 1，413 

平1J~!X t11 北111 (変 I;~FEI 省造 野島育夫 75 23 23 

1986 京胡i 橋詰 一雄 大原 正 1111コ f明 38 17 20 2，646 2.090 555 

中国 河内義就 平木俊秋 武藤 亭 64 18 34 

東海 中島 宮崎 辰敬 広田外雄 128 10 17 仁 860 仁 723 仁 I3;
419 419 

府l歌山 北山 {変 i尋問省造 野島育夫 58 19 19 

1987 京 都 橋詰 一雄 大原 正 山口 明 36 17 20 2.700 2.223 477 

'1' !五 平本俊秋 稲葉 Yーは~ 古林 敏郎 62 22 38 

東海 中島 広間外Mf 宮崎辰敬 93 9 16 E652 E 620 仁
32 

243 243 。
キ1::!XLLt 北111 i変 j諸国 'ti)宣 野島育夫 57 18 18 

1988 京 都 井手正己 神谷 治 山口 日月 36 22 28 2.798 2.373 425 

中|主| 平本俊秋 稲葉 登 古林敏郎 86 28 45 

東海 中島 宮崎辰{放 86 10 22 E911 仁 790 E 12; 
750 750 

平日 ~，fX山 北山 i変 lみ間行進 野鳥 育夫 56 16 16 

1989 JZ 都 井手 iF己 相"谷 治 山口 日月 40 23 29 4，254 3.882 372 
，:，.，医l 平本俊秋 稲葉 y主aえL 古林敏郎 94 38 57 

東海 中島 宮崎 辰敬 岩田正弘 81 10 22 亡1，066 E894 E l7; 
866 866 

和歌山 北山 l変 寺地 消 野島育夫 51 15 15 
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年度 支部名 支部長 日IJ支部長
会員数 10/31 収支決算状況

個人 |到 {本 収入 支出 収支差額

1990 京都 井手 正己 神谷 治 山口 lリj 37 29 37 3，936 3.613 323 
中国 玉1"本 俊秋 稲葉 登 古林敏郎 98 43 62 2，448 1，466 982 
東海 中 I~る 宮崎辰倣 岩田正弘 115 11 24 El，903 E1501 

仁て5，010 5.010 
和歌山 北山 {変 寺地 汗j 野島育夫 51 16 17 1，397 1，286 III 

1991 京 都 井手正己 事11谷 治 山口 Il}:j 104人 30団体 38口 3，977 3.857 120 
中 国 平木俊秋 稲葉 登 古林敏郎 94 47 67 2，622 1，355 1，267 
東海 1:1:1向 宕田 正弘 森口 :ft~文 119 12 26 仁3，ω E1069 亡52;

1.620 1.620 
和歌山 北111 l変 寺地 許可 野島育夫 68 16 17 1，321 946 375 

1992 京 都 井手 正己 事11谷 治 山口 明 104 28 35 4，995 4，677 318 
中国 平本俊秋 稲葉 Y主J主危 古林敏郎 97 51 71 3，497 1.851 1，646 
東海 中島 岩田 正弘 森口 :ftto文 132 13 27 E5，n 仁4，43 仁 78;

1.472 1，472 
和歌山 北山 俊 北山 泰秀 雑賀幹央 65 15 16 

1993 京都 井手 正己 事11谷 治 山口 l列 103 28 36 5.483 4.887 596 
中国 平本 {変秋 稲葉 Y主J之食 古林敏郎 103 57 77 
東海 森口 m文 岩田正弘 林 金之 146 44 59 仁5，845 仁4，808 仁103;

1.220 1.220 
和歌山 北LI.i 俊 北山 泰秀 雑賀幹央 61 13 14 

1994 京都 井手正己 事l'谷 治 山口 時3 97 29 37 5.552 4.759 793 
中間 平本 (1'，l;秋 稲葉 登 古林敏郎 103 56 76 3.701 1.902 1.799 
東海 森口雅文 小宮 三辰 林 金之 158 68 92 仁7，旧 仁5，制 E128; 

寺本英一 1，390 1.390 
和歌山 小池康雄 北山 請書秀 雑11 1除央 53 11 12 1，550 851 699 

1995 京 都 井手正己 神谷 治 山口 I~l 102 30 38 5.962 5.235 727 
中国 平本 {変秋 稲葉 登 古林敏郎 108 51 70 2.877 1.656 1.221 
東海 森口雅文 小宮 三辰 林 金之 187 85 109 E5.327 仁5，327 仁

。
寺本英一 1，050 1.050 。

柄1歌U.I 小池康雄 北山 泰秀 雑貨幹央 56 7 8 1.444 720 724 

1996 京都 望月秀祐 秋山明孝 神谷 治 101 35 44 5，849 4，960 890 
中国 平本 {変秋 稲葉 登 古林敏郎 107 50 68 3，684 1.912 1.772 
東海 森口雅文 小宮 三辰 林 金之 202 103 131 仁7，823 仁6，306 仁151:

寺本英一 2，156 2，156 
和歌山 小池康雄 北山 泰秀 雑l~l 幹央 53 8 9 1，526 902 624 
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資料編

l会員数収支決算等の推移
会員 数 収支決算額 会費/年

年度 会長 名誉 終 身 特別 普通準 .g. ;'1-1 
_lE会員

正会員 地方 収入額 支出額 差 引 地方会員

(賛助員) (賛助員) (賛助員) (賛助員) (名) 賛助員

1917 片岡安 人 人 人 人 人 人 人 円銭 |司主主 円 銭 正 12円

初代理事長 J也 6 

74 74 1，269.39 1.673.01 血 403.62 t:1' 6 

1918 同 血3036.73 正 12円

f也

133 30 18 30 205 416 5，622.39 8，659.12 累'3440.35 賛 6 

1919 同 正

f血

178 36 65 39 7 230 555 11 ，334.62 不明 賛

1920 同 会!tI1第5条2号制終身賛助員平l∞円以上を~ V3∞円以上に 正 18P:1 

特賛 9 

176 51 72 41 9 250 599 普賛 6 

1921 片岡安 正

副会頭
資料不明

特賛

葛野壮一郎 204 70 70 50 15 332 741 千ま賛

理事長

1922 同 正

229 79 70 52 18 371 819 M 

1923 同 正

261 94 67 55 26 484 987 't't 

1924 同 正

303 114 86 56 29 466 1.054 賛

1925 同 正

特賛 121工l

松本局象 390 162 72 55 29 519 1.227 普賢

理事長

1926 同 iE 

園部文雄 特賛

理事長 394 178 70 53 27 498 1.220 -ttf't't 9円

1927 片岡安 正

会長 409 199 80 52 30 354 1.124 賛

1928 同 正

394 204 79 53 33 345 1.018 賛

1929 問 正

377 223 44 52 38 366 1.103 賛

1930 同

423 218 43 52 54 341 1.131 普f!t 81J:1 

1931 同 iE 

450 224 40 52 68 363 1.197 't't 

1932 同 正

511 226 39 51 94 495 1.416 賛

1933 同 正

476 232 38 49 125 494 1，414 賛
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会員数 収支決算額 会'i'i/年

l'年度 会長 名誉 終 身 特別 普通準 合 計
正会員

正会員 地 方 収入額 支出額 差 ヲ| 地方会員
(賛助員) (賛助員) (賛助日) (賛助員) (名) 賛助員

1934 片岡安 正

会長 501 230 35 48 134 513 1.461 賛

1935 同

534 287 33 45 132 501 1，532 

1936 同

822 308 27 42 158 463 1，820 

1937 同

932 335 23 38 176 480 1.985 

1938 同 正 121IJ 
933 335 23 38 175 488 1，992 地方 8 

1939 問 特H 12 
1.178 503 26 37 217 541 2，476 普H 6 

1940 同

1，423 666 22 38 279 439 2.871 

1941 同

l.429 690 26 39 324 481 2.989 

1942 同

1，502 745 26 39 365 496 3.173 

1943 同

1，495 721 26 38 329 485 3，094 

1944 同 (不 明)

1945 同 (不 明)

1946 片岡安

会長 (不 明)

竹JI要健造

(第2代)

会 員数 収支決算額

年度 会長
合計

会'fi./年団体
(口数)正会員 地方 準会員

(口数)
収入額 支出額 差 引

1947 竹JI要健造 (名誉16) 人 人 団体 | 口 人・団体 !こl 千円 千円 千円 円

2，744 848 250: 1.524 3，842 5.116 946 936 10 

1948 同 (名誉15)

2.270 251 500 i日 38 3.021 4.559 1，892 2.068 t; 176 

1949 同 (名誉18)

2，107 236 811 1，573 3.154 3.916 4，lll 4.120 A 9 

1950 同 (名営15)

2，369 262 199 501 1.417 3，331 4.247 5，071 5.073 t; 2 

1951 同 (名誉15)

2，389 248 199 547 1，380 3，383 4，216 5，815 5，749 66 

1952 同 (名誉15) 記念事業

3，388 1.868 1.520 
2，284 229 197 615 1，488 3.326 4.198 6，287 6.190 97 

1953 同 (名営17)

2.202 214 167 611! 1，476 3，194 i 4，059 
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編料資

会員数 収支決算額

年度 会長
iEコ入 J1" 

会費/年団体
(口数)正会日 地方 準会員

(n数)
収入額 支出額 差 づ|

1954 竹JI要位tt巡 人 人 人 団{本 l 仁l 人・団体 !こl 千円 千円 千円 f困 1.200 

(第2代) 2，215 234 189 608! 1，471 3.246 4.109 地 960 

1955 |百l

2.308 202 261 614: 1，478 3，385 4.249 11，670 11.661 9 1 f困

1956 同

2，396 196 340 605 1，442 3，537 4，374 個

1957 |司

2.487 200 419 606 1，443 3，712 4，549 個

1958 尾崎久助 個

(第3代) 2.772 198 455 616 1，460 4.041 4，885 1"11 

1959 |百l 個

2.952 208 512 607 1.418 4.279 5，090 団

1960 同 個

3.360 233 508 653 1.699 4，754 5，800 団

1961 同 個

3.591 239 546 634 1.676 5.010 6，052 団

1962 |司 {困

3，873 237 547 641 1.679 5，298 6.336 13目

1963 |百l 特2，545 !~2 ， 546 60 個

3，992 253 768 653 1.692 5.666 6.705 31，976 31，959 18 団

1964 東制1I謙三 !~2 ， 659 持2.534 125 {困

(第4代) 4.063 272 867 647 1.690 5，849 6，892 30，256 30，643 d 387 団

1965 |司

627 i 1，668 

!~3 ， 137 持3，138 d 1 個

4，054 268 820 5.769 6，810 38.076 37，905 171 団

1966 同

5，574 i 

f困

4，136 296 506 636 1.627 6，565 41，692 41，059 633 l宣i

1967 同

5.362 : 

1困 2‘400 

4.483 306 573 644 1.651 6.369 47.931 47，320 611 団 4.000 

1968 |百l

6.103 i 

1国

4，962 345 796 661 1.656 7，098 50，603 50，520 83 団

1969 l司

7，164 i 

1悶

5.222 388 889 665 1.663 8，162 61，363 62，467 ι 1.104 団

1970 同 f困 3.000 

5，757 895 660 1，649 7，312 8.301 92，350 94.266 A 1，917 団 5.000 

1971 塚本狐次 1悶

(第5代) 5.330 421 605 649 i 1.632 7.005 7.988 65.137 73，917 A 8，780 団

1972 同 個 4.200 I 

5.104 165 5.918 6，896 91，253 89，066 2，187 l宝1 7.000 649 i 1.627 

1973 |司

616 i 1，593 

{悶

4.593 359 136 5，704 6，681 78，180 75，999 2.181 団

1974 同

600 i 1.577 

(国 6.000 

4，340 332 65 5.337 6，314 98，398 94.926 3.472 団 10，000 I 

1975 同 個

4.119 301 66 団595 i 1，552 5.081 6.038 100.828 97.097 3.730 

1976 1百l

618 i 1.577 

個

3.972 292 44 4.926 5.885 106，194 104.802 1.392 |ヨ
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会民数 収支決算額

年度 会長
~、 ヨ~t

会費/年団体
(口数) 収入額 支出額 差 引正会員 地 方 準会只

(口数)

1977 塚本猛次 人 人 人 団体 lコ 人・団体 口 千円 千円 千円 個 7.800 
(第5代) 3.697 318 30 596 1，537 4.641 5，582 86.940 88，572 A 1，631 団 13.000

1978 同 個

3，467 278 14 593 1，536 4，352 5，295 134，088 132，536 1.552 団

1979 同 個

3，306 259 13 566 1，491 4，144 5.069 113，469 112，918 551 団

1980 同 個 9，000 
3，233 243 12 572 1.591 4，060 i 5.079 114，240 113.102 1.138 団 16.000

1981 同 個

2，938 209 5 547: 1，566 3，699 4.718 126，784 125，286 1.498 団

1982 福田朝生 個

(第6代) 2，742 188 3 513 i 1，511 3，446 4，444 124，411 123.852 559 団

1983 (国定費産売却収入

同 3m円を含む) 個 11，400
2.670 179 6 519 1，583 3.374 4，438 444.136 442，411 1，725 団 20，000

1984 福田朝生 個

(第6代) 2，538 157 504 1.563 3.200 4，259 135，106 134.263 843 団
佐野正一

(第7代)

1985 佐野正一 個

2.622 147 5 502 1.554 3.276 4，328 175，038 174.953 85 団

1986 同 個

2，453 146 6 488 1，536 3.093 4.141 143，038 143，482 A 445 団

1987 同 倒

2，467 142 12 514 1，870 3.135 4，491 197，613 195.547 2，067 団

1988 同 個

2，444 147 19 530 1.901 3，140 : 4.511 168.858 167.819 1，039 団

1989 同 間

2，442 144 27 538 1，907 3，151 : 4，520 178.527 174.710 3，817 団

1990 同 個

2，431 141 31 548 1，920 3.151 4，523 176.947 196，488 b. 19，541 団

1991 同 個

2.348 188 27 548 1，915 3，111 4，478 198，833 197，038 ι 1.795 団

1992 同 個

2.367 182 21 544 1，908 3.114 4，478 182，727 187，165 A 4，437 団

1993 同 個

2.328 174 38 586 1，942 3，126 4，482 192，198 204，398 b. 12.200 団

1994 市川 宏 個 14守400
(第8代) 2，425 155 53 605 1.948 3，238 4.581 195，088 203.943 A 8，855 団

1995 同 個

2，672 157 36 668:2，142 3，533 5，007 190.777 188.524 2，253 団 25，000

1996 同 個

2，585 151 47 667: 2，160 3，450 4，943 212，140 212，233 A 93 団
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編料資

l青年建築家及び青年技術者の顕彰
顕彰者 (所属等)

注)"，í~Ã組織名には.時称をmいているところもある

回 .{I'-

第 l匝l 悶54年 |富家宏泰(宮家鐙創出1") 坂田美郎(岐阜県)

渡辺禎巳/藤森正之/巽健治(大阪市)

長谷川元耶/吉田隆一 (京畑建築)

片山光生(近畿地建) 宮武保義(I'，!i，d<建設)

近藤正志(村野、森山築) 太田伝一郎 (71I'i'[l公社)

第2回 1955年 |鈴木英夫(東ffil鐙築)

薬袋公明(日建設計)

栄木一成(大林組)

権問孝治(近畿地建)

佐久間宏(大成建設)

加藤啓治(消水位設)

第3回 1956年|住田栄次郎(京知|建築) 右中達夫(大阪建築)

今回茂雄(今西デザイン) 三回- ~~ (三間建築設計)

森下祐良(大林組) 平生舜ー (竹中工務自)

松村俊三 (倉敷レイヨン) 稲柴歳明(治水建設)

小林 ï;t/小林盛太(主~築世代)

i只凹和夫(電電公社) 富田三樹夫(三座建築)

高橋則夫(竹中工務，;!?) 樹183 消(安j~:建築設計)

小西敏哲(中国凶園地建) 八木 彰('1'国内国地建) 吉岡吉雄(大林組)
倉石秀夫(竹中工務府) 力武利夫(消水位設)

jf上混(大阪}J!~)

第 4[il] 市川 宏(束知l建築)

北田正利 (円堂建築設計)

斉藤和夫/鎌田恭J，JV寺l人l
北村隆夫(竹中工務応)

1957年

第 51IT1 ω58年 |外山 殺(日建設計)

根津耕一郎(日建設計)

木内新弥 (大阪郵政局)

大辻氏喜夫(竹中工務!万)

柏原 博 (石原建築設計)

多田英之(日建設計)

池田武彦(W:畑建築)

山本純孝(安:11ー建築設計)

金沢弘点(住宅公団)

三川栄吉(兵!木県)

山本俊介(汗i水建設)

信/水谷穎介(タウンデザイン研究会)

竹原義Ul:] (竹 ':I~' て務自) 坂本勝比古(神戸市)

山本智雄 (松田平川設立J-)

宮川達郎 (日建設計)

嶋村|発次(大成建設)

内臓蕉男 (三座佳築)

陶村玖)(お!i水全~設)

松浦直一/鍛冶征:男 (佐世襲設m
後藤掛二 (紅建築liJf)

小西吉太郎(小川住築) 若槻健一 (中国四凶地主~) 内藤一，:P;(大阪府)

山本能輔/下山和E利 (近畿地建)問中孝男(日建設;1J-) 横井良一 (日建設計)

和田 保(村日1，kb1t建築) 森本光雄 (問中 小州立l!築)田村敏夫(住宅公団)
奥山 勝(ゲpl'J:務庖) 木村康彦 (消水建設) 宮本千賀志 (大成建設)

山田 篤(中部地主~) 井|対幹雄 (三座建築) 松井香路(三間建築設計)

松岡通夫(凹'1'・小凶建築) 日iF5輝雄 (中川制l) 池田t彰一郎(J;jt:畑建築)
猪沢徳忠(Jumw 江川好巳(山下J.i刈i説。ll) 舟橋 巌(大林組)

武藤l命男 (tr~!x レイヨン) 上村 ー/;lli I~ ll T;r / 

第61叫 1959年|山田!芳成(兵)ojim 井上凱敬(佳築綜合計画研)片倉健雄/刺長三郎(1(榊造liJf)

小坂隆次(大阪市) 上回 稔(大阪市) 大海一雄 (神戸市) 岡 浩三 ("，沢建築)

坂内幾男(坂内建築設m 橋本喬行 (11雄投百1') 中野孝治 (安井立l!築設;!I) 中村銀之助 (人:11克也設)

朝野博文 (1.0'1'・小西建築)辻本 箆 (~fH'm築設計) 田村又夫 (三座主主築) 常石11寿世(渡部建築設，m
喜多村幸夫(大|坂郵政局) 工藤隆Ill:l(竹中 E務!万) 消水一造(住宅公団) 三村浩史 (大阪府)

竹本H召三 (円堂鐙築設詰1-) 大津H百義(束州|建築) 中路邦久(大林制l) 木田幸夫(大林利l)

林 高切1(rl'i玉1'1・G力)

第 71亘| 1960年|森谷普作(近畿地位) 宮崎君治(大#組) 和!閉普弥(大級建築) !毛本茂(波部鐙築設計)

南上晃 UR畑建築) 山田新治郎 (建築自営) 川辺境 (日建設。i!) 4公原孝史(1::1悠設計)

山田貞次郎(大林組) 今井孝達(品建築自営) i剣安直信 (EI建設，n-) 青木繁(消水鐙設)

平田宜広(安H建築設計) 寺谷敏行(兵/!iiW 古|河凡夫(三座主主築) 大国22悦(住宅公団)

浜崎i1fi太郎(坂内建築設百J-)大塚仁志(日建設計) 山口治男 (大阪建築)

1961年 !大倉秀防1(住宅公団) 岡部幸蔵(1]建設;l!-)

白 ~:I 問11(京1:11大学WIITI研究)高田 威(大成立l!J¥:1)

中ぬ克己(安井辿築設日n 凶田芳弘 Wl水辺設)
府 H(!ゲl(兵庫県) 総村健次(彦作佳築設計)

~ 8 回

1962年 |満野 久(京都大学) 高田十治 (U住設計)

高原総:也 (J反対u建築) 伊丹孝 (大林組)

山形l勝久(日建設計) 総下涜一郎(J忘れ巨県)

若野中易三 (汗i水建設) 尚武主計( ，'~~ I;d I:tJ 仁作所)

紙野佳人(大阪大学大学院)木原仁男(三階ill築)

第 9回

!訓告義一 (大林組)

鶴!日昭一 (大林組)

長谷部州郎 (日辿，没;11')

宮崎八郎 (三陸辿築)

柴田勝之(坂余裕三~築研)

束内敏(J;jt:知|佳築)

福井弘明 Wl水建設)

米;1'顕一 (竹'1'工務!市)

山田英夫(設計白常) 倉田茂二 (大江宏研究所)

-/J I ' ，'~，沖社îMt. (安川建築設計)111本正和1(大阪府)

小向将志 (早稲1[1大学院)

徳間昌克 (竹rl'仁務!日

内問|盗Mt.(住宅公団)

愉山吉平(東京大学大乍院)

泉沢哲史 u免ぬ佳設)
若林時郎(ft宅公団)

228 



Inl・iJ'- 顕彰者 (所属等)

第lω01凶凶 lω96臼3年 |浅野羽維t彦 (坂倉k準格三建築砂研f)伊束哲郎 (げゲ竹f川司中1工務!庖苫) 尾崎!勝l勝持弘 (α?打i 金本賢治(大阪建築)

芝iJ::!)!E夫 (住宅公団)

第11恒|

夜妥-多l央A定E介(中沢建築) 北野正志('i:笛5家建築設日計|り) 小嶋 宏(大阪!府訂削) 
鋤納忠治(日建設計) 野村輝総 (束畑建築) 知| 利一 (建設省)

治田幸男(三座建築) 宮川吉夫/信川好弘 (兵庫県)

村岡 実(1級建築事白営)機山誠一 (安井建築設計)

1964年|束 孝光(坂倉準三建築研)上田宏ニ (大阪建築)

小川陣三 (竹内建築) 紙克行(安井建築設計)

小林1I;'l犬 (ナ ショ ナル{主主~)高松恭一 (日建設計)

ffil 姉夫(消水建設) 前回紹郎(住宅公団)

牛山 勉 (ウシヤ7設計研究)

他国喜世子(竹中工務!占)

竹村吉高(大林組)

山田耕蔵(大阪府)

原納iI!長一 (小河建築設m
宮本孝一 (大成建設)

瓜本信之(日本固有鉄道)

久保田哲雄(大成建設)

西村正予15(近畿地建)

第12阿 凶65年|西村源之助(大|坂建築) 広瀬二郎 (日建設計)

樋口元一 (大林組)

能勢次郎 (能傍建築)

山川忠良 (中園地建)

出江 究(竹中工務庖) 附日l和彦(坂倉準三位築研)

第131司

鈴木幹古J(消水建設)

池間博 (住宅公団)

恒成恒(大阪府)

1 966年|今倉邦彦(東対1I~築)

奥回実(竹中工務応)

白井義惟(住宅公団)

畑中成雄 (共同設計)

図 f，i(宮家建築) 針崎権蔵(小河建築設計)

松下徳義(安;}j:鐙築設計) 土井氏澗(京都大学)

大谷竜起(岩崎建築設計)

小野栄士(日本万博協) 大西孝夫(日建設計)

他国正也 (大阪建築) 今野利直 (竹"1:'""[務l占)

凹巾雅俊 (m水建設) 恒川 弘(篠田川口建築)

吉田千秋(安井建築設計)

岡山市自主幸(京都大学)

坂本勉(近畿地建)

中ぬ忠義(大林組)

第141百1 1967年|伊藤敬祐(昭和設計) 石川 功 (東畑建築) 植田寿f，i(竹':1"工務!日

酒井蔚宰(大阪建築)

田畑弘 (日他殺言D
山田義信(住宅公団)

太聞隆信(坂倉準三弘~築研)

鈴木雅夫(大阪市)相本良三 (安井建築設計) 小林 H召(n-'f水建設)

辰己絢二 (大阪府) 田中 喬(京都大学) 辻y可'純徳 (浦辺建築)
藤川:rrI一 (大阪府住宅公社)111下信夫(大林組)

第151亘| 1968年 I(設m~iW I) 千葉春海(日建設計) 芝山 U~l (藤木工務!占) 深谷浩一 (大成建設)

i熊沢降(兵庫県) 竹本丈太朗(安井主~築設~t ) 竹延邦義(竹中工務脂)

(構造訓"]} 総井克俊(日建設計)

(施工訓"1) 内山義治(銭高組) 長j貧 J忠、(大林組) 久保田継犬 (1m組)
滝川昌宏(竹中工務庖)

(設備 i~iII"]) 明 大成(大林組) 池山:1:1:一郎(竹中工務脂)
(tlllrfijgiW'1) 北川維二 (住宅公団) 斉iI射すりl、(近畿大学)

第16阿 1969年 I(設計部門) 垣内健男(安井建築設計) 寺本敏HlJ(日建設計) 毛利茄夫(竹中工務庖)

萩野宜美(日建設計) 美濃古1I[i(大成建設)

(桝造部1"1) 青柳 百J(日建設計) 竹内美智雄(大林組) 北村俊男(消水建設)

(設備 ~fllJ""1) 上村幸之 (大林組) 河野元H百(日建設計)

(施ーr削"1) 吉田勝彦(大林組) 小西舟ー(大林組)

(計画訓"1) 島村昇(住宅公団) 郡山正久 (大林組)

第17[i1 1970年 I(設計部門) 谷円 望(日建設計) 荻原信行(東側建築) 藤原一秀(久米建築)

山口哲夫(安井建築設計) 伊藤誠三 (大成建設) 上川真正(大林組)

科埜僚宏(大阪建築) 増田~~治(兵庫県)

(椛造部門) 高木正敏(大林組) 中川 滋(竹中工務!日 首藤信夫(兵庫県)

(設備制作l) tbl'.t ~ (竹中工務庖)

(施工部1""1) 大場若夫(大林組) 木村稔 (大林組)

(計画部1"1) 鴻有l'宏至朗 (安;)1

第18回 1971年 I(設計部門) 小角亨(日建設計) 岸政司(安弁建築設計) 田中弘成(大林組)

狩野忠JE(竹中工務庖)

(構造部門) 小菅与三一 (大林組) 田口彰宏(大林組) 真塚達夫(束畑建築)

(設備部1"'1) 松岡窓生(近畿電気工事) 山本政(建材担) {半)Ji島幸恵(竹':1"工務庖)
(施工部門) 宕回怒三 (大成建設) 高j斗三氏11(鹿島建設)

W"iilii削"]) 山本消(EI述設昔D
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編料資

回・年 顕彰者 (所属等)

~ 1 9回 1972年| (設計部1"1) J銭高~n正俊(大林組) 福岡辰造(大建設計) 後藤攻(大建設計)

長沢丘幸(竹中工務庖)

(構造部門) 金津正明(大林組) 下伊豆隆三 (安井建築設計) 1)[1藤総造(竹中工務庖)

飯田隆保(中部電力)

(設備部門) 井上良WJ(竹中工務庖) 内山 昇(高砂熱学) 稲垣武久(東海設計)

(純工部1"'1) 高木嗣郎(大林組) 岡田普弘(鹿島建設)

(計画部門) 中田雅資 (住宅公団)

第20回 1973年 I(設計部門) 機川隆一 (日建設計) )5!藤剛生(遠藤建築) 赤木園文(小河建築)

中川洋一 (安井建築設計)

(構造部1"]) 辻英一 (安弁建築設計) :l¥f.l飼邦夫(日建設計)

(設備部門) 胤倉正f，i(近畿電気工事) 大林芳夫(日建設計) 高橋消久(竹中工務庖)

(施工部1"]) 利l回貞男 (竹中工務庖) 宮脇克己(鹿島建設) 井上敬一 (竹中工務!日

(計画部1"]) 社本孝夫(住宅公団) 浅野誠 (日建設計)

第21回 日74年 I(設計部門) 野田泰弘(日建設計) 松山新(安井建築設計) 山田耕治 (大林組)

森忠彦(竹中工務底)

(構造部門) 内田直樹 (日建設計) 総本健(大林組)

(設備部門) l熊本健(日建設計) 小雨義彦(竹中工務脂)

(施工部1"]) 川崎一雄 (竹中工務底) 三浦康夫(大林組)

(計画部門) 木村輝久(大林組)

(その他部門) 尾野雄三 (大阪市)

第22回 1975年 I(設計剖門) 高松 frt (匠設計室) 山口祥悟 (日建設計) 矢作茂(大林組)

小川消ー (竹中工務底) 伊藤元(安井建築設計) 谷間庄司(東畑建築)

(構造部門) 藤塚敬(大林組) 佐々木照夫(竹 I~l工務庖)

(設備f.rll門) 迫村隆毅(日建設計) 中嶋利治(竹中工務庖)

(施工部W'I) 岡田正徳(竹中工務庖)

(計岡部門) 旺l辺一之(日建設計)

穿¥23回 1976年 I(設計部1"]) 被山芳祝 (竹中工務庖) 池田忠次 (安井建築設計) 竹山消明 (兵庫県)

江草泰造(大林組) 菊地平(竹中工務自)

(構造部門) 柏田.m敏 (竹中工務庖) 八木貞樹(大林組) i凶弁和|三 (大成建設)

(設備部門) lJn藤晃(日建設計) 府内龍彦 (竹中工務庖)

(施工部門) 谷口健(竹中工務庖)

(その他部門) 竹潔克彦(東畑建築)

第241il1 印77年 I(設計部門) 中嶋 浮(藤木工務庖) |河本弘之(安井建築設計) 喜多隼紀(竹中工務庖)

小野為一 (日建設計) 市嶋久嗣 (大林組) 杉本浩康(兵庫県)

(構造部門) 深井敬三 (日建設計) 青野階ー (大建設計)

(設備部門) 喜多村義興(大林組) 赤総重J:{IJ(日建設計)

(施工部門) 板田雄二 (竹中工務庖) J)斉 一弘(大林組)

(計画部門) 竹本俊平(住宅公団) 太田貞典(小河建築)

第25!i'i] 悶78年 I(設計部門) 久保田秀男(日建設計)

鎌谷慾彦(竹中工務庖)

(桃造部門) 斎Jj，豊幸縦(日建設計)

小野徹郎 (i鴻池組)

(設備部1][1) 山脇久樹(安井建築設計)

羽生克彦 (安井建築設計)

中河克WJ(鴻池組)
瀬川姉夫(竹中工務庖)

七字祐介(大成建設)

室川康男 (大林組)

EEI~l 宏(大林組)

第26回 1979年 | (設計部1][1) 輿謝野久(日建設計) 松井康吉(東畑建築) 樋田仁(大林組)

|首Il野洋三 (安井建築設計) 松村緋四郎(鴻池組) 三宗司郎(昭和設計)

(構造部I'''J 北線稔郎(竹中工務底) 花島晃(日建設計) fD1 安弘 (i鴻池組)

橋本早苗(大林組)

(設備部門) 長野光II~ (竹中工務庖) 猪岡達夫(日建設計)

(施工lc~1門) 佐竹磁一 (鴻池組) 山下隆司(清水建設) 事安正秀(竹中工務脂)

(計画部門) 森 '!ti(日建設計)
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回 ・年

第27回 1980年 (設計部門)

(構造部I'''J)

(設備部門)

(施工部門)

第28回 1981年 I(設計部門)

(桝造部門)

(設備部門)

(施工部門)

(計画部門)

第29回 1982年 I(設計部門)

(精進部門)

(設備部1'''1)

(言|画部門)

(その他部門)

第30回 1983年 I(設計部門)

第31回

第32回

第33回

第34回

(構造部門)

(設備部門)

(施工部門)

1984年 I(設計部門)

(桝道部門)

(設備部門)

(施工部門)

(計画部門)

1985年 | (設計部門)

(構造部門)

(設備部門)

(施工部門)

(計画部門)

1986年 I(設計剖1門)

(構造部門)

(設備部門)

(施工部門)

(言|画制吋)

(その他部門)

1987年 I(設計部門)

(構造部門)

(設備部門)

(施工部門)

(言|画部門)

(その他部門)

顕彰者 (所属等)

北村恭一 (大建設計)

寺岡俊彦(日建設計)

外国隆(大林組)

|刻板降史(大林組)

大内山正英(鴻池組)

奥!資宗玄(電電公社)

横尾辿夫(安井建築設計)

小掘隆治(f主都公団)

大原千幸(日建設計)

阪本保孝(大林組)

藤野邦夫(住都公団)

大衆研二 (日建設計)

宮下幹雄(大建設計)

岡本迷秘(竹中工務庖)

森崎実(日建設計)

雨 和人 (7トリエアーバントポ7)

中元三郎(安井建築設計)

林達雄 (竹中工務脂)

下前裕一 (東畑建築)

{肘l'功 (大林組)

杉浦修史(竹中工務庖)

斉藤悦夫(清水建設)

伊藤敏明 (清水建設)

猪子 )1関(日建設計)

田中耕太郎(大林組)

端1長一 (日建設計)

柴崎 |塗(大成建設)

川本得信(住都公団)

林手[J久(日建設計)

前川 消(竹中工務庖)

木田伸一郎(安井建築設計)

深野隆(大林組)

遠藤正総 (竹中工務庖)

江崎誠(松村組)

加藤明(住都公団)

北村潤 (東側建築)

沼田 B.(昭和l設計)

山本博(竹中工務!日

片山淳一 (高砂熱学)

倉良!茂 (i清水建設)

金滞成保(日建設計)

中川住久(安井建築設計)

久保消ー (アルキービ建築)

桜井信雄(竹中工務庖)

浮田高志(安井建築設計)

大高一階(日建設計)

広瀬消荻(大林組)

山本光良(昭和設計)

小杉正博(松村組)

八木俊樹(安井建築設計)

沢田 fEI!(兵庫県)

山口猛 (日建設計)

角雨修平(近畿電気工事)

本間利雄 (大林組)

滞英雄(大建設計)

坂田進(東側建築)

苫名正(竹中工務庖)

!駒凹哲男(日建設計)

原克巳 (日建設計)

溺i山 哲(大成建設)

高田茂(安井建築設計)

工藤和夫 (日建設計)

上篠俊男(大成建設)

海野克則(大林組)

高山司郎(大建設計)

藤原君夫(昭和設計)

矢田史八(高砂熱学)

久住友紀雄(大林組)

川北 英(竹中工務庖)

児玉一秀(清水建設)

下野直人 (竹中工務庖)

西田英弘 (大阪電気暖房)

山辺秀夫(大林組)

寺田高久 (竹中工務庖)

中西博隆 (日建設計)

矢野茂 (不動建設)

山田祐三 (安井建築設計)

中西一吉(竹中工務庖)

松島清(昭和設計)

赤木隆(日建設計)

長谷川保普(竹中工務庖)

山崎)~太 (竹中工務庖)

高知|頼信(竹中工務庖)

松本陣俊 Oli:畑建築)

佐々木義隆(竹中工務庖)

三木省二 (三座建築)

治ìJ~滋男(近畿電気工事)

岩下博美(大林組)

鰹原健一 (鴻池組)

波海紀三JWI(日建設計)

佐藤進(電電公社)

曽我幸夫(近畿電気工事)

長尾彰(昭和設計)

玉置盟始(東畑建築)

佐伯博 Oli::tII1建築)

小南一郎 (竹内建築)

黒木安男(鴻池組)

茨木保(竹中工務庖)

平畑正人(藤木工務庖)

桜井目JjMi(大林組)

山本貞次(束畑建築)
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編料資

回・年

(構造部門)

(設備部門)

(施工部門)

(計画部I"i)

松川敏正(竹中工務庖)

万野正明 (大林組)

石倉秀敏(竹中工務庖)

角晴輝(竹中工務庖)

三木敏則(竹中工務庖)

佐々木正人(竹中工務庖)

顕彰者 (所属等)

三木啓正(安井建築設計)

吉井和男(東畑建築)

西村JI持尚(大林組)

古附幸雄(大林組)

志水史典(大林組)

岡本 |盗(日建設計)

見城辰哉(消水建設)

稲森享(東畑建築)

第35回 1988年 I(設計部門)

第36回 1989年 I(設計音1I門) 大塚裕弘(東畑建築) 後藤浩美(竹中工務庖) 田中滋典(大林組)

池本裕(昭和設計)

(構造剖l門) 和田雅洋(竹中工務庖)

(設備部門) 補本望(竹中工務底) 織133邦男(高砂熱学) 後藤康(大成建設)

(施工部1"1) 西陣康 (清水建設) 小山政主主(竹中工務庖) 児玉fllll閃 (鴻池組)

(その他部門) 腕瀬忠孝(竹中工務1;15) 111中迷彦(大林組) 柄本 宏(鹿島建設)

第37回 1990年 I(設計部門) 菅野忠司(鹿島建設) 進藤明(フジタ) 渡辺豪秀(日建設計)

松田善弘(昭和設計) 永島敏郎(安井建築設計)

(構造部門) 格英顛(竹中工務庖)

(設備部WI) 前田佳範(竹中工務庖)

(施工部門) 片山 笠(鹿島建設) 山口 洋(藤木工務応) 新谷晃栄(銭高組)

(計画部門) 石倉健彦(住都公団)

(その他都1"1) 北原英雄(竹中工務底) 占主l!l彩宏(松村組)

~38巨| 1991年 I(設計・計画部門) 森島敬美(東知1建築) 花田佳l狗(日建設計) !隣J)fi宏幸(安井建築設計)

赤対清吾郎(鹿島建設) 古凹J!史(竹中工務庖) 赤井富弘(近畿地建)

(構造部1"1) 前野敏元(竹中工務庖) 緑川功 (日建設計) 山浦普弘(安井建築設計)

田辺太一 (鴻池組)

(設備部1"1) 金泰彦(日建設計) 小ぬ福生 (竹中工務庖)

(施工部1"1) 本谷浮(大林組) 乾重樹(竹中工務庖) 河原↑良治(鹿島建設)

(その他部1"1) 松元秀信(竹中工務自)

気~39回 1992年 I(設計・計画部1"1) 初回俊哉 (竹中工務hS) 米弁 :n: (東畑建築) 川向克也 (日建設計)

井ノ口誠(昭和|設計) 宮地k;{f一郎(安井建築設計) 1L~持ifi!;V I夫 O{，長木工務庖)

伸弁誠(竹中工務庖)

(椛造削"'1) 多賀謙蔵(日建設計) 凶郷慈師(東畑建築) 片山丈士(竹中工務!占)

事11沢宏明 (鴻池組)

(設備部門) 高正明(安井建築設計) 福田 .l!1 (NTT) 

(施工部門) 阿知良充(鹿島建設) 平岡卓志(戸田建設)

第40回 1993年 I(設計・計画部門) 指田孝太郎(日建設計) 川合智明(竹中工務応) 大島弘資(安井建築設計)

北森一弘(昭和設計) 徳|河浩二 (徳間昌克事) |益!旧 弘(大林組)

竹田芳之(久米設計) 河端秀直(日建設計) I街梨ME二郎(竹中工務庖)

(精進部門) 藤井正HIJ(大林組) 梶山 毅(鴻池組) 汗i水 斉(竹中工務庖)

阿蘇品尚士(東畑建築)

(設備部1"1) 古川 浮(竹中工務庖) 宮野辺文(日建設計)

(施工削引 福井茂和(大林組) 大柄直也 (竹中工務庖) 小笠原布l博 (INAX)

甲野総之(竹中工務応)

第41回 1994年 I(設計計画部門) 山本JI寿彦(安井建築設計) 野間隆史(竹中工務底) 宮川 浩(日建設計)

浜田俊(鹿島建設) 野村昌宏(竹中工務庖)

(構造部1"1) 吉j警幹夫(日建設計) 森裕霊(鴻池組) rl' ijZ布|人(竹中工務庖)

曽我絡(竹中工務!占) 林 隆治(昭和設計)

(設備制"'1) 細川 音(日建設計) 小谷村}ー (竹中工務庖)

(純工部1'''1) 初11川隆一 (大林組) i/li口正人(竹中工務底) lHド1;:只志(大成建設)

福島隆(鹿島建設)
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回・年 顕彰者 (所属等)

第42回 1995年 (設計計画部門) 登坂誠(日建設計) 大谷直己(竹中工務庖) 塩見浩一郎 (鹿島建設)

河崎敦子(竹中工務庖) t翠柳迷男 (竹中工務庖) E事城義丈(徳岡昌克事)

中尾勝悦 (大建企画) 若林売(日建設計) 上原徹(日建設計)

j篠田尚也(鹿島建設)

(桝造部門) 上田博之(竹中工務庖) 陶器浩一 (日建設計) 西川宏之(松村組)

(設備部門) 小林陽一 (安井建築設計) 湾回宗久(東畑建築) 寺田庄作(昭和]設計)

伊藤昌明(日建設計)

(施工部門) 川上宏伸 (大林組) 牟出有宏(竹中工務底) 田村典正(大成建設)

中西全一 (戸田建設) 法質成人(鹿島建設)

(その他部門) 田中英嗣(安井建築設計) 中出聡 (昭和設計) 下川 弘 (J、ザマ)

ーーー』ーーー--ーーー『骨・ーーーーーーー量』 ーーーー・ーーーーーーーーーーー『ー『・・・ーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーー----ーーーーーー帽ーーー・・・・ーーー曲目』ーーーーーーーーーーーーーーー弔---骨・ーーーーーーーーーーーーーーーーー『胃明---ーー----ーー-・・ーーーーーーーーーー，骨Fーーーーーーーー』ーーーー

第43回 1996年 (設計・計画部門) 秋田 浩(住吉日公団) 石川貨之(日建設言1・) 松岡尚志(竹中工務底)

八申請健志(1:1 建設計) 吉間賢一(鴻池組) 山岡俊紀(昭和]設計)

丸林 哲(竹中工務庖) 篠宮篤史(安井建築設計) 桜本敏樹(大林組)

吉野博支(鹿島建設) 中川千裕(東畑建築) 小野彰子(東陶機務)

(桝造部門) 大氏正嗣(近畿地建) 夜船康司(竹中工務庖) 白沢吉衛(日建設計)

津田和f正(安井建築設計)
(設備部門) 中田茂郎(日建設計) 源邦夫(フジタ) 副野隆英(竹中工務庖)

(施工部門) 当主 j勝彦(大林組) 市川敦史(竹中工務応) 奥州浩一郎(大成建設)

新日例I(竹中工務庖) 伊坂大(鹿島建設)

(その他部門) 能勢浩三(竹中工務庖) 岩戸利男(竹中工務庖)

-ーー』ーーーーーーーー明帯--・ーーーーーー 』ιーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーー』ー一ー一一一ーーーーーーーーーーーーー--------ー・・・ー』喧ーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー母国ーーーーーー・・・・ーーー-ー』ーーーーーー，ー・帽.骨・ー-・4

第44回 1997年 (設計・計画部門) 堀井一孝(日建設計) 新谷依子(住都公団) 篠原佳員IJ(安井建築設計)
森下修(竹中工務庖) 大谷弘明 (日建設計) 浮田英行(鹿島建設)

門谷和維(竹中工務底) 中村文紀(東畑建築) 藤岡慶子(大林組)

河辺11，';重(竹中工務底)

(椛造部門) 徳田幸弘(日建設計) 佐藤裕司(藤木工務庖) 山根一三 (竹中工務庖)

坂口消隆(鴻池組)

(設備部門) 粕谷浩司 (EI建設計) 加藤浩司(竹中工務底)

(施工部門) 山口普史(大林組) 山本圭介 (大成建設) 辻千広 (大林組)

松田康史(鹿鳥建設) 森 f，j~久(竹中工務庖)

ーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーー 再『・ーーー・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，甲骨『・ー-------ーーーーーー ー-----・・・・・ーー』ー』ーーーーーーーーーーーーーー---・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーー--押・・・・ーー』ーーーーーーーー

第45回 1998年 (融|・計画部門) 八里正人(関税開発研究所) 佐々木由美 (竹中工務庖) 石井太志(昭和設計)

小林直紀(安井建築設計) 林 明 (大林組) 児玉謙(日建設計)

竹村 晃(竹中工務底) 小野道也(鹿島建設)

(構造部門) 松本竹史(竹中工務庖) 太田原克WJ(東畑建築) 田代靖彦(日建設計)

小畠伸- (jR西日本) 竹島剛 (鹿島建設)

(設備部門) 鍋島以宏(新日本空調) 石原慾司(竹中工務庖) 山本啓史(日建設言j-)

(施工部門) 中谷浩之(大林組) 永野顕(竹中工務庖) 仲田灘、洋(鹿島建設)

古川芳信(藤木工務庖)

(その他部門) 飯島慾一 (安井建築設計) 西村英夫(竹中工務庖)
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「巳吾-ロ
弘
支集編

日本建築協会80年史を編集して

1997年(平成9年) 3月、日本建築協会は関西建築協会としてl脈々の声を上げてから80周年を迎えた。
それにつれても、明治維新で衰退し人口まで激減した大阪に、近代工業の勃興とアジア貿易によってようやく活力

が生まれ始めたころとはいえ、建物の密集地に過ぎなかった街を近代的商業都市に転換させなければならないという

思いを持った有志が集い、タイミングよく関西建築協会を誕生させ、建築関係各部門の連携協力によって建築の進歩

発展を図るとともに、建築を通じて広く社会に貢献するという命題を持ちつづけ、戦中戦後の昔日If'を乗り切り、現在

の協会発展につなげ得た先輩方の尊い教え、強い意思がわれわれの心に響き、感謝の念がわいてくる。

80年史の編集準備会がスター 卜したのは1997年4月14日である。すでに80周年記念式典が終了した後であった。当
会の機関誌 「建築と社会Jが、節目ごとに周年記念特集号として略史、思い出、将来像等を、その時代の角度よりと
らえて読ませる記事として取り上げ、 1997年4月号も80周年記念号として発刊されていることからして、単独での協
会史の編纂は当初考えられなかった。しかし、いずれ企てねばならない協会史編纂を直視すると、すでに協会発足時

を語れる人はなく、戦後の混乱期を見た人も少なくなっていることから、この際、“将来に向かつてつながるように

歴史を振り返り、略史としてまとめ、 100周年に至る資料をととのえることが重要である"との結論に達した。
かかる事業は、数年の期間をとって発足するのが常道である。だが80周年の記念式典も終了しており、あまり遅延
することは許されない。早速、編纂委員会を組織し数回の討議の結果、 以下を編纂方針とし、作業にとりかかった。

1 )可能なかぎり資料収集を行い、本会発展の経過、事業、業績寄与:の資料を中心として簡潔に記す。

2 )本協会を創立し育て、戦中戦後の混乱期を乗り切り、現在へとつなげた、各時代に協会を担って活躍した人々を
紹介する。

資料収集は事務局の手をわずらわせたが、数次にわたる事務所移転、戦中戦後の混乱期での整理不足、さらに当時

を記憶する人も少なく 、完全な資料を求めるのは望み得ないことも判明した。各|時代に活躍された人々を紹介する項

については、 幸いにも坂本勝比古先生のご協力により、先生をリーダーとして近代建築史を研究される方々でワーキ

ンググループをつくり執筆、併せて年表作成までご尽力いただいた。この2点に加え、協会活動の本旨を総論で述べ、

また、本会長老方による座談会を催すことで、資料では表せ得ない協会活動を生き生きと取り上げることが出来たと

思う。

この80年をまとめて回顧すると、建築技術の進歩発展は著しいが、建築界は分野別に分化し、社会もまた、大きく
変貌している。そして建築にも地球環境の保全を考えて、 ノーマライゼイションの理念をもった家づくり 、まちづく

りが要求される時代となった。この変革の時代に、日本建築協会は建築関係の総合団体として、さらに関係諸国体と

協力して時代の要望にこたえるとともに、 一貫して守ってきた建築を通じて社会奉仕をという使命を守り抜く努力を

惜しんではならない。

なお、本史編纂にこe協力いただいた編纂委員、

だいたことを記して感謝を表したい。

また坂本先生には特にお骨折りをいたワーキンググループの各位、

長谷部朔郎80年史編纂委員長
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(神戸芸術工科大学名誉教授)
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アスワン株式会社 大阪市西区新町3-5-10TEL 06-6日2・0171

株式会社あめりか屋 大阪市北区中之ぬ4ふ25 TEL06-6444-1501 

株式会社浅沼組 大阪市天王寺区東高津町12-6TEL 06-6768-5222 

浅海電気株式会社 大阪市北区西天iI:~3-7-4 TEL06・6362-8711

株式会社 INAX関西統括支社 大阪市西区新町1-34-15 大阪グレンチェックビル2階 TEL06-6539-3500 

株式会社伊藤建築設計事務所 名古屋市中区錦2-2-13 名古屋センターピル TEL052-222・8611

株式会社石渡康三郎塗装后 大阪市阿倍野区播磨11可2-6-1 TEL 06-6693司2031

株式会社浦辺設計 大阪市北区梅田1-12-39 新阪急ビル内 TEL06-6341-1680 

株式会社エービーシー商会 大阪市中央区大手前1・7・31OMMビル8階 TEL06-6944-4900 

財団法人大阪市建築妓術協会 大阪市阿倍野区旭IIITl-2不1300 あべのメディ ックス13階 TEL06-6636-1777 

大阪ガス株式会社大阪事業本部 大阪市西区千代崎3丁目南2-37 TEL 06-6586-3242 

大阪化工株式会社 吹田市山聞東1-12-12TEL06-6876-2334 

学校法人福田学園大阪工業妓術専門学校 大阪市北区天満1-9-27 TEL 06-6352-0091 (代表)

財団法人大阪住宅センター 大阪市中央区南船場4-4-3 御堂筋アーパンライフビル4階 TEL06-6253-0071 -3 

大阪装飾株式会社 大阪市西区京町坂Rl-13-24 TEL06・6444-1410(代表)

大島応用化学工業株式会社 大阪市旭区太子補1-15-22 TEL 06-6954-6521 

株式会社大林組 大阪市中央区北浜東4-33 TEL 06-6946-4578 

王建工業株式会社 大阪市北区西天満6-1・2TEL 06-6362-9402 

株式会社岡村製作所関西支社 大阪市中央区南船場4・1-9 南船場第一東洋ビル TEL06-6282-4011 

鹿島建設株式会社関西支后 大阪市西区阿波座1-3-15 TEL 06-6536-3311 (代表)

株式会社金山工務活 大阪市中央区内淡路IIITl-1-8TEL 06-6942-5461 (代表)

株式会社神崎組 姫路市北条口3-22 TEL 0792-23-2021 

関西ペイント株式会社 大阪市中央区伏見11可4-3-6 TEL 06-6203-5012 

株式会社きんでん 大阪市北区本庄東2ふ41TEL 06-6375-6000 

株式会社北山紐 ねl歌山市友田IIIJ3-83 TEL 0734-32-1155 

協和建設工業株式会社大阪支后 大阪市北区天神橋2ふ9 第一ビル TEL06-6351-9701 (代表)

株式会社熊谷組大阪支后 大阪市部品区片町2-10・5 TEL 06-6352-1151 

栗原工業株式会社 大阪市北区角田IIITl-1TEL06-6313-1101 
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コーナン建設株式会社 大阪市北区大淀南1・9-10TEL06-6456-4311 (代表)

株式会社小西設計 大阪市西区立売痢1-12-16TEL 06-6532-4051 (代表)

五洋建設株式会社 広島市西区西観音2-1 TEL082・234-6200

株式会社 鴻池組 大阪市中央区北久宝寺町3-6-1TEL 06-6244-3547 

サンエス石膏株式会社 吹田市江坂11汀1-23-101大同生命江坂ピル13階 TEL06-6339-0870 

株式会社佐藤総合計画関西事務所 大阪市中央区北久宝寺町2-2-13TEL 06-6263-3889 

才門建設株式会社 大阪府岸和田市下野IIfI3-10-25 TEL 0724-38-2121 

株式会社坂倉建築研究所大阪事務所 大阪市西区京11可槻1-15-7 TEL 06-6443-0021 

三機工業株式会社大阪支庖 大阪市中央区北浜2-2之1TEL 06-6202-3071 

株式会社三晃空調 大阪市北区西天満3-13-20 TEL06-6363-1671 

三精輸送機株式会社 大阪府吹間市江坂IIIJl-13-18TEL 06-6385-5624 

株式会社山陽E 倉敷市中砧2360-20 TEL 086-46~ト 1988

ショーボンド建設株式会社建築事業部 大阪市城東区永田3-12-15TEL 06-6965-4350 

清水建設株式会社大阪支庖 大阪市中央区本11IJ3-5-7 TEL 06-6263-2800 

株式会社昭和設計 大阪市港区弁天1-2-1-800 オークl番街 TEL06-6575-5555 

神東塗料株式会社 尼崎市南嫁円Ilff6-10・73 TEL 06-6426-3355 

新日軽株式会社 大阪市淀川区西中山7-1-5 辰野新大阪ビル31椅 TEL06-6390-1313 

住友建設株式会社大阪支后 大阪市中央区北浜4不28 TEL 06-6220-8712 

住友電設株式会社 大阪市内区阿波座2-1-4 TEL 06-臼37-3430

株式会社 清和建築設計事務所 京都市中京区魅屋町二条下ル尾張町221TEL 075-231-1492 

株式会社精研 大阪市中央区瓦屋町2-11-16 TEL06-6768・5031

株式会社 銭高組 大阪市西区阿本IIIJ2-2・11 なにわ筋ツインズウエス ト TEL 06-6531-6431 

タケチ工業ゴム株式会社 大阪府吹田市例 日 が丘町1 ~ト2 TEL 06-6378・3799

株式会社タジマ大阪営業所 大阪市西区京町周II-1 0-5 TEL 06-6441-5951 

ダイダン株式会社 大阪市西区江戸明1-9-25 TEL 06-6441-8231 

株式会社大気祉大阪支社 大阪市北区中之島3-2-18 住友'-1"之砧ビル71街 TEL06-6448-5851 

株式会社大建設計 大阪市内|三京IIITJJnll-13・20TEL 06-6449-6800 

大成建設株式会社関西支后 大阪市中央区南船場1-14-10TEL 06-6268-8500 
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株式会社大傍 京都市東山区今熊野池田町8-5 TEL07~ト54 1 -3344

第一法続出版株式会社関西支社 大阪市西区新IQJ2-15-24 TEL 06-6541-5921 

株式会社竹中工務后 大阪市中央区本IIIJ4-1-13 TEL 06-6252-1201 

竹林塗装工業株式会社 大阪市淀川区新北!Jff1-12-2TEL 06-6301-9281 

中央電設株式会社 大阪市福島区海老江1-1-31TEL 06-6453-8720 

株式会社中電工 広島市中区小網町6-12TEL082-291-7411 

中部資材株式会社 名古屋市港区入船2-4-31TEL 052-661-7231 

朝陽電気株式会社 大阪市北区中之島3司2-4 TEL06-6385-1361 

テクノ・ナミケン株式会社 大阪市西区新111]1-4-26 栄泉四ツ橋中央ビル TEL06-6533-3855 

株式会社トウベ 大阪府堺市築港新町1丁目1TEL 0722-43-6411 

戸田建設株式会社大阪支庖 大阪市西区西本11~ 1-1 3-47 TEL06-6531-6095 

東急建設株式会社大阪支后 大阪市北区1:2崎3-19-3 TEL 06-6377-6514 

東光電気工事株式会社中部支社 名古屋市中区新栄1-33-2 TEL 052・251-1531(代表)

東陶機器株式会社 大阪市北区曽根崎2ふ7 腕新第一生命ビル-*館 TEL06-6364-1181 

株式会社東畑建築事務所 大阪市中央区伏見IIIJ4-4-10 TEL 06-6202-0391 

東洋シャッタ一株式会社 大阪市中央区南新町1-2-10 TEL 06-6943-6571 

株式会社東洋製作所中部支唐 名古屋市西区中小田井4-175 TEL 052-505-0351 

ナブコドア株式会社 大阪市西区西本11汀1-13-8 TEL 06-6532-5841 (代表)

株式会社中道組 大阪市都島区片lun-3-4 TEL 06-6352-4771 

西日本三星シングル工事協同組合 大阪市西区京町掘1-10-5TEL 06-6443-0431 

株式会社西原衛生工業所大阪后 大阪市北区中津6-8-4 TEL 06-6458-3625 

株式会社日建設計 大阪市中央区高閲締4-6-2TEL 06-6203-2361 

株式会社日興 広島市中区国泰寺町1-8-4 TEL 082-244・2111

日新工業株式会社大阪支后 大阪市西区新IIIJJ-12-22 TEL06-6533-3191 

株式会社日積サーベイ 大阪市中央区谷町3-1-9 MG大手前ピル TEL06-6944-2755 

日東金属工業練式会社 京都市上京区小JlI通中長者町下ル中橋詰町167 TEL 075-431-5351 

日本建設株式会社 大阪市中央区備後111]1-6-15TEL 06-6226-0630 (代表)

社団法人日本建築材料協会 大阪市西区京111]"堀1-8-3 TEL 06-6443-0345 

社団法人日本建築協会会員有志
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財団法人日本建築総合試験所 大阪府吹田市藤白台5-8-1 TEL 06-6872-0391 

株式会社日本設計関西支社 大阪市中央区淡路町3ふ7 興和淡心ビル TEL06-6201-0321 

日本設備工業株式会社:名古屋支庖 名古屋市中区錦2-2-22 TEL 052-211-4126 

野村建設工業株式会社 大阪市中央区高腿橋2-1-2TEL 06-6226-9502 

阪急、エンジニアリング株式会社 大阪市北区芝回1-4-8 北阪急ビル4階 TEL06-6359・2752

株式会社平田タイル 大阪市西区阿波座1-1-10 TEL 06-6日2-1239

株式会社フジタ大阪支庖 大阪市北区堂島2-1-16TEL 06・6348-4510

不二熱学工業株式会社 大阪市中央区南船場2-1-1 TEL 06-6261-2436 

福西鋳物株式会社 大阪市西区南掘江4・25-17TEL 06-6541-2924 

藤井建設株式会社 大阪市中央区備後町1-5-10 藤井ビル TEL06-6231-5731 

株式会社醸木工務活 大阪市中央区常盤町1-3-8 TEL 06-6966-0400 (代表)

文化シャッタ一株式会社 大阪市中央区北久宝寺町4-3-11 エーユ一本町ピル6階 TEL06-6282-0945 

霊園建設株式会社 大阪市北区天満橋2ふ1TEL 06-6353刊01(代表)

松尾橋梁株式会社 大阪市大正区鶴PIT3-4-18 TEL 06-6552-1551 

株式会社松村組 大阪市北区東天満1-10-20 TEL 06-6353-1131 

株式会社ミヤデラ名古屋支后 名古屋市中区丸の内2-6-25 TEL 052-201-3551 

株式会社水間組 大阪市部品区東野田町1-1-4 TEL 06-6352-3121 

ムツミ産業株式会社 大阪市凶区靭本IIITl-17-15 TEL 06-6441-0378 (代表)

八木惣株式会社 堺市津久野町3丁28-10TEL 0722-62-3838 (代表)

八千代電設工業株式会社 大阪市中央区森ノ宮中央1-1-38 TEL 06-6941・6532

株式会社安井建築設計事務所 大阪市中央区山IIIT2-4-7TEL 06-6943-1371 

株式会社安井杢工務后 京都府向日市上柏町;111]御塔道42 TEL 075-933-0012 

山本窯業化工株式会社 大阪府吹田市豊津町41-20 TEL 06-6338・8601

株式会社ユニオン 大阪市西区南掘江2-13-22 TEL 06-6日2-3188

寄神建設株式会社 神戸市兵庫区七宮町2-1-1 TEL 078-681-6662 

有限会社柳々堂 大阪市西区京11可堀1-12-3 TEL06-6443-0l67-8 

(50行附i)




